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小
学
校
を
南
方
に
設
置

25 26 27 28 29 30 

-

郡
名
改
称
温
泉
郡
と
な
る

36 35 34 33 3231 

河
之
内
校
全
焼
金
毘
経
下
民
家

移
転

-

小
学
校
令
改
正
義
務
教
育
四
年

(
寺
川
江円土口
方

-

教
科
書
が
固
定
と
な
る

37 

内
第

尋
常J
f均

等

学
校
創
一~

38 

:It.. 

七

9
一

校
舎
則
之
内
中
三
三
四
番
地
の
現
在
地
に
竣
工

3

運
動
会

・

学
芸
会

・
由
民
繁休
業
は
じ
ま
る

一
八
)

二
七
六
一

一
一八
=
二

二
一
七
一
一
重

一二
九
一
一
一

:lL 

。

40 

-

義
務
教
育
六
ヶ
年
と
な
る

41 

通
俗
農
事

・

教
脊

・

衛
生
講
座
開
催

42 

立
日
回
目
子
林
九OO
本
柏
樹

43 

学
校
新
聞
・
雑
誌
発
行

一
一
一
一
二
三
一

一
一
一
一
一
一
九一

一
二
一
三
八一

一
三四
六

一

一三
一一五
一

二
二
三
九
一

一
三
四
一
一

義
蚕
奨
励
士
二
五
三
一

流
感
の
た
め
学
校
閉
鎖
二
週
間
一
三
七
八
一

・

小
学
校
令
改
正

一
三
六七

一

納
期
立
十
一
校
女
子
部
盆
間
授
業
ふ
乞
は
じ
め
る

一三
七
五
一
宮

-

校
下
に
屯
燈
が
つ
く
一
四
一
一
一

一

一

一
四
O

六
一

一
三
九
三
一

一
三
九
O

一

大
工
原
学
林
一
五
五

O
本
楠
樹

44 

校
外
授
業
(
松
山
市
街

・

動
物
闘

ム

ノ、

45 

幻
境
会
開
催
(
一
九

・

一
六
」
部

活
別
父
兄
懇
談
会

を
始
め
る

高
等
科
修
学
旅
行
を
は
じ
め
る
(
広
'
品
)
義
土
会
を
は
じ
め
る

活
動
写
真
公
開
(
七

・

一
九

)

三
校
述
人
口
学
長
会
開
催
農
業
実
習

地
を
置
く

部
洛
出
張
字
丸
山
会
を
は
じ
め
る
修
学
旅
行
京
阪
へ

三
内
第

一
実
業
補
習
学
校
を
設
置
(
男
九
四
ゃ
れ
女
六
名
)

楽
隊
を
つ
く
る

匹|

4 5 

ぶ
ら
ん
こ

・

回
転
塔
な
と
の
遊
民
を
新
設

新
嘗
祭
式
典
に
参
列
は
じ
ま
る

6 7 

肋
木

・

平
行
体

・

平
均
台

・
跳
箱
な
ど
体
育
器
具
新
設

授
業
参
観
日

・

懇
談
日
を
定
め
る

8 10 9 

家
庭
訪
問
i;ｭ
cι 

Li 
Lｭ

め
る

林
間
学
校
を
金
毘
羅
士
寸
裏
山
で
開
設
雨
傘
一
O
O
本
常
備

11 

学
校
で
秋
蚕
を
飼
育

12 

校
下
民
労
力
奉
仕
に
よ
り
運
動
場
を
拡
桜

-

関
東
大
震
災

13 

運
動
場
排
水
工
事
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相
撲
場
袋
設

P
T
A

官

給
食
主
改
修
対
伝
法
凶
広
叩
補
助
を
受
け
る

P
T
A

県
表
彰
都
内
思
科
研
究
会

本
館
鉄
筋
校
合
浜
成
(
ご
一
八

-
J

一
・

一
八
)
-
古
川
金
次
郎像
拘
建
(
谷
川
崎
)

ス
テ
レ
オ

、

チ
ャ
イ
ム
、
八
ミ
リ
出

M
機
等
寄
贈
を
受
け
る
山
少
年
亦
十
字
問
に
加
盟

ブ
ー
ル
竣
工
(
山
ハ

テ
レ
ビ
オ

l

シ
ョ

ル
A
B
4

』
ハ
に
俊
勝

二
一O
P
T
A

寄
鳩
山
肱
繁
休
業
を
後
汁

ン
ウ
ェ
ー
ブ
的
環
辻
山
一
(
寄
贈
)

口
万
井
ド
新
設
事
務
職
日
以
を
沼

創
立
h
i

周
年
記
念
式
挙
行

校
歌
校
章
制
定

分
会
ポ
ー
ト
ボ
|

完
全
給
食
実
地
西
校

h
f
H
副
築
部
徹
本

-

一
川之
内
公
民
館
に
短
期
幼
児
学
級
開

歴
代
校
長
郷
土
偉
人
の
り
兵
収
集

号Jし

乱旦

r
J
北
ハ
カ
肋
ぺ
川

e

沼
山
川
久
川

{•

li'

l 

校
内
政
送
開
始

臨
海
学
校
開
設

矢
少
子
1
ク
代
一
丁
十
日
弘
百

ム
制
下
、ι

- i

十
H
M
4
AO
'

イ
8

・
y

h

校
門
的m
u備
教
は
ハ
忙
毛
一
い
明
設

給
水
設
備
こ
み
焼
い
か
ま
新
設

P
T
A

研
究
会
開
催

-

内
中
学
校
一
治
成
移
転

日A
J
J
r向
松
)

二
一
内
高
等
家
政
宇
校
開
設

・

地
教
委
発
足

運
動
場
排
水
工
中
完
了

fi反

東
久
口
小
学
校
と
校
名
改
称

実
習
回
拡
張
寄
贈
奥
南
学
林
寄
贈

大
阪
よ
り
朝
日
田
川
氏
苧
校
集
凶
線
開
児hI
ハ
ヤ
引
受

徳
吉
山
を
附
悲
し
て
栄
樹
間
新
品
山
口
山
学
林
火
災
に
あ
う

業
間
鍛
錬
開
始
本
年
よ
り
修
学
旅
行
中

-
H

二
千
六
μ

年
記
念
組
林
冬
期
味
噌
汁
給
食
開
始

東
谷
国
民
リ
γ
校
と
校
名
を
改
札
件
義
上
会
鏡
台一
一
一
口
佼

行
軍
を
実
施
・

太
平
洋
戦
争
お

B
C
G

接
持
は
じ
ま
る

二
日
川
金
次
郎
像
供
出

ピ
ア
ノ
購
入
寄
附

・

岡
地
す
ベ
リ

小
学
校
P
T
A

発
足

人
奉
安
殿
撤
去
・

終
戦
問
屋
地

・

日
本
間
憲
法
発
布

-

六
三
制
笑
施

教
育
基
本
法
公
布 ユ』ー

る

校
名
を
来
日
八
口
高
等
小
川
千
校
と
改
称

辺
創
刊
場
拡
間
以
ス
ト
ー
ブ
新
設

南
校
令
新
築

・

尚
校
令
副
築
い
治
成
(
九

奉
安
段
落
成
屯
池
式
ラ
ジ
オ
新
設

こ
ん
付
金
次
郎
釧
像
鐙
ぶ
ミ
ン
ン
購
入

-
1
7
J
h

氏
玖
議
中
川
昌
也
祈
泣

1
1
J
i
j
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i
l
i
-
-

-

日
豪
い
や
変
お
予
}
7
9

物
置
新
設

H
リ
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二

-
J
e
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汀
d
t

一
ー
し
、
?
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L
n
h
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1

出
村
A

ム

-
一
，

寸
J
J
n
什
有
叶
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メ
ペ
エ

4
7
f

勾
週
水
曜
日
に
朗
読
会
を
は

職
員
A
r
r・
子
1

川
市
改
造

H
廿
一
食
前
全
校
一
斉
掃
除

E

弘
d
比
・4
U

-
玄E、

λ日it

じ
め
る

希
望
析
に

'
L
、
I
d
U
H，

J
J
ノ
J
U
H
ド

神
的
修
養
会
は
じ
ま
る

西
校
合
改
築
務
成

ι

一
一

校
・
陸
相
樹

・

土
塁
つ
く
リ

A
H年
同
去
十
什

相
章
制
定
完
封
地
明
ぷ
松
山
博
日
ん
ハ
子

大
典
記
念
文
庫
新
設
校
訓
制
定

i

誠
笑

女
f

巡
動
慨
を
奨
励
七
開
示

教
山
口
…
鉱
山
県
会
発
足
肋
木・欽
体
等
寄
贈

附
取
リ
テ
l
(
捕
住
民
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万
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快
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・
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・

奉
仕
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O
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犯

一郡
内
社
会
科
研
究
会

一
二五O

一

臼
都
内
算
数
科
研
此
究
九
会

二
一
四
四

一

ω竺
一創
ム
立
止
」
六
ハ

J
1
i周
年
記
念
式
挙
行
図
堂
書
問
舘
充
笑
県
道
沿
欽
川
欄
棚
新
設
一
二
三
五

一

引
-
ブ
|
ル
大
改
修
浄
化
滑
取
リ
付
け
鉄
筋
使
一
所
附
新
設

一
二
二
O

一

川
位
U
←
土
谷
小
学
校
を
統
ム
令n
(
四

.

二
庭
悶

、
飼
脊
施
設
軟
務
~
託

ι措
備
附

一
二
五
八

一

門G日
-
利
之
谷
.
が
か
t本
中
校
々
区
と
な
る
校
訓
傍
建
立

一
二
四
二

4

新
館
欽
筋
校
令
全F孫
治
成
(
問
山

-

瓦
九.
一
三
一

ニ
一
で
.

三
二

各
歪
品

占

全
学
林
を
町
へ
委
談
三
号
井
戸
完
成

一
九
二

今

一
七
一
二

一
ムハ
-
八
一

一
六
一
一
一

-

通
年
幼
稚
園
開
設

愛
護
班
P
T
A

県
表
彰
・

町
立
幼
稚
園
開
設

部
図
書
館
研
究
会

一
ヶ
谷
!
1

山
内
院之
瀬
崎
間
通
学
歩
道
完
成
校
旗
新
調

(
寄
贈
)

新
鉱
と
本
館
の
二
階
を
結
ぶ
渡
廊
下
を
新
設
(
五

・

二
一
二

行
油
ス
ト
ー
ブ
新
調

6

ぃ
庄
内
バ
一
動
ぬ
い
治
成
(
川
七
・
三

・

二
O
)

校
地
拡
桜
、
凶
校
合
完
全
除
去

4
m

内
図
刷
工
作
科
川
究
会
教
員
住
宅
二
号
委
議

円
引
簡
易
上
水
道
を
佼
川

谷
教
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に
O
H
P

を
設
置
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T
A

寄
贈
)
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ヒ
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施
設
-
バ
設
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ド
ピ
ア
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購
入
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児
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間
仇
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庭
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近
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な
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採
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鉄
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設
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コ
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凶
許
充
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稚
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滑
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落
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第

章

寺
子
屋
時
代

寺
J

屋
と
い
う
の
は

学
童
を
示
す

「
寺
子
一
と、
そ
の
通
う
家

を
あ
ら
わ
す

「
崖
」

ゴ
ザ
小
屋
と
書
か
れ
た
リ

の
合
成
語
で
あ
リ

訓
蒙
所

指
南
所
と
書
い
て

て
ら
こ
や
と
読
ま
せ
て
い

手
習
一
戸

た
場
合
も
あ
る
が

現
在
で
は
寺
，j
屋
と
綴
る
の
が
正
し
い
と
さ
れ

て
い
る
=

ヰ
寸
，
j

屋
は

幕
府
や
領
、
主
に
関
係
主
〈

自
然
発
生
的
に
お
こ
っ

?こ
す3ミ

そ
の
起
源
は
か
な
り
古
く

本
県
内
に
お
い
て
も

す
で
に

文
禄
年
間

(
一
五
九
0
年
代

ま
れ
人

に
A
7の
宇
和
町
勝
光
寺
に

慶
長
年
間

二
六

O
O
-
-

一
六
一
五
こ
さ
三
崎
町
大
佐
田
に
開

註
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
後

将
軍
綱
吉
の
好
学
の
影
響
を
、
つ
け
て
伊
予
諸
議
に
お

い
て
も
学
問
奨
励
の
風
が
お
こ
リ

さ
ら
に
商
工
業
の
発
達
と
農
村

の
階
層
分
化
な
ど
の
社
会
条
件
が
か
ら
ん
て

城
下
に
も
村
洛
に
も

寺
，
j

屋
の
創
丘
が
相
つ
い
だ
。

こ
の
近
辺
で
古
く
開
設
さ
れ
た
も
の
は

桑
村
郡
吉
岡
村

(
現
東

子
市

円
開
…
ヰ
寸
の
住
職
が
一
冗
保
年
間
(
一
六
九
O
)
に
、
松
前
の
医

附
田
中
惟
仙
い
か
享
保
年
間
こ
七
二
丘
こ
ろ
)
に
、
桑
村
部
徳
目
村

仮
名

・

ほ
の
ぎ
づ
け

村
の
小
字
の
名
称
を
か
く
村
づ
け

・

郡
つ

け
な
ど
の
郷
土
教
材
の
ほ
か

国
づ
く
し

・
名
.
m
-千
(
ナ
本
や
.
白
姓

住
米
・
商
売
往
来

・
庭
訓
往
来
な
ど
の
全
国
的
数
料
も
用
い
ら
れ
た
。

ヰ
寸
子
は
、
毎
日
こ
れ
ら
の
教材を
長
時
間
に
わ
た
っ
て
手
首
いし

た
の
で

そ
の
単
調
さ
に
あ
き

な
ま
け
た
り
い
た
ず
ら
を
し
た
り

す
る
者
も
多
か
っ
た
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
度
が
す
ぎ
る
と
、
厳
し

い
体
罰
を
も
っ
て
銭
け

-r 
~~1 
I~ 

一
眠中
本

町

1
T

の

・

笠直
-

てれAC
 

用+
史て星子寺の時出

=

フ

1
L

、
町
、
j

，
レ

4
4

ふ
/

i

時
に
は
退

学
会
」
命
じ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

文
字
の
読
み
に
つ
い

百

ι
〆
弘
パペ

w

て
は

習
字
の
手
本
に

~ 

つ
い
て
学
ぶ
の
が
主
で
、

ぜ
ん
ふ
'
プ
4

、

plu--uK6JtJJ 

J

・

-

普
通
言
わ
れ
て
い
る
よ

'
w
h侠
ソ
ザ
円
安

う
な
「
子
の
た
ま
わ
く

・

し
式
の
四
書

・

五
経

の
素
読
な
ど
は

ぽ
代
尊
\
必
守Ja行
れ

~~ 
村

の
寺
子
屋
で
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

c

入
門
の
礼
物
で
あ
る
東
協
同
や
、
授
業
料
と
し
て
の
謝
儀
も
さ
ま
さ

回
滝
(
現
丹
原
町
)
の
庄
屋
渡
辺
兵
助
が
宝
暦
年
間
(
一
七
五
一
こ
ろ

に
開
塾
し
た
と
伝
、
え
ら
れ
る
。

そ
ー
し
て

時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
そ
の
数
は
増
し

農
山
村
の
は

し
は
し
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が

こ
れ
等
の
寺
子
屋

は
寺
院
を
利
用
し
た
も
の
が
多
く

神
官

・

医
師

・

庄
屋
等
の
毛
も

使
用
さ
れ

師
匠
も
郷
村
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
僧
侶
や
神
宮
で

あ
っ
た
。

寺
子
は

は
じ
め
は
庄
屋
や
有
産
階
級
の
子
弟
に
限
ら
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
庶
民
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が

20 一

ほ
と
ん
ど
が
男
子
で
あ
っ
て

女
子
は
裁
縫
や
機
織
り
を
習
い
、
家

事
を
手
伝
う
の
が
主
で

寺
J

屋
に
学
ぶ
者
は
少
な
く

女
子
皆
無

の
寺
f

屋
も
多
か
っ
た
。

ヰ
寸f

屋
め
規
模
は

草
加
永
年
聞
に
周
布
郡
田
野
村
(
現
丹
原
町

神
宮
十
亀
大
和
介
の
経
営
し
た
常
盤
寺
チ
屋
の
よ
う
に
男
子
五

0
0

名
女
子
一
O
O
名
在
籍
と
い
う
大
規
模
の
も
の
か
ら

寺
子
数
名
と

ぃ
‘
っd
u

の
ま
で

千
差
万
別
て
あ
っ
た

n

寺
子
屋
の
学
習
は
習
字
に
重
点
が
お
か
れ

師
匠
直
筆
の
手
本
を

毎
日
長
時
間
練
習
し

書
風
は
御
家
流
(
尊
削

教
材
と
し
て
は
、

時
々
清
書
を
し
た
。

法
親
王
流

が
伊
予
全
般
に
行
な
わ
れ
J

い
ろ
は

ま
で
あ
っ
た
。

入
門
時
に
米
一
升
に
酒
肴
を
携
え

父
兄
同
伴
で
指

凋
一
寸
を
慾
請
し
月
米
と
し
て
毎
月
米
一
升
を
お
く
り
お
盆
に
中
元

暮
に
歳
暮

・
五
節
句
に
は
餅
を
屈
け
る
と
い
っ
た
て
い
ね
い
な
も
の

も
あ
っ
た
が

寺
子
の
父
兄
が
申
し
合
わ
せ
て
共
同
で
何
ほ
ど
カ

の
物
を
お
く
る
場
合
も
あ
り
ま
た

各
自
で
任
意
に
極
く
軽
い
謝

札
て
す
ま
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

概
し
て

師
匠
は
そ
れ
が
職
業
で
は
な
か
っ
た
の
て
謝
儀
に
は

関
心
が
う
す
く

そ
れ
だ
け
に
地
域
住
民
の
信
頼
と
尊
敬
を
、
つ
け
た

の
で
あ
る

c

こ
の
よ
う
に
し
て

父
兄
は
極
く
わ
ず
か
の
出
資
て
子
弟
の
教

21 

育
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
明
治
五
年
以
後
、
学
制
に
よ
る

新
し
い
学
校
が
設
立
さ
れ
た
当
初
、

政
府
の
方
針
と
し
て
、
学
校

の
維
持
の
全
経
費
は
「
生
徒
之
を
弁
す
べ
き
も
の
」
と
し
、
授
業

料
の
徴
収
を
う
た
っ
て
い
た
の
で
(
笑
際
に
は
取
ら
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
)
金
の
か
か
る
小
学
校
を
敬
遠
し

dデー

、』

ひ
き
続
き
寺
f
屋
や
私
塾
に
通
う
者
が
多

か
っ
た
期
聞
が
あ

つ
人
に
。

お
小
用
札

或
る
寺
子
屋
で

寺
子
た
ち
カ

「

先
生
お
小
用
」
と

い
っ
て
便
所
に
立
ち
、
戸
外
で
遊
ん
で
な
か
な
か
教
場
に
帰
っ
て



こ
な
か
っ
た
り

一
人
立
っ
と
次

々
と
数
人
が

「
お
小
用
」
に
立

っ
て
戸
外
で
遊
ぼ
う
と
す
る
の
で

師
匠
は

一
計
を
案
じ

板
で

「

お
小
用
札
」

枚
だ
け
作
り

最
初
め

と
い
う
も
の
を

人
カ《

小
便
に
立
つ
時
に
は
こ
の
札
を
持
た
せ

次
の
寺
子
が
行
き
た
く

て
も

そ
の
札
が
師
匠
の
机
に
返
さ
れ
る
ま
で
は
立
た
せ
な
か
っ

た
。
そ
う
す
る
と

寺
子
た
ち
が
互
い
に
け
ん
制
し
あ
っ
て
遊

ぷ
者
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

本
校
近
辺
の
寺
J

屋
に
つ
い
て
は

く
わ
し
く
調
査
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
が

井
内
善
城
寺
の
和
尚
が
寺
で

則
之
内
三
島
神
社

の
神
官
や
日
浦
の
近
藤
寛
蔵
が
自
宅
て
寺
子
屋
を
開
設
し
た

。

ま
た
当
時
の
こ
の
地
方
と
し
て
は
変
っ
た
存
在
に
、
音
田
に
聞
か

れ
た
佐
伯
幸
伯
と
そ
の
子
の
松
渓
の
寺
子
屋
が
あ
る
。
佐
伯
幸
伯
は

医
師
て
あ
る
が

幕
末
の
頃
長
崎
に

出
て
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
修
め
て

帰
郷
し

当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
い
産
婦
人
科
を
開
業
し
た
進
歩
的

な
人
物
で
あ
り

そ
の
子
の
松
渓
も
ま
た
医
を
業
と
す
る
か
た
わ
ら

近
隣
の
子
弟
の
教
育
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る

c

ま
た

土
谷
で
は
「
宮
の
側
」
と
い
っ
て
三
島
神
社
の
側
に
、

家
を
使
用
し
た
寺
f

屋
が
あ
り
、
佐
伯
半
三
郎

・

佐
伯
伝
次
な
ど
が

師
匠
で
あ
っ
た
。

現
在
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
、

文
献
や
資
料
が
ほ
と

を
凍
情
し
た
。
内
藤
氏
は

1

・

日
浦
の
有
力
者
近
藤
林
内
に
学
校
設

立
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ

快
諾
を
得
た
。
近
藤
林
内
は
自
宅
に
な
る

べ
く
近
い
場
所
を
選
び

日
浦
の
松
尾
(
柳
苧
と
美
問
屋
の
交
差

点
で
現
在
近
藤
徳
松
氏
の
鶏
舎
跡
)
に
培
達
学
校
を
設
立
し
た

a

授
業
料
は
明
治
九
年
の
記
録
に
よ
る
と
月
一
銭
五
厘
か
ら
十
銭

ま
で
あ
っ
た
が
中
に
は
無
料
の
者
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
児
童
数
は

明
治
八
年
お
年
玉
持
参
者
三
十
三
名
、

明
治
九
年
の
授
業
料
控
に

よ
る
と
五
十
」
ハ
れ
で
あ
り
、
開
校
当
初

と

し
て
は
多
い
ほ
う
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
教
師
は
明
治
七
年
十
月
十
一
日
よ
り
高
井
頼

氏
が
就
任
し
て
い
る
。こ
れ
は
、
本
校
に
残
っ
て
い
る
資
料
の
7
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工
守

J
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一
十
‘
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aι

A

h
-
-
L
h

，
，
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v
九
郎

h
τや
ド

・
'
L
f
、

向
け

a 
, , 
司令

h 

. ' 金、

. , 
' ~ . 
λ正
ふえ
イトす

員

ん
ど
皆
無
で

く
わ
し
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い

の
が
残
念
で
あ
る
。

第

一章
・
学
校
創
成
期

(
明
治
五
年
j

明
治
二
十
二
年
こ
ろ
)

河
之
内
私
立
培
達
学
金
ロ
(
培
達
学
校

・

培
達
小
学
校

で
ふ
め
る
。
そ
れ
は

三
内
地
区
に
学
校
が
設
け
ら
れ
た
の
は

明
治
七
年
十
月

一
円

明
治
四
年
に
文
部
省
が
設
置
さ
れ
翌
半
年
に

学
制
が
し
か
れ
て
か
ら
お
よ
そ
二
年
後
で
あ
っ
た
。
当
時
、

立
回
目

22 一

た
い
と
思
い

の
佐
伯
十
一
郎
と
い
う
人
が
高
等

小
学
校
程
度
の
学
校
を
設
立
し

学
区
取
締
役
内
藤
素
行
の
来
村
を
機
会
に
そ
の
旨

民

--
H
ド
式
γ
セ
?

回

告
逮
小
笠
，
校
が
品
つ
h
f

音
回
付
近
町
略
図

日浦松尾の1音i霊学校跡

内+A
T
 

4
R4
 

一
服

近勺
む

か
望

跡
を

校
菌

学
方

達
跡

q
A培
宅音回付近日告図
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員
任
免
録
に
明
記
さ
れ
て
い
る
c

ち
、
当
時
の
こ
と
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
唯

一
の
資
料
で
あ
る
職

の
や
白
は

任
免
録
に

と

こ
ろ

が

「

出
達
」

い
。

し
か
し
、
か
所
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
と
こ
に
も
見
当
た
ら
な

近
藤
仙
氏
一
附
省
の
卒
業
証
や
寄
付
賞
誉
の
証
を
見

ヲ
A
Vル
」

培
達
学
校
の
名
は
明

記
さ
れ
て

い
る
。

松
尾
の
培
達
同
子
校

は
校
舎
の
位
置
問
題
で
立
目
白
の
金
毘
羅
寺
の
干
に
移
転
し
た
。

職
員
任
免
録
の
文
中
に
明
治
卜
丘
年
八
月
新
築
明
治
成
の
時
よ
り

-
と
こ

ろ
で
は
な
い
だ
ろ
、
つ
かっ

在
勤
、
月
俸
拾
円
・
と
あ
る
が
そ
れ
は
こ
の
立
回
目
の
公
民
館
の

そ
れ
も
明
治
十
九
年
の
暴
風
て
倒

古
川
町

v
の屋量

:弘海." ~ 
tt' ♂\ . ~;..... . � 

予よ忌 ア , 
' 一 唯 一一.

・2 ぷず . ，'，ι ，
、 為に ー

農
業
往
来
(
十
三
銭
一
厘

地
理
神
州
(
五
銭

筆
算
教
授
法

(七
十
四
銭

5完

本
(
三
十
五
銭
)

小
学
校
教
授
法

(
二
十
銭

な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
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当時の卒業証書
(近譲仙氏J呈イ共)

予

三
持

F
 

培
達
小
学
校
に
は
土
谷
に
分
校
を
お
さ

さ
ら
に
そ
の
分
校
を

相
之
久ロ
に
お
い
て
い
た

。

つ
ま
り

相
之
谷
は
土
谷
分
校
の
そ
の

ま
た
分
校
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
相
之
谷
で
は
寺
f

屋
式
授
業
が

行
わ
れ
て
い
た

a

場
所
は
忠
岳
部
さ
ん
と
い
わ
れ
る
仏
を
杷
る
お

堂
で
あ
っ
た
が

現
在
は
そ
の
建
物
は
倒
壊
し

小
さ
な
お
堂
に

変
わ
っ
て
い
る
。

第
一
代
教
師
は
岩
井
氏

第
二
代
は
佐
々
木
時
三
郎
氏

第

常
小
学
校

(
明
治
二
十
五
年
よ
り
)

代
は
大
吹
氏
で
あ
っ
た
が
そ
の
時
廃
校
と
な
り

に
通
学
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

以
後
は
土
谷
尋

相
之
谷
で
な
く
な

第
二
代
佐
々
木
教
員
は
身
よ
り
の
な
い
人
で

現
在
で
は
そ

れ

ら
し
い
所
の
墓
石
は
倒
れ
た
り

り
、
墓
は
相
之
谷
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が

文
字
が
薄
れ
た
り
し
て
雑

信
で

壊
し

や
む
な
く
金
毘
羅
寺
の
範
犀
を
改
造
し
仮
校
舎
と
し
た
。

量
屋
と
い
う
の
は
寺
へ
納
め
た
米
を
量
る
建
物
の
こ
と
で
山
門
横

に
住
り

て
い
た

て
川
川
山
山
川

れ
い
川、下
い
の1川

シ
-

f
J
O
H
，

J

ハ
バ
か
ら

1
1

1

ト
リ
f
J
E
U

i

l
-
-
!
'

イ

f

て
似
校
ム
明
日
も
せ
ま
く

己
リ

!

;

a

i

 

i
f
J
ト

O
S
I
L
-
-

4

1

1

J

存
亡

ι

H
a
f
J
ノ

ハ
η
IJ
I
-
-
U
け
，
ト
「

分
校
ど
な
勺
た

べJ

か

μ
L
U川に
ト
大
門

と
よ
は
れ
た
と

-
-
ろ
を
似
パ
似
合
tと
し
て
間
以
来
ほ
お
》

惣
川
内
仲
村
十
の
川
八
八
本

4寸
川
J
H山
氏

+
'
3
1

、

.

­

i
l・
、
i
J
d

サ
人

分
校
と
な
っ
た
期
間
は
約
一
年
あ
ま
り
で
、明
治
二
十
年
八
月
に

は
分
離
し
て
河
之
内
尋
常
小
学
校
と
な
っ
た
。

24 -

し
か
し

高
等
科
の

授
業
は
一
地
達
学
会
と
し
て
ず
っ
と続
け
ら
れ
て
い
た
。

中
で
も
児
玉
政
之
進
と
い
う
人
は
、

教
師
と
し
て
は
職
員
任
免
録
に
多
く
の
氏
名
が
見
ら
れ
る
が

明
治
十
五
年
八
月
新
築
落
成

の
と
き
よ
リ
在
勤
し
、
月
俸
拾
円
、

H

ド

J

火
山
刷
出
学
校
よ
リ
b
行

ゆ
的
イ
八
年

川
ム
川
|
じ
年
|
二
川

川
川
と
a
父
代
し
て
ふ
到
し
て
い
る

十
六
年
十
月
解
任
、
長
T

」
り
に

村
16 

じA十
、
、
民
3
1
4
J

:
i
，
ノ

t
L
a
/
1

1

j
t

イ
ム

7
l

に
打
ぜ
ら
れ
て
い
る

ハ
バ
i
L

八
日
愛
媛
県
下
げ
六
山
川
之
内
村
以
遠
小
小
校
三
等
訓
導

そ
し
て
こ
れ
ら
の
教
帥
に
よ

っ

て
州
出
打

伐
の
向

い
教
育
を
し
て
い
た
ら
し
く

ド
l
'
L
r
h
JAd
リ
、

J

-
Pト
瓦

で

主
イ
H

、

f
一
←

一
'
Z

き
る
も
の
は
見
つ
か
ら
な
い

。

ま
た

教
師
川
折
口
山
吉
川
と
し
て

地
区
の
人
達
も
、
そ
の
こ

土
谷
分
校
は

と
を
知
っ
て
い
る
者
は
い
な
く
な
っ
た
よ

う
で
あ
る

。

明
治
八
年
九
月
十
五
日
三
河
久

米
蔵
氏
所
有
の

民
家
五
一
平
方
メ

ー

ト
ル
の
二
階
建
を
充
当
し
て
発
足
し
た
。
隣

の
茶
屋
の
七
兵
衛
氏
宅
は
金
毘
羅
街

道
に
面
し
た
旅
館
で
あ
り

)11 
内
町

誌
に
-
記さ
れ
て
い
る
中
島
新
七
氏
と

い
う
の
は
こ
の
茶
屋
の
七
兵
衛
氏
の

家
主
で
あ
り
現
在
の
中
島
宏
却
氏
の

家
い
か
建
て
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て

土
谷
分
校
の
跡
地
に
は
現
在
三
河
士
ロ

明
氏
の
養
蚕
室
い
か
建
て
ら
れ
て
い
る
。

校書図面

三 九『 ‘ 1 " ; ~ ."‘ 

> 蚤

、，'A
庭也 、o

~ !( ?可

三 玄 r♂ 

. ‘ ー
三 L I~ 

,-
弐 、

" ニ
ι' 

'0 
，.~ :t 室
白-

ヨ色 B 
麦 、

ふさ妻
! 冒2

''¥. 

~;、じ
ご日 よニ、

ち 手i ，' ''.:.~
』ーー

ザJ官ま

コクゾウさ ん跡

25 -

. 
ピ持

面

土谷分校跡

図
人

舌校



こ
の
校
舎
は
明
治
三
十
二
年一月
山
内
販
に
校
舎
が
新
築
さ
れ
る

主主

で
迫E 使
康i 用
小 さ
学 れ
校 た

明
治
八
年
こ
ろ
、

則
之
内
村
氏
之
宮

(
三
嶋
神
社
)
の
前
旧
道

を
東
へ
行
つ
た
坂
付
近
の
昨
の
恥
を

校
舎
に
し
て
辿
康小
学
校
が

開
設
さ
れ
た
。
教
師
に
は

武
田
政
猛
、

氏
之
宮
神
宮
の
長
曽
我
部
続

、

ろ
に

林
正
鎮

、

明
治
十
二
年
こ

そ
の
後
、
長
曽
我
部
弘
、

れ
ら
の
人
の
う
ち
、

名
越
重
配
…、
秦
野
正
鐸
、
菅
完
賢
の
諸
氏
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ

長
曽

我
部
民
、

名
越
百
点
配
一ん業
針
正
岬
梓
め
諸
氏
は
培

達
一小
学
校
土
谷
分
校
で
、長
曽
我
部

弘
氏
は
培
達
小
学
校
で
も
勤
務
し
て

い
る
c

当
時
も
教
員
が
よ
く
交
流
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
辿

康
小
学
校
は
明
治
十
九
年
川
上
小
学

校
へ
合
併
し
た
。

下
の
写
真
は
則
之
内
小
学
校
の
沿
革
史
(
一
誌
)でふ
め
る
か

治
二
十
年
こ
ろ
よ
り
以
前
の
記
録
は
殆
ど
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

巻
末
に前

の
迫
康
小
学
校
は
明
治
十
九
年
に
川
上
小
学
校

へ
合
併
し
た

が
翌
明
治
二
十
年
八
月
共
立
川
上
小
学
校
よ
り
分
離
改
称
し
、

以

前
か
ら
使
用

し
て
い
た
則

之
内
氏
宮
の
東
、
落
の
庵
を
充
当

し
て

授
業
が
続
け
ら
れ
た
。

分
離
し
て
独
立
し
た
時
期

は

則
之
内
校

土
谷
校
の

沿
革
史
に
よ
る
と
明
治
二
十
年
四
月
と
な
っ
て
お
り

旧
沿
革
史
に
よ
る
と
明
治
二
十
年
一
月
と
記
さ
れ
て
い
て

も
る
が

町
誌
四
五
一
頁
に
-
記
さ
れ
て
い
る明
治
二
十
年
八
月
と
は
多
少
異

河
之
内
簡
易
小
学
校

い
ず
れ
に
し
て
も
明
治
二
十
年
に
は
違
い
な
い
。

(
何
之
内

I,;J 

J' 

I,.J 

利
之
K
口
八
刀
校

(
山
之
内

川
八
句
-
ろ

迫
出
峨
小d
J
d校

b
A
2

、

華

H
J
ト
比
子
支

-
v
T
t
L
t'

/
λ
P
F
 

土

教

場

谷

H
h
-

九
、

l
t
u
』
ハ'u
一
川
上
小
学
校

土t

)11 

J' 

7-

校

川
内

「
明
治
三
十
年

一
月
町
当
時
ノ
訓
導
大
泉
知
之
編
輯
ス
ル
ニ
当
リ

本
村
役
場
ニ
付
調
査
セ
シ
ニ
是
ホ
依
ル
可
キ
書
類

一
モ
ナ
ク
当
時

本
村
土
谷
尋
常
校
雇
教
員
長
曽
我
部

前
氏

1

1

了
杭
キ
全
氏
ノ
記
憶ノ
村
民
二
、
三
名
ノ

口
碑
ニ
依
リ
記
載
ス
」

(
原文
の
ま
ま

)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

正
篠
な

己
表
立
美

っ
て
、

J

、
、

ロ

S
i
E
T
U

右

L

，
刀

教
科
書
な
ど

は
培
達
校
や
土
谷
分
校
な
ど
と大
体
同
じ

よ
う
な
も
の
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

土
ハ
合
簡
易
小
学
校

則之内の落の付近

明
治
二
十
年
八
月

共
JL 
)11 

上

学
校
第

一
分
校
で
あ
る
培
達
小
学
校

が
分
離
し
た
の
に
と
も
な
い

そ
σ3 

第

一
分
校
土
谷
教
場
よ
り
独
立
し

以
前
使
用
し
て
い
た

民
家
を
そ

の
ま

ま
充
当
し
た
。

明
治
二
十
五
年
九
月

明

土
谷
尋
常
小
学
校
と
な
っ
た
後
も
ひ

♂刷
出
?-一
す
平
一
月
a

J詮

日1 I 軍
j可ミオ. 
.1.¥' 
司会

i f 

........... 

4
U
 

ιJ
E宰

J
丸山
崎

hI
，
亡

ぶ
t
T

W
与
え

の

J

，

r
7

時

E
i
t
J

出

'
.
・わ
む
骨

4
"
拍
車

いえ
J
t

尋

‘
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，

i
f

-
-

内

・
U
7
e
f

q
h
ロ
ー
ら

位

十

1
1

一員
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4 

東
ハ
合
簡
易
小
学
校

き
つ
づ
き
こ

の
一
二
二
O
番
地
の
二
階
建
を
使
用
し
た
。

立
し
た
の
に
対
し

土
谷
及
び
東
谷
簡
易

小
学
校
が
共
立

川
上
小
学
校
よ
り
分
離
独

培
達
小
学
校
か
川
上
小
学
校
の
第

一
分
校
か

ら
独
立
し
河
之
内
尋
常
小
学
校
と
な

っ

た
こ
と
は
前
述
し
た
が

そ

の
名
称
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る

。

れ
て
い

る
川
内
町
誌
四
五
一
頁
に
は

ま
ず
東
谷
小
学
校
に
保
存
さ

「

明
治
二
十
年

八
月
共
立
川

上
小
学
校
よ
り
分
離
し
て
河
之
内
尋
常
小
学
校
と
称
し
た

U
と
あヰ

4
F

る
ヵ、

そ
の
尋
常
を
け
し
て
簡
易
と
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る

。

「
大
字
河
之
内

二
八

た
、
土
谷
校
沿
革
史
の

中
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
八
年
頃
培
達
学
会
ナ
ル
モ
ノ
日

浦
ノ

ヮ
，

η
乙

設
)
l
o
1
1
1
1
1

「
河
之
内
汗
出

川
二
三

.

H
J
j
j

L

 

uu
d
ι

J
a

，
 

l
l
河
之
内
尋
常
小
学
校
(
河
之

内
治
口

出

谷
尋
常
小
学
校
(
河
之
内
上
谷

」則
之
内
尋
常

小
学
校
(
則
之
内
保
免

土

土

創
成
期
に
お
け
る

三
内
東
谷
地
区
の
小
学
校
の
変
選

-

抗
畑
違
学
品
川(
a口
向
刊
誌
干
科

)

I
l
l
e
-
-
l
e
l
l
i
-
-
1
1

1

1

1
(
併

一
川L

・

一
f
v

川
一九
人
川

二
O
‘
ハ

!
日
ん
ら
迷
小
学
校。
一

共
立
川
上
小
学
校
第
一
分
校

!

(
河
之
内
簡
易
小
学
校

川
ハ

九
一

川

一
九

.

aハ
間

二
O
、
八

谷
分
校

谷
簡
易
小

学
校

川
ニ
0

.

八

11)) 

東

谷
簡
易
小
学
校

西

谷
簡
易
小
学
校



松
尾
ニ
ア
リ
テ
可
成
程
度
ノ
高
キ
教
授
ヲ
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ

ノ
知
シ

暴
風
ノ
為
転
覆
シ
後
音
田
ノ
金
比
羅
寺
ヲ
限
校
舎

ト
ス
、
全

年
頃
立
自
国
ニ
新
築
シ
河
之
内
尋
常
小
学
校
ト
改
称
ス

(
原
文
の

ま
ま
)
と
あ
る
。
更
に
「
書
類
焼
失
ノ
タ
メ
沿
革
不
詳
」
と
も
記

さ
れ
て
い
る
c

こ
れ
ら
を
「
正
」
と

す
る
と
明
治
二
十
年
八
月
よ
り
二
十

巾
A
-
a
J
1
JRe
勾

三
年
ま
で
は
河
之
内
簡
易小
学
校
と

守
止

お
4

品
一
伶
・
乏
を
す
浅
川

長
』
ラ
ヰ
ヨ
ル
民
同
明

ぽ出h
岬
ゆ
吋
ゐ
主
義
一
連
集
委

完

3
2
嘉
吉
-
z
t

生

主
将
品
川
、
宇
品
封

書

J
h
dヂ
持
d
勾
1
1
1

1

授

み
主一性
重
辛

安

私
し
た
と
思
わ
れ
る

。

と
に
か
く
培

達
小
学
校
や
河
之
内
小
学
校
の
沿
革

史
は
皆
無
に
等
し
く
河

之
内
簡
易
小

学
校
と
い
う
名
称
が
正
式
の
も
の
か

白
v

h

、

!

と
う
カ

ま
た
ど
の
期
間
使
用
さ
れ

て
い
た
か
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
な

L 、

第
三
章

尋
常
小
学
校
期

河
之
内
尋
常
小
学
校

同
円
ム
ロ

E

・

1

十
年
八
月

共
立
川
上
小
学
校
よ
り
分
離
独
立
し
た
河
之

内
簡
易
小
学
校
は

明
治
二
十
三
年

河
之
内
尋
常
小
学
校
と
な
り

改
正
令
は

明
治
十
二
年
に
森
文
相
が
公
布
し
た
小
学
校
令
が
、
就

学
義
務
を
単
に
形
式
的
に
の
み
規
定
し
て
い
る
の
と
ち
が
っ
て
、「小

学
校
ハ
児
童
ノ
身
体
ノ
発
達
ニ
留
意
シ
テ
道
徳
教
育
及
国
民
教
育
ノ

基
盤
並
其
ノ
生
活
ニ
必
須
ナ
ル
普
通
ノ
知
識
技
能
ヲ
授
ク
ル
ヲ
以
テ

本
旨
ト
ス
口
と
い
う
明
確
な
目
的
規
定
を
も
っ
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。

そ
し
て

こ
の
改
正
令
は

五
十
年
後
に
戦
争
の
影
響
を
、
つ
け
た
国

民
学
校
令
が
公
布
さ
れ
る
ま
で

そ
の
命
脈
を
保
つ
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

ま
た

こ
の
明
治
二
十
三
年
か
ら
明
治
三
十
三
年
に
至
る
十
年
間

の
日
本
は
、
二
十
三
年
に
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
二
十
七
・
八
年
に
は

日
清
戦
争
に
勝
利
を
得

経
済
的
発
展
も
め
さ
ま
し
く

教
育
に
お

い
て
も
拡
充
の
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
の
河
之
内
尋
常
小
学
校
に
つ

い
て
は

記
録
が
殆
ど
な
く

調
査
困
難
で
あ
る
が

古
老
の
口
伝
な
ど
を
総
合
す
る
と

村
人
の

教
育
に
対
す
る
熱
意
は
高
〈
学
校
教
育
は
大
い
に
拡
充
発
展
し
た

ょ
う
で
あ
る
。

日

清
戦
争
と
教
育

近
代
に
お
け
る
初
め
て
の
対
外
戦
争
で
あ
る
日
清
戦
争
を
迎
、
え
て

『
ハ
削
ハ
組
(
万
点
、
桜
井
向
山
の
災
品
川
川
、
約

-r収
、
耕
作
小
、
に
新
築
移
転
し
た

、

出
川
の
小
川
子
い
代
人

V
に
よ
る
と

小
学
校
を
z

匂
山'
M
-
高
等
の
二
可
に

分
け

を
ー
ん
い
わ
る
ま
で
は
就
け
い

f
さ
せ
る
け
れ
ば
な
ら
も
い
も
の
と
し

(
第
一
条

父
ハ
ん
・
後
け
ん
人
は人り
「
、TI

し
に
1

、

a
t
J
'
J

、

9
-
!

‘

u
j

ノ
!
日
J
J
1

吋
'
り
に

J
I
l
l
v
f
J
X

i
J
J

i

'
l

ノ

J
{

(
M
J
川
間

条
)
、i

地
の
状
川
に
よ
勺
て
は

ば
町
村
刊
を
も
ゥ
て
小
学
問U初
判

j可之内尋常小学校跡

を
設
け

t

川
市
小
川
f
，
M人
こ
に
け

凶

f
'
'
'
t
l
f
j
l
 

7

る
こ
と
と
し
た

(
日l
h

条

明
治
ト
九
年
の
zゾ
へ
郎
約
九
H
に
よ
う

て
吋
市
小
学
校

・

い
け
川
可
小
川

f
校

28 -

の
修
業
年
以
は

そ
れ
ぞ
れ
川
カ

年
と
さ
だ
め

付
市
小
乍
校
の
川f

判
は
、
修
e凶
司・
4
4
h・
作
文

・
山
中
川
パ
j
・
日
'
向
・
体
M
eの
は
か

l
l
 

リJ
R
L
U!
 

ー
ー

IJl!! 

"弘
グ〉

グ〉

一
円
ま
た
は
一
一
刊
を
加
、
え
る
こ
と
を
仰
る
と
し

J支

山
北
吋
川
は
「
ι川
臼
札
力
作
吋
引
.
」
て
あ
勺
た

ι

小
リ
ソ
附
い
初
刊
の
修
来
年

限
は
二
.
ヵ
年
以
内
と
し

f'I 
は

J
立
川
・
作
a
X
・
門
下

-
n
術

民
主
時
間
は
「
M
H

二
時
ヨ
リ
少
カ
ラ
ス
三
川
ヨ
リ
多
カ
ラ
ス
」

r判

昨
術
ノ
校
業
時
間
ハ
M
M主
総
数
の
午
以
卜

と
し
た

t

川
治
二
イ
三
年

文
部
行
は
公
主
ト
川
f
L
記
入
H
を

ρ
h
b

て
T

-
J
J
J

ノ
ヌ
ノ

1
4
，
イ
m
l
、

J
J

こ
の

時
の
為
政
者
は

不
安
の
た
め
に
動
揺
し
が
ち
な
国
民
に
対
し
て

元
冠
の
役
を
前
例
と
し
て

か
つ
て
の
蒙
古
兵
の
残
虐
ぶ
り
を
喧
伝

し
て
敵
憶
心
を
煽
っ
た
。
ま
た

大
国
を
相
手
と
す
る
戦
争
に
恐
怖

心
を
抱
い
た
国
民
を
鼓
舞
す
べ
〈

各
地
で
戦
勝
祈
願
祭
な
ど
が
催

さ
れ

軍
歌

「 カミ
磨ぅ流
て行
やし
懲こた
ら。

せ
や
清
国
を
しー

な
ど
の
軍
歌
を
歌
っ
て

小
学
生
も
い
ろ
い

ろ
な
祈
願
祭
や
行
事

に
参
加
し
て

士
気
高
揚
に
一
役
を
買
っ
た
。

明
治
三
十
三
年
に
行
わ
れ
た
小
学
校
令
の
改
正
内
容
は

授
業
料

の
徴
収
を
原
則
と
し
て
廃
止
し

学
科
目
の
給
合
整
理

随
意
科
目

29 一

(
図
画
・
手
工
・

鳴
歌

勾
週
一
教
科
時
数
の
縮
小

漢
字

の
採
用

制
限

発
音
式
か
な
づ
か
い
の
採
用

期
末
考
査
の
試
験
制
廃
止
な

ど
、
進
歩
的
な
教
育
改
革
が
実
施
さ
れ
な
が
ら
も

大
勢
と
し
て
は

臥
薪
嘗
胆
的
な
勤
倹
尚
武
の
気
風
が
強
か
っ
た
。河

之
内
尋
常
小
学
校
は

明
治
三
十
七
年
二
月

火
災

に
遇
い
焼
失
し
た
。

消
防
の

設
備
も
な
い
頃
の
こ
と
で

丸
焼
け
に
な
り
重
要
書
類
等

も
焼
失
し
た
。

即
日
、
区
会



を

招
集
し
て
協
議
の
結
果
、
仮
校
舎
を
金
比
羅
寺
下
の
寺
川
立目
士口
方

(
家
号
、
上
大
門
)
と
定
め
て
教
授
を
再
開
し
た
。

現
在
は

、

建
築

』
、

c

f
C
1
ν
 

以
後
、

資
材
置
場
と
な
っ
て
お
り
、
昔
の
お

も
か

げ
を

し

の
ぶ
こ
と
は

で
き

明
治
三
十
九

年
の
新
築
校
舎
(
現
在
地
)
建
設
ま
で、

こ
こ
で
、
授
業
か
続
け
ら
れ
た
。

日
露
戦
争
(
明
治
三
十
七
・
八
年
)
と
教
育

戦
が
布
告
さ
れ
た

。

奇
し
く
も
、
校
舎
の
焼
失
と
年
月

を
同
じ

く

し

て
日
露
戦
争
の
宣

こ

の
戦
争
は

十
年
前
の
日
清
戦
争
と

ネ
、

l
ν
て

Tこ は
比
絞
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
徐
い
影
響
を

、

教
育
の
各
分
野
に
与
、
ぇ

学
校
で
は
、
開
戦
以
来
の
勅
語
令
旨
の
奉
読
式
を
行
う
ほ
か
、
戦

争
目

的
、
戦
争
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、

戦
地
図

・

統
計
表
・

新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
掲

一示
、
更
に
は
、
授
業
中
に
お
け

る
箪
事
談

勤
労
作
業
を
し
て
、

な
と
で
軍
事
的
思
想
の
樋
養
を
は
か
っ
た
。
休
日
や
課
外
時
間

に
は

そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
収
入
を
軍
部
に
献

金
し
た

と
し
て

り
し
た
。
児
童
の
就
学

・

出
席
の
督
励
が
行
わ
れ
、
戦

時
記
念
事
業

学
林

・

学
校
闘
な
ど
の
経
営
が
学
校
基
本
財
産
と
し
て
強

調
さ
れ
た
。

語教岳山 4?
、 科ゃな弘:寸

卒事 堂蓄
す?杖吋官会
F L27;t 者
: ~I 

当吟の卒業証書

叫
-
H
A
4点
、
伊d
A
q
'
a

与
抗
、
h
nぷ
乳
都
武
戸
内
占
点

合
帯&
古川U
4・
4
1￥γ
e
'
f
j
h

定
数
の
削
減
が
行
わ
れ
た
。

国
定
教
科
書
の
採
用

教
科
書
の
検
定
制
度
を
固

定
制
度
に
切
り
か

え
よ
う
と
す
る
動
き
は

絶
え

ず
底
流
と
し
て

存
の
し
て
い
た
が

そ
れ
が
、
顕
著
な
動
き
と

な
っ
た
の
は
日
清
戦
争
後
て
あ
る
。

イ
っ
こ

η

・
王
、

ふ
'
c
J
J
'
λ
ν
'
1

・

そ
し
て
国
定
化
に
踏
み
切
る
の
に
ま
た
と
な
い
よ
い
き

っ
か
け
と

明
治
三
十
五
年
に
起
き
た
一
ー
教
科
書
疑
獄
事
件
」
て

れ
た
の
で
あ
る

3

あ
る
。
教
科
書
会
社
と
教
科
書
係
択
者
側
と
の
問
に
贈
収
賄
聞
か
行
わ

理
等
が
用
意
さ
札
、

小
学
伎
の
国
定
教
科
書
は
、
国
語
・
書
き
方

・
修
身

・

歴
史

・

地

明
治
三
十
七
年
四
月
か
ら
全
国
的
に
採
用
さ
れ

7
Qト
品
、
つ
に
乙
っ
た
コ

教
科
書
の
固
定
化
を
主
張
す
る理
由
の
ひ
と
つ
は
、
義
務
教
育
費

に
占
め
る
父
兄
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
確
か
に

国
定
化
に
よ
っ
て
、
価
格
は
わ
ず
か
な
が
ら
安
く
な
っ
たc

け
れ
ど

も
、
教
育
内
谷
に
つ
い
て
は

、

科
学
の
成
果
に
背
離
し
、
子
ど
も
の

れ
て
い
る
。

認
識
の
発
達
過
程
に
そ
ぐ
わ
な
い
教材が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
わ

戦
争
ノ
学
校
教
育
ニ
及
ホ
セ
ル
佳
良
ナ
ル
モ
ノ

(文
部
省
)

ト
一
、
大
ニ
教
育
学
芸
ノ
必
要
ヲ
感
シ
向
学

心
ヲ
奮
起
セ
シ
メ
タ
ル
コ

ノ
知
識
ヲ

与
ヘ
タ
ル
コ
ト

。

一
、
世
界
的
及
国
家
的
観
念
ヲ
明
ニ
シ
経
済
・
地
理
・
理
科

・

軍
事

一
、
愛
国
心

・

公
共
心

・
義
侠
心
及
同
情

・

尚
武
・
克
己
・
服
従

・

ヘ
タ
ル
コ
ト

。

自
重
等
ノ
美
徳
ヲ
養
ヒ
澗
大
進
取
ノ
気
風
ヲ
養
フ
ヘ
キ
機
会
ヲ
与

一
、
実
業
ノ
重
ン
ス
ヘ
キ
ヲ
知
ラ
シ
メ
勤
倹
貯
蓄
ノ
習
慣
ヲ
養
フ

へ

キ

機
会
ヲ
与
ヘ
タ
ル
コ
ト

。

30 

ン
ム
ル
ニ
至
レ
ル
コ
ト

。

一
、
父
兄
及
公
共
団
体
ヲ
シ
テ
学
校
基
本
財
産
設
置
ノ
必
要
ヲ
認
メ

一
、
規
律

・

衛
生
ノ
重
ン
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
知
ラ
シ
メ
タ
ル
コ
ト

。

を
あ
げ
て
い

る
。

と

こ

ろ
で

、

こ
の
よ
う
な
多
彩
な
活
動
の
裏
側

「

戦
争
ノ
教
育

は
、
地
方
財
政
緊
縮
に
よ
る
教
育
費
の

及
ホ
セ

ル
不
良
ナ
ル
モ
ノ
」

削
減
が
最
大
の
も
の
で
あ
っ

た
。

そ
の
結
果
、
設
備

・

備
口
問
が
不
足

し
て

教
授
上
の
不
便
が
あ
り
、
教
育
会
・
講
習
会
に
参
加
す
る
補
助

さ
ら
に
、
学
級
数
、
教
員

削
減
で

教
師
は

研
究
の
機
会
を
な
く
し
、

2 

土
谷
尋
常
小
学
校

一
二
二
O
番
地
の
民
家
、
中
島
新
七
宅

(現
夜
、
養
蚕
室

土
クミ
Q 

は
、
明
治
二
十
五
年
九
月
、

と
し
て
改
造
、
使
用
さ
れ
て
い
る
。
)
を充
当

し
た
土
谷
簡
易

小
学
校

土
谷
尋
常
小
学
校
と

改
称
さ
れ
、
ひ
き

統
一き
民
家
を

使
用
し

て
い

た
。

畑
に
新
築
移
転
し
た
。

そ

の
後

明
治
三
卜
二
年
、
字
、
稗

器
科畑の校舎跡

31 

ド
n
h
t
b
，
+
晶
、

令
市
ι
T
r
t
t
L

民
家
風
の
二
階
鐙
て

で
、
広
さ

一
五
貯
の
小
じ

ん
ま

す
ぐ
近

く
ま

で
山
が
辿
っ
て
い
た
の
で

り
し
と
も
の
で
あ
っ

た

H

除
に
な
リ
か
ち
で

i

‘
.
J

一

良
い
と
は
い
、
え
な
カ

r

た
カ 川

出
小
の
教
行
山
川
抗
仏
刑
判
と
し
て
は決し
て

に
新
築
さ
れ
る
ま
て
佐
川
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

H)j 

jJLj 

jJLj 
年

JJt 
イ1
I也



佐
伯
ひ
で
さ
ん
(
土
谷
、八
十
四
オ
)
の
話

私
は
、
初
め
、
養
蚕
所
に
あ
っ
た

土
谷
尋
常

小
学
校
に
通
学
し
て
い
ま
し
た
が
途
中
で
、
稗
畑

の
新
築
校
舎
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
、
ぇ

て
い
ま
す
。

着
物
に
綿
入
れ
ば
ん
て
ん
を
着
て
、
手
作
り
の

ぞ
う
り
を
は
き

、

勉
強
道
具
を
ふ
ろ
し
さ
に
包
ん
で
、
小
脇
に
か
か

え
て
行
き
ま
し
た
。
弁
当
は
お
に
ぎ
り
で
し
た
。

当
時
は
、
学
校
へ
は
行
っ
て
も
行
か
な
く
て
も
よ
か
っ
た
も
の
で

す
か
ら
、
全
校
の
生
徒
数
は
少
な
く
、
相
之
谷
を
含
め
て
二
十
五
人

く
ら
い
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。た
い
て
い
の
人
は
、
学
校
へ
行

く
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
の
で
、
よ
ほ
ど
の
物
好
き
で
な
け
れ
ば
行

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
へ
も
行
か
ず
に
、
終
日
、
遊
ん
だ
り
、
子

守
り
を
し
た
り
し
て
い
る
人
を
見
る
と
、
う

ら
や
ま
し
く
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
に
な
っ
て
み
る
と
、
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勉
強
は
、
読
む
こ
と
・
習
字

・
算
術

・
そ
ろ
ば
ん
・
唱
歌
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
唱
歌
を
歌
う
と
き
が
最
も
楽
し
い
時
で
し
た
。
鉛
筆

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
字
を
書
く
に
は
、
す
ず
り

・
筆
・

い
焼
失
し
た
た
め

仮
校
舎
を
金
比
羅
寺
下
の
寺
川
音
吉
方

屋
号

大
門

に
置
い
て
-
小
自
由
な
授
業
を
続
け
た
。そ
の
後
校
下
民
か
ら

校
舎
建
築
の
強
い
声
が
起
こ
り
、
明
治
三
十
九
年
二
月
校
地
を
現
在

地
に
移
転
し
て
、
新
校
舎
の
竣
工
を
見
た

。

そ
し
て
則
之
内
尋
常
小

学
校
の

一
部
(
東

=江戸F
lEF』[

谷
分

を
合
併
し

当時の教職員

て
、
三
内
第

一
尋

常
小
学
校
と
し
て

発
足
し
た
も
の
で

あ
る

c

翌
四
十
年

義
務
教
育
が
六
ケ

年
と
改
正
さ
れ
、
高
等
科
を
併
置
し
て
、
三
内
第

一
尋
常
高
等
小
学

校
と
改
称
さ
れ
名
笑
共
に
国
民
教
育
の
第
一
歩
が
始
っ
た
。

当
時
の

児
童
数
二
八
三
名
、
教
員
八
名
で
あ
っ
た
。

2 

内
第
三
尋
常
小
学
校

土
谷
小
学
校
の
前
身

土
谷
尋
常
小
学
校
は

明
治
三
十
二
年

月
稗
畑
に
建
て
ら
れ
た
民
家
風
の
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
が

そ
σ3 

校
舎
を
も
っ
て
引
続
き

三
内
第

三
尋
常
小
学
校
と
し
て
発
足
し
た

の
で
あ
る
。

当
校
舎
は
明
治
四
十
四
年

校
地
を
惣
野
に
移
転
新
築

石
盤

・

石
筆
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。叫
仙
ふ
品
、

i
l
 と
て
も
大
切
に
し
て
い

ま
し
た
。
孫
に

「

紙
を
の
ぶ
ぞ
う
に
し
な
よ
日
と
一
言
、
っ
と
、
す
ぐ
に
、

お
こ
り
ま
す
が
、

今
の
子
供
は
物
を
大
切
に
し
ま
せ
ん
。

遠
足
や
修
学
旅
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
っ
た
一
度

i可
之

内
へ
一
泊
遠
足
?

に
行
き

と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

先
生
は

長
曽
我
部
左
門
先
生
お
ひ
と
り
で
し
た
。

自
の
大
き
い

や
さ
し
い
方
で
し
た
。
実
、
ぃ
時
な
ど
い
ろ
り
に
あ
た
ら
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

で
も
、
怒
る
と
き
は

と
て
も
ひ
ど
い
怒
り
方
で
し
た
。

32 ー

先
生
の
月
給
は
、
九
円
l

十
二
円
く
ら
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
頃
は
、
尋
常
小
学
校
を
四
年
で
卒
業
し
、
東
谷
の
高
等
科
へ
、

更
に
、
補
習
科
へ
と
進
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

第
四
章

尋
常
高
等
小
学
校
期

一
内
第
一
尋
常
高
等
小
学
校

本
校
の
前
身
で
あ
る
河
之
内
尋
常
小
学
校
は
、

河
之
内
立
日
田
ハ
組

(
現
藤
井
商
店
裏
)
に
あ
っ
た
が
、

明
治
三
十
七
年
二
月
火
災
に
遇

す
る
ま
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
児
童
数
は
四
十
四
名
、
教
員

は
校
長
兼
訓
導
の
一
名
で
あ
っ
た
ロ

当時の校地
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少
年
時
代
σ〉
回
'じ，、

L 、

。出
明
治
四
十

年
度
卒
業

青
野

麻
衛

私
達
よ
り
二
年
前
ま
で
は

尋
常
科
四
年
で
小
学
校
は
卒
業
で
あ

っ

た
。
高
等
科
の
就
学
は
任
意
で

一
ケ
谷
の
安
田
寺
に
村
内
に
た

だ
一
校
あ
っ
た
が

河
之
内
か
ら
入
学
す
る
人
は
稀
で
あ
っ
た
と
老

人
か
ら
聞
か
き
れ
て
い
た
。

私
達
の
時
代
に
な
っ
て
尋
常
科
が
六
年

に
な
り
、
高
等
科
も
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
高
等
科
へ

の
入
学
率
は
低
〈

男
子
で
五
・

六
割

女
子
で
は
二
割
程
度
で
あ

っ

た
と
思
う

c

当
時
の
父
兄
の
学
問
に
対
す
る
認
識
は
非
常
に
低
〈



百
姓
す
る
の
に
学
問
は
必
要
が
な
い
と
言
い
、
尋
常
科
だ
け
で
止
め

る
者
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
c

農
繁
期
主
ど
は
、
学
校
を
休
む
者
や
早

引
き
す
る
者
が
多
く
、

よ
く
農
作
業
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。

前
の
学
校
は
、
立
回
目
の
藤
井
商
店
の
裏
に
あ
っ
た
が
、
火
災
で
全

焼
し
た
の
で
、

一
年
間
ほ
ど
氏
神
様
の
前
に
あ
っ
た
龍
屋
の
仕
事
場

で
勉
強
を
し
た
。
二
年
生
の
時
に
新
し
い
校
舎
が
現
在
の
地
に
で
き
、

似
校
会
円
か
ら
机
や
腰
掛
を
か
つ
い
で
運
ん
だc

道
路
か
ら
五

・

六
O

メ
ー
ト
ル
入
っ
た
所
に
校
門
が
あ
り

「
三
内
村
立
第

一
尋
常
高
等

小
学
校
」
と
新
し
い
校
札
が
か
か
り
、
広
々
と
し
た
新
し
い
校
舎
で

勉
強
で
き
る
よ
う
に
も
っ
て
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

通
学
は
、
現
在
の
僚
な
集
団
登
校
で
は
主
か
っ
た
が
、
上
級
生
が

部
落
名
を
書
い
た
旗
を
も
ち
、

そ
れ
に
つ
い
て
各
部
落
の
生
徒
が

一

団
と
も
っ
て
通
っ
た
。
雪
の
日
や
、
嵐
の
日
は
高
等
科
が
下
級
生
を

背
負
っ
た
り
、
手
を
ひ
い
た
り
し
て
い
た
わ
っ
て
く
れ
た
。
当
時
は

今
の
様
に
靴
を
は
く
者
な
ど
は
な

く

て

み
ん
も
ち
り
草
履
や

駄
で
あ
っ
た
の
で
、
寒
い
雪
の
日
主
ど
手
足
が
ま
っ
赤
に
な
っ
て
、

感
覚
が
主
く
も
る
程
で
あ
っ
た
が
元
気
に
通
っ
た
も
の
で
あ
る
の

学
校
は
校
舎
の
配
置
が
「
ク
ト
」
(
か
ま
ど
)
に
似
て
い
た
の
で

神
僚
の
秋
祭
、
金
比
羅
寺
の
大
位
ー
な
ど
子
供
心
の
夢
を
誘
う
も
の
で

あ
っ
た
。

今
に
し
て
思
、
え
ば
全く
隔
世
の
感
ひ
と
し
お
て
あ
る。

一
円
第
三
尋
常
小
学校
の
改
築

前
校
舎
の
あ
っ
た
稗
畑
は

日
陰
の
た
め
教
育
環
境
と
し
て
悪
く

ま
た
、
狭
随
と

・4
hゆ
っ
た
た
め
明
治
四
十
三
年
惣
野
(
東
谷
校
へ
統
合

ま
で
使
用
)
の
地
へ
移
転
新
築
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
同
年
九
月

一
日

h
v
・

校
舎
二
筏
が
完
成

ぺ
明
、
=
し
P
L
1
子
』
1
L

是

3
-J
カ
ノ
f

RTI国

翌
年
二
月
十
一
一日

当時の卒業生

総
建
坪
三
七

九
平
方
メ
ー
ト
ル

総
工
費
三
三
五
O

円
で
平
屋
建
木
造

し
、
盛
大
卒
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の
児
童
数
八
十
五
名

員
数
二
名
で
あ
っ
た
。

義
士
会
の
行
事
始
ま
る

D

大
正
二
年
十
二
月
よ
り
、
毎
年
十
二
月
十
四
日
に
は
、
赤
穂
浪
士

の
討
入
リ
を
-
記
念
し
て
、
忠
孝
の
教
え
を
体
得
さ
せ
る
た
め
義
七
九
五

遠
足
に
来
た
他
校
め
子
供
に
「
ク
ド
学
校
、
ク
ド
学
校
」
と
か
ら
か

わ
れ
て
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
校
舎
の
北
側
の
窓
下

に
、
背
丈
位
の
楠
が
摘
え
ら
れ
て
い
た
が

こ
れ
が
今
天
を
突
く
如

く
に
茂
っ
て
い
る
大
摘
志
の
で
あ
る
。
年
々
歳
々
風
雪
に

耐
、
えて
、

A
1
4お
尚
々
と
し
て
い
る
姿
を
け
ん
る
時
感
慨
無
量
で
あ
る
。
幾
百
年
幾

千
年
も
生
き
続
け
て
、
年
毎
に
入
学
し
て
く
る
子
供
達
の
成
長
を
見

守
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
学
校
で
は
先
生
は

怖
い
も
の

近
寄
り
が
た
い
も
の
の

印
象
が
強
く

一
種
異
っ
た
人
閉
め
様

に
思
わ
れ
て
い
た
。
現
花
の

34 -

様
に
先
生
と
子
供
カ
一
緒
に
遊
ぶ
よ
う
主
事
は
一
度
も
主
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
学
校
か
ら
帰
る
と
、
能
か
ら
放
さ
れ
た
小
鳥
の
よ
う
に
、

遊
び
出
っ
た
も
の
で
あ
る
。
遊
び
も
月
日
と
共
に
移
り
変
っ
て
き
た

が
そ
の
頃
男
子
は
凧
上
げ

パ
ン
チ
ン
、
俸
倒
し
、
輪
こ
ろ
が
し

紙
玉
鉄
砲
、
す
3

玉
鉄
砲
、
竹
馬
、
こ
ま
回
し

、

竹
笛
、
草
笛
、
等

等
。
女
子
は
羽
根
っ
き

ン
ャ
ゴ

コ
ム

ま
り
っ
き
、
あ
や
と
り

下

飛
び
、
国
取
り
な
ど
、
身
泣
か
に
あ
っ
て
金
の
か
か
ら
な
い
物
で
、

近
所
の
子
供
が
相
寄
っ
て
日
暮
れ
ま
で
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

勉

強
よ
り
元
気
に
遊
べ
J
こ
れ
が
当
時
め
風
潮
で
あ
っ
た
。
宇
品
た

子

供
連
に
と
っ
て
楽
し
い
社
会
的
行
事
も
幾
つ
か
あ
っ
、
亥
ノ
子
、
氏

の
行
事
を
行
う
よ
う
に
主
っ
た
。

w

義
士
会
に

つ
い
て
か

大
正
二
年
当
時
の
教
員

近
藤

山
山

十
二
月
十
四
日
は
義
士
の
討
入
り
の
日
で
、
夜
に
な
る
と
五
年
生

以
上
く
ら
い
の
男
f

が
学
校
に
民
ま
り
、
先
生
の
名
調
子
の
講
談
を
聞

ー

亦
周
一
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」
と
か
「
村
松

三
太
夫
薪
割
の
一
節
」

自
己
流
の
下
手
な
講
談
て
も

主
ど
は
特
に
喜
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

版
を
輝
や
か
せ
て
聞
き
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
夜
も
更
け
て

十
時
近

ふ
か
し
患
の
接
待
を
受
け
て
か
ら

「

胆
試
し
」
が
行
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く
に
な
る
と

コ

1

L

二
O

A
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一
分
置
き
に
一
人
ず
つ
学
校
か
ら
出
て
、
立
日

田
部
落
の
金

姓
寺
の
前
を
通
り
、堀
切
り
の
墓
所
を
抜
け
て
学
校
ま
で
の
さ
び
し

い
小
道
を
帰
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
途
中
の
林
や
墓
地
主
ど
に
教
師

教

が
か
く
れ
て
い
て
お
ど
か
す
と
、
悲
鳴
を
上
げ
て
逃
げ
帰
っ
た
り
す

る
様
子
は
全
く
配
舷
で
、
冬
の
楽
し
い
行
事
と
し
て
長
期
間
続
い
た

少
」
悶
仏
、
っ
e

部
落
出
張
学
芸
会
始
ま
る
。

大

正
四
年
か
ら
学
芸
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

校
内
に

収
容
砲
設
が
主
い
た
め
、
校
下
各
部
落
に
分
散
し
て
催
さ

れ
た
。
校



下
八
部
落
単
位
で
児
童
い
か
出
演
し
、
区
長
宅
や
公
会
堂
な
ど
を
利
用

し
て

父
兄
に
観
覧
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
c

午
前
中
で
授
業
を
打

切
り
、
午
後
は
高
等
科
生
が
オ
ル
力
ン
を
か
つ
い
て
、
先
生
方
と

一

緒
に
自
分
達
の
会
場
へ
向
か
う
の
で
あ
る

。

会
の
終
了
後
は
学
校
側

と
父
兄
と
の
懇
談
会
が
も
た
れ
た。

。

部
落
出
張
学
芸
会
の
思
い
出大

正
六
年
度
千
業
近
藤

増
美

部
落
出
張
学
芸
会
の
第
一
回
目
は
、

私
が
尋
常
科
三
年
め
時
で
、

区
長
さ
ん
の
お
宅
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
映
画
も
ラ
ジ
オ
も
な
い
時
代

で
し
た
か
ら

部
落
中
の
人
が

村
芝
居
で
も
見
に
行
く
気
持
ち
で

集
リ

大
盛
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

児
童
の
私
達
も
、
家
族
や
顔
見
知
り
の
人
々
の
前
で
す
か
ら
、
読

本
の
朗
読
や

話
し
方

唱
歌
な
ど
を
張
切
っ
て
や
っ
た
も
の
で
し

た
。
舞
台

・4ho
ど
主
く
て

お
客
さ
ん
の
す
ぐ
前
で
や
る
訳
で
す
。
服

装
も
男
子
も
女
子
も
着
物
で
し
た
か
ら
今
と
は
全
く
様
子
が
違
い
ま

す
。

そ
れ
で
も
父
兄
の
方
は
熱
心
に
最
後
ま
で
見
て
く
だ
さ
り
、
大

変
も
つ
か
し
い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す

c

学
芸
会
の
後

父
兄
と
先
生
と
の
懇
談
会
が
も
た
れい
ろ
/
\

一
内
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
西
校
舎
改
築

明
治
三
十
九
年
の
創
立
当
時
に
建
築
さ
れ
た
校
舎
は
、
老
朽
化
し
狭

臨
と
な
っ

た
た
め
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
主
リ

大
正
十
四
年
一
月
1

二
月
に
二
回
の
建
築
委
員
会
を
開
い
て

総
工
費

協
議
し
た
結
果

二
五
、
一
二O
O
円
(
新
築
校
舎
一
九
、
七
O
O
円
、
改
築
分
五
、
六

0
0
円
)
を
以
て
業
者
に
請
負
わ
さ
れ
、

翌
十
五
年
三
月
三
日
平
屋
建
ス
レ
ー
ト
蔀
の
ス
マ
ー
ト
な
校
舎
が
落

同
年
九
月
十

一
日
起
工

成
し
た

c

続
い
て
三
月
四
日
祝
賀
行
事
と
し

向
日
盛
大
な
落
成
式

て
、
喜
楽
座
劇

活
動
写
真

ニ
校
連
合
学
芸
会

各
種
展
覧
会

撒
餅
等
の
催
し
が
行
わ
れ
た

。

新
築
校
舎

職
員
室

裁
縫
室

教
室
六

(御
真
影
奉
安
所
を
含
む
)

校舎落成式

所

新
築
一
陳

f更

宿
直
室

小
使
室

炊
事
場

改
修
校
舎

唱
歌
室

準
備
室

修
繕
校
舎

二
教
室

百
九
〆
什
川

J
1
5'
 

給
水
タ
ン
ク
設
備

付
帯
工
事
と
し
て

i

豊
造
成
と
校
庭
植
樹
が
青
年
団
の
労
力
奉

仕
に
よ
り
完
成
し
た
。

教
育
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
様
で
し
た
。
部
落
出
張
学
芸

会
は
、
本
当
に
先
生
と
父
況
と
子
供
の
心
の
ふ
れ
合
い
の
場
と
し
て
、

学
校
教
育
に
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。
昔
は
本
当

に
人
情
も
厚
か
っ
た
も
の
で
、現
在
の
よ
う
に
、
自
分
さ
え
よ
け
れ

ば
と
い
う
時
代
に
移
り
変
り
つ
、
あ
る
事
が
残
念
に
思
、
え
て
な
り
ま

せ
ん
。一

内
第
一尋
常
高
等
小
学
校
運
動
場
拡
張
工
事

児
童
数
が
増
加
し
、
運
動
場
が
狭
硲
に
な
っ
た
た
め
拡
張
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
大
正
十
二
年
五
月
工
事
に
着
手
し
、
村
費
支
出

二
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六
四
五
円
、
部
落
民
労
力
奉
仕
九
九
五
人
役
を
以
て

、

同
年
八
月
三

十
日
完
成
し
た
c

付
情
工
事
と
し
て

出
向
1
J
主
U
一

』

J
"
'
r
'
ι
e
b
小
i

門
柱
建
て
直
し

イ〈
柵

七
0
メ
ー
ト
ル
、
鬼
針
金
制

足
j先

校I也f広張図

場
新
設
等
い
か
工
費

一
三
円
で
行
わ

3
1
h

'
-
0
 

4
A
ナ
'
h

い
治
成
式
は
同
年
九
月一
日
に

挙
行
さ
れ

;持
餅

百
年
相
撲
等
が

一「J

つ

L

，

t
、

'J14d

,rfAU 

一]
度
、
」
の
日
が
関
東

大
一山
災
の
あ
っ
た
H

で
あ
る
。

工
事
関
係
者

村

管
野
藤
太

助
役

近
藤
幾
次

長

学
務
委
員

佐
伯
恵
義

校

井
上
弥
十
郎

長

建
築
委
員

近
藤
金
四
郎

近
藤
円
十
郎
佐
々
木
喜
八

日
野
源
次

渡
部
愛
蔵

佐
伯
恵
義

高
須
賀
源
太
郎

設
計
者

松
山
工
業
学
校
長

ム
牛
田
日
本
〈
一
先

議
負
業
者

温
泉
郡
浮
穴
村

坪
内
吉
太
郎

8

五
厘
銅
貨
の
行
方
。
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大
正
一
半
年
尋
常
科
卒
業

中
川
喜
十
郎

私、
は

昭
和
三
年
に
高
等
科
を
卒

大
正
十
年
尋
常
科
に
入
学
し

業
し
た
同
窓
生
の

一
人
で
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
五
十
年
も
の
昔
八

年
閉
め
学
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

い
ろ
い
ろ
の
思
い
出

が
湧
い
て
き
て
大
変
な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
。

四
年
生
の
三
学
期
未
か
ら

運
動
場
の
拡
張
工
事
が
始
ま
る
と
聞

か
さ
れ

み
ん
主
跳
び
上
っ
て
喜
ん
だ
も
の
で
し
た
。

そ
の
頃
の
校

庭
は

一
0
0
メ
ー
ト
ル
走
る
の
に
ト
ラ
ッ
ク
を
二
周
も
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
程
狭
い
も
の
で
し
た
。



い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
校
下
列
車
問
年
団
や

部
落
の
奉
仕
隊
が
く
り
出
し
て

土
や
石
を
モ
ッ

コ
で
運
び

殺J

く
校
庭
に
主
る
予
定
の
校
門
前
の
凶
地
を
埋
め
立
て

4
L

いレ
き
ま
し
介

や
が
て
完
成
し
た
時
に
は

私
達
は
広
く
も

っ
た
運
動
場
で
思
ト

切
り
跳
び
回
っ
て
遊
ん
だ
り

運
動
を
し
た
り
し
た
も
の
で
す

n

の
頃
の
思
い
出
と
し
て
こ
ん
な
事
か
あ
り
ま
し
れ
ん

。

友
人
が
校
庭
わ

き
の
県
道
の
お
+
む
ら
に
五
一
尽
釧
託
会
二
州
藩
し
て

位
き
乙
が
ら
探

し
て
い
る
の
で
す

私
も
一
一
緒
に
探
し
回
り
ま
し
た
か

〉
」
、7
L

'-
-つ

見
つ
か
ら
ず

友
人
は
あ
き
ら
め
て
泣
き
な
が
ら
帰
り
・
ま
し
た
。

に
五
厘
銭
し
か
あ
れ
ば
あ
げ
る
の
に
と
可
愛
想
に
思
い
ま
し
たc

そ
の

時
以
来

そ
の
友
人
は
同
級
生
か
ら

名
前
の
上
に

一

五
雇
」

の
あ

だ
名
を
つ
け
ら
れ
て
か
ら
か
わ
れ
る
の
が
可
愛
想
で
し
た
。

そ
の
頃

e
h厘
で
飴
玉
二
個
か
釣
針
が
一
本
買
え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
多

ハ
リ
そ
の
五
一
服
銅
貨
は
現
在
の
二
百
金
次郎
の
銅
像
の
下
あ
た
リ
に
埋

も
れ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
乙

私
が
六
年
生
の
時

古
く
な
っ
た
障
子
戸
の
校
舎
が

建
て
替
、
ぇ

ら
れ
る
事
に
な
り

金
比
羅
寺
の
庫
裡
へ
高
等
科
一
年
と
一
緒
に
移

り
ま
し
た
。

高
等
科
二
年
は
工
事
手
伝
い
の
た
め
学
校
に
残
り
ま
し

た
。
金
比
羅
寺
の
仮
校
舎
は

天
井
が
ま
っ
黒
で
室
内
が
暗
〈

昭
和
二
年

当
時
の
校
長
井
上
弥
十
郎
氏
は

新
校
舎
が
落
成
し

て
教
育
環
境
が
笠
備
充
実
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
校
紋
と
も
言
、

7

べ

き
校
章
を
制
定
し

児
童
に
三
内
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
生
と
し
て

の
誇
リ
と
自
信
を
も
た
せ
よ
う
と
考
え
ら
れ
御
自
身
の
考
案
に
主

る
校
章
(
帽
章
)
を
制
定
し
児
童
に
着
用
さ
せ
た

c

こ
の
図
案
は
、
外
部
に
三
つ
の
内
を
図

案
化
し
て
三
内
を
表
し
、
中
心
部
に
第

章)

校
の
I

を
配
し
た
も
の
で
あ
る
も

(校

こ
の
校
章
は

昭
和
九
年
校
名
い
か
改
称

さ
れ
る
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
校
名
改
称
時

に
は
中
央
の
ー
が
東
の
字
に
置
き
替
え
ら

れ
、
昭
和
二
十
年
、
ま
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

c

翌
三
年
に
は、
校
章
制
定
に
引
き
続
い
て、
児
童
の
教
育
目
標
と

も
言
う
べ
き
校
訓
い
か
、
同
校
長
の
発
案
に
よ

り
制
定
さ
れ
、
児
童
の

学
校
生
活
の
指
標
と
さ
れ
た

c

即
ち

誠

実

.[灸

手
白
。

品
川U

詰
ま

勉

奉

仕

て
あ
る

U

三
内
第
三
尋
常
小
学
校
校
地
控
張
工
事
(
土
谷

校
)

本
校
に
お
い
て
も
、
校
庭
狭
障
の
た
め
昭
和
五
年
六
月
よ
り
拡
張

工
事
が
始
め
ら
れ
、同
年
八
月
完
成
し
た

c

拡
張
は
西
側
が
掛
川
立
て の

日
な
ど
は
字
も
読
め
な
い
く
ら
い
て
困
り
ま
し
た

。

し
た
が

い
た
ず
ら
者
が
多
く

ら
、
仁
王
さ
ん
に
紙
つ
ぶ
て
を
投
げ
ぬ
様
に
と
再
三
注
意
を
受
け
ま

和
尚
さ
ん
か

時
々
見
つ

け
ら

れ
て
は
境
内
の
罰

掃
除
を
さ
せ
ら
れ
た
も
の
て
し
た

戸

大
正
寸
五
年
三
月
に
主
っ
て

f ぐ

木
め
釆
田
も
新
し
い
待
望
の
新
校
舎
が
完
成
し
そ
こ
で
勉
強
で
き
る

楠
の
前
に
あ
っ
た
北
校
舎
は

凸
い
校
舎
の
ま
、
で

本
当
に
山
惜
し
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

裏
に

-
-
例

様
に
主
っ
た
時
は

所
丸
太
の
つ
っ
ぱ
り

Uか
し
て
あ
リ

遠
足
の
他
校
の
生
徒
が
口
々
に

手ム

「
つ
「
ぱ
リ
学
校

ク
ド
学
校
」

と
言
い
な
い
か
ら
通
る
の
が
口
惜
し
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く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
校
舎
は
後
に
取
の
け
ら
れ
て

河
之
内
養
蚕
組
合
の
養
蚕
主
と
し
て

ま
た
時
に
は
村
芝
居
の
小
屋

五
十
年
前
と
現
花
の
世
の
中
を
比
較
し
ま
す
時

が
わ
リ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
今
は
も
う
あ
り
ま
せ
ノ
八

C

天
と
地
ほ
ど
の

全
く
世
の
中
の
移
り
変
わ
り
の
激
し
さ
に
驚
く

距
リ
キ
」
感
じ
ま
すn

ば
か
り
て
す

R

今
静
か
に
昔
を
偲
び
己
か
ら
、
腕
組
み
を
し
て
二
月
の

寒
允
エ
を
眺
め
て
い
る
私
で
す
。

振
り
返
り
我
来
し
道
や
陽
炎
、
え
る

雨

校
輩

、

校
訓
の
制
定

畿
舟

ら
れ
た
の
で

以
前
校
庭
西
端
に
あ
っ
た
桜
な
ど
の
樹
木
が
校
庭
中

校
下
の
青
年
団
の
奉
仕
作
業
で
植
え
替
え
整
地
作

央
に
残
さ
れ
た

業
い
か
行
わ
れ
た
。

用
水
は
校
舎
裏
に
池
を
摺
っ
た
が

ま
た
、
本
校
で
は
飲
料
水
に
不
自
由
し
苦
労
が
絶
、
え
も
か
っ
た

c

成
に
岩
仙
波
が
出
て
深
く
刷
れ
ず
、

取
っ
て
い
た
が

早
大
時
に
は
澗
渇
し
て
困
っ
た
。

飲
料
水
は
裏
山
の
中
腹
か
ら
清
水
を

そ
こ
で
学
校
裏

使
い
も
の
に
な
ら
も
か
っ
たっ

山
の
火
口
約
八
十
メ
ー
ト
ル
奥
か
ら
湧
水
を
引
く
工
事
が
行
わ
れ
た

。

同
校
校
舎
増
改
築
工
事

-
昭
和
七
年
十
月
、
校
舎
増
築
工
事
に
着
手
、
翌
八
年
七
月
十
六
日

39 

落
成
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

示平面五百

L豆孟孟~î r一一」
i曽築校舎図

増
築
校
舎

音
楽
室

坐
学
室

改
築
校
舎

炊
事
場

小
使
室

{史
戸斤



三
内
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
南
校
舎
増
築
並
ぴ
に
校
地
拡
張

本
校
に
は
、
従
来
集
会
場
の
施
設
が
不
備
で
‘
儀
式
等
の
場
合
不

自
由
で
困
っ
て
い
た

。

裁
縫
室

音
楽
室

図
画
室

家
事

ま
た

室
等
特
別
教
室
の
施
設
も
不
充
分
で
あ
っ
た
た
め

仕
切
リ
一
戸
を
外

せ
は
集
会
場
と
し
て
使
用
で
き
る
講
堂
兼
用
校
舎
が
建
築
さ
れ
る

と
に
主
っ
た

c

こ
の
校
舎
建
築
に
先
だ
ち

用
地
整
備
の
た
め
、
校
地
南
側
の
回

地
を
掘
り
下
げ

そ
の
土
砂
を
も
っ
て
校
地
北
側
を
埋
め
立
て
て
校

庭
拡
張
も
併
せ
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

昭
和
十
年
四
月
二
十
六
日

に
起
工
し

同
年
六
月
十
一
日
に
は
工
事
の
完
成
を
み
た

続
い
て

同
年
十
月
十
日

増
築
校
舎
の
起

増築された南校舎

工
式
が
行
わ
れ

翌
十

一
年
五
月

十
七
日
総
建
坪

四
二
九

・

三
平

万
メ
ー
ト
ル

平
屋
建
ス
レ
ー
ト
葺
の
繍
酒
な
校
舎
の
落
成
を
み
た
。

同
日
の
落
成

式
に
は
知
事
代
理
と
し
て
貫
井
県
視
学
を
迎
、
え
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

校
名
改
称

昭
和
九
年
十
二
月
ま
で
は
、
村
内
三

小
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
、
東
谷

校
を
三
内
第
一
、
西
谷
校
を
三
内
第
二
、
土
谷
校
を
三
内
第
三
と
称

し
て
い
た
が
、
出
V
校
名
が
順
位
を
示
す
か
の
印
象
を
与
え
、
時
代

感
覚
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
第
一
、
第
二
等
の
名
称
を
廃

し
、
三
内
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
は
三
内
村
立
東
谷
尋
常
高
等
小
学

校
、
三
内
第
三
尋
常
小
学
校
は
、
土
谷
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た

。

H

懐
し

い
思
い
出
。

昭
和
十
一
年
尋
常
科
卒
業

二
神
ノ
ブ
ヱ

今
も
な
お
楠
の
大
樹
が
縫
え
る
校
庭
に
、

五
十
年
近
い
歳
月
が
流

れ
て
、
そ
の
昔
の
懐
し
い
学
舎
は
跡
か
た
も
な
く今
近
代
的
な
校

舎
が
立
ち
並
ぶ
片
隅
に
、
二
宮
金
次
郎
像
だ
け
が
そ
こ
に
立
ち
つ
く

し
て
数
千
人
の
児
童
を
送
り
迎
え
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

四
十
数
年
前
、
水
邸
む
三
月
の
あ
る
日
、
母
に
手
を

顧
み
る
と

引
か
れ
て
校
門
を
く
ぐ
っ
た
の
は
新
入
児
百
集
の
日
で
し
た
。
保
育

撒
餅

角
力

剣
道
大
会
、
芝
居
等
の
記
念
行
事
が
催
さ
れ
た
。

奉
安
殿
新
築

箪
部
の
大
陸
進
出
が
目
だ
ち
始
め

戦
争
へ
の
危
機
を
は
ら
ん
だ

当
時

園
内
で
は
軍
国
主
義
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

教
育
の
場
に
も
当
然
そ
の
影
響
が
現
れ
始
め

忠
君
愛
固
め
精
神

そ
、
国
民
の
最
高
道
徳
と
し
て
鼓
吹
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

当
時

本
校
の
職
員
で
あ
っ
た
近
藤
仙
氏
は

校
下
の
同
窓
会
長

と
し
て
奉
安
殿
建
築
の
発
起
人
代
表
と
な
り

建
築
資
金
調
達
の
た

40 

め
寄
付
募
金
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

校
下
内
外
に
在
住
の
同
窓
生
に
浄
川
の

寄
付
を
呼
び
か
け

東
奔
西
走
の
末
、
漸

く
資
金
調
達
成
り

昭
和
十
年
九
月

一
日

山
巴企
皇
日
え
J

T

守t
，
F
h河
川
，

一

A
X
J

同
年
十
月
九
日
起
工
式

翌
十

一
年
四
月
二
十
九
日
近
隣
稀
に
み
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
銅
板
葺
の
立
派
な
奉

安
殿
の
竣
工
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
姿
を
止
め
る
こ
と
十
年
。
太
平
洋
戦
争
の
悪
夢
か

ら
覚
め
た
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
を
機
に
跡
か
た
も
な
く
撒
よ
さ
れ
る

園
も
幼
稚
園
も
な
い
そ
の
頃
で
し
た
か
ら集
団
生
活
の
経
験
の
な

い
私
達
は

驚
き
と
不
安
と
嬉
し
さ
と
か
入
り
混
っ
て

思
わ
ず
母

の
執
を
引
張
っ
て
は
に
か
ん
だ
も
の
で
す
。

名
前
を
書
い
た
り

お

は
じ
き
を
数
え
た
り

三
角
形
を
正
方
形
に
並
べ
変
え
た
り
学
用

口
聞
を
買
い
揃
え
た
り
し
て
の
帰
り
道
、

母
の
風
呂
敷
包
み
を
の
ぞ
き

こ
み
嬉
し
さ
に
胸
を
お
ど
ら
せ
た
も
の
で
す
。

校
門
の
両
側
に
ひ
と
か
か
え
も
あ
る
桜
が
数
本
見
事
主
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
職
員
室
前
に
も
数
本
あ
っ
た
楠
の
木
の
前
に

平

屋
の
校
舎
が
一
棟
あ
っ
てそ
こ
か

一
年
生
の
教
主
で
し
た
。

ナ

て7

メ

でず

ス

ス
ズ
メ
ガ
ヰ
マ
ス
。
立
ど
と
習
っ
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た
優
し
い
女
の
先
生
に
見
送
ら
れ
、
校
門
前
に
並
ん
で
「
先
生
さ
よ

「
気
を
つ
け
て
帰
り
な
さ
い
己
と
河
之
内
、
則
之
内
へ
と

つ
な
ら

J

別
れ
て
下
校
し
ま
し
た
。

当
時
の
コ
の
字
形
校
舎
は
北
向
き
、
校
舎
の
中
央
に
玄
関
が
あ
っ

工
作
室
な
ど
が
あ
り
、
男

て
、
そ
の
西
の
端
に
、
別
棟
の
由
民
具
室
、

生
徒
が
竹
ぼ
、
っ
き
やほ
う
ぐ
か
ご
、
じ
よ
う
れ
ん
等
を
編
ん
で
掃

除
の
時
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。
ト
ふ
関
わ
き
に

い
ち
ょ
う
や
ポ
プ
ラ

の
大
木
が
あ
り
、そ
の
根
っ
子
で
か
く
れ
ん
ぼ
や
附
取
り
な
ど
し
て

遊
ん
だ
も
の
で
し
た
。



木
枯
い
か
吹
く
頃
と
も
な
れ
ば

い
ち
ょ
う
や
ポ
プ
ラ
の
葉
が
落
ち

賞
色
い
シ
ュ
ウ
タ
ン
を
敷
・
4さ
つ
め
た
よ
う
主
校
庭
て
戯
れ
た
も
の
で

す

冬
は
干
一
九
人
か
三
イ
セ
ン
チ

J
U
五
J
1
セ
ン
チ
も
積
も
る
事
い
か
あ
り
、

白
一
色
の
銀
世
界
で
道
も
田
畑
も
わ
か
ら
主
い
よ
う
る
所
を

、

吐

息
だ
1・
か
ム
叩
あ
る
も
の
、
如
く
、た
ピ
黙
々
と
足
元
だ
け
を
見
つ
め

て
登
校
し
・
ま
し
た

て
も
雪
合
戦
や
雪
だ
る
ま
作
り
も
ど
、
楽
し
い

思
い
出
も
数
多
く
あ
リ
ま
し
た

c

教
室
に
は
、
中
央
に
四
角
主
大
火

鉢
が
あ
り
ま
し

た
が
、

か
じ
か
ん
だ
手
は
も
か
る
か
暖
た
ま
ら
主
〈

て
、
鉛
筆
か
持
て
主
い
で
悶

r
，
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

。
昭

和
十
年

一
明
大
火
鉢
に
代
ウ
て
、
薪
用
ス
ト
ー
ブ
が
入
り

こ
の
苦
労
も
も
く

な
リ
ま

L

た
ら

薪
川
崎
生
徒が
当
番
で
毎
日
四
五
本
つ
つ
持
っ
て
来
て

と
か
る
か
火
が
つ

か
な
い
の
で
、
室
内
煙
で

い
っ
ぱ
い

い
J手
l
レ
れγ
~
巳

』
る
リ

け
む
た
く
て

円
か
ら
一
彼
を
ぼ
ろ
/
\
流
し
も
い
か
ら
勉
強

し
た
こ
と

J
U
あ
り
ま
し
た

ι

冬
片
山味
噌
汁
給
食
が
あ
り

暖
か
く
て
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
し
た

。

問
屋
か
ら

ケ
谷
ま
で
の

父
兄
い
か
当
番
で

毎
日
大
き
な
箆
に
野
菜

を
い
っ
ぱ
い
つ
め
て
運
ん
て
き
て

作
る
の
で
す

q

白
い
エ
プ
ロ
ン
が

あ
併
勺
勺
ん
よ
れ
A
の
〈

S
-
h

「
箸
取
ら
ば
天
地
御
代
の
御
恵
み
君
と

主
円
M
V寸
C
H
h

玖
勺
寸
〕
た

{
f

，

r
に
'
u
，

J
口

視
と
の
御
恩
わ
す
る
も
〈
と
両
手
を
合
わ
せ
、
親
指
と
人
差
し
指
の
問

た
学
校
の
向
い
の
山
を
開
墾
し
て
果
樹
園
を
作
り

梨
や
柿
、

;ノ

ゴ
の
苗
木
を
育
て
た
り

畑
に
さ
つ
ま
い
も
を
作
っ
て冬の
味
曲
目

け
給
食
に
備
え
た
け
，
し
ま
し
た
。

下
立
自
由
に
は
、
学
校
の
農
業
実
習

出
向
υ
二
C
ア
ー
ー
ん
ほ
ど
あ
っ
て
、
田
植
か
ら
収
獲
ま
で
全
て
高
等
科

二
f

コ
「

d司
、
い
±
ナ
し
ハ
ん

C

H
ユ
内
d
H、

戦
争
'
か
だ
ん
/
\
激
し
く
る
っ
て

毎
日
の
よ
う
に
日

の
丸
の
小

旗
を
も
っ
て
出
征
兵
士
を
見
送

り
ま
し
た
。

二
宮
金
次
郎
の
銅
像
も

兵
器
に
生
ま
れ
変
円
て
お
国
の
役
に
立
て
る
た
め
ド
一
成
る
日
赤
い
タ

ス
キ
を
か
け
て
全
校
生
徒
と
お別
れ
し
ま
し
た

。

戦
勝
を
祈
念
す
る

t.:. 
ダJ

週
γ
二
回
神
前
修
養
会
が
あ
り
午
前
五
時
か
ら
河
之
内
の

七
七
化
主
主
可
付
神
社
ヘ

!
i
!
J
t
t
l
:
 

l
 

u
u
ハ

ン

一
内
の
v
hふ

又
-
U
1
1
-山神

lb

, 

れ
へ
民
っ
て
境
内
を
;
引
刊
し

中
川
P
U
二
正
子
。
二
、
神
主
さ
ん

1
h
i
i
 

の
お
い
払J
ネ
=
小
川
人
け

お
訴
を

1J¥l 

山
々
と
的
は
が
明
け

J... 
V 

ヒ:)l

山
則
一
幻
、
か
乙
J札
口
ち
て

此
川e
校
L
た
も
の
て
す

。

に
箸
を
は
さ
み
合
掌
し
て
か
ら
い
た
、
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
揃
、
え
た

井
鉢
が
今
も
大
半
調
理
室
に
残
っ
て
い
て
、
何
と
も
言
、
ぇ
辛
い
懐
し

さ
を
感
じ
ま
す
。

六
年
生
め
修
学
旅
行
に
は
、
高
松

・

琴
平

・

屋
島
へ
行
き
ま
し
た

カミ

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
る
と
、
ま
る
で
電
車
が
山

へ
登
る
よ
う
で
、

み
ん
な
驚
い
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
頃
に
奉
安
殿
が
で
き
、
南
校
令

が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
校
舎
は
東
か
ら
音
楽
室

、

畳
敷
き
の
殺

縫
室
が
二
教
室

・

図
画
室

・

家
事
室
と
立
教
室
あ
り
、
裁
縫
{
衰
の

一

教
室
は
女
子
青
年
学
校
の
教
室
で
、

習
字
や
そ
ろ
ば
ん
、
社
会
主
ど
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は
図
画
室
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

男
子
青
年
学
校
生
は
主
に
教
練

で
、
授
業
は
図
画
室
で
受
け
て
い
た
よ
う
て
す
。
式
主
ど
の
時
は
、

音
楽
室
と
裁
縫
室
二
教
室
の
仕
切
り
を
外
し
て
、
講
堂
に
兼
用
し
て

い
ま
し
た
。

日
華
事
変
が
始
っ
た
頃
、
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
私

た
ち
は
校
門
を
入
る
と
、
奉
安
殿
と
銅
像
に
向
っ
て

、

上
半
身
を
直

角
に
折
り

曲
げ
最
敬
礼
を
し
て
か
ら
教
室
に
入
り
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
頃
に
は
、
勤
労
奉
国
隊
が
結
成
さ
れ
、
隊
旗
を
先
頭

に
、
小
学
生
や
青
年
学
校
生
が

一
体
と
も
っ
て
、
学
校
林
の
下
刈
リ

ゃ
、
出
征
兵
士
の
留
守
宅
へ
農
作
業
の
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。
ま

第
五
章

東
谷
国
民
学
校
期

昭
和
十
六
年
四
月
東
谷
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら

東
谷
国
民
学

校
と
校
名
変
更
、
同
時
に
土
谷
で
も
土
谷
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
、

高
等
科
が
併
設
さ
れ
た
。

四
月
四
日
に
は
、J

一内
東
谷
国
民
学
校
」
と
書
か
れ
た
新
し

い
門

l
u
n
J交
問
l

こ
か
す
ら
れ
た
。

ふ
寸
，
1
1
茶
I
F
-
-
M
7
7
h

i

j

そ
し
て
同
年
十
二
月
に
は

つ
い
に
太

平
洋
戦
争
が
始
ま
り

学
校
教
育
も
戦
時
色
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ

何
事
も
国
の
た
め

た
の
で
あ
る
。
小
学
生
は

小
国
民
と
呼
ば
れ

43 一

戦
争
に
勝
つ
た
め
と
教
育
さ
れ
、
勤
労
奉
仕

・
戦
勝
祈
願

・

大
詔
奉

戴
式

・

戦
勝
祝
賀
式
等

戦
意
高
揚
の
た
め
の
行
事
が
年
々
多
く
な

っ
て
い
っ
た
。

味
噌
汁
給
食

昭
和
十
六
年
一
月
十
日
よ
り
味
噌
汁
給
食
が
始
ま
っ
た

。

冬
に
な

ヲ
h
v〉
」

山
間
地
の
た
め
寒
き
が
厳
し
い
の
で子ど
も
達
が
冷
た
い

弁
当
を
食べ
る
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、

三
月
ま
で
の
冬
の
問
だ
け行な
わ
れ
た
。

月
か
ら

各
部
落
の
婦
人
会
が
十人

く
ら
い
づ
っ

い
く
つ
か
の
組
に
分
か
れ
交
代
で
当
番
に
あ
た
っ
た
。



昭
和
十
六
年
一
月
十
日
の
学
校
日
誌
よ
り

一
、
朝
会

食
事
ハ
礼
儀
正
シ
ク
ナ
ス
コ
ト

一
、
味
噌
け
給
食
本
日
ヨ
リ
開
始

問
屋
組
十
人
ノ

主
婦
来
校
二
ヶ
所
ニ
煮
ル

一
新
ハ
出
勤
部
係
カ
ラ
三
本
宛
児
童
持
チ
来
ル

味
噌
汁
ノ
実
ハ
家
庭
ヨ
リ

煮
干
ハ
学
校
ヨ
リ

み
そ
汁
の
実
の
材
料
は
、
各
家
庭
か
ら
菜
っ
葉
、
大
根

も

と
う
ふ
な
ど
を
持
ち
ょ
っ
た
。
時
折

お
だ
ん
ご
が
入
る
こ
と
が
あ

っ
た
が

子
ど
も
達
は
、
、
れ
を
一
番
喜
ん
で
い
た
。
け
れ
ど
も
、
後

の
方
に
配
ら
れ
た
者
に
は

実
が
一
つ
も
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

汁
ば
か
り
で
泣
き
だ
す
子
ど
も
も
い
た
。

現
在
の
図
工
室
の
あ
た
り
に
大
き
な
釜
を
す
、
え
て
炊
い
て
い
た
が

ち
ら
つ
く
雪
の
中
に
み
そ
汁
の
暖
か
い
湯
気
が
立
ち
の
ぼ
る
の
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。
寒
い
日
に
は

暖
か
い
味
噌
汁
で
身
体
を
あ
た
た

め
な
が
ら

菜
、
天
の
よ
う
に
氷
っ
た
弁
当
を
食
べ
た
が
何
よ
り
の

御
馳
走
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
食
べ
る
前
に
は
、

当
時
の
村
長
近
藤
金
四
郎
氏

の
提
唱
で

昭
和
十
七
年
一
月
十
日
の
学
校
日
誌
よ
り

車I;j

キL

校
長
先
生
訓
話

み
そ
汁
に
つ
い
て

3
感
謝
の
託
持
ち
で
い
た
だ
く
'
」
とυ

。
ぉ
行
儀
よ
く
い
た
だ
く
こ
と

。

、
味
噌
汁
を
た
く
火
の
そ
ば
に
行
か
ぬ
こ
と

。
一
味
昨
日
け
の
昧一
の
良
否
を
言
わ
ぬ
こ
と

こ
の
年
は

一二
月
二
十
八
日
ま
で
行
な
わ
れ
た
。刀
口
U
L

干
、
Z

H
v
干

E

寸
T
f

骨
1
1
・

前
年
と
同
じ
く
笑
施
さ
れ
た
が刀
ロ
H
u
l
i

'L

ギ
す

司
日
+
」
。

目
玉
，

-
4
J
'
i
l
l

・

二
月
イ
九
日

て
終
了
と
弘
っ
た
‘
戦
争
の
激
し
く
る
っ
た
昭
和

二
十
年
は
主
的
理
笹

報
も
あ
わ
た
だ
し
く
な
り

二
月
の
半
ば
に
は

ほ
と
ん
ど
給
食
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

土
谷
小
学
校
に
お
い
て
も
、
昭
和
十
六
年一
月
九
日
か
ら

汁
給
食
が
行
な
わ
れ
た

。

こ

の
年

松
山
か
ら
赴
任
し
て
き
た
城
野
重
武
校
長
は
あ
ま
り

に
も
寒
さ
'
か
厳
し
い
の
に
驚
き
ど
う
か
し
て
身
体
を
暖
め
る
方
法

は
無
い
も
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、味噌
汁
給
食
の
話
い
か
持
ち上
つ

は
し
と
ら
は

天
地
御
代
の

御
宙

君
と
親
と
の

ご
恩
わ
す
る
な

の
歌
を
全
員
で
朗
唱
し

「

い
た
だ
き
ま
す
」

と
言
っ
て
食
べ
た
。

食
事
の
作
法
に
つ
い
て
も

一
、
立
田
を
た
て
ぬ
こ
と
。

こ
は
さ
ぬ
こ
と

一
滴
た
り
と
も
食
べ
残
し
せ
ぬ
こ
と
。

と
厳
し
く
定
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
今
日
の
学
校
給
食
に
も
、

44 -

通
用
で
さ
る
こ
と
で
あ
る
。

食
器
は
、
初
め
、
各
自
が
家
か
ら

持
っ
て
来
て
、
い
つ
も
自
分
の
机
の

ふ ーすτ7・ - 、
今に残る当時の給食用鍋・釜

中
に
し
ま
っ
て
い
た
が

ι
主
弓
」
斗Iφ

f
l

l

 

弁
を
買
い
そ
ろ
え
た
。

こ
の
井
は

メL
寸

も

家
庭
科
室
の
戸
棚
に
ず
ら
り

と
並
べ
て
あ
り

当
時
を
し
の
ば
せ

て
い
る
。

翌
、
昭
和
十
七
年
も

一
月
に
入

る
と
味
噌
汁
給
食
が
始
め
ら
れ
た
。

た
c

婦
人
会
の
人
達
み
ん
な
が
集
ま
リ

相
談
会
を
聞
い
て

!床
l噌

の
工
面
、
作
り
方
、
当
番
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

。

こ
う
し
て

味
噌
汁
給
食
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る

c

い
竹一食
時
に
な
る
と

子
供
達
は

持
っ
て
き
た
弁
当
を
炉
の
上
て

暖
た
め

バ
ケ
ツ
で
運
ん
だ
味
噌
け
を
、
家
か
ら
持
っ
て
き
た
器
に

っ
き
分
け

こ
れ
を
お
か

ず
に
し
て
食
べ
た
。

味
噌
は
学
校
て
購
入

し
た
が

実
は
当
番
に
あ
た
ゥ
た
人
が
自
分
の
家
で
つ
く
っ
て
い
る

野
菜
や
と
う
ふ
を
持
ち
寄
っ
た
た
め

、

日
に
よ
ゥ
て
い
ろ
い
ろ

と

変

わ
る
の
で

子
ど
も
達
は

毎
日
、
そ
の
日
の
給
食
を
楽
し
み
に
し

115 -

て
い
た
、
L
u
の
だ
っ
た

c

未
訪
日
刊
づ
く
リ
に
は

日
日

I
d
-

-

子
供
い
か
学
校
へ
行
っ
て
い
る
家
か
ら
一
一人

つ
つ
交
代
て
で
か
け
た
が

雪
の
中
を
遠
く
か
ら
米
る

の
は
大
変
て

ゐ
う
た
。

当
番
の
人
は

材
料
を
積
め
込
ん
だ
か
こ
を

下
げ

白
い
エ
フ
ロ

腕t
Il@ e, 

ン
か
け
で
、
朝
平
く
か
ら
出
か
け
て
い
っ
た
。

学
校
に
は
広
い
炊
事
場
が
あ
う
た
た
め
、

作
る
の
に
は
便

利
だ
っ

そ
れ
で
も
、
後
か
た
ず
け
を
終
え
る
と
、
二
時
も
過
草
て
い

た
が
、

た
時
に
は
か
た
づ
け
の
後

学
校
の
先
生
も
加
わ
っ
て

し

ょ
に
お
茶
を
の
み
、
話
し
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
味
噌
汁



給
食
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
や
教
師
達
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
味
噌
汁
給
食
も
、
昭
和
十
九
年
頃
に
は
、
空
襲
が
激
し
く
な

っ
た
た
め
取
り
止
め
に
な
っ
た
が
、
戦
後
再
び
始
め
ら
れ
、
完
全
給

食
の
行
な
わ
れ
る
昭
和
三
十
一
年
ま
で
続
け
ら
れ
た

c

戦
時
中
の
学
校
生
活

こ
の
こ
ろ
は
、
部
落
で
ま
と
ま
っ
て
登
校
し
て
い
た
。
校
門
を
入

作
L
e
句

「
頭、
右
」
と
号
令
を

っ
た
所
で
高
等
科
の
生
徒
が
「
歩
調
ト
レ
」

か
け
る
と

そ
ろ
っ
て
奉
安
殿
に
向
っ
て
軍
隊
式
の
敬
礼
を
し

に
二
宮
尊
徳
像
に
も
最
敬
礼
を
し
て
教
室
へ
は
い
っ
た
。
教
室
に
は

二
重
橋
の
写
真
と
国
旗
が
か
ぎ
っ
て
あ
り

こ
れ
に
も
最
敬
礼
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

服
装
は
男
女
共
、
ズ
ボ
ン
又
は
モ
ン
ペ
に
シ
ャ
ツ
や
セ
ー
タ
ー
、

冬
は
綿
入
れ
の
は
ん
て
ん
、
小
倉
の
学
生
服
な
ど
を
着
て
い
た
。

ツ
ク
ぐ
つ
は
二
ヶ
月
に
一
回
、
二
、
三
足
が
ク
ラ
ス
毎
に
配
給
に
な

り
、
く

じ
び
き
だ
っ
た
の
で

、
は
い
て
い
る
者
は
少
な
く
、
多
く
は

下
駄
や
ぞ
う
り
を
は
い
て
い
た
。
か
ぱ
ん
は
、
肩
に
下げ
る
よ
う
な

帆
布
や
帯
心
で
手
縫
い
で
作
っ
た
。
女
の
子
は
木
口

と
い

も
の
で
、

し
か
し

そ
ん
な
中
で
、
春
に
は
校
庭
の
数
本
の
大
き
な
桜
が
い

っ
ぱい
に
花
を
つ
け
、
本
当
に
き
れ
い
だ
っ
た

。
や
が
て
初
夏
に
な

り
小
さ
な
実
が
黒
く
熱
す
る
と
、
そ
の
小
さ
な
さ
く
ら
ん
ぼ
を
た

べ
、

柴
色
に
な
っ
た
口
も
と
でそ
れ
と
先
生
に
わ
か
り

よ
く
し
か
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。甘
い
お
か
し
な
ど
何
も
な
い
時
代
な
の
で

ん
で
も
よ
く
た
べ
た
。
す
い
じ
の
と
う
や

い
た
ん
ぼ
は
も
ち
ろ
ん

っ
ぱ
な
や
ち
が
や
の
根
を
か
ん
だ
り
、

野
い
ち
ご
な
ど
も
見
の
が
さ

な
か
っ
た
。

当
時
男
手
を
戦
争
に
と
ら
れ
た
遺
族
の
家
に

勤
労
奉

仕
と
し
て
小
学
生
も
行
っ
た
が
、
秋
の
終
り
に
稲
株
を
切
り
に
行
く

L9
ず
お
く
し
た
と
い
う
苗

木
の
実
が
で

と
、
回
の
土
の
中
か
ら
、
か
ら
す
カ
カ

て
き
て
う
れ
し
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
頃の
小
学
生
の
遊
び
と
い、
え
は、
桜
の
木
を
短
く
切
っ
て
、

字

。
パ
ッ
チ
ン
、
ラ
ム
ネ
、

円
垂
形
に
け
ず
っ
て
ぶ
ち
ご
ま
を
作
っ
こ

く
ぎ
う
ち
と
い
っ
た
学
校
で
禁
じ
ら
れ
た
も
の
も
い
く
つ
か
あ

っ
た

が
、
学
校
か
ら
帰
る
と
盛
大
に
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。

都
市
の
空
襲
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
っ
て
く
る
と
、
幾人
か

の
生
徒
が

東
谷
校
に
も
転
校
し
て
き
た
。
そ
の
う
ち
人
間
だ
け
で
な
く
、
飛
行

小
さ

な
飛
行
機
が
二
機
、
校

機
が
疎
開
し
て
き
て
び
っ
く
り
し
た
。

そ
れ
と
一
緒

庭
の
あ
の
大
き
な
楠
の
木
の
下
に
か
く
し
て
あ

っ
た
。

7

木
の
取
手
に
銘
仙
や
帯
地
で
袋
を
つ
け
て
い
た
。

ノ
ー
ト
は
わ
ら
半
紙
の
よ
う
な
紙
で
、
破
れ
や
す
く
色
も
黒
か
っ

た
が
一
度
使
っ
た
ノ
ー
ト
を
消
し
て
又
使
う
者
も
あ
っ
た
。

鉛
筆
な

ど
も
手
に
入
り
に
く
く
チ
ビ
た
鉛
筆
に
は
筆
の
軸
を
つ
け
た
り
、
青

竹
に
き
し
た
り
し
て
長
く
し
た
。

一
番
困
っ
た
の
は
消
し
ゴ
ム
で

全
然
手
に
は
い
ら
ず

つ
ば
を
つ
け
て

こ
す

っ
て
消
し
た
り
し
た
。

戦
争
が
は
げ
し
く
な
り

か
lま

授
業
中
に
驚
戒
警
報
が
鳴
る
と

ん
を
持
ち
防
空
頭
布
を
か
ぶ
っ
て
所
定
の
位
置
に
集
ま
り
、
空
襲
轡

報
に
な
る
と
自
毛
へ
走

っ
て
帰
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
の
く
り
か
え
し

46 

次

だ

っ
た
の
で

ろ
く
に
勉
強
な
ど
は
で
き
な
か
っ
た
。

高
等
科
の
生
徒
は
、
勤
労
動
員
め
か
わ
り
に
松
根
掘
り
が
あ
っ
た
。

「

日
本
の
飛
行
機
が
飛
べ
な
い
の
は
燃
料
不
足
の
た
め
だ
か
ら

そ

の
燃
料
に
す
る
た
め
に
松
ヤ

ニ
を
採
れ
U

と
の
通
牒
が
学
校
あ
て
に
出
さ
れ
た
。
東
谷
で
は

根
引
峠

4守

ス

場
の
山
、
音
田
の
学
有
林
へ
掘
り
に
出
か
け
た
。

土
谷
で
は

松
の
根
か
ら
松
根
油

七
郎
が
谷
に
掘
り
に
行
っ
た
。

と
い
う
泊
を
取
り
航
空
燃
料
に
す
る
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
に
二
台

分
ぐ
ら
い
掘
り
、
苦
心
し
て
道
路
わ
き
ま
で
出
し
た
が
、
井
で
つ
、
と

、
っ

取
り
に
来
な
い
ま
ま
で
あ
っ

た
。

に
兵
隊
さ
ん
達
も
や
っ
て
き
た
。
立
日
田
・
徳
吉
で
二
十
名
ほ
ど
だ
っ

た
と
思
う
。
出
征
兵
士
の
家
に
泊
っ
て
、
家
の
仕
事
を
手
伝
い
な
が

ら

一
定
の
場
所
に
集
ま
っ
て
訓
練
を
し
て
い
た
。

そ
れ
が
お
も
し

ろ
く
て
よ
く
の
ぞ
き
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な

昭
和
二
十
年

終
戦
と
な
り
、
奉
安
殿
も
撤
去
さ
れ
た
。

(
近
藤
徳
松
氏・
相
原
俊
雄
氏
談

大
阪
朝
日
国
民
学
校
集
団
疎
開
五
十
六
名
受
入
れ

昭
和
二
十
年
の
学
校
日
誌
よ
り

47 一

五
月
八
日

大
詔
奉
読
式
、
空
襲
ニ
ツ
キ
十
時
頃
ヨ
リ

始
業

ト
ス
。

五
月
十
日

授
業
な
し

空
襲
替
報
発
令
、
六
時
四
十
分

解
除
十
一
時
三
十
分

B
m

十
編
隊
百
数
十
機
来
襲
投
爆
音
、
高
射

砲
ノ
轟
ク
立
回
ヒ
y

キ
リ
ナ
シ
、
大
阪
朝
日
国
民

学
校
疎
開
児
童
五
十
余
名
受
入

初
六
以
上
児

童
百
集
午
后
荷
物
の
整
理
等
を
手
伝
ハ
シ
ム

十
七
時
解
散

五
月
十
一
日

第
一

、

二
時
限
授
業
ナ
シ

空
襲
警
報
発
令



六
時

十
三
時
五
十
分

五
月
二
十
日

初
等
科
授
業
ナ
シ

高
等
科

疎
開
児
童
防
笠

蒙
庖
り

1
1

・

昭
和
二
十
年
五
月
十
日
大
阪
朝
日
小
学
校
の
児
童
五

1

六
名
い
か

引
率
の
先
生
方
と
一
緒
に
集
団
疎
開
を
し
て
き
た
。

大
変
よ
く
晴
れ

た
日
で

B
m
u
η…
糊
隊
を
組
ん
で
飛
来
す
る
誕
立
自
の
下
で
の
出
迎
え

で
あ
っ
た
。

疎
開
の
児
童
た
ち
は

母
親
の
心
づ
く
し
の
防
杢
扇
布
を
かi
山
リ

学
用
品
や
ら
身
の
ま
わ
り
の
も
の
を
入
れ

た

袋
を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て

、
、
，

-
0

・aV

才
/

校
庭
に
植
、
え
て
あ
う
た
じ
ゃ
が
い
も
の
葉
の
紘

青
い
化
工
と

と
、
児
童
た
ち
の
防
空
頭
布
の
色
を
今
で
も
あ
ざ
や
か
に
思
い
出
す
。

児
童
た
ち
は

東
谷
校
下
の
子
ど
も
た
ち
と
も
仲
よ
く
遊
び
、
各

家
庭
で
は

ぞ
う
リ
を
作
っ
て
疎
開
の
子
ど
も
た
ち
に
は
か
せ
た
り

l
v
hん
ι

そ
の
児
童
た
ち
が

東
谷
校
の
尚
子
芸
会
に
出
演
し
た
の
が

な
ん

だ
か
あ
か
ぬ
け
し
て

い
て
珍
ら
し
く
思
っ
た
も
の
で
あ
る

c

そ
の
児
童
た
ち
も

十
月
十
九
日
か
ら
何
名
か
す
つ
わ
か
れ
て
帰

阪
し
て
い
っ
た
。

校
庭
に
栽
治
し
て
あ

そ
の
時
の
土
産
と
し
て

た
甘
藷
を

男
の
先
生
か
掘
り

去
の
先
生
が
む
し
て
持
た
せ
て
や

起
床
し
て
か
ら
食
事!l
学
習
l
作
業
i
食
事
l

仮
は
日
「
く
か
ら
就
寝

す
る
と
い
う
具
合
で
し
た

、

戦
争
も
さ
ら
に
激
し
さ
を
加
えaえ
えj

一
起
り
苧
習
ど
こ
ろ
で
な
く衣
食
い
い
は
のι1-活
に
追
わ
れ
て
い
れ
ん
しmH

て
し
た
。

主
食
と
い
っ
て
も
米
は
ほ
ん
の
停
か
で始ん
と
が
い
や
久
ば

か
り
{
そ
れ
も
九
麦
)
、
さ
つ
ま
い

t
J

の
工
は
ん

雑
炊
、
)
は
ん

か
し
学
童
逮
に
と
~
て
食
べ
る
こ
と
か
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
っ
た
の

で
、
す。

主
食
の
遥
搬
も
-
ヶ
日
八
円
の
農
業
会
か
ら
大
八
十
単
に
積
ん
で
も

レコ

し、

私
が
出
比
怖
を
握
り
前
方
は
子
ど
も
達
い
か
ロ
l

ブ
て
引
っ
ぱ

リ
、
ぃ
阜
の
後
押
し
を
し
た
リ
し
て
あ
の
坂
道
を
汗
を
流
し
て
遥
ん

だ
-
」
と
、
ヘ
庄
中
村
の
人
の
暖
か
い
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
受
け
た
り

さ
つ
ま
い
も
や
冷
た
い
水
を
下
さ
っ
た
親
切
は
ん
ー
も
忘
れ
る
・
」
と
か

て
き
ま
せ
んν

野
菜
な
ど
も
、
上
の
問
屋
か
ら
い
ー
の
一
ヶ
谷
ま
て
の

わ
々
が

回
り
も
ち
て
学
校
に
以
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
当
時
な
か

な
か
手
に
入
ら
立
か
っ
た
牛
肉
の
川
け
物
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
時

に
は
字
童
達
は
大
工
ん
ソ
原
に
笠
リ自分
に
見
九
日
う
樹
木
を
'
ぬ
で
し

ば
っ
て
引
っ
ぱ
リ
お
ろ
し
た
り
同
に
か
つ
い
だ
リ
し
て
学
校
ま
て

持
ち
帰
っ
て

、

慣
れ
な
い
ま
き
割
リ
や
ド

駄
つ
く
リ
を
し
た
-
}
と
も

あ
り
ま
し
た
。

リ
人
し
ら
み
の
流
行
で
大
騒
動
に
な
り
そ
の
駆
除
に

頭
や
身
体
じ
ゅ
う
を
ま
っ
自
に
し
た
り
、
女
児
の
中
に
は
と
う
と
う

っ
た
。

佐
伯
7
サ
ヨ
氏

談

大
阪
市
立
朝
日
国

民
学
校
の
学
童
疎
開
を

顧
み
て喜

多
村

稔

当
時
の
模
様
は
こ
の
学
童
疎
開
を
引
草
さ
れ
た
平

m
-

丹

下
・

播

麻
帽
の
三
先
生
が
一
番
よ
く
存
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
が

そ

の
、
っ
ち

の
丹
下
先
生
は
終
戦
時
の
東
予
丸

(
7

沈
没
事
故
で
死
亡
さ
れ

あ
と
の
平
田

・

播
磨
両
先
生
の
消
息
も
明
ら
か
で

あ
り
ま
せ
ん

。

キム

48 一

は
当
時
大
阪
の

中

学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の

若
輩

縁
あ
っ
て

の
学
童
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
い
た
に
過
ぎ
ず

加
え
て

三
O
年

と
い
っ
歳
月
の
経
過
も
あ
り

そ
の
点
で
記
憶
は

断
片
的

で
し
ご
く

回
収
昧
で
あ
る
こ
と
を

は
じ
め
に
お
断
わ
り
し
て
お
き
ま
す
。

}
の
朝
日
国
民
学
校
の
集
団
疎
開
は

当
初
久
米
腐
の
子
極
楽
寺

に
本
拠
を
置
か
れ
ま
し
た
が

戦
況
も
日
に
日

に
織
烈
に

な
る
に
従

ぃ
、
昭
和
二
+
年
五
月
は
じ
め

こ
当

地
三
内
東
谷
国
民
学
校
に

疎

開
児
童
が
移
さ
れ
た
の
て
す
。

学
校
て
は

当
時

の
青
年
学
校

の

つ
の
大
き
な
裁
縫
室
を
お
借
り

し
、

そ

こ

で
寝
起
き
や
学
習
を
し
、

そ
の
隣
リ
の
調
理
主
で
煮
炊
き
や
食
事
を
し
ま
し
た
。

日
謀
は
、
朝

幼
-
E叫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
者
も
い
ま
し
た
‘

部
会
の
f

い
と
も
速
に
と
っ
て

:LK

>

二
、
7
1
v
f
』
片
主
日
記
グ

-
k

い
ム
白

色
、
ふ
1
0

一
立
ロ
品
U
F
φ
F
l
u

ル
ドLま
札
て
は
じ
め
て
の
経
験
て
あ
り

f

ど
も
な
り
に
楽
し
か
っ
た

半
面

リ
E
uと
1
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
不
安
と
さ
み
し
さ
は

川
目
立
眠
忠
内

あ

あ
リ
と
は
比
え
ま
し
た

し
か
し

当
時
の
お
と
な
か
そ

う
で
あ
っ
た

ト
守
っ
、
」
、子
と
も
も
そ
れ
な
り
に
精
一
ば
い
生
さ
ん
が
た
め
の
努
力

そ
ん
な
く
ら
し
の
あ
と
、
八
月
十
五

日

の
終
戦

、

の
何
日
で
し
た

そ
の
日
は
朝
か
ら
き
ょ
う
は
何
か大
切
な
放
送
が
あ
る
と

い
う
の
で

私
た
ち
総
長
は
学
校
の
前
の
校
長
先
生
の
お

毛
で

ラ

ジ
オ

に
か
じ

リ

つ

い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
報
道
は

私
た
ち
に
と
っ
て
全
く
の
寝49 

け
叶
に
水
の
こ
と
で
「
ア
メ
リ
カ
が
負
け
た
の
か

U

「
斗
手
さ
か
日
本
が

負
け
る
は
ず
が
な
いJと
と
う
て
い
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と

で
し
た

c

干
、J
U

や
が
て
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
知
る
と
「
ア

メ
リ

カ
が
進
駐

し
て
来
た
ら
皆
殺
し
だ
心「
こ
の
さ
い
竹

携
を
も
っ

て
休
当
た
り

を

し
よ
うJ
と
私
な
ど
若
者
ら
し
く
そ
ん
な

こ
と
を
真
剣

に
考
え
ま
し

争

、

終
わ
っ
た
J

た
3

そ
の
点
学
童
の
万
は
「
も
う
附
刊号

「

や
っ
と
大

荻
司
」
晴
れ
る
ノ
と
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

l
l
i
i
 

そ
の
後
、
疎
開
児
童
も
東
谷
校
か
ら
河
之

内
の
金
毘
羅
寺
に
移
動

し
、
お
守
の
前
の
高
須
賀
氏
毛
の
二
階
に
本
部

を
置

き
、

学
童
は
本



堂
で
寝
起
き
を
す
る
生
活
に
変
わ
り

間
も
な
く
大
阪
に
引
揚
げ
る

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
一
二
O
有
余
年
、
当
時
の
疎
開
学
童
も
現
在
は
お
の
お
の

の
職
場
に
あ
り

中
堅
層
と
し
て
大
い
に
活
躍

し
て
い
る

こ
と

で
し

ト

l
o、
「
ノ
。

彼
等
が
少
年
時
代
に
過
ご
し
た

三
内
村
の
静
か

そ
し
て

な
自
然
環
境
と
深
い
人
情
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
な
く

心
の
ふ
る
さ

と

と

し
て
生
き
続
け
て
い
る

こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

い
ず
れ
機
会

が
あ
れ
ば
是
非
ま
た

一
度
ご
当
地
を
訪
れ
た
い
と

願
っ
て
い
る

と
と
存
じ
ま
す

c

終
わ
り
に

当
時
二
万
な
ら
ぬ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
学
校
関
係

の
方
々
や

金
毘
羅
寺
の
御
住
職

な
ら
び
に
旧
三
内
村
当
局
や

村
民
の
方
々
に

衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

思
い
出
の

端
を
ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

五

一
一・
五
記

(現
大
阪
府
立
堺
襲
学
校
教

頭

第
六
章

東
谷
小
学
校
期

六
三
制
の
実
施

本
校
で
は
、
す
で
に
大
正
十
五
年
か
ら
第

一
校
下
振
興
会
が
で
き

て
い
て
、
教
育
環
境
整
備
等
に
つ
い
て
努
力
し
、
相
当
の
成
果
を
あ

げ
て
い
た

。

そ
の

一
例
を
あ
げ
る
と
、
大
正
十
五
年
に
学
校
施
設
と
し
て
、
肋

折
、
横
木
、
鉄
棒
等
を
五
O
O
円
の
経
費
で
設
置
し
て
い
る
、
ま
た

こ
の
年
の
事
業
目
標
を
見
る
と

ー
、

巡
回
講
活
会
の
開
設

学
校
施
設
の
後
緩

4 

2 

学
童
校
外
訓
練
の
督
励

学
校
林
の
手
入
れ

5 

3 

学
校
参
観
の
勧
誘

校
下
男
女
青
年
団
の
指
導

6 

な
ど
と
な
っ
て
お
り

活
動
内
容
は
現
在
の
P
T

A

活
動
と
ほ
と

ん
ど
変
る
こ
と
は
な
いc

。

会
名
の
変
更

寸
引
U

i

則
l
J
i
会
名

l
M川

一引
いL
Z
L
1日
r
一J一
向
閉
斗
ザ
下
振
興
会一創
立

一昭
和
十
年
三
月

一
三内
東
谷
校
教
育
振
興
会

一校
名
改
称

一昭
和
二
十
二
年
四
月

一
三内
東
谷
小
学
校
教
育
振
興
会

一新
制
小
学
校

一昭
和
二
十
三
年
三
月

一三
内
東
谷
小
学
校
P
T

A

一

一昭
和
三
十
年
四
月

一東
谷
小
学
校
P
T
A

一町
制
実
施

一四
和
五
十
年
四
月

一東
谷
小
学
校
幼
稚

園
同
は
同
ーの
ほ
ほ|

考

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
末
以
後
は
、

国
政
全
般
に
わ
た

っ
て

大
変
革
が
行
わ
れ
た
が

教
育
制
度
に
お

い
て
も

昭
和
二
十

一
年
に
ア
メ
リ
カ
教
育

悦
察
聞
が
来
日
し

ス

ト
ダ
|
ト
教
育
報
告
書
の
勧
告
に
も
と
、
つ
い
て
抜
本
的
な
改
革
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

3

昭
和
二
十
二
年
三
月
二
十
一
日
付
で
「
教
育
基
本
法
」

こ
れ
に
よ
っ
て
小
学
校
六
年
、
中
学
校
三
年

「
学
校
校

育
法
L

が
公
布
さ
れ
、

を
義
務
教
育
と
し
、
高
等
学
校
三
年
、
大
学
校
四
年
の
い
わ
ゆ
る
六

・

三
・

三
・

四
制
が
実
施
さ
れ
、
高
等
学
校
ま
で
は
、

昭
和
二
十
二
年

nu 
qu 

度
よ
り
、
大
学
は
、

昭
和
二
十
四
年
度
よ
り
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
本
校
に
お
い
て
も

昭
和
二
十
二
年
四
月
か
ら
、

三
内
村
、
村
立
東

ハ
介
国
民
学
校
を
、三
内
村
、
村
立
東
谷
小
学
校
と
校
名
を
変
更
し
、

同
様
に
土
谷
国
民
学
校
も
、

三
内
村
、
村
立
土
谷
小
学
校
と
校
名
を

変
更
し
て
、

小
学
校
は
六
年
生
ま
で
と
な
り
、
高
等
科
は
中
学
校
へ

移
行
さ
れ
、
新
制
中
学
校
の
該
当
学
年
へ
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
内
村
東
谷
小
学
校
P
T
A

の
発
足

昭
和
二
十
三
年
九
月
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
を

と
り
入
れ
た

一寸

父

母
と
教
師
の
会
」
で
あ
る
東
谷
小
学
校
P

T

A

が
発
足
し
た

。

し
か
し

こ
の
新
し
い
教
育
制
度
に
よ
る
東
谷
小
学
校
P
T
A

の

結
成
に
つ
い
て
は

学
校
側
が
そ
の
主
旨
説
明
の
働
き
か
け
を
し

今
ま
で
の
教
育
振
興
会
の
上
に
、
新
し
い
息
吹
き
を
加
え
て
新
発
足

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
現
在
ま
で
着

々
と
め
ざ
ま
し
い
伸
長
を
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
に
は
P
T
A

教
育

研
究
会
等
を
開
催
し
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
県
教
育
委
員
会

・

県
P

T
A
連
合
会
よ
り
表
彰
を
受
け
る
と
い
う
輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

51 

県教育委員会 県 P 、 T 、 A 連合会より表彰され ξ (昭和36)
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通学路を P T A が除雪作業
(昭和 40'年 2 月徳吉県道にて)
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開
校
五
十
周
年
記
念
式

開
校
刀
i

周
年
を
迎
え

な
記
念
式
を
挙
行
し
たι

目白

手口

年

月
ト
七
I:J 

は

式
典
仁
川
崎

米
己
資
を
始
め
、

一
八
七
二
年
(
明
治
五
年

村
に
不
学
の
戸
な
く
家
に
不
九
一
子
の
人
る
か
・
っ
し
の

装
十
校
-
士
族・
由
民
・
工
商
・
婦
女

f

も
立
す

当
時
的
松
山
教
育
事
務
所
長
一
千
必
勝
太
郎
先
生
寺
の

参
加
人
民
は
三
七
三
名
に
お
よ
び
教
育
功
労
者

ノ
九
レ'-

と
高
速
ら
る
問
ん
がUの
も
と
に
学
校
制
度
J
J発
布
さ
れ
ま

金
比
山
総
ド
ャ
寸
を
借
‘
リ
受
け
同
川

、

-
、

ナ
人
ム
h
M

刈
之
内
村
に
お
き
ま
し
て
も

連
川
子
一
伐
と
ヤ
引
っ
け
教
育
の
第
一
少
を
ふ
ん
山

1
i
~
h
u
午
、
ム
リ
ま
す

川
氏
­

l
l
'
 

そ
の
後
令
北
町
線
午
前
に
校
合
の
移
転
を
な
L

た
る
も

守

山
内
家
」
-
一
叫
は
十

よ
り
倒
壊
の
た
め
似
校
合
を
立
回
目

山
内
山
川

7
2什

山
に
校
舎
の
内
濯
を
し
ま
し
た
が

不
幸
に
も
焼
失
し
ま
し
た
の

で
、

明
治
三
ト
九
年

二
月
十
し
H

認
可
全
得
て

境
作
の
地
い
一
新

校
舎
を
建
設
し
則

之
内
通
康
学
校
を
統
人
け

三
内
第
一
尋
常
小
学

て
の
間

い
伐
とL
て
今
日
に
及
ん
だ
の
て
あ
り
ま
す

十

L

F
U

J

 

来
日
八
日
小
学
校
γ九
十
年

は
川
達
学
校
三
十
回
札
年

ト
ム
年
間
数
多
く
の
卒
業
生
を
送
リ
出
し

:
j
)

、
4

J
』

1

J
ド
パ
H
H
庁d
A
I
4
p
l
J
工
・
斗
い1

今
日

日
本
は

発
展
の
一
注
を
た
ど
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
リ
ま
す

経
済
的

外
交
的
に
危
機
の
時
で
あ
り
ま
す
む

こ
の
時
に
当
リ

我
々
卒
業
生
は
研
修
を
被
み
知
識
を
広
め
、
↓
ぷ

愛
の
精
神
を
培
い
こ
の
危
機
を
打
開
し

楽
し
い
郷
土
そ
っ
く
り

存
じ
ま
す

平
和
国
家
の
建
設
に
注
進
す
る
こ
と
を
皆
様
と
大
，

U
Z
J
た
い

1r

-

一
一
一れ
を
表
彰
l
，
、
併
設
行
事
と
し
て
同
窓

生
等
に
よ
る
展
覧
会
、

'
一
刊
行
、
午

一

に
よ
る
山
手
立
会

ずか
一
開
催
し
た
。

E

、
バ
」
、
，d
-エ
二
一
、

.

J
J
J
5
4
4
3
0

4

梨

と

し
て
村
内
外
の
同
窓
生
よ
リ
約
十
五
万
円
の
寄

付
金
4

」
づ
め
リ
ヴ
校
図
書
館
を
充
実
し
た
。

一創ょ っ立~ ' .t-:­

EfJ3事
官哲

}fu~ 

k 

祝

E手

廷
に
丘
十
年
の
修
史
を
迎
、
ぇ

式
典
を
挙
行
す
る
と

本
校
創
立
以
来

乙
ら
び
に
来
賓
先
議
め
諸
賢

創
立
五
十
周
年
の
歌
」

雲
そ
そ
り
た
つ
石
車
内

維
々
し
き
息

吹
き
育
て
よ
と

作
き
を
柏
、
え
し
村
、
レ

春
風
秋
雨
移
リ
つ
つ

刷
、
ぇ
!
い
ら
か
延
べ
し
庭
52 

備
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同
を
会
し

と
の
山
米
ま
す
こ
と
は
、
意
義
様
、と
と
御
同
慶
に
存
じ
ま
す
。

昭
和
三

十
年
二
月
ト
七
日

以
上
簡
単
で
ご
さ
い
ま
す
が
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

二
内
教
育
愛
員

近
藤

環

ム
トlH
川
ん
京
キ-
A
l
，
る
f

ド

用
水
池
兼
水
泳
ブ
ー
ル
の
竣
工
に
つ
い
て

J
Z
た

H
4
Aめの
際
の
悶
水
確
保
の
た
め

に
今
ま
て
中

庭
に
あ

う

た
四
国
の
形
の
た
め
池
を
改

造
し
、

、 一 '.. 
曹

九
九r、

二
十
米
、
横
、
八

・

五
米
、
U液

深
0

・

九
米

最
浅

q
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ζ
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u
 

0
・

七
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、
谷
町
一
旦
一
七
O
O
立
万
米

開校50周年記念写真

μ

コ
ー
ス

の
プ
l

ル
が
昭
和

三
十
六
年
六
月
三

十
日

ハ
内

γ
j

十
」

一]

間
同
{
寸
4
/

松
111 
組

松
川
玉
樹

氏
の
工
事
請
負
に
よ
っ
て
、
総

工
費
七
十
万

立
自
国
東
日
九
口
学
校

林
を
売
却
し
て
財
源
と
し

P 

寸
八
の
な
与
十
ハ
ゅ
ん
C

ら
ぬ
協
力

に
よ
っ
て
竣
工
し
た
の
で
あ
る
の

そ
の
当
時

戸
川
一
燐
の
学
校
に
は
プl
ル
は
全
く
な
く

本
校
が
そ



の
最
先
端
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

身
的
な
努
力
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
竣
工
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
落

P
T
A

の
す
ぐ

れ
た
先
見
の
明
と
、
献

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

。

成
式
当
日
に
読
み
あ
げ
ら
れ
た
プ

l

ル
施
設
の
経
過
報
告
書
に
は
次

一
、
発
端

用
水
池
兼
水
泳
プ
ー
ル
施
設
経
過
報
告
(
昭
和
三
十
三
年
)

昭
和
三
十
二
年
四
月
頃
よ
リ
、
消
防
団
長
か
ら
用
水
池
を
兼
ね
た

水
泳
プ
ー

ル
を
施
設
し
て
は
ど
う
か

、

と
の
意
見
が
あ
リ
、
学
校
側

年
来
希
望
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
大
賛
同
、
早

と
し
て
も

急
に
各
方
面
の
調
査
に
あ
た
っ
た

。

二
、
予
備
調
査
時
代

昭
和
三
十
二
年
四
月
、

P
T
A

総
会
で
協
議
の
結
果
、
消
防
団
と

協
力
し
て
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
、
そ
の
後
、
町
か
ら
の
消
防
団
へ
の

補
助
金
が
少
額
で
あ
る
た
め
、

実
現
が
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
、 文

部
省
が
示
め
す
基
準
の
も
の
は
、

小
規
模
の
プ
ー
ル
を
造
る
こ
と

八
月
十
六
日

に
決
定
し
八
月
四
日
よ
り
工
事
に
着
手
し
た
。

現
場
を
視
察
し

た

P
T
A

常
任
役
員
会
を
開
催

結
果
、
あ
ま
り
に
も

小
さ
い
の
で
、

将
来
の
こ
と
も
考
え
て
再
度
協

文
部
省
の
基
準
の
大
き
さ
に
す
る
こ
と
に
決
定
、

九
月
上
旬

議
し
、

三
十
日
、
竣
工
式
を
行
う

。

正
式
に
松
川
組
よ
り
受
け
と
り
、
六
月

宮
司
に
よ
っ
て
神
事
執
行
、

実
に
一
年
三
か
月
の
月
日
を
か
け
、
関
係
者
の
総
力
を
結
集
し

完
成
し
た
の
で
あ
る。

最
も
進
歩
的
で
衛
生
に
も
万
全
の
注
意
を
払
っ
た
プ

l

ル
が
こ
こ
に

以
上
経
過
の
報
告
と
し
ま
す

。

昭
和
三
十
三
年
六
月
三
十
日

ふ〆 i
i づ司~iI '- 可 J;FT  ・. I 

東谷小学校プール綾工式昭和33年 6 月 30 日

プ
ー

ル
の
大
改
修
工
事

昭
和
三
十
三
年
設
置
の
プ
1

ル
は

建
設
委
員

宇
和
川
恒
行

地
質
の
関
係
か
中
央
部
に
亀 部

落
出
張
懇
談
会
を
聞
き
、
賛
同
を
得
て
、
学
校

林
を
売
却
し
そ
の

費
用
に
あ
て
る
こ
と
と
し
、
施
設
委
員
と
し
て
全

P
T

A

常
任
委
員

が
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
、
静
観
時
代

そ
の
後
水
利
問

題
が
再
燃
し
難
航

工
事
を

一
時
中

止
し
、
放
任

め
形
で
静
観
の
月
日
を
送
っ

た
。

四
、
本
格
的
調
査
時
代

昭
和
三
十
三
年

二
月
十
四
日
学
芸
会
当
日
の
役
員
会
で

、

手Ij

の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い

、

双
方
が
将
来
の
子
ど
も
の
事
を
考
、
ぇ

54 -

条
件
を
ゑ
認
、
学
校
林
売
却
の
事
も
具
体
化
し
、

町
・

県
・

地
教
委

等
の
指
導
を
仰
ぎ

、
先
進
校
の
視
察
も
行
い
、
再
度

工
事
に
着
手
し

‘,
EO 
J
r
h
 

五
、
構
築
時
代

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
十
五
日
松
川
土
建
に
よ
り

工
事
に
着
手
、

工
事
の
初
期
は
連
日
の
豪
雨
で
難
工
事
と
な
り
、
特
に
地
盤
が
軟
弱

な
た
め
、
当
初
の
計
画
に
な
い
作
業
が
加
わ
っ
た
が

、

あ
ら
ゆ
る
困

難
を
克
服

つ
い
に
工
事
は
完
了
し
た
。

六
、

工
事
完
成

昭
和
三
十
三
年
六
月
六
日
、
最
後
の
清
掃
を
し
、

ゐ
や

氏
の
宮
、
後
藤

裂
を
生
じ

一
日
に
深
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
の
水
も
れ
が
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
町
と
P
T
A
が
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
大
窪
町
長

の
英
断
に
よ
っ
て
大
修
理
を
す
る
事
に
決
定
し
、
総
工
費

二
八
八
万

円
、

内
P
T
A
が

一
五
O

万
円
を
負
担
す
る
事
で
話
が
ま
と
ま
り

昭
和
四
十一年
七
月
三
目
、
松山
落
合
建
設
が
請
負
い
、
工
事
に
着

手
し
プ
|
ル
の
底
面
を
鉄
筋
二
重
、
側
面
は
鉄
筋
一
重
と
い
う
全
面

的
な
大
修
理
を
行
っ
た

そ
の
結
果
プ
ー
ル
の
水
面
は
た
て

二
四

・

七
メ
ー
ト
ル
、
横

八
-五
メー
ト
ル
と
な
り
工
事
期
間
四
十
臼
、
八

月
十

二
日
に
は
竣

工
式
を
挙
行
し
た。
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そ
れ
以
後
十
年
毎
年
夏
季
に
は
全
校
児
童
の
水
泳
学
習
の
場
と

し
て
、
あ
る
い
は
高
学
年
児
の
郡
内
記
録
に
い
ど
む
場
と
し
て
活
用

さ
れ
、
多
大
の
教
育
的
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

東
一〈口
小
学
校
用
水
井
戸
に

つ
い
て

本
校
は
、地
勢
上
飲
料
水
と
し
て
の
良
質
、

多

量
の
井
戸
水
を
得

る
事
が
困
難
で
創
立
以
来
、
苦
労
を
重
ね
て
お

り

堀
っ
た
井
戸
の

数
も
十
指
に
近
い。

同
年
の
プ
ー
ル
の
設
置

等
に
よ
っ
て
水
不
足
は
ま
す
ま
す
は
な
は
だ
し
く
、
冬
期
の
渇
水
期

昭
和
三
十
三
年
の
完
全
給
食
の
開
始
や
、



に
は
ず
洗
い
水
に
も
こ
と
ん
人
『

水
の
た
め
に
位
燐
η
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小
ら

t
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水
を
す
る
小
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L
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し
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ご
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町
ね
-
二
1

れ
年
に
い
げ

校
庭
小
問
問

ト
ー
あ
っ
た
新
井
川
も
一
湖
水
討
が
減
リ

近
く

を
流
れ
る
川
水
を
せ
きd
め
水

託
手
-
mす
よ
う
に
し
た
が

久
，
、
別
1

年
々
川
水
し

J

;

j

 

待
斗
J
Nル
一
にt

最
も
h
l
b

い
状
態
と
な
っ
た
ω

一
号
仲
ベ
ロ

昭
和
山
卜
年
に
会
っ
てP
T
A

が
役
員
会
を
重
ね
同
年
f
ハ
リ
ド

r
A

資
金
七
l

万
円
を
投
l」

ム
什
わ
武
夫
氏
の
排
地
内
に
深
さ
八
メ

ト
J し

位
時
二
メ
ー
ト
ル
の
大
井
戸
を
堀
っ
た
一
一
日
ヲ
仲
汁
一
日
'

し

カ
し

水
不
足
は
解
消
で
き
ず
大
内
法
町
長
の
助
-
一
パ
に
よ
り

「
似

引
の
谷
」
に
ら
列
一戸
を
削
っ
た
が
こ
れ
も
湧
水
泣
か
少
る
く
小
断
し

fこ

水
に
つ
い
て
は
万
策
尽
き
た
か
の
感
が
あ
っ
た
が
昭
和
問
卜
同
年

二
月
に
な
リ
学
校
の
西
方
一(IU
0
メ
ー
ト
ル

段
の
下

の
白
同
州
作
一

秀
ト
寸
氏
の
耕
地
に
大
井
一
同
を
似
る
-
一
シ
て
て

φリ
札
j
二
十
L
1
1・
一
上

l
J
;
J

-

一

1
f

t
い

γ

動
力
一
似
の
引
手
入
れ
も
な
さ
れ
て
立
成
し

由h
mか
む
渇
水
を
開
始
す

は
川
上
幼
稚
園
へ
と
遠
距
離
を
通
園
し
て
い
た
。

ま
た
土
谷
小
学
校
は
年
々
児
童
数
が
減
少
し
、
複
式
授
業
を
行
つ

て
お
り
近
い
将
米
に
は
夜
々
バ
ヲ
伝
説
引
と
な
る
可
能
川
川
も
あ
る
た
め

東
谷
小
学
校
と
統
合
す
る
事
に
な
リ

昭
和
四
十

二
年
三
月
一
一十

日

一
二
C
名
ふ

ん小
の
住
民
が
参
加
し
て
、
壮
重
で
盛
大
な
開
校
式
を

行
L 、

明
治
八
年
創
立
以
来
九
十
二
年
の
伝
統
の
あ
る
土
谷

小
学
校

は
、
同
年
四
月

一
口
か
ら
東
谷
小
学
校
へ
統
介

、

合
併
し
た

c

-

4
、
、
、

ι

ナ
L
q〈
+
犯
人
コ
ワv
A
i
ι
u
中

→
」
ん
/
口A
J
L
一
寸K
1
幻
U
W
J
1
6
止4
t
付

昭
和
四
十

一
年

一
一
月
四
日

() 

学
芸
会
終
了
後
、
参
観
の
父
兄
を
対
象
に

、

統
Aけ
の
問
題
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

υ

昭
和
四
十

一
年
三
μ
-
二
十
日

r、
) 

町
側
よ
り
、
大
容
町
長
、
教
育
委
員
同
名
が
来
校
し
て
怒
談

し
た
が
、
時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
で
話
が
統
合
へ
発
展
せ
ず
、

研
究
期
間
を
お
く
与
に
な
っ
た
4

昭
和
四
十

一
年
九
月
二
イ
八

M

r 、
、J

町
側
よ
り
助
役

教
育
長
引
貝
凹
名
が
米
校
し
て
協
議
を
し
た

が
話
し
合
い
は
平
行
線
ー
を
た
と
る
の
み
て
進
展
ほ
し
る
か
っ
た

釦

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
ト
八
日

rfJ� 

ゐ
こ
と
と
な
っ
た

三
号

井
戸

こ
の
打
ド
の
完
成
に
よ
っ
て
、

年
の
簡
易
水
道
引
き
込
み
ま
で
飲
料
水
と
プ
|
ル
刑
水
と
し
て
使
用

用
水
の
絡
は
一
応
解
消
し
四
十

七

さ
れ
山
叫J
μー
で
は
ブ

ー

ル
専
用
の
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る

c

土
ハ
合
小
学
校
の
統
合
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昭
和
三
十
八
年
に
凶
道
十
一
口
す線
河
之
内
唱
道
が
開
通
し、
徒
歩

「
根
引
き
峠
越
、
ぇ
一
も
ハ
ス
を
利
用
す

て
二

時
間
も
か
か
っ
て
い
た

)L 

'.f 

回
桑
部
川
治
か
‘勺
で
も
わ
ず
か
十
五
分
程
度
で
東
谷
小
学
校
へ

一
泊
ヴ
て
き
る
よ
う
に
う
っ
た

当
時
、

土
谷
校
区
の
、
保
育
関
児
は
川
内
保
育
園
へ
、
幼

稚
園
児

。

P
T
A

役
員
会
が

統
合
問
題
に
つ
い
て
地
区
全
域
の
調
査

を
行
っ
た
ι

そ
の
結
果
は
、
複
々
式
に
主
っ
て
も
学
校
を
存
続

す
る
と
い
う
意
見
が
多
数
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
二
年
一
月
二
十
八
日

。

P
T
A

会
長
の
名
で

回
目
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
在
学
児
童
保
護
者
に
対
し
て
、
第

あ
り
、
結
果
は
意
見
対
立
の
状
態
で
あ
っ
た

c

回
答
を
提
出
し
ら
い
部
落
な
ど
も

昭
和
四
十
二
年
二
月
二
日

。

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
役
員
会
を
開
き
午
前
二
時
に
及
ぶ
長

57 

時
間
討
論
し
た
が
、
意
見
は
対
立
の
ま
ま
で
収
拾
で
き
ず
、

、
，
一
。

ナ
人 軒
毎
の
意
志
を
明
確
に
す
る
た
め
署
名
に
ま
わ
る
事
に
決
定
し

昭
和
四
卜
二
年
二
月
七
日

。

P
T
A

会
長

副
会
長
が
代
表
て

そ
れ
を
県

教
委
義
務
教
育
課
へ
報
告

。

署
名
の
結
果
を
教
育

長

に
報
告
、
教
育
長
は
、

附
和
問
十
二
年
二
月
八
日

r可
、J

ス
ク
ー
ル
パ
ス

の
件
で

た
が
パ
ス
は
定
期
の
も
の
を
利
用
し
て
P
T
A

役
員
が
町
教
委
へ
陳
情
し

そ
の
通
学
費
は

町

負
却
と
す
る
こ
と
、
教
職
員
一
名
が
土
谷
に
存

住
し
て
登
下
校



。 時
に
引
卒
す
る
よ
う
に
し
て
は
と
の
解
答
で
あ
っ
た
。

大
同
団
結

円
満
に
統
合

す
る
こ
と
に
な
り

佐
伯
秀
一
氏
等
の
と
り
な
し
で

統
合
の
宣
言
を
行
っ
た
。

仙
波
教
育
長
は

以
上
の
よ
う
な
経
緯

に
よ
っ
て
懸
案
の
統
合
が
実
現
し
た
の
で
あ

る
が
、
土
谷
校
区
の
人
々
は
、
母
校
を
存
続
し
た
い
と
い
う
愛
校
心
愛

そ
う
し
て

郷
心
を
お
さ
え
児
童
の
将
来
を
考
、
ぇ
統
合
に
ふ
み
き
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
河

こ
の
統
合
が
決
定
す
る
ま
で
の
長
期
間

野
靖
校
長
、
渡
部
重
雄
P
T
A

会
長
等
の
苦
労
は"

h
p
 

協事前l" ,. ."，噌合ー
w ，F哨，"f tt#

r~活気〆刊。
六湾内ナ，- _""7 

，切ら::.~

、 . "

合
計
六
名
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

な
み
な
み
な
ら

本
館
前
に
芝
生
園
を
造
成
し
校
訓
砕
を
建
設
し
た
。

日百

和
四
十

年

月
ート
八
自
力、

り

四
日

一一.ー『苧ヨ苧三~!間

P 
T 
A 
常
任
役
員
σ〉

奉

仕
作
業
に
よ
り

校
訓
碑
を
芝
生
園
に

造
成
し
た
。

碑
の
石
材
と
加
工
は

の
で
あ
り

文
字
は

の
石
工
武
智
石
材
所
の
寄
贈
に
よ
る
も

小
松
町
在
住

f寺本争心イ
~{~(ま名手

おJ瀞r
芝生国に建設した校訓碑

本
校
十
五
代
校

長
、
佐
伯
惟
揚
先
生
の
筆
で
あ
る
。

4
、
新
館
鉄
筋
八
教
室竣
工

現
在
低
学
年
の
教
室
、お
よ
び
図
書
室
、
音
楽
教
室
、
家
庭
科
教

昭
和
四
十
四
年

室
、
図
工
教
室
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
新
館
は
、

昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
、
建
築
工
費

十
月
一
日
に
着
工
し
、

二
千
六
百
万
円

そ
の
他
の
経
費
千
九
百
二
十
万
円
で
竣
工

し

た
。

風
呂
場
等
を
改
造
す
る
な
ど
の
工
事
も
な

続
い
て
家
庭
科
調
理
室
、

さ
れ
、
校
内
の
諸
施
設
が
と
と
の
え
ら
れ
た

c

斗
J

〉
』
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
校
区
民
の
熱
望
に
よ
る
町
当
局
へ
の
働
き
か

町
当
局
の
英
断
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、
校
下
の
住
民

ぬ
も
の
が
あ
っ
た

c

二
月

二
十
五
日
の
閉
校
式
後
の
惜

別
の
宴
で
は

全
員
名
残
リ
を
惜
し
ん
で
お
そ
く
ま
で
酒
食
を
共
に
し
消
え
て
い
く

母
校
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
の
で
あ
る
。

松
瀬
川
相
之
谷
が
東
谷
小
学
校
の
校
区
に
な
る
。

松
瀬
川
小
学
校
は

昭
和
四
十
三
年
四

相之谷部落(昭和50年]

少つ こ月
したそと一
て相れに日
戸之まなか
数谷でつら
は部松た川
十落瀬 c 上
ー は川 小
戸、小学

入学 校
口校 へ
がの 統
次校 合
第区 さ
にで II 
1成あ る
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児
童
数
は
わ
ず

か
五
名
に
な
っ
て
い
た

ω

統
合
に
よ
っ
て
川
上
小
学
校
へ
通
学
す

る
こ
と
に
な
る
と

片
道
十
粁
も
あ
り

距
離
的
に
も

キ
存d
z
-
勺
J

}

叫
w
F
R
H
A
目

t
t
ト

も
、
通
学
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で

昭
和
四
十
三

年
二
月
町
教
育
委
員
会
へ
校
区
変
更
の
煉
情
が
行
わ
れ

同
年
四
月

一
日
か
ら
正
式
に
校
区
を
変
更
し
て

児
童
は
東
谷
小
学

校
へ
通
学
す
る
と
と
に
な
っ
た

c

昭
和
四
十
九
年
度
の
卒
業
生
一
名
を
最
後
に

通
学
児
は
一
名
も

い
な
く
な
り

相
之
谷
部
落
出
身
の
東
谷
小
学
校
の
卒
業
生
は
現
在

が
、
本
校
創
立
以
来
苦
心
を
重
ね
て
造
成
し
た
学
校
林
二
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
建
設
資
金
と
し
て
寄
付
採
納
す
る
等
の

熱
意
と
努

力
が
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
規
模
に
お
い
て
も
当
初
の
計
画

は
三
教
室
の
二
階
建
て
計
六
教
室
分
で
あ
っ
た
も
の
が
数

回
に
わ

た

っ
て
検
討
し
計
画
を
変
更
し
て
最
終
的
に
は
教
室
数
を
ふ
や
し

し

か
も
音
楽
教
室
は
ゆ
っ
た
り
と
余
裕
を
と
る
な
ど
し
て
八
教
室

以
上

の
広
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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新館建築のための旧校舎と円こわし作業

落成した新館

屋
内
運
動
場
竣
工

近
隣
の
小
学
校
に
さ
き
が
け
て
、
鉄
筋
二
階
の
本
館
を
持
ち
、
さ

ら
に
特
別
教
室
を
中
心
と
し
て
新
館
が
増
築
さ
れ
、
教
室
関
係
は
、



もは
�;i 

そ i~fiJ
L 足
てす

r、、

2ν 
ーミ

状
打を
い、

4・

f二
4, 
佼

『舎、

<)  

-r 
L 

児
市
一
も
教
職
員

父
兄
、

住
民
も
そ
の
設
置
を
切
唱
し
て
い
た
体
育
館

か
、

山
庄
内
連
動
場
と
し
て
ゆ
ゥ
え
リ
と

L
た
仏
さ
を
t
っ
て
新
築
き

れ
る
こ
と
に
主
う
た

昭
和
四
十
六
年
!
一
片
一
日
作
鰐
の
起
工
式
か
行
わ
れ
、
途
中
い

く
ら
か
の
山
併
を
特
て
翌
四
十
七
今
二
一
月
二
」

f
H
に
竣
工
し
た

松
山
土
建
株
式
会
社
内
請
負総
面
積
ド
斗
六

一
以
市T
H
米

総
事
業
資

-

E
j
白J
J
t、

7
2
3
J

t
-
J
J
J
I

ノ
口

t

と
い
う
大

工
事
て

ル
治
成
式
は
年

広
末
九
三
月
二

十
お
臼
挙
行
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
川
年

同
!

万
年
度
ぃhy
業

と
し
て
、
来
日
〈
円
小

学
校
注
内
運
動
場

の
印
誌
は
か
決
定
せ

Lっ

IL 

を
設
試
案

が
則
企
画
室
で
作

成
さ
れ
た

P
T
A

研
修
旅
行
で
、
中
山
中
三

五
月
十

U
U
『
」
ふー

φ

l

l

 

校
等
、
他
校
の
体
育
館
を
見
学
し
試

案
に
つ
い
て
純
々
検
討
が
主
さ

れ
た
結
果
、
P
T
A

か
、
，
円

、

屋
内
運
動
場
現
実
正
長

η
止
円
安
〆
よd

a

-

1
2
・
J
f
e
s
-

-
J
J
5
c

-
a

M
L
a
J
J
F
'C
A

、

校
と
し
て
悔
の
な
い
生
活
を
お
く
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。私

め
七
年
間
の
思
い
出
の
中
か
ら
、
新
館
、
と
屋
内
運
動
場につ
い

て
の
苦
労
話
な
ど
、
思
い
出
す
ま
ま
に
警
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
にし

ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
建
築
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か

。

大
正
十
五
年
建
築
の
木
造
函
校
舎
(
十
教
室
)
は
運
動
場
側
か
ら

見
る
と

木
柱
も
大
き
く
が
っ
し
り
し
て
い
る
が
、
南
西
風
を
受
け

る
西
側
は
、
吹
き
つ
け
る
雨
の
た
め
、
柱
は
窓
の
敷
居
ぎ
わ
で
く
さ

っ

て
お
り
数
居
と
共
に
数
か
所
取
り
か
え
て
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
上
、
新
た
に
別
の
柱
が
教
本
折
れ
て
い
る
事
に
気
つ
与
、
急

い
で
教
育
委
員
会
へ
昭
和
十
一
年
度
建
設
の
プ
l

ル
側
南
校
舎
と
共

に
大
修
理
か
改
築
を
し
て
ほ
し
い
と
要
望
い
た
し
ま
し
た
c

し
か
し
、

ど
ち
ら
の
校
舎
も
建
築
し
て
か
ら
の
年
数
が
少
も

い
た

め
、
危
険
校
舎
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

改
築
は
も
っ
と

後
で
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
当
時
川
内
町
と
松
山
市
と
の
合
併
の
問
題
が
あ
り
、
も
し
ム

ロ

併
し
た
場
合
、
郊
外
に
あ
る
学
校
の
建
築
な
ど
は
困
難
に
る
る
の
で

は
な
い
か
、
合
併
前
に
、

し
っ
か
り
し
た
教
室
と
、
屋
内
運
動
場
を

!
:
J
 

J
r

，
人で

の
後

雄
弁
町
長

地
一
疋
町
会
議
員
等のM九
、
力
に
よリ

当
初

の
一
一
佑
に近
い
規
模
と
な
り

悶
究
什
の
位
誌
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

4
F
J
た
の
で
あ
る

新
館
と
屋
内
運
動
場
建
設
の
想
い
出

第
“
一

イ
代
校
長

7
叶
『n
E
L

--
'p
'
l
 

茂

昭
和
四
十
年
森

当
時
東
宇
和
郡
の

海
浜
の
小
品
了
校に
奉
加
判
し
』

い
た
私
は

会
川
県
方
問
へ
行
く
注小

国
道
十
一
号
線
の
バ
ス
の
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完成した屋内運動場

窓
か
ら
数
年
一
獄
リ
に
東
小
八
口
小
学
校
予
札
お
ろ
し

u
rっ
て
美
し
い
字

校
に
安
わ
う
て
い
る
の
に
目
を
見
張
る
よ
う
な
驚
き
を
感
じ
ま
し
た

u

大
き
な
桜
の
校
越
し
に
見
る
堂
々
と
し
た
欽
筋
め
二
階
校
舎
、
青
い

水
を
た
た
え
た
プ
l

ル

一
述
動
場
の
慣
に
森
の
よ
う
に

茂
っ
た
梢
引

人
間

そ
の
u大
し
L
A
r〈
は

、

J
J

B
f

ノ
J

L
J

り

J
r
リ
と
け
に
筏
つ
て
い
ま
す
ι

勺
て
・
つ1
」
イ

あ
の
小

に
今
授
業
中
の
何.
h
の
児
童
と

私
か
以
前

か
ら
尊
敬
し
て
い
る
曽
我
部
校
長
か
お
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
と
、
少

し
の
時
間

で
も
よ
い
か
ら
下
車
し
て
お
訪
ね
し
た

い
と
思
い
ま
し
たc

と

こ
ろ
が
、

そ
の
笠
年
四
月
の
発
人
口
で
そ
の
東
川
八
日
小
学
校
に
着
任

す
る
こ
と
に
五
リ
、

そ
れ
か
ら
七
年
間
、
私
の
教
員
生
活
最
後
の
学

確
保
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
校
下
の
人
々
の
強
い
声
が
起
こ

リ
校
舎
は
昭

和
四
十
五
年
に

屋
内
運
動
場
は
昭
和
四
十
六
年
に

増
改
築
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
館
改
築
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

当
時
、

町
内
の
小
学
校
の
校
舎

は
ど
の
学
校
も
木
造
校
舎
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
東
谷
小
学
校
が
本

館
に
つ
い
で
新
た
に
鉄
筋
校
舎
を
建
て
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
の
難
色
が
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
川
上
小
学
校
に
も
同
じ
よ
う
主
理
由
か
ら

改
築
の
議
が
起
こ
り

こ
れ
と
相
呼
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
改
築
の

議
は

順
調
に
す
す
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
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屋
内
運
動
場
は
、
川
上
、
西
谷
小
学
校
に
も
立
派
な
講
堂
が
あ
り
、

滑
川
小
学
校
に
も
古
い
な
が
ら
も
独
立
し
た
も
の
が
あ
る
の
に
東
谷

の
講
堂
は
、
元
の

教
室
を
打
ち
ぬ
い
て
、

少
し
手
を
加
え
た
も
の
で
、

前
に
書
い
た
通
り
の
南
校
舎
で
し
た
か
ら
建
築
の
決
議
は
、

割
合
簡

単
に
運
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
上
に
あ
り
が
た
い
こ
と
に
周
囲
の
方
々
の
御
尽
力
も
あ
っ
て
、

国
庫
補
助
も
優
先
し
て
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
着
工
も
早
め
ら

tL 
( 二)る

と

な

ま
し
た

建
築
設
計
に
つ
い
て



こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も

今
考
え
る
と

に
御

迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま

す
。

ず
い
ぶ
ん
各
方
面
の
方

「
汀
占
目
立

立
+
n
T
a
E
l
b

西
の
棟
十
教
室
の
木
造
校
舎
の
改
築
で
あ
る
か
ら
、
学

再
三
に
わ
た
っ
て
審
議

校
か
ら
の
意
見
を
ま
と
め
て
町
に
提
出
し

し
て
い

た
だ
き

再
び
学
校
て
も
検
討
し

や
っ
と
第
四
案
の
設
計

も
つ
校
舎
が
立
つ
よ
う
に
な
り

建
築
中
は

ど
お
り
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
:
現
在
の
位
置
へ
九
教
室
の
広
さ
を

学
習
に
支
障
の
な
い

よ
う

に
工
事
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と
ま
で
配
慮
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
ま
で
の
願
い
で
あ
っ
た
音
楽
室
を
大
き
く
拡
張
し
て
い
た
だ

た
と
き
は

大
変
う
れ
し
く

き
。

階
下
の
図
工
室
に
準

備
室
を
つ

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

当
局
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
し

た
。

屋
内
運
動
場
の
設
計
も

は
じ
め
の
案
は

堂
に
し
て
い

た
南
校
舎
を
と
り
の
け

，
、
-
、

?
i
h
J
J
、
ムU

プ
ー
ル
の
南
の
元
講

校
地
を
新
た
に
購
入
し
て
余
裕
の
あ
る
建
築
を
す
る
よ
う

敷
地

一
ぱ
い
に
建
て
る
案
で

に
な
り
現
在
み
る

よ
う
な
広
い
屋
内
運
動
場
が
竣
工
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

内
部
施
設
や

ス
テ
ー
ジ
裏
に

一
メ
ー

ト
ル
の
通
路
を
と
る
こ
と

学
校
林
約
二
五

ヘ
ク
タ
ー

ル
は

土
地
そ
の
ま
ま

町
へ
寄
贈
し
ま
し
た

。

県
下
の

小
学
校
で
も
ま
れ
に

の
資
金
の
一
助
と
し
て

こ
れ
に
よ
り
先

東
谷
小
学
校
が

し
か
も
立
派
な

プ
l

ル
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の

見
る
ほ
ど
早
く

全
部
こ
の
二
つ
の
工
事

っ

た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す

。

も
ま
た

そ
れ
に
引
き
続
い
て
本
館
が
建
っ
た
の
も

こ
の
学
林
の
あ

校
庭
の
一
隅
に
あ
る
学
林
記
念
碑
は

愛
校
心
を
た
た
え
た
も
の
と
い
、
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

校
下
の
人
々
の
愛
郷
心

こ

の
記
念
碑
の
裏
側
に
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
り
ま
す。

校
庭
に
あ
る
学
林
記
念
碑

ー

i

l

J

川
バf
u円
二
h
.

一
一
一
一

へ
7
7
1

ル
が

‘

多
く

一

の
教
打
的
位
九
叩
を
米
た
一

し
た
こ
と
を
記
念
し
、
一

例
l

民
の
川
切れ
山
に
は
山
謝

す
る
た
的

.

'
HM

の
沌

M川
小
林
仰
を
い
怯山
世に
内
刊

寸
唱
z

­

M
け
H
U

』

i
T

手
一

日
一
4

ド

l
i

一

川
河川
川
-
e
i
-

-一
-u
u

一

点
谷
P
T

A

一

「

こ
の
よ
う
に
し
て
、
プ
ー
ル
・
本
館

・
新
館

・

屋
内
運
動
場
の
主

も
計
画
し
て
い
ま
し
た
が

何
よ
り
も
運
動
の
で
き
る
よ
う
に
床
面

積
を
十
分
に
と
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
建
築
に
守
す
る
こ
と
と
し
た

の
で

建
坪
は
最
初
の
計
固
め
二
倍
に
拡
張
さ
れ

そ
の
上
に
大
運

動
場
の
方
も
西
校
舎
全
部
を
と
り
の
け
た
の
で
広
く
な
っ
た
わ
け
で

す
。「

東
谷
小
学
校
百
年
の
計
と
し
て

姑
怠
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に

土
地
も
新
た
に
購
入
し
て

し
っ
か
り
し
た
も
の
を
建
て
る
よ
う
に

J

と
言
わ
れ
た
町
議
会
の
方
の
言
葉
は

今
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

。

ま
た
藤
井
町
長
き
ん
の

就
任
当
時
め
献
身
的
な
御
高
配
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を
得
て

工
事
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

り
、
土
地
を
快
く
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
も

感
謝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

(斗

学
林
の
記
念
碑
に
つ
い
て

と
に
か
く

こ
の
二
つ
の
工
事
が
校
下
の
ほ
と
ん
ど
の
方
の
要
望

通
リ
に
完
成
し

東
川
ハ
口
小
学
校
が
よ
り一層
整
っ
た
美
し
い
学
校
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は

先
に
あ
げ
た
方
々
や

そ
の
上
に

開
校
以
来
永
年

に

わ
た
っ
て
校
下
の
人
々
が
守
り
育
て
て
き
た

学
校
林
の
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す

。

要
建
造
物
は

一
新
し

は
ほ
完
全
な
状
態
に
な
っ
た

。

一
方
内
部
の

教
育
施
設
に
つ
い
て
も

教
育
優
先
の
町
政
と

P
T
A

の
熱
意
で

年
一
年
と
充
実
し

各
教
室
に
は
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
、オ
ノ、

ヘ
ッ
ト
・

プ
ロ
ジ

ェ

ク
タ
ー
を
備
、
子
り
れ
た

。

そ
の
上
に

本
校
出
身
の
杉
原
益
雄
氏
か
ら
ビ
デ
オ
施
設
の
一
切

が
寄
贈
さ
れ

つ
つ
い
て
全
児
童
の
机
・
腰
掛
も
新
し
い
物
と
取
り

一
七
O
名
の
児
童
は
近
代
的
施
設
の
も
と
で
、
教
育
機

器
を
活
用
し
た
新
時
代
の
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ

替
え
ら
れ
、

た
。

昭
和
五
十
一
年
二
月
十
七日
の
創
立
七
十
周
年
記
念
日
に
は
、成皿
63 

大
な
記
念
式
を
挙
行
す
る
と
共
に

親
子
で
の
紅
白
の
餅
っ
き

記

念
学
+
一
窓
会
な
ど
の
楽
し
い
行
事
も
実
施
し
た

。

加
え
て
、
記
念
事
業

と
し
て
創
立

以
来

の
全
卒
業
生
の
名

簿
を
作
成
し
て
校
下
全
戸
に

全
戸
か
ら
は
、
児
童
図
書
の
寄
贈
を
受
け
た

。

そ
の
際
に

数
名
の
篤
志
家
の
個
人
寄
贈
も
あ

っ
て
、
学

校
図
書
館
の
内
容
も

一

配
布
し
、

段
と
充
実
し
た

。

こ
と
よ
う
な
状
態
の
中
で

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
は

隣
接
校
で
あ

っ
た
滑

川
小
学
校
が
本
校
へ
統
合
さ
れ
て
、十八
名
の

児
童
と
、
す
べ
て
の
備
口
聞
が
移
さ
れ
、
名
実
共
に
ま
す
ま
す
発
展
し



ょ
う
と
し
て
い
る

。

先
輩
に
答
え
て

六
年

中
川

努

私
た
ち
は

こ
の
東
谷
小
学
校
の
創
立
か
ら
七
十
年
自
の
在
校
生

で
あ
り

本
年
度
の
卒
業
生
で
も
あ
り
ま
す

。

過
去
七
十
年
間
に
お
い
て

こ
の
小
学
校
を
築
き
育
て
て
く
だ
さ

っ

た
先
輩
の
方
々
に
は

明
治

・

大
正

・

昭
和
と

三
代
に
わ
た
っ
て

ず
い
ぶ
ん
と
御
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す

。

本
校
の
立
派
な
屋
内
運
動
場

鉄
筋
校
舎

プ
ー
ル
等
は
国
道
寸

一
号
線
か
ら
見
て
も
実
に
す
は
ら
し
い
景
観
で
す

。

こ
の
学
校
で

何
不
自
由
な
く

勉

木鼠聞の庭校つ4
U
、
J

を

m

A引い
4

樹
約

の
り

年
因

別
弊

i
-約
(

円山
濁
咽

強
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
よ
ろ
こ
び

で
、
感
謝
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

先
輩
の
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申

し

あ
げ
ま
す

。

東
川
八
口小学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

あ
の
楠
の
大
木
も
、
大
地
に
ど

っ
し

り
と
根
を
は
り
、
空
高
く
枝
を
張

つ

明
治
三
1
九
年
の
ーや
校
削
立
と
制
的
後

し
て
凡
以前
さ
れ
た
小
校

林

は
、
町
和
川
l
川
年
の
校
令
新
築
の
際
の
公
会
似
と
し
て

U1J 

W'J 

に
で
る
ま
で
の
六
十
有
余
年
に
け
リ
校
合
改
築
を
初
め
と
し
て

教
育
的
施
設

・
設
備
の
光
尖
・
改
山
者
に
大
き
く
市
与
し
たの
で
あ
る

c

し
か
し
な
が
ら

こ
れ
が
育
成
管
理
に
当
つ
て
は

地
花
校
区
民

の
尊
い
汗
と

出
く
は

教
有
限
興
会

バ
一く
は
P
T

A

の
組
織
活
動

の
賜
で
あ
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で

も

な
い

3

-
人

-
、
、

r
ι
1
 

学
校
に
現
存
す
る
記
拡
を
探
リ
な
い
か

ら

そ
の
変
遷
の
跡

を
た
ど

っ

て
み
る
と

。

て
そ
び
え
て
い
ま
す

。

こ
の
楠
の
木
は

東
谷
小
学
校
と
と
も
に
育
ち

私
た
ち
を
し
っ

か
り
と
見
守

っ

て
く
れ
て
い
ま
す

。

東
谷
小
学
校

一
七
O
名
の
者
は

在
学
時
代
に
し
っ

か
り
と
根
を
は
り

っ

て
校
を
広
げ

こ
の
楠
の
木

に
負
け
な
い
よ
う

ぞ
ん
ぶ
ん

に
肥
料
を
吸
い
と

学
習
に
運
動
に
は
げ
み

先
輩
の
築
い
て
く
だ
さ

っ

た
伝
統
を
守
り
続
け
た
い
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

。

第
七
章

学
校
林
の
変
遷
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本
校
の
学
校
林
が
設
置
さ
れ
た
年
代

て
は

古
い
記
録
が
な
く

明
治
四
十
二

・

一
二
年
頃
の
財
産
統
一
の
際
部
落
有

附
後
町

詳
か
で
な
い
が

並
び
に

そ
の
経
緯
に

つ
い

ま
た
古
老
の
口
述
も
得
ら
れ
な
い
の
で

内
有
志

林
の
分
割
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
が
大
部
分
を
占
め

の
で
あ
る

。

寺
社
の
寄
付
に
よ

っ

て
次
第
に
保
有
面
積
が
増
大
し
た
も

学
校
林
設
置
の
目
的
は
学
校
基
本

財
産
と
し
て
校
舎

・

施
設

・

設

備
の
管
理
運
営
上
の
財
源
確
保
を
第

一
と
し
ひ
い
て
は
児
童

・
生
徒

の
林
業
実
習
の
坊
と
し
て

教
育
的
価

値
が
向
か
ウ
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7
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よ
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一
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日
出
川
間
閉
山
判
川
川
一

一泊
3
一角
倉
学林
摘
樹

一

一

一
(杉絵
七
千
本

)
一

一刊
3

一角
倉
山
子
林
補
楠

一

一
一
(
六

年
生
と
P
T
A
)

一

一
刊
7

一P
T
A

で
城
ノ
山一郎
学
林
間

一

一
ι札
。
一

刊
7

一問
屋
部
落
民
に
よ
る
角
倉

一

一
-F

，
本
F
h
H
4

一

一
生
巴
4
f

-

メ

一

引
3

一角
倉
学
林
補
地
(
P
T
A
)

一

位
3

一城
ノ
岸
学
林
植
樹

一

一
一

(
杉
・

桧
四
、
二
O
O

本
)
一

一叫
3

一
塁
口
新
築
に
伴
い
全
学
林

一

一
一

を
町
に
提
供

一

一
一
(
目
玉

、

二
一
ヘク
タ
ー
ル

)
一

一
一
一

小
学
校
林
の
提
供
に
つ
い
て

東
谷
小
学
校
々
舎
建
築
に
際
し、

学
校
林
の
全
面
積
(
末
尾
記
載
)
を
無
条
件

に
て
権
利
放
棄
(
上
毛
並
び
に
地上
権
)
し
、
町
に
提
供
す
る
よ
う
ね
等
は
管

内
部
落
住
民
の
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

に
譲
渡
致
し
ま
す
か
ら
御
採
納

方
お
願
い
し
ま
す

。
昭
和
四
十
四
年
三
月
十
日

J
U
m

刻

一

河
之
内
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
一
週
間
の
幼
児
学
級
を

一
一
|
|
斗
|

開
設
(
三
二・
二
・
ニ
O
)

経

費

一
、
七
二
二
円

一
一
一

佐
伯
マ
サ
ヨ

期
間
は
二
週
間
と
な
る
経
費

三
、
O
九
二
同

一
一

一

期
間
は
一

ヵ
月
と
な
り
町
教
委
よ
り
効
求
金

が
で
る
よ

う
二

一
一
一

ー

な
っ
た

一

J

一泊
円我
部
信
子

要

一藤
井
マ
ス
ミ

一
満
団

法
A

一

t
'l
」
l
te

第
八
章

東
谷
幼
稚
園

手佐

1白

東

谷

幼

革

園

区

分

お

年

表

手口

31 

公民館
児学級

32 33 

東
谷
小
学
校
P
T
A

会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

屋
区
長

場世
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坂
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恒
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宇
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智
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八
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士
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渡
部
厚
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11 

" 11 11 狩問
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一
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刊

一滑
川
地
区
よ
り
入
園
児
あ
リ
(
二
名
)

一
柑

一

9

一四
オ
児
五
才
児
の
二
年
保
育
と
な
る

一
一

川
一
座
学
室
を
改
造
し
て
保
育
宅
と
し
、
幼
児
用
便
所
を
設
置

一

日

一
職
員
一
名
増
と
な
る

一

幼

一

日
-

一
谷

一
一

一東
一
一

一
立

一
一

一
町

一
一

一同
一
一
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一
高
須
賀

(六
名

(
老
人
学
級

成
入
学
級

昭
和
三
十
一
年
河
之
内
公
民
館
活
動
の
中
で
、
家
族
く
る
み
学
級

育
児
学
級

婦
人
学
級

青
年
学
級

そ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て

、

司
叶ー
も
え

L

1
し

カ

問
主
配
さ

't

必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

c

幼
児
教
育
の

特
に
入
山
子
を
控
、
え
た
児
童
を

持
つ
父
母
の
要
望
が
強
い
た
め
、
父
母
と
の
懇
談
会
が

何
回
か
も
た

れ
た
結
果
、
入
学
前
の
二
月

1

三
月
の
閉
め
適
当
な
時
期
に
、
期
間

っ

た
c

一
週
間
の
初
期
幼
児
学
級
を
河
之
内
公
民
館
に
開
設
す
る
運
び
に
主

し
か
し

父
母
に
と
っ
て
は
佐
保

の
安
全
に
つ
い
て
は
大
き
な
不
安
い
か

あ
り

か
と
い
っ
て
毎
日
各
自
で
送

迎
す
る
こ
と
は
仕
事
と
の
両
立
上
大

き
な

問
題
で
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で

各
部
落
毎
に
輪
番
制
に
よ
る
当
番
が

引
卒
者
に
な
り

児
童
の
送
迎
を
す

る
事
に
し
て
発
足
し
た

。

該
当
地
区
は
、
問

屋
・

狩
場

・

日
浦

・

音

一
部
に
も

回
・

徳
士
口
の
五
部
落
と
限
定
さ
れ
た
が

則
之
内
地
区
の

し
か
し

数
名
の
児
童
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
L

P
も

強
い
参
加
希
望
が
あ
り

わ
ず
か
一
週
間
と
い
う
同
期
閉
め
開
設
で
は
、
所
期
の
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目
的
を
完
う
す
る
こ
と
は
出
来
に
く
く
、
基
本
的
な
綾
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
さ
え
困
難
な
状
態
で
、

に
な
り
、
十
日
と
な
り
、

二
週
間
と
な
り
、

次
第
に
期
聞
の
延
長
を
見
る
よ
う

こ
う
し
て
何
年
か
続
い
た
学
級
を
、

小
学
校
に
併
設
し
た
ら
と
の

一
か
月
と
も
っ
て
い
っ
た

。

Tこ 声
い
か
次
第
に
高
ま
り
、
各
方
面
へ
の
熱
心
な
働
き
か
け
が
な
さ
れ

一
方
、
時
代
の
進
歩
に
伴
い
、
幼
児
教
育
の
重
要
性
が

叫
ば

短期幼児学級が開設さ れて い 土河之内公民館

'コ

て
れ
、
各
地
に
公
立

・

私
立
の
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
る
気
運
と
あ
い
ま

地
元
民
の
希
望
は
稔

つ
い
に
昭
和
三
十
八
年
度
に
至
っ
て
、

リ
、

P
T
A

負
担
で
の
常
設
幼
児
学
級
い
か
東
谷
小
学
校
に
併
設
さ
れ

‘,
-
O 

J
J、

当
初
の
園
舎
は
‘

小
学
校
の
物
置

と

し
て

い
た

こ
教
室
を
修
理
し
て
保

育
室
に
あ
て
ら
れ
た
。

翌
三
十
九
年
四
月
か
ら
町
営
と
な
り

川
内
町
立
東
谷
幼
稚
悶
は
名
実
共
に

と
と
の
っ
た
の
で
あ
る
が

、
保
育
主

は
小
字
校
の
新
築
明
築
に

仰
け
い
小

学
校
の
允
で
さ
教
室
を
あ
ち

こ
ち
と
何

度
も
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

。
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昭
和
凶
十
凶
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凶
月
に
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次
第
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本
同
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附
す
る
よ
う
に

他
地
区
の
保
台
間
に
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っ
て
い
た
児
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っ
た
。

ま
た

昭
和
山
十
八
年
山
月
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母
の
治
、
い
希
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迷
路
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パ
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通
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す
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第

章

学
制
以
前
の
教
育

滑
川

村
は
上
古
の
北
目

既
に
周
布
郡
田
野
郷
滑
川
村
と
し
て
史
上

に
記
録
さ
れ
て
い
る
が

何
分
に
も
僻
遠
地
の
事
と

て

中
央

文
化

の
思
恵
に
浴
せ
ず

港
政
時
代
に
全
国
に
普
及
し
て
い
た
寺
小
屋
教

育
に
於
て
も

そ
の
記
録
の
み
る
べ
き
も
の
は
な
い

。

僅
か
に
古
老

の
語
る
と
こ

ろ
に
よ

る
と

神
宮

・

僧
侶

・

庄
屋

組
頭
が
近
所
の

，
寸
弟を
自
宅
に
集
め
て
教
育
し
て
い
た
と
の
事
で
あ
る

。

明
治
五
年
に
学
制
が
領
布
さ
れ

国
家
の
統
下
に
教
育
機
聞
が
桜

備
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

明
治
八
年
滑
川
村
の
玉
井
善
右
衛
門
が
学

校
世
話
掛
に
任
命
さ
れ
た
が
(
後
に
大
倉
源
七

・

十
亀
滝
蔵
の
二
氏

を
加
え
た
。
)
小
学
校
設
立
の
記
録
は
不
明
で
あ
る

。

玉
井
猶
助
氏
の

語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

滑
川
戸
長

(
明
治
九
年
頃
)
今
井
庫
太
郎

氏
が
自
宅
に
児
童
を
集
め
て
教
育
し
て
い
た
と
ニ
=
T
J
o
当
時
そ
の
教

育
を
受
け
た
あ
る
老
婆
が

「

先
生
か
ら
叱
ら
れ
た

J
と

言
う
こ
と
を

面
白
く
話
し
て
い
た
の
で

或
い
は
そ
れ
が

小
学
校
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か

と
の
こ
と
で
あ
る
。

造
業
を
営
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
に
酒
造
倉
庫
が
あ
リ

他
に
何
軒

か
の
民
家
も
隣
接
し
て
建
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る

。

LH
7

「
戸い
門J

A阿
付
壬
-
ロ
κ
ν

一
五
O
五
番
地
の
民
家

。

)

そ
の
中
の
ど
の
家
か
で
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ

う
で
あ

る
と
い
う

。

又
、
そ
の
あ
た
り
を
「
星
回

」
と
呼
ん
で
い
た
。
そ

れ
は
総
河
内

神
社
の
宮
司
の
手
に
よ
っ
て
(
星
祭リ
行
事
)
r
汀
姦
守
、
-
7
.
4
h
J
L

キ
牒
カ

4

7
c
p

才

t

天
空
に
輝
く
星
を
降
ら
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら

「

星
回
」
の
昨
び
名

が
出
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
田
の
近
く
に
、
前
述
の
民
家
が
あ
っ

て

そ
れ
等
が
学
校
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る

。

2 

学
校
が
上
仲
屋
お
旅
所
に
あ
っ
た
頃

明
治
二
十
五
年
、
小
学
校
令
改
正
に
と
も
な
い
滑
川

尋
常
小
学

三
十
五
年
間
続
い
た
。
二
十
六
年
御
真

影
泰
載
、
二
十
七
年
月
俸
八
円
の
銀
行
存
教
員
が
赴
任
し
て
き
た
時

校
(
十
月
一
日
)

、

と
な
り

は
、
余
り
高
給
な
の
で
、
反
対
者
が
あ
っ
た
と
い

う

エ
ピ
ソ
l

ト
も

あ
る
。
教
員
は
、
芥
川

義
恵
氏
で
あ
っ
た
が
、
持
行
存
氏
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
一
年
十
月
、
上仲
屋
二

一
九
七
番
地
に
校
舎
新
築
移
転

茅
葺
・
間
口
九
間

・
奥
行
三
間
半
で
、
教
室
と
住
宅
、
別
に
運
動

第

一
章
学
校
創
成
期

千
原
小
学
校
滑
川
分
校

官
耳
、
間
口
三
間

奥
行
き
二

・

五
問
仲
屋

一
五
O
五
番
地
の
民
家

を
も

っ
て
千
原
小
学
校
滑
川

明
治
十
七
年
五
月
一
日

(
桧
皮

分
校
を
創
立
し
た
の
が
小
学
校
の
初
め
と
伝
、
手
」
リ
れ
て
い
る。

原
村
戸
長
役
場
が
千
原
に
あ
っ
た
。

説
に
は
分
校
で
は
な
い
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る

。
)当
時
滑
川

村

千

翌
明
治
十
八
年
に
独
立
し
て
滑
川

小
学
校
と
な
り

小
学
校
令
が
発
布
さ
れ

十
九
年
に
は

し
て

こ
れ
を
光
明
寺
前
児
童
数
が
増
加
し
た
た
め

(
茅
葺

民
家
を
買
収

92 

間
口
五
問
、
奥
行
三
間

天
井
な
し
。
)

丘
の
中
腹
に
移
転
改
築
し
た

。

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て

現
在
も
御
健
在
で
あ
る
滑
川
地
区
の
長

老
の
ち
に

お
尋
ね
し
て
み

た
む

長
老
の
お
話
(
波
部
清
次
郎
氏

私
じか
子
供
の
こ

ろ
に
父
親
か
ら

「
駄
場
」

の
学
校
の
話
を
よ
く

も
う
記
憶
も
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

中目

聞
か
さ
れ
た

こ

と
が
あ
っ
た

っ

か
、
父
の
話
に
よ
る
と

現
在
の
首
藤
商
店
の
裏
の
あ
た
り
に

1商

原
さ
ん
の
基
家
が
あ
っ
て

(
現
在
は
移
転
し
て
い
る
。
)
同
家
は

氏
・
其
の
他
の
教
員
が
勤
務
し
た

。

場
が
あ
っ
た

。

校
地
は
上

仲
屋
の
お
旅
所
で
あ
る
。
)

明
治
三
十
三
年

ノ
品
一
一

明治3 1 年上仲屋 1 29 7番地の校舎

校
令
の
政
正
、
二
学
級
編

成

(教
員
二
名
)
と
な
り

教
育
内
容
の
充
実
と
共
に

義
務
教
育
も
漸
次
徹
底
し

二
十
四
年
三
月
に
は

初

め
て
、
女
子
の
卒
業
生
二

名
を
送
り
出
し
た

。

こ
の

93 

期
間
に

教
員
は

岡
田

京
四
郎
氏
・
来
松
常
村
氏

武
知
自
画
力
平
氏
・
相
原
諦
知

明
治
三
十
七
年

門
由
民
蔵
氏
を
、
始
め
て
校
長
と
し
て
迎
、
え
た
。

教
員
は
校
長
と
、
森
田
音
之
進
氏
て
あっ
た

。

児
童

明
治
四
十

一
年
、
義
務
教
育
い
か
六
カ
年
に
延
長
さ
れ
る
と

四
十
一
年
度
よ
り

三
学
級
編
成
、
教
員
三
名
と
た
っ
た
。

は
増
加
し
、
校
舎
の
狭
随
を
訴え
る
に
至

っ
た
。



以
上
は
沿
革
誌
に
-
記
述
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
が
、
尚
こ
れ
等

の
事
に
つ
い
て

こ
の
頃
教
育
を
受
け
ら

れ
た
、
村
上
勘
四
郎
さ
ん

(
七十
七
才
)
と
、
坂
本
市
太
郎
さ
ん

(七
十
七
オ
)
に
、
当
時
の

学
校
の
よ
う
す
や
、
生
活
の
よ
う
す
を
お
尋
ね
し
た

。

お
二
人
は
十

オ
の
幼
少
の
頃
を
思
い
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
常
に
懐
か
し
い

ま
な
さ
し
で
、
相
づ
ち
を
う
ち
な
が
ら
、
語
り
続
け
て
下
さ
っ
た

。

学
校
が
お
旅
所
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
校
舎
の
よ
う
す

一
年
か
ら

六
年
ま
で
の
受
持
の
先
生
の
事
等
に
つ
い
て
も
、
非
常
にく
わ
し
く

話
し
て
下
さ
り

沿
革
誌
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
が
偲
ば
れ
た。

通
学
の
服
装
は
、

男
女
共
に
緋
の
着
物
に
、

わ
ら
ぞ
う
り
又
は
下

駄
は
き
で
、
袴
は

ふ
だ
ん
に

は
は
か
ず

祝
祭
日
の
み
に
は
い
た。

髪
は
、
男
子
は
丸
刈
り
、
女

子
は
髪
を
の
ば
し

お
下
げ
髪
に
し
て

、
、

F
O

L
J

人学
習
道
具
は

、

か
ぱ
ん
も
な
か

っ

た
の
で
、
ふ
ろ
し
さ
に

包
ん
で

登
校
し
た

。

又
お
べ
ん
と
う
は
、
大
き
な
三
角
に
ぎ
り
に

、

お
塩
を

Jつ

け

そ
れ
を
紙
に
包
ん

で
持
っ
て
行
っ
た
。

又
と
う
き
び

(と
う

も
ろ
こ
し
の

こ
と

の
焼
い
た
も
の

さ
つ
ま
い
も
の
む
し
た
も
の

等
も
、
大
切
な
お
べ
ん
と
う
で

あ
っ
た
。

学
校
の
年
中
業
事
と
し
て

は
、
運
動
会

・

学
芸
会

・

遠
足
等
が
あ

き
し
た

。

O
う
れ
し

か
っ

た
騎
馬
戦

五
年
生
の
時
の

、

運
動
会
の
日
の
事
で
あ
る
。
「
賎
ケ
岳
の
七
本

総
」
と
一
言
っ
て
、

馬
乗
り
に
な
っ
て
、
敵
の
ま
と
に
し

た
だ
い
だ
い

を
、

竹
槍
て
つ
く
騎
馬
戦
が
あ
っ
た
。

日
頃
の
練
習
の
時
に
は

回
し
て
も
っ
け
な
い
の
で、

も
う
こ
の
試
合
が
い
や
で
い
や
で
た
ま

ら
な
か
っ
た

。

と
こ
ろ
が

、

と
う
と
う
運
動
会
の
日
が
や
っ
て
来
た。

出
番
が
来
て

ど
う
し

て
も
出
場
し
主
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
し
か
た
な
く

「

え
い
っ
」
と

か
け
声
と
共
に
だ
い
だ
い

を
め
が
け
て
竹
槍
を
つ
き
だ
し
た
。

「
は
っ
」
と思
い

よ
く
見
る

と
だ
い
だ
い
を
見
事
に
一
っ
き
し
て
い
た
。そ
の
時
の
う
れ
し
か
っ

た
こ
と

。

今
尚
そ
の
時
の
少
年
時
代
の
感
激
は
忘
れ
ら
れ
な
い

。

(村
上
さ
ん
談

O

向
学
心
に
燃
え
た
在
り
し
日

上
仲
屋
に
生
ま
れ
、
小
学
校
時
代
を

、
上
仲
屋
の
小
学
校
で
学
習

五
年
生
に
進
学
の
時
、
四
年
制
の
義
務
教
育
が
六
ヶ
年
に

を
し

た
。

延
長
さ
れ

五
年

・
六
年
と
そ
の
課
程
を
終
え

た
。

希
望
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
、
高
等
小
学
校
に
通
って
い
る

先
輩
の
姿
を
見
る
と
、

自
分
も
あ
の
よ
う
な
姿
で
、
高
等小
学
校
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

っ
た
。

運
動
会
は
、
学
校
の
運
動
場
が
せ
ま
か
っ
た
の
で
、
光
明
寺
の
境

内
で

紅
白
に
分
か
れ
て
行

っ

て
い
た

。

演
技
種
目
は

走
る

・

ス

プ
ー
ン
レ

l

ス
・

二
人
三
脚

・

玉
入
れ

・

騎
馬
戦
等
を
し
て
い
た

。

学
芸
会
は

、

学
校
で
は
し
な
い
で
、
各
部
落
に
分
か
れ
、

部
落
長

さ
ん
の
家
で
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
行
事
を
か
ね
て
、
余
興
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
学
芸
会
で
あ
っ
た

。

夜
八
時
頃
か
ら
始

め
て
い
た

。

そ
し
て
、
簡
単
な
ご
は
ん
や

お
に
ぎ
り
等
を
し
て
食

べ
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
、
部
落
の
親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
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で
い
た
。

遠
足
に
は

、

遠
い
た
め
町
に
出

か
け
る
事
も
な
く
、
山
登
り
を
す

る
事
が
多
か
っ
た

。

又
当
時
の
交
通
は
大
変
不
便
で
、
買
い
物
に
行
く
に
も
、
歩
い
て

主
に
川
上
方
面
に
出
か
け
た

。

往
復
す
る
と
一
日
が
か
り
で
あ
っ
た
。

病
人
が
出
た
時
に
は

、

担
架
に
の
せ
て
、
家
の
近
く
の
者
が
カ
を
合

わ
せ
て
町
の
お
医
者
ま
で
運
ん
で
行
っ
た
り

、
村
の
元
気
な
者
が
運

ん
だ
り

し

て
い
た

。

こ
の
よ
う
に
急

を
要
す
る
時
に
も
、
馬
車
も
な

く
、

他
の
釆
物
も
何
も
な
か

っ
た

。

最
後
に

、

在
学
時
代
に
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
を
お
聞

た
。

し
か
し
家
庭
の
事
情
で
進
学
出
来
な
い
と
聞
か
さ
れ
た
時
、
も

つ
悲
し
く
残
念
で
た
ま
ら
ず
、
泣
い
た
程
で
あ
る

。

そ
れ
で
卒
業
後

両
親
の
手
伝
い
、
海
箪
入
営
、
農
業
、
郵
便
局

そ
の
時
に
は

何

勤
務
を
し
た

。

郵
便
局
に
は
二
十
三
年
間
勤
務
し
て
。

ロ
ー
マ
字
か
ら
勉
強
を
始
め
、
英
語
も
独
学
で
し
た
、
非
常
に
苦
労

を
し
た
。

そ
し
て
今
は
退
職
し
て
い
る
が
、
今尚
高
等
小
学
校
に
行

け
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
た
ま
ら
な
い

。

(
坂
本
さ
ん
談
)

昭
和
十
一
年
三
月
十
日
の
学
校
火
災
に
つ
い
て

O
火
災
発
生
日
時

95 一

昭
和
十
一
年
三
月
十
日
、
午
前
二
時
前

O

焼
災
校
舎

現
在
の
講
堂
建
物
一
陳
、

(当
時
理
科
室
)

当
時
の
小
学
校
と
し
て
は
、
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
た
理
科
備
品

が
焼
失
し
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た。

但
し

い
ち
早
く

か
け
つ
け
た
小
学
生

(
一年
生
の
斉
藤
滝
夫

君
)
に
よ
っ
て

人
体
模
型

一
体
が
搬
出
さ
れ
助
か
っ

た
。

O

消
火
作
業

人
力
操
作
の
ポ
ン
プ

。

前
年
の
昭
和
十
年
新
購
入
の
も
の
で

四
十
七
人
の
消
防
団
員

よ
く
訓
練
は
さ
れ
て
い
た
が

折
悪



し
く
、
手
入
れ
用
の
「
ウ
エ
ス」を
つ
ま
ら

せ
て
、
威
力
を
発

揮
出
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
有
難
い
こ
と
に
、

当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
い
校
下
全
戸

に
消
火
用
バ
ケ
ツ
を
、
曽
我
部
平
七
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
備
付
け

ら
れ
て
い
た
の
で

、

こ
れ
か
非
常
に
役
立
っ
た。

隣
の
東
校
舎
へ
の
延
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た

。

わ
ず
か
十
米

O

当
日
の
天
侯

前
日
に

「

ミ
ゾ
レ
ま
じ
り
の
春
の
雪」約
三
十
セ
ン
チ
が
ふ

っ

た
が
‘
当
日
の
好
天
で
、
雪
が
と
け
て
運
動
場
は
ぬ
か
る
ん

で
い
た
。

O

発
生
の
原
因

六
年
生
の
掃
除
当
番
が

ス
ト
ー
ブ
の
残
り
火
を

ゴ
ミ
箱
に

入
れ
た
?

こ
と
と
言
わ
れ
て
い
る

。

3 

悪
条
件
下
に
新
校
舎
完
成
(
昭
二
七
年
一

O
月
二
七
日
)

付
現
在
の
二
階
建
本
館
が
新
築
さ
れ
た
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る。

昭
和

二
十
七
年
六
月
十
四
日
、
校
舎
建
築
地
鎮
祭
並
に
起
工
式
を

行
、7
。

昭
和
二
十
七
年
七
月
十
三
日
、
本
日
よ
り
青
年
団

・
婦
人
会
の
勤

労
奉
仕
に
よ
る
校
舎
敷地
の
地
固
め
「
ド
オ
ツ
キ
」
が
始
ま
る
。
校

新
築
以
前
の
校
舎
は
、
大
正
四
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

年
月
を
経
て
老
朽
化
し
、

日
々
の
学
習
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
て
来

Tこ

こ
れ
を
見
た
部
落
民
は

「
安
心
し
て
子
弟
が
勉
学
に

い
そ
し

め
る
校
舎
」
を
建
て
る
こ
と
を
強
く
念
願
し
た

υ

昭
和
二
十
五
年
の
冬
、
部
落
の
主
立
っ
た
人
々
が
集
ま
り
、
学
校

改
築
の
話
を
持
ち
か
け
た

3

し
か
し
改
築
に
は
莫
大

な
経
費
が
伴
な

、
つ

こ
と
で

ど
う
し
て
も
話
し
合
い
が
そ
の
方
向
に
進
ま
な
か
っ
た

の
で
あ
る

c

そ

の
後
「

ケ
イ
ト
台
風
」
(
二
六・
六
)
い
か
や
ゥ
て
来
て
、
校
舎
が

全
く
使
え
な
い
ま
で
に

い
た
め
つ
け

ら
れ
て
し

ま

っ
た
。

こ
こ
に

至
っ
て
滑
川
の
有
志
の
人
々
が

い
よ
い
よ
決
心
を
固
め
て
、
何
回

と
な
く
学

校
改
築
の
、
」
と
で
集
会
を
持
ち

そ
の
気
運
を
高
め
て
く

れ
た
の
で
あ
る

。

時
恰
も

終
戦
後
年
月
浅
く
、
諸
物
資
少
な
く
、
物
価
騰
貴
の
時

代
で
、
財
源
困
難
を
押
し
て
、
校
舎
改
築
を
思
い
立
っ
た
こ
と
は
、

こ
れ
一
重
に
校
区
有
志
の
方
々
の
、
教
育
に
対
す
る
深
い
御
理
解
と

熱
意
と
に
は
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

。

い
よ
い
よ
学
校
改
築
の
具
体
的
な
歩
み
と
な
り

地
元
建
築
委
員

長
と
し
て
、

渡
部
清
春
氏
が
選
ば
れ
、
そ
の
他
有
志
諸
氏
に
よ

っ
て

、

資
相
撲
大
会
開
催
さ
る
。

庭
に
て
製
材
を
開
始
す
る
。

全
く
に
ぎ
や
か
な
こ
と
だ
。

昭
和
二
十
七
年
七
月

十
七
日
、
本
日
よ
り
新
校

舎
建
ち
始
め
る
。
部
落
民

多
数
泰
仕
作
業
。

昭
和
二
十
七
年
八
月
六

目
、
新
校
舎
の
棟
上
が
る
。

昭
和
二
十
七
年
十
月
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十
七
日

、

新
築
校
舎
落
成

式
挙
行
、
各
方
面
よ
り
来

賓
百
余
名
、
校
庭
に
て
祝

以
上
め
よ
う
に
沿
革

史
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、当
時
め
校
長
大

る
閉
め
関
係
者

の
辛
苦
は

田
喜
代
一
先
生
め
手
記
に
よ

る
と
、
改
築
決
定
か
ら
竣
工
落
成
に
至

一
方
な
ら
ぬ
も
の
が

有
っ
た
こ
と
を
十

分
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
大
回
校
長
手
記
の
概
略
を
紹
介

す
る
。

ω
学
校
建
築
に
関
す
る
概
況
(
校
長
大
田
喜
代

一
記

学
校
建
築
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た

。

部
落
民
の
労
力
奉
仕
と
金
口
聞
の

て
、
当
時

拠
出
を
条
件
と
し
て
、
対
村
・
対
県
陳
情
が
行
わ
れ
た

。

こ
こ
に
於

郡
選
出
の
県
議
会
議
員
川
上
数
視
氏
の
御
尽
力
は
筆
舌

に
つ
く
せ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
本
事
業
に
対
し
て
特

当
っ
て
い
た
だ
い
た

「

渡
部
清
春
氏
」

筆
す
べ
き
こ
と
は
、
部
落
建
築
委
員
長
と
し
て
、

同
氏
は
終

始
一
貫
し
て
不
動
の
信
念
を
持

っ
て

、

身
に
受
け
て

難
関
を
打
開
さ
れ

つ
つ

問
年
十
月
二
十
七
日
竣
工
を
見
た
の
で
あ
る
。
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月
十
四
日
に
起
工
し
、

日
渡
部
清
春
氏
の
追
憶

改
築
前
の
旧
校
舎
に
は

数
本

の

「
つ
っ
ぱ
り
」

が
し
て
あ
り
ま

し
た
。
校
舎
倒
壊
の
危
険
を
防
〈

た
め
の
も
の
で
し
た

。

奥
行
五
問
、

間
口
二
十
聞
の
平
屋
建
て
、

大
正

四
年
に
た

て
た
も
の
で
し
た
。

改
築
の
話
を
出
し
た
こ
ろ
、
今

は
故
人
と
な
ら
れ
た
玉
井
明
憲
氏

と
共
に

こ
の
こ
と
を
幾
度
か

談

そ
の
重
責
め
任
に

の
功
績
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
苦
難
と
犠
牲
を
一

つ
い
に
昭
和
二
十
七
年
六大正四年建築の校舎(当時の写真)



ム
ロ
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
当
時
のP
T
A

と
し
て

は
、
十
五
万
円
の

資
金
し
か
な
く

そ
れ
を
基
金
と

し
て
始
め
よ
、
っ
と
決
意
し
た
の
で

し
た

。

Zて
こ
で

位
は
全
部
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
山
に
あ
る
木
を
寄
付
し

「
ま
)
」に
使
、
っ
材
木
は
山
々
を
歩
き

良
材
を
得
る
手
立
て
て

こ

の
構
想
で
出
発
し
ま
し
た

。

と
も
か
く

「

大
工
賃
金
い
か
あ
れ
ば
で

き
る
」
と
一
エ
う
考
え
て
し
た
。
し
か
し

い
つ
の
間
に
か
年
月
は
過

ぎ
去
り
ま
し
た

。

そ
し
て
決
定
的
な
日
が
や
っ
て
来
ま
し
た

。

あ
の
「

ケ
イ
ト
台
風
」

で
校
舎
は
極
度
に
傾
き

天
井
は
た

れ
下
リ

雨
漏
り
が

は
げ
し
く

な
り
い
よ
い
よ
志
を
決
め
主
け
れ
ば
主

ら
な

く
な

う

た
め
て
す

の
い
事
を村
当
局
に
話
し
ま

し

た
F

し
か
し
予

算
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん

て
し
た

c

当
時
の
県
議
会
議
員
の
川

上
さ
ん
に
お
話
し
ま
し
た

上
氏
は
笑
情
を
御
碑
解
下
さ
っ
て

「
ヰ
か
つ
T
L
.
3
ふ
J
1

ト
」
、

n

f
h
T

3

l
/

」

t
L

，

と
か
ら

危
険
校
令
の
状
況
を
共
体
的
に
ま
と
め
て

一
件
書
類
と

ニH-.
/、

陳
情
を
し
ま

し
た

ι

誠
に
川

」

氏
の
お
力
に
よ
り
納
肋
を
受

け
ら
れ
る
注
び
と
な
っ
た
の
で
す

。

そ
し
て

各
組
か
ら
建
築
委
員

に
二
名

宛
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
e

け
れ
ど
も
部
落
内
に
は

多
額
の
経
費
の
伴
う
苧

」
の
事
業
に
対

理
科
室
に
掲
げ
ら
れ
で
あ
る

。

前
頁
の
賞
状
は

メ
ダ
ル
と
共

に
授
与
さ

れ
た
も

の
で

今
も
本

人
が
大
切
に
所
持
し
て
い
る。

十
五
年
以
前
の
「
想
い
出

」
を
、
本
人
に
綴
っ
て
放
い
た

。

以
下

原
文
の
ま
ま
掲
載
す
る

。

小
学
校
四
年
生
の
夏
休
み
の
こと
で
し
た

。

日
頃
台
所
の
手
伝
い

等
し
た
こ
と
も
な
い
私
が

、

あ
る

日
、
裏
の
野
菜
畑
へ
「

な
す
」
を

採
り
に
行
っ
た
の
で
す
。

一
つ
こ
つ
と
と
っ
て
い
る
う
ち
に

と
、
先
の
白
い
な
す
を
見
つ
け
ま
し
た。

何
気
な
く
も
と
の
と
お
り

置
き
直
し
て
み
ま
す
と

そ
の
白
い
部
分
は
、
土
に
埋
も
れ
て
い
ま

し
た

。

「
と
う
し
て
か
な
?

」
と
不
思
議
に
思
っ
た
の
が
こ
の
研

究
の
動
機
で
し
た

。

そ
の
後
、
親
指
打
に
成
長
し
た

「

な
す
」
に
ソ

ッ

ク
ス
を
か
、
小

せ
て
み
ま
し
た

。

確
か
、
赤
に
自
の
縞
の
あ
る
ソ

y

ク
ス
だ
っ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す

。

そ
グ〉

「
な
す
」
が
、
大
き
く
な

っ

て
見
て

み
る
と

ソ
ッ

ク
ス
の
白
い
部
分
に
薄
紫
の
色
が
つ
き
、
そ
の
他
に

は
色
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
て
し

た
。

そ
こ
で
、
黒

・

赤
・

白

・

そ
し

て
縦
半
分
が
黒

・
半
分
が
白
の
四
種
類
の
紙
袋
を
用意し
、
前
回
と

ー
レ
JL

、

反
対
者
も
あ
り
、

困
難
な
事
に
も
度
々
出
合
い
ま
し
た

。

最

初
の
倦
想
に
従
っ
て

「
ふ
品
、
1

」

山

々
を

歩
い

の
た
め
の

材
木
を
と

て
み
ま
し

た
。

良
材
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

そ
の
搬
出
に
困
り

結
局
は
至
し
方
も
な
く

全
面
的
に
請
負
工
事
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た

。

こ

う
し
て

、
途
中
幾
度
か
坐
折
す
る
か
と
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が

総
額
四
百
弐
拾
六
万
円
と

い
う
当
時
で
は
巨
額
の
浄
財
を
投
じ

員炎

ム
ロ
を、
延
べ
三
十
余
回

、

そ
の
結
果
、
部
落
の
方
々
の
団
結
と

、

上
数
視
氏
に
さ
さ
え
ら
れ

歓
び
の
竣
工
を
迎
、
え
るこ
と
が
出
来
ま
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し
た
。

今
も
当
時
を

偲
び
な
が
ら

そ
の
こ
ろ
の

同
行
関
係
各
位
に

レ
し

ル
μ

感
謝
と
共
に
懐
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す

。

'~{l 
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仇
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昭
和
三
十
五
年
(
一
九
六

O
年
)

当
時

滑
川
小
学
校
四
年
生
で
あ

っ

た
和
田
光
子
さ
ん
が

四
国
理
研
究
発

表
会

(高
知
市
で
聞
か
れ
た
)
に

愛
媛

県
代
表
と
し
て
参
別
し

「

な
す
の

色
」
に
つ

い
て
研
究
発
表
を
し
た
。
当

写

時
を
し
の

、

品
質
状
の

同
じ
く
親
指
程
の
「
な
す
」
に
か
ぶ
せ
て
み
ま
し
た
。

半
月
近
く
経
っ
て
見
て
み
る
と

黒
と
赤
の
袋
の
「
な
す
」

は
殆

ど
白
色

白
い
袋
の

「

な
す
」
は
少
し
薄
紫
色
で
、
三
種
類
共
ま
っ

す
く
で
、
そ
の
上
袋
な
し
で
自
然
に
育
っ
た
「
な
す
」
よ
り
も
、
五

-

六
セ
ン
チ
長
〈

回
り
も
太
く
な

っ

て
い
ま
し
た

。

半
分
黒

・

半

分
自
の

「
な
す
」

は

白
い
方
に
紫
色
が
つ
き

し
か
も
先
端
が
そ

ち
ら
に
曲
が

っ

て
い
ま
し
た

。

そ
こ
で

な
す
の
色
と
は
「
人
聞
の

日

焼
け
と
同
じ

よ

う
な
も
の

司，)、

る
の
だ
な
J
と
、
自
分
な
り

の
結
論
が
出
た
訳
で
し
た

。

こ
の
研
究
が
運
よ
く
県
代
表
と
な
り
、
高
知
市
で
聞
か
れ
た
「
四

発
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が、

そ
の
時
の
担
任

99 一

国
大
会
」
で

だ
っ
た
矢
野

先
生
に自

の
前
に

『
な
す

』
か

『

か
ぼ
ち
ゃ
』
が
並
ん
で

い
る
と
思

っ
て
頑
張
り
な
さ

い
」
と
、
勇
気
付
け
ら
れ
た

こ

と
を

「
発
表
会
で
は

覚
、
え
て
い
ます

。

そ
し
て

無
事
発
表
が
終
っ
た
時

、

に
っ

こ
り
笑
っ
て

拍
手
を
送

っ
て
下
さ
っ

た
そ
の
時
の
先
生
の
お
姿
が
、今
も
く
っ
き
り
と

脳
裏

に
焼
き
つ
い
て
お
り
ま
す
。



第
三
章

「
造
林
育
成
状
況
調
書
」

一
、
学
校
林
を
設
け
る

当
時
の
有
志
の
話
に
よ
る
と A立.

f 

十
爪
・

『
ホA
.

育
成

の
記
述
よ
り

(
昭
四
四
年
度
分
)

(
今
か
ら
三
十
年
余
リ
以
前

子
弟
の
教
育
に
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
の
、
校
合

学
校
を
維
持
す
る
非
労
は
大
変
で

あ
っ
た
と
い
う
。

の
建
築
に
対
し
て
は

滑
川
地

一比
の
区
民
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で

こ
の
苦
維
の
解
決
の
一
地
策
と
し
て
の
知
恵
が
、
学
校
林

あ
っ
た

。

爾
来

造
成
と
い
う
コ
l

ス
に
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

校
区
住
民
の
責
務
と

し
て

後
援
会
の
発
足
と
共
に

学
校
教
育
の
向
上
発
展
の
た
め
に

記
念
楠
林
と
い
う
こ

と
に
至
っ
た

B
Y
-ぃ
、7
3

二
、
育
成
管
理

し
か
し

終
戦
後
の
世
相
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
か

忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

公
共
奉
仕
の
心

、
、
、
O

L

一
/

か
か
る
状
況
の
中
に
あ
っ
て

学
校
林
の
存
住
す
ら
も

中
学
校
校
合
の
鐙
築
を
余
儀

は
失
な
わ
れ

過
去
の
辛
般
を
再
度
な
め
て

し
ま
っ
た

。

む
く
さ
れ

こ
の
よ
う
な
好

余
曲
折
を
た
ど
り
な
が
ら
学
校
林
育
成
の
重
要

性
を
地
域
の
住
民
は

生
活
の
中
に
於
て
深
く
経
験
し
た

。

三
、
学
校
林
と
児
童
教
育

S コ

学
校
林
を
育
て
、
学
校
教
育
の
資
材
を
蓄
積
す
る
こ
と
の
願
い
か

唯
単
に
そ
の

こ
の
事
業
が
出
発
し
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
が

事
だ
け
に
止
ま
る
こ
と
な
くnnu

 

内4
J
W

Aq
 

n
b
 

業乍十叫
ハ下の地+小

4bq

, 植新

こ

れ
を
直
接
間
接
学
校
教
育
の
場
に

生
か
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
に
考
え
を
致
し
、
教
科
学
期
自
の
出

は
も
と
よ
り
、
道
徳
や
特
別
活
動

全
教
育
活
動
の
生
き
た
良
い
教
材
と

し
て
、
教
育
計
画
の
中
に
も

こ
の

学
校
林
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ

る

(
詳
細
略

生年ph
u
 一一

室
の
作
文
を
紹
介
す
る
と

時
滑
川

小

六
年

駄
私
た
ち
は
、
夏
休
み
に
先
生
た
ち

時
と
、
学
校
林
へ
行
き
ま
し
た

。

一川
そ
こ
で
は
、
お
か
あ
さん
や
お
と

抑
う
さ
ん
た
ち
が
、

L

τ
t'
 

ふ
A
T

4
冷
，植新

こ
こ
に
学
校
林
に
対
す
る
当
時
の
児

s
τ
'
 

い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
下
が
り
を
し
て

い
ま
し
た

。

仕

か
よ
う
に
し
て

以
来
P
T
A

が
そ

の
主
体
と
な
っ
て

本
事
業

を
階
、
極
的
に
推
進
す
る
必
要
を
感
じ

過
去
先
輩
の
残
し
た
学
校
林

造
成
の
仕
事
を
本
格
的

計
画
的
に
押
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
次

第
で
あ
る

。

か
か
る
事
態
の
中
に
あ
っ
て

十
年
余
も
波
置
さ
れ
て
い
た
学
校

林
が
雑
草
に
お
お
わ
れ
な
い
か
ら
も

育
っ
て
い
た

。

そ

の
木
が

H召

和
三
十
四
年
に
給
食
調
埋
室
の
新
築
の
際

役
」V
一っ
た
の
で
あ
る

。

昭
和
三
十
七
年

当
時
R
T
A

会
長
五
弁
明
憲
氏
(
故
人

の
、
学

校
林
造
成
に
対
す
る
熱
意
と

学
校
林
造
設

1 00 一

役
員
の
協
力
に
よ
り

れ
運
が
高
ま
り

昭
和
三
十
九
年
に
は

前
回
一
義
氏
の
寄
贈
に
よ

っ
て

新
た
に

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
地
に
納
林
さ

れ
た

c

過
疎
の
激
し

い
地
域
の
住
民
が

将
来
の
た
め
に
と

新
た
な
学

校
林
を
育
て
る
こ

と
に
立
ち
上
が

勺

た
心
の
源
動
力
に
は

熱
心
な

学
校
林
に
対
す
る
感

福
導
者
い
か
併
ら
れ
た
こ
と
と
共
に

て
、
遺
し
て
く
れ
た

の+
A
γ
 

+na 

内
H
H

品川
H

、
j
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沙
問

'レ
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一
4

ク

M
W

ン
部

一一・

」
μ

コ
一

;
:
 

J
i
--:
 

日射
)-

そ
れ
を
伝
承

し
ょ
、
7

と
す
る
気
持

ち
か
ら
で
あ
る

。

事
を
ご
、
つ
ご
う
や
る
と
、
あ
せ
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
き
ま
す
。

で
も

こ

ん
な
暑
さ
に
も
負
け
ず

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
学
校
林
の
下
が

り
を

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も

い
つ
か
こ
の
学
校
林
の
せ
わ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん

。

そ
の
こ

ろ
は

こ
の
木
も
お
か

あ
さ
ん
た
ち
の
努
力
て

見

ヒ
げ
る
く
ら

い
に

大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

。

こ
の
わ
いF
を
い
つ
ま
で
も
守

う
て
い
く
の
が
、
今
ま
で
せ
わ
を
し

て
く
れ
た

お
か
あ
さ
ん
や
お
と
う
さ
ん
に
対
す
る

感
謝
の
気
持

ち
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
私
は
思
い
ま
す

。

(原
文
の
ま
ま
)
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第
四
章

学
校
統

β、
口

一 、

は
じ
め
に

昭
和
四
十
五
年
三
月
、
明
治
十
九
年
創
設
以
来
、九
ト
二
年
間
の

永
き
に
わ
た
っ
た
滑
川
小
学
校
が
、
来
日
竹
小
学
校
へ

の
杭
A
Hが
ま
と
ま

リ
‘

そ
の
運
び
に
な
っ

た
の
で
あ
る

c

し
か
し

大
詰
め
の
段
階
で

統
合
が
中
止
さ
れ
た

。

統
合
と
共
に

様
々
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
、
校
区

住
民
や
町
当
局
の
努
力
の
叩
斐



も
な
く

出
発
点
に
も
ど

っ

た
の

で
あ
る
。

以
来
昭
和
四
十
五
年
か
ら
同
四
十
九
年
ま
で

滑
川
小
学
校
の
統

ム
ロ
に
つ
い
て

話
し
合
い
は
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が

一
度
挫

折
し
た
こ
の
問
題
は

な
か
な
か
に
進
展
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず

つ
い
に
五
年
間
の
歳
月
が
流
れ
去
っ
た
の
で
あ
る

。

か
か
る
情
勢
下
に
あ
っ
て

学
校
自
体
は
児
童
の
数
が
年
毎
に
減

少
し
て

昭
和
四
十
年
の
頃
に
は
八
十
名
を
数
え
た
も
の
が

日百

手口

五
十
年
で
は
そ
の
数
が
わ
ず
か
二
十
一
名

翌
年
に
は
十
八
名
に
な

る
と
い
う
見
通
し
に
な
っ
た
。
県
下
に
も
ま
れ
な
極
小
規
模
の
学
校

と
な
っ
た
の
で
あ
る

。

現
代
の
学
校
教
育
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
は

適
正
な
規
模
を

必
要
と
す
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

。

教
育
め
中
心

は
児
童
一
人
一
人
で
あ
る

。

そ
の
児
童
の
数
が
激
減
し

よ

よ

教
育
活
動
全
般
に
及
ん
で
困
難
な
事
態
に
至
っ
た
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら

校
区
住
民
の
英
断
に
よ
ゥ
て

昭
和
五

十
一
年
三
月
二
十
三
日
、
東
谷
小
学
校
へ
統
合
す
る
こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

統
合
に
そ
な
え
て

九
十
二
年
間
の
伝
統
と
歴
史
を
閉
じ
る
と
い
う
こ
と
は

そ
の
学

理
し
た

。

二
、
統
合
の
行
事

閉
校
式

式
次
第

閉
式
の
辞

町
長
告
辞

経
過
報
告

四

滑
川
小
学
校
U
れ
あ
い
さ
つ

五

P
T
A

会
長
あ
い
さ
つ

_,__ 
ノ、

東
日
八
口
小
学
校
長
あ
い
さ
つ

ーヒ

記
念
品
贈
与

八

閉
式
の
降

以
上

町
役
場
か
ら
町
長
、
教
育
委
員
、
町
議
会
か
ら
は
議
会
議
長
と
関
係

議
員
の
諸
氏
、又
町
内
各
小
中
学
校
長

・
地
元
P

T
A

会
員
及
び
区

長
を
頭
に
有
志
の
方
の
参
列
の
も
と
に
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十

三
日
、
午
前
十
一
時
よ
リ

川
内
町
立
滑
川
小
学
校
講
堂
に
於
て
厳

粛
に
挙
式
さ
れ
た
の
で
あ
る

。

次
に
校
長
挨
診
を
原
文
の
ま
ま
渇
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後
世
ま
で
記
念
と
し
て
残
し
伝
え
た
い

。

校
で
育
っ
た
人

そ
こ
を
文
化
の
殿
堂
と
し
て
生
活
し
て
来
た

地
域

の
住
民
に
と
っ
て
は

誠
に
重
大
な
事
で
あ
り

惜
別
の
情
お
さ
え

難
い
も
の
が
あ
る
。

統
合
に
よ
っ
て
学
校
が
閉
ざ
さ
れ
る
に
し
て
も

永
く
学
校
を
忘
れ
去
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

そ
の
姿
を
伝
え
た
い

と
い
う
念
願
に
よ
り

次
の
よ
う
な
記
念
事
業
を
行
っ
た

。

滑
川
小
学
校
創
設
か
ら
統
合
に
至
る
聞
の
学
校
教
育
の
姿
を

残
す
。

(
統
合
記
念
誌
編
集
)

滑
川
小
学
校
の
位
置
の
標
一
不
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の

機
会
に

(
海
抜
・

経
度
緯
度

を
測
定
し
て
校
庭
に
標
柱
を
建

102 -

立
す
る
。

学
校
教
育
設
備

・

備
品
の
盤
理
と
移
管
作
業
。

P
T
A

会
員
が
主
体
に
な
っ
て

地
区
有
志
の
方
や
区
長
さ
ん

方
の
応
援
の
も
と
に

数
回
の
会
合
と
数
日
の
奉
仕
作
業
で
整

数需の今今

記念 石柱

誌

虹
吋
印
念

u
J
告附

記

閉
校
式
に
際
し
校
長
挨
拶

一
九
七
六
年
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
三
日
。
遂
に
こ
の
日
が

や
っ

て
来
ま
し
た

。

今
日
は
約
一
世
紀
百
年
の
問

こ
の
滑
川

の
地

式

お
父
さ
ん
お

に
あ
っ
て

今
の
学
校
の
皆
さ
ん
は
い
う
に
及
は
ず

開校

母
さ
ん

お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
方
の
多
く
が
勉
強
に
運
動
に

X
遊
び
に

親
し
ん
で
き
た
こ
の
学
校
が
、
学
校
と
し
て
の
働
き
を

キ交

閉
じ
る

日
で
あ
り
ま
す

。

μム

→一

北
自
の
こ
と
を
言
っ

て
も
皆
さ
ん
に
は
わ
か
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

「
沿
革
史
」

103 

学
校
の
つ
つ
り
変
わ
り
を
書
い
た
こ
の
学
校
の

)1¥ 

ん
が

に
よ
っ

て
主
な
事
柄
を
ぬ
き
出
し
て
み
ま
す
と明
治
十
七
年
五
月

日

ド
仲
屋
甲

一
五
O
五
番
地
で

千
原
小
学
校
滑
川
分
校
と
し

て
た
ん
じ
よ
う
し
た
の
が
学
校
の
は
じ
ま
り
で
あ
り
ま
す

。

も

っ
と

も
そ
れ
以
前
に
も
寺
ト
屋
式
の
教
育
所
は
明
治
の
は
じ
め
頃
か
ら
あ

っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す

。

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
十
九
年
に
は
、
光
明

寺
墓
地
下
に
改
築
移
転
し
て
お
り
ま
す

。

次
に
明
治
三
十
一
年
十
月
、

上
仲
屋
一
二
九
七
番
地
に
新
し
い
校
舎
を
た
て
う
つ
っ
て
お
り

そ

の
次
に
大
事
な
，
」
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
そ
の
時
ま
で

は
男
子
の
卒
業
生
だ
け
で
あ
っ
た
の
に明
治
三
十
三
年
に
な
っ
て
、

は
じ
め
て
女
子
の
卒
業
生
が
出
た
と
し
る
さ
れ
て
い
ま
す

。



大
正
時
代
と
な
り
四
年
こ
れ
は
私
の
生
れ
る
一
年
前
の
年
で
あ

リ
ま
す
が

こ
の
作
に
ド
仲
間
庄一
瓦
二
三
番
地
、
す
な
わ
ち
現
作
校

A
Tけ
の
あ
る
こ
の
地
に
新
校
合
を
定
て
、
う
つ
っ
て
お
リ
ま
す

。

は
今
の
す
や
館
二
階
遣
の
ま
え
の
も
の

、

4十
尾
窪
で
し
た
。

昭
和
に
る
っ
て
二

年
、
今
の
中
学
に
お
お
よ
そ
相
当
す
る
高
等
科

J
U

山
米
ま
し
た

。

二
年
後
の
昭
和
四
年
に
は

こ
の
議
立
の
と
こ
ろ

に
技
会
け
が
一
棟
新
し
く
た
ち
ま
し
た

。

そ
し
て
そ
の
頃
と
し
て
は
、

近
く
の
小
校
に
は
め
ず
ら
し
い
く
ら
い
のたく
さ
ん
の
立
派
な
理

科
の
備
口
川
が
そ
ろ
い
ま
し
た
が
お
し
い
こ
と
に
昭
和
十

一
年
三
月

十
臼
の
火
災
に
よ
っ
て
、
不
幸
に
も
大
部
分
焼
け
て
し
ま
い
ま

し
な

当
時
一
年
生
だ
っ
た
泣
所
の
児
京
の一人
に
よ
っ
て

人
体
模
刷
十

{本
は

い
ち
は
や
く
外
に
出
し
て
助
か
っ
たそ
、
つ
で
す。

そ
の
年
の

十
二
月
に
は

あ
と
に
立
派
な
建
物
が
出
来
ま
し
たc

こ
れ
が
、
」
の

式
場
に
主
っ
て
い
る
講
堂
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
頃
が
牛
徒
数
が
最
も
多
か
う

た
頃
で
、
高
等
科
を
合
わ
す
と
、

二
行
人
を
こ
す
に
き
や
か
き
で
し
た。
昭
和
卜
二
年
夏

お
と
な
り

の
同

・
中
国
と
戦
争
に
な
り

つ
つ
い
て
十
六
年
に
は
第
二
次
世
界

大
戦
に
突
入
し
ま
し

た
c

そ
し
て
皆
さ
ん
の
お
じ
い
き
ん

年
以
の
お
父
さ
ん
方
の
年
輩
の

だ
と
言
わ
れ
た
も

の
が

今
日
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
珍
ら
し
く
な
い

と
い
う
よ
う
な
時
代
と
な
り
ま
し
た

っ

又
勉
強
友
達
の
大
変
少
な
い
学
校
は

家
庭
的
な
な
、
一
や
か
さ
の

中
で

教
師
の
手
が
行
き
と
ど
さ
易

い
と
い
う

利
点
は
あ
り
ま
す
が

た
く
さ
ん
の
里
い
も
を

一
つ
の
備
に
入
れ
て
板
で
こ
ね
る
と

も
同
志
の
ふ
れ
合
い
で

ド
ロ
や
皮
が
と
れ
て
き
れ
い
に
な
る
と
い

っ

、
あ
の
大
勢
の
友
達
と
き
そ
い
合
っ
て
共
に
'
川
上
す
る
と
い
う
而

(ま

ど
う
し
て
も
欠
け
て
く
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

。

先
日
あ
る
お
年
寄
り
が
つ
く
づ
く
と
一
言
わ
れ
た
こ
と
ば
「
J
U
、
7

氾

月
か
ら
は

子
供
達
の
遊
び

学
校
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
ら
な
く
な
る
。

声
が
き
こ
え
な
く
な
る
口
と
。

開
校
以
来
今
日
ま
で
に

一
三
七
四
名
の
卒
業
生
を
お
く
り
出
し
、

た
く
さ
ん
の
人
材
を
育
て
た
学
校
が

永
久
に
閉
ま

っ
て
、
折
角
打

方
の
汗
と
一
棋
で
建
て
た
校
合
が不
用
に
な
る
こ
と
は

し
の
び
維
い

苦
痛
で
は
あ
り
ま
す
が

子
供
達
の
将
来
の
幸
の
た
め

米
る
四
月

か
ら
は

本
校
校
訓
に
も
あ
る
よ
う
に
「
明
る
く

・

元
気
で
」
東
谷

小
学
校
へ
通
学
が
出
来
ま
す
よ
う

心
か
ら
祈
っ
て
お
る
次
第
で
あ

り
ま
す

。

次
に
今
度
滑
川
校
の
統
合
に
際
し
ま
し
て
は

土
寸
命日
月

T
J

宝
石

4

H

g
z
f

町
山
事
《
良
一
H

人
達
が
、
次
々
と
こ
こ
で
出
紅
の
式
を
し
て
、
大
勢
の
人
達
に
見
送

ら
れ
て
戦
争
に
行
き

遂
に
一再
び
還
ら
な
か
っ
た
い
ね
も
た
く
ぎ
ん
お

建
物

ら
れ
ま
す
。
運
動
場
の
桜
と
楠
の
木
はこ
の
こ
と
を
よ
く
凡
て
知

っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
長
い
苦
し
か
っ
た
戦
い
が
終
わ
っ
て
、

ρ
u

-什
U

i
, 

二
十
二
年
に
は
、
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
高
等
科
い
か
な
く
な
り
、
中

学
校
が
生
ま
れ
、
A
7生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
怨っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

み
ん
な
の
力
で
校
舎
の
建
て
地
し
が
出
来
ま
し
た

。

境
在
教
{
z
tに使

っ
て
い
る
二
階
建
て
本
館
が
出
来
た
の
は
、

昭
和
二
十
七
年
ト
月
二

十
七
日
で
あ
り
ま
す。

こ
の
建
築
に
は

前
数
回
の
建
築
に
も
精
し
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て
、
地
医
の
人
々
の

一保
く
ま
し
い
労
力
に
よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
な
悶

維
五
条
件
を
克
限
し
て

よ
う
や
く
完
成
の
喜
び
を
か
み
し
め
る

と
か
出
来
た
。

と
し
る
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
町
村
合
併
に
よ
リ校
下
が
川
内
町

と
な
リ
ま
し
た
の
で

学
校
の
名
も

一

川
内
町
立
滑
川
小
学
校
」
と

な

今
に
至
り
ま
し
た

。

さ
て
ひ
と
こ
ろ
は

「
十
年
二
月」
と
い
わ
れ
ま
し
た
が

ノL
7 

日

で
は
日
進
月
歩
と
い
う
よ
り
も

「

時
進
分
歩
」
と
い
い
ま
す
か

一
日
一
日
で
新
し
い
歴
史
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
も
変
リ
ょ
う
だ
と
忠

い
ま
す
。

勉
強
の
仕
布
や
使
わ
れ
る
機
械
も
昨
日
は
新
し
い
も
の

の
際
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず

統
合
に
か
か
る
諸
経
費
を
追
加
納
正

下
さ

れ

お
陰
を
も
っ
て
学
校
内
而
日
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
た

次
第
と
な
り
ま
し
た

ω

品
い
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
当
局

町
議
会

・

佐
に
教
育
委
員
会
に
対
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

L 、

L
へ
『
」

私
の
希
望
を

つ
申
さ

既
に
御
承
知
と
は
存
じ
ま
す
が

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ι

あ
の
太
平
洋
戦
争
の
末
期

・

沖
縄

そ
れ
は

の
戦
い
の
時

昭
和
二

十
年
六
月
六
日

当
時
の
海
市
司
令
官
、
大

問
実
中
将
が

自
決
を
す
る
直
前

大
本
営
へ
う
っ
た
電
文
に
「

沖

縄
県
民
は

後
世
特
別
の
御
配
慮
を
賜
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ほ
ん
と
う
に
よ
く
戦

っ
た
。

わ
ら
ん
こ
と
を

i
l
J
と
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
お
リ
ま
す
が

手
ι、
寸
」

d
j
 

と
こ
れ
と
は
率
い
か
相
速
は
し
ま
す
け
れ
ど
も

今
回
の
統
合
に
際
し

ま
し
て

校
下
の
万
々
に
は
実
に
献
身
的
む
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す

。

同
月
か
ら
小
中
学
作
し
の
子
供
達
は

最
も
遠

和
之
M
A
V
地
反
に
次
〈

距
離
を
通
学
す
る
よ
う
に
な
リ
ま
す
が

台
風

-

f
fの
際
の
下
校
悶

慌
の
時
な
と

出
制
別
の
御
配
立
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

。

久
[
、
リ
ニ
ヰ
主

i

l

J

J

 

小
学
生
の
比
九
さ
ん
へ
の
ぞ
み
ま
す

東
谷
小
学
校

先
生
ん
の
御
指
与
に
素

L
mに
従
い

一
日
も
円
十
く
よ
い
東
谷

小
学
校

児
章
一
と
な
る
よ
、
っ
。X
中
学
校
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
々
と
仲
よ
く



通
学
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
事
故
な
ど
起
、」さ
ぬ
よ
う
、

も
時
に
同
窓
会
な
ど
催
し
て
、
何
時
ま
で
も
何
時
ま
で
も
、

と
を

忘
れ
主
い
こ
と

大
人
に
な
っ
て

い
と
思
い
ま
す

a

こ
の
三
つ
を
し
っ

か
り
お
ぼ
え
て
い
て
ほ
し

ふ
る
さ

最
後
に
、
統
合
に
ち
な
ん
で
組
歌
三
題

O

校
庭
の
桜
の
つ
は
み

ふ
く
ら
も
こ
ろ

花
に
先
が
け

校
史
と
じ
な
ん

(
子
供
達
に|
|
。
)

O

校
訓
を
忘
れ
ざ
ら

め
や

滑
11/ 

グ〉

子

明
る
く

一応
U
れ
-
」

:
J:
l
 
が
ん
ば
ろ
う

O

数
々
の
想
い
出
ひ
め
て

滑
川
校

い
ず
こ
に
あ
る
も

と
わ
に
忘
れ
じ

九
十
二
年
間
つ
づ
い
た
伝
統
の

以
上
で
言
葉
は
足
リ
ま
せ
ん
が
、

あ
る
滑
川

小
学
校
を
閉
ず
る
に

当
リ

学
校
長
と
し
て
の
最
後
の
御

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年
三
月
二
十
三
日

学
校
長

小
倉
弥
平
太

一
、
お
わ
り
に

我
が
国
の
教
育

水
準
は

世
界
の
国
々
と
比
べ
て
進
ん
で
い
る
と

第
五
章

;骨

) 11 四
十
三
年
度

{J I 三三 1 三 l 二 j 二 l 二二
職三十十三イー三十ニイ一二十イ一
年十近 liLJ 士 二 十七十五十二一
度六年年千二年 一年六年四年年
不年 j支度斗 j支年度年度年度 l支
明反 !主 j主艮:'_ ]支

武佐木釆間銀芥安

智 E 曽松 Z j|| 藤
勇示嘉常 lS 行義芳
平 郎七村郎存窓吉

四
十
四
年
度

大
正
元
年
度

大
正
二
年
度

四荘 1 三
十戦 ~l/ 十
二年 十七
年度一年
度不年p'r
明度 ζ

門森門長 相

回8:1 J京
2 民[，諦

i主 i被告1 1

大
正
三
年
度

回

民

蔵

い
わ
れ
て
い
る
。

百
年
前
の
昔
か
ら
、

に
近
代
教
育
が
誕
生
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
私
達
に
物
語
つ

山

国
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

。

さ
と

当
時
滑
川
の
郷
に
あ
り
ま
し
て
も
、
我
々
の
祖
先
が
こ
の
地
に
住

み
、
土
地
を
開
く
と
共
に
、
子
弟
教
育
め
重
要
性
を
認
識
し
て
、
寺

子
屋
教
育
に
端
を
発
し
、
そ
の
歩
み
は
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
好
一

代
的

な
教
育
実
践
に
カ
を
入
れ
て
来
た
の
で
あ
る。

こ
う
し
た
祖
先
の
努
力
を
、
先
輩
は
更
に
継
ゑ
し
な
が
ら
、
年
毎

に
学
校
の
地
設
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
新
し
い
教
育
の
姿
を
求
め

106 ー

る
こ
と
に
専
念
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

今
こ
そ
更
め
て
祖
先
や
先
輩

と
考
、
え
る。

に
対
し
て
、
深
甚
の
敬
意
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

し
か
し
時
代
の
変
遷
と
共
に

こ
に
閉
ざ
さ
れ
た

。

け
れ
ど
も
こ
の
こ
と
は
教
育
の
向
上
を
目
指
す

滑
川
小
学
校
の
氷
い
校
史
が
今

放
の
こ
と
で
、
発
展
的
統
合
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

。

新
し
い
東
谷
小
学
校
に
対
す
る
愛
校
の
念
と
更
に
は
そ
の
繁
、
栄
に

専
心
努
力
を
傾
け
る
こ
と
こ
そ
、
閉
校
さ
れ
た
滑

川
小
学
校
の
氷
い

校
史
を
、
永
遠
不
滅
に
輝
け
る
も
の
と
す
る
ゆ
え
ん
の
も
の
で
あ
る

と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

学
校
職

員
名
簿

首藤門徳門門 f!Ë.育門門

藤堅田永田回永野田田
美れ
智 平 民虎民ミ虎繁
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7f -門山 王 門 EU
野田路野田内野 l

繁民ヨ繁民三繁

蔵 j滋ネ j歳 J歳ウ j蔵

秋
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信
士
口

秋

川
ゾ
ノ
キ

大
正
五
年
度

P9 

凹

秋
川
信

士
口

秋
川

ソ
ノ
キ

大
正
六
年
度

F可

田

秋
川

信
士
口

秋
川
ソ
ノ
キ

大
正
七
年
度

P9 

回

秋

川

信
士
口

秋
川

ソ
ノ
キ

大
正
八
年
度

P9 

回

秋
川
信
士
口

秋
川
ソ
ノ
キ

大
正
九
年
度

F可

田

秋
川
信
士
口 民

蔵
民
蔵

民

蔵

民

蔵

民
蔵

民

蔵

大
正
十
年
度

秋
川

信
士
口

秋
川

ソ
ノ
キ

一

秋
川
一

一円
吉

一

渡
部
(
名
は
不
明

ニ

一
秋
川
ソ
ノ
キ

一

大
正
十
二
年
度

一
秋
川
信
吉

一

一相
原
時
郷

一

一
秋
川
ソ

ノ
キ

一

大
正
十
三
年
度

一
秋
川

信
吉

一

一
相

原
時
郷

一

一
秋
川

ソ
ノ
キ

一

一越
川
目
稜
明

一

大
正
十
四
年
度

一
秋

川

信
吉

一

一
相
原
時
郷

一

一
秋
川
ソ
ノ
キ

一

大
正
十
一
年
度
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昭
和
十
八
年
度

昭
和
十
七
年
度

児
玉
晴
光

杉
野
久
男

越
智
妙
子 芳

晴

高
橋
雅
邦

高
橋
康
五
郎

部井智 一 :Ii

空誇妙晴

売子子光

日召
手口

卜

辛
口ζ

梶波長今 越児

昭
和
五
年
度

昭
和
四
年
度

昭
和
三
年
度

昭
和
二
年
度

昭
和
元
年
度

高高鈴

雪橋木
孟雅福
郎宇1)

1115 
和
十
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木
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井
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邦
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戸
阻
ん
イ
シ
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玉
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高
崎
雅
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高
橋
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五
郎

山
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美
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津
モ
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ヱ

芳

高
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雅
邦
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五
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玉
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山
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津
モ
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越
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首
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相
原
時
郷

左
白
券
ト

1
f

月
ノ

秋
川
ソ
ノ

キ

秋
川
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二
店
内
寸
僧
像
再
往
(保
興
会
)
三
三

-

一二
日
川
西
谷
幼
児
学
級
開
設

一

一八
月
玄
関
通
路
テ
レ
ヒ
寄
贈

(似
興
会)

一八
月
運
動
場
拡
張
鉄
柵
完
成

一
二
月
北
校
品
目
、
セ
メ
ン
ト
瓦
に
葺
き
替
え

一
三
五

・

二
月
朝
礼
台
、
吊
リ
段
、
出
転
ン
|
ソ

l

設
置
(
振
興
会

)

一

四
月
南
校
舎
、
セ
メ
ン
ト
札
に
茸
き

H
川
口
え
七
月
禽
品
目
完
成
(
振
興
会
)

-

u
t
-
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7
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今
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定
例
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月
台
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一
郎
流
失

一五
月
給
食
(
豆
、
豆
油
ハ

l
ナ
取
付

一六
月
岩
石
園
完
成
八
月
講
堂
、
幼
児
苧
級
主
光
成

一
一
O
月
気
象
観
測
所
、
品
川
十
級
凶
光
成

H
n
U
 
E' 

日E 平日
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州
公
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校
卜
数
行
似
興
会
会
」
設

J
-

一

高
等
利
に
子
工
科
を
加
え
る

H 

校
合
改
築
H治
成
、

校

三
内
西
谷
尋
竹
一
山
高
等
小
字
校
と
校
名
改
称
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J 

-
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1
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山
T
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J
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三
月
仰
い
弘
二
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周
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念
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設
(仮
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学
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1
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月

10 
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一
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f

ふ
れ
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J
1

ケ
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・
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方
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西
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札
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撤
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水
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22 

三
内
村
立
三
内
西
日
八
日
小
学
校
、
と

校
名
改
称

リ
内
等
科
を
一
憐
ι
H

23 

P

T
A

設
立

二
山

・

エ
一日
バ
ピ
ア
ノ

谷
贈

(振
興
会
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月

伊
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パ
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で
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欠
b
v
f
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1
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h
H
a
b
f
f
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松
琴
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月
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寄
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興
会
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築
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寺
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屋
時
代
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H
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9

一
弘
主
完
成
(
似
興
会)
伊

，y

欽
ハ
ス
北
間
ま
で
延
長
開
通

3

山O
二
月
削
山
て
3

同
年
記
念
三
五
会
開
似
一O
月

し
、
1
j

，

I
ν
\

出
3

、

.
2
江

-
JF「
ミ
ド
K
I
t
-

‘，
、
r
‘

ん
山
川
れ
山
山
川
い

-
lぺ44#
F
A
ド
l

出
向
取
リ
付
八
月
内
了
校
林
研
究
指
定
校
と
な
る

ω
-

d

j
'
f

ノ
ゴ

{
つ
い
て
川
内
町
よ
り

京
杉

一
O
月
プ

1
ル
稀
求
式
泣
い
とl

ー
(一丸
山
口
五
)
川
明
一
釘
咋
山
内
州
都
問
川
町
民
読
む

r
b説
得
対) 一

4

ドト円
L
-げ
パ
川
一
磁
尚
一
一
併
設
山

=
一
片

各
教
京

、

テ
レ
ビ
ア
、
/
一
ア
ナ
線
引
き
込
み

一

町
一
一
二
二
四

H
A
U
U
U
M

…
ド
ル
ト
に
す
る
八
月
校
長
宅
、
宿
直
室
改

造

~

什
吋
t
j

-

山
、

ι
J
q

l

、
，

L

-，
M

}

川
υ

一
川
川
山
一
川
仰
げ
は
仏
大
山
幻
に

つ

い
て
川
一
内
町
よ
り
表

彰
、
m
P
T
A

よ
り
、
P
T
A
表
彰

一

U
U
J
H
L
l
u川
市
し
げ一

一リス
ナ)
j

パ
雌
附

造
成
完
了
(
振
興

会
)

V
1
7
I
7

杉
村
村
村
コ
ン
ク
ー
ル
人
選
問
山

・
一
二月
、
本
原
営
林
大
和
事
業
財
同一

L
j
d
f

、
:
〔

E
-

/
よ
か
」

l

づ
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川
u
f
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月
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コ
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f
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台
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L
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仏
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除
け
九
月
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州
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山
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優
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学
校
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受
賞

一

一
一月

- H
似
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併
成
式
、
一
必
動
場
拡
似
完
成
、
用
水
滑
化
槽
」
一見
山
町
，

一川一
-

J二
月

五

削M
川
長
漁
堀
完
成
"

連
動
会
開
催
井
町
町
九
字
校
側
議
伴
工
事
完
成

一

川
一
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校
沿
廿
山
r
i
叫
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謀

。

?
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コ
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第

二支乙

与主

寺
子
屋
時
代

等
を
期
し

個
人
の
立
身
出
世
を
目
ざ
し
合
理
主
義
、
主
知
主
義
の

教
育
を
提
唱
し

同
年
八
月
に
学
制
が
し
か
れ
た

れ

し
か
し
西
谷

地

区
に
学
校
が
設
け
ら
れ
た
の
は
明
治
八
年
頃
で
あ
る

。

明
治
以
前
の
教
育

即
ち
寺
子
屋
教
育
は
、
僅

か
に
庄
屋

組
頭
等
良
家
の
子
弟
が
、

て
読
み
書
き
算
盤
の
よ
う
な
も
の
を
学
ん
だ
に
す
き
る
い

。

神
官
僧
侶
等
の
も
と
に
通

つ

則
之
内
三
島
神
社
の
神
主
が
寺
子
屋
師
匠

で
あ
っ
た
。

井
内
善
城
寺
の
和
尚

机
等
を
並
べ
素
読

習
字

何
れ
も
自
宅
を
教
場
と
し
手
文
庫

算
盤
等
を
教
授
し
た
c

多
く
は
教
師
の
書
で

庭
訓
住
来

百
姓
往
来
を
与
、
え
たc

授
業
は
朝
の
八
時
ご
ろ
か
ら

午
後

束?の
崎元 三
の時
定頃
もま
なで
くグ〉

家間
庭で
よあ
り つ

て
、
先
生
の
ご
都
合
次
第
で
あ

っ
た
。

寺
T

屋
教
育
が
続
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

。

の
謝
儀
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

。

A
す
る

い
つ
の
世
も
子
弟
愛
の
美
わ
し
い
姿
が
時
間
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る

。

現
在
井
内
川

東
の
善
城
寺
に
は
寺
小
屋
時
代
の
師
匠
で
あ

っ

が
師
の
公
徳

た
和
尚
の
恩
一
徹
に
報
い
る
た
め
そ
の
当
時
の
教
、
ぇ
子
た
ち後

世
に
ず 名

そ
れ
ま
で
は

第

一立
早
学
校
創
成
期

を
偲
ん
で
誓
城
寺
裏
山
へ
石
碑
を
設
立
し

殻
則
小
学
校

弟
愛
の
姿
を
残
し
て
い
る

。

口
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明
治
四
年
に
文
部
省
が
設
置
さ
れ
翌
五
年

年
頃

現
在
和
田
丸
公
民
館
の
位
置
に
設
け
ら
れ
た
ら
し

に
は
新
政
府

第
一
期
明
治
以
後

の
方
針
と
し
て
四
民
の
平
等
と
男
女
の
教
育
の
機
会
均

ぃ
。

同
一
九
年
川
上
共
立
小
学
校
と
な
っ

た
。

明
治
八



公
民
館
が
建
つ
前
ま
で
は
、
学
校
の
塀
に
し
て
い
た
ら
し
い
キ
コ

ク
の
木
め
垣
恨
が
あ
り
、
公
民
館
建
設
の
時
地
な
ら
し
し
て
い
た
際

学
校
で
使
用
し
て
い
た
ら
し
い
算
盤
の
球
が
出
て
き
た
と
言
う
こ
と

で
あ
る
。

当
時
学
制
が
強
く
要
求
し
て
い
る
国
民
皆
学
を
目
標
と
し
た
就
学

向
上
も
、
村
人
の
学
校
の
よ
さ
が
わ
か
ら
ず
労
働
力
を
失
う
こ
と
や

学
校
維
持
の
た
め
の
賦
金
と
授
業
料
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
就

学
児
は
大
変
少
な
か
っ
た
と

百
わ
れ
て
い
る
。

琢
則
小
学
校
は
明
治
一
八

殻則小学校跡(和田丸公民館)

年
ま
で
続
き
、
同
一
九
年
学

校
令
が
出
て
教
育
が
地
方
管

理
と
な
っ
た
際
、
校
名
を
改

称
し
川
上
共
立
小
学
校
と
な

っ
た
。

2 

川
上
共
立
小
学
校

明
治

一
九
年
珠
則
小
学
校

を
改
称
し
て
川
上
共
立
小
学

校
、
と
な
る。

本
校
は
南
昌
寺

令
で
は
地
方
財
政
お
よ
び
国
民
経
済
の
困
窮
し
た
当
時
の
実
情
か
ら

や
む
を
え
ず
授
業
料
徴
収
制
の
採
用
や
小
学
校
簡
易
料
制
度
の
設
定

な
ど
過
渡
的
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

簡
易
小
学
校
も
明
治
二
三
年
五
月
東
谷
簡
易
小
学
校
と
西
谷
簡
易

小
学
校
を
合
併

保
免
の
現
在
佐
々
木
喜
十
郎
氏
宅
南
隣
の
田
に
あ

っ
た
貢
米
蔵
の
跡
へ
新
設
し
た
。

4 

吉
内
小
学
校

明
治
八
年
頃

井
内
宮
川
橋
の
下
手
に
設
け
ら
れ
た
。
飯
塚
亮
助

と
い
う
漢
字
に
す
く
れ
た
教
師
が
い

、
一
。

ナ
ム

吉内小学校跡(現川西宮川橋下 )

明
治
八
年
文
部
省
が

各
府
県
に

指
示
し
て
公
私
立
小
学
校
一
覧
表
を

提
出
さ
せ
た

。

そ
れ
が
文
部
省
第

年
報
に
収
録
さ
れ
て
い
る

。

こ
の
年

報
に
載
っ
た

「

愛
媛
県
公
立
小
学
校

表
」
は
愛
媛
県
が
同
七
年
二
一
月
に

文
部
省
に
届
け
出
た
「
学
校
名
称
表
」

で
あ
る
。

そ
の
中
に
下
浮
穴
郡
井
内

村
吉
内
小
学
校
の
名
が
出
て
い
る

。

そ
れ
に
よ
る
と
設
立
年
は
明
治

に
お
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
約
一
年
余
り
で
閉
校
と
な
っ
た
。
そ
σ〉

た
め
明
治
二

O
年
四
月
に
川
上
共
立
小
学
校
よ
り
分
離
西
谷
簡
易
小

学
校
と
る
る
。

こ
の
当
時
学
校
令
が
出
て
教
育
が
地
方
管
理
と
な
り

、

学
校
維
持

の
費
用
が
か
さ
む
た
め
一
村
で
は
そ
の
費
用
が
ま
か
な
い
き
れ
な
い

下
し
ー
、J
。

φ
4
-
d宅
た
め
何
カ
村
か
が
共
立
と
し
て
費
用
の
負
担
を
軽
く
し
た
と
考
、
手

」
り

西
谷
簡
易
小
学
校

明
治
二
O
年
四
月
川
上
小
学
校
よ
り
分
離
し
て
改
称
し
た。
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分
離
改
称
し
た
際
校
舎
も
も
と
の
和
田
丸
よ
り
保
免
の
現
三
内

森
林
組
合
の
上
の
回
に
あ
っ
た
貢
米
蔵

活
に
移
転
し
て
い
る
。

定
簡
易
小
学
校
は
明
治
一
九
年
四
月
九

守

沼
恒

川相
日
小
学
校
令
に
よ
り
、
す
べ
て
の
学
校

山
森
;

~内
経
費
は
区
町
村
費
で
支
弁
す
る
よ
う
に

叩
一
一
一

一町
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
尋
常小
学
校
は

同
品交ぶ

'
授
業
料
を
徴
収
し
、
小
学
校
の
経
費
は

湯
授
業
料
に
よ

っ
て
支
弁
す
る
こ
と
を
原

h
'
島
則
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
小
学
校

女
子
二
一
名
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

八
年
で
新
築
と
な
っ
て
お
り
、
教
師
は
一
名
生
徒
数
は
男
子
六
七
名

こ
の
当
時
小
学
校
に
お
け
る

い
か
に
し
て
学
令
児
童
を
就
学
さ
せ
る
か
に
あ
っ

最
大
の
悩
み
は学

級
は
初
等

就
学
率
は
男
子
約
七
割
女
子
に
至
つ
て
は
三
割
足
ら
ず

初
等
中

た
と
い
、
つ
。

で
あ
っ
た
。

級

卒t 中
り等

等
は
六
級
に
初
ま
り

高
等
の
三
科
に
分
ち

高
等
は
四
級
に
初
ま
り
一
級
に

進
級
さ
せ い
ず
れ
も
試
験
の
上
平
均
点
六
点
以
上
の
者
を
及
第
と
し
て

そ
し
て
半
年
進

卒
る

。

級
十
六
学
級
で
あ
る

。

以
下
は
落
第
と
し
て
原
級
に
止
め
る

。

従
っ
て
全
科
を
卒
業
す
る
に
は
八
ヶ
年
か
か

123 一

、

a
R
ノ

E，
-
。

カ

d

ナ
人

る
。

大
方
は
初
等
科
で
退
校
し
中
等
以
上
へ
進
む
者
が
極
め
て
少
な

華~
4 草
.&-. ~ ，~ 

ず~
挽!l

"'& .1 
内 f

l.n~ち ?
ポ乙与
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寒
泉
小
学
校

問
誌
で
は
明
治
一
四
年
四
月
土
口
内
小
学
校
を
改
称
し
神
職
の
家
(
現

吉
井
神
社
々
務
所

)
に
移
る
と
あ

ふ吹耐『て宇L叫 す宅揖.. 、〉・

寒泉小学校跡 (王見吉井神社々務所)

定
で
な
か
っ

た
。

る
か
、
東
岩
士
口
氏
の

一編
入
之
証
書

(
前4

ペ
ー
ジ
写
真
)
を
み
る
と

同

一
五
年
四
月
よ
り
吉
内
小
学
校

を
改
称
し
寒
泉

小
学
校
と
な
っ
た

と
考
、
手
わ
れ
る。

当
時
小
学
校
の
経
資
は
全
て
授

業
料
に
よ

っ

て
支
弁
さ
れ
て
い
た

。

授
業
料
は
、
月
額

三
銭

五
銭

八
銭

一
五
銭
と
な

っ

て
お
り

て
い
た

。

(高
須
賀
富
太
郎
氏
口
述

役
場
よ
り
収
入
役
が
月
に

回
巡
回
し

て
徴
収
し

6 

川
上
小
学
校
第
二
分
校

明
治
一
九
年
来
泉
小
学
校
を
改
称
し

川
上
小
学
校
第
二
分
校
と

川
西
蔵
元
の
天
向
に
あ

ヮ

た
貢
米
蔵

(現
井
内
公
民
館

)

民
家
東

な
っ

て
、

を
使
用
し
て
い
た
が

同
年
九
月
大
暴
風
の
た
め
倒
壊
し

の
米
蔵
へ

弥
三
郎
氏
宅
(
現
川
東
遅
越
の
東
春
見
氏
宅
の
上
の
田
)

通
学
区

こ
の
当
時
は
先
述
の
通
リ
、

免
)
と
天
向
尋
常
小
学
校

る
児
童
は
西
谷
簡
易
小

学
校
へ
は

、

に
東
谷
地
区
の

一
部
の
児
童
が
通
学
し

田
谷
地
区

川
西
地
反

服
装

西
谷
地
区
に
は
西
谷
簡
易
小
学
校
(
保

(川
西

)
の
二
つ
あ
り

こ
こ
へ
通
学
す

和
田
丸
地
区
、
保
免
地
区
そ
れ

天
向
尋
常

小
学
校
へ
は
惣

川
東
地
区
の
児
童
が
通
学
し
て
い
た

。

こ
の
期
の
学
童
の
服
装
は
男
女
と
も
和
服
で

つ
つ
袖
の
四

つ
身

を
着
用
し
て
い
た

。

現
在
の
よ
う
な
洋
服
で
な
く
下
ば
き
を
着
用
し

初等 2 級の卒業証書

タ
タ
つ
3
-
o

z
f

ナ
J

本
校
は
南
昌
寺
に
お
か
れ
て
い
た
が
約

一
年
余
り
で
閉
校

と
な

っ
た

。

そ
の
た
め
明
治
二

O
年
四
月
に
川
上

小
学
校
第
二
分
校

を
改

天 7 称、
向 t し
尋 天
常 向
小 尋
学 常
校 小

学
校
と
な
る

7 
明
治
二
O
年
四
月
川
上
小
学
校
第
二
分
校
を
独
立
改
称
し
天
向
尋

常
小
学
校
と
な
る

。

明
治
二
O
年
凹
月
学
制
改
正
に

よ
り
小
学
校
を
尋
常

古同
些
一
寸
の

各
村
に
は
尋
常
小
学

校
に
分
ち

124 

校
を
置
き
、

高
等
小
学
校
は
都
中

町I

下
浮
穴
伊
予
両
都
と
し

て

一
一
校
を置
く
こ

と

に
主

っ

た
。

ま

た

改
正
に
よ
り
尋
常
高
等

北
二
学
年
を
初
め
と
し
て

四
ヶ

年

で

卒
業
す
る

よ
う
に

改
め
ら

れ
最

初
尋
常
利

一
学
年
は
初
等
五

・

六

級
を
併
合
し
同
二
学
年
は
三

・

四
級
を
併
合

の
如
く
改
め
た

。

そ
の
後
高
等
科
へ
進
学
し
た
く
て
も
郡
中
町
ま
で
は
、
余
リ
に
遠

方
不
便
で
あ
る
の
で
、

一
ヶ
年
程
度
の
温
習
科
(
補
習
科
)
を
設
置
し
たc

て
い
な
か
っ
た

。

そ
の
た
め
活
動
的
で
な
く
体
育
の
と
き
は
現
在
の

よ
う
に
鉄
棒
と
か
と
び
箱
な
ど
の
よ
う
な
運
動
は
で
き
ず
た
だ
手足

を
動
か
す
程
度
の
も
の
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る

。

ま
た

こ

の
ご
ろ
は
反
物
も
自
家
製
で
糸
を
つ
む
き
は
た
を
お
り
仕

立
て
る
も
の
が
多
く
現
在
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
堅
ろ
う
な
そ
め
、

じ
よ
う
ぶ
な
布
が
作
ら
れ
て
い
た

。

着
物
は
夏
と
冬
と
の
区
別
が
あ

リ
、
夏
は
単
衣
も
の
を
着
用
し

冬
は
綿
入
れ
は
ん
て
ん
や
マ
ン
ト

を
着
用
し
て
登
校
し
て
い
た

。

第
三
章

尋
常
小
学
校
期

125 

(
明
治
二
三
年
1

三
八
年
)

明
治
二
一
年
四
月
二
五
日

「

市
制
」
「

町
村
制
」
が
公
布
さ
れ
、

I也

方
自
治
制
度
が
体
系
化
さ
れ
た

。

こ
れ
に
よ
り

村
も
統
合
さ
れ

大

き
く
な
リ
、
法
律
上
一
他
人
と
同
じ
く
権

利
義
務
を
生
じ
、

条
例
制

定
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
村
会
は
村
の
最
高
議
決
機
関
、村
長
は

そ
の
執
行
機
関
と
し
て
規
定
さ
れ
た

。

そ
の
反
面

、
村
は
郡
や
県
に

管
理
さ
れ
る

官
治
制
が
確
立
さ
れ
て
き
た

。

小
学
校
の
設
置
は
県
知

事
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
ま
で
の

小
学
校
令
で
は
町



村
制
の
趣
旨
に
も
矛
盾
す
る
し
、

不
適
合
な
所
も
で
て
き
た

。

公
立
小
学
校
は
市
町
村

「
公
共
の
経
済
に
属
す
べ
き
共
有
物
日
と

し
て
規
定
さ
れ
、
小
学
校
の
設
置
主
体
で
あ
り
、
管
理
権
を
持
つ
と

い
う
原
則
が
確
立
さ
れ
た

。

こ

の
訓
令
に
よ
っ
て
県
で
も
同

二
三
年

三
月
二
六
日

「
市
立
・

町
村
立
小
学
校
ノ
校
数
位
置
及
其
極
別
口
を

定
め
た

。

J'lrJ 
ち

下
浮
穴
郡

三
内
村
立

則
之
内
尋
常
小
学
校

11 

井

内
尋
常
小
学
校

11 

11 

11 

の
誕
生
と
な
っ
た
。

そ
の
当
時

の
校
数
や
位
置
の
標
準
は
、
児
童
の

通
学
路
程
は
約
一
里
(
約
四
粁
)
を
も
っ
て
通
学
区
域
と
し

日

々

出
席
児
童
の
平
均
数
三
O
l
-
-

0
0
0

人
で
一
校
を
設
置
す
る

。

と
な
っ
て
い
た
。
校

名
に
つ
い
て
は

「
学
校
ノ
名
称
ハ
差
支
ナ
キ
限

ノ、

可
成
学
校
所
在
ノ

地
名
ヲ
取
ル
ヲ
可
ト
ス

U
と
指
示
さ
れ
て

、
、

-
o

suv
J
r. 

村
長
は
、
小
学
校
設
置
の
義
務
、
校
舎
校
地

・
小
学
校
教
員
の
俸

給
旅
費

・

其
他
諸
費
の
負
担
義
務

・
就
学
督
促
等
の
義
務
が
生
じ
た

か
、
教
育
め
実
質
を
支
配
す
る
。
教
育
目
的
の
設
定

・

教
員
資
質
の

決
定

・
教
育
内
容
の
取
り
扱
い
な
ど
の
権
限
は
な
く
、
中
央
集
権
的

教
育
行
政
組
織
の
末
端
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

井内尋常小学校跡
(井内申 1900番t也、現在高須賀操氏宅)

憲
君
主
国
と
し
て
の
基
が
礎
か
れ
、

大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布

(
明治
二
十
二
年
二
月
一

日

で
立

と
な
る
教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ

一
O
月
七
日

同
一
O
月
二
三
日
教
育
の
基
本も

出

「

小
学
校
令
」

て
、
現
在
の
学
校
と
し
て
の
形
に
ま
と
ま

ろ
う

と
す
る
時
期
を
迎
え

る
事
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
に
な
っ
て

村
人
の
生
活
も
少
し
は
よ
く
な

る
方
向
に
む
い
た
こ

と

認
識
さ
れ

よ
う
や
く
教
育
の
必
要
性
が

の
終
始
も
、

就
学
督
促
等
に
よ
っ
て
教
育
の
義
務
制
が

地
に
つ
い
て
き
た
。
学
年

九
月
一
日
に
始
ま
り
七
月
=
二
日
に
終
わ

っ

て
い
た
も

の
を
、
会
計
年
度
に
合
わ
せ
、
四
月

一
日
に
始
ま
り
三
月
=
二
日
に

126 

井
内
尋
常
小
学
校

終
わ
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
尋
常

小
学
校
は
出
発
し
た
。

甲

九
O
O
番
地
、

現
在
井
内
公
民
館
の
所
に
あ
っ
た
天
向
尋
常
小
学
校
よ
り

井
内

現
在
高
須
賀
操
氏

宅
と
そ
の
隣

の
回

へ
新
築

移
転
し
改
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

。

木
造
瓦
茸
平
屋
で

一
・

二
年
で

一
学
級
、
三

・

四
年
で

一
学
級

の
二
学
級
あ
っ
た
。

全
校
で
四

・

五
O
人
で
あ
っ
た

。

部
屋
に
区
切
ら
れ
、

校
舎
は

二

壁
に
黒
板
を
立
て
か
け
、
二
人
用
の
机
、
腰
掛

け
を
使
っ
て
勉
強
し
た

。

東
側
に
は
廊
下
が
あ
り

窓
も
中
窓
で
小
さ
く

教
室
内
は
暗
か

っ

た
。

玄
関
の

つ
い
て
い
た
。

井内尋常小学校平面略図

段
の
石
段
が
あ
っ
て
い
き
さ
し
て

い
た

。

尋
常
高
等
小
学
校
(
明
治
三

九
年
)
に
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

。

こ
の
棟
は
後
に

三
内
第

運
動
場
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

体
操
は
手
を
あ
げ
た
り
さ
げ
た

中
央
に
玄
関
が

前
に
は
道
路
か
ら

上

る
石
段
が
あ
っ
た
。

現
在
も
そ
の
石
積
み

の
跡
が
残
っ
て
い
る

。

別
棟
で

裁
縫
室

校庭の上り 口石段跡

校
長
先
生
の
居
間
、

炊
事
場
の
あ
っ
た
、

木
造
平
屋
瓦
茸
の
家

が
あ
り

現
在
回
に

127 -

な

っ
て
い
る

。
(
上
の

写
真
の
電
柱
の
む
、
」

う
の
回
)
こ
こ
は
校

合
よ
り
一
段
高
く
な

っ

て
お
り
、

二
・

三

っ
し
に
唱
歌
を
教
え
た
。

り
す
る

簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
音
楽
は

先
生
が
手
風
琴
を
ひ
き
口
う
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則
之
内
尋
常
小
学
校

西
川
八
口
簡
易
小
学
校(現
在
保
免
の
森
林
組
合
上
め
回
に
あ
勺
た
。

)

と
東
谷
簡
易
小
学
校
の
両
校
を
合
わ
せ
、
則
之
内
(
現
在
佐
々
木
氏
宅

間

回σ〉南宅氏木々佐

佐
々
木
氏
宅
付
近
の
略
図

固
に
は
ら
ん
ぐ
い
が
は
り
め
く
ら
さ
れ

は
別
棟
で
運
動
場
の
西

北
の
す
み
に
建
て
ら
れ
て
い
た

。

校
地
の
周

尖
端
を
丸
く
と
が
=
り
し
た

丸
太
の
柱
に
抜
き
を
通
し
、
板
を
う
ち
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た

。

校

庭
の
入
り
口
は
北
側
に
あ
リ
、

そ
の
側
に
松
の
木
が
植
え
て
あ
っ
た

。

て
残
っ
て
い
る
も
の
は

現
在
佐
々
木
氏
宅
に
あ
る
松
の
木
が
そ
れ
で
あ
り
、
思
い
出
と
な

っ

先
生
は
三
人
で

上
野
こ
う
せ
い
校
長

そ
の
松
の
木
だ
け
で
あ
る
と
い
う

。

一
色
道
章
校
長
先
生
が

歴
任
さ
れ
た

。

玄
関
の
所
に
版
木
が
つ
る
さ
れ
て
お
り

ら
せ
た
。

教
育
勅
語
・
御
真
影
の

下
賜

そ
の
版
木
で
校
時
を
知

教
育
の
制
度
が
確
立
し
、
義
務
教
育
が
普
及
し
て
く
る
に

し
た
が

ぃ
、
国
民
教
育
の
根
本
精
神
を
ど
の
よ
う
に

教
育
の
中
に
お
り
こ
む

た
。
そ
こ
で
徳
育
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
、

か
、
が
問
題
と
な
り

、

色
々

な
主
張
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

明
治
二
三
年
一
O
月
三
O

日

「

教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語

U
を
発
布
し
た

。

育
の
根
本
精
神
が
確
立
し
、
国
民
教
育
お
よ
び
国
民
道
徳
の
基
本
と

そ
れ
以
後
わ
が
国

の
教

さ
れ
、
国
家
の
精
神
的
な
支
柱
と
し
て

重
大
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

南
の
田
)
の
貢
米
蔵

を
改
造
し
て
建
て
ら

佐々木氏宅にある松の木

れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

校

舎
は
木
造
平
屋
瓦
茸

の
一
棟
で

西
向
き

に
建
て
ら
れ
、
板
の

し
き

り
で
四
教

室
に

分
け
ら
れ

、
幕
を
は

128 -

っ

て
い
た
。

机
は
二
人
用
で
、
腰

掛
け
も
二
人
用
だ
が
も
た
れ
の

な
い
も
の
で
あ
っ
た

。

西
側
に
は

廊
下
が
あ
リ

中
央
に
玄
関
が
あ

っ
た
。
窓
は
お
し
あ
げ
戸
が
つ
い

て
い
た
。

瓦
は
大
層
立
派
な
も
の

で
あ
り

七
通
り
を
用
い
て
い
た
。

現
在
井
内
公
民
館
の
前
の
倉
庫
の

屋
根
の
瓦
が
そ
れ
で
あ
る
。
便
所

に
な
っ
た
。
「

教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
口
が
各
小
学
校
に
下
賜
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
同
二
四
年
二
一
月
二
五
日
、
井
内
・
則
之
内
両

小
学
校

に
謄
本
い
か
拝
戴
さ
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
一月
六
日

「
公
私
立
学
校
勅

語
棒
読
式
ノ
件
」

の
県
布
達
に
よ

っ
て
、
三
大
節
に
捧
読
さ
れ
る
よ

つ
に
な
っ

た
。

そ
れ
に
前
後
し
て
、

明
治
天
皇

・

皇
后
の
御
真
影
が
下
賜
さ
れ
て

い
る
が
両
校
と
も
そ

の
記
録
は
の
こ
っ
て
い
な
い
。

同
二
八
年
二
月

九
日

「

御
真
影
並
勅
語
謄
本
取
扱
規
程
」
が
定
め
ら
れ

御
真
影
は

額
面
と
し
て
堅
固
な
白
木
の
植
に
納
め
、
勅
語
謄
本
も
白
木
の
績
に
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納
め
る
こ
と
、
御
真
影
な

ら
び
に
勅
語
謄
本
の
泰
置
場
は
校
内
清
浄

な
場
所
を
選
ん
で
一
区
画
を
な
し

必
ず
鎖
鎗
を
設
け
る
こ
と

御
真

影
な
ら
び
に
勅
語
謄
本
は
市

町
村
長
・

町
村
学
校
組
合
長
と
学
校
長

首
席
数
買
が
連
帯
し
て
奉
守
の
責
に
任
ず
る
。

両
者
は
鍵
を
管
守

し
、
奉
置
場
の
開

閉

に
立
合
い
、
時
々
奉
置
場
を
点

検
し
、

汚
損
の

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と

。

御
真
影
は
校
内
儀
式
場
の
ほ
か
に
奉

掲
し
て
は
な
ら
な
い

。

御
真
影
を
奉
掲
す
る
に
は
尊
厳

と
敬
意
を
失

わ
な
い
よ
う
に
し
、

虚
飾
に
わ
た
る
が
ご
と
き
華
美
の
装
置
を
し
て

は
な
ら
な
い

。

御
真
影
を
奉
安
す

る
に
は
、
高
さ
四
尺
五
寸
以
上
の

白
木
の
台
を
用
い
る

。

幕
は
白
か
紫
と
す
る
。
御
真
影
の
奉
納
お
よ



び
奉
掲
の
装
置
は
学
校
長
か
首
席
教
員
が
行
な
う。

な
ど
が
定
め
ら

L
f

、
:

。

+
a
q
M1
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寸
人

な
を
こ
の
規
程
は
同
三
八
年
五
月
三
O
B

廃
止
さ
れ
、

「

御
真
影
並
ニ
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
勝
本
奉
守
規
程
」
が
定
め
ら
れ
た

が
、
そ
の
内
容
に
は
変

化
が
な
か

っ
た
。

儀
式
の
き
ま
り

明
治
六
年
一
O
月

紀
元
節
・

天
長
節
・
神
嘗
祭
・
新
嘗
祭
な
ど

の
祝
祭
自
の
設
定
が
あ
っ
た
が

同
二
一
年
二
月
三
日
文
部
省
よ
り

天
長
節
と
紀
元
節
に
つ
い
て

学
校
で
祝
賀
式
を
あ
げ
る
よ
う
内
命
さ

れ
、
同
年
六
月
五
日
の
県
布
達
で
職
員
生
徒
を
集

め
て
祝
賀
式
を
す

る
よ
う
指
示
さ
れ
た

。

同
二
三
年
一
O
月
二
九
日
間
節
に
新
年
を
加
え

「
三
大
節
学
校
祝
賀
式
ヲ
定
ム
ル
ノ
件
」

が
通
達
さ
れ

式
場
準
備

や
式
典
順
序
ま
で
決
め
ら
れ
た

。

つ
い
で
文
部
省
か
ら
同
二
四
年
六

月
一
七
日
に
「
小
学
校
祝
日
大
祭
日
儀
式
規
程
」

が
発
布
さ
れ
、
紀

元
節
・

天
長
節
・
元
始
祭

・

神
嘗
祭

・

新
嘗
祭
の
儀
式
内
容
が
明
ら

か
に
さ
れ
、

元
日
一・
孝
明
天
皇
祭

・

春
季
皇
霊
祭

・

神
武
天
皇
祭

・

秋
季
皇
霊
祭
も
一
部
を
省
い
て
儀
式
を
行
な
い

。

式
典
に
は
学
校
長

教
員
・
生
徒
の
ほ
か

村
長

・

学
事
関
係
者

・

父
母
等
も
な
る
べ
く

列
席
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

二
五
年
三
月
一
八
日
に

「
小
学
校

な
っ
た

。

そ
れ
と
と
も
に
重
要
な
儀
式
で
あ
る
入
学
式
に
つ
い
て
同二九
年

七
月

一
五
日
「
小
学
校
入
学
式
規
程
」

か
県
布
達
で
定
め
ら
れ
た

。

そ
れ
に
は
目
的
・
式
場
の
準
備

・

配
列
を
示
し

式
の
順
序
は

君
ケ
代
唱
歌

。

二
、
勅
語
奉
読

。

三
、
勅
語
奉
答

。

四
、
校
長
式
辞

(
教
育
-
一
関
ス
ル
勅
語
ニ
基
キ
入
学
児
童
ノ
心
得
ベ
キ
要
点
ヲ
諭

告

シ
、
又
ハ
児
童
父
兄
ノ
注
意
ス
ベ
キ
筒
条
ヲ
諭
示
、
ン
、
小
山
一
ハ
教
育
ノ

切
要
ナ
ル
所
以
ヲ
詳
説)
五
、
唱
歌

。

と
定
め
ら
れ
た

。

そ
こ
で
式

場
内
に
国
旗
を
掲
げ
各
学
校
そ
の
式
順
序
に
よ

っ

て
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

運
動
会
・
遠
足
・
修
学
旅
行

こ
の
期
は
、
運
動
会
、
遠
足
、
修
学
旅
行
等
が
同
じ
よ
う
な
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

。

つ
ま
り
遠
足
の
、
」
と
を
運
動
会

と
も
言
っ
て
い
る

。

塩
ケ
森
へ
行
っ
た
り
、三
津
浜
ま
で
歩
い
て
い

っ
た
り

汽
車
を
見
に
行
っ
た
り
、
松
山
市
の
中
の
川

の

一
色
先
生

の
家
に
行
っ

て
、
泊
っ

て
帰
っ

た
り
し
て
い
る

。

そ
れ
等
を

古
老
は

「
運
動
会
で

、

松
山
へ
汽
車
を
見
に
遠
足
し
たJ
と
語
る

。

全
校
児
童
で

ゅ
う
ぎ
や

綱
引
き
や

か
け
っ

こ
な
ど
し
た

と
も
あ
る
ら
し
い
が
、
井
内
尋
常
小
学
校
は
、
広
い
場
所
い
か
な
い
た

祝
日
大
祭
日
儀
式
施
行
一一
関
ス
ル
準
備
及
順
序
」
が
県

布
達
で
定
め

ら
れ
同
年
四
月
一
日
よ
り
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

式
場
は
全
校
の
児
童
が
一
年
生
を
前
列
に
二
年

・

三
年
と
並
び

員
は
児
童
の
列
の
両
側
に
並
び

校
長
と
首
席
教
員
は

一
年
生
の
三
歩
前
の
右
方
に
す
わ
り
、
他
の
教

村
長
・
学
事
関
係
者
は

一
年
生
の

三
歩
前
左
方
に
す
わ
っ
た

。

を
奉
安
し

式
場
の
正
面
は
一
段
高
く
し

御
真
影

式
次
第
は

か
た
わ
ら
に
教
育
勅
語
の
謄
本
を
置
い
た
。

一
、
学
校
長
最
敬
礼

二
、
教
員

・

参
列
員
・
児
童
一
同
最
敬
礼
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四
、
学
校
長
教
育
勅
語
奉
読

三
、
全
員
に
よ
る
両
陛
下
の
万
才
奉
唱

五
、
学
校
長

聖
意
の
諭
告

六
、
校
長

・

教
員

・

児
童
の
唱
歌

の
順
序
が
定
め
ら
れ
た

。

っ
た
が
学
校
で
は
全
て
の
祝
日

・

大
祭
日
に
式
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

同
二
六
年
五
月
五
日
に

式
典
の
回
数
が
多
過
ぎ
た
の
で

他
は

儀
式
は
紀
元
節

・

天
長
節

・

元
日

一に
行
な
う

文
部
省
か
ら

と
な

っ

た
の
で
、
三
大
節
だ
け
式
を
行
な
う
よ
う
に

学
校
の
任
意

、

め
、
則
之
内
尋
常
小
学
校

ま
で
出
向
き
、
合
同
で
運

動
会
を
し
た

。

ま
た
、
和

田
丸
に
あ
る
回

(山
本
茂

氏
の
田

で
、
稲
苅
リ
後

を
利
用
し
て
運
動
会
を
し

た
の
を
覚
え
て
い
る

。

の
古
老
の
話
し
で
あ
っ
た
。

勿
論
内
容
は

服
装
も
以

前
と
変
わ
っ

て
お
ら
ず

袴
を
は
い
た
ま
ま
走っ
た

り
、
簡
単
な
ゅ
う
ぎ

尚
子
士
宮
ふ
一

A

と

1 31 一

回の氏本山たー
し

をふ
一
品

動
対
運

紅
白
の
た
ま
入
れ
等
で
あ
っ
た
と
い
う

。

学
校
や
部
落
等
で
簡
単
な
も
の
が
行
わ
れ
年
間
に
度
々
催
き
れ

た
よ
う
だ

。

義
務
教
育
へ
の
理
解
と
関
心
を
持
た
せ
、
出
席
率
を
高

め
る
意
味
が
あ
っ

た
。

ま
た
社
会
教
育
も
含
ま
れ
、
学
芸
会
で
人
集

ま
た
福
引
き
な
ど
を

め
を
し
た
後
、
成
人
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る

。

毛
筆
習
字
、
暗
算

し
て
人
集
め
を
し
た
時
も
あ
っ

た
。

内
容
は
、
読
本
の
暗
唱
や
朗
読

そ
ろ
ば
ん

お
話
し

の
ぞ
き
の
物
ま
ね
な
ど



が
主
な
内
容
で
あ
っ
た
。
唱
歌
や
お
ど
り
も
あ
っ
た

。

簡
単
な
劇
も

あ
っ
た

。

で
も

マ
イ
ク
や
プ
レ
ヤ
l

等
は
な
か

っ
た
。

文
盲
に
近
い
父
母
た
ち
も
か
な
り
い
た
た
め
、

む
づ
か
し
い
字
を

読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
.
暗
算
し
た
り
す
る
我
い
か
子
を
見
て
、
子
供

の
将
来
を
期
待
し
、
一
仮
を
流
し
て
よ
ろ
こ
ん
だ

。

修
業
謹
書

賞
状

修
業
謹
書
は

一
枚
の
大
き
な
も

の
で

現
在
の
も
の
よ
り

重
み
を

感
じ
る
。
写
真
に
見
る
よ
う
に
、
平
民
と
書
か
れ
て
い
た
り
、

日
付

け
が
、

五
月
二
四
日
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
現
在
と
ち
が
う
の
が

お
も

し
ろ
い

。
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の
せ
ま
っ

た
せ
ま
い
場
所
で
は
あ
っ
た
が
、
前
に
四
粁
、
奥
に
四
粁

と
い
、
っ
、小
学
校
設
置
基
準
の
通
学
距
離
四
粁
以
内
が
望
ま
し
い

。

に
も
合
致
す
る
事
か
ら
現
在
地
に
決
定
し
た

c

そ
こ
で
明
治
三
九
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
、
約
三
反
六
畝
の
田
を

買
収
し
、
学
校
用
地
を
確
保
し
て
新
校
舎
建
築
に
備
、
え
た

。

第
四
章
尋
常
高
等
小
学
校
期

(明
治
三
九
年
l

昭
和

一
五
年

明
治
二
三
年
の
小
学
校
令
に
よ
っ
て
学
校
教
育
の
基
礎
を
固
め
た

が
、
同
三
三
年
こ
れ
を
改
正
し
て
さ
ら
に
繋

備
し
た

。

す
な
わ
ち
、

二
年
制
の
高
等
小
学
校
を
な

四
か
年
の
義
務
教
育
制
度
を
確
立
し
、

る
べ
く
尋
常
小
学
校
に
併
置
す
る
よ
う
奨
励
し
、
六
年
制
義
務
教
育

へ
の
笑
現
に
そ
な
え
強
力
な
行
政
指
導
が
行
な
わ
れ
た

。

ま
た
尋
常

科
の
授
業
料
を
大
正
六
年
に
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
教
科
書
の
固
定

制
度
を
確
立
し
た

。

明
治
四

O
年
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ

多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
六

年
の
義
務
教
育
と
な
り
、
従
来
の
四
年
が
二
年
延
長
さ
れ
た

の
で
あ

賞
状
で
は
、
勉
学
の
優
秀
な
も
の
に
は

「

学
業
篤
志
」
を
送
っ
て

い
る
。

行
い
の
良
い
者
に
は
「
平
素
品
行
善
良
」
「
品
行
方
正
」
等
を

与
え
て
い
る
。

無
欠
席
の
場
合
い
は
「
皆
勤
」
三
日
以
内
の
欠
席
者

に
は

「

精
勤
」
の
賞
を
与
、
ぇ
、そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
渡
し
て
い
る

。

出

席
の
督
励
と
出
席
率
を
高
め
る
事
は

こ
の
時
代
の
大
き
な
仕
事
で

あ
り
、

出
席
率
の
高
い
学
校
は
旗
を
も
ら

っ
た
時
代
な
の
で
、
区
長

以
下
教
師
も
懸
命
の
努
力
を
し
た
も
の
で
あ
る

。

小
学
校
の
統
合

小
学
校
令
の
変
革
、
児
童
数
の
増
加
、
教
育
環
境
の
充
実
、
安
固
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寺
に
仮
設
さ
れ
て
い
た
高
等
小
学
校
を
、
尋
常
高
等

小
学
校
と
す
る

等
々
の
理
由
か
ら
、
則
之
内
尋
常
小
学
校
は
東
谷
と
西
谷
に
二
分
さ

れ
、
保
免
、
和
田
丸
は
井
内
尋
常
小
学
校
と
合
併
し
、
三
内
第
二
尋

常
高
等
小
学
校
が
建
築
さ
れ
る
事
に
な

っ

た
。

(
当
時
、
則
之
内
で
は

書

あ
る
が
宿
野
か
ら
上
は
、
井
内
尋
常
小
学
校
へ
通
っ
て
い
た
。
)

証業

そ
の
時
、
学
校
建
築
の
位
置
が
問
題
と
な
っ
た
。

保
免
・
和
田
丸

{号i

は
、
土
地
の
広
い
和
田
丸
へ
建
築
を
希
望
し

上
の
方
で
は
蔵
元
を

主
張
し
て
互
に
ゆ
ず
ら
な
か
っ

た
。

そ
こ
で
、
三
島
か
ら
川

東
ま
で

測
っ
て
そ
の
中
央
に
し
よ
う

。

と
決
め
て
距
離
を
測
っ
た
。

す
る
と

そ
の
真
中
が
惣
田
谷
の
宿
野
で
あ
っ
た
。
西
谷
で
は
、
東
西
か
ら
山

る

こ
の
基
本
形
態
は
一
部
改
正
は
あ
っ

た
が
、
昭
和
二
ハ
年

「
国

民
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
続
き
就
学
率
も
九
O
%
を
こ
え
た

。

大
正
期
に
な
る
と
青
年
補
習
学
校
の
設
置
も
あ
っ
て

、

村
財
政
の

健
全
化
と
小
学
校
教
育
充
実
の
た
め
に
国
庫
補
助
の
要
望
が
高
ま
り
、

大
正
七
年
「

市
町
村
義
務
教
育
費
負
担
法
」

が
制
定
き
れ
、
小
学
校

教
員
俸
給
の

一
部
が
は
じ
め
て
国
庫
負
担
と
な

っ

た
。

し
か
し
そ
の

負
担
額
は
少
額
で

村
財
政
に
お
け
る
教
育
費
の
緩
和
は
不
十
分
で

あ
っ
た
。

小
学
校
で
は
軍
事
教
育
に
重
点
を

昭
和
初
期
に
な
る
と

お
い
た
。
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三
内
第
二
尋
常
高
等
小
学
校

こ
れ
ま
で
高
等
小
学
校
は
、
三
村
共
立
(
南
吉
井
村
、
)11 

上
村

三
内
村
)
に
て
、
南
昌
寺
に
設
け
ら
れ
、
有
志
の
子
弟
が
遠
方
よ
り

通
学
し
て
い
た

。

そ
れ
は
今
の
大
学
へ
入
学
す
る
く
ら
い
の
比
率
で

井
内
村
で
は

一
人
の
学
童
が
通
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

明
治
三
四
年
四
月
よ
り
三
内
村
安
国
寺
に
分
離
さ
れ

三
内
高
等
小

学
校
と
な
り
、

河
之
内
、

井
内

、

土
谷
の

同
三
九
年
に
、

則
之
内
、

各
地
区
へ
高
等
科
が
併
設
さ
れ
た
。

明
治
三
九
年
二
月
一
六
日
井
内
尋
常
小
学
校
と

則
之
内
尋
常

小

学
校
の
西
谷
分
を
併
せ

は
じ
め
て
現
在

地
に
新
設
さ
れ
て
三
内
第



二
尋
常
高
等
小
学
校
と
主
っ
た
。

こ
の
頃
に
主
る
と
国
民
の
教
育
熱
も
高
ま
り
、
年
々
就
学

の
増
加

こ
の
た
め
施
設
の
不
足
か
ら
、
す
べ
て
の

を
見
る
よ
う
に
な
っ

た
。

教
育
向
上
を
計
る
こ
と
が
困
難
と
主
っ

た
。

ま
た

児
童
の
通
学
上

で
も
大
変
苦
労
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

。

こ
う
し
た
理
由
か
ら

元
井
内
尋
常
小
学
校
及
則
之
内
尋
常
小
学
校
、
三
内
高
等
科
め

一
部

を
合
わ
せ
て
、
今
の
西
谷
校
(
三
内
村
大
字
則
之
内
久
米
両
乙
八三

五
番
地
)
三
内
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る

。

ま
た
後
に
一
年
ま
た
は
三
年
の
補
習
科
を
加
設
し
村
民
の
向
学
心

輿
起
の
目
的
を
か
な
え
た
の
で
あ
る

。
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築
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れ
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B
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『
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tv

ケ

ifo 

法
で
あ
り
前
の
校
舎
が
腐
朽
し
て
き

た
の
で

旧
式
の
建
築

の
地
な
ら
し
に
着
手
し

、

昭
和
三
年
七
月
起
工
し

て
同
年

一
二
月
新

昭
和
二
年
五
月
校
地
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科

J
r
h
z

十

rh
k
uけ￡
1

し
く
校
舎
を
建
て
た

c

大
正
一
O
年
に
は
、
尋
常
科
四
、
高
等
科
一
の
学
級
数
と
な
り

昭
和
三
年
に
は
、
尋
常
科
六
、
高
等
科
一
の
学
級
編
制
と
なっ
た
。

こ
の
よ
う
に
人
数
が

三内西谷尋常高等小学校(昭 1 0年改築された)

増
え
た
た
め
せ
ま
い

教
室
と

狭
い
運
動
場

と
主

っ
て
き
た
。

こ
で

小
さ
な
回
ん

ぽ
を
い
く

つ
も
帰
り

お
こ
し
、
校
地
を
造

っ

た
の
で
あ
る

。

道

回
一
(
の
少
な
い
こ
の
時

代
の
v
」と

で
す
か
ら

つ
る
は

し
ゃ
、
も
っ

こ

や

は
ご

の
よ
う

な
小
さ
な
道
具
で
作

二
O

一初
等
科

一

二
O

一
高
等
科

一

二
一
一高
等
科

一

一
一
一
一一廃
止

一
ハ
ヶ
年

|
「
「
ι

後
昭
和
三
六
年
に
道
徳
を
教
科外
に
加
え
る

司
日
尚
昆
守
利

ヶ

年

ハ
ケ
年

ヶ

年

ハ
ケ
年

ケ

年

ハ
ケ
年

ヶ

年

学
校
教
育
法
他
行

高
等
科
廃
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民
学
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/1 

む
八r

ヰ7
づお

/1 

Ji. 

十
伯
八
1

右
〈J

右
A」

右
全

右
全

右
〈I

国
語
、
社
会
、
算
数

理
科
、
音
楽
、
図
工

家
庭
、
体
育
、

業
を
行
い
校
区

の
人
た
ち
が
何
日
も
か
か
っ
て
土
運
び
を
し
た

。

そ

日
川
号
制

11 

~.. 

ノ、

日

F

斗

ネ
1
2
7
干

/1 

-~ 
ノ、

高
等
科

七

初
等
科

/1 /1 

じ

高
等
科

/1 

;¥. 

初
等
科

11 

;¥ 

高
等
科

1L 

初
等
科

11 11 11 11 11 11 11 I J;)_ の
よ
う
に

校
地
造
り
に
は

い
ろ
い
ろ
苦
労

が
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る

。

当
時

の
三
島
井
手
僑

は
木
橋
で
あ
っ

て

い
よ
い
よ

校
舎
を
建
て
る
こ
と
に
主
っ
た
。

ト
ラ

ソ

ク
な
ど
勿
論
通
れ

E
D
，
φ
H
r
J
Fふみ
品
、
っ
、
」

。

ξ
l

、
可
ー
も
カ

巾
も
大
変
せ
ま
く

そ
こ
で
橋
の
改
修
を
し

出
来
上
が
っ
た
橋

は
西
谷
で
最
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
と
る
っ
た
の
で
あ
る

。

こ
う
し
て
校
舎
建
築
へ
と
進
め
て
い
っ

た
。

昭
和
三
年
に
建
て
ら
れ

木
材

西谷で最初の鉄筋橋(三島井手僑)

は
ほ
と
ん
ど
面
河
村
の
産
で
あっ

137 -

た
。

久
万
を
経
て

材
料
運
搬
が
行

わ
れ
長
時
間
か

か
ヮ
た

の
で
あ

る
そ
の
こ
ろ
、
東
谷
三
内
第

一
小

学
校
も
新
築
さ
れ
た

。

そ
の
後
村

財
政
も
大
変
き
び
し
い
状
態
に
あ

っ
た
が
、
当
時
の
村
長
、
近
藤
金
四
郎
氏
の
カ
ぞ
え
に
よ
っ

て
建
築

に
至
っ
た
の
で
あ
る

。

ま
た
村
会
議
員
だ
っ

た
校
下
の
東
岩
土
口
氏

渡
部
愛
蔵
氏

、

菅
野
唯
次
郎
氏
、
し
前
例
白
山
太
郎
氏
ら

に
よ
る
倒
き

か

け
に
よ

っ

て
着
々
と
前
進
し
、
昭
和
三
年

一
二
月
竣
工
と
な
っ
た
の



で
あ
る

。

学
校
行
事

明
治
三
九
年

一
O
月
一
O
日
第
一
回
運
動
会
。

午
前
九
時
開
会
、

午
後
三
時
閉
会
。

大
正
の
頃
は

女
と
も
着
物
を
身
に

つ
け
て
行
っ
た
。
女

子
は
袴
を
は
い
て
い

る
児
童
も
い
た
が
少

る
か
っ
た
。

大
正
九

年
か
ら
は

袴
の
す

そ
を
し
ば
っ
て
行
い

男
子
も
白
シ
ャ
ツ
に

白
ス

ボ
ン

す
ね
の

下
に
ゴ
ム
を
入
れ
た

も
の
)
と
な
り
、
女

子
も
自
の
体
操
服
に

ス
カ
ー
ト
と
い
っ
た

男

当
時
講
堂
は
な
く

に
お
い
て

父
兄
母
姉
懇
談
会
を
聞
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る

。

二
つ
の
教
室
を
使
っ
て

昭
和
三
年
ま
で
は

行
い
昭
和
三
年
校
合
係
成
後
は
、
裁
縫
室
と
普
通
教
室
を
合
わ
せ
て
、

な
ら
べ
て
、

三
教
本
を

打
ち
ぬ
き
、
前
に
舞
台
を
作

っ
た
。

舞
台
は
、
工
作
台
を

は
じ
め
は

そ
の
上
に
各
教
室
か
ら

教
壇
を
運
び
そ
れ
を
し
い
た

。

本
を
読
ん
だ
り

作
文
を
読
ん
だ
り
し
た

。

ま
た
頭

に
筆
を
取
り
つ
け
、
大
文
字
を
書
い
て
発
表
し

た
り
し
た

。

女
子
は

唱
歌
も
歌
っ
た
。

次
第
に
劇
や
踊
や
合
唱
な
ど
が
と

り
入
れ
ら
れ
る

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

よ
う
に
主
っ
た
が

、
合
奏
の
よ
う
な
器
楽
演
奏
は
行
な
わ
れ
て

い
な

ま
た

年
に
よ
ゥ
て
は

恕
談
会
を
聞
き
民
業

上
に
関
す
る
問
題

や

昭
和
六
年
三
月
の
品
評
会
に
は
、
児
童
成
績
口
山や
手

ょ
う
で
あ
る

ι

J
4
、

l
i

H
←Z
じ
肌

書:

�!lJi 

品
し
、
伐
は
、
県
社
会
謀
活
動
写

真
会
な
ど
も

行
主
わ
れ
た

。

骨
董
口
問
主
寸
を
展
ぶ
し
た
り
生
花
を
教
室
全
部
に
出

|
|

拝
賀
式
|
|

午
前
中
は
学
芸
会
午

後
は

父
兄
母
姉

円
山
評
会
な
ど

を
催
し

た

祝
日
に
は
、
拝
賀
式
を
行
な
う
よ
う

に
決
め
ら
れ
て
い
た
。

服
装
に
も
、
次
々
と
工
夫
が
な
さ
れ
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

運
動

場
で
は

し
げ
っ
て
い
た
せ
ん
だ
の
木
の
下
に
部
落

別
に
む
し
ろ

を

し
い
て
坐
っ
た
。

ま
た
、
東
方
に
は
、

坐
を
高
く
上
げ
て
幕
を
張
り

楽
隊
を
つ
く
っ
た

。

こ
の
出
演
者
は
、
六
年
生
以
上
の
男
子
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

昭
和
一
O
年
頃
迄
は
、
大
太
鼓
、

小
太
鼓

ラ
ッ
パ

な
ど
で
出
場
退
場
は
す
べ
て
楽
隊
に
よ
り
行
っ

た
。

ま
た
筒
、
単
な
お
ど
り
も
こ
れ
に
合
わ
せ
た
が
、
オ
ル
ガ
ン
な
ど

そ
の
ま
わ
り
で
、
お
と
り
を
お
ど

っ
た

。

も
、
円
の
中
央
に
お
き
、

な
ん
と
い
っ
て
も
部
落
対
抗
の
競
技
に
つ
い
て
は
、
三
か
月
も
前
か
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ら

父
兄
は
、
夜
学
校
に
出
て
、
練
習
を
し

こ
と
の
ほ
か
力
を
入
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
堀
江
か
ら
就
任
さ
れ
て
い
た
須
之

内
女

教
師
に
よ
っ
て
運
動
会
の
種
目
も
新
し
い
も
の
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

「

つ
ば
さ
や
つ
は
き
」
「
ぼ
う
た
お
し
」
な
ど
が
運
動
会
の
興
味
を
ひ

い
た
よ
う
で
あ
る
。

1
1
1
0

尚
子
芸
ム
E
l
-
-

毎
年
聞
か
れ
て
い
る
学
芸
会
も
年
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
が

み
ら
れ
る

。

明
治
四
三
年
七
月
三
二
日
第
一
O
回
の
学
芸
会

を
開
催
。
同
年
九

月

下
旬
第
一
一
回
の
学
芸
会
を
聞
き

同
年
一
O
月
一
九
日
善
城
寺

天
長
節
、
新
年
、
紀
元
節
、
明
治
節
な
ど
の
拝
賀
式
が
挙
行
さ
れ

て
い
て

昭
和
二
十
年
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

。

O

天
長
節
拝
賀
式
の
歌

き
ょ
う
の
よ
さ
日
は

お
お
き
み
の

生
ま
れ
た
ま
い
し

よ
さ
日
な
り

き
ょ
う
の
よ
き
臼
は
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お
お
き
み
の

さ
し
で
た
ま
い
し

よ
き
日
な
り

O

新
年
拝
賀
式
の
歌

年
の
は
じ
め
の

た
め
し
と
て

お
わ
り
主
き
よ
の

め
で
た
き
を

松
竹
た
て
て

か
ど
ご
と
に

い
わ
う
き

ょ
う
こ
そ

た
の
し
け
れ



O

紀
元
節
拝
賀
式
の
欽

雲
に
そ

び
ゆ
る

た
か
ら
は
の

、
-
、
.
、
d

f

，
ヵ
j

お
ろ
し
に

草
も
木
も

る
ひ
き
ふ
し
け
ん

お
お
み
よ
を

あ
お
く
き
ょ
う
こ
そ

と
お
と
け
れ

O

教
育
勅
語
拝
読
の
後
歌
わ
れ
て
い
た
歌

あ
主
と
お
と
し
主

お
お
み
こ
と

み
こ
と

の
胸
を

、
し
に
え
リ
て

つ
ゆ
も

そ
も
カ
じ

u
Aリ
7
ノ
-

』

合
同1
A

ノ
l
b

あ
主
と
お
と
し
な

t 

お
お
み
こ

と

O

お
こ
う
お
ば
さ
ん

(
八木
キ
ウ
さ
ん

大
正
一
四
年
か
ら
昭
和
一
七
年
の
長
い
年
月
を
、
お
こ
う
お
ば
さ

ん
は
、
学
校
の
小
使
い
の
お
ば
さ
ん

(現
在
の
用
務
員
さ
ん

)
と
し

て
学
校
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
。
本
名
は
よ
ば
れ
な

い
で

、
皆
お
こ

う

お
ば
さ

ん

と
呼
ん
て
い
た

。

お
こ
う
お
ば
さ
ん
は
、

い
つ
も
お
は

ぐ
ろ

(歯
を
黒
く
染
め
る
も
の
)
を
自
分
で
作

っ

て
ぬ
っ
て
い
た

c

れ
い
な
所
め
に
ん
ど

ふ
じ
し
ゃ

し
ゃ
ぶ
等
の
葉
を
つ
ん
で
む
し

た
。

自
分
の
手
で
も
み
、
廊
下
に
干
し
て
は

そ
れ
を
の
ま
せ
て
く

3
a
」
、

-
c

lr
t
 小
学
校
と
い
っ
て
も

児
童
数
大
正
の
頃
は
一
六
O
名
余
り

昭
和
に
な
っ
て
二
O
O

名
と
高
等
科

青
年
学
校
と
か
な
り
の
人
数

が
飲
む
一
年
中
の
茶
の
葉
を
準
備
し
て
い
た
の
だ
か
ら
そ
の
苦
労
は

大
変
な
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
お
茶
を
わ
か
す
水
も
小
使
室
の
そ
ば

の
水
は

水
質
が
悪
く

運
動
場
の
北
の
端
ま
で
行
っ
て

つ
る
べ

で
汲
み
上
げ
て
は

天
秤
棒
で
か
つ
ぎ
運
ん
で
わ
か
し
て
く
れ
た
。

畳
前
に
な
る
と
各
学
年
の
廊
下
に
大
き
な
や
か
ん
を
く
は
っ
て
く
れ

て
い
た

。

な
か
に
は
箸
を
忘
れ
た
子
ど
も
も
い
る

。

そ
ん
な
時
に
も

お
こ
う
お
ば
さ
ん
は

自
分
で
竹
を
わ
っ
て
箸
を
作
り

議
問
委
が
ら

で
染
め
、
う
す
赤
く
し
た
箸
を
用
意
し
貸
し
て
く
れ
た
。

農
業
実
習
等
で
児
童
が
鍬
を
忘
れ
て
い
た
り
掃
除
の
ほ
う
き
が
残

っ
て
い
る
と
決
し
て
は
っ
て
は
お
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
の
反
面

と
て
も
や
か
ま
し
く

先
生
で
も
生
徒
で
も
ひ
ど
く
叱
っ
た
。

お

7

お
ば
さ
ん
は

き
さ
く
な
人
柄
で
叱
っ
て
も
後
で
に
こ
つ
と
笑
う

の
が
ま
た
長
所
で
も
あ
っ
た
。

あ
る
時
は

雨
や
雪
で
ぬ
れ
て
く
る
生
徒
に
火
を
焚
い
て
洋
服
を

か
わ
か
し
て
も
く
れ
た
。

ま
た
一
年
生
が
し
く
じ
り
を
す
る
と
先
生

こ

の
お
は
さ
ん
に

世
話
に
主

っ

た
誰
も
が
思
い
出
の
数
々
を
語
っ
て

い
る
。

現
存
の
よ
う
に
当
時
の
校
業
の

人
口
図
は
チ
ャ
イ
ム
で
は
主
〈
、
授

業
の
始
め
も
終
り
も
人
の
手
を
か
り
て
い
た

e

始
め
の
聞
は
、

は
ん

木
を
打
ち
、
昭
和

年
新
校
舎
落
成
と
と

も
に
鐘
を
な
ら
し
て

始業あいずの鐙

ム
ロ
図
を
し
て
い
た。

お
こ
う
お
ば
さ
ん
は
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こ
の
間
少
し
の
油
断

も
出
来
な
い
毎
日
で

あ

っ

た
。

し
か
し

お
こ
う
お
ば
さ
ん
は

そ
の
あ
い
ま
を
み

つ
け
て
は

、
職
員
室
へ
行
っ
て
、
二
人
に
一
個
ず

つ
置
か
れ
た
小
さ
志
木
の
火
鉢
に
灰
を
か
け
て
廻
っ
た

。

木
炭
を
た

た
き
割
っ
て
は
粗
未
に
な
る
の
で

一
つ
一
つ
の
こ
ぎ
り
で
ひ
い
て
一
週

間
分
の
用
意
が
い
つ
も
で
き
て
い
た
と
い
わ
れ
る

。

そ
れ
だ
け
で
は
辛
か
っ
た

。

毎
日
飲
む
お
茶
の
葉
も
役
場
か
ら
は

買
っ
て
も
ら
、
え
な
く
て
、
お
こ
う
お
ば
さ
ん
は
、
春
に
川
添
い
の
き

よ
り
も
先
に
洗
っ
た
り
し
て
始
末
を
し
て
く
れ
た
。
日
暮
れ
に
亡
心
れ

物
を
し
た
生
徒
が
学
校
に
く
る
と
一
緒
に
さ
が
し
て
も
く
れ
た

。

毎
月
職
員
の
給
料
は

三
キ

ロ
も
歩
い
て
役
場
迄
と
り
に
行
っ
た
。

年
度
末
に
な
っ
て
職
員
の
異
動
が
あ
る
と
我
が
子
と
の
別
れ
の
よ
う

に
心
か
ら
お
し
ん
で
く
れ
た
。

お
こ
う
お
ば
さ
ん
こ
そ
二
四
時
間
を
学
校
一
筋
に
骨
身
を
お
し
ま

ず
蓋
し
て
く
れ
た
人
で
あ
る
。

誰
も
が
今
な
お
尊
敬
し
慕
っ
て
い
る
。

学
校
を
退
職
し
た
後
わ
ず
か
二
年
た
ら
ず
で
(
昭
和
一
九
年
三
月

二
ハ

日
)
七
五
オ
を
も
っ
て
し
ず
か
に
此
の
世
を
去
ら
れ
た
と
い
う

。

奉
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安

散

昭
和
一
五
年
八
月
二
六
日
奉
安
殿
が
建
設
さ
れ
た

。

同
年
一
二
月

二
九
日
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
た

。

天
皇
を
す
う
拝
す
る
こ
と
が
教
育

内
容
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。

国
で
一
番
え
ら
い
人
、
あ
り
が
た
い
人
、

と
し
て
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
そ
の
心
を
育
て
よ
う
と
し
た
。

奉
安
殿
の
中
に
は

御
し
ん
え
い

や
教
育
勅
語
な
ど

が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

奉
安
殿
が
建
て
ら
れ
る
ま
で
は

校
長
室
主
ど
に
納
め
ら
れ

火

災
や
災
害
か
ら
{
寸
る
た
め
に
職
員
は

大
変
な
心
配
を
し
て
い
た
よ

つ
で
あ
る

。



後
藤
種
一
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る

。

第
五
章

国
民
学
校
期

写
真
に
あ
る
建
物

は
、
「
神
明
造」
と
い

っ
て
、
当
時
の
松
山

高
校
に
建
て
ら
れ
た

も
の
を
ま
ね
て
設
計

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
校
下
全
戸

及
校
下
出
身
の
有
志

の
寄
付
に
よ
っ
て
で

き
た
も
の
で
あ
る

。

ま
た
こ
の
設
計
は
松

山
市
の
一
級
建
築
士

(
昭和
二
ハ
年
1

同
一
一
一
年)

昭
和
一
六
年
三
月
の
国
民
学
校
令
公
布
に
よ
り
、
戦

時
体
制
の
徹

/
メ
'
f

国民学校時代

校地図

奉国農場

炭焼釜

奉安殿

楠公像

尊徳像

①
②
③
④
⑤
 

且

:L 

ムム

II 

底
も
、
教
育
に
及
ん
で
き
た
。

三
内
西
谷
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
三

内
西
谷
国
民
学
校
へ
と
校
名
が
変
更
さ
れ
た
。

本
校
は
、
元
井
内
尋
常
小
学
校・
則
之
内
尋
常
小
学
校

・
三
内
高

等
小
学
校
の
一
部
が
合
併
し
た
も
の
て
、
新
た
に
(
初
等
高
等
併
置

)

0④ 

乙』可11111I11111111111 1II11JlIh

三
内
西

谷
国
民
学
校

と
な
っ
た
の
で
あ
る

。

以
来
、
同
二
十
年
の

終
戦
ま
で
、
戦
時
教

育
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ

142 -

三内西谷国民学校

さ
れ
た
こ
と
は
、
し、

7

ま
で
も
な
い

。

そ
し
て
同
二
二
年

四
月
に
西
谷
小
学
校

と
改
名
さ
れ
、
同
時

に
、
六
・
三

・

=
一
制
実

施
と
な
る
ま
で
の
わ

ず
か
一
年
数
ヶ
月
の

変
容
は
す
さ
ま
じ
い

も
の
で
あ
っ
た
。

~\ 
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戦
時
教
育

昭
和
二
ハ
年
一
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、

ま
す
ま
す
苦
し

く
な
っ
て
い
く
社
会
状
勢
の
中
で
、
勤
勉・
倹
約

・
奉
仕
・
団
結
を

中
心
と
し
た
教
育
で
あ
っ
た
。

「

銃
後
の
護
」
と
い
っ
て
、
労
働
不
足
を
補
う
た
め
に
、
戦
争
留
守

家
族
の
家
へ
農
繁
期
に
手
伝
い
に
行
っ
た
り
、
家
に
帰
る
と
男
の
子

片
品
トf」

父
親
的
な
存
在
で
、
実
に
よ
く
働
い
た。
学
校
で
も
、
実
習

回
・
報
国
農
場
・
炭
焼
き
等
が
あ
り
、
特
に
高
等
科
の
方
で
は
、
毎

日
何
時
間
も
勤
労
奉
仕
が
続
い
た
。

昭
和
一
八
年
二
月
一
八
日
菅
野

仲
次
氏
の
寄
付
に
よ
り
学
校
実
習

回
を
購
入
し
、
主
に
米
麦
を
作
っ
て
供
出
し
た。

そ
の
水
田
も
同
一

八
年
と
二
十
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
水
窓
口
を
受
け
、そ
の
都
度
復
旧

の
た
め
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
砂
の
け
を
し
た
こ
と
は

そ
の
頃
の
食

糧
増
産
体
制
の
も
と
で
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
各
所

に
緑
肥
の
秋
刈
(
草
を
刈
っ
て
干
し
、
く
ろ
に
し
て
お
き

五
月
に

水
回
に
肥
料
と
し
て
入
れ
る
も
の
)
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

同
じ
年
に
は
、
黒
岩
で
杉
伐
採
跡
地
を
借
り
て
約
七
段
開
墾
し
、

報
国
農
場
に
し
た

。

そ
こ
に
は
、
菜
種
や
小
豆
を
作
っ
て
い
た
。

水
害
後
は

、

運
積
さ
れ
た
土
砂
を
運
ん
だ
り
は
り
お
こ
し
た
り
し

童
は
、
学
習
に
も
不
自
由
を
き
た
し
、

鉛
筆
等
は
削
っ
て
持
て
な
く

な
る
と
、
竹
の
軸
に
さ
し
て
ま
で
使
ゥ
た

。

務
る
も
の
は

、

は
か
ま
や
着
物
を
も
ん
ぺ
い
に
仕
立
て
直
し
た
り
、

も
う
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
つ
で
あ
っ
た
織
機
を
引
き
出
し
て
、
布

を
織
っ

て

そ
れ
で
上
着
を
作
っ
た
り
し
て
い
た

。

履
く
も
の
も
、
家
で
作
っ
た
ぞ
う
り
や
下
駄
を
使
い

雨
の
日
に

も
ゴ
ム
長
靴
を
履
く
児
童
は
い
な
か
っ
た

。

食
べ
物
も
、
同
笠
食
時
、
弁
当
の
検
査
が
あ
っ
た
り

し
て
、
か
な
ら

ず
麦
を
ま
ぜ
て
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

毎
日
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
、
女
の
子
の
千
人
針
や

い
も
ん
袋
作
り
が
あ
っ
た
。
「

へ
い
た
い
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
U
と
言

っ
た
よ
う
な
、

い
も
ん
文
も
よ
く
書
き

そ
う
す
る
こ
と
が
、
義

務
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た

。

村
人
全
員
総
出
で
あ
っ
た
が

、

児
童
た
ち
も
、
出
征
兵
士
の
見
送

リ
や
、
戦
勝
祈
願
の
た
め
の
神
社
参
拝
等
に
毎
日
の
よ
う
に
参
加
し

、
一

o

'
J、

学
習
に

お
い
て
も
、
併
設
さ
れ
た
青
年
学
校
だ
け
で
な
く
、
国
民

学
校
で
も
、
五
年
生
以
上
に
は
、
武
道
の
時
聞
が
特
設
さ
れ
、
な
さ

る
た
や
、
柔
剣
道
等
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
鍛
え
ら
れ
た

。

小
さ
な

ゃ
が
い
も
等
を
作
っ
た。

て
、
校
庭
の
約
二
分
の
一
を
食
糧
増
産
に
当
て
さ
つ
ま
い
も
や
じ

県
道
の
両
側
に
も

さ
つ
ま
い
も
や
大
豆
を
作
っ
た
の
で
あ
る

。

食
糧
増
産
と
並
ん
で
、
木
炭
増
産
も
行
な
わ
れ
た。
学
校
の
校
門

を
入
っ
て
南
側
の
一
隅
に
、
炭
焼
釜
を
築
い
て
製
炭
し
た
。
三
島
井

手
の
雑
木
山

か
ら
薪
を
切
っ
て
運
ん
だ
の
で
あ
る
。
固
い
立
派
な
も

の
が
一
釜
に
五
俵
も
で
き

学
校
の
火
鉢
、
炊
事
・

裁

縫
に
使
っ
た

。
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上
の
校
庭
に
空
襲
に
備

え
て
避
難
用
の
防
空
壕
も

釜

子
供
た
ち
の
手
で
掘
ら
れ

焼

ヲ

-
。

ナ
ム

炭

勤
労
の
教
育
に
つ
づ
い

て
倹
約
と
い
う
こ
と
も
さ

び
し
く
教
え
ら
れ
た

。
「
勝

つ
ま
で
は

が
ん
ば
り
ま

し
よ
う

U
を
う
た
い
文
句

に
す
べ
て
に
堪
え
た

。

児

い
ま
の
社
会
科
と
い
う
の
が
な
く
、

児
童
も
体
操
の
時
間
等
、
き
び
し
く
し
こ
ま
れ
て
い
た
。

五
年
生
以
上
に
地
理
・

歴
史

と
い
う
時
聞
が
あ
り

地
図
等
は

し
て
い
た

。

日
本
戦
勝
地
は
赤
く
ぬ
っ

た
り

修
身
と
い
う
時
聞
が
あ
り
、
当
時
め
生
き
方
、
考
え
方
を
学
ん
だ

。

音
楽
の
時
間
に
は
、
「
て
っ
ぽ
う
か
つ
い
だ
へ
い
た
い
さ
ん
」
・
「

愛

国
行
進
曲
」
(見
よ
東
海
の
空
明
け
て

:
:

:
)
「
と
な
り
ぐ
み
」「
お
山

の
杉
の
子
」
な
ど
が
歌
わ
れ
た
。
ま
た

以
前
の
ド
レ

ミ
フ
ァ
と
い
う

立
田
名
唱
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

。

階
名
唱
(
ア
メ
リ

カ
か
ら
入
っ
て
来
た
移
動

ド

的
読
み
方
)
を
や
め
、
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へ
イ
ハ
ハ
イ
へ
ハ
ハ
ハ
|

た
と
、
え
ば
、
「
て
っ
ぽ
う
か
つ
い
だ
へ
い
た
い
さ
ん
」
は
、

一
ニ
ニ
ハ
イ
ト
へ
ト
ト

ト
ト
ト
|

(
ト
ミ
ソ
ソ
ミ
ド
ソ
ソ
ソ
l

、
ラ
ラ
ラ
ソ
ミ
レ

ド

レ
レ
レ
レ
レ
、

)

と
歌
っ
た
そ
う
で
あ
る

。

絶
対
音
感
を
つ
け
て
、
飛
行
機
の
爆
音
を
聞
き
分
け

ハ
へ
イ

話
に
よ
れ
ば
、

ロ
ニ
L
l

が
よ
く
行
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る

。

そ
の
た
め
の

和
音
聴
音
(
ハ
ホ
ト

る
た
め
だ
っ
た
と
か

こ
の
よ
う
に
し
て
勤
勉

・

倹
約

・

奉
仕

・

団
結
の
教
え
は
あ
ら
ゆ

る
面
に
徹
底
し
て
い
っ
た
。
紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
建
て
ら



れ
た
二
宮
尊
徳
像
(
戒
能
立国
一
氏
昭
和

一
八
年
寄
付
)・
楠
公
像
(
長

曽
我
部
重
春
氏
同
年
寄
付
)
は

、

水
害
で
こ
わ
れ
か
け
て
は
修
理
さ

れ
た
り
、
金
属
供
出
で
出
征
し
て
帰
ら
な
か
っ
た
り

し
た
の
て
あ
る

い
か
、
松
山
高
等
学
校
へ
視
察
に
行
っ
て
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
奉
安
殿

と
同
じ
よ
う
に
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
た
。

二宮草徳像

し
か
し

だ
ん
だ
ん
生
活
も
苦
し
く
な

り

い
よ
い
よ
終
戦
の
日

♂
、

F
ι・、

-
o

'
刀
当
C
サ
人

こ

こ
で
ア

メ
リ

カ
の
方
針
に
従
い
、
大
和
魂
を
政
か
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
る

。

箪
国
教
育
に
関
す
る

掛
軸
、
図
書
等
は
焼
か
れ
、

寸U

い
教
科
書
は
関
係
の
あ
る
絵
や
字
を
す
み
で
消
し
て
手
入
れ
さ
れ
、

菊
の
ご
紋
章
は
と
り
の
ぞ
か
れ
、
奉
安
殿
は
撤
去
さ
れ
た
の
で
あ
る。

る

「

教
育
基
本
法
」

「
学校
教
育
法
」

戦
時
下

が
制
定
さ
れ

及
び

の
教
育
は
一
応
落
着
し
た
の
で
あ
る

。

水

呈E
口

昭
和
一
八
年
七
月
二
十
日
夜
、
大
雨
の
た
め
、

久
尾
の
ひ
ょ
う
た

ん
池
が
切
れ
そ
う
だ

と
い

う
事
で
心
配
さ
れ
た

。

こ
の
池
が
切
れ
る

と
、
土
砂
が
学
校
へ
く
ず
れ
落
ち
て
来
る
と
い
う
の
で

、

当
時
と
し

て
は
校
舎
の
お
し
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
ま
ず
第

一
の
心
配
は
、

奉
安
殿
が
土
に
う
ず
も
れ
て
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ

た
c

中
に
入
れ

て
あ
る

御
真
影
(
天
皇
陛
下
皇
后
陛
下
の
ご
写
真

教
育
勅
語
を

一
時
的
で
は
あ
っ
た
が

戒
能
猛
氏
宅
へ
移
し
た

。

こ

の
時
は
、
役

場
に
連
絡
し

駐
在
巡
査
に
来
て
も
ら
っ
て

校
長
奉
護

・

青
年
学

校
生
徒
護
衛
と
い
う

こ
と

で

そ
し
て

翌
日
九

慎
重
に
奉
遷
し
た

。

時
に
水
害
も
一
応
安
定
し
た
の
で
元

の
学
校
奉
安
殿
へ
お
避
し
申
し

上
げ
た

。

そ
の
、
っ
ち

学
校
の
南
に
あ
る
農
場
の
上
の
端
の
石
崖
か
く
ず
れ

は
じ
め
た
の
で
警
防

団
や
近
所
の
人

々
の
協

力
で
、
校
舎
に
浸
入
し

て
く
る

水
を
ふ
せ
い
だ
。

山
か
ら
木
を
切
っ
て
き
て
、
大
き
な

三
又

を
作
り

風
雨
と
戦
い
な

が
ら
校
舎
へ
濁
流
が
当
た
り

崩
壊
す
る

の
を
ふ

せ
い
だ

。

川
上
か
ら
は

山

の
木
や
川
ぞ
い

の
木
な
ど

奉
安
殿
搬
去

昭
和
二
一
年
一
一
月
三
O
目
、
官
庁
よ
り
奉
安
殿
撤
去
の
指

令
が
あ
リ
、

今
は
亡
き
酒
井
国
太
郎
校
長
は

、

天
皇
皇
后
両

陛
下
の
お
写
真
と
教
育
勅
語
を
返
還
さ
れ
た
。
(こ
の
時
が
本

当
の
戦
時
教
育

の
幕
切
れ
で
あ
っ

た
。

)
そ
の
後
撤
去
が
続
い

146 一

公4南大

て
行
な
わ
れ
た
。

二
宮
尊
徳
像
に
し

て
も
楠
公
像
に
し
て
も
、

わ
ず
か
数
年
間
に
し

て
取
り
除
か
れ
た
の
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
後

虚
脱
と
混
乱
に
陥
い
っ
て
い
た
が

昭
和

年
四
月
一
日

か
ら
西
谷
小
学
校
に
改
名
さ
れ

、
教
育
の
転
換
を
は
か

(昭和 1 8'手 7 月四日 )

~ '.*"‘ 
‘ . mの切れ二みロ

8 三叉院本，重点

土制限による閉玖

害 時
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水

ど



ん
ど
ん
流
れ
て
き
て
、
物
す
ご
か
っ
た
。

当
時
教
頭
で
あ
ら
れ
た
近
藤
仙
先
生
は

つ
ぎ
の
よ
う
に

す
さ
ま
じ
さ
を
語
っ
て
居
ら
れ
る
。

学
校
の
実
習
地
の
上
手
本
流
は
カ
ー
ブ
を
突
き
破
っ
て
奔
馬
の

如
く
濁
流
が
、
実
習
地
を
突
き
切
っ
て
南
校
舎
に
向
っ
て
き
た

。

そ
の
水
勢
と
川

幅
の
三
倍
も
の
広
き
と
校
舎
の
窓
(
高
か
っ
た
)

に
届
く
ま
で
の
水
深
で
、
床
下
か
ら
吹
き
上
げ
る
水
は
廊
下
を
吹

き

上
げ
た
。

校
舎
も
、
校
庭
も
泥
の
海
と
な
っ
た。

(
「
五
年
間
の思
い
出
」
原
文
よ
り
)

ニ
又
を
作
っ

た
り

使
室
は
低
い
と
い
う
の
で

岸護の内弁たー
し

口
u

\
，
復

た
た

み
も
道
具
、
も
北
校舎

へ
移
動
し
た
り

必
死
に

防
い
だ

。

そ
の
お
か
げ
で
、
校
舎

は
た
お
れ
な
か
っ
た
が

水
が
引
い
た
後

又
で

ソ
、

J
J
め
二

1
J
+
」。

ナ
f

J

d
T
'
t
l
b

~じ
同

σ〉

高
さ
程
も
は
れ
て
い
た
そ

第
六
章

小
学
校
期

(昭
和
二
二
年
i

現
在
)

大
東
亜
戦
争
が
終
結
し

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
立
ち
な
お
り
、
物

資
不
足
時
代
か
ら

高
度
成
長
時
代

に
は
い

り
イ
ン
フ
レ
時
代
と

升
t
A
V。ピ

ア
ノ

寄
付

昭
和
二
四
年
三
月
七
日

P
T
A

役
員
さ
ん
が
た
の
世
話
で

谷
校
下
全
戸
か
ら

を
あ
お
い
て

寄
附
二
ご
戸
当
た
り
三
百
円

ピ
ア
ノ
を
購
入
し
た

。

今
ま
で
は

昔
か
ら
使
っ
て
い
た
ス
ト

y

プ
付
き
の
オ
ル
ガ
ン

ム
ロ
と

ベ
ヒ
l

オ
ル
カ
ン

一
台
だ
け
の
学
校
に

ピ
ア
ノ
が
出
来
た

の
だ
か
ら

大
変
な

喜
び
で
あ
っ
た

。

ブ
l

ブ
!
と
い
う
音
を
聞
い
て

い
た
児
童
が

ポ
ン
ポ
ン
と
い
う
音
を
聞
い
て
音
楽
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る

。

立
日感
教

こ

の
ピ
ア
ノ
が

出
来
た
お
か
げ
で

育
も
急
速
に
進
ん
だ
よ
う

で
あ
る

c

二
月
十
一
日

(
金

に
は
、
学

芸
会
を
し
て

ピ
ア
ノ
聞
き
を
し
た

。

P
T
A

の
人
た
ち
、
特
に
当
日

は
、

天
気
も
よ
か
っ
た
の
で

老
人
の
参
加
も
多

く

ピ
ア
ノ
を
は

じ
め
て
見

、

ま
た
そ
の
演
奏
を

聞
い
た

の
で

大
変
る
喜
び
よ
う
で

う
で
あ
る

。

そ
グ〉

南
校
舎
の
床
下
は
、
泥
が
入っ
た
た
め
、
校
下
の
人
々
の
労
力
奉

仕
作
業
で
と
り
の
け
た
が
、
こ
れ
も
大
変
な
仕
事
で
あ
っ

た
。

農
場
復
旧
に
は
ま
た
手
聞
が
か
かっ
た
。

大
小
の
石
を
取
り

除
き

回
の
床
土
ま
で
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
他
の
田
か
ら
土
を
入
れ
て

や
っ
と
で
き
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
一
七日
、
午
前
八
時
頃
、
以
前
の
と
こ
ろ
の
農

場
の
上
の
石
崖
が
く
ず
れ
て

、

濁
流
が
浸
入
し
て
き
た
。

中
A
Fh~

山

か
ら
木
を
切
っ

て
き
て
三
又
を
作
っ
て
防
い
だ

。
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ノ

一
八
年
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
か

っ

た
が
、

せ
っ

か
く
復
旧
し

た
ば
か

り
の
農
場
は
、
再
び
こ

わ
さ
れ
、
校
庭
内
石
崖
が
く
ず
れ

せ
ん
だ

ん
あ
お
ぎ

り
、

さ
く
ら
な

ど

の
大
木
は
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
流
さ
れ
た
。

二
宮
尊
徳
像
の
台
も
、
川
口

に
落
ち
た
。

こ
の
時
も
農
場
の
復
旧

に
は
ほ
ね
が
お
れ
た

。

現
在
の
講
堂
の
南
の
幼
稚
園
の
教
室
あ
た
り

の
田
も
く
ず
れ
た
が
、
収
穫
期
が
間
近
く
主
っ
て
い
た
泥
ま
み
れ
の

稲
穂
も
水
で
洗
っ
た
り
も
し
た

。

こ
の
時
も
、
大
小
の
石
を
の
け
た

り
ま
た
、
床
土
の
な
く
な

っ

た
回
に
床
土
を
入
れ
て
復
旧
し
た

。

尊
徳
像
の
台
も
上
へ
上
げ
ら
れ
た
。

あ
っ
た
。暖

房
の
変
遷

北
目
は

雪
の
中
を
長

靴
も
は
か
ず
に

着
物
を
着
て

登
校
し
て

、
，
-

。

'
ν
J
J、

児
童
を
迎
え
る
教
室
に
は

か
ら
だ
を
温
め
る
設

し
か
し

備
が
な
か
っ
た
。

一
年
生
で
も

隣
の
職
員
室
に
あ
る

小
さ
な
木
の

火
鉢

(職
員
二
人
に

一
個
)
を
持
っ
て
来
て

ぬ
れ
て
い
た

着
物
や

足
袋
を
か
わ
か
し
た
り

か
じ
か
ん
だ
手
を
温
め
た
り
す
る
こ
と
が

西

あ
っ

た
。

そ
ん
な
状
態
で
あ
っ

た
の
て

大
火
鉢

(木
の
わ
く

」
いか

教
室
の
う
し
ろ
に
入

っ

た
時
に
は

大
勢
の
子
供
た
ち
が

149 

手
を
さ

し

の
べ
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
喜
ば
れ
た

。

昭
和
二
七
年
十
二
月
一
日
に
、
は
じ
め
て
ス
ト

ー

ブ
が
入
っ
た

。

(P
T
A

寄
贈

J。

一
年
生
と
二
年
生
の
教
室
に
だ
け

小
型
の
ス
ト

ー
ブ
が
入
っ

た
。

そ
れ
ま
で
は

寒
い
日
に
勉
強
す
る
時
は

か
ら

だ
を
温
め
る
為
に
体
操
を
し
た
り

字
を
書
く

時
に
は

手
を
こ
す

っ

た
リ
し
て
い
た

。

鉛
筆
を
に
さ
っ
て
も
、

そ
の
よ
う
に
し
な
い
と

指
に
力
が
入
ら
ず

字
が
書
け
な
か
っ

た
り
し
た
か
ら
で
あ
る

。

し

か
し

薪
ス
ト
ー
ブ
で
あ

っ

た
の
で

薪
を
補
充
し
な
が
ら
勉
強
を

し
た
し
か

火
鉢
で
手
を
温
め
な
が
ら
文
字
を

書
い
て
い
た
時
と
は
違

'コ

て

教
室
の
温
度
が
あ
が
り

あ
が
っ
た

。

学
習
の
能
率
も



昭
和
二
八
年
一
二
月
一
日
に
は
、大
型
の
石
炭
ス
ト
ー
ブ

ト庁
、

内
の
各
校
へ
入
っ
た
。

(
町
費
)。

三
・
四
・
瓦

Jハ
年
、
職
員
室
の

五
個

。

そ
の
後
、

二
年
生
の
小
型
ス
ト
ー
ブ
も
、
大
型
に
変
わ

リ
、
教
室
の
温
度
も
あ
い
か
っ
た。
昔
の
よ
う
に

、

か
ら
だ
を
固
く
し

て
授
業
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
な
っ
たc
し
か
し
困

っ

た
の
は
、
度

々
の
煙
突
掃
除
で
あ
っ
た
。

日
に
一
度
、

職
員
室
め
よ
う
に
い
つ
も
允
く
所
は
凹

机
の
上
に
新
聞
紙
を
敷
き
つ
め
、
職
員
は
、
手
ぬ
く
い

を
か
ぶ
り

、

仕
度
を
変
え
て
掃
除
を
し
た

。

そ
の
為
に
、
ナ
白
山
灰
が
き

ら
わ
れ
て
、
費
用
の
高
い
コ
ー
ク
ス
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
四
六
年
十

一
月

二
七
日
、
新
し
く
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
購
入
さ

れ
、
温
度
の
調
節
が
自
由
に
出
来
る
、
制
限
利
な
ス
ト
ー
ブ
へ

と
、
変

わ
っ
て
い
っ
た

。

主
体
的
学
習

昭
和
三
四
年
か
ら
始
め
た。
そ
の
発
想
は

、

学
制
自
指
導
に
新
風
を

吹
き
込
も
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

一
年
目
は

、

国
語

・

算
数
を
主
軸
に
し
て
、

研
究
所
か
ら
講
師
を

招
き
、
毎
月
二
凶
ず
つ
州
究
会
を
も
っ
た
。

↓
円
・
」ふ
1
0、

!Al
l
-

研
究
所
長
、

村
上
芳
夫
先
生
を
迎
、
ぇ
、
発
表
会
を
行
な
っ

た
。

二
年
目
は
、
四
教
科
(
国
語
・
社
会

・

算
数

・

理
科
)
の
研
究
に

と
の
戸
が
高
ま
り

、

昭
和
三
三
年
二
月

二
O
日
、
教
育
娠
興
会
の
寄

付

(四
二
O
O
円

で
再
建
さ
れ
た

る

学
校
給
食
と

そ
れ
に
至
る
ま
で
の
変
遷

一
、
弁
当
蒸
し

，

-
の
蒸
し
器
は
、
外
に
大
き
な
枠

か
あ
り

学
年
鮮
に
引
き
だ
し

に
る

う
て
い
て

出
し
入
れ
を

し
た

ん
点
、
A
f

は
来
さ
が
山
総
し
い
た
め

み
ん
な
の

弁
当
を
あ
つ

め
て

岐
め
て
い
れ
人
も

の
で
あ
る

心

二
、
味
噌
汁
給
食

佐
一
食
に
は

各
自
が
持
参
し
て
き
た
弁
当
を
食
べ
て
い
た
が

和
一
五
年
頃
か
ら

少
し
て

も
栄

a炎
悩
を
尚
め
る
た
め
に
味
附
け
給

食
が
は
じ
ま
っ
て

あ
た
た
か
い
味
噌
汁
を
食
べ
な
が
ら

，
、
‘

.
3

・

γ奇
・
力
、
レー

持
参
し
た
弁
当
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

そ
の
味
噌
汁
を
た
く
の
は

児
童
の
ほ
親
い
か
二
人
ず
つ
当

番
で
材

料
を
持
っ
て
き
て
い
た

。

そ
の
材
料
の
豆
腐
は
家
庭
て
作
リ
、
味
11曾

も
針
来
も

家
庭
に
あ
る
も

の
を
持
参
し
て
い
た

主
化
を
も
た
せ
る

た
め

だ
ん
ご
に
す
る
粉
を
家
で
ひ
い
て
き
て
入
れ
た
り

λイ
片町
の ]

 

町
山

取
り
組
ん
だ

u

振
興
会
が
、

そ
の
賞
用
を
負
制
し
て
く
れ
た
。

家
庭
学
習
を
分
け
て

予
習
課
題

・

復
習
課
題

・

作
業
課
題
に
な

る
が
主
と
し
て

、

予
習
課
題
に
主
点
を
お
い
た

。

予
習
-課
題
を
い

ろ
い
ろ
分
析
し
て
児
童
に
与

、え
た
。

児
童

いか
予
習
し
て
く
る
解
答
は

完
全
解
答
を
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、
不
完
全
解
答
や
、
疑
問
点
か

ら
導
入
し
て
い
き

学
力
の
向
上
を
は
か

っ

た
。

創
立
五
O
周
年
記
念
式

昭
和
三
O
年
二
月
一
七
日
に
、

記
念
式
を
行
な

っ
た
c

村
当
局
の

十
川
や、

P
T
A

の
わ
な
ど
が
参
加
し
、

歴
代
の
校
長
や
永
年
勤
続
の

1 50 一

職
員
を
招
待
し
た

。

当
日
は
、
盛
大
な
記
念
学
芸
会
が
催
さ
れ
た

。

二
宮
尊
徳
像
再
建

大
東
亜
戦
争
の
時

箪
需
品
を
作
る
た
め
に

、

圏
内

の
金
物
類
の

供
出
が
お
こ

な
わ
れ
た
3

前
町
寸
他
像
も
、
楠
公
像(楠
正
成
)
と
一
緒

に
供
出
さ
れ
た

。

そ
れ
か
ら
後
は
石
の
台
だ
け
に
な

っ
て
い
た
。

と

こ
ろ
が
昭
和

八
年
の
台
風
で
台

ナ引
が
川
の
中

に
傾
倒
し
て
し
ま

っ

h
」
。

ι
主

J

f
 
こ
れ
を
八
木
氏
(
石
工

に
た
の
ん
で

現
在
地
に
引
き

あ
げ
て
も
ら
っ
て
い
た

ι

世
の
中
も
平
和
に
も
ど
り

、

ア
メ
リ
カ
と
の
平

和
条
約
も
結
ば
れ

た
こ
と
か
ら

、

せ
っ
か
く
あ
る
台
石
に
、

尊
徳
像
を
再
建
し
よ
う
、

も
の
を
持
ち
よ
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ
れ
、
親
た
ち
の

あ
た
た
か
い
心
と
と
も
に
味
噌
討
を
味
わ

っ

た
c

そ
れ
を
食
べ
る
食
器
は

児
童
各
向
が
家
か
ら
持
っ
て
き
て
い
て

自
分
て
管
現
し
、
食
後
は
よ
く
洗
っ
て
拭
き

、
袋
に
入
れ
て

机
の
横

に
つ
る
し
て
い
た

二
、
ミ
ル
ク
給
食

i滅

後

都
市
で
は
食
料
剣
山
ν
続
い
た
た
め
児
童
の
栄
長
納
給
の
必

安
か
ら

米
持
政
出
物
資
の
脱
脂
粉
乳
に
よ
る
カ
ル
ン
ウ
ム
の
州
給

給
食
が
は
じ
ま
り

そ
れ
司
}
と
も
な
い
本
校

L

ミ
ル
ク
給
食
が
始
め

e

i

-

-

4

J

 

>

L
:
U
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A

J
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、
ル
ク
に
な
じ
み

の
な
い
本
校
児
童
の
中
に
は
ミ
ル
ク
の
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飲
め
な
い
児
童
も
か
も
り
あ

り

飲
ま
す
の
に
教
削
は
大
変
苦
労
し

H召

fニ
。

味
明
汁
給
食
J
U

続
け
ら
れ
て
い
た
カ

米
中
山
十
政
出
物
資
の
羊
の
肉

ゃ
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
配
給
さ
れ

味
噌
明
日
刊
の
実
に
なっ
た
り

い
も
の
の
全
く
な
か

っ

た
時
代

マ
ブ
ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
る
と
が

配
給
さ
れ
た
り
し
て
児
童
を
よ

ろ
こ
は
せ
た

。

凹
、
完
全
給
食
笑
悩

昭
和
三
一
年

二
月
八
日
か
ら
始
ま
っ
た

z

完
全
給
食
に
す
る
た
め

U:. 

何
度
も
部
落
出
張
懇
談
会
を
聞
い
て

実
胞
の
お
'
川

へ
と
進



d
ず
』
￡

ノ
/
ナJ

全
国
的
に
完
全
給
食
に
向
う
傾
'川
で
あ

っ
た
し

し
か
し
一
部
、
時
期
い
か
阜
す

麦
粉
な
ど
に
凶
感
の
補
助
も
あ
っ
た。

粉
字し

挙
と
な
っ
た

。

き
る
と
の
反
対
も
あ
っ
た
が

、

大
勢
は
賛
成
で
あ
り
、
開
始
さ
れ
る

給
食
室
、
給
食
設
備
等
の
資
用
は
、
学
校林
を
売
却
し
て
当
て
え

献
立
て
も
、
物
資
購
入
も
、
学
校
独
自
で
お
こ
な
い
、
バ
ン
は
三
内

け
を
二
人
で
や
リ

炭
協
で
つ
く
ら
れ
て
選
ん
で
き
た
。

給
食
婦
さ
ん
は
料
理パ

ン
、
ミ
ル

ι
b
R
L
1
斗
叶d

j

j

{

 

献
立
て
は
女
の
先
生
か
担
当
し

ク
、
お
か
ず
の
三
種
類
で
あ
っ
た

c

の
指
導
に
も
苦
労
し
た

。

バ
ン
食
に
る
れ
て
い
な
い
チ
等

、
ル
ク
は
脱
脂
粉
乳
を
と
か
し
て
い
た
が

牛
乳
の
混
合
乳
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。

昭
和
四
四
年
一

一
月
か
ら

、

給
食
セ
ン
タ

ー
で

の
給
食
と
も
り
、

専
用
の
自
動
ぃ
出十で
巡
は
れ
、
専
門
の
栄
長
士
の
献
立
て
で
の
給
食
と

な
っ

た
c

校
長
は
給
食
の
責
任
か
ら
の
い
か
れ
、

ら
解
以
さ
れ
、
ほ
っ

と
し
た
と
い
う

。

不
足
だ
っ
た
主
食
の
米
を
あ
ま
す
よ
う
に
る
っ
て
き
た
。

一
ヶ
月
三
回
く
ら

女
の
先
生
は
雑
用
か

日
本
人
の
食
生
活
の
変
化
は

そ

こ

で
米

い
米
飯
給
食
を
混
入
す
る
こ
と
に
る
っ
た

。

飯
給
食
が
考
え
ら
れ
は
じ
め
、
設
備
を
加
え
て

こ
れ
は
児
童
に
も
よ
ろ

こ
ば
れ
た

。

給
食
設
備
の
故
障
等
て

、
時
々
弁
当
持
参
の
臼
も
あ

っ

E葺

堂

建

否"­
日又

西
谷
校
で
は
こ
れ
ま
で
講
堂
い
か
な
か
っ
た
た
め

ま
た
教
育
活
動
の

教
室
の
し
き
リ

を
の
け
て
式
場
に
す
る
な
ど
苦
労
が
多
か
っ

た
。

充
実
に
と
も
な
っ
て
、
特
別
教
室
設
置
の
必
要
が
高
ま
っ
て
き
た

。

音
楽
室

図
書
室

保
健

室
、
家
庭
科
室

図
工
室

な
ど
で
あ
る

。

こ
の
問
題

を
緩
和
す
る
た
め
に
も
議

..... 
主と

堂
を
建
設
し
て
は
と
い
う

こ
と
で
あ

っ

た
。

地
域
の

講

集
ま
り
の
た
め
に
社
会
教

育
的
な
見
地
か
ら
も
必
要

で
ふ
め
っ
た。

ま
た
、
雪
の
多
い
西
川
〈
口

校
て
は
冬
期
の
運
動
場
使

用
は
し
ば
し
ば
不
能
に
な

る
こ
と
か
ら

雨
天
体
育
場
と
し
て
も
講
堂
建
設
は
急
務
て
あ
っ
た

。

本
校
は

次
第
に
児
童
数
の
減
少
が
一
般
的
に
な
っ

て
き
た
な
か
で

複
式
に
な
る
心
配
も
な
か
っ
た
た
め
建
設
計
画
は
具
体
的
に
話
し
合

、j
 

ノ

‘，
一
、

ナ
八
，
刀

西谷小学校用地買収の変遷

，~f H L 少 し あるが)(市;分 mi きれ て いる 3
，)~は J;.~ '!I~.'X~i;1 J血として ïHi.された L の

セ
ン
タ
ー

の
お
か
げ
で
そ
の
よ
う
な
こ

と
も
な
く
な
っ
た

。

時
々
、
全
校
で
会
食
を
楽
し
む
こ
と
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た

。
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わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

P
T

A

、
教
育
振
興
会
、
共
に
西
谷
校

昭
和
三
七
年
九
月
八
日
、

が
持
た
れ
た
。

下
の
教
育
の
た
め
協
力
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
講
堂
建
設
協
議
会

町

同
年
九
月
十
二
日
、
講
堂
建
設
要
望
書
を
町
長
、

会
議
長
、
教
育
長
宛
提
出。

幼
児
学
級
教
室
も
入
れ
る

こ
と
で

建

設
計
画
が
具
体

化
し
た
。

が
出
さ
れ
た

。

建
築
費
の
中
、
幼
児
教
室
及
び
図
書
室
に
つ
い
て
は
町
よ

り

費
用

講
堂
に
つ
い
て
は
二
年
計
画
で
学
校
林
の
伐
採
を
行

ぃ
、
六
三
七
万
円
を

町
へ
寄
付
し

て
こ
れ
に
充
当
し
た

。

二
年
目
に

1 53 一

木
材
が
暴
落
す
る
な
ど
非
常
な
苦
労
い
か
あ
っ
た

。

図
書
室
の
落
成
式

が
挙
行
さ
れ
た
。

同
三
八
年
八
月
一
目
、
講
堂
、
幼
児
学
級
室

経
建備

口
問
そ
の
他

建

階
教
室 費

築

一
二
、
六
九
九

0
0
0

同

資

九
六

0
0
0

円

坪階

二
八
八
平
方
メ
ー

ト
ル

(
八
七

坪

六
七
、
二
平
方
メ

ー
ト
ル

(
二O
、
三
坪

1;皆

二
三
三
平
方
メ

ー

ト
ル

(
七O
、
瓦
坪



，6、
r 1 

-
十l
--z
nur 

延

-
A
八
八
、
二
平
方メ
ー
ト
ル

(
←七
七
、
九
坪
)

治
成
を
記
念
し
て
の
寄
贈

ご
万
四
「
円

西
川
八口
婦
人
会

レ
コ
ー
ド
戸
棚
(
一
二
万
円

三
内
農
協

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
全
集
な
ど
六組

(
約
二
万
円
)

三
内
農
協

軍
池
大
時
計
二
万
円

白
戸

石
油
店

一
治
成
記
念
講
演
会

玉

P
T
A
 

講
師

愛
媛
新
聞
論
説
委
員

杉
本
敏
雄
氏

全
国
愛
農
会
教
育
長

久
山
一
不
荘氏

必
成
し
た
講
堂
は

入
学
式

卒
業
式
等
の
式

場
と
し
て
の
使
用

は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
集
会
活
動
に
も
使
用
さ
れ
社
会
教
育
の
振
興

こ

J
U

凡
又
h
d一
つ
h
-e

l--

,f
J

j 

ま
た

、

雪
、

雨
の
日
の
体
育
授
業

に
、
楽
器
を
使

用
す
る
音

楽
授
業
に
講
堂
が

使
用
さ
れ
一
そ

う
の
教
育
効
果
を
あ
げ

る
こ
と
と
な
っ
た

c

図
書
室
に
は

次
第
に
嶋
、
え
た
政
蓄
が
整
備
さ
れ

整
え
ら
れ
た

静
か
な
環
境
の
も
と
に
児
童
の
読
書

活
動
は
一
そ
う

盛
ん
に
主
勺
た
。

凶
書
室

音
楽
主
が
新
し

く
治
成
し
た
新
校
舎
に
移
さ
れ

た

現
在

ょ
う
と
い
う
こ
と

も
あ

っ

た
。

政
一築
資
に
は
学
校
林
の
売
却
に

よ
る
収
入
が
あ
て
ら
れ

、

県
か
ら

J
U
七
C
万
円
の
補
助
を
受
け
た

。

夏
の
水
泳
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
尖
貰
工
事
で
行
わ
れ
たc

。

定
設
経
過

昭
和
四
O
年
六
月

h
臼

ブ
ー
ル
建
設
工
事
開
始
(岡
崎
工
務
店

八
月
五
日

プ
ー
ル
完
成

八
月
六
日

f

レ

u
H

t

一

つ
l
l

j

口
h
H
2
〈

十
月
六
日

プ
ー
ル
落
成
式
挙
行
(
町
P
T
A

共
催

o 
}j(ti 

ヲIL

立又

プ

/[., 

二
五
米

六
コ
ー
ス

;

l

{

 

ホ
鼠
料

υ

二
五
O
平
均
米

(
水
は
井
内
川

よ
り
給
水

構

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

仕
上

プ
ー
ル
内
部

上
部

内
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
銭
み
か
さ

仕
上

プ
ー
ル
サ
イ
ト

コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
ブ
ロ
y

ク
散
さ

シ
ャ
ワ
ー
足
洗
場

モ
ル
タ
ル
M
Mは
み
か
司
さ
仕上

も
、
集
会
活
動
な
と
の
児
童
活

動
に

活
用
さ
れ
て
い
る

3

プ
ー
ル
建
設

昭
和
四
O
年

)11 

内
中
学

..'" 'L又

も
プ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
た
。

学
芸
会
等
の
行
事

に
有
効
に

東
日
〈
口小学
校
に
続
い
て

本
校
に

そ
れ
ま
で
西

日八
口
の
子
ども
た
ち
は
、
川
や
池
・
な
ど
で
水
泳
を
し
て
い

谷
川

の
水
は
冷
た

社分 譲ミ 震 :' プ 震誼f

ぷ?ア金等
よト暢正革 t主ふ 屯曹 *"'"~

た
が

く
、
危
険
も
大
き
か

っ
た

。

加
え
て
農
薬
な
ど
に
よ
る
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環
境
汚
染
の
心
配
も
で
て

き
た
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
是
非
と

も

プ
ル

を
建
設
し
よ
う
と
い
う

プ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

。

ま
た
や
も
劣
っ
て
い
た

体
位
の
向
上
を
は
か
る
た

め
に
も

全
身
逆
動
で
あ

る
水
泳
の
指
導
を
強

化
し

ι
川
凡
1
2
l

』
二
。

章

一-一白
さ

t
f

翌
年

、
衛
生
面
か
ら
こ
れ
ま
で
の
沈
澱
施
設
に
加
え
て
減
過
糟
が

も
行
わ
れ
た

。

ま
た
プ

l

ル
サ
イ
ド
は
鉄
筋
に
改
修
さ
れ
日
除
工
事

プ
ー
ル
は
底

に
深
浅
が
つ
け
ら

れ

幼
稚
園
児
も
使
用
し
て
い
る

。

水
泳
大

会
、
水
永
3

・

1

夏
場
は
特
別
時
間
割
に
よ

り
毎
日
水
に

親
し
み
、

心
に
ブ
ー
ル
に
通
い

能
力
の
級
判
定
会
な
ど
も
も
た
れ
て
い
る

c

児
童
は
夏
休
み
中
も
熱

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
泳
げ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

学
校
庭
園
の
構
築

学
校
経
営
に

環
境
締

155 

ヒ
ど
'
収
)
入

川
、

よ丙
品
示
拍豆

，

A
1
3

4

f
p

l

l

A
'

1

内

4
1
4
4

」

E
a
-

-

景

か
な
人
間
性
を
育

て
る

教

全

育
が
職
員
会
に
て
提
案
さ

園

れ
、
学
校

庭
園
の
構
築
を

庭

l
J

、
こ
て
二

hr
j
r

じ

L
J
J

，
ナ

J
U

，

I

フ

校

ル
の
落
成
後
で
あ
っ
た

。

日
干

設
計
を
松
山
市
愛
媛
庭

国
研
究
所
に
依
頼

、
場
所

は
校
地
の
南
、
実
習
回
を



利
用

プ
ー
ル
を
堀
リ
下
げ
た
土

を

そ

の

回

の
う
め
立
て
周
土
は

ま
ま
活
用
、
構
築
は

川
内
町
高
須
賀
利
一
氏
に
依
頼

必
要
弘
樹

十
小は
校
下
よ
リ
寄
贈
を
受
け

岩
石
は
P
T
A

の
労
力
奉
仕
に
よ
っ

て
、
滑
川
下
流
の
落
出
付
近
に
て

採
石
し
た

。

芝
生
と

一
部
樹
木
は

高
須
賀
利
一
氏
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る

。

昭
和
四
三
年
七
月
十
二
日

作
業
に
着
手

七
十
余

暑
い
最
中

名
の
P
T
A

会
員
に
よ
る

奉
仕
に
て
、
同
年
九
月
十

八
日
完
成
を
み

た
。

以
後
周
囲
に
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
を
敷
き
つ
め

一
層
の
美
観
を
そ
、
ぇ

た
c

以
来
樹
木
は
す
く
す
く

と
成
長
し
て
緑
を
様
か
め
、
芝
生
は
全

面
に
行
き

渡
っ
て
緑
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
と
な
り

児
童
会

集
会
活
動

賞

優
秀
校

状

西
谷
小
学
校

賞
校
は
一
一政
協
力
し
て

紘
一
ば
い
花
一
ぱ
い
泌
動
を
実
践
し

、

以
抗
の
美
化
を
と

お
し
て

悩
燥
を

出
め
、
明
る

い
郷
土
づ
く
り

に
多
大
の
成
山
木を
あ
げ
ら

れ
た

の
て
こ
れ
を
賞
し

ま
す

U

昭
和
四
五
年
三
月
十
九
日

愛
媛
県
川
J
治
泌
動
推
進
協
議
会
長

松
友

孟

校
司11

「
自
主
」
「真
笑
」
「
気
力
」

昭
和
山
六
年
九
月

の
主
主
が

日

本
校
で
初
め
て
仰
れ
に
刻
ま
れ
て

ぷ
常
-
u削
に
梢
築
完
成
さ

』
し
、
-c

j

j

 
そ
れ
ま
で
の
校
訓
は

「
必
く

」
「

正
し
く
」
「

明
る
く
」
て
あ

っ
た
が

終
戦
後
二
十
数
年
に
し
て

敗
戦
の
悲
点
か
ら
明
る
き
を

と
り
も
ど
し

生
活
も

J
r
ι‘人
比
し
た
八
寸
H

自
主
性

創
造
刊
の
殺
打

が
強
く
川

ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

校
訓
を
改
訂
し
た
も
の
て
あ
る

。

百年

西
条
市
に
て
購
入

正i

。

百L

j[ 

守

山岸
部
土
川
市
町
i

v

品
川
'
生
，
\
M
H
a
下
、
いどf
約
3

9

ト

7
0
T
，

e
i

→
ノ
内
広
打
b

ゴ
ロ

山
山

11 

。

~í 

.T. 

川
内
町
校
医
山
身

3
1
1
1
i
r
T

白

2

仇
虻
イ

L
P
M
，一M
W
H

。

題
字
書

大
野
数
耐
力
先
生

当
時
校
長

。

地
工
者

I11 
|人j

町

出
向
山
仰
山
貝
利

一
氏

。

労
力
奉
仕

P
T

A
A
R
M
Hによ
る

“

。

径一

振
興
会
寄
始
、
ニ
ム
』

0
0
0
円
。

'~~ 

昭
和
田
十
九
年
台
風
災
害

台
風
の
皮
毎
に
洪
水
の

心
配
を
し

井
内

川
民
凶
側
の
山
を
比
ん
ザ

っ
て
い
米た
も
の
で
あ
る

昭
和
凶
九
年
八
川
一

一
一
日

ム
リ
胤
一
』ハ
サ

の
接
近
に
よ
り

タ
ト
に々
な
っ

て
耐
は

-
M
は
げ
し
く

父
Jl. 

防
団
の
方
も
心
配
を
し
て
学
校
に
米
て
く
れ

-6

先
生
一

人

で
は
伴

ニ

F7
2
1

・

ν
、

ー

f

，
刀
才
/

必
ら
ず
二
人
で
行
か
ん
と
あ
ぶ
な
い
ぞ
む

、

」
経
験
お

活
動
、
遊
び
の
広
場
、
緑
陰
給
食
の
場
と
し
て
活
用
し
、
豊
か
な
人

こ
れ
ら
学
校
環
境
の
緑
一
ば
い
花

間
性
の
育
成
に
努
め
、
情
操
を
高
め
て
来
た

。

愛
媛
県
で
優

ば
い
運
動
は

(諸
経
費

振
興

会
寄
贈

四
十
万
円

秀
校
と
し
て
認
め
ら
れ
上
の
よ
う
な
賞
を
得
た

。

本
校
に
初
め
て
校
訓
碑
で
き
る西谷小学校校訓碑

校

司11

1 56 一

(
上
学
年

(
下
学
年

自

主
、
自
分
で
す
る
子

真

実
、
正
し
く
す
る
子

I-__ -

:;n. 

力
、
が
ん
ば
る
子

は
物
語
る

，

山片
ま
て

水
が

米
る
皮
に
消

防
団
本
部
に

屯
話
を
し
て

心
は
い
ら
い

西谷小学校被災全景

そ
ん

ら
矢

先

1
1

L
r-

レコは
一
以刈
ん

山

理
科
主

中米
似
所
付
近
よ
リ
予

期
せ

d:込

「
ド
カ
ン

」
と

い
う

青
、

可

:
-

3

、
j

J
j

釘
十
、
土
4F

h
f
y

，

，t

重
d
7

カ
3
f

い
治
ち
た
か
も
と
忠っ
て

い

157 -

た
、

二
一
時

一
丘
分
、
消

や
が
て
そ

の

立
味
が
わ
か
っ
て

い
米
た
ι

東
山
い
か崩
壊
し

ぬ
け
た

己
と
叫
ん
て
い
る

c

-
-
e
hu〆
ド

」
J
L
M
J
ん

{史

:fH! 
科

時
く
て

本
当
に
わ
か

と
押
し
つ
ぶ
し
て
い
る

そ
を
、
め
リ
め
リ
」

-り
J
Y
1
0
い

は
い
っ
て
品
物
を
出
し

た

い
が

一
行
「

た
ら
あ
ぶ
主
い

じ

と
叱
陀
が
飛
ぶ

u

h
H人

一

=
え
り
て

K1
1

-Z
 
制
民
主
の
主
要
物
口川
の
搬
出
、
(
戒
能
作

教
育

平
氏
主
へ
お
世
話
に
な
る

)
刑
務
以

主
の
移
動
等

処
世
を
し

{自

ギ
務
所
へ
事
故
の
報
比
引
を
し
て
、

O

災
当
の
状
況

九
バ

一
日
の
削
を

迎
え
る

む

ょ、、

h
H
H

P

，

J

ノ
H

以
比
我
叫
す
の
が
放
は
皆
無
て
あ
勺
た

ι



-

理
科
室
、
理
科
山
準備
室
、
東
使
所
、

1主i
-

理
科
室
天
井
ま
で
土
砂
で
う
ま
り
、

っ
き
さ
さ
る

。

理
科
俄
口
問
殆
ど
全
滅

渡
り
廊
下
、
給
水
設
備
全

み
か
ん
の
伎
が
天
井
板
に

南
校
舎
柱
傾
斜
、
危
険
に
て
使
用
で
き
な
い。

-
中

庭
四
国
堀
付
近
一
帝
土
砂
流
入。

南
校
舎
土
砂
流
入
、
高
さ
二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

-_' 
3占

流
入
土
砂
量

方
メ
ー
ト

ル
、
東
山
み
か

八
百
立

ん
畑
、
幅
三
0
メ
ー
ト
ル

高
さ

一
五
0
メ
ー
ト
ル
の

で
あ
る

。

所
よ
り
崩
れ
落
ち
た
も
の

児
童

教
師
疋
然
自
失

一
一
一
日
後
に
は

の
中
に
も

似
教
室
に
て
平
常
授
業
に

入
る
。一

年
、
幼
五
オ
教
室
使
用。

川
内
町
大
字
削
之
内
乙
八
三
五
番

地
に
、

鉄
筋
三
階
校
舎
改
築
落
成
、
運
動
場
拡
張
完
成

昭
和
五
O
年
一
月
二
八

目
、
校
舎
建
築
に
着
工

同
年
十
月
三

O
日

三
年
十
二
月
に
木
造
二
棟
を
現
在
地
に
改
築
し
て
以
来

、

竣
工
を
み
た

。

昭
和

四
五
年
を

お
い
て
改
築
の
請
願
を
し
た
矢
先

経
過
し
た
老
校
舎
と
し
て
改
築
の
き
ざ
し
が
み
え
始
め
、

昭
和
四
九
年
九
月
一
日

十
六
日
す
に
よ
っ
て

逝
一
は
急
速
に
高
ま
り
町
当
局

南
校
舎
に
大
被
害
を
受
け
て
よ
り

振
興
会

P
T
A

等
各
位
の
ご
努

改
築
の
気

鉄
筋
三
階
建
校
舎
が
改
築
落
成
さ
れ
た

。

力
に
よ
り

運
動
場
の
拡
張
に
つ
い
て
は

動
、
ボ
ー
ル
巡
動

通
動
会
等
に
お
い
て

ら
と
い
う
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
が

よ
っ
て

日
頃
の
学
校
体
育
特
に

も
う
少
し
広
く
あ

っ

た

陸
上
連

P
T
A

に
台
風

工
事
の
概
要

校
舎
改
築
と
同
時
に
拡
張
完
成
さ
れ
た

。

町
当
局
の
暖
か
い
ご
理
解

に

)
 

、
，

ム(
 
凡
旦
ム+
l

-
zr
u
-苔
ロ

b包
ユこ

ア
、
設
計

高
僑
建
築
事
務
所

ィ
、
地
工

佐
藤
工
業
株
式
会
社

(2) 

総
事
業
費

ァ
、
校
舎

(
一
六
五
二
平
方
米

一
五
六

二
六
O

。

五
九
O
0
0
0
円

0
0
0

円

二
年
、
資
料
室
へ

今二

職
員
室
へ

-

凹
年
、
家
庭
科
室
へ
、

理
科
は
各
教
室

職
員
、
資
料
室
は
講
堂
へ

O

お
世
話
に
な
っ
た
方
々

町
役
場

P

T
A

、
消
防
団
そ
の

他
各
位
の
こ
協
力

町
内
各
校
先
生
方
の
ご
協
力

P
T
A

有
志
の
方
よ
り
、
献
米

各
位
よ
リ
お
見
舞
ご
協
力

ィ
、
用
務
員
棟
(
八
五
平
方
米

ウ
、
運
動
場
拡
必

エ
、
災
害
復
旧
経
費

ォ
、
新
校
舎
に
伴
、
7

備
品
箆
備

ヵ
、
そ
の
他

(
事務
経
費
等

(3) 

建
物
一
半
面
図

立J ..!2 陪)
十 日 h 一一一一一一 一一一一一一- -1

炊
き
出
し
ご
協
力

.
a
 

‘
a
a察，4
e
.，y
 

1 58 一

¥ , 

傘

側

一護
陳

防
学

占
H
h
d

地
u
f

出
西
流
(

，
勾
品
目
紗
成

土
完事工

四
、
六
O
O

0
0
0

円

一
、
五
O
八

0
0
0
円

五
、
七
四
八

0
0
0
円

七
、
五
三
八

0
0
0

円

六
、
二
七
六

0
0
0

円

1 59 ー

(1 陪}

一



鉄筋三階校舎内部

ヵ
、
放
送
主

関

(4) 

そ
の
他
設
備

ア
、
盟
…
似

中
山
ス

チ
ー
ル
黒
板

ィ
、
時
計
、
親
子
屯

室

何
時
計
各
主

キヰ

ウ
、

O
H
P

、
各
室

庭

.L、

rJ 

家

工
、
カ
ー
テ
ン

、
各

山
互
に

部
日音

幕

ォ
、
換
気
、
各
教

室

換
気
扇
取
付

キ
、
祝
聴
覚
主
、
親
子
テ
レ
ビ

ス
タ
ジ
オ
、
機
械
室
設
誼

ビ
テ
オ
装
置
設
備

ク
、
カ
ス
、
家
庭
科

ケ
、
用
水 ス
ボ
ン
ベ
収
納
時
設
置 理
科
室

則
一科
準
備

室
カ
ス
配
管

用
水
ポ
ン
プ
二
基
、
浄
化
槽
設
置

コ
、
便
所
、
各
階
水
洗
便
所
、

(5) 

起
動
場
拡
張
図
柄

160 一

カ
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峯
に
て

ω
9

・
7

一峨
校
舎
改
築
附
忽
に

つ
い
て

刊
・9
・
m

一峨
以
校
舎
改
築
山
川
恕
に
つ
い

て

刊
-
m
-は

一町
教
委

一
校
舎
改
築
委
以
会
、
校
長
出
席
説
明

他
校
の
川
悦
綴(町
長
、
教
育
委
以υ
民
、
教
育μ
氏
、
一

校
長
)

校
合
改
築
ポ
ー
リ
ン
グ
作
業

2 

校
舎
改
築
等
の
経
緯

仁hRJF
lil!l:ljl: 

bｭ
E 

十
六
日マ
ム口
胤

主i 名数

等

羽

市
中

校
舎
建
築
緋
恕
につ
い
て

校
舎
改
築
に
お
け
る学
校
林
処
分
につ
い
て

校
合
改
築
制問
阪
を
す
る

校
舎
改
築
桃
山
忽に
つ
い
て
等
級

校
舎
改
築
桃
想
学
校
林
処
分
に
つ
い
て

南
校
舎
被
災
、(給
水
訟
仙
、
東
川
出
所
、
単
品

一室
、

m一科
準
備
室
渡
り
廊
下l
i

全
壊
)
似
教
室
(
級

以
室
、
資
料
妥
|
↓
総
堂
へ、

一
年
|

↓
幼
丘
オ

教
室
へ
‘
一
一年
l

↓
資
料
室
、
三
年
|

↓

職
民

室
へ
、
凶
年
|
↓
家
庭
科室
、

挫
利|
↓
各
教

，と語、
広

~~ 
E 委

ト云Jt
15 
1 

い 校
( 林

1-.f: & 
tB また

と

て

す
る

し 決

3

、
落
成
式
当
日
の
行
事 者ー

期
日

昭
和
五
十
年
十

一
月
七
日

(3) (2) (1) 

(視
聴
覚
室
)
九
時
よ
り
九
時
三
十
分

神
事

次
第

ア
、
開
式
の
辞

(
講
堂
)
十
時
よ
り
十
一
時

キ
、
祝
電
被
露

式
典

ィ
、

式
辞

ク
、
学
校
長
謝
辞

ヶ
、
P
T
A

会
長
謝
辞

ウ
、
工
事
経
過
報
告

コ
、
万
オ
三
唱

オ
、
来
賓
祝
辞

工
、
感
謝
状
の
贈
呈

サ
、
閉
式
の
辞

ヵ
、
町
議
会
議
長
挨
拶

(4) 

撒
餅

(雨
天
の
た
め

玄
関
ひ
さ
し
に
て

拡張された運動場

十
一
時
十
分
よ
り

各
戸
餅
米
二
升
寄

付
(
又
は
五
百
円

五
俵
、

餅
っ
き

各
部
落
に
て

(5) 

祝
宴
(
講
堂
、
幼
稚

園
(
二
教
室
、
))

50|5050150 50 50 50 日 ! 日 1 50 | 日 50 50 50 50 49 年
10 I 9 I 9 1 7 7 2 2 ~ ! ~ I ~ ! ~ 1 1 l 12 月

ー ・ ー.

30 1 22 1 13 1 30 5 24 15 1 131 I 29 1 28 24 17 15 13 25 日

�!r: I P 1 í!.正{左 jM {左; )11 �;tc: 1 f左 fι{左 )11 P P P I也
会T 

M晶 A I jj，品 n・4王 E晶 b長藤 d長 耳晶
割拠 内 内 T T T 教 名

立; 二工 コ二 ユ」 ユニ

凶T 1 A 事長会事長業 4ヨ民a、 主義 町丁 業業主権業 田T A A A 委 等

十:_;( +え: -15ど 3事 沿』 ヰヒ 守三 十:_;( 姐E 家 +交 +文 F菊 I菊 改 十交
手r 合 舎 Jj)t 亜i)) キ交 +交 会 築 庭 矛\)íに核: 合 会 を交 十交 築 ，百供、

& ゼ正 改 式 場 合林 & 起 平斗 員主主舎 t'jι 改 合 争守 σコ 改
ま長 築 Z語 却j .tJk Jfi( 弓主 築 工 室 キ東 貫生耳z 築 築 耳E 耳z fニ 築

司エ
す告 ill- 竣 日 1H: リ j兄 想主 王に 耳兄 耳il. 1"":: ') 主主 入 |徐 除 ゲコ 最
I求 1戎 ユ二 σ〉 泊 除制 t也 リ巡除 エ; キL It l ナ σコ 終
J;~ 王に {牛 ユ二 け ! 査 吉見 ~ 除動け 首邑 t終 4'1 おt
諸 t衣 H月 It It 場 崩 �;tc: 4草i f出i 4街 言 十

迦L 準 車!J( A玉ι晶 -，- 資プ 1ニ 耳車 f乍 作三 t乍 =rr 
並7) 何iJ グコ 凶用料 レ 耳1 コニ 業 業 業
1場 f'1 年務世ノ、 l徐 :業

主立 ↓員きフe It K P P 'コ
5Jk プ 峯場数 日目

K 
T T し、

フ巳 主古
，、、
A A て

工貿
IÎ民 望事 電尋 tbl, 

ブ毛分二 イ土 f土 主義
教へ - -
E長 ) 講

162 -

十
一
時
三
十
分
よ
り

各
戸
参
加
希
望
者
は
振
興
会
よ
り
折
代
を
支
出
し
た

。

(6) 

記
念
行
事

。

記
念
文
集
発
行

各
戸
に
配
布

。

。

父
兄
作
品

(生
花
等
)
展
示

。

。

校
内

町
内
児
童
作
品

(
図
画

・

習
字
)
展
示

。

第
七
章

学
校
林
の
変
遷

16 3 一

明
治
二
二
年
四
月
、
町
村
制
が
実
施
さ
れ
、
翌
二
三
年
一
月
、
三

内
村
が
出
生
し
た
。
し
か
し
区
有
財
産
に
つ
い
て
は
統
合
さ
れ
ず
、

河
之
内

・

則
之
内
・
井
内
の
各
区
毎
に
管
理
さ
れ
て
い
た。

円
リ
土
砂
噌』

w
E

舌
ロ

'
l
'

「

日
清
日
露
の
大
戦
に
は
戦
勝
を
得
た
れ
ど
も
、元
来
山
聞
の
貧
弱

村
で
あ
る
か
ら

年
々
増
大
す
る
教
育
費
の
如
き
は
、
腕
を
挟
い
て

歎
息
す
る
外
は
な
か
っ
た
J
と
あ
る

。

即
ち
、
先
生
の
俸
給
の
三
分

の
一
は
区
会
の
負
担
で
あ
り
、

良
い
先
生

に
は
来
て
も
ら
い
た
い

し

良
い
先
生
は
給

料
が
高
い
し
、
や
っ

と
来
て
も
ら
っ
た
先
生
も
、
給

料
が
低
い
た
め
、

や
め
た
り
、
笹
察
官
に
転
職
し
て
し
ま
う
等
が
生



じ
そ
の
上

小
学
校
令
に
基
ず
く
施
設

・

設
備
・
備
品
の
購
入
も

思
う
に
ま
か
せ
ぬ
状
態
で
あ
っ
た。

そ
の
窮
状
の
中
で
、
先
ず
教
育

費
確
保
の
た
め
の
基
礎
財
源
確
立
が
急
務
と
考
、
子り
れ
た
。

折
し

も

明
治
三
五
年
、
八
木
仲
五
郎
氏
が
、
自
発
的
に

二
反
歩
の
山
林
を
井

内
尋
常
小
学
校
へ
寄
付
し
た
の
が
学
校
林
の
始
ま
り
と
な

っ
た

。

そ
の
頃
の
小
学
校
は
四
年
制
で
、
二
学
級
あ
り
、
三

・

四
年
生
の

二
五
名
前
後
の
児
童
と
先
生
方
と
が
一
し
ょ
に
も

っ

て
植
林
し

、

刈
り
等
を
毎
年
続
け
、
造
林
に
精
を
出
し
た
も

の
で
あ
る

。

同
三
七
年
九
月
、
県
よ
り
訓
令
第
二

一
号
が
出
さ
れ
、
区
会
で
は

そ
の
訓
令
に
基
づ
き
日
露
開
戦
記
念
学
校
林
設
置

の
決
議
を
行
い

井
内
区
有
地
の
内
、
約
一O
町
歩
を
寄
付
し
た

。

と
主
っ
て
い
る
が

決
議
だ
け
で
、
実
際
は
八
木
氏

の
寄
付
し
た
二
反
歩
だ
け
で
あ
っ
た
。

当
時
村
長
で
あ
っ
た
政
能
大
次
氏
は
、
区
会
決
議
の
責
任
上
、

ま
た
率
先
垂
範
し
後
続
を
期
待
す
る
意
味
か
ら
、
黒
岩
組
の
戒
能
大

次
代
表
名
義
の
山
林
半
反
比
少を

井
内
尋
常
小
学
校
へ
寄
付
し

反
に
ふ
、
え
た。

こ
の
山
は
訓
令
通
り
の
管
理
が
な
さ
れ
た

。

同
四
三
年
、
県
お
よ
び
郡
よ
り
、
部
落
有
財
産
の
統
一
の
督
励
勧

告
も
あ

っ

て
、
村
長
近
藤
金
四
郎
氏
は
、
部
落
有
財
産
統
合

を

計
画

し

、
管
理

・

経
営
の
合
理
化
を
図
リ

よ

っ

て
得
ら

れ
る
村
財
政
の

校
下
の
学
林
は
十

一
町
七
反
と
主
っ

た
。

既
に
、
河
之
内
区
で
は
教
育
振
興
会
を
つ
く
り
学
林
の
管
理

を
し

て
い
た
事
か
ら
、
村
長
の
す
す
め
も
あ

っ

て
、
西
谷
教
育
振
興
会
を

っ
く
り
、
校
区
全
員
の
奉
仕
に
よ
る
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
る
り

昭
和
三
年
、
娠
興
会
の
誕
生
と
なっ
た
。

と
こ
ろ
が

、

あ
ら
す
主
山

は
、
恨
さ
さ
に
お
お
わ
れ
、
植
林
し
て

は
枯
れ
、
植
林
し
て
は
枯
れ
、
作
業
も
大
層
困
難
な
所
で
あ

っ

た
が

懸
命
の
奉
仕
が
続
い
た

。

勤
労
奉
仕
と
、
教
育
振
興
会
費
の
負
担
と

二
重
負
担
に
苦
し

み
主
が
ら

造
林
い
か推
し
す
す
め
ら
れ
て
い

っ
た
。

し
か
し

そ
の
山
林
歩
合
収
入
の
見
込
み
は
ま
だ
三

・

四
O
年
先
と

あ
っ

て
、
河
之
内
区
の
よ
う

に
換
金
し
主
が
ら
費
用
を
ま
か
な
い

造
林
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
同
十
三
年

振
興
会
は
総
会
を

聞
き
、

村
有
林
の
内
各
自
分
収
契
約
に
よ
る
部
分
林
、
第一
期
造
林

(明
治
四
五
年
i
大
正
八
年
に
植
林
し
た
も
の

)
を
、
各
区
五
畝
程

度
を
提
供
し
て
学
校
林
に
編
入
す
る。

村
は
分
収
権
を
放
葉
し

て
学

校
へ
山
を
提
供
す
る

c

こ
と
を
決
め
て
陳
情
し
た

。

村
長
は
こ

れ
を

認
め
て
く

れ
た
の
で
、
各
区
で
そ
の
予
定
地
寄
付
申
し
込
み
を
行

い

理
事
、
(校
下
村
議

・
役
場
吏
員
・
区
長
)
と
各
区
代
表
造
林
委
員

で

協
議
決
定
を
見
た。

但
し

そ
の
時

そ
れ
ぞ
れ
事
情
も
あ
る
こ
と
か

基
礎
を
確
立
し
、
村
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
事
に
努
め
た

。

同
四
四

年
に
は
部
落
有
財
産
整
理
統
一
が
行
わ
れ
各
学
校
林
は

区
分
学
校

林
と
る
っ

た
。

当
時
河
之
内
区
会
で
は
約
十

三
町
歩
、
則
之
内
区
会

て
は
約
五
町
歩
の
山
林
の
保
有
を
決
議
し
て
い
た

。

(町
誌
参
照

こ
れ
ら
は
最
初
よ
り
訓
令
通
り
の
管
理
が
な
さ
れ
、
天
然
林
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
す
ぐ
換
金
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た

。

そ
の
収
入
財
源
い
か

下

村
内
各
校

へ
使
わ
れ
る
事
に
不
満
が
生
じ
た
た
め
、
大
正
末
期
に
そ

れ
ぞ
れ
各
校
区
の
管
理
と
る
っ
た

。

同
三
九
年
、
井
内
尋
常
小
学
校
と
則
之
内
尋
常
小
学
校
の
半
分
が
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合
併
し

、

三
内
第

二
尋
常
小
学
校
と
主

っ

た
が
、
先
の
則
之
内
区
会

で
決
議
さ
れ
た
、
大

字
河
之
内
西
山
乙
二
、
九
八
五
番
地
の
内
第

山
林
五
町
歩
は

河
之
内
東
谷
区
有
地
の
内
よ
り
寄
付
さ
れ
た
も

の

で
あ
り

当
然
東
谷
校
に
所
属
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。

そ
こ
で
村
は
、

不
均
衝
是
正
の
た
め
、

昭
和
三
年
、
和
田
丸
・
保
・

七

免
・
惣
田
谷
の
入
ム
ロ
山
「
あ
ら

す
な
」
(
三部
落
共
有
の
採
草
地
)
を

村
に
提
供
す
る
代
償
と
し
て
二
O
O
円
の
交
付
を
う
け
る

。

山
は

内
第

二
尋
常
小
学
校
の
学
林
に
編
入
す
る

。

村
は
柏
林
に
要
す
る
苗

木

一
切
を
交
付
す
る

。

植
付
・
下
刈
り
等
一
切
の
労
力
は
校
下
で
奉

仕
す
る
こ
と
と
な
り

そ
の
あ
ら
す
主
山
十

一
町
歩
を
加
、
え
て
西
谷

ら
、
第
二
期
施
業
地

(大
正
一
五
年
以
降
植
林
)
や
、
天
然
林
に
つ

い
て
の
寄
付
は
、
面
積
二
戸
・
当
り
一
反
歩
程
度
と
す
る
こ
と

を

決
定

し
、
寄
付
採
納
し
た

。

こ
の
学
校
林
造
反
造
成
を
機
会
と
し
て
、
東
岩
土
口

・

八
木
福
三
の

両
氏
共
有
の
、
第
一
期
造
林
分
収
林
上
毛
の
特
別
寄
付
の
申
し
出
が

あ

り
、
村
の
了
解
を
得
て
編
入
さ
れ
た

。

そ
こ
で
各
地
区
よ
り
寄
付
採
納
さ
れ
た
山
林
は
次
の
表
の
通
り
で

あ
り

既
に
も
っ
て
い
た
山
を
合
わ
せ
て
約
三
十
一
町
歩
の
山
林
が

学
林
と
し
て
教
育
娠
興
会の
管
理
と
な
っ
た
。

165 -

こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
窪
暗
市
氏
等
の
奔
走
の
結
果
増
大
さ
れ
た

学
校
林
は
、
西
谷
教
育
振
興
会
の
管
理
の
も
と
で
、
校
下
全
員
に
よ

る
奉
仕
で
、
汗
と
努
力
の
結
集
い
か
な
さ
れ
る
事
に
な

っ
た
。

毎
年
の
汗
と
努
力
の
結
晶
は

当
然
報
わ
れ
始
め
、
伐
採
や
報
酬
金

も
は
い

っ

て
き
て
会
計
も
う
る
お
‘
つ
よ
う
に
も
っ

て
き
た

。

そ
こ
で

西
谷
教
育
振
興
会
の
会
則
に
あ
る
よ
う
に
、
小
学
校
は
勿
論
、
婦
人

会
、
青
年
団
、
処
女
会
な
と
の
助
成
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
戦
時

中
の
青
年
訓
練
所
設
置
の
時
は
、
銃
剣
術
用
具
や
テ
ン
ト
、
飯
盆
に

至
る
ま
で
備
え
つ
け

た

優
秀
主
設
備
を
誇
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
c

奉
安
殿
の
設
置

・
大
楠
公
像
の
設
置

・
二
宮
金
次
郎
像
の
設
置
(い
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ず
れ
も
別
項
参
照
)
校
庭
緑
化
整
地

(
用
水
路
・

排
水
路

・

土
管
埋

設
・

運
動
場
地
主
ら
し

通
路
や
岩
積
み
な
ど
)
等
を
皇
紀
二
六
O

O
年
記
念
事
業
と
し
て
行
い

寄
付
金
の
上
に
振
興
会
が
多

村
費

大
の
助
成
を
し
て
推
進
し
て
来
た
事
は
い
う
ま
で
も
な
い

。

ま
た
農

業
実
習
地
も
振
興
会
の
寄
与
す
る
事
は

大
き
く

一
部
寄
付
も
あ
る

が
、
大
部
分
の
回
が
買
い
取
ら
れ
た
の
も
学
校
林
造
成
の
た
ま
も
の

で
あ
る

。

戦
後
に
お
い
て
も

二
宮
金
次
郎
像
の
再
建

・

校
訓
碑
の
建
設

保
育
園
の
設
置
と
そ
の
助
成

・

運
動
場
の
整
地
と
拡
張

・

金
網
張
り

1 66 一

(
昭
三
三
年
)
遊
具
の
購
入

、

幼
児
学
級

・
青
年
学
級
の
助
成

・

給

食
室
の
建
設
・
給
食
活
動
費
の
支
出

・

プ
l

ル
建
設
・
講
堂
建
築
(
別

項
参
照

体
育
具
室
建
設

・

運
動
場
昇
降
路

(
三
二

・

三
五
O
円

等
川
西
谷
教
育
振
興
の
た
め
に

数
限
り
な
い
貢
献
を
し
て
き
た

。

た
る
山

講
堂
建
築
で
は
、

黒
岩
の
二
箇
所
の
学
校

林
を
売
却
し

て
建
て
ら
れ
た

。

昭
和
四
七
年
三
月
、
文
部
省
指
定
理
科
施
設
設
備
の
理
振
法
百
%

の
適
用
を
受
け
る
事
に
な
り
、
そ
れ
に

と

も

な
う
費

用
と

し

て
約
四

O
万
円
も
の
助
成
が
で
き
た
の
も
こ
の
学
校

林
の
賜
で
あ
る
。

ろ
が
、
昭
和
四
九
年
八
月
三
二
自

の
台

風
で
、
学
校
の
東
の
山

の
土

と

砂
く
ず
れ
の
た
め
、
東
便
所

理
科
準
備
室
が
土
砂
の
下

理
科
室

敷
き
と
な
り
、
苦
労
し
て
備
え
つ
け
た
備
品
も
総
て
お
し
つ
ぶ
さ
れ

て
し
ま
っ
た

。

学
校
の
校
舎
の
老
朽
化
と
共
に
再
建
築
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
学
校
林
は
総
て
町
に
提
供
す
る
。町
は
鉄
筋
三
階
一
棟
を
建

築
す
る
。
と
い
う

町
当
局
の
意
向
に
対
し
、
振
興
会
は
度
々
の
会
合

を
聞
き
、
各
部
落
の
賛
否
両
論
の
意
見
を
持
ち
よ

り

協
議
し
た
。

同
四
九
年
十
二
月
町
当
局
の
意
向
を
受
け
入
れ

二
七

・

一
四
へ

ク
タ
ー
ル
の
山
林
は
総
て

町
に
提
供
さ
れ

、

学
校
林
は
総
て
な
く
な

り
、
西
谷
教
育
振
興
会
は
同
五
一
年
四
月
を
も
っ
て
解
散
と
な
っ
た

。
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西
一合
校
下
教
育
振
興
会
管
理
学
校
林
表
彰

学
校
林
の
設
置
が
提
唱
さ
れ
て
以
来
、
校
下
の
方
々
の
寄
付
や
保

護
区
か
ら
分
割
拠
出
さ
れ
た
も
の
合
わ
せ
て
、
二
七

・

一
四
へ
ク
タ

ー
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
思
う
に
祖
先
伝
来
の
不
動
産
の
寄
付
提
供

は
、
今
日
で
は
考
、
え
も
及
.
は
な
い
事
で
あ
っ
て
、
当
時
校
下
の
方
々

の
郷
土
を
思
う
一
念
の
発
露
が
こ

こ
に
窺
え
感
謝
の
外
は
な
く
、
ニ

れ
ら
美
徳
を
礎
に
し
て
西
川
ハ
口
の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
や
ま
な
い

。

学
校
林
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
教
育
振
興
会
が
先
人
の
美
挙
を
さ

ら

に
受
け
っ
さ

、

郷
土
興
隆
の
た
め
に
と
、
奉
仕
管
理
の
努
力
が
今

自
の
美
山

を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る

。



学
校
林
売
却
の
収
益
金
は
、
校
下
文
化
振
興
の
た
め
や
、
青
年
団

け
る
必
要
経
費

、

特
に
講
堂
建
築

、

ブ
ー

ル
建
築
、

青
年
学
級
の
必
要
経
費
、
幼
児
学
級
、
小
学
校
教
育
の
重
点
削
に
お

温
室
建
設

、

食
設
備
、
庭
園
椛
築
、
そ
の
他
各
種
の
施
設
、
設
備
、
運
動
会
学
芸

P
T
A

経
費
の
助
成

、

事
務
職
員
手
当
の
補

会
に
お
け
る
諸
費
用

助
等
毎
年
多
額
の
費
用
を
支
出
し
て

、

学
校
経
営
進
展
の
た
め
に
寄

与
し
て

来
た

。

出
子
交
本
店

γ
本
こ
っ
、
て
ま
、

ん
で
ふ
f
-
干

ムfr
t

ホ
q

l

〆

L
'

1

1

・

昭
和
四
十
年
三
月

、

中本

杉
二
万
本
を
校
下
始
ん
ど
出
役
し
て
楠
林
し

五
月
に
は

五
百
本
を
術
相
し
て
い
る

。

こ
の
振
興
会
に
お
け
る
教
育
振
興
事
業
や
、
植

林
事
業
は
古
向
く
評

ア
ラ
ス
ナ
学
校

昭
和
四
三
年

価
さ
れ
て
、
全
日
本
学
校
植
林
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

、

社
団
法
人

ま
た

昭
和
四
七
年
三
月
に
は

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
よ
リ
入
選
の
貨
を
授
与
さ

れ
た

。

桧
一
万

ジ
ャ
モ
チ
学
校
林
に

九
千
本
を
校
下
一
九
五
人
出
役
奉
仕
し
て

植
林
し
た

。

こ
れ
ら
振
興

世
に
認
め
ら
れ
、
多

く
の
賞
を
得
た

。

会
に
お
け
る
学
校
林
経
営
の
顕
著
な
数
々
の
業
績
は

、

さ
ら
に
広
く

(木
原
営
団

・
S

凹
四
年
授
賞

る
財
源
と
し
て

、

つ
い
で
昭
和
五
十
年
度
に
至
っ

て
、

学
校
林
を
校
舎
改
築
に
お
け

町
に
提
供
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
新
校
舎
が
窪
築

と
は

、
惜
別
の
情
禁
じ
得
な
い
こ
と
や
、

し
か
し
な
が
ら
長
〈

愛
林
し
て
来
た
学
校

林
を
手
放
す

、
」

学
校
林
の
成
り
立
ち
が
他

三

一
1

』
司、
」o

i
j
j
 

の
学
校
と
異
な
る
占
…
か
ら
も
、
役
員
会
、
委
員
会
を
七
回
に
亙っ
て

開
催

し
、
慎
重
審
議

、
，
:

、
一
、

L

カ
る
さ
れ
た
カ
杉

会
口
改
築
事
業
に
学
校

学校林 植林風景

林
が
名
笑
共

に
寄
与

し
た
こ
と
に
な
り

川
内
町
よ
リ
万

感
の

謝
意
を
も
っ
て
、
感

謝
状
い
か
落
成
式
当
日

振
興
会
に
授
与
さ

れ

た

賞

状

キf:

準
特
選

愛
媛
県
温
泉
郡
川
内
町

玄
西
谷

小
学
校

賞
校
は
昭
和
四
七
年
度
全
日
本
学
校

造
林
コ
ン
ク
ー

ル
小

学
校
の
部
に
お
い
て
準
特
選
の
栄
誉
を
得
ら
れ
ま
し
た

よ
っ
て
こ
れ
を
賞
し
ま
す

昭
和
四
九
年
四
月
八
日

行
同
法

人
凶
・1
u柿
化
推
進
を
は
会

一J

喰
陀
コ
え
ψ
陀
〈

h
「

斗1

d
，T

一
一-j
E
'

ム守
一
一
M
gl
A
L

士
7

梅

士口
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感

謝

状
西
谷
校
ド
教
育
振
興
会
殿

食
会
が
多
年
に

一回
一り
撫
宵
管
理
せ
し
学
校
林
を
西
谷
小
学

校
改
築
財
源
と
し
て
町
に
提
供
し
事
業
促
進
に
寄
与
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
之
が
竣
工
に
当
リ
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す

昭
和
五
十
年
十

一
月
七
日

山
岡山
本部

藤

1 69 一

井

正
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fと

第
八
章

西
谷
幼
稚
園

昭
和
二
二
年
学
校
教
育
法
の
制
定
に
よ
っ
て
幼
稚
園
が
学
校
教
育

体
系
の

一
環
と
し
て
発
足
し
た

。

幼
児
学
級

西
川〈
口校
区
に
お
い
て
は

、

会
長
は
じ
め
、
関
係
者

父
兄
の
熱
意

に
よ
り
就
学
前
の
幼
児
に

学
校
に
主
じ
ま
せ

、
社
会

性
を
つ
け
る
た

め
に
、
昭
和
三
三
年
三
月
五
日
に
幼
児
学
級
を
創
設
し
た

。



座
学
室
に
オ
ル
ガ
ン
一
ム
ロ
を
入
れ
、
歌
を
う
た
わ
せ
た
り
、

居
を
見
せ
た
り
、
名
前
を
呼
ん
で
返
事
を
さ
せ
る
程
度
。

同
校
面
と
し
て
は
、
手
を
洗
わ
せ
る
。
鼻
を
ふ
か
せ
る
。
靴
を
揃

同
年
四
月
よ
り
、
教
室

え
さ
せ
る
る
ど
初
歩
的
な
保
育
を
行
っ
た。

不
足
や
、
通
園
の
不
便
か

ら
和
田
丸
公
民
館
並
び
に

井
内
公
民
館
に
て
一
日
交

替
の
保
育
を
行
っ
た
。
当

+
存4
+
i
F
ι口』
芝
、
歩

H

I
駐
車

d
E
，
カ
J
h
d
〈

ん
と
う
を
持
参
さ
せ
、
食

べ
さ
せ
て
い
た
が

の
人
達
は
非
常
に
協
力
的

で
、
お
茶
や
、
コ
y

プ
を

用
意
し
て
く
れ
た
。

頃
は
お
弁
当
を
食
べ
終
る

と
家
庭
へ
回
帰し
て
い
た
。

教
具
は

お
べ

地
71: 

そ
の

は
じ
め
は
何
も
な
く
、
少
し
ず
つ
希
望
に応
じ
て
と
と

お
血
や

の
え
て
く
れ
た

。

砂
で
遊
べ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お
椀

幼
稚
園

昭
和
三
八
年
八
月
一
目
、
小
学
校
の
講
堂
建
築
の
際
、

独
立
の
園

し
て
い
た

。

舎
を
建
て
た
。
当
時
は
振
興
会
が
中
心
と
な

っ
て
幼
児
教
育
を
担
当

こ

れ
は
校
区
の
人
々
に
義
務
教
育
の
充
実
の
た
め
に
は

幼
児
教
育
の
必
要
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
た
た
め
て
あ

っ
て
、
年
聞
を
通
じ
て
の

幼
児
学
級
を
開
設
し
た

こ

と
は

町
内
で
は
じ
め
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

を
町
営
に
移
管
し
て
幼
稚

園
を
設
置
す
る
よ
う
働
き

か
け
た
。

そ
の
理
由
は

l 

時
代
の
進
展
に
伴
い

幼
児
教
育
の
必
要
性

に
か
ん
が
み
、
内
容 こ

れ

西谷幼稚園

か
る

。

設
備
の
充
実
し
た
幼
稚
園
を
設
置
し
て
幼
児
教
育
の
振
興
を
は

幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
行
う
。

2 

紙
芝

ば
せ
た
。

木
製
の
丈
夫
な
一
人
乗
り
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で

子
供
を
楽
し
く
遊

教
材
費
よ
り
洋
紙
、
色
紙
、

ト
白
1
J

ι
E

B

ハ
l

ゐ
亦

は
さ
み
、
の
リ
な
ど
を
買
い
、
折
り
紙
、

ク

ν

ヨ
ン
で
絵
を
か
く
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
。

i 利
川γ
刊
川
+
J
Fl
n
J

〆L
L
E
r
n削
川
'
f
v

，
，

学
校
に
て
行
っ
た
。

そ
の
後
再
び
統
合
し

、

学
校
の
音
楽
室
(
現
在
の

講
堂
の
敷
地
に
あ
っ
た
)

を
か
り

運
動
場
も
小
学

和田丸公民館

校
の
使
わ
な
い
時
に
、
使

わ
せ
て
も
ら
っ
た
り

ン
パ
リ
ン
、
鈴
な
ど
も
時

時
か
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

又
、
運
動
会
、
学
芸
会
な

ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に

加
え
て
も
ら
っ
て

小
学
生 タ

井内公民館

170 -

児
童
に
ま
じ
っ
て
楽
し
く
行
わ
せ
て
い
た
。

と

か
り
て
い
た
音
楽
室
が

こ
わ

し
に
な
っ

た
た
め

昭
和
三
八
年
、
講
堂
建
築
の
際

資
科
室
を
か
り
て
保
育
を
行
っ
た

。

3 

講
堂
建
築
に
あ
た
り
幼
児
学
級
専
用
室
が
建
築
さ
れ
た
の
で

4 

こ
れ
を
教
室
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
室
が
西
谷
小
学
校
敷
地
内
に
あ
る
た
め
諸
設
備
の
兼
用
が
で

込
C
フ
ハ
出
。

可
を
得
た

。

な
ど
で
あ
っ
た
。

町
当
局
に
お
い
て
も
幼

児
教
育
の
重
要
性
を
認
め

西
谷
小
学
校
幼
児
学
級
を
、

ス マ ス

川
内
町

立
西
谷
幼
稚
園
と

171 ー

し
て
発
足
す
る
た
め
、
開

員設
会 申
に請
行を
い愛
よ 媛
昭県
和教
二二 月

九委

ク

年
三
月
二
六
日
付
を
も

っ

て
、
昭
和
三
九
年
四
月

日
よ
り

川
内
町
立
西
谷
幼

稚
園
と
し
て
開
設

」

の
圭刃
rLl:，、

幼
稚
園
は
一
般
に
は
保
育
所
に
よ

り
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
る

幼
稚
園
は

が
、
法
的
に
は
小
学
校
に
よ
り
近
い
も
の
で
あ
っ
て



び遊7)( 

文
加
口
言グ
室
主
刊
に
法
り

保
有
形
は

厚
生
省
的
管
特
に
あ
る

。

幼
稚
園
は
幼
児
に
対
し
学
校
教
育
を
施
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
保

育
所
は
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
の
保
育
を
目
的
と
し
て
い
る
。
又
、

幼
稚
園
と
小
学
校
と
は、

と
も
に
学
校
教
育
法
第
一
条
に
基
づ
く

学
校
で
あ
る
。

こ

れ
を
、
つけ
て
、
地
教
委
に
お
い
て
も
、
教
育
長
は
じ
め

園
長

教
諭
で
川
内
町
内
幼
稚
園
連
合
会
を
結
成
し
、
幼
稚
閲
教
育
要
領
に

一
ホ
さ
れ
る
内
容
を
も
と
に
講師
を
招
き
、

町
内
合
同
の
研
究
会
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

t) つまお

文
部
省
は
度
々
の
教
育
課
程
審
議
会
に
よ
リ
、
幼
稚
園
教
育
課
程

の
改
定
を
行
い
幼
稚
園
教
育
課
程
の
国
家
基
準
を
昭
和
三
九
年
三
月

に
公
示
し
た

。

ぴ
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遊砂

本
国
で
は
昭
和
四
一
年
(
音
楽
リ
ズ
ム
)
四
二
年
(
健
康
)
四
五

年

(社
会
)
五
O
年
(
自
然
)

の
領
域
で
研
究
保
育
を
行
っ
た

。

幼
稚
園
教
育
は
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
、
っ
き
わ
め
て
大
き
な
意
義

を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
幼
稚
園
の
普
及
は
全
国
的
に
著
し
い
も
の

おみせごっこ

173 -



が
あ
り

西
谷
校
区
に
お
い

て
も

四
・

五
才
児
収
容
の
幼
稚
園
に

い
た
が

こ
の
年
よ
り
小
学
校
の
図
書
室
を
譲
り
う
け

四
オ
児

し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
高
ま
り
、
教
育
長
は
じ
め
関
係
者
の
努
力

と

な
っ

た
。

又
、
固
と
県
よ
り
備
品
購
入
の
補
助
を
受
け
た

。

五
オ
児
と
二
教
室
で
保
育
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
教
員
も

一
名
増
員

も
っ
て

、

に
よ
っ
て
川
内
町
内
の
各
国
と
も

に
、

四
・

五
オ
児
収
容
の
幼
稚
園
が
発
足
す
る

こ

と
に
な
っ
た

。

昭
和
四
九
年
四
月
一
日
付
を

こ

れ
ま
で
西
谷
幼
稚
園
で
は

一
教
室
に
五
才
児
の
み
収
容
し
て

ま

た
、
幼
小
の
関
連
の
必
要
性
か
ら

指
導
主
事
、
管
理
主
事
の
訪

聞
に
際
し
て
は
、
幼
小
合
同
の
研
究
会
を
持
つ
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

昭
和
四
九
年
八
月
=
二
日
、
小
学
校
が
台
風
一
六
号
の
被
害
を
受
け、

五
オ
児
教
室
を
小
学
校
に
貸
与
す
る
こ
と
に
な
り
、

昭
和
五
O
年
三

ぴ

月

末
ま
で
四
オ
児
教
室
に
て
、
四

・

五
オ
児
混
合
の
保
育
を
行
っ
て

174 一

そ

き

た
が
、
昭
和
五
O
年
四
月
、
小
学
校
で
は
幼
稚
園

の
玄
関
前
に
、

建
築
完
了
ま
で

の
プ
レ
ハ
ブ
教
室
が
で
き
た
た
め
、
小

学
校
が
使
用

雪l

が
で
き
る
よ

う

に
な

っ

た
。

し

て
い
た
五
オ
児
教
室
が
あ
き
、
再
び
年
令
別
の
保
育
を
行
う
こ
と

あ

昭
和
五
O
年
七
月
末
、
小
学
校
建
築
完
了
に
と
も
な
い
、

プ
レ
ハ

ブ
教
室
は
と
り
こ
わ
さ
れ
、
同
年
九
月

一
二
日
、
P

T
A

の
方
達
で

遊
具
の
固
定
を
行
っ

た
。

「 1
ご7 1l l 内町立関l 

川 内町立西谷幼稚園 [ 
i 西谷小学校幼児学級 | 名

「一一--，--，-十「引~-干i

ーとimj!J11!引
九四l三 1
月月三 i 

ノト井 l ー

さず:1付 |
校公IJî

、 I込

音 館lð

主和|ノj 、 ;

に 8Wi:
て メLl校
統公l
令民|幼
保館|児
育に |学
て |級

、! と

分 | し
散 |て
保|
育 |校
内

開
且且

「一一←一一一ーーー一一ー←ー一一

西

谷

幼

仕
比

干
十
小
・

:岱

革

史

園

年

お

で

と

t .. 

J 
t) 

き

幻

一
泊

一

八
一

門
町
一

川
町一
一

・
一

町
防
犯
協
会
よ
り
交
通
安
全
の
表
彰

川
」
凶

つ

州
制
剛
叫υ
引
利
引
引
州
引
出
制
|

4

一
一
二

・

一
町
内
幼
稚
園
研
究
会
を
本
国
に
て
開
催

位

一
一
一
・

一
五
町

内
幼
稚
園
研
究
会
を
本
国
に
て
開
催

日

一
凹
凹

・

一
・

二
七
砂

場
完
成

-
叫

一八
・
二
七

P
T
A

の
協
力
に
よ
り
外
庭
遊
具
、
充
実

寸
|叫
ゴ
川
i

-i
つ
州
州
川
和
劃
相
引
針
引
料
配
川
引
町
釦
|

一
品
一
七
四 議

室
、
幼
児
学
級
教
室
、
洛
成

川
内
町
立
西
谷
幼
稚
園
と
し
て
開
設

体
育
遊
具
を
外
庭
に
設
置

テ
レ

ビ

購
入

七

石
油
ス
ト
ー

ブ
購
入

表

」上
園

越

智

金

ヨ王
tコ

_l_一一

JJ 

175 -

JJ JJ 

七

JJ 

五

JJ 

八

JJ 

ト一一ト一一←-十一一斗一一+一一一+一一

戒

回

潔

ームー
ノ 、

JJ JJ 

四

JJ 

車買

府

雄

jL 

日 Ij

四

JJ 

五

JJ 



1干訂i 仙作 ! 大 |-I一両一五五二五-同

;11:;[;liT??!?f;lil 
l 、ヨ 町山市 |I - ンモカ郎ミ幸平 l 度 |

j!jj; 
、 に大l 白武神五、氷 川j I 

; ; l 
l iiii同: !!?!日 ; l i 
|吉 三 福山小 上大| 白 高 島 永金山明 |
|同神田由林沼| ぞ翠之井子内閣 i

[ 雪ヰ主主同 if 内健本良 | 悶
ト郎助之儀 |

昨日 比 -iE7
1敏庄光ト崎 I ~ ~ 

福 小 大 | 白野高伊

庄益 ~ I ~ 岩±隆
E力 f義 二

- 1 77 一

土肝金両
居口子
助本
一 石太太一

郎男郎郎 E
ú1J回金藤 日月

波中子川 治
四

太 真佐本太弥 四

郎雄郎続 主
高須 伊仙作 明

治
賀賀 j皮道 四
セ|盗太亀 五
ノ〆

主ヨ 一 郎市
一一一一 ー

川内町立 西 谷 幼 稚 園

51 50 49 48 47 

四 五て九四 五
0 1昆 ・ 。

よ口L 一一ー 一一
一保 七
-育台四 。

教室 風オ ピ
災児 -ア
害学 じ ノ

て 幼 の級 台、 購
正 稚 たを ク 入
常 園 め開 フ
保 研 、設

ブ
育 ~ し 車吉

A立三、 -図 成
を 一書
本 年室
園 生

五
て オ
開 児
fi グ〉

教
室
イ吏
用

四
7王 オ

児
(4) (5) グ〉

はは 教二袋乞:ム四五
オオ
児児

(4)(5) (4)(5) (4)(5) 

0五 0八 五九 。 九

池 竹 大

)11 国 野
IJ IJ 

敏 俊 数

日月 彦 男

第
九
章

職
員
名
簿

同
円
ム
口

f

・

7

)11 

内
町
立
西
谷
小
学
校

P
0
 

7
'
 

噌
E

ム



野

口
岩
男

勲

児
王
静
子

白
戸
サ
ト
(別
)

白市字武高 Y酉升 ζ支「 白
ぞ川野智橋井田政 ; 主 | E 
'7シ ー国弥 ! " i -') 
l ゲフ達清太繁三 ! it i f 
也子 サ夫長郎市郎 ! 度 | 喧

白 ï!i i酉武高武酒升 ! 大 | 白

ZH 井智橋智芝田 i 壬 ! 写
r 7'- フ達清盛芙繁 ! 互 !
出 r サ夫長 忠郎 - i 度 i

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一斗 ードー一一一一

! 日篠酒武渡白乃 | 査 1 2 夏
写回井智部石万 | ー | サ賀

| 常 二 i z i 上敏フ盛 義 ! i lt r 岩
義実郎 型 校サ忠清賀選 I ~ I ~ ヨ男 白

白篠酒渡武森白川大汁 白高 |

号回井部智棟石万 | 壬| 号室 1
ト敏フ 盛精義 | 長 | ト土 !
日l 校サ清忠維貫逗| 度 ! ~ヨ |

八渡徳酒波和森白)'1 1 大 | 白高篠
正l

十常 同 ! ウミ清 フ 三晴義 |恩卜 r 敏
十義実勇 11 !? ミ子サ j青郎雄貫逗 |度 出 ヨ校

| 富佐和日召 八渡沼市渡和森乃 い大| 白 吉

| 内伯国九 | キコ井川部田棟万月 1 :悶|ド | 木部 日E I

| 常 卜年 | ゥごフ正 三晴明| ト

| 義実勇 | 度 I ~ ~サ雄清郎雄逗 i董 I ~ 
宮佐 和 | 昭 | 八相須波酒向八波森乃 | 昭 | 白 市
市川 rn l 空 | を田川部井井木部棟万 i
常 1 9 1 ;; 三 :T フ 久 日青 | 平 ! L 乙

I -. ./.;- ! 回 1 -

義実勇| 度 ! J~ 艮lí ヨミサ健徳清雄 逗 ! ICX_ I 巴 子

宮佐野| 昭 i 八須松花高:iK 篠
内伯本| 引き 川|制山泊井森

1 ! ツシス'f1î

常 留一円タナギ近義信
義笑遠| 度 I ~ ヨ コノ 一通一

178 -

一副
同
町
川
州U
J利
引

ー

引
高
田
一
尚
一
川
州
司

J刑
判
出

ー

川
J附
義
正
一

瀬
義
正

一川
瀬
義
正

一竹
団

長
一
佐
伯
実

一宮
内
巌

一川
瀬
義
正

一渡
部
政
行

一
部
政
行

一渡
部
政
行

一渡
部
政
行

一

一松
岡
ン
ナ
コ
神
野
林
子

一清
水
景

広

一岡
田
進

一岡
本
保

一

本
保

一岡
本
保

一岡
本
保

一

一桑
原
貞

子

一須
之
内
ナ
ミ
子

一
岡
本
保

一
須
之
内
ナ
ミ
イ

-近
藤
義
清

一
ι内
ナ
ミ
子

一武
智
稔

一須
之
内
ナ
ミ
子

一

一神
野
林
子

一八
木
キ
ウ

品
二
須
之
内
ナ
ミ
子

一管
静
子

一
須
之
内
ナ
ミ
子

一

静
子

一須
之
内
ナ
ミ
子

一原
因
ツ
ル
ヱ

一

一八
木
久
徳

一

一恵
木
政
校

一八
木
キ
ウ

(
忠
一菅静
子

一
小
キウ
g

一原
因
ツ
ル
ヱ

一八
木
キ
ウ

(刑

)
一

一藤
田
町
恵

一
一

小
林
ト
モ

一
一

八
木
キ
ウ

品
)
一

一小
西
都

子

一

一

一八
木
キ
ウ

「
川

二
一

八
木
キ
ウ

一川
)

・
一
一
一

八
木
キ
ウ

(川

)
一
一

旧
日

J
E
E
申
出

ιL
自
国
一
国
叩国
一
問団
明
日
明
咽
岨

一野
本
留
遠

←明
神
利

置

一明
神

利
置

一明
神
利
宣

一
存

神
利
置

一
汁
国
太
郎

一酒
井
国
太
郎
一
酒
井
国
太
郎

一

-
-
一
-
-
-

一佐
伯
実

一佐
伯
実

一高
谷
修

一高
久
口

修

一元
氷
泰
菰

一
氷
泰
裁

一近
藤
仙

一近
藤

仙

一

一宮
内
常
義

一岡
本
保

一別
仔
頼
雄

一
本
木
善

吾
一
武
智
忠
章

一
智
忠
章

一
元
永
泰
裁

一
林
長
弘

一

一
一

一

l
(
応
ざ

』
ォ

一

司

l

j
i

一
一
一
一

一
岡
本
保

~
石
丸
大

五
郎

一
田
中
大
次
郎

一一元
永
泰
議

一

神
針
頼

二

部
綾

二
渡
部
綾

二
渡
部
綾

二

F
-

『

h
L
U
叫
η
け
v

一
一
一
-

一沢
田
栄
太
郎

一北
川
義
行

一森
善
吾

一武
智
忠
章

一川
口
治
俊

一'
差
ロ
香

一宇
和
川

二
満
田
薫
敏

一

一橋
本
芳
明

一徳
永
フ
ミ
コ

一元
永
泰
積

一野
口
豊
紙

一曽
我
部
信
子

一曽
我
部
信
子

一清
水
孝

一曽
我
部
信
子

一

一原
田
ツ
ル
ヱ

一別
府
頼
雄

一石
丸
義

信
一曽
我
部
信
子

一樋
口
久
子

一玉
井
光
子

一曽
我
部
信
子

一樋
口
久
子

一

子
我
部
信
子

一山
本
茂

二
曽
我
部
信
子

一徳
氷
フ
ミ
コ

一大
野
ト
ン
子

一樋
口
久
子

一大
野
ト
ン
子

一中
須
賀
芳

子

一

八
休
注
目

津
川

崎
巴句
ー円

、い
「
1
1目
i崎
ー己
ー
は
ほ
大
内
い
;
い

比

百
川
ミ
ノ
ル」

川
瀬
義
正

179 



菅酒杉藤中越 ll 昭 ii 字渡酒北高宮中緒司
野ツ井田岡矢 管和4=-!l ' 和川部井条主完百 内矢方
ャ美光正文金ハ {千代 雅美 信 敏文禎 | 八
子江利夫雄吾 E E子子江義操之雄治 l E

「一ーーー一一

fLr:別神 字和 采樋曽向中林近酒 和日百
ff 府原川松口我井 矢 藤井
、 、ヤ音[1 国

主
妄言頼卓〉ス久信臨文長 太
!?E雄子ル子子子=雄弘仙郎

菅 1酉杉藤中越 ! 昭 字 1度 貝 泊林和 高宮 熊渡 日召

野ヂ|二田岡矢智型 手口 5頁 和

ッ ー
川部原井 田賀内 部

九ャ美光正文金七 (用 千代 雅昌美俊富 敏義豊
子江利夫雄吾 i z )子子子江昭雄操之一重 E 

!2 釆玉樋曽戒中林福 r酉 和日召 八 小

ト松井口我能 矢 良井 木西
ミ ヤ部 国 {安
壬ス房久信 文長英太

主
面キ 者自

里 子子子子猛雄弘雄郎 )ウ子

菅相杉藤中越 ~ß I 字 j度酒藤和三熊渡 日召

野原田岡矢智 干日 和
音日

和

、ソ ー

川部井岡田好

ャ俊光正文金 | 八 {千雅美正 富 義義血 。

}司代子 E 子 雄利夫雄吾:t l ) 子江夫雄秀一重

字和 酒曽戒高中藤近 和日百 八神

川チ|ニ部賀能須賀矢字岡藤 木野

式美信 文佐
主

(キ
用

)子江子猛操雄男仙 }ウ民

菅相杉藤中越 字国波酒藤和三熊渡 日召

野原田岡矢智 手口 11 井部井岡田好 fB 和
、ソ

il { 千 宣 雅美正 富 義義之ャ俊光正文金

E 子雄 利夫雄 吾 用}代子子子江夫雄 秀一郎

ま干U 野酒曽液中藤近 和日百 八別神大玉山須

川 首井我部 能矢里藤 ま (府野西井口之
応 内

()111代子千 芳美尼1ロ 仕匠
主

ウ 召頼 光ツ苗
(中

美江子猛雄男仙 ~:':雄民弘子ル美

字架酒光藤和熊 i度 昭

ぢ原田岡内 自 11 田井 宗 岡固 ま 手口

ヤ俊光正正 I 員長子 良美新正富義太 言子雄利夫臣 ) 美江光夫雄一郎

7i 北酒曽東戒桑中久山 和日目 八別波大

代川1 条井部我倉能原、 矢一 保内 木 (府部西

四
応

( 仁美信信 俊文達武 {キ 召頼和

2 期 中
)fj子 江子義猛三雄徳美 )ウ )雄子弘

久相杉北宮戒 | 昭和 字粟酒藤和 中熊越 昭
手口 和

保原因岡内田四 i 川白井岡田 島 智

文俊光杉正 ()問千子{七 良美正 富 友義金
2 子雄利雄臣潔 2 美江夫雄重 一 吾

字和 武佐北北桑中久須 手昭口 イ左別釆波

川草野条条原矢保賀 伯(府松部
五 ト 応 ヤ

千代子 思+久仁信俊文達三
E 

- 召頼ス和
周) 子子子義=雄徳郎

用 、中

)ヱ)雄子子

久相杉北宮戒 | 昭 守:八莱菅酒藤野中越 8゚ 

保原田岡内田
手口 和木田聖子井岡上矢智 和
四 I1 1 ソ

文俊光杉正 一 (問 午ft- 4手良午dヤ 美正長文金 四

子雄利雄臣潔 1 2 )子ぎ美子江夫重雄吾 E 

字和 遠酒石北松宮 中須 和昭 佐別乗 佐宮

川藤井喜条本内 矢賀 伯 (府松 伯回
」ー ト 応 守' :福式子 恵美明信正敏 文=
ノ、 ( と 召車買 ス

主 用、中

) 子江光義雄之 雄郎 )ヱ )雄子 子江

久渡相杉宮戒 || 昭和 字八菅酒藤野 中越 日召

{呆音日原田内回四 和子室野井岡上矢智 和

JII ツ 五文日光正 | ( カ ( ヤ美正長文金

子隆雄利臣 潔 12 Eン聖子江夫重雄吾 差

字和 i度酒石北宮中緒 和昭 佐 別乗

川部井喜条内 矢方 伯府松
七 ト 応 ヤ

議子 房美明信敏文禎
主

{、召頼ス
用こ中

} 子江 光義之雄治 )ヱ )雄子

- 181 - - 180 一



1
1

1

1

1

1

1

1

1

i

 

一菜
田
良
三
栗
田
良
美一
波
部
ナ
ホ
=

討
即
ナ
引

t

k
九
引
→
~
町即刻
戸
川
副川
町
と
記!

佐
川
到

一杉
原
キ

γ行
一杉
原
キ
ン
子

一杉
原
、
キ

{い
，
j

一杉
原
、
メ
ン
子一回村
タ
ケ
ヨ

一安
井
貞

子

一高
須
加
只
一
恵

一浜
田
敏
子

一

(
市
中
-

-

一

-
'

一

一

宇
和
川
い
ソ

一

田
辺
ヵ
一
日
田
辺
力
一
日

一田
辺
ヵ
己

一信キ
ン
子
(E

一渡部
利
子

一安
井
貞
子

一杉
原
キ
ルV

一

一
一

田
辺
カ
ズ
ヱ

一
杉
似
キ
ンf
(引
)
一
杉
山
町
キ
ン
f
(
事
)

一
出
辺
カ
ズ
ヱ

-

一

L
f

一
l

←il
i
-
-」1
1
1
トリ
←は
qa-
-」1
J
1
1
f
巴
|
|川

」

一昭
和
白2

1昭
和
四
五3
1
t

i
唱
団
法
肩

一唯
一ι
宵
直
医
温
三
区
清
司
ト
ι
一

一別
府
頼
雄

一別
府
頼
雄

十大
針
数
男

一大
肝
数
男

一大
針
数
男

一竹
田
俊
彦

一竹
田
俊
彦

一池
川
敏
削

一

一宮
内
正
臣

一古
内
正
臣

一
武
智
繁
雄

土
武
智
繁
紘

一武
智
繁
雄

一武
智

繁
雄

一武
智
繁
維

一武
智
繁
雄

一

一

戒
能
猛

一戒
能
銃

一菅
針
忠
雄

一青
野
忠
雄

一菅
野
忠
雄

一菅
野
忠
雄

一菅
野
忠
雄

一菅
野
忠
雄

一

一相
原
俊
雄

一相
原
俊
雄

一戒
能
猛

←戒
能
猛

一山
崎
孝
志

一山
崎
孝
志

一山
崎
孝
志

一山
崎
孝
志

一

一渡部
英
隆

一渡
部
英
隆

一渡
部
英
隆

一渡
部
英
隆

一渡
部
英
隆

一今
出
美
幸

一中
島
貞
代

一中
島
貞
代

一

一久
保
文
子

一久
保
文
子

一
久
保
文
子

一保
田
聡
子

一保
問
聡
子

一保
田
聡
子

一近
藤
キ
サ
子

一近
藤
キ
サ
子

一

一佐
伯

T

ェ

一佐伯
弥
生

一佐
伯
f

十二近
藤
キ

サ
子

一近藤
キ
サ
子

一近
藤
キ
サ

子
一櫛
部
和
子

一櫛
部
和
子

一

一杉
原
キ

u
f

一
杉
原
キ
以
子

~近
藤
キ
ナ

j

櫛
部
和
子

一櫛
部
和
子

一櫛
部
和
子

一菅
野
郁
代

一藤
原
異
弓

一

同
『
へ

附
4

一
一

十回
辺
ヵ
ゴ
ヱ
臼
辺
カ
ズ
ヱ

一回
井
和

j

一杉
山
際
、メル
ユ
杉
原
キ
トv
v一杉
原
、
よ工
杉
原
六
号

一水
田
恵
子

一

一
一

A
I

一

士
事

日

一
一

杉
原
キ
心γぃJ

一菅
野
キ
シ

j
J
γ

一菅
野
キ
ン
子

一昔野
-
キ
ン
子

一菅
野
キ

J
V午

一杉
原
-
キ
ン
子

一

引
ん
自
野
、
キ
ンザ
一
-
一
~

一
背
野
キ
シ
子

一

ー一'l
i
l
--L

i
l
l
i
-
-
ト
l
i
-
-

一

十一一

一-7一一TLTJ 7一一丁一つ ii-「; 11
1 ，-日 | 石 | 右 ! 手口 | 手口 | 手口 | 手口 | 年i 
男 ! 三 1 2 i z l 三 1 三 | 三 !! 罪

11i jli l i|;ii l i i 度 i f
「 i 」十 l 斗 ! ;z;; 

1771J1JFコアコl li||氏

i 戸 I }II ! 井 l A [ 能 ! 部 ( !
| 光 | 清 i R 会 | 公 ( 岩 1 岩 i

I , i 1 i 名
|! 臣 | 永 ; 務 1 fT 長 | 玄 i 歳 i 吉 |
L--J-一一 一上一一一 ーに一一」一一 一一 一ーし一」一一j

正

[]昨[ik[両面白i嗣ilil--二[ 歴
lJJiiiljH111111iJi i 
l i h :: ::出:Ir州渡ir什度1H?刑!lド村エ菅計刑汁苦ペ判iけ円4刑4 j八4十十十判11十十十判l卜卜ド川:干戒4十1戒イ十沖f什在4十十削l卜ド川j北4ヒ4!
lいl[「川戸1一 iliJ川f汁j河tてγア可ttγ::ケ2川音

」ι』l?LH?4l 臣 l同4ヤ茂一lHt士心[l川?::ト|凶名
182 -183 -



西
谷
幼
稚
園

職
員
名
薄

杉上 日百

1立ロ度Rμ 担目ー召ー原田和四
キ 守律 O素 i 八

212 子ン 子 年度 手子 E
河 上和昭 杉桧

野田 l 四 原垣 四 | 伯部二
正素 ナL 手律 一幸友ニ
:t! ン 年度子子年度代子 子子

河上昭 杉上桧和昭 佐 和日百
野田五和 原 因 垣四 伯

正素 O
キー

幸 四

代子 I ~ シ素律 | 長 主子子子 子

河上 日和召 杉上 日召 八佐 担日百
野田 原因 手口

木伯五 四

正素 キ 素 幸幸 五

2 ン E E 代子 子 子 子子

杉上 日百 佐 和日召
原田 平日

{白四
~ 素 四 幸

」ー
ノ、

ン

主 2 子子 子

杉上 日召 {左 日百

原因 手口
{白

平日
四

キ 素 五 幸 七
コノ 2 2 子子 子

杉上 | 昭 桧佐 和日召
原回目 垣伯

今繁六 律幸
八

三 子 主 子子 E 
日目 杉桧 日召

原因 平日 原 垣 手口
四

キ 素 七 キ 律

fil ン

E 
ン

子子 子子

一 一

川上小学校

川

上
小
学
校
校
旗

川上小学校校歌
. \ 1', ,'1 M.~ 

l叩 I ,\ "臥

h ，.---斗，

• ,.. .:J・ ~・

そ " に{j 一え
l k 

、

1 ・ 4・， , 
・.. ， ，J ・. 

U らIt ゅ ー <

>>‘ h
a 、" ，、 ，

r~ 口 V ....1 l' I 
E . "町 I I .. - _ 

-こぞ かわ。

1 ・
11 、 "

トーオ ・1・

う

詞

歪司

手目
E
←
←
ば

) ~出ー柑

n"  ,i 1. I 1 目 、 ‘ '
n h 苧 1 I l' I ・ E ・"
m、 ... ， . I ・・~・目

、v ~_・ 1 ・ 1 /. 1--:;r---------- io""" I 

い L - ， 九 の 1. - JJ 

A , ... 
E~ l________l_______ 目 白
川、~. 1 ..1 L__l w . -1 . 1 _1 
~- "-A  

司 、 ‘ や

n ‘, 
U '" I 11 11 ~ I 
A ~ 1-_._II/I '_:_______1 
，n、.. ..・r- r-. _ _j , 
、""i:T - - ~白 - I I I .." 

~ Io" Y ...... 
やま とよ 〈らの ある

ベト I _=c::::;:) 
A ト 1 ・ 1

，~)' 61. I I I 
Jら h か

- 1 84 一

一
、
石
鎚
の
嶺
空
に
映
え

道
後
平
野
の
開
け
ゆ
く

山
と
沃
地
の
あ
る
と
こ
ろ

こ
こ
ぞ

川

上
我
が
母
校

二
、
南
に
高
き
塩
ケ
森

緑
色
濃
き
木
の
間
よ
り

行
方
を
輝
ら
す
燈
台
の

光
き
や
か
な
我
が
母
校

t
J
 

Q
U
 

4B
EA
 

三
、
健
康
奉
仕
親
善
を

胸
に
い
だ
い
た
よ
い

子
ら
が

暑
さ
寒
さ
も
い
と
い
な
く

学
び
い
そ
し
む
我
が
母
校



一一 一 一一一寸一一一一一一一一 一一一一一 一一一一一一一一一一寸ープケマ一一一ー一寸

尋常小学校期 ! 学 校 創 成 期 l 与 i I 

円 T十一 r I I l --下---: -T-討す l 
問?と+ _2~ 1 ___~__~1 = ~ l~_I__J_~ l l~) 8 _ 1_斗 ~--I-~ -1 土 Jl I I 
I ;j{~ l J:i 本|南小 |校学改 | 村|時 | 文|医 認 |州止 l 店旦市川 ! I 
同町対村 I H 学 | と校正 | 民 1 Mf i 部
川リ者有 1 f反校 i改と 小 i i軒j ! 小 |省
j尋|の志 | 教令|称改

i '常|たの | 場改!す整
小|め提 l -l~，lE 1 す
!十! 臼 | さ | ヲペ紛日日 | 町 iー(
:校 |援で | JZ 村 | 四八
i独 |甚校 | 阜市I 1 名五
|立|だ舎 | 12 笑 i ~名
|す|し新|タ施 |河)

i る 1< 築 | 松 '1' I 東松
! i終の j頼つ 11小尾
1 1 1こ気|川主 l 学ノj 、
1 1笑 運 | 分立 i校学
1 I現 高 | 教 ~T~ I は校
のま | 場:J; I道臼
運リ |を ;:;':1 向杵
び、| お託 |尋 小

巳村 1 <雪|常学
主会 | ι 斗|小校
らで|空北 I~ 舟
空も|育方|校吾
平可 I ~'; ~首 |と {井
、，決 1 1芋両 |改し
円さ 1 ~ +;_ 1 枚、ご|る ~II ;:_~~ I す松
子た I !~常 I ~瀬
さが I ~~ ~i~ I 五 川
会、|空全|八簡

平安 |全 子
イ寸 Iコ l LJ 
併|子

プ

一 、毎月 8 日は J R C の目。

川そうじをする!尼重たち

ツ学校生活スナ

r、

?ぐ
午後 4 時|悶5分お帰り放送に送勺 れて下校

塘崎臨鞠

上

校

字

:白
放課後の楽しいひととき

革

史

年

み
ん
な
の
手
で
美
し
い
校
庭

表

土L

l註こ松小 あき時村 l|小東立を 用す米第
次学大置学り民学解る 一
教校一書 J旧U 校 、米校か 小 1 お
育医記 を生だをれ教学
の王官芸棋松従小南公育校| 

! も
l 必寺西
要組村
bι~ 1 f-大kごd 余村少のにな 子立
!惑|今氏 )横 主 必訟リ 長と
じの従
玉県 料一一. に を 時(て

童児泉二 設 知後務松北
) 名 告 らに 小 山方

数に と rχ ( ず道学の村
増校 詞I を児 、向校 ! 人字
加会東 童去iJのと ) 中 学 |

を小 松瀬数一 つ殿改経村
建学 川 一 て倉称費に 話き築校 中O こ に は設
しを ) れ移経地置
移視 キーイ 松 をす費方せ
転察 '-=尾厭は税ら

ー鼠/l. 小 ぃ 村よ れ
置学 、 費リ
児校 !日 よ 支校
童を 寺 弁会 と
数松 子 支 は

ー瀬 屋 出 | 日

O川 を 殿
ノ刀Lミ ー士一ご 慕 倉
)軒 つ を

四 来句 四 童児五0 六O
0 ¥ 。 0¥ 数

十立

七
七

部
の

|

|
I

l
l
1
1
1

し

(
首
席
訓
導
事
務
)

大
泉
知
之

(首
席
訓
導
)

坂
本
里

1 86 一187 -



国 民 尋 -m白. 主田吉1 等 寸='ー. キ交 期
学校期 尋常 高 等小学校期 i 尋 常小学校期

ー---l

日召
平日

大
正

17 16 15 13 12 10 9 8 7 4 2 14 13 10 9 8 7 5 4 2 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 

青 川 国 サ 融 三月左三 少 校 ビ? 学 運 学 干支 校 寸ιιー A寸以ー. 寸λ以 ー持子ι 運
年 上民 イ 和 呂 年 年 ~ コ ア 級 動 級 Gtコb 4Eコb 級 級 級 級 動
学 校学 レ 教 金 学 団 増 ノ 数 場 数 増 増 数 数 数 数 場
校 教校 ン τ同"" 次 十支 を 築 購 ( 拡 ( 築 築 ( ( ( ( 拡
1虫 記同f~ ( 研 良日 壬aEIL つ す各 入 再冨与 張 尋 主自宰 尋 尋 尋 張
立 f辰施 一」 ヮYtし 主同 置 成 常 井円一Uゴ. 常 常 常 常ノ、

興行 ・ ぷヱ》ミ、 {象 る ( 松 科 寸み以一, 科 科 科 科 科
木 ぷコエき、 を 除

ー，

山 融
1、必旦ニ 発川 す 幕 グ〉 伊 。 i~IJ 

ー」 数 五 五 四/、

会上 る 式 じ頁 勢 {長
階 国 11妻 所 恒主主r3 尋 主同主1 主田吉1 τ"告司「 高 高

楽
( 

建 映民
ー」 年 弓且んー グ〕 等 常 等 等 等 等 等

F象
ノ、

校 写学 月 旅
) 

観 科 科 科 手斗 科 科 手斗

* 機校
を ) f�- illlJ 四 四
つ

新 のと 所
) 

四
) ) ) ) ) 

宇南 校 学 本 中市 品寸んー 言己 寸A以ー, 教 事前 学川 裁 }II 君日 ~t す校 授本 南
習 1コb 級 年 習 キ及 4' 巳きd、‘ 級 科 Z長ヨ刃 級上 ょ寸とんー お宝 上 名 方 る舎 上年 方
寸~ー. 増 数 度 科 数 学 数 書 科 数尋 校 専 尋 改 教 こ狭 のよ 南
校 築 ( 限 廃 ( 校 ( 国 設 (常 1廿S、 11妻 常 キか 場 と随 困り E日ヨ
開 尋 止 王国子 林 尋 F疋~ 置 尋高 改 キヰ lこグ〉 難卒 寺( 

設 学 常 仮 "向う- を 常 常等 正 吾丘又rc 学 i旦 学 すた 多業
( 有設 干斗 教 学 科 i、且旦二 科 学 科小 ( 置 +交 泉 級 るめ し式 }II 
八 数 場 級 七 る 八 級 ーハ'- ，子叫 J~ 新 君日

、

- 上( 

( 

数 数 、校・ 築
) 

(四 (入 高( 

南
( 

尋 ~ 問口1 高 高設 統 - 五年 四学 等
E日ヨ

( ( 

四 字詰 問口1 尋 等 。 等 尋 等置 。 メEヨ〉、 学全 学式
科 等 寺 諸ー 科 町 科 4門4ヲ-科

) 。 キ交 - 級体 級を AザLー

科 を 科 歩 干斗 三尋 * コ 四 )を )行 車交( 

廃 八
、 ) 、

七 )常 義 手万 AヲUー, ~ t つ設
、)

す 事前 、尋科 務
) 

築 年 方 置
築 寄改 吾EEFL 

る
贈称 回 置 同主主1 

八 を 見と 等
ムよ豆ι, 巨1 科
け H央 四

七 る 国i ) 

高 高 習 万 九 品 常四 教 北
) 

仮 児
等 尋 等 科 ふ寸以ー. 等 科カ =同-て 方 7全国企 南 教 童 赤
干斗 '*自. 科 千 tJk 科 三年 四 工 方 士嘉 σ〉 痢

科
) 

株
) 

、、

年 南 教 増 j兎( 

) 」ー ) 、四高 ) 

方 場
、

力日 行ノ、

カ 義 5十 年等 グ〉 ( 

) 

夜 年 務 の科 仮 月 A寸Uー, 年 {半 児
教 。 女四 教

) 

級 全 し、 童
jlli 

動
士まき
) 

高 育 寸よ比ー 子 カ 場 ( 体 、死

等 」ー 級 に年 を を 校 者ノ、

科 カ
) 

裁( ZEK コ 南 dzコb 五
年 縫四 す 方 1央 名

カ 科月 仮 F益 ) 。

年 を八 教 σ〉

と 謀日 年 場 た 学
な す開 ) 

め 級
る 校 自己

、

) 

置 教

九 九 九 九 八 九 九 九 11 九 九 九 九 JI.. 八 八 八 子\ 七 七 七 ー
~ 五 五 五 四 五 四 四ノ、 ノ、

五 。 九 五
」ー 五 五 八 。 七 五 四 。 tL ノ、 五 。 八 五 。 七 。 ナし 九 九 。 八 。

四
ム

七 五 五 八 五 一L + ~ 

" 
ノ 、 ノ 、 ノ 、 九 八 九 五 八 七

ム

五 五 七 九 八 J¥. ノ、

玉 大 渡 女,_J-- 高 近 伊 八松 大

井 西 音日 橋 藤 藤 束田 野
1/ 1/ IJ IJ IJ // IJ IJ " IJ 

1青 堅 f左 平日 7L 寿恵 鬼
九 千

大 重 芳日三 田 渡 相 i手 坂(

カ貝ロ 十支

雪子 松 }II 辺 音E 原、 上 本長

" IJ IJ IJ " IJ IJ 1/ IJ IJ 
兼 11 

鬼 太 男 オ 直 政 里司11
千 次 五 導

) 

=Et 3 良日 自日 章 環 l在 良R 弘雄 良日 f中 良R 葉 吋i~ 民[S
一一一 L一一一一一 一一ー ー 」一一一一一 一一一一一 ーー一一 ーー『一一_Cー L一一一一一一

- 189 - 188 一



(
七
・

二
四
)
軍
人
援
護
教
育
研
究

(
九

・

二
一
二
)

国民学校期

一

目
は
ほ
同
団

一

円

一
養
護
婦
を
置
く
勤
労
奉
仕
・
開
懇
一
生
産

。

γ
ー
ー
ー

ι
|
l
i
l
-
-
I
l
l
1
1
-
-
-
l
e
1
1
1

1
1
1

1

初
一
箪
駐
泊
所
八
月
一
五
日
終
戦
校
庭
浸
水
お
叩
(
一

0

・
一
四
)

7
i
l

副
掛
川
到
寸
罰
則
到
ベ
刈
ィ
川
叶
到
割
問
創
倒
叫
司
1

一
四
)

一

2
一
一帥
範
生
実
習

三
ヵ
月
南
海
地
震
崖
出
壁

大
破
(

一
二
・

二
一二
)

一

2

一
学
制
改
革
(
小
学
校
六
年
・
中

学
校
三
年
の
義
務
教

育
)
川
上
小
学
校
と
改
称

一
2

一
川
上
中
学
校
設
置
教
員
五
名
奈
良
悦
祭

一
川
→
刻
割
引
列
記
州
劃
矧
削
利
則
削
船
間
引
削
引
叶
斗
引
川
斗
川
叶
引
い
只
五
名

一
2

-東
京
視
察
部
洛

P
T
A

結
成
幼
児
学
級
開
設
ご
月
)
新
教
育
発
表
会
(
二
月
)

川
川
割
引
引
引
叶
斗
斗
割
引
州
制
引
引
引
判
削

1
パ

;

←
幻
尚
子
折
千
三
ロ
同
杉
・
考π寸
二
一
バ
三E

一
一
ι
と
こ

σ
吋

j
j

←
ζ
J

仁
川
仕
禁
日
付
業

5
G

修
学
旅
行
(
高
知

・

五
月
)
臨
海
教
育
(
七
月
-
悠
和
品

)
P
T
A

雨
傘
寄
贈

2

-

創
立
六
十
周
年
記
念
式

P
T
A

「
川
上
村
の
お
も
か
げ
」
を
出
版

6

一
修
学
旅
行
(
高
知

・

琴
平
)
臨
海
教
育
(
げ
日
医
師
)
二
五
金
次
郎
銅
像
再
建
除
幕
式(七
月
)

一八
六
九
一

一

郷
土
幻
燈
ス
ラ
イ
ド
作
成

P
T
A

雨
傘
二
三

O
本
)
寄
贈

。

ユ
ニ
セ
フ
粉
乳
給
食
開
始

一
一

/
-
修
学
旅
行
(
高
松

-

琴
平
)
諒
海
学
校
(
民
一
生
)
川

上
村
教
育
委
員
会
発
足
南
校
舎

一
L
:

ニ
一

円
い
ほ
岐
川
崎
阿
佐
ぽ
凶
低
ほ
同
ド
陥
い
ほ

陥
同
ぱ
町
山
仁
川
に
いhと

一
修
学
旅
行
(
高
松

・

琴
平
)
臨
海
学
校
(
中
島
)
二
伝
尊
徳
翁
記
念
日
設
定
(
七・

二
三
)
一
一

部
一

運
動
場
土
入
れ

(
P
T
A
奉
仕
)
村
立
幼
児
学
園
開
設
(
九
月
昭
和
二
三
よ
り
毎
年

一七
九
二

一

-

一
月
か
ら
幼
児
学
級
開
設
)
職
員
研
修
旅
行
(
南
九
州

・

一
O
月
)
一

-

一

修
学
旅
行
(
別
府
)
臨
海
学
校
(
中
島
一

一回
)
給
食
調
理
主
修
理
(
七
月
)
訓
育
実
践

m

-
要
項
作
成
(
村
教
委
)
学
校
図
書
館
法
国
庫
負
卸
金
(
六
万
円
)
を
受
け
、
図
書
室
充

一
笑
。
川
上
幼
稚
園
設
置
(
四
月
よ
り

)

東
温
家
政
女
学
校
設
置

郎
ヴ

4支r.;_'-1~ 

一
、l
 
'' 
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i亙(修
重)J 四学
場 ・ 旅
南二行
健五(
|坊)日Ij

築合府
造{井)

(祝臨
P~i毎
T 式学
A 旗校
奉行(
仕列中

、(島

一五一
二 ・日

四七川
~~上

村味
内噌三
電 i十内
話給雨j
開食村
通開合
(始併
二(川

. 一 内
七一村
) ・ と

四な
)る

八
五

J明

ト一一一一一

校

-
一-
問
-
一
伝
道

.

一
九
)
中
学
校
新
築
落
成
に

T
A

出
役
)
教
室
移
転
さ
一

・

旅
行
(
別
府
、
四

・

二
八
1

二
九
)
J
R

C

ト
レ
セ
ン
(
八

・

一
O
i

一
一
)

一

校
舎
移
改
築
工
事
竣
工
(
七

・

二
八
)
テ
レ
ビ
取
付
(
農
協
寄
贈
一
0

・

一
二
)

一

一ク
ラ
ン
ト
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
を
受
け
る
(
二

・
一
九
)
道
徳
指
導
研
究
会
(
一
二

・
八
)

一九
二
八

一

一
←

運
動
場
斐
備
、
校
舎
跡
整
地

(
P
T
A
)
学
林
値
込

(
P
T
A出
役
、
三

・
五
i
六
)

一
一

一

5

一修
学
旅
行
(
別
府
五

・

七
i

八
)
臨
海
学
校
(
七

・

二
四
i

二
六
)
校
歌
制
定

一
L
A
:
L

I
引
い
れU
U
れ
軒
止
日
山
川
引
札
同一

一

お
一
大
会
(
二

・

二
七
)
県
教
委
学
校
訪
問

(
六

・

二
一
三
文
部
省
祝
学
委
員
視
察
の
た
め
一
八O
九

一

一
一

来
校
(
三

・

こ
特
殊
学
級
新
設

(四
・

八
)
講
堂
落
成
(

一
二

・

一
二
)

一

一

一
一

修
学
旅
行
(
別
府
四

・

二
八
i

二
九
)
臨
海
学
校
(
七

・

二
回
i

二
六
)
全
国
学
力
テ

一
一

一

7

一ス
ト
実
施
(
七

・

一
一
)
子
ど
も
文
化
祭
(
一
一

・

二
二
町

内
体
育
大
会
(

一
一
・
一
J-
L
二

一

ぉ

一二
三
一

一

肘
凡
持
久
走
士
一

一
二
一
じ
釘
初
成
営
地
作
業
式

一

(
r
H
M出町、 一

ノ
警
貝
ん
一
一

一七
五
二

一

←
一

八
)
ピ
ア
ノ
披
露
式
(
三

・

一
+ハ
)

一

一

一

8

-修
学
旅
行
(
別
府
四
・
二
六

l

二
七
)
一
日
臨
海
学
校
(
七
・
二
五
)

了
、
L
-
h、一

一
山

一
釦
E
→
卦
学
が
引
刈
ト

一

んE
、
六
平
、
六
二

ー

刈
日
:

-

t
'

a

一
一

:
:
一
六

九
八

一

寸
l

l

割
引
利

E
J
引
d
u
J

叶
川
引
劇
副
引
制
志
劃
川
斗
|
|
斗

一

泊
五

1

六
)
文
部
省
全
国
学
力
調
査
(
六

二
三
)
持
久
走
大
会
(
二

・

一
二
流
感
臨
六

七
四

一
佐

34 
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休
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水
生
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裁
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漕
つ
く
リ

(
P
T
A
役
員
八
月

武
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亡と
口

11 
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栄
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校 期与と-4

:子 期
ー一

51 49 50 48 I 47 

修
学
旅
行

(別
府
阿
蘇
五
月

)
大
三
品
少
年
自
然
の
家
利
用

(
五年
生
七
月
)

青
少
年
赤
十
字
国
活
動

(年
間
)
東
温
陸
上
競
技
会
五
種
目
優
勝
、
十
一
極
目
入
賞

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
県
大
会
ブ
ロ
ッ

ク

B

準
優
勝
、
滑
川

キ
ャ
ン
プ

文
化
祭

川
上
小
の
学
習
、
N
H
K

教
育
テ
レ
ビ
で
全
国
放
送

北
校
舎
窓
枠
箆
袋
、
水
道
配
水

管
取
り
か
え
、
中
庭
通
路
舗
装

正
門
北
杭
込
み
経
理

修
学
旅
行
(
関
門
、
別
府
五
月
)
大
三
島
自
然
の
家
利
用
(
五
年
生
、
七
月
)

日
宿
直
廃
止

(
一二
月
よ
り
)
航
空
写
真
撮
影
(
一
一
月

)
文
化
祭
ご
一
月

防
犯
燈
七
基
、
耐
火
車
庫
三
基
設
置
校
舎
北
側
、
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
塀
つ
く
る

修
学
旅
行
(
別
府
阿
蘇
五
月
)
面
河
少
年
自
然
の
家
利
用
(
五
年
生
、
八
二
三i

二
六
)
中
庭
、
運
動
場
東
側
、
西
側
芝
生
植
付
(
六
月
、
三
月
)
児
童
用
机
、
腰
掛
新

調
(
三
年
以
下
の
分
二
O
三
組
)
台
風
臨
休
(
九

・

二
)
O
H
P

七
台
購
入
放
送
設

備
改
修
松

山
管
内
教
育
研
究
分
散
大
会
(
一
一
六
)
文

化
祭
(
一
一
月

)

四
七
四

宇
和
川

俊
之
助

193 -

四
七

宇
和
川

俊
之
助

四
八
O

一
稲
荷

議
口

ーーーーーーーー」

学 校

46 45 44 43 40 

修
学
旅
行
(
別
府
五
・
二

一
i

一
三
二
航
空
写
真
撮
影
(
五

・

二
九
)

本
館
新
築
落
成

・

開
校
八
十
周
年
記
念
式

(
四
・
二
二
)
玄
関
附
近
造
園

P
T
A

奉
仕
)
松
山

管
内
地
区
別
P

T
A

活
動
研
究
集
会
(
二

・

二
九
)

42 41 

修
学
旅
行
(
五
・
一
三

j

一
四
)
本
館
建
築
(
鉄筋
二
階

全
国
教
育
美
術
展
県
代
表
受
賞

修
学
旅
行
(
別
府
四
・
二
二
i

一
一
三)
臨
海
学
校

(五
、

六
年
忽
那
七
島
め
ぐ
り
七

・

一
一

二
八
)
交
通
安
全
教
室
(
五

・

七
)
全
国
学
力
調
査
(
六

・

二
ハ
。
五

、

六
年
)
校
内

一六
三
八

一
佐

マ
ラ
ソ
ン
大
会
(
二

・

一
一
)
岩
石
閏
づ
く
り
(
八
月

)
講
堂
玄
関
前
築
山

造
成

一

一

修
学
旅
行

(五
・

一
七
1

一
八
)
J

R
C

ト
レ
セ
ン
(
八
・

二
六
1

二
七
)
全
国
学
力
一

一

調
査
(
六
・
二
四

)
学
校
林
下
刈
(
九
月
)
植
林
(
三

・

二
六
P
T
A

)
都
教
育
研
究

一
』
、
〉L
一

u
j
u
v
J
J
4日
j
j
ヲ

一
六
O
八
一

大
会
会
場
(
一
0
・

一
二
水
泳
プ
ー
ル
竣
工
(
七

・

二
九
)
校
内
水
泳
大
会
(
九
・

一?
〈

j

一

一
O
)
ス
タ
ン
ド
ピ
ア
ノ
購
入
一

一

修
学
旅
行
(
別
府
五
・

一
0
1

一
一
)
J
R

C

ト
レ
セ
ン
(
八

・

二
二
1

二
一
二
)
簡
易
一
一

水
道
校
内
配
管

(
六
・

二
O
)
校
訓
碑
竣
工
(
四

・

五
)
学
校
林
下
刈
(
九
月
P
T
A

)
一1
1
」、

一

'
北
九
訂
、
)
コ
}
イ
一LJ
J

一五
八
六

一

教
室
暖
房
用
石
油
ス
ト
ー
ブ
取
付
(
一

・

七
)
暴
風
雪
の
た
め
休
校
(
二

・

一
五
1

一
一
3

-

/

一ノ

一

六
)
北
校
舎
教
室
照
明
地
設
(
八
月
)

一

修
学
旅
行
(
別
府
五

・

九
1

一
O
)
松
瀬
川
小
学
校
併
合
郡
特
別
教
育
活
動
研
究
会

(
六
・

二
O
)
松
山
管
内
教
育
研
究
会
特
活
分
科
会
(
一
0

・

一
二
)
学
校林
下
刈
(
九

月

P

T

A
)
通
学
歩
道
橋
落
成
ご
一

・

二
積
雪
に
よ
る
臨
休
(
三

・

一
二
)

日
υ

一
五
七
四

一

校
庭
整
備一五六
一
一
一

一

修
学
旅
行
(
別
府
、
阿
蘇
五

・
一
一
1

三
一
)
県
教
育
研
究
大
会
図
工
科
分
科
会

(
一

一
一

一
七
)
文
部
省
視
学
官
学
校
視
察
(
一
二

・

一
O
)
準
健
康
優
良
学
校
表
彰

(
九

←五
四
七

一
菅
野

七
)
積
雪
に
よ
る
臨
休
(
二

・

一
O
)
北
校
舎
東
教
棟
の
改
築
着
工
(
三
月
)

一
一

修
学
旅
行
(
別
府
、
阿
蘇
五二
j
一
二
)
北
校
舎
(
鉄
筋
一
一
階
)
落

成
(
九
五
一

一
六一

月

一

温
泉
郡
教
育
研
究
大
会
特
殊
教
育
分
科
会
(
一

0
・

一
三
)

一

二

一
一
一

ノ

一
一

修
学
旅
行
(
別
府
、
阿
蘇
五
月
)
大
洲
少
年
自
然
の
家
利
用

(
五
年
七
八
四
九
七

一
稲
荷
善

一
一

児
童
用
学
習
机
、
腰
掛
新
規
購
入
(
四
年
以
上
二
八
四
組
)

;
いト
ト||
|i
ll
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義
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松

長室、
母
校

松

奈
変
色章

品
村
小
管
私

明
治
d
A
K
F
年

J比
す
母
島
市
小
爪
晶
弘

い

明
治
孝
ム
舗
や

.

川
ム
尋
常
小
学
校

一比
す
弘
ぷ
A

ρ
同
す
拍
風
致
犠

­

明
治
呉
市f
H庁
{
品晶
体へ
剖
開
会
戸
イ 誠

一
偽
尋
常iv棒
状

品
議
付
嘘
間
味
噌

小
母
秋

制
移
ま
み
キ

昔
時
肝吋比
九
小
品
構
十

川
よ
山
内
九
時
小
学

u
k

大
t
Lム
寸
坦
干
減

川
上
小
学
校
の
増
設
変
遷
図

明
治
章
一
年
頃

協
お
ユ
年
崎
明
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第

二三乙

与主

寺
子
屋
時
代

寺
子
屋
時
代

(
1明
治
五
年

わ
が
国
の
教
育
施
設
は
、

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
急
速
に
発
達

し
た

。

当
時
め
指
導
階
級
で
あ
る
武
士
の
子
弟
を
教
育
す
る
た
め
に

幕
府
や
諸
藩
は
盛
ん
に
学
問
所
や
藩
校
を
設
け
た

。

松
山
藩
で
は
一
O
代
藩
主
松
平
定
則
が
、
文
化
二
年
(
一
八
O
五
)

創
立
し
た
輿
徳
館
の
規
模
が
小
さ
い
た
め

一
一
代
定
通
は
文
政

一
年
二
八
二
八

二
番
町
に
明
教
館
を

設
立
し
た

。

こ
の
文
化

文
政
頃
か
ら
武
士
だ
け
で
な
く

一
般
庶
民
の
教
育
も
次
第
に
普
及

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

庶
民
の
教
育
は
日
常
生
活
に
必
要
な
恭
本
文
字

の
ほ
か
、

算
舟生

を
教
、
え
る
程
度
の
も
の
で
、も
っ
ぱ
ら
僧
侶
が
寺
院
で
行
っ
た

。

の
た
め
学
校
の
こ
と
を
「
寺
子
屋
」
と
呼
び
、
生
徒
は
「
寺
子
」
、
入

学
を
「
寺
入
り
」

と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
全
体
的
に
は
寺
入
り
す

る
子
弟
は

ご
く
一
部
の
裕
福
な
階
級
に
す
ぎ
な
か
っ
た。

そ
の
後
、

次
第
に
寺
子
屋
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て

教
師
も
僧
侶
の
み
で
は
な

く
神
宮

浪
人
、
医
師
な
ど
が
あ
た
リ

一
般
の
民
家
を
教
室
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

修
業
年
限

制
限
な
か
っ
た

。

課
業
時
間

始
業
時
間
午
前
八
時

終
業
時
間
午
後
四
時

。

休
業
臼

正
月
、
節
句
、
盆
、
祭
を
休
業
日
と
し
た

。

教
科
目

読
、
書
、
算

教
科
書

凡
て
師
匠
の
書
い
た
も
の
を
つ
か
っ
て
い
た

。

読
本

は
商
業
往
来
、
農
業
往
来
、
童
子
教
庭
訓
往
来四
書

五
経
、
女
大
学
、
習
字
は
読
本
中
よ
り
、
師
匠
の
抜
き

書
き
し
た
書
き
本
を
使
っ
て
い
た。

習
字
の
流
派
は
お

家
流
、
特
に
仮
名
を
よ
く
し
た

。

算
術
の
教
程

珠
算

四
日IJ

1T 

事

毎
月
二
十
四
日
を
目
標
と
し
て
師
匠
の
書
い
た

「

天
満
宮
」
又
は
「
天
神
社
」
の
掛
け
も
の
を
正
面
に

た
ら
し

習
字
の
成
績
口
聞
を
展
覧
し
訓
話
を
し
て
其

の
後
で
菓
子
な
ど
を
与
え
て
休
み
と
し
た
。
五
節
句
に

は
訓
話
を
し
て
い
た
。

賞:

蔀j

よ
い
行
を
し
た
も
の
に
は
賞
詞
を
与
、
え
た

。

月

謝

師
匠
の
家
が
資
産
家
で
あ
っ
た
た
め
か
束
修
謝
儀
(
月

謝
)と
も
に
な
か
っ
た

。

口
所
在
地

久
米
郡
北
方
村
医
王
寺
組
(
現
北
方
宝
泉

教
室
は
上
席
の
中
央
に
教
師
の
席
を
設
け
、

持
参
し
、
「
童
子教
」

「

庭
訓
往
来
」
な
ど
を
教
科
書
と
し
た

c

生
徒
は
各
自
が
机
を

当
時
の
学
習
方
法
は
、
最
初
に

「

い
ろ
は
」
や
数
字
か
ら
始
め

終

数
名
ず
つ
を
教
師
の
前
に
呼
び
だ
し
て
読
み
方
と
筆
法
を
教
え
、

面
前
で
行
わ
れ
た

。

わ
る
と
自
分
の
席
で
復
習
し
た
。
毎
月
一
回
手
本
さ
ら
え
が
教
師
の

寺
子
屋
の
月
謝
は
二
疋
し
て
お
ら
ず
、
多
く
は
教
師
の
財
産
に
よ

口
聞
を
と
ど
け
る
程
度
で
あ
っ
た。

っ
て
ま
か
な
い
、
生
徒
か
ら
は
年
始
、
盆
、
節
季
な
ど
に
多
少
の
金

幕
末
に
お
け
る
城
下
町
松
山
近
辺
の
有
名
な
私

塾
は

含

(大
街
道
)

・

近
藤
塾

(
唐人
町
)
・
三
輪
田
紘

一
(
久
米
)
な
ど
で

田
中
六
行

200 一

あ
っ
た

。

川
内
町
(
川
上
地
区
)
に
も
数
ヶ
所
に
寺
子
屋
が
聞
か
れ
て
、

子

そ

付
所
在

地

下
浮
穴
郡
南
方
村
(
現
大
字
南
方
)

次
は
そ
の
概
略
で
あ
る
。

弟
の
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

天
保
十
年
頃
起
り
明
治
六
年
頃
ま
で
続
い
た

。

起
源
及
変
遷

塾

松
木
党
三
郎

主

生
徒
数

田
力
八
十
名
位

女
十
名
位

入
退
学

tL 
オ

普
通
入
学
年
令
八

起
源
及
変
選

安
政
二
年
に
起

り
明
治
六
年
ま
で

存
続

。

仙
波
惣
太

元
治
元
年
よ
り
後

継
し
で
明
治
六
年

に
至
り
廃
止

そ

の
後
惣
太
氏
は
村

の
小
学
校
創
立
を

手
伝
っ
た

。

整

王

仙
波
五
平
(
初

退
学
年
令
十
四
、
五
オ

一之 z γJH1 .?ふ
'" 
この写葺は北方宝泉の仙波五平先生の寺小屋跡

である 《 ここで八才から十二才位までの子供、男
子四十孟、女子十名位がいろはや庭訓往来、四害
など読み書きやそろばんを習っていた 。
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代
)
後
世
門
弟
が
大
字
北
方
宝
泉
区
西
法
寺
に
碑
を
立

五
平

(長
男
)
伝
馬
屋
、

つ
、
二
代
五
平
は
初
代
五
平
の
(
二
男
)
仙
波
惣
太
初
代

谷
物
心
太

姓
、
丹
生
谷
家
を
継
ぐ
(
丹
生

生
徒
数

男
四
十
名
位
、

女
十
名
位

九
オ
で
あ
っ
た
が
十

オ

人
退
学

普
通
入
学
年
令
八

位
で
入
学
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
退
学
年
令
十
二
、

十

オ



修
業
年
限

四
ヶ
年

課
業
時
間

始
業
時
間
午
前
八
時

終
業
時
間
午
後
四
時
。
休
業

日
は
十
日
毎
に
一
目
、
他
に
正
月
、
節
句

、

盆
、
祭
を

休
業
日
と
し
た
。

教
科
目

読
、
書
、
算

教
科
書

読
本
は
笑
業
録

、

庭
訓
往
来
、
商
売
往
来
、
四
書
五

経
、
書
字
は
師
匠
の
書
い
た
仮
名
、
日
用
文
、
そ
の
他
読

本
中
よ
り
抜
き
書
き
し
た
量
一
日
き
本
を
使
っ
て
い
た

c

算
術
の
教
程

珠
算

四
則

千子

事

天
神
議
、
各
人
米
を
持
ち
寄
り
握
り
飯
を
作
り

神
様
に
供
、
ぇ
、
之
を
さ
げ
て
共
に
食
べ一
日
を
楽
し
く

暮
し
た
。

賞

善
行
の
あ
っ
た
者
に
は
賞
詞
を
与
、
え
た
。
罰
則
と
し

山

吉Jj

て
は
例

入
札
へ巾
=
一十
六
セ
ン
チ
、
ー
丈
一
一
メ
ー
ト
ル
)
に

脚
を
市
一
ね
、
そ
の
上に立
た
せ
て

一
万
の
手
に
は
点
火

し
た
線
香
を
持
た
せ
、
更
に
重
い
者
に
は
机
を三
、
四
個

重
ね
そ
の

上
に
立
た
せ

一
方
に
点
火
し
た
線
香

方
の
手
に
は
水
を
満
し
た
茶
碗
を
持
た
せ
て
直
立
さ
せ

こ
れ
を
-
一
ら
し
め
た

久
米
第
一
小
学
校
は
、
当
時
北
方
村
字
中
村
に
設
置
せ
ら
れ
、
校

品
目
は
旧
殿
倉
を
使
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
教
員
は
、
金
チ
長
斉
と

い
っ
て
、
松
山
の
人
で
あ
っ
た

。

月
俸
は
三
円
で
県
費
で
あ
っ

た
。

時
薙
小
学
校

2 
川
辺
年
久
米
第
一
小
学
校
が
県
立
を
解
か
れ
た
の
で

公
立
と
る
リ

名
も
時
薙
小
学
校
と
か
わ
っ
た
。

そ
の
頃
の
村
人
は
、
新
し
く
で
き

た
学
校
で
は
、
寺
f

屋
で
教
え
て
い
た

こ
と
と
教
、
え
る
こ
と
が
違
う

の
で
小
学
校
の
よ
さ
が
わ
か
ら
ず
、
読
み
、
書
き
、

そ
ろ
ば
ん
の
力

が
つ
く
の
は
、

す
寸f

屋
に
限
る
と
言
っ
て
、
小
学
校
へ
来
る
児
童
は

二
十
名
位
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

。

明
治
九
年
愛
媛
県
で
は
初
め
て
、
二
番
町
へ
師
範
学
校
を
つ
く
っ

た
年
で
あ
る
が

そ
の
年
、
金
子

一長
斉
先
生
は
転
任
さ
れ
て
、
芥
川

先
生
(
名
は
不
明
)
服
部
信
廉
先
生
、
穂
坂
先
生

(名
は
不
明

)
字

高
利
久
先
生
が
新
任
さ
れ
た

3

こ
の
四
人
の
先
生
は
、
皆
松
山
穫
の

士
族
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

。

明
治
十
六
年
に
は
北
方
村
医
王
寺
組

(
現
在
北
方
原
沖

仙
波
親

志
氏
宅
地
)
に
、
校
舎
を
新
築
し
て
そ
こ
に
移
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
後
時
薙
小
学
校
の
先
生

と
な
っ

て
来
ら
れ
た
人
に
は
、
{
子
高

笑
、
今
城
(
名
は
不
詳
)
僑
本
(
名
は
不
詳
)
相
原
直
瓶

(
重
信
町

東
修
謝
儀

束
修
|

白
米

こ
の
他
大
宮
神
社
西
の
松
浦
塾
、
日
一
の
上
の
大
興
寺
の
寺
子
屋
、
横

三
升
位
、
謝
儀
|
年
額
白
米
二
斗

主
ど
が
あ
う
た

に

織
の
上
寸
出
一
明
、
小
川
上
の
鈴
木
山
県
、
し
ハ
川
的
臼

棋
の
大
令
部

一、
出盟
の
大
υ削
・
が

一
般
の
人
々
の
教
打

こ
の
よ
う
に
江
円
時
代
の

+
ゆ

-
J
，
1
4
J'c
e
l

-つ
L

二

(

三

-

J
-

f
j
j
f

則
的
初
年
に
お
け
る
全
国
の
寺
子
臥

の
数
は
、
笑
に

一
M
r
江
干
八
れ
有
余
に
日
以
び
、
明
治
に
な
っ
て
小
字

仕
の
設
け
ら
れ
る
に
及
び

次
あ
に
縦
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
巴

天

第

一立
早
学
校
創
成
期

(
明
治
六
年
j

明
治
二
十
二
年

202 -

久
米
第
一
小
学
校

川
上
村
に
学
制
に
よ
る
学
校
が
設
置
さ
れ
た
の
は
明
治
六
年
で
あ

学
制
が
頒
布
さ
れ
た
当
時
は
、

る
。

県
立
久
米
第
一

『
小学
校
が
そ
れ
で
あ
る
。

一

中
学
区
、

石
鉄
県
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

一
二
二
小
学
区
に
分
れ
て
い
た
の
で
、

久
米
郡
内
の
第

一

の
で
あ
る

。

小
学
区
の
学
校
の
意
味
で
、
久
米
第
一
小
学
校
と
名
づ
け
ら
れ
た
も

時m小学校跡(現在北方原沖仙波親惹氏宅地)

見
奈
良
)
金
子
元
太
郎
の
各

先
生
が
あ
っ
た

。

そ
の
頃
学
制
が
出
さ
れ
て

か
り

十
年
位
た
っ
て
お
り

小
学
校
の
必
要
や
ょ
い
と

ろ
が
わ
か
っ
て
き
た
と
見
え

児
童
も
六
十
名
位
と
な
っ
た
。

明
治
十
五
年
か
ら
二
十
年

頃
に
か
け
て
の
先
生
は
正
教

203 一

員
一
名
、
授
業
生
一
名
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る

。

明
治
十
九
年
に
は
学
校
令
が
出
て
面
目
を
一
新
し
た
。
そ
の
頃
の

小
学
校
で
は
、
綴
方
、
修
身
、
口
授
、
読
書
、
算
術
だ
け
で
芸
能
や

体
育
な
ど
は
な
か

っ
た
。

北
方
村
時
薙
小
学
校
に
関
係
の
あ

っ
た
村
史
は
、
戸

一長
戒
能
通
矩

戸
長
高
橋
豊
隆
、
戸
長
仙
波
慶
次
郎
、
戸
長
一
色
忠
長
、
北
方
村
、

松
瀬
川
村
戸
長

横
田
市
太
郎
の
諸
氏
で
あ
る

。

翠
松
小
学
校

翠
松
小
学
校
は
、

明
治
十
一
、

二
年
頃
、
松
瀬
川

横
灘
に
設
置
さ



翠松小学校跡、松瀬川横灘

6931番地渋谷橋手前左の畑

れ
た
も
の
で

教
員
は
徳
永

名
は

不
詳

奥
平
貞
固

越
知
日新

字
高
利
久
の
諸
先

生
で

児
童
は
二
十
名
位
で

あ
っ
た
と

言

わ
れ
て
い
る

。

明
治
二
十

一
年
に
は
、
時

薙
小
学
校
に
合
併
し

北
方

尋
常
小
学
校
と
改
称
し

た
。

4 

松
尾
小
学
校

明
治
十

一
年
頃
の
創
立
で

(他
は
不
明

で
児
童
数
は
十
余
名
で
あ
っ
た

。
教
員
は
近
本

光
蔵
先
生

明
治
二
十

一
年
松
瀬
川
簡
易
小
学

松
瀬
川
三
軒
屋
に
あ
っ

た
。

校
と

臼 2 な
杵 キ る

学
校

5 
明
治
十

二
年
頃
の
創
立
で
松
瀬
川
村
中
村

に
設
置
さ
れ
、
教

等
で
児
童
数
は
十
余
名
で
あ

員
に
は

穂
坂
之
享
先
生

(他
は
不
詳
)

っ

た
。

明
治
二
十

一
年
に
は

松
尾
小
学
校
と
合
併
し
て
松
瀬
川
簡
易

小
学
校
と
な

っ
た
。

は
、
戸
長
奥
平
貞
問

、

巡
視
の
た
め
来
校
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

河
東
校
の
関
係
村
史

で
あ
る

。

戸
長
高
須
賀
奏
普

、

戸
長
小
山
朝
明
の
諸
氏

明
治
二
十
一
年
改
正

小
学
校
令
が
出
る
に
及
ん
で

川

上
村
の
処

処
に
あ
っ
た
学
校
も

統
合
さ
れ
て
、
北
方
尋
常
小
学
校
、
道
向
尋
常

尋
常
小
学
校
に
は
豊
島
保
一
郎

小
学
校
、
松
瀬
川
簡
易
小
学
校
と
三
校
に
な
っ
た

c

教
員
は
、
北
方

金
子
元
太
郎

宇
和
川
宇
太
郎
の

諸
先
生

道
向
小
学
校
は
曽
根
亀
弥

正
岡
宗
内

細
川

拘
の
諸
先

大
内
川
被
親

各
先
生
で
あ
っ
た

ω

生
、
松
瀬
川
簡
易
小
学
校
で
は
野
本
英
和

宮
原
叫
刊
の

第
三
章

尋
常
小
学
校
期

(明
治
二
十
三
年
|

明
治
三
十
三
年

川
上
尋
常
小
学
校

明
治
二
十
三
年
四
月
十
五
日

町
村
制
実
施
の
た
め

下
浮
穴
郡

南
方
村
、
士口
久
村
を

久
米
郡
北
方
村
松
瀬
川
村

に
合
併
し
て
、

当
時
の
修
業
証
書
や
卒
業
証

尋
常
小
学
校
と
よ

ぶ
こ
と

に
な

っ
た
。

が
来
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

当

時
の
児
童
数
は

四
十
名
な

い
し
六
十
名
伎
で
あ
っ
た
ら

し
い
。

月
俸
は

六
円
か
ら
九
円

で

の
経
費
は

寄
附
金
や
部
落
の
共

有
金
か
ら

出
し

て

い
た
と
い
う

。

明
治
十
五
年
五
月
に
は

省
の
大
書
記

西
村
茂
樹
氏
が

属
官
水
野
進
外

一
名
を
随
、
え
て

書
か
ら
も

学
校
名

の
移

り

変
わ

っ
て

い
っ
た
様
子

が
は
っ
き
り

わ
か
る
。

川
上
尋
常

小
学
校
と

つ
名
で

呼
ば

6 

河
東
小
学
校

河東小学校跡現在南方竹の鼻南昌寺

明
治

七
年
頃

久
米
第

一
小

学
校
が
廃
校
に
な
っ

て
か
ら

下
浮
穴
郡
南
方
村
南
昌
寺
に
設

置
さ

れ
て
い

た
が

そ

の
後

南
方
村
道
向
殿
倉

に
移
し
た
。

教
員
は

山
内

(名
は
不
詳

金
子
長
斉

戸
塚
(
名
は
不
詳

高
木
共
之

乃
万

三
宅
克
徳

204 -
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て
い
た
。

北
方
仮
教
場
は

児
童
も
多
く

れ
る
よ
う
に
な
つ

だ
け
れ
ど
も
実
際
に
は
今
ま

で
の
教
場
を
使
用
し

首
席
訓
導
い
か常
に
花
勤
し

て
い
た
か
ら

、

北
方
を

本
校
、
南
方
を
分
校
と
見
な
し
て
い
た
。

そ
の
頃
使
っ
て
い
た
教

科
書
は
、
新
体
読
万
書
、
小
学
校
羽白
字
帳

(以
上
四
年
生
)
日
本
読
本
、
尋
常
小
学
習
字
本
(
以
上
三
年
以
下
)

其
の
他
、
小
学
習
画
帳
等
で
あ
っ

た
。

な
お
参
考

書
と

し
て

、
小
学

用
修
身
書

、

体
操
摘
要
、

作
文
書
、
小
学
珠
算
全
書
、
小
学
校
尋
常
筆
算
書

、

尋
常
小
学
教
師

小
学
作
法
鏡
、
修
身
用
書

、

丘
ハ
式体
操
教

川
上

範
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
は
試
験
は
特
に
定

め
た
日

に
行
い

、

臨
時
試
験
は
年
四
回



学
年
試
験
は
年
一
回
と
し
、
学
年
試
験
は
、
北
吉
井
村
志
津
川
尋
常

小
学
校

山
之
内
の
藤
之
内
お
よ
び
荒
木
谷
簡
易
小
学
校
等
も
北
方

分
教
場
に
集
っ
て
同
時
に
行
な
い
、
優
等
者
に
は
褒
状
と
賞
品
を
与

え
て
い
た
と
い
う

。

賞
品
に
は
羽
織
の
ひ
も
や
、
作
文
帳
、

墨
等
が

使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
児
童
を
罰
す
る
の
は
二
時
間
の
留
置

が
一
番
重
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る。

試
験
に
不
合
格
と

な
っ
た
も
の
は
落
第
と
し
て
い
た

。

明
治
二
十
三
年
に
は
落
第
生
は

十
三
名
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

当
時
、
本
校
で
は
、
学
令
児
童
数
六
四
三
人
中
就
学
児
童
数
は

一
九
九
人

分
校
で
は
学
令
児
童
数

一
O
人
中
就
学
児
童
数
は

三
八
人
で
約
三
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
が
就
学
し
て
い
た

。

な
お
男
子

と
女
子
の
割
合
は
約
三
対
一
で
女
子
の
就
学
は
ひ
じ
よ
う
に
低
かっ

た
こ
と
が
わ
か
る

。

そ
の
こ
ろ
運
動
会
を
四
月
八
日

十
月
十
七
日

十
一
月
二
十
八

日
に
笑
施
し
て
い
た

。

四
月
八
日
に
は
、
北
方
分
教
場
と
道
向
分
教

表
川
畔
の
柳
土
手
で
行
な

っ

た
。

野
原
に
春
が

す
み
が
た
な
び
い
て
、
す
み
れ
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
れ
ん
げ
草
の
咲
く
土

場
が
合
併
し
て
、

手
に
集
ま
っ
て
行
な
っ
た
昔
の
の
ど
か
な
運
動
会
を
想
像
し
て
見
よ

つ
。

川
上
駅
大
宮
神
社
に
於
て
行
い
、
各
節
と
も「
児
童
に
は
菓
子
お
よ

び
酒
を
与
う
」
と
あ
る
。
だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
行
事
は
大
同
小
異
で

毎
年
繰
り
か
え
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
二
十
四
年
新
校
舎
新
築
の
説
が
あ
り

、

村
会
の
可
決
は
あ
っ

-，
-

‘
、

f
、

カ

そ
の
後
、
一
部
反刈
者
の
た
め
、
村
会
の
決
議
が
立
ち
消
え
と

な
っ
た
。

明
治
三
十
年
四
月
、
再
び
学
校
の
位
置
が
北
方
上
砂
に
指

定
さ
れ
十
一
月
に
新
築
工
事
に
着
手
し
明
治
三
十
一
年
十
月
三
日
に

可

申司
現
在
地
に
建
っ
た
最
初
め
学
校
で
あ
る。

全
工
事
が
終
了
し
た
。

上
図
は
当
時
の
校
地
図
と
校
舎
図
で
入

口
か
ら
約
二
0
メ
ー
ト
ル
位
の
と
こ
ろ

入口

に
コ
の
字
型
に
建
っ
て
い
た

。

こ

れ
が

第
四
章

尋
常
高
等
小
学
校
期

(
明
治
三
十
四
年
i

昭
和
十
五
年
)

川
上
尋
常
高
等
小
学
校
成
立
の
経
歴

(
原
文

「

我
が
川
上
村
に
は
、
従
来
川

上

松
瀬
川
の
二
学
校
あ
り

又
本

十
月
十
七
日
(
当
時
は
神
嘗
祭
で
あ
っ
た
)

は
遠
足
で
あ
る
。

そ

の
頃
の
記
録
に
よ
る
と
、

「
坂
本
訓
導
は
、
北
方
仮
分
教
場
の
三
、
四

年
生
を
引
率
し
て
、
松
瀬
川
分
教
場
に
い
た
り
、
桧
皮
峠
を
越
え
て

土
谷
に
出
て
、
三
内
村
河
之
内
に
至
り
金
比
羅
宮
に
詣
で
帰
校
す
」

と
あ
る

。

わ
ず
か
三
、

四
年
生
で
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
道
の
り
を
歩
い

て
い
た
も
の
で
あ
る
。

十
一
月
二
十
八
日
、

そ
の
頃
の
記
録
に
よ
る
と

「

北
吉
井
村
龍
池

(
愛
大
医
学
部
敷
地
)
に
於
て
全
校
生
徒
の
運
動
会
を
施
行
し
、
旗

拾
い
、
戴
嚢
競
争
、
綱
引
き
等
の
遊
戯
を
な
し
、
村
役
場
よ
り
は
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助
役
渡
部
平
太
、
書
記
松
末
東
十
郎
等
出
張
し
、
周
施
よ
く
行
き
屈

い
た
り

。

本
日
生
徒
の
特
に
愉
快
を
感
じ
た
る
は
、
英
国
某
宮
の
迷

路
に
擬
し
、
縄
張
り
を
な
し

其
の
中
を
迷
わ
ず
し
て
入
り
た
る
者

に
は
賞
口
聞
を
与
え
る
事
と
な
し
た
る
も
の
な
り
。
天
気
晴
朗
温
暖
な

り
し
を
以
っ
て
充
分
興
を
つ
く
し
た
り
口
と
あ
る
。

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
に
は
、
教
育
に
関
す
る
勅
語
が
決
発

こ
ん
e
o
n，

L

3

 

そ
の
後

太
平
洋
戦
争
が
終
る
ま
で

日
本
の
教
育
の
、

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。

そ
の
頃

祝
賀
式
は

「

新
年
、
紀
元
節

天
長
節
に
挙
行
し

新
年

紀
元
節
は
各
教
場
で
行
い

天
長
節
は

全
校
合
併
し
て

村
及
び
三
内
、
北
吉
井
、
三
村
の
組
合
立
に
係
る
川
上
高
等

小
学
校

あ
り
、

然
る
に
こ
の
組
合
は
、
区
域
偏
長
に
し
て
、
山
川
そ
の
聞
を

阻
隔
し

、

往
々
、
児
童
の
通
学
に
困
難
な
り
。

し
か
し
て
時
勢
の
進

歩
に
伴
い
て
、

当
時
教
育
上
大
い
に
更
張
刷
新
す
べ
き
必
要
を
生
ぜ

る
折
柄
、
明
治
三
十
三
年
八
月
十
八
日
、
刺
令
第
三
百
四
十
四
号
を

以
て
、
改
正
小
学
校
令
を
公
布
し
、
又
同
年
同
月

二
十
一
日
文
部
省

令
第
十
四
号
、
小
学
校
令
施
行
規
則
の
発
布
あ
り
て
益
々
教
育
の
普

及
改
進
を
図
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
り
け
る
を
以
て
、

理
事
者
及

組
合
員
、
村
会
は
、

一一言
、
つ
を
待
た
ず
、地
方
の
有
志
熟
議
す
る
所
あ
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り
て
遂
に
、
該
当
組
合
を
解
き
高
等

小
学
校
を
廃
し
て
従
来
の

川
上

尋
常
小
学
校
に
高
等
科
を
併
置
す
る
事
と
な
り
、
三
十
四
年
三
月
三

十
一
日
限
り
、

川
上
高
等
小
学
校
廃
止
の
認
可
を
得
、

同
四
月
六
日

組
合
解
除
及
本
校
(
川
上
尋
常
高
等
小
学
校
)
設
置
の
認
可
を
得

。

而
し
て
本
村
長
は
、
四
月
八
日
を

以
て
本
校
を
聞
く

旨
、
県
知
事
に

開
申
し
け
り

。

此
の
時
校
長
は
、

仙
波
茂
三
郎
、
初
代
校
長
は
、
相

原
直
温
の
諸
氏
な
り
し
(
学
校
沿
革
誌
に
よ
る

と
記
さ
れ
て
い
る

。

2 

当
時
の
様
子
を
三
期
に
分
け
て
老
人
の
思
い
出
話
を
綴
っ
て
み
る

。

ア

明
治
期

明
治
三
四
年
四
月
六
日

川
上
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
併
置
の
許



可
が
あ
り

山
月
八
日
開
校
し
た

の

通
学
区
は

尚一

7} 

北
方
、
古

久
、

松
瀬
川
の
一
部
で
あ
っ
た

。

修
業
期
間
は
尋
常
利
四
年
、
高
等

科
凹
年
で
あ
っ
た
が

、

明
治
四
十
一
年
か
ら
尋
常
六

年
、
高
等
科
二

年
と
ら
っ
た

川
上
尋
常
高
等
小
叫
下
校
し
以
置
の
明
治
一
ニ
イ
山
年
に
は
、

入
山
一
十
者
尋
常

利
男
二
O

一
名
、
女
一
三
七
名
、
計
一ご
三
八
名

、

高
等
科
男
九
O
名
、

女
一
五
名
、
計
一
O
五
名
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

九
年
後
の
明
治
四

十
二
年
に
は

尋
常
利
六
五
一
名
高
等
科
五
七
名
と
な
リ

十支
.(0 

山υ
同
引
築
さ
れ
て
い
る

尋
常
高
等
小
川
了
校
設
置
の
頃
の
校
合
は

現
必
の
幼
稚
同
の
通
山
間

木
造
平
屋
鐙
て
の
円

門
戸
正了

。

メ

i 町内ル

:議位協U1 加wふ14 宇
当時のコの字形校舎 三

あた長さ T た
ゥー~ん- p片
た初L カ、，字 f1lj に

あ校の
リと校
い合
勺カ、

ι ð) 

(
コ
の

当
時
は
ク
ト

l

L
而
刷
司
』
祉
叫

一
・

」
F
I

B

，

t
'
u

n
-

窓
は
障
子
張
リ
て
あ

ウ

師
肱
叶
は
い
す
れ
も
二
人
別
で

教
授
問
共
と
し
て
は

オ
J[.. 

カ
ン
い
か
時
一
の
も
の
で

、
一ふ
っ
た

せ
ま

い
起
動
場
に
は
欽
俸

ブ
ラ
ン
コ
、
遊

動
円
本

同
肱
民
主
ど
山
υ
あ
り
、
来
し

者
も
い
て
、
な
つ
か
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

授
業
は
修
身

読
み
方

算
術
が
主
て

時
々

可1

書
き
方

や
体
操
が
あ
ゥ
た
。

習
山
子
の
時
間
は
、
出
雲
草
紙
に
黒
く
な
勺
て
も
何

回
も
練
習
し
、

一
学
期
間
位
は
使
っ
た
と
思
う
。

-
曜
日
-
ミ
ヰ
ナ
氏

-

I

l

l
i

n
 

に
消
書
し
て
、
米
で
山
…
を
つ
け
て
も
ら
う
た
こ
と
を
覚
、
え
て
い
る

，

L主
主
h
r
~

、

理
科
の
時
間
に
大
森
先
生
と
い
う
若
い
先
生
、
昆
虫
の
繁

殖
の
理
由
を
説
明
す
る
の
に
、
兵
亦
J
r
o顔
に
な
っ
て

、

な
か
主
カ

U

で
い
、
え
よ7

回
一
一
…板
に
ち
ょ
っ
と
書
い
た
し
く
さ
な
ど

、

と
っ
て
も
純

情
主
先
生
で
あ
う
だ
と
、
大
変
る
っ
か
し
〈
忠
わ
れ
る
。

休
み
時
間
は
鬼
ご
と

こ
ま
ま
わ
し
、
業

司
と
リ

川
け
つ
リ

か
く
し

け
つ
の
り

ヌ

l

ク
イ
モ
|
レ
な

と

、
女
の
了
は
お
し
ゃ

ζ
、
お
じ
ゃ
み

、

ま

リ

つ
き
な
ど
季
節
に
あ
う
た
遊
び
を
し
た
も
の

で
あ
る

3

何
か
め

都
合
で
外
に
出
ず
廊
下
の
柱
に
も

た

れ
て
ほ
ん
や

り

し
て
い

た
ら

だ
れ
先
生
だ
っ
た
か

「
何
し
と
る

い
て
遊
ば
ん

か
」
と
大
声
て
一
一
戸わ
れ
た
事
も
あ
勺
た

c

学
校
か
ら
帰
つ
て
は
予
官
、
復
習
す
る
こ
と
は
な
く

、

今
の
よ
も
7

に
宿
題
も
な
か
っ
た

。

三
年
生
く
ら
い
に
な
る
と
遊
ば
し
て
も
ら
え
ず
、
弟
妹
の
あ
る
者

は
子
守
リ
を
し
た

c

背
中

の
子
が
泣
き
だ
す
と
、

田
川川
て
働
い
て
い

く
遊
ん
だ
。

後
に
な
う
て
、

東
側
校
舎
を

取
り
去
り

、
東
西
の
校
舎
を

一
一陳
情

築
し
、
更
に
校
地
を
拡
張
し

、
北
側
に
新
校

舎
を
建
築
し
た

。

こ

の

北
校
舎
の
東
側
に
初
め
て
畳
を
敷
い

た

裁
縫
主
が
で
き
た

の
も
こ
の

時
期
て
あ
る
。

通
学
は
男
女
共
に

和
服
で
あ
っ
た

冬
季
は
着
物
に
羽
織
ま

た
は

テ
ン
チ
を
若
た
。

下
北
相
は
ジ
ュ
バ
ン
に
ズ
ボ
ン

、

足
袋
で
あ
る
。

夏

止
子
は
単
衣
め
廿
荷物
の
み
で

、

下
着
は
着
用
し
な
か
っ
た
。
晴
天
の
日

は
ち
り
草
履

雨
天
の
日
は
下
駄
で
あ
っ
た

ι
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相
f

は
か
ぶ
ら
主
か

う
九
三J
 

字
用
品
は

一 、

二
年
生
は
筆
記
用
具
と
し
て

石
盤

石
筆

年
生
よ

鉛
筆

る見

(!片福:
i iiJJ: 

間帯
単

ノ

日J

紙

小
刀
な
ど
を
使
用
し
た

。

教
科

世
一
日
は
修
身
世
一
一
目

、

読
本
、
主
国
き
方
手
本
で

あ
っ
た
3

教
科
書
を
風
呂
敷
に
包
ん
で

背
負
っ
て
通
学
し
た
も
の
で
あ
る

。

弁
当
は
柳
こ
う
リ
の
小
さ
い
の
に

入

!「十

れ
て
き
た
り

、

斉
院
の
木
の
餅
屋
て

五
一
開
餅
を
二
個
ず
つ
買
う
て
来
て
い
た

る
母
親
の
所
へ
行
き
、
授
乳
を
し
な
け
れ
ば

な
ら

な
か
っ

た

の
で
あ

る
。

農
繁
期
は

二
時
間
て
早
退
し

、

帰
り

に
は
凹

に
寄
っ
て
手

日
曜
日
に
は
山
へ
薪
と
り
に

行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
千
素
は
遊
ば
し
て
も
ら
え
な

か
っ

た
の

で
、

正
月

三

伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た

日
間
と
盆
の
こ
一
日

間
、
そ
れ
に
ひ

な
節
勺
の
二

日
間
、
秋
祭
り
の
三

日
聞
が
ま
ち
ど
お

L

く
、
指
折
リ

数
え
て

待
っ
た
も
の
で
あ
る

。

秋

鉱
山
り
に
は
、
新
調
の
ジ
ュ
バ
ン

、

ズ
ボ
ン

を

買
っ
て
も

ら

い
、
こ

れ

を
着
て

み
こ
し

の
後
を
つ
い
て
ま
わ
っ

た
も
の
で
あ
る

。

学
校
で
の
主
な
年
間
行
事
は
、
運
動
会
、
遠
足
、
儀
式
と
し
て
は

209 一

新
年
拝
賀

天
長
節
な
ど
が
あ
る
。

紀
元
節

運
動
会
は
運
動
場
拡
張
。
ま
で
は
、
現
在
の
医
学部
の
所
に
カ
ゴ
池

が
あ
り

こ

こ

で

運
動
会
を

し
た
り

愛
媛
療
養

所
の
あ
た

り

の
松
原
で
行

っ

た
り
し

た
。

運
動
場
拡
張
以
後
は
校
内

着物姿の運動会

主
す

障
ヨ三

物
競
争

の
グ
ラ
ン
ド

で
帽
子
と
リ

、

玉
入
れ

、

綱
引
き
、

二
人
三
脚
、
騎
馬
戦
な
ど
が
行
な
わ

れ

?こ
遠
足
は

重
信
川

に
橋
が
か
か
っ
た



グ〉

で

森
松
橋
の
見
物
に
行
っ
た
り

白
猪
の
滝
や
千
原
銅
山
な
ど

へ
も
よ
く
行
っ
た

。

高
等
科
に
主
っ
て

金
子
千
太
郎
先
生

ま
た

の
時
で
あ
っ
た

。

北
条
鹿
島
へ
一
泊
め
遠
足
い
か
あ
っ
た

。

朝
、
汽
車

で
松
山
ま
で
出
て

粟
井
ま
で
歩
き

そ
こ
か
ら
手
お
し
舟
に
乗
り

北
条
へ
着
い
た

。

宿
は
港
の
南
側
の
二
階
建
て
の
宿
屋
で
あ
っ
た

。

翌
朝
、
手
お
し
舟
で
鹿
島
巡

り

を
し
て
菜
井
合
さ
っ
て
も
ら

っ

た
。

今
思
え
ば
馬
鹿
ら
し
い
旅
だ
が

小
僧
に
親
し
ま
な
い
山

の
子
に
は
非

常
に
す
ば
ら
し
い
旅
で
あ
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る

。

浜
辺

一
面
に
む

し
ろ
を
し
き
つ
め

白
い

小
さ
な
魚

の
ほ
し
て
あ
っ
た
光
景
や
手
お

し
舟
か
ら
見
つ
め
た
鹿
島
の
雄
姿
い
か

後
の
遠
足
記
の
提
出
に
絵
も

そ
え
て
出
し
で
あ

っ

た
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
こ
と
で
あ
る

。

儀
式
の
三
大
節
に
は

紋
服
を
着
て
み
ん
主
は
り
き

っ

て
い

っ

た

も
の
で
す

。

校
長
先
生
が
教
育
勅
語
を
読
ま
れ
る
と
き
に

そ
し
て

は
、
身
体
い
か
緊
張
し
て
一
保
が
に
じ
み
出
て
き
た
こ
と
を
覚
、
え

て
い
る

。

イ

大
正
期

大
正
期
に
な
る
と
児
童
数
が
急
増
し
て
い
る
。
大
正
元
年
尋
常
科

六
七
O
名

高
等
科
四
九
名
で
あ
っ
た

。

大
正
一
O
年
に
は
尋
常
科

七
六
O
名
、
高
等
科

一
一
一
名
と
な
っ

た
。

こ
の
年
に
校
舎
が
増
築

こ
の
声
と
む
ち
の
立
日
に
教
室
は
一
瞬
シ
|
ン
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る

。

服
装
は
、
先
生
は
ほ
と
ん
ど
和
服
で
、
女
の
先
生
は
袴
を
付
け
て

、
、

-
O

L

ナ
ム

男
の
先
生
の
中
に
は
ツ
メ
襟
の
服
を
着
て
い
た
人
も
数
人
い

た
。

児
童
は
、
大
正
七
年
入
学
当
時
は
和
服
で
あ
っ

た
が
、
三
年
生

の
頃
、
は
じ
め
て
学
生
服
を
着
て
大
変
う
れ
し
か
っ
た

。

ま
AF
れ
~

き
物
は
ち
リ
草
臆
か
ら
ゴ
ム
靴
に
変
わ
り

風
呂
敷
か
ら
か
け
カ
パ

ン
に
変
わ
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る。

行
事
は
、
遠
足
、
運
動
会
、
学
芸
会
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た

。

学
芸
会
は
、
部
落
別
で
夜
間
に
出
張
し
て
行
な
わ
れ
た

。

出
し
物

は
各
教
科
、
理
科
で
は
ラ
ム
ネ
を
作っ
た
り
、
話
し
方
、
劇
、
図
画
、

習
字
、
音
楽
な
ど
で
あ
っ
た
。
部
落
で
行
う
の
で
、
老
い
も
若
き
も
集

ま
り
、
実
に
楽
し
い
学
芸
会
で
あ
っ
た

。

修
学
旅
行
は
北
条
鹿
島
や
高
松
方
面

本

で
あ
っ
た

。

E売

ゥ
、

昭
和
期

昭
和
期
に
な
る
と
児
童
数
も
平
均
七

五
O
名
程
度
と
な

り
、
校
舎
も

一
段
と

充
実
し
て
き
た

。

学
校
の
施
設
で
は

次
い
で
大

正

一
三
年
に
も
校
舎
増
築
が
な
さ
れ
て
い
る

。

理
科

さ
tL 

理
科
室
が
特
別
教
主
と
し
て
作
ら
れ

の
専
科
教
員
も
は
じ
め
て
お
か
れ
た

。

さ
れ
た
の
も
ま
っ
た
く
新
し
い
試
み
で

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

。

長
T
e

り
ド
~

助
手
が

一
人
雇
用

進
ん
だ
教
育
村
で
あ

っ
た

教
室
で
は
日
光
幻
燈
が
見
ら
れ

他
校
か

ら
も
児
童
が
よ
く
見
に
来
て
い
た

。

授
業
は
六
年
生
が
部
分
的
な
専
科
制
で

三
教
科
で
あ
っ
た
。
歴
史
は
遠
藤
先
生
、

は
田
中
先
生

修
身
は
校
長
先
生
で
あ
っ
た

。

時
聞
が
身
の
ひ
さ
し
ま
る
授
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え

机
σ3 

上
士
こ

らむ
ち

何を
話持

;「?

て
い
る

。

一
学
級
六
五
名
ぐ
ら
い
で

松

竹

梅
の
三
学
級
で
あ
っ
た

。

先
生
は
教
壇

に
立
っ

て

竹
の
恨
の
む
ち
を
持

っ

て

授
業
を
し
て
い
た

。

隣
の
子
と
こ
そ

そ
話
な
ど
す
る
も
の
る
ら
、

っ
て
来
て
、

し
て
い
る
か

」

と
教
室
が
割
れ
ん
ば
か

リ
の
大
声
で
た
た
い
た
も
の
で
あ
る

。

は

昭和初期の校門風景

門
は
丈
の
高
い
鉄
格
子
で
、
格
子
の

上
部
尖
端
が
袷
の
よ
う
に
な

っ

た
い

か
め
し
い
も
の
で
あ
っ
た

。

門
を
は

な
ら
び

歴
史

I也
王里

理
科
の

地
理
は
立
花
先
生
、

理
科

こ
れ
ら
の
時
聞
は

2 10 一

木
造
平
屋
建
て
の
校
舎
が
東
西
に

廊
下
で
つ
な
い
で
い
た
。
学
校
の
正

そ
の
真
中
を
南
北
に
渡
り

い
る
と
東
に
奉
安
殿
が
あ
り
、
出
入

り
の
際
は
必
ず
最
敬
礼
し
て
通
っ

た
ζ

川
が
流
れ
て
い
て
、
体
操
の
後

あ
る
。
特
別
教
室
は
、
音
楽
室

歌
室
)
、
理
科
室
、

工
作
室
、

裁
縫
室
、
農
具
室
、
牛
舎
な
ど
が
あった

。

図
書
室
、

ま
た

運
動
場
は
粘
土
質
で
雨
の
後
、

い
つ
ま
で
も
水
が
た
ま
っ
て
い
る
状
態
?

で
あ
っ
た

。

そ
こ
で

昭
和

年
頃
運
動
場
の
暗
渠
排
水
工
事
を
し
た
。

工
事
は
南
北
に
深
さ
帽
と
も
約
一
メ|

ト
ル
く
ら
い
の
講
を
掘
り

石
や
砂
利

校
舎
の
西
、
運
動
場
と
の
境
に
小

こ
の
川
で
よ
く
足
を
洗
っ
た
も
の
で
211 

日Ei

勺
~
且
甲
山

h

，
い

風鮫安奉



て
埋
め
た
。

こ
の
工
事
に
、
全
校
生
徒
が
出
て
、
小
学
校
か
ら
償
河

原
の
河
原
ま
で
、
国
道
の
端
に
一
列
に
な
ら
ん
で
、
子
送
リ
で

.
hを

-; .J><，.も

噌， ‘

竺又;Li時r .J>' ー で、-

大正 4 年運動場結張

た
の
で

選
ん
だ
の
も
思
い
出
の
一
つ
で
あ
るc

当
時
の
服
装
は

女
は
和
服
に
白
い

4念、

コス

エ
プ
ロ
ン

男
は
学
生
服
で
慰
一
…
い
コ
ム

動

靴
を
は
い
て
い
た

。

カ
バ
ン
は
ラ
ン
ト

運

セ
ル
か
か
け
か
は
ん
で
あ
っ
た。
ザ
準
入

れ
は
ブ
リ
キ
製
の
も
の
が
多
く

セ
ル

ロ
イ
ド
の
も
の
も
あ

う
た
c

ま
た
、
弁
当
は
相
末
な
も
の
で

で
か
く
し
、
比
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て

食
べ
た

正
月
過
ぎ
る
と
餅
に
し
よ
う

ゆ
を
つ
け

焼
い
た
も
の
を
三
例
く
ら

い
入
れ
て
持
っ
て
行
っ
た

c

す
る
と
仰

く
な
っ
て
葉
に
く
ゥ
っ
き

と
れ
な
く

主
う
て
い
る
の
を

一
生
懸
命
聞
い
た
の

を
、
今
餅
を
食
べ
る
た
び
に
思
い
出
し

懐
か
し
く
思
う

っ

行
事
は

淳
一
動会

遠
足

修
学
旅

動
場
と
し
て
幣
地
さ
れ
た

。

ま
た
昭
和
二

年
に
も

台
、
、
り
に
し
剛
山

の
十
々
の
水
白
山
ゲ
出
め
た
て
ら
れ
ほ
と

ん
ど
現
化
の
し
仏
さ
に
ま
で
る
っ
た

。

当
時
を
回
顧
し
て
橋
本
氏
は
、
」
う

L
1

>

ii

!

?
>

弔
問
一
て
く
れ
た
う

大
正
年
聞
の
頃

運
動
場
は
攻
作

の
運
動
場
の
西
半
分
の
場
所
で

か
も
南
プ
l

ル
の
あ
る
場
所
は
水
間

て
、
ま
た
講
堂
の
尚
も
水
悶
て
あ

っ

面
積
は
現
在
の
凶
分
の

一
t

ら
い
だ
っ
十

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
の

て
司
児
童
数
い
か
用
加
し

昭
和
に
入
つ

昭
和
の
初
年
の
頃

で
、
運
動
場
拡
張
の
戸
が
起
っ
て
き
た

局
、

[i、j

村

か
ら
松
山
の
中
学
校

と
い
う
会
を
つ
く
う
て

や
親
睦
を
は
か
う

て
い
た
c

私
は
中
学
生
で
あ

っ
た
ι

)11 

上
村

女
学
校
へ
通
テ
し
て
い
る
学
生
で

雪
窓
会

体
育
や
文
化
活
動
を
通
じ
て

川
口
-
7
L
E仲
川
化
多

+
か川l
守t
'

m
γれ
引V
A

引
い

そ
の
学
生
野
球
を
し
て
い
て

巡
動
場

が
狭
い
た
め

球
が
よ
く
水
田
に
飛
び
込
ん
だ

っ

お
百
姓
さ
ん
に
ど
な
ら
れ
肝
を
つ
ぶ
し
た
も

球
を
き
が
し
て
い
て

水
田
に
入
っ
て

行
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
c

運
動
会
は
秋
祭
り
の
す
ぐ
後
で
あ
っ
た
。

服
装
は
男
は
上
衣
、
ス

ボ
/ 

女
は
白
星
…
の
チ
ェッ

ク
の
ス
カ
ー
ト
に
白
の
丸
衿
の
運
動
シ

ャ
ツ
で
あ
っ
た

c

ま
た
、
学
芸
会
は
部
落
へ
の
出
張
学
芸
会
か
ら
、

名
越
彫
一
を
借
り
た
大
が
か
り
な
学
芸
会
が
は
じ
ま
っ

た
。

舞
台
装
置

も
つ
き
、
「
か
ん
じ
ん
帳
L
や
「
安
宅
の
関
」
で
名
優
の
演
技
を
し
た

の
も
楽
し
い
思
い
出
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

遠
U
止
は
春
は
汽
車
で
行
き
、
秋
は
歩
く

の
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
。

梅
湾
寺
へ
行
っ
て
初
め
て
水
上
飛
行
機
を
見
た
こ
と
や
汽
車
に
乗
っ212 -

H京

た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
c

秋
は
千
原
銅
山

血
ケ
嶺

星
ケ

附
な
と

歩
い
て
遠
い
と
感
じ
た
の
も
今
は
な
つ
か
し
い思
い
出
で

あ
る明

治
・

大
正

・
昭
和
期
を
そ
の
当
時
を

回
顧
し
て

綴
っ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
あ
る
。
懐
し
い

思
い
出
と
し
て

い
つ
ま
で
も
校
誌
に

と
と
め
た
い
も
の
で
あ
る

c

3 

運
動
場
拡
張

児
童
数
の
増
加
に
と
も
な
い
、
度
々
校
舎
の
増
築
、
運
動
場
の
拡

ぷ
い

J
守
a

つ

l
:
こ
o

J
3

4

人
多
1
4
4

4
4
d
/

中

て
も
大
正
四
年
、
大
野
鬼
千
三
校
長
の
時
に
は

青
年
尚
子
校
の
生
徒
の
奉
仕
も
あ
り

畑
で
あ

っ
た
と

こ
ろ
が
広
く
連

の
た
う
た

c

学
校
側
の
熱
立
と
父
兄
の
協
力
で
運
動
場

拡
張
の
話
は
進
ん
だ

。

続

賀
の
関
係
も
あ
っ
て
か

父
兄
や
青
年
団
等
の
奉
仕
作
業
で

拡
張

工
事
は
進
ん
で
い
っ
た

c

学
生
の
会
雪
窓
会
も

母
絞
め
通
勤
場
拡
張
と
あ

っ
て

l
-ヘ
，
コ
、

汁
d

4
a
L

愛
校
心
と

J仏
い
起
動
場
で
針
球
が
で
き
る
と
い
う
よ
ろ

こ
び

の
よ

ー
な
気
持
ち
て
学
生
一

同
奉
仕
作
業
に
参
加
し
た

。

し

っ
す
ら
寒
い
冬
の
目
だ
っ
た
。

講
堂
の
南
の
場
所
に
あ
っ
た
水
田

を
地
下
げ
し
て

そ
の
土
を
南
の
プ

ー

ル
の
場
所
に
あ
っ
た
水
田

へ

2 1 3 ー

町
内
)
ん
で
地
上
げ
を
し
て

面
積

間
万
の

日

を
運
動
場
に
拡
娠
し

て

は
約
二
倍
と
な
っ
た

c

昭
和
初
年
の
頃
の
こ
と
で
機
械
力
は

ーコ
と

し
て
な
く

鍬
て
土
を
出
り
二

人
で
そ
γ

コ
を
か
つ
い
で
土
を
運
ん

だ
。

宮
沢
に
力
仕
事
で
一
日
中
の
仕
事
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た

。

学
生

と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
少
年
で

体
力
J
U
弱
く
肩
は
は
れ
上
リ
く
た

く
た
に
披
れ
切
っ
て
し
ま
っ
た

。

し
か
し
母
校
へ
の
奉
仕
と
い
う

誇
ら
し
い
明
る
い
心
に
支
え
ら
れ
て

作
業
に
努
力
し
た
印
象
が
今

も
心
の
ど
こ
か
に
銭
っ
て
い
る

。

-
-
う
し
た
村

人
の
結
集
で
運
動
場
拡
張
の
工
事
は
完
成
し
た

。

(
橋
本
鬼
士
男
氏
談



4 

楽
隊
に
つ
い
て

現
不正

運
動
会
と
い
え
ば
、
講
堂

の
屋
根
に
設
置
さ
れ
た

ス
ピ
ー

カ

ー
を
通
し
て
、

レ
コ
ー
ド
音
楽
い
か
鳴

り
響
き

リ
ズ
ム
、
行
進

駆
け
足

L
r-
、
演
技
を
支
え
る
大
き
な
カ
と
な

っ

て
い
る
が
、
当
時
の
運
動
会
で
活

践
し
た
の
は
、
何
と
い
っ

て
も
楽
隊

て
あ
る

a

昭
和
十
五
年
に
は

か
な
り
の
数

の
楽
器
に
よ
る
楽
隊
が
つ
く
ら
れ
た
が
、

少
数
で

そ
れ
以
前
に
も
、

は
、
あ
る
が
、
運
動
会
で
の
楽
隊
の
働
き
は
大
き

か
っ
た

。

当
時
を
ふ
り
返
っ
て
、
僑
本
氏
は
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

。

運
動
会
は
小
学
生
時
代

の
、
最
も
楽
し
い

大
き
い
学
校
行
事

で
あ
っ

た
。

思
い
出
の
中
で
も
大
き
主
分
野
を
し
め
て
い
る

。

運
動
会
で
楽
隊
は
花
形
で
あ
っ
た

。

拡
声
機
の
な
い
時
代
で

コ
ー
ド

の
利
用
が
て
き
な

い
か
ら
、
楽
隊
が
な
く
て
は
、
選
動
会
い
か

で
き
な
い
状
態
だ
っ
た

。

子
ど
も
だ

っ

た
か
ら
、
楽
器
の
購
入
は
、
学
校
予
算
か
ら
か
、
特

度
々
で
あ
っ
た

。

ま
だ
だ
れ
も
歩
い
て
い
な
い
早
朝
の
雪
道
を
、

脇
に
重
い
新
聞
を
、

し
っ
か
り
か
も
え
、
膝
ま
で
埋
ま
り
な
が
ら
歩

く
少
年
の
姿
を
想
像
し
て
み
よ
う

。

道
か
田
ん
ば
か
、
溝
か
う
ね
か

わ
か
ら
ず
こ
ろ
び

こ

ろ
ん
で
、

腰
ま
で
く
っ
し
ょ
リ
ぬ
れ
た
こ
と
も

数
え
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う

。

こ
の
苦
し
み
の
中
て
彼
の
心
に
忍
耐

力
、

負
け
じ

魂
が
育
っ
て
い

っ

た
の
で
あ
ろ
う

か
。

青
年
と
な
っ

た
彼
が
大
阪
方
面
で
鉄
工
所
で
成
功
し
た
時
、
思
い

出
多
い
母
校
川
小
に
、
金
次
郎
像
を
贈
ろ
う
と
決
意
し
た
の
で
あ
る

。

二
宮
金
次
郎
に
負
け
な
い
寄
贈
者
、
和

田
盛
氏
の
美
談
で
あ
る

。

こ
の
後
、
金
次
郎
像
は
、
戦
時
中
ど
こ
の
銅
像
も
そ
う
で
あ

っ
た

よ
う
に
、
赤
た
す
き
を
か
け
ら
れ
、

児
童
、
教
師
、
村
人
の
見
送
リ

を
受
け
出
征
し

た
。

昭
和
二
十
六
年
七
月
、
像
が
な
く
、
ム
ロ
石
の
み
と
主

っ

て
い
た
跡

に
、

端
人
会
の
力
に
よ
り
再
建
除
幕
式
の
運
び
と
な
り
、
現
在
ま
で

校
庭
の
片
隅
で

平
和
を
祈
る
が
噂
」
と
く

静
か
に
立
ち
続
け
て
い

る
和
田
盛
氏
は
、
再
び
昭
和
四
十
九
年
二
月
来
校
し
、
遊

具
(
シ
|

ソ
ー
一
一
基
)と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ム
口

一
組
を
寄
始
、
取
り
付
け
工
事
を
し

た
e

ほ
ん
の

二
年
過
し
た
川
上
小
学
校
に

こ
の
よ
う
に
い
っ

殊
寄
付
に
よ
る
も
の
か
知
ら
な
い
が
、

J

'一

、

、
，

k
re

ク
ラ
リ
ネ

y

ト
、

奏
に
乗
っ

て
、
走
り
、

太
鼓
と
い
っ
た
簡
単
な
編
成
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、

血
わ
き
肉
お
ど
ら

お
ど
リ
、
対
抗
競
技
に
、

な
つ
か
し
い
メ
ロ
テ

ィ

ー
は
、

せ
た
も
の
だ
っ

た
。

今
も
耳
底
に
銭

ト
ラ
ン
ペ

そ
の
演

っ

て
い
て
、
愛
着
の
心
と
遠
い
昔
の
思
い
出
の
き
ず
な
に
な

っ

て
い

る5 

二
宮
金
次
郎
銅
像
除
幕
式

二
宮
金
次
郎
銅
像
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た

。

昭
和
十
二
年
六
月
、

(僑
本
鬼
士
男
氏
談

こ
れ
は
少
年
時
代
を
川
上
小
学
校
て
過
ご
し
た
和
田
盛
氏
の
寄
贈
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た

。

彼
は
幼
少

グ〉

時

父
の
仕
事
の
都
合
に
よ

リ
松
山
を
離
れ
親
戚
の
あ
っ
た

こ
こ
川
上
て
少
年
時
代
を
過

し
た

。母
を
助
け
、
新
聞
配
達
を
し

レ

た
彼
の
姿
は
、

二
宮
金
次
郎
の

如
く
で
あ
っ
た
。

当
時
冬
季
の

雪
は
深
く
、
三
十
セ
ン
チ
か
ら

五
十
セ
ン
チ
近
く
降
る
こ
と
も
、

ノ l 、

ま
で
も
心
を
寄
せ
る
の
は
な
ぜ
か
。

し
さ
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
だ

。

第
五
章

国
民
学
校
令
施
行

満
州
事
変
以
後

母
校
そ
れ
は
誰
に
と
っ
て
も
懐

国
民
学
校
期

(昭
和
十

六
年
j

昭
和
二

十
一
年

次
第
に
戦
時
色
が
加
わ
リ

非
常
時
下
に
ふ
さ

わ
し
い

教
育
制
度
や
内
容
に
刷
新
改
革
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た

。

「

国
民
学
校
令
」

か
公
布
さ
れ

っ
し
て
昭
和
十
六
年
三
月

が
国
民
学
校
と
変
わ
り
、
尋
常
科
が
初
等
科
と
名
が
変
わ
っ
た
。

昭和 12年 6 月 二宮金次郎像を背に寄贈者和田

盛氏(中央)と母堂及び教師、村役場の人たち
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小
学
校

の
改
革
で
義
務
教
育
期
間
を
二
ヶ
年
延
長
し
て
八
ヶ
年
と
規
定
し
た

が
、
そ
の
後
の
戦
局
悪
化
に
よ
っ
て
、
実
施
は
延
期
と
な
り
、

に
実
現
を
み
な
か
っ
た

。

つ
い

こ
の
国
民
学
校
は
、
国
粋
主
義
的
、
超
国
家
主
義
的
な
色
彩
の
濃

い
教
育
て
小
国
民
を
練
成
し
た
が
、
従
来
の
教
育
が
や
、
も
す
る
と

単
な
る
知
識
技
能
の
伝
達
に
と
ど
ま
り

実
践
が
そ
れ
に
伴
わ
な
い

欠
陥
が
あ
っ
た
と
し
て

「

知
識
と
実
践
、
精
神
と
身
体
を
一
に
し
て



具
体
的
三
い
わ
ゆ
る
身
に
つ
い
た
知
識
技
能
を
体
得
せ
し
め
る

J

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
教
科
の
統
合
も
行
わ
れ
て
、
国
民
科、

数
料

体
練
料
、
笑
業
科
に
総
括
さ
れ
た
。

太
平
洋
戦
争
開
始
前
後
か
ら
生
活
物
資
が
欠
乏
し
は
じ
め
、
学
校

で
も
学
用
品
や
教
育
備
口
叩
が
次
第
に
不
足
し
、
学
童
た
ち
は
、

し
が
リ
ま
せ
ん

、

勝
つ
ま
で
は
J
を
合
い
言
葉
に
、

ス
パ
ル
タ
式
練

成
教
育
に
耐
、
之
、
決
戦
下
の
教
育
は
実
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た

。

木
造
二
階
建
校
舎
新
築

昭
和
十
七
年
、
木
造
二
階
建

校
舎
を
新
築
す
る
口

Zレヨo:.~i _ ・、

昭和 17年建造の二階建校舎

当
時

二
階
建
校
舎
は
、
珍

<

川
上
小
学
校
で
も

こ
の
一
棟
だ
け
で
あ
っ
た
。

川
内
小
心
八
に
職
員
室
が
あ
っ
た

。

こ
の
校
舎
は

現
在
欽
筋
北

校
舎
東
棟
着
工

(
昭
和
四
十
六

年
)
ま
で
移
転
建
築
し
て
使
用

t

L
:

。

さ

'
1
1

キ
一
策
肋
し
注
込
は

H

の
九
弁
中
イ
ル
」
川
什
コ
て
'
れ
っ
た
の
も
こ
の
凶

で
わ
る

五

海
洋
少
年
団

こ
の
当
川

d

九
円f
一
以M
Uハ
に
仁
川
河
少
年
川
全
日
、
一
以
制
的
に
結
成
し
そ

の
山
川
誠
九
五
に
い
川
を
八
れ教
訓
も
そ
の
組
成
会
に
ー
は
々
山
山
山L
た

j
d
-

一

H
J

‘

H
づ
l
r

け
了
/
て
く
(
制
の
払
ひ

ι一
行
)
子
仰
い
川
川
ヅ
を
教
、
え
た

e

入

1

、
、

4
A

ィ

i

J
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L
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一
l
L
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h
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一
年
生
ま
で
の
児
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が
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川
八
千e
kト
八
辺
助
川
切
に
集
ま
リ
日
村
松
い
か
卜
ゃ
れ
は
ど

山
本
校し

トド
仁
川H叫
も
j
A

i
A
H
H
1
1
 

能
の
上
述
を
一
以
験
す
る

川
l

M
μ
八
ザ
位
が

f也
σ3 

I也

、

i

，
、
ー

、
，

，
プん
'
J
i
d
J
h
J
ノ
I

以
に
比
べ
肢
も
仮
死
て
あ
る
と
は
め
、
川
札
た

こ
の
様
に
し
て
い
叫
後

の
小
川
民
し
「
目
、
抗
秘
さ
れ
て
い
た

ーノ、

大
詔
奉
戴
日

-
F
j

、

i

こ
ま

し
へ
川
口
が
お
し
に

!
l

コ

L

ノμ
}
J
J

ト

h
t
e
F
L

，

H
4
4

お
エ

ー
刀
'

-

神
社
参
村
を
し

小
政v
m一

K
久
を
祈
「
た

‘

ま
た
刷
会
時
に
は
、
川
川
い
川
訓
話
汁
μ

け
2
1
1
1

、

「
ー
止'
h
u

什
世
小
山
4
A

，
仏
。

J
凶
l

カ
ば
」
〕

t
1

1

、

;
L

一

グ
者
戸
川
』
カ
も
さ

j
f

、

七

軍
隊
駐
泊
、
本
土
空
襲
さ
か
ん

養
護
婦
を
置
く

重
信
町

川
内
町

昭
和
十
九
年
に
養
護
婦
を
置
い
た
。

貴
重
な
存
在

理

で
あ
り

温
泉
郡
第

一
分
会
(
現
在
の

て
は

川
上
国
民
学
校
だ
け
で

現
在
の
養
護
教
諭
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
医

療
施
設
も

窃ょ

よ
く
禁
い
、
他
校
よ
り
羨
ま
し
が
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

九
、
ヨ
J

ノ

j

十
月

勤
労
奉
仕
、
開
墾
作
業

、

農
繁
休
業

四

ト
一
月
に
計
二
十
日
余
リ
の
農
繁

休
業
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
は
、

全
校
一
斉
に
休
み
、
家
事
手
伝
い
を
し
増
産

に
役
立
た

一治
椋
ひ
ろ
い

216 _ 

せ

非
農
家
児
童
は
出
征
兵
士
の
家
の
手
伝
い

(食
料
不
足
の
た
し
と
し
て
、

さ
う
ま
い
も
の
葉
柄
と
り

変
ふ
み

食
用
に
し
た

「
運
動
場
の
三
分
の
一
及
び

中

運
動
場
に
植
え
て
い
た

、
-
、

J,
i さ
つ
ま
い
も
の
手
入
れ
、
草
刈
り

、

菜
種
刈

リ
等
の
奉
仕
作
業
を
し

い
も
を
柏
、
ぇ
、

ま
た
、
南
の
表
川

原
の
土
手
を
開
墾
し
、
最
初
の
年
に
は
、
じ
〈
が

翌
年
に
は
さ
つ
ま
い
も
を
植
、
え
て
、
多
量
の

収
穫
を

下
肥
を
や
り
す
ぎ
、
+
」
。
つ
』l
o
J
d

得
た

。

校
内
で
の
さ
つ
ま
い
も
は
、

か
リ
が
よ
く

て
き

肝
心
の
い
も
が
つ
か

な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

c

配
給
制
で
一
日
米
一
、
八
合
で
あ
っ
た
。
弁
当
は
麦
め
し

食
糧
は
、

山
口
行

一
ト
ド
ド
札
」
』

一
ゴ

川
口

T

不
白

一
一
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J
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L
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L
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政
縫
去
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山
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っ
た
。
杢
襲
警
報
め
度
に
こ
の
防
空
壕
に
退
避
し
た

。

空
襲
の
れ
ん
め

休
校
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

米
軍
機
が
低
空
に
て
飛
来
し
、
朝
礼
ム
口

上
に
い
た
教
頭
先
生
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
事
も
あ
っ
た

。

こ
の
部
隊

は
終
戦
後
す
ぐ
川
上
国
民
学
校
か
ら
家
庭
へ
復
員
し
て
い
っ
た

。

当
時
、
高
等
科
の
学
童
、男
女
共
に
中
部
箪
へ
度
々
出
勤
し
、

奈
良
の
飛
行
場
へ
盤
地
作
業
に
行っ
た
。

学
校
日
誌
に
も
、
生
々
し

い
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

(
昭
和
二
十
年

学
校
日
誌
よ
り

j¥ 

校
庭
浸
水
二
十
三
セ
ン
チ

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
日
、
豪
雨
の
た
め
児
童
帰
宅
さ
す
。

被
害

家
屋
児
童
二
十
名
裁
縫
室
に
泊
る。

校
庭
、
運
動
場
に
浸
水
二
十
三

セ
ン
チ
、
開
校
以
来
の
浸
水
で
、
上
砂
部
落
付
近
の
家
屋
は
宝
泉
川

か
ら
あ
ふ
れ
出
た
水
で
浸
水
し
た
た
め
、
児
童
を
学
校
に
泊
ら
せ
た

。

そ
の
時
、

表
川
二
の
堪
よ
り
道
向
、
古
久
に
至
る
堤
防
が
決
壊
し
多

く
の
水
田
を
流
失
し
、
高
木
部
落
の
家
屋
も
流
失
し
、
現
在
の
と
こ

ろ
に
転
住
の
や
む
な
き
こ
と
と
な
っ
た

。

九

国
民
学
校
時
代
の
思
い
出

入
学
し
た
時
は
ラ
ン
ド
セ
ル
に
学
生
服
、
規
定
の
制
服
は
な
か
っ

ニ
っ
か
四
つ
作
ら
れ
て
い
た
。

立
派
な
鉄
の
校
門
も
と
り
は
ら
わ
れ
て
供
出
さ
れ
た
り
、

二
宮
尊

徳
の
銅
像
も
赤
だ
す
き
を
か
け
ら
れ
て
出
征
し
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な

L 、
。

十
二
月
八
日
に
は
、
全
校
児
童
が
大
宮
さ
ん
に
行
き
、

必
勝
祈
願

を
し
た

。

学
校
へ
行
く
時
に
は
カ
バ
ン
と

い
っ
し
ょ
に
防
空
ず
さ
ん

を
持
っ
て
行
き
、
敵
機
が
来
襲
す
る
度
に
、

防
空
壕
に
入
っ
た
り
、

空
襲
鵬
首
報
が
開
除
に
な
る
ま
で
自
分
の
家
に
帰
っ
て
い
た
り

し

た
。

そ
の
頃
か
ら
、

ぽ
つ
ぽ
つ
と
ラ
ジ
オ
が
普
及
し
始
め
た
よ
う
で
あ
る

。

松
山
圭
襲

(七
月
二
十
六
日
)

の
時
は
西
の
允
エ
が
真
赤
に
な
り
、

飛
行
機
か
ら
黒
い
物
が
ば
た
ば
た
と
落
ち

そ
の
・
伎
に
火
災
が
ひ
ど

く
な
っ
た

c

翌
日
の
朝
に
は
、
松
山
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
が
続
々
と

避
雛
し
て
き
て
、

大
き
な
家
の
あ
ち
こ
ち
の
部
屋
を
貸
り
て
い
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
る

。

運
動
会
で
は
楽
隊
が
中
央
部
に
陣
取
リ
、
音
楽
を
演
奏
し
、
今
の

様
に
マ
イ
ク
や
レ
コ
ー
ド
は
な
か

っ

た
。

全
校
種
目
は
毎
年

や
棒
」
を
踊
っ
た

。

学
芸
会
は
大
宮
さ
ん
の
東
に
あ

っ

た
名
越
座
ま
て
出
か
け

が
か
り
で
演
技
を
し
て
い
た

。

時
に
は
見
に
来
る
人
い
か
多
い
た
め

た
。

靴
は
自
由
販
売
で
な
く
配
給
制
で
、
今
の
様
に
防
水
加
工
な
ど

し
て
な
く
て
、
笑
に
永
持
ち
し
な
か
っ
た
が
、
遠
く
の
児
童
か
ら
、

順
番
制
で
配
給
に
な
リ
、
や
っ
と
自
分
の
番
が
き
て
当
た
る
と
と
て

も

惜
し
か
っ

た
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
年
聞
の
大
半
は
下
駄
を
は
い
た

見

リ
、
自
分
の
家
で
稲
わ
ら
で
つ
く
っ
た
ち
リ
ぞ
う
り
を
は
い
て
通
学

し
た

。

三
年
か
ら
上
は
肩
か
け
か
ば
ん
を
使
い
、
筆
入
れ
は
木
製
で

現
在
の
よ
う
な
漫
画
な
ど
入
っ

て
い
な
か
っ
た

。

ノ
ー
ト
ま
谷
こ{

{

l

 

わ
ら
紙
と
言
わ
れ
る
色
の
薄
黒
い
、

ね
ば
り
の
な
い
も
の
に
な
り
、

消
し
ゴ
ム
で
消
す
と
、
す
く
{
八
い
か
あ
く
よ
う
な
紙
で
、
鉛
筆
も
折
れ
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や
す
く
、
短
く
な
れ
ば
、

鉛
筆
ば
さ
み
を
使
、7
4
h
oど
、
節
約
に
っ
と

め
た

。
校
舎
は
非
常
に
古
く

一
年
入
学
の
時
は
北
側
(
今
は
な
い
)

の
平

屋
建
で
、
明
治
末
期
か
大
正
初
期
に
建
築
し
た
も
の
で
、

あ
ま
り
明

る
い
教
室
で
は
な
か
ヮ
た

。

高
学
年
に
立
っ
て
二
階
の
教
室
で
勉
強

し
た

。

机
は
木
製
で
二
入
用
で
あ
っ
た
。

今
の
プ
l

ル
の
東
の
は
し
あ
た
り
に
池
か
あ
り

こ
の
池
に
小
川

か
南
北
に
流
れ

こ
の
小
川
を
境
に
し
て
東
は
校
舎

西
は
運
動
場

で
あ
っ

た
。

戦
争
が
は
げ
し
く
な
る
に
つ
れ
て
食
料
事
情
が
悪
化
し

運
動
場
の
西
半
分
は
、
芋
焔
に
な
っ
て
い
た

。

そ
の
横
に
防
空
壕
が

南
方
、
北
方
に
分
け
て
し
た
時
も
あ
っ
た

。

空
襲
が
は
げ
し
く
な
る

と
、
瓦

・

六
年
生
は
学
芸
会
を
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う

。

遠
足
は
、
ほ
と
ん
ど
が
徒
歩
で
、

は
リ
ま
塚
の
演

山
之
内
堰
堤
、

習
場
、
平
井
僑

久
米
八
幡
宮
、
高
学
年
は
松
山
市
ま
で
行
憲
と
称

し
て
行
な
わ
れ
た

。

修
学
旅
行
は
、
六
年
生
は
高
松
、

屋
山
一
旬
、
金
比

山
線{
口
口へ
行
っ
て
い
た
が

昭
和
十
八
年
頃
か
ら
は
中
止
に
な
っ
て
い

た

年
聞
の
主
主
伝
統
的
な
行
事
は
何
に
つ
け
楽
し
か
っ
た

。

お
正
月

お
節
句

春
祭
り

回
休
み

七
夕

219 一

お
盆
、
秋
祭
、
等
々
、
普
通

の
日
は

何
か
の
手
伝
い
が
あ
リ
食
べ
物
も
粗
食
で
あ
っ
た
の
で

こ
ん
ら
日
は
ご
ち
そ
う
い
か
食
べ
ら
れ
る
こ
と
と
、
朝
か
ら
晩
ま
で
気

ま
ま
に
遊
べ
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

。

季
節
に
よ
リ
遊
ひ
も

変
わ
っ

て
い
た
よ

う

で
あ
る
が

パ
y

チ
ン

ビ
1

4
」
当
て

こ
牛
酔

ま
わ
し

た
こ
あ
げ
、

戦
争
ご
っ

こ
、
木
の
ぼ
り
、
陣
と
り
、
え
の

実
と
リ
等
を
し
た

。

夜
の
行
事
で
は
、

氏
子
同
志
が
部
洛
対
抗
め
よ

椿

こ
ろ
ん
で
も
痛
く

7

に
、
す
も
う
を
し
て
い
た

。

土
依
の
中
に
は

な
い
よ
う
に
お
が
く
ず
を
入
れ

か
が
り
火
を

中
ん
と
し
を
し
て

日

ゃ
っ

た
も
の
で
あ
る

。

た
い
て

)11 

は

つ
が
に
じ
か

こ
，
、

E
-
J

、
こ

。

/
\
ム
〈
ノ
〆
し
ナ

J

そ
れ
を
体
育
の
時
に



仙
川
う
よ
川
刊
を
予
の
カ
バ
ー

に
し
て
よ
く
取
っ
た
も
の
で
あ
る
の

t
寸
'
b
o、

H
'
'
 
か
、
~の
川4
さ
み
で
桁
を
は
さ
ま
れ
血
を
出
し
た
-
」
と
も
あ
る

ι

パ
日
午
爪
み
-
二
品
、

1

・

(

{

と

l
u
-
ナ

つ

を
と
リ
に
よ
く
行
会
、

Y
7
し

ょ
-
つ
+
}
ヰ
」
市
十

、

{
{

っ

て
よ
く
食
べ
た

場
一
ム
刊
の
幼
祁
闘
の
前
の
川
し
き
れ
い
でし

み
川
同
(
が
た
く
さ
ん
と
れ
た
仏
…J
U

、
体
い
で
お
り

夏
に
も
る
と
小

さ
い
，
ー
と
し
が
上
〈

山
い
で
い
た

小
学
一
年
4
1
の
時
に
は

よ
〈
酬
虫
駆
除
の

た

め

小
岬
凝
を
前.
1〕

た
楽
ム
ザ
-
飲
ま
さ
れ
た
そ
の
後
で
光
作
い
か
ら
大
き4

あ
め
ド
い
い
み
て
い

た
だ
く

の
が

レ
二

、

i
u
s
叩
H

d
h
jつ

二
t

1

y

v
q

!

1

4
ん
，
ナ

J

(
松
木
必
叩
刀
氏
誠

第
六
章

小
学
校
期

(
昭和
一
一
十
二
年
よ
り
税
右

新
学
制
実
施

昭
和
二

十
年
八
月
十
瓦
日

敗
戦
を
契

機
に
わ
が
国
的
国
政
全
般

土
市
←
一K
1
.
u
-
L
4互
いz
リ
九
二

3

五
、
ハ

芯

汁
リ
T
W
H

'
e

f

L
!
l
uk
ノ

r

ト
l
'
t
r
長
U7
・
ド

-
ι

ノ
ー
を
け
戸

ι
市

-
E
J
寸

ad
ロ
ム
」

‘

つ
ヘ
」

L

Ily 

の
市
街
の
も

と
に
お
か
れ
る
こ
と
に
立

っ

た
c

し
た
が
っ
て

戦
後
の
わ
が
国
の

教
官
も
こ

の
占
領
と
い
‘
7

き
び
し
い

条
件
と

敗
戦
め
荒
廃
の
る
か

学
生
の
学
力
不
足
を
補
う
措
置
を
と
る
こ
と

。

内
科
学
教
育

真
理
探
求
に
根
さ
す
科
学
教
育
め
振
興

同
社
会
教
育

国
民
道
義
の
高
揚
を
重
視
し

成
人
教
育

勤
労
者
教
育
、
家

庭
教
出
同
等
の
全
般
に
つ
い
て
振
興
を
図
る

。

同
青
少
年
団
体

青
少
年
の
共
励
組
織
を
中
央
の
統
制
に
よ
ら
ず

郷
土
を
中
心

と
す
る
青
少
年
の
自
発
的
な
団
体
育
成

川
{
一
ホ

教

国
民
の
宗
教
的
情
操
と
信
仰
心
を
養
い

宗
教
に
よ
る
国
際
親

善
と
世
界
平
和
を
図
る

。

(十)
体

育

明
朗
な
運
動
競
技
を
奨
励
し

純
正
な
ス
ポ
ー
ツ
を
復
活
し

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
国
際
親
善
を
図
る

。

同
文
部
省
の
機
構
改
革

を
あ
げ
、
中
央
、

地
方
で
講
習
会
を
聞
い
て
普
及
徹
底
に
努
め
た

。

し
か
し

終
戦
後
め
教
育
行
政
に
つ
い
て
の
総
司
令
部
の
指
令
は

軍
国
主
義

国
家
主
義
的
思
想
の

排
除
に
つ
い
て
特
に
き
び
し
く

あ
る

で
大
き
な
改
革
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ゆA
T
1
出
y
.去
、

2
4
1
f
 
文
部
省
が
は
じ
め
て
戦

後
教
育
の
基
本
方
針
を

明
ら

か

に
し
た
の
は
昭
和
二
十
年
九
月
十
瓦
日
に
発
表
し
た
「
新
日
本
建
設
」

の
教
育
方
針
で
あ
る

。

こ
れ
は

、

占
領
教
育
政
策
の
具
体
的
な
ん
針

や
指
令
が

一不
さ
れ
る
以

前
の
、
従
っ

て
総
司
令
部
が
な
ん
ら

関
与
し

な
か
円

た
日
本
側
め
教
育
方
針
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
要
旨
を
略
記
す
る
と

付
新
教
育
め
方
針

出
体
の
説
明
持
を
基
本
と
し、

京
国
的
思
想
の
払
し
ょ
く

、

平日
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同
家
の
建
設

国
民
的
教
義
向
上

け
教
育
の
体
勢

安
寺

本
H

，
‘

日
耳

H
U
制
止
巾
カ

L

平
和
体
制
へ
の
復
帰

学
校
に
お
け
る

箪
事

教
育
の
全
廃

日
教
科
書

新
教
育
方
針
に
即
応
し
て
改
訂
さ
れ
る
が

さ
し
当
た
り
訂
正

削
除
す
る
部
分
の
指
示

川
教
職
員
に
対
す
る
措
置

教
職
員

の
再
教
育
を
計
画
す
る

。

川
学
徒
に
対
す
る
措
置

こ
れ
を
端
的
に
示
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
二
日
、
総
司

令
部
か
ら
示
さ
れ
た

「

日
本
教
育
制
度
の

管
理
」
お
よ
び
同
年
末
ま

で
に
出
さ
れ
た
三
つ
の
指
令
で
あ
る

。

「
教
員

及
び
教
育
関
係
者
の
調
査
、
除
外
、
認
可

」

の
指
令

「
国
家
神
道

神
社
神
道
に
対
す
る
政
府

の
保
証

支
援

保
全

監
督
並
び
に
広
布
の
廃
止
」

「
修
身

日
本
歴
史
及
び
地
理
の
停
止

」

で
あ
る

。

明
け
て
、
昭
和
二
十

一
年
三
月
、
戦
後
の
教
育
改
革
を
積
極
的

・

包
括
的
に
方
向
づ
け
た

「
米
国
教
育
使
節
団」
団
長

日ン
ヨ

1
1

勺ン
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D

-

ス
ト

ッ

ダ
|

ト
以
下

著
名
な
教
育
専
門
家
二
十
七
人
か
ら

成

る
使
節
団
の
来
日
で
あ
る

。

こ
れ
を
受
け
て

日
本
側
に
も
使
節
団
と
協
力
す
る
委
員
会
が
構

成
さ
れ

教
育
制
度
全
般
に
つ
い
て
調
査

研
究
の
結
果
を
ま
と
め

て
、

三
月
末

「
第
一
次
米
国
教
育
使
節
団
報

告
書
」
が
総
司
令
部
に

提
出
さ
れ
た

。

総
司
令
部
は
同
年
四
月
七
日

こ
れ
に
覚
書
を
付
け

報
告
書
の

趣
旨
を
全
面
的
に
承
認
し
た

。

こ
れ
に
よ
っ
て

新
し
い
学
校
制
度
と
し
て

六
-

三

・

三
制

都
道
府
県

市
町
村
に
公
選
に
よ

男
女
共
学



る
民
主
的
な
教
育
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ

-
1
1
.
、

-
u

t
ed
J
J
ι
 

ま
た
こ
の
年
、
第
九
十
回
帝
国
議
会
に
「
帝
国
憲
法
改
正
案」
を

提
出
、
可
決
さ
れ
、

十
一
月
三
日
公
布
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

新
憲
法
の
精
神
に

従
い
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
制
定
の

「
教
育
基

本
法
-
「
学
校
教
育
法
」
に
よ

っ
て
、
教
育
改
革
は

具
体
化
し
た

。

昭
和
二
十
二
年
四
月
か
ら
新
制
の
小
学
校
及
び
中
学
校
が
発
足
し

「
温
泉
郡
川
上
村
立
川
上
小
学
校
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る

。

当
時

運
動
場
は
三
分
の
一
、
中
運
動
場
は
全
部
畑
と
な
り

、

校

会
、
校
具
は
か
な
り
荒
廃
し
て
い
た

。

川
上
中
学
校
が
併
設
の
形
で
新
設
さ
れ
た
た
め
、
武
道
室
を
音
楽

安
一
に
応
接
室
一
を裁
縫
室
に

工
作
室
を
普
通
教
室
と
衛
生
室
に
改

造
し
た
り
、
高
等
科
に
属
し
た
農
業
、
家
事
室
等
を
中

学
に
分
け
る

な
ど

校
舎
区
分
に
意
を
用
い
て

い
る
。

運
動
場
も
グ
ラ
ン
ド
と
し

て
整
地
し
な

お
し
た
り
、
設
備
、
備
口
聞
な
ど
も
中
学
と
分
割
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

八
幡
に
あ
っ
た
約
二
反
歩
の
実
習
回
は
、

さ
つ
‘
つ
い
て小
学
校
い
か
耕
作
し
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
度
、
学
校
関
係
者
は

注
目
す
る
教
科
と
な
り
、
新
教
育
課
程
は
社
会
科
を中
心
に
進

め
ら

れ
た
と
い
え
る
。

社
会
科
の
目
標
は
、
青
少
年
い
か自

分
た
ち
の
社
会
に
正
し
く

適
応

で
き
る
よ
う
に
、

進
ん
で
は
、
自
分
た
ち
の
属
す
る
共
同
社
会
を
進

歩
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
社
会
生
活
を
理
解
さ
せ
、
社

会
的
態
度
や
社
会
的
能
力
を
養
う
こ
と
に
あ
り

単
に
修
身

・

国
史

地
理
を
合
わ
せ
た
も
の
と
い

う

こ
と
で
は
な
く
、

人
閉
め
い
と
な
み

の
あ
ら
ゆ
る

社
会
事
象
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た

。

新
し
い
教
育
関
係
団
体
と
し
て
の
「
父
母
と
教
師
の
会」
略
称

P
T
A

も
新
学
制
と
共
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が

之
町w
p

h
各
リ
こ

毛
立
ロ
?
口

h
q
l

組
織
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
四
日
結
成
式
を
行
な
っ
て
い
る

。

。

新
教
育
を
目
ざ
す
研
究
活
動

「
敗
戦
後
の

こ
の
出
乱
し
た
日
本
を
立
て
直
す
も
の
は
教
育
の

外
に
な

い
じ
と

加
藤
栄
安
校
長
は
無

理
を
抑
し
て
旅
費
を
工
面
し

教
有
数
…
に
燃
え
る
若
い
教
師
達
に
奈
良
や
東
京
に
出
張
さ
せ

新
教

ι刊
の
研
究
を
指
示
し
た

。

当
時
の
池
川
教
諭
は
次
の
よ
う
に
語

っ
た

。

当
時
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
と

そ
の
研
究
を
支
持
し
て
く
だ
さ
っ

一ニ
川
事
交

一
一文

1

4
J
'

寸
'
';
同
n
f
を
伊l
t

+
19

則
一
論的
研
究
指
導
を
く
だ
さ
っ

た
渡
部

正
先
生
の

こ
と
が
先
ず
到
に
浮
ぶ

。

今
も
先
生
方
の
強
い
カ
い
か
私
を
鞭
打
っ
て

①
村

②
教
育
協
議
会

大
西

時
久

長

(
新学
制
準
備
の
た
め
、
昭
和
二
十

一
年
度
か
ら
お
か
れ
て
い
た
)

渡
部
鹿
太
郎

光
春

菅
野

義
計

樋
口

高
須
賀
鉄
次
郎

フ
-ア

武
田
マ
サ
子

f山
j皮

③
学

校
医

山
本

房
次

ま
た
、
会
長

副
会
長

加
藤
栄
安
と
し
て
、
部
落

大
西
時
久

別

P

・
T

-
A

の
結
成
を
い
そ
い
で
い
た

。

。

新
し
い
教
育
課
程

222 一

新
学
制
に
よ
る
出
発
で
の
大
仕
事
は
、
教
育
課
程
と
教
科
書
の
用

意
で
あ
っ
た
。

法
令
に
よ
り
、
教
育
課
程
の
基
準
は
文
部
大
臣
の
定
め
る
学
習
指

導
要
領
の
基
準
に
よ
る

こ
と
と
し

「
学習
指
導
要
領

一
般
編
、
試

案
」
を
二
十
二
年
春
発
表
し
、
続
い
て
各
教
科
別
の
学
習
指
導
要
領

も
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
小
学
校
の
教
科
の
基
準
は
、
国
語

・

社
会

・

算

〔ノ、

数
・

理
科

・

音
楽

・

図
画
工
作

・

家
庭

・

体
育

・

自
由
研
究
と
定
め

ら
れ
、

従
来
の
修
身

・

国
史
・
地
理
の
三
教
科
が
な
く
な

っ

た
e

社
会
科
の
誕
生
は
、
教
育
内
容
、
方
法

の
改
革
と
関
連
し
て
特
に

な
ら
主
い

。

小
俳
人
身
を
柴
田服
用
さ
せ
た
後
の
教
室
に
回
虫
が
数
匹

一た
っ
て
い

T二

D
D
T

を
女
の
子
に
ふ
リ

か
け
て
い

た
リ
し
た
頃

の
話
で
あ

る
し

教
科
書
に
裂
を
ぬ
っ
た
昭
和
二
十

一
年
い
か
過
き
て

イ

年

新
教
育
と
い
う
言

葉
が
学
校
に
入

勺
て
き
た

。

何
で
も

「
新
」
と

「

民
主
」

を
脱
し
た
正
し
い

---, 

| 日
L 

か
つ
け
は

も
の
で
あ
る
と
考
、
手
句
れ
た
時
代
で
あ

っ

た
。

教
科
書
中
心
、
黒
板

中
，し、

教
師
中
心
の
学
習
に
大
き
な
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ

教
育

の
原
型
が
根
本
か
ら
問
い
直
さ
れ
た
時
て
あ
る

。

22~ ー

「
井
の中
の
蛙
大
泌
を
知
ら
ず

」
と
言
う

。

「
東
京

へ
行
っ
て
来

い
U
と
の
校
長
の
戸
は
五
口
々
を
続
か
せ
た
。

二
十
二
年
の
発
恕
と
し

て
は
奇
抜
て

目
を
見
張

ら
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

一
週
間
分
の
米
を
雑
嚢
に
お
し
込

ん
で

関
西
汽
船

「
な
ち
丸
」

に
乗
り
込
み

東
海
道
本
線
の
激
し
い
出
雑
に
も
ま
れ

く
た
び
れ

果
て
て
椎
名

町
の
県
宿
令
に
新
い
た

ι

小
原
先
生
の
半
川

学
園
、
伝

統
の
成
城
学
国
て

プ
ラ
ン
と

4刀
法
の
理
念
に
触
れ
て

激
し
い
知

識
欲
に
燃
え
た

c

「
タ
ル
ト

ン
プ
ラ
ン
」

「

コ
ア
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」

「
児
主
中
心
の
教
育
」。

に
書
を
あ
さ
っ

た
。

次
々
と
発
禁
の
書
を
ひ
も
と
く
背
年
の
よ
う



授
業
研
究
の
体
制
い
か
野
え
ら
れ

学
習
指
導
の
改
善
に

教
科
謀

住
の

い制
成
に
と

全
校

一
体
に
主
勺
て
の
努
力
が
続
け
ら
れ
た

c

資

料
室
も
作
ら
れ

手
作
リ
の
教
材
も
集
め
ら
れ
て
い

っ
た

c

こ
の
志
伝
込
み
は
、
北
比
を
呉
に
す
る
先
生
も
巻
き
込
み
、
ま
た

山
ん主
と
の
接
触
を
傑
め
、
教
育
の
効
来
を
若
し
く
あ
げ
た
よ

う

に
思

本
校
独
自
の

「

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

」
に
よ
る
教
育
活
動
は
、
在
日

を
浴
び

近
隣
だ
け
で
る
く

以
外
か
ら
も

見
学
者
か
訪
れ
た

し

今
考
え
て
み
て
も
当
同
の

川
上
教
育
の
取
り
組
み
に
心
を
打
た
れ

る
も
の
が
あ
る

ι

(池
川
伴
司
氏

2 

川
上
小
P
T
A

結
成
当
時
の
活
動

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の

P

T
A

が

日
本
で
も
第
二
次

大
戦
後
の
教

育
改
革
に
と
も
な
う
六

・

三
制
義
務
教
育
と
と
も
に

社
会
教
育
振

輿
の
一
翼
を
に
な
い
、
昭
和
二
十
二
年
に
全
国
的
に
結
成
さ
れ
た。

川
上
小
学
校
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
部
落
P
T
A

を
結

成
し
、

翌
二
十
四
年
九
月
三
日
に
川

上
P

T
A

を
創
立
し
た
の
で
あ

(
時
期
早
計
と
い
う
声
も
多
く
、
発
足
に
ま
よ
っ
た
。
)

る

民
主
主
義
を
旗
じ
る
し
に
、

自
由
と
平
等
の
声
も
・
高
ら
か
に
「
能

力
に
応
じ
等
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
」
に
、
我
が
子
の
あ
す
へ
夢

三
月
頃
、
森
林
組
合
か
ら
も
ら
っ

た
杉
苗
を
、
メ
カ
フ

ォ
ン
で

向
こ
う
の
谷
と
こ
ち
ら
の
谷
と
で
連
絡
し
合
い
な
い
か
ら

償
一
列
に

な
っ

て
柄
え
上
っ

て
い
く
様
子
は
な
か
な
か
壮
観
で
あ
っ
た

。

翌
年
か
ら
は

本
が

一
人
前
に
成
長
す
る
ま
て
毎
年
八
月

の
著
さ

を
こ

ら
え
て
下
刈
を
す
る
の
で
あ
る

コ

区
長
の
許
可
を
得
て

η
ハ
μ
ド
2
T

立
ロ
+
河口

常
ム
エを
開
き
、
三
日
の
う
ち
一
日
は
必
ず

一
戸
に
つ
き

一
人
当
て

、

出
る
こ
と
を
決
め
る

。

事
情
が
あ
っ
て
都
合
の
悪
い
者
は

代
替
え

の
人
を
立
て
て
義
務
を
巣
す
の
で
あ
る
が

仕
事
に
未
験
経
者

が
い

て
、
頭
数
だ
け
は
そ
ろ
っ
て
も

作
業
能
率
の
万
は
さ
っ
ぱ
り
は
か

ど
ら
な
か

っ

た
c

有
線
放
送
や
電
話
等
の
設
備
も

自
動
車

・

単
車
等
も
鯨
…
い
時
代

だ
か
ら

一
戸
一
戸
自
転
車
や
徒
歩
て
触
れ
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

コ

-
-

o

A
U
，
才
人

役
員
は
毎
年
の
ご
と
く
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず

夜
は
大
抵

一
人

で
冷
茶
漬
け
を
食
べ
て
寝
る
こ
と
が
多
か

っ

た
。

ま
た
全
く
の
無
報

酬
で
あ
る
か
ら

た
ま
に
は
労
を
ね
ぎ
」
ら
う
た
め

木
切
れ
を
七
輪

で
燃
し
て
酒
を
沸
か
し
す
す
で
顔
を
真
黒
に
し
な
が
ら
‘
ち
く
わ
を

さ
か
な
に
一
日
の
疲
れ
を
忘
れ
た

。

す
べ
て
自
弁
で
あ
っ

た
。

学
校

の
先
生
を
招
い
て

打
ち
と
け
た
気
持
ち
で

新
教
育
に
つ

い
て

を
託
し
た
続
の
期
待
を
も
っ
て

P
T
A

は
ス
タ
ー
ト
し
た

。

日
本
国
憲
法
の
精
神
を
基
盤
に
し
た
新
教
育
方
針
の
理
念
は
高
く

そ
の
目
的
・
内
容

・

方
法
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設
・
設

備
・
教
材
・
教
具
な
ど
の
環
境
繁
備
が
絶
体
に
必
要
で
あ
っ
た

。

し
か
し
、
敗
戦
の
痛
手
は
大
き
く
、
国
は
も
ち
ろ
ん
村
当
局
に
お

い
て
は
な
お
の

こ

と
、

そ
れ
ら
を
整
備
す
る
に
要
す
る
財
源
は
、

~ I : 

常
に
之
し
い
状
態
で
あ
っ
た

。

し
た
が
っ
て
、

P
T
A

は
子
を
思
う

親
の
誠
実
な
奉
仕
の
精
神
と
寄
付
行
為
に
よ
る
後
援
会
的
役
割
を

も

っ

て
、
村
役
場
や
固
め
財
政
的
な
肩
代
り
を
し
た
と
い

っ
て
も
過

224 一

百
で
は
な
い

c

(ア)

学
校
林
植
林

伐
っ
て
大
き
く
変
っ
た
の
が
、
奥
松
瀬
川
の
学
校
林
で
あ
る

。

現

1'[て
は

本
館
や
政
送
設
備
等
に
生
ま
れ
変
っ
て
い
る
が

こ
れ
ら
の

け
リ
原
ま

F
I
l
 ほ
と
ん
ど
広
大
な
学
校
林
売
却
に
よ

っ
て

得
た
金
で
あ
る

u

戦
前
の
乱
伐
が
山
中
山
リ
台
風
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
で

山
ペJ
国
土田

に
毎
年
の
ご
と
く
大
き
な
被
害
を
受
け
た

。

そ
の
た
め
、
農
業
従
事

者
は
農
作
業
の

上
に
、
さ
ら
に
田
畑
の
復
旧
工
事
に
身
体
の
休
ま
る

こ
と
が
な
か
っ

た
。

そ
の
よ
う
な
事
情
の
中
で
、
学
校
柏
林
や
、

刈
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る

。

論
じ
た
り

地
設
、
設
備
に
つ
い
て
心
配
し
た
り
す
る

の
も

こ
ん

な
場
所
が
利
用
さ
れ
た

。

教
育
愛
に
満
ち
た
純
真
な
親
の
奉
仕
の
年
輪
は

子
ど
も
た
ち
の

心
の
中
に
ど
ん
な
年
輪
を
さ
さ
ん
で
い

っ

た
の
だ
ろ
う
か

。

学
校
給
食
の
歩
み

~~ (イ )
校
給
食
は

特
に
戦
後
に
お
け
る
食
糧
危
機

子
ど
も
の
体
位

f丘

栄
養
不
良
と
い
う
深
刻
な
事
情
に
対
処
す
る
た
め

発
育
の

助
長
と

健
康
保
持
を
め
ざ
し
て

昭
和
二
十
一
年
に
都
市
部
で

川
小
に
お
い
て
も

、
ル
ク
に
よ
る
給
食
が
開
始
さ
れ
た

。

カ
リ
オ
ア
資
金

は
じ
め
ら
れ
た

。

昭
和
二
十
六
年

225 -

ユ
ニ
セ
フ

(占
領
飢
餓

糾
叫
済
資
金

小
麦
粉
の
寄
贈
を

受
け

蒸
し
パ

で
ア
メ
リ
カ
か
ら

ン
を
児
童
に
食
べ
さ
せ

非
常
に
喜
は
れ
た
が

し
か
し

日
本
の

独
立
後
は
援
助
の
打
切
り
と
な
っ
た

。

児
童
の
心
身
の
健
全
な
発
達

と
国
民
の
食
生
活
改
善
を
切
望
す
る
父
母
の
熱
意
に
よ

っ

て

昭
和

二
十
八
年

味
噌
什
給
食
が
は
じ
め
ら
れ
た

。

二
学
期
か
ら

三
学
期

に
か
け
て

旧
家
事
室
を
改
造
し
て
二
つ
の
平
釜
が
す
、
手

り

れ

会
A
F

き
を
た
い
て
作
ら
れ
た

。

母
親
が
交
代
で
奉
仕
し

当
時
の
給
食
は

調
理
に
従
事
し
た

。

野
菜
類
は
各
家
庭
か
ら
児
童
が
持
つ

材
料
は

て
来
た
の
を
当
日
使
用
す
る
と
い
う
よ
う
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら
れ



た
。
味
噌
も
大
豆
、
小
麦
を
児
童
よ
リ
集
め
、
委
託
加
工
方
法
で
行

な
わ
れ
た
。

お
母
さ
ん
た
ち
も
、

寒
い
日
に
も
汗
を
か
き
な
が
ら
、

味
噌
汁
作
り
に
勢
を
出
し
た
。
毎
日
変
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
な
の
で

仕
事
の
手
順
が
大
変
だ
っ
た

。

十
二
時
ま
で
に
は
て
き
あ
が
り
、
旧
ん

童
た
ち
は

、
大
き
な
食
缶
に
つ
ぎ
別
け
ら
れ
た
味
噌
汁
を
す
す
リ
な

い
か
・
」
り

教
室
の
黒
板
に
は
「
残
さ
ず
楽
し

楽
し
い

一
時
を
過
し
た

。

く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う

J
と
書
か
れ
、
先
生
た
ち
は
給
食
指
導
を
し

た
。

昭
和
二
十
九
年
学
校
給
食
法
が
公
布
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
完
全
給

食
実
施
に
ふ
み
切
っ
た

。

こ

の
完
全
笑
施
に
は
、
賛
否
両
論
激
突
し

各
部
落
で
会
を
重
ね
る
こ
と
幾
た
び
あ
っ
た
か
知
れ
な
い

。

実
施
反

対
の
立
場
を
と
る
人
の
主
な
意
見
は
、
「

家
の
者
に
弁
当
を
作
る
つ
い

で
に
子
ど
も
に
も
し
て
や
れ
る
の
に
、

別
に
給
食
を
す
る
の
は
不
経

済
で
あ
り
多
額
の
父
兄
負
担
も
い
る

。
」
方

賛
成
論
は

「
パ一フ
ン

ス
の
と
れ
た
栄
養
価
で
子
ど
も
の
発
育
に
欠
か
せ
ぬ
こ
と
、
家
庭
の

食
改
善
や
食
指
導
に
寄
与
す
る
こ
と
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、

ど
の
子
も
ま

っ

た
く
平
等
に
食
事
い
か
で
き
る
己
な
ど
で
あ

っ
た
。

P
T
A

は
、
我
が
子
の
た
め
の
教
育
に
対
す
る
よ
さ
理
解
者
で
あ

リ
、
協
力
機
関
で
あ
る

。

強
硬
に
反
対
す
る
部
落
の
人
に
も
、
子
と

く
い
た
だ
け
る
よ
-
つ
に
な
り
父
母
た
ち
に
も
喜
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

fこ
先
進
校
の
状
況
視
察
を
し
た
り

学
校
に
依
頼
し
て
子
ど
も
の
発

育
状
態
の
統
計
資
料
を
集
め
て
、
給
食
の
効
果
を
裏
付
け
た
り
し
た

こ
と
な
と

P
T
A

の
活
躍
は
枚
挙
に
い
と
ま
る
し
で
あ
る

つ

民
主
思
想
に
お
け
る
平
等
主
義
や

科
学
的
論
理
思
想
に
よ

る
合

理
主
義
の
思
潮
は
渦
を
ま
い
て
流
れ
た
の
で
あ
る

G

昭
和
四
十
四
年
十
一
月

川
上
小
学
校
敷
地
内
に

学
校
給
食
共

向
調
理
場
が
完
成
し
、
調
理
従
事
員
全
員
が
町
職
員
に
任
用
替
え
さ

れ
た

。

給
食
セ
ン
タ

ー
設
置
に
つ
い

て
は
国
庫
補
助
金
も
支
給
さ
れ
人
件

費
節
約
、
教
師
の
給
食
に
対
す
る
事

給食セ ンタ ー内部

務
負
担
の
軽
減
、
集
中
管
理
に
よ
る

事
務

労
務
、
衛
生
管
理
の
合
理
化

が
で
き
た

。

昭
和
四
十
九
年
に
は
学
校
栄
養
級

員
が
配
置
さ
れ
、
食
事
内
容
の
改
善

向
上
を
図
リ

児
童
に
魅
力
あ
る

学

校
給
食
に
す
る
こ
と
な
ど
の
必
要
が

も
の
体
位
向
上
に
は
異
議
は
な
い

。

、
】
ず
}

J
'
'
J
J
'
 

よ
リ
充
実
し
た
も
の
に

す
る
た
め
に
は

施
設

内
容
等
に
お
い
て
膨
大
な
経
費
に

日旦

備

不
安
を
持
っ
た
の
で
あ
る

。

完
全
給
食
実
施
の
推
進
力
で
あ
る

P
T
A

本
部
役
員
は
、
会
長
を

先
頭
に

反
対
派
説
得
の
た
め
に
回
を
重
ね
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し

た
の
で
あ
る

。

昭
和
三
十
二
年
学
校
給
食
調
理
室
が
落
成
し
た

。

現
在
の
川
上
小

学
校
用
務
員
室
の
東
側
に
調
理
室
が
作
ら
れ
た

。

調
理
従
業
員
は
、

P
T
A

が
四
名
を

一雇
用
、
給
食
関
係
の
費
用
は
い
っ
さ
い

P
T
A

の
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負
担
に
よ
っ
た

。

パ
ン
、
ミ
ル
ク
、

お
か
ず
に
よ
る
、

そ
う
し
て

完
全
給
食
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る

。

脱
脂
粉
乳
は
児
童
に
は

な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
ず

"-=' 
土砂

日

バ
ケ
ツ
に
何
は
い
も
残
っ
て
帰
さ
れ
た

。

「

脱
脂
粉
乳
は
米
国
で
は

豚
の
餌
で
あ
る
J」
な
ど
の
記
事
が
、
新
聞
を
に
ぎ
わ
し
た
も
の
で
あ

る
ちミ

こ
の
ミ
ル
ク
に
よ
り
、

戦
前
を
し
の

く
立
派
な
体
位
の
子
が

現
在
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る

。

脱
脂
粉
乳
は
日
本
の
学
校

で
は
珍
ら
し
く
変
っ
た
食
品
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
ミ
ル
ク
を
お
い
し
く
作
る
た
め
に

、
キ
サ
ー

が
購

入
さ
れ
、
ミ
ル
ク
沸
し
の
二
重
釜
が
す
、
手
句
れ
、
ミ
ル
ク
も
お
い
し

あ

っ
た
。

五
十

一
年
に
な
っ
て
食
事
内
容
の
多
様
化
を
図
リ
、
我
が

国
の
食
料
資
源
を
考
慮
し
た
上
で

米
飯
を
学
校
給
食
に
導
入
す
る

こ
と
が
国
で
定
め
ら
れ
た

。

す
で
に
、
我
が
給
食
セ
ン
タ

ー

は
他
に

先
が
け
て
米
飯
給
食
か
行
わ
れ
て
お
り

週
一
度
は

変
わ
り
こ
は

ん
が
出
て

子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
て
い
る

。

川
上
小
学
校
の
給
食
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
二
十
有
余
年
、味噌
汁

給
食
か
ら
完
全
給
食
へ
、
単
独
方
式
か
ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
へ

と
変
わ
り

五
十

一
年
か
ら
は
米
飯
給
食
が
法
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

家
庭
の
食
事
形
態
に
即
し
た
多
様
性
を
め
さ
す
献
立
が
考
、
子
り
れ
て227 -

い
ヲh
vo

P
T
A

発
足
当
時
の
、
子
ど
も
の
体
位
向
上
、
健
康
増
進
を
願
っ

て
給
食
に
か
け
た
熱
意
が

今
花
聞
い
た
の
で
あ
る
。

は
ぐ
く
ま
れ

今
後
共
、
教
師

栄
養
士
、
調
理
員

社
会
全
体

〉と

母

そ
ー
し
て

が
、
子
ど
も
の
身
に
な
っ
て
、
学
校
給
食
の
改
善
に
つ
と
め
て
い
き

た
い
も
の
で
あ
る

。

ま
し
て
や
、
学
校
給
食
は

日
本
の
将
来
を

に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
食
事
で
あ
る

。

(ウ)

校
庭
整
備

昭
和
二
十
七
年

頃
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
て
い
た
、

ウ
ォ
ン
氏

が
、
渡
部
満
久
氏
宅
に
居
住
し
、
敗
戦
国
か
ら
立
ち
な
お
り

、
新
し



い
日
本
の
建
設
を
夢
み
る
青
少
年
を

集
め
て

、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
教
え
に

よ
っ
て
人
道
を
説
く
か
た
わ
ら
英
語

教
育
な
ど
も
し
て
い
た

。

、
キ
リ
ス
ト
教
団
の
行
事
、
と
し
て

国
際
ワ
l

ク
キ
ャ
ン
プ
い
か
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
た
が
二
十
七
年
七
・
八
月

そ
れ
が
東
温
地
方
で
行
わ
れ
た
。
本

村
か
ら
も

ウ
ォ
ン
氏
に
感
化
さ
れ

た
青
一
年
た
ち
が
氏
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
参
加
し
た

西
‘

場動運るト
」
昏

プ
川町

ン
7

ヤ
2

キ
5

ク
り

ワ
づ

際
手

国
土

団
員
は
川
上
中
学
校
を
宿
舎
と
し
て
規
則
正
し
く

下
水

生
活
し
て
村
人
に
範
を
示
し
た
。

作
業
は
西
堤
防

溜

池

+
史
っ
と
。

，

F
d
内
l
l
l

吋ι
'
'

P
T
A

は

若
い
純
真
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
惜
し
み
る
く

汗
や
ど

南
土
手
築
造
の
た
め
に

ろ
を
流
す
シ
ャ
ワ
ー
を
特
設
し
た

。

昭
和
三
十
年
に
は

大
運
動
場
南
土
手
の
西
半
分
を
P
T
A

に
よ

そ
σ3 

っ
て
築
い
た

。

現
在
の
プ
l

ル
サ
イ
ド
に
あ
る
五
本
の
松
は

土
手
築
造
の
犠
牲
に
す
べ
き
か
と
う
か
で

ほ
と
ん
ど
表
川
の

と
き

に

相
当
な
議
論

が
あ
っ
た

。

土
手
を
築
く
た
め
に
必
要
な
石
は

参
観
日
な
ど
、

数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い

映
画
会
、
部
港
出
張
懇
談
会
、
講
演
会
、
見
学
、

創
立
期
の
建
設
精
神
か
ら
躍
進
め
さ

ま
し
い
学
習
期
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る

。

校
歌
制
定

新
し
い
校
歌
が

制
定
さ
れ
た

。

当
時
の
学
校
長
、

創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て

武
智
惇
先
生
の
作
詞
、
音
楽
主
任

昭
和
三
十
五
年

中
野
茂
先
生
の
作
曲
に
よ
リ
制
定
さ
れ
た
校
歌
は
、
健
康
、
奉
仕
、

親
善
の
校
訓
を
歌
い
込
ん
だ
、
格
調
高
い
、
し
か
も
親
し
み
ゃ
す
い

つ

に
述
べ
て
い
る

。

当
時
を
ふ
り
返
っ
て
作
曲
者
、
中
野
茂
先
生
は
次
の
よ

曲
で
あ
る

。

「
当
時
の
学
校
長
で
あ
ら
れ
た
武
智
惇
先
生
か
ら

制
定
の
話
が
あ
り
ま
し
た
の
は
、

は
な
か

っ

た
か
と
思
い
ま
す

。

新
し
い
校
歌
の

私
が
赴
任
し
た
翌
々
年
の
こ
と
で

職
員
会
の
席
で
、

武
智
先
生
か
ら
、

は
一
般
か
ら
の
募
集
と
い
う
こ
と
、

校
歌
を
新
し
く
作
る
と
い
う
こ
と
で
お
話
が
あ
り
、
作
詞
に
つ
い
て

ま
た
、
そ
の
道
の
専
門
家
に
依

お
り
ま
す

。

結
局
、

嘱
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
こ
と
を
記
憶
し
て

学
内
で
作
詞
す
る
と
い
う
線
で
詞
を
募
ら
れ
、

幾
つ
か
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
最
終
的
に
は
武
川
目
先
生
の
作
詞
と
い

流
石
を
用
い
た

。

P T A 奉仕による南土手築造 ( S 39) 

戦
後
の
学
校
の
建
て
な
お
し
に

P
T
A

の
奉
仕
の
力
は
大
き
い
も
の

が
あ
っ
た
。

P
T
A

の
歴
史
は

奉
仕
活
動
で

は
じ
ま
っ
た
と
さ
え
言
え
よ
う

。

学
校
の
施
設

設
備
や
大
き
な
行

事
に
は

常
に
P
T
A

が
陰
の
カ
と

る
っ
て
働
き
、
教
育
活
動
を
支
、
え
て

228 一

さ
た
の
で
あ
る

。

学
芸
会
、
研
究
会

る
。

教
師
が
演
出
家
て

運
動
会
、
臨
海
学
校
等
の
行
事
に
は
す
べ
て

P
T
A

が
参
加
し
て
い

P
T
A

は

さ
し
ず
め
舞
台
装
置
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

。

子
ど
も
が
演
技
者
と
す
れ
ば

衣
裳
、
道
具
そ
の
他
雑
用
係
り
の
裏
方
さ
ん

特
に
役
員
の
犠
牲
的
奉
仕
活
動
は
筆
舌

一
方
、
教
育
の
機
会
均
等
、

に
尽
し
得
ぬ
ほ
ど
苦
労
の
歴
史
で
あ

っ

た
。

そ
の
能
力
に
応
じ
て
教

だ
れ
で
も
、

子

ど
も
の
未
来
に
望
み
を
託

育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
か
ら

次
々
と
流
れ
た
し
、
氾
滋
す

る
教
育
思
想

内
をす

し
、
新
し
い
教
育
の
夜
明
け
と
共
に

方
法
の
学
習
に
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た

。

7

こ
と
に
落
ち
着
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

作
曲
に
つ
い
て

先
生
か

先
生
の
作
詞
が
発
表
さ
れ
た
時
点
で

と
で
ら
私
に
曲
を
作
る
よ
う
依
頼
さ
れ
ま
し
た

。

校
歌
を
作
る
と
い
う
こ

こ
れ
ま
で
に
一
度
賛
画
し
た
経
験
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

あ
ま
り
に
短
兵
急
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
私
に
と
っ
て
、

て。 そ
の
章

一責
に
答
え
る
だ
け
の
自
信
が
ー
と
て
も
あ
リ
ま
せ
ん
で
し
た
の

校
史
と
と
も
に
歩
み
、

一
時
は
跨
賭
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

。

歌
い
継
が
れ
て
い
く
校
歌
で
あ
る
限
り
、

そ
れ

詞
の
も
つ
格
調
の
高
さ
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
よ
い
か

229 -

彼
等
の
奉
仕
活
動
に
報
い
る
た
め

を
創
造
す
る
音
楽
的
な
諸
要
素
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
て
い
け
ば
よ
い

か
み
合
わ
せ
て

か
。

そ
れ
に
加
え
て
子
ど
も
た
ち
の
感
覚
や
音
放
の
問
題
等
、

し
か
も
歌
い
や
す
く
、
親
し
み
ゃ
す
い
校
歌
と
し

て
時
間
成
す
る
か
、

ど
っ

し

ば
ら
く
は
暗
中
模
索
の
日
を
過
し
ま
し
た

。

し
か
し
、
武
智
先
生
の
再
三
に
及
ぶ
強
い
要
請
も
あ
っ
て
、

そ
の
問
、
他
校
の
校
歌
の
収

ひ
と

集
に
は
じ
ま
り

月
ば
か
リ
も
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
か。

思
師
や
そ
の
道
の
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

そ
れ
を

だ
き
る
が
ら
、

A

・
B

-
C

の
三
曲
を
作
り
あ
げ
ま
し
た

e

職
員
会
に
か
け
て
試
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

テ
ー
プ
に
採
り
、

先
生
方

の
ご
意
見
、
こ
批
判
を
い
た
だ
く
う
ち
に
現
在
の
校
歌
に
ま



と
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
すU

。

水
泳
プ
l

ル
唆
工

町
内
の
西
谷
小
学
校
に
プl
ル
が
で
き
ー
め
一
が
う
た
こ
と
か
ら
、

(校
歌
作
曲
者

中
野
茂
氏
談

ー

ル
の
設
置
に
つ
い
て
の
関
心
が
た
か
ま
っ
て

き
た
G

昭
和
四
十
年
五
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
た
本
校

P
T
A
役
員
会
に

は
じ

め
て
プ
l

ル
建
設
に
つ
い
て
の
立
見
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
後
J
U

こ
ん
-
L
」
f

lo

っ
た
。

た
び
た
び
議
題
に
の
ぼ
リ
、
異
議
な
く
建
設
へ
の
努
力
を
開
始
す
る

水
泳
プ
l

ル
の
往
訟
が
確
定
し
て
か
ら

' b 

長
、
P
T
A

会
長

副
会
長

会
を
聞
い
て
は
協
議
を
重
ね
て
対
策
を
練
リ

五
月
に
起
工

仰
併
を
得
て

そ
の
用
水
源
を
ど
こ
に

求
め
る
か
は
重
大
で
あ
っ

た
c

昭
和
四
十

年
四
月
か
ら

フ。

jレ

プ ルでは しゃぐ子供たち

用
水
源
を
求
め
て
ボ
ー
リ
ン
グ
作
業

か
始
め
ら
れ
た

3

円7
校
付
近
は
地
ド

水
ト
か
極
め
て
乏し
い

た
め
あ
れ
こ
れ

協
議
を
重
ね
た
末
、
第

一
候
補
地
に

宝
泉
川
に
最
も
近
い
校
令
の
東
南
隔

の
地
に
白
川
引
の
矢
を
当
て
試
し
岡
市
り

を
し
た
。

打
ち
抜
き
井
戸
だ
け
で
は

確
認
が
て
き
ず

問
問
弁
戸
に
よ
勺
て

地
区
委
員
は

毎
晩
の
よ
う
に
役
員

校
下
各
位
の
深
い
理

目
標
鋲
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る

。

月
予
定
通
り
完
工
し
た

。

当
時
と
し
て
は

こ

の
付
近
に
な
い
完
備
し
た
プ
ー
ル
と
し
て
注

自
を
浴
び
た

c

プ
ー
ル
設
備
前
に
は

六
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
い
た
が

指
導
に
よ
っ
て

全
く
体
げ
な
い
児
童
が

四
年
生
以
上
で

4 

校
訓
碑
竣
工
殆
ん
ど
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

。

現
在
で
は
プ
l

ル
で
の
練
習
と
水
泳

昭
和
四
十
二
年
四
月

建
立
竣
工
し
た

。

そ
の
発
端
に
は
次

の
よ
う
な
話
が
あ
る

c

大
正
四
年

本
校
を
九
十
業
せ
ら
れ

た
佐
伯
ト
メ
さ
ん

横
浜
市
在
住

が
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
巡
礼
の
旅
を

終
え
ら
れ
て

母
校
に
わ
さ
わ
さ
立

ち
寄
ら
れ

北
目
を
懐
し
ま
れ
て
、
学

校
の
た
め
に
と
金
二
万
円

校
訓
碑
を

(
当
時
は

水
量
調
査
を
行
っ
た
が

、

結
局
プ
l

ル
用
水
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る

プ

と
が
わ
か
っ
た
。

町
は
農
大
に
依
頼
し
て
電
波
探
知

刷
協
で
調
査
し
、
校
地
外
の
南
西
、
道

路
よ
リ
西
の
回
の
巾
に
ボ
!
リ
ン
ク

を
し
た
が
、
水
は
揚
ら
ず
失
敗
に
終

'コ

?こ

4
月
に
至
っ
て
、
最
後
の
頼

み
と
現
在
の
地

(
グ
ラ
ン
ド
商
隅

を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
み
る
と

、
意
外

低学年用ひ ょうたんプール
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時
記
設
資
に
つ
い
て
は
、

に
水
量
は
多
く
、
苦
労
の
末
、
水
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

町
一
般
財
源
二
百
万
円
、
起
債
三
百
万
円
、

国
庫
補
助
金
百
万
円
、

寄
付
金
及
び
学
林
収
益
よ
り
三
百
万
円
、
計

九
γ臼
万
円
の
予
定
で
あ
う
た
。

の
寄
付
も
必
要
で
あ
っ
た

c

こ
の
当
時
は
プ
ー
ル
建
設
で
も
校
下

更
に
浄
化
器
を
併
設
し
な
け
れ
ば
水
量

不
足
て
使
用
で
き
ず
、

P
T
A

役
員
の
陰
の
苦
労
は
今
で
は
想
像
も

で
き
な
い
ほ
ど
に
多
か
っ
た
。

寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
校
下
全
各
戸

当
た
り
千
二
百
円
程
度
と
し
、
計
百
万
円
の
目
標
舗
を
た
て
た
。
募

金
運
動
に
は
多
少
の
障
害
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
の
各
区

大
金
)
を
寄
付
さ
れ
た

。

学
校
て
は

こ

の
奇
篤
な
行
為
に
感
激

に
と
考
、
え
て
校
訓
砕
を
建
立
し
て
は
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

。
ま
た
石
材

七

何
か
永
久
に
残
る
記
念P 
T 

A
と
協
議
し
た
と
こ
ろ

双
手
を
挙
げ
て
賛
同
を
受
け

商
、
佐
伯
忠
之
氏
が
そ
の
石
碑
に
と
大
島
石
の
寄
贈
を
申
し
出
ら
れ
、

本
格
的
に
建
立
作
業
の
計
画
を
進
め
て
い
っ
た

。

県
の
許
可
を
得
て

滑
川
と
山
之
内
の
石
を
採
集
し
乱
れ
積
石
と
し
た

。

P
T
A

役
員
の

し
て
下
さ
っ

た
。

迷
日
の
石
集
め
作
業
は
極
め
て
園
経
で
あ
っ
た
が

奉
仕
的
に
続
行

231 

る

「
健
康

・

奉
仕

・

親
善
」

例
文
は
本
校
が

J
R
C

の
加
盟
校
で
あ
っ
て
常
に
そ
の
精
神
で
あこ

れ

を
モ

y

ト
ー
と
し
て
い
た
の
で

を
子
ど
も
に
わ
か
リ
や
す
く

「
み
ん
な
げ
ん
き
で

み
ん
な
の
た
め
に

当
時
県
J

R
C

会
長
で
あ
っ
た
久
松
氏
に
揮
奮
を
依
頼
し

み
ん
な
な
か
よ
く
」

百卑

と
定
め

た
。

建
立
に
は
造
園
師
の
片
谷
明
氏
の
格

別
な
厚
意
に
預
る
と
こ
ろ

当
時
と
し
て
は
め

~III 

が
多
か
う
た

。

小
学
校
に
校
訓
仰
が
あ
る
の
は

ヰ交

ず
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た

。

5 

松
瀬
川
小
学
校
合
併

松
瀬
川
小
学
校
が
合
併
す
る

。

当
時
の
様

昭
和
四
十
三
年
四
月



子
に
つ
い
て
は

松
瀬
川
小
学
校
分
に
詳
し
く
記
し
て
あ
る
の
で

略

す
る

。

現
在

松
瀬
川
か
ら
の
通
学
児
童
は
町
か
ら
の
通
学
費
補
助

を
受
け

元
気
に
パ
ス
通
学
し
て
お
り

す
っ
か
り
川

上
小
学
校
の

子
と
う

ち
と
け
勉
学
に
励
ん
て
い
る

。

6 

国
道
十
一
号
線
横
断
の
通
学
用
歩
道
橋
完
成

学
校
前
を
東
西
に
走

る
国
道
十

一
号
線
は

日

に
日
に
自
動
車
の

通
過
量
い
か
増
加
し
て
来
た。

率
輔
の
大
型
化

長
距
離
化
も
加
え
て

こ
こ
を
横
断
し
て
通
学
す
る
児
童
の
危
険
は
憂
慮
に
堪
え
ら
れ
ぬ
状

況
と
な
っ
た

。

職
員
の
協
力
を
得
て

昭
和
四
十
年
頃
か
ら

主主
玉L

校

時
を
主
と
し
て

交
通
指
導
に
当
っ

て
来
た
。

昭
和
四
十
三
年
度
に
政
府
の
通
学

路
整
備
の
方
針
も
あ
り

町
当
局
の

理
解
に
よ
リ

歩
道
橋
を
建
設
す
る

こ
と
と
な
っ
た

。

昭
和
田
十
三
年
十
一
月
四
日
、
待

望
の
歩
道
橋
が
完
成
し

渡
り
初
め

式
が
挙
行
さ
れ
た

。

当
時

登
校
時
の
自
動
車
通
行
量

木
、

備
品
等
め
移
動
計
画
が
立
案
さ
れ
七
月
五
日
か
ら
早
速
P
T

A
の
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て

一
一日
間
で
校
庭
樹
木
の
移
植
が
行
わ
れ

fこ

七
月
二
十
三
日
か
ら

、

三
日
間
を
か
け
て

と
り
こ
わ
し
教
室
の

物
品
移
動
作
業
い
か
、
全
職
員
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、

七
月
二
十
七
日

ま

P
T
A

の
奉
仕
作
業
に
よ
る
物
品
移
動
に
よ
っ
て
、
諸
準
備

が
終
わ
っ
た

。

七
月
二
十
八
日
よ
り
、
八
月
十
八
日
に
か
け
て
、
歴
史
あ
る
旧
校

舎
の
取
り
こ
わ
し
作
業
が
進
め
ら
れ
た

。

建
築
の
概
要
を
み
る
と

O

設
計
者

松
山
市
千
舟
町

紅
建
築
設
計
事
務
所

O

脇
工
者

松
山
市
福
音
寺
町

株
式
会
社
岡
崎
工
務
店

。

占企
〉恒

コニ

昭
和
四
十
四
年
八
月
十
八
日

。

竣

工

昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日

o 
経

建
築

六
O

、

0
0
0

0
0
0
円

費

そ
の
他

五
、
O
八
五
、
0
0
0

円

こ
の
建
築
経
費
に
つ
い
て
銘
記
す
べ
き
こ
と
は
、
過
去
長
年
に
わ

た
っ
て
、
学
校
林
を
育
成
さ
れ
た
校
下
先
輩
各
位
の
功
績
で
あ
る

。

建
築
経
費
、
六
千
万
に
対
し
、
学
校
林
売
却
収
入
金
も
同
じ
く
六

U. 

一
時
間
当
り

一
O
O
O
台
と
記
録
さ
れ
て
い
る

。

九
O
O
ム
口
か
ら

7 

本
館
の
新
築

全
校
下
待
望
の
校
舎
改
築
に
よ
る

な
っ
た
の
は

新
本
館
の
建
築
が
実
現
す
る
こ
と
に

昭
和
四
十
三
年
度
で

P

T
A

を
中
心
に
校
下
町
民

あ
る

。

を
町
へ
返
還
し

資
金
の

の
了
解
を
得
、
学
校

林
約
七
十
町
歩

一
部
に
充

当
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た

。

を
う
け
て
町
議
会
で
は

歩道矯を安心 して 渡る子供 t: ち

校
舎
建
築
を
議
決
さ
れ
た
。

こ
れ
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「
学
校
建
築
事
前
現

地
調
査
」

昭
和
凹
十
四
年
一
月
二
十
三
日
に
は
町
長
外
建
築
関
係
者
に
よ
る

f
-
7

・
1歩
つ

L

こ

。

カ
'
ィ
，J
h
o
t
j

学
校
側
に
対
し
て
も

校
舎
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
の
意
見
を
求

全
職
員
で
研
究
を
進
め
二
月
三
日

を
提
出
し
た

。

め
ら
れ

町
当
局
に
学
校
の
希

昭
和
四
十
四
年
度
に
入
る
や
、

「
学
校
建
築
内
部
設
備
図

」

五
月
三
十
日
か
ら
「
校
舎
建
築
敷

望
を
ま
と
め
た

七
月
二
日
に
は

の
た
め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た

。

学
校
建
築
に
伴
う
庭

地
地
盤
調
査
」

校
内
企
画
会
を
開
い
て

千
万
円
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
学
校
林
を
愛
し
、
育
て
ら
れ
た
お

陰
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
と
い
っ
て

月
二
十
二
日

完
工
が
年
度
末
に
至
っ
た
た
め

過
言
で
は
な
い
。

L

:
O
 

L
y
q,
Jh 

学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
と
併
せ
て
成
大
に
挙
行
さ

落
成
式
は

昭
和
四
十
五
年
四

玄
関
の
壁
画
に
つ
い

て

新
し

い
正
門
と
造
園

玄
関
の
壁
画
は

当
時
の
図
工
主
任
で

で
あ
る

。

あ
っ
た
兵
頭
芳
郎
氏
の
考
案
に
よ
る
も
の

本
校
の
校
訓
で
あ
る
健
康

・

奉
仕

・
親
善

を
、
川
上
の
文
字
に
抽
象
図
案
化
し
た
も
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の
で
あ
る

。

木
の
根
っ
子
は

力
強
い
健

康
を
、
道
は
黙
々
と
し
て
率
や
人
を
通
行

さ
せ
る
奉
仕
を
、
太
陽
は
世
界
を
照
ら
す

親
善
を
象
徴
し
て
い
る

。

正
門
を
変
更
し

現
在
の
よ

本
館
校
舎
の
完
成
に
と
も
な
っ
て

そ
こ
で
新
し
い
正

う
に
講
堂
前
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。

門
の
設
置
と
と
も
に
、
入
り
口
か
ら
本
館
前
ま
で
の
造
園
計
画
を
た



て
、
町
の
予
算
措
置
と

P
T
A

の
協
力
を
得
て
、
落
成
式
の
翌
日
か

ら
造
園
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。

十
引
は
横
河
原
付近
で
採
集
し
て
逆
び
込
ま
れ
た
。

樹
木
は

ほ
と

ん
ど
校
内
に
あ
っ
た

も
の
を
移
動
さ
せ
た

。

松
は
す
べ
て
旧
南
校
舎

の
南
側
に
あ
っ
た
も
の
を
移
植
し
た
も
の
で
あ
る

。

北
校
合
東
教
棟
の
改
築

昭
和
二
十
七
年
、
新
制
中
学
校
普
通
教
主
と
し
て
移
転
さ
れ
、

の
後
、
昭
和
三
イ
三
年
、

川
内
中
学
校
独
立
と
と
も
に
、

小
学
校
に

移
菅
さ
れ
て
い
た

e

北
校
舎
東
教
棟
が
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

設
計
担
当

松
山
市
高
僑
設
計
事
務
所

工
事
担
当

松
山
市
岡
崎
工
務
店

総
工
費

四
千
万
円

鉄
筋
二
階
建
八
教
室
(
普
通
教
室
六

階
上

階
下
共
東
端
の

教
室
は
将
来
特
別
教
室
と
す
る
設
計

着

工

昭
和
四
十
七
年
三
月
十
六
日

F各

成

昭
和
四
十
七
年
九
月
二
十
九
日

こ

れ
で
全
児
童
が
新
し
い
教
室
で
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
リ
、
学

校
環
境
は
一
段
と
怒
っ
て
き
た

。

一
丸
と
な
っ
て
自
己
研
修
に
励
む
と
共
に
、
あ
の
学
校
で
研
究
会
が

あ
る
と
聞
け
は
飛
ん
で
行
き
、
研
究
物
が
で
き
た
と
言
え
は
、

ろ

い
ろ
と

手
段
を
講
じ
て
手
に
入
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

校
内
研
修
に
お
い
て
も
、
主
任
を
講
師
に
混
色
指
導
や
ク

ロ
ッ

キ

ー
の
実
技
研
修
を
重
ね
た

。

逃
げ
て
帰
る
者

不
満
を

こ
れ
に
は

放
つ
者
も
で
て
き
た
が
、
多
く
は
渋
々
な
が
ら
も
参

加
し
、

牛
の
歩

み
の
よ
う
て
あ
る
が
力
を
つ
け
て
い
っ
た

。

そ
し
て
そ
の
効
果
は
子

ど
も
遠
の
作
品
の
上
に
表
れ
、
多
く
の
公
募
展
に
出
品
し
、

入
選
は

勿
論
の

こ
と
特
選
や
教
委
賞
、
協
会
賞
と
最
高
の
栄
誉
を
受
け
る
者

が
続
出
し
た
。

特
に
痛
快
事
と
し
て
昭
和
四
十
四
年
度
の
全
国
教
育

美
術
展
で
は
、
特
選

入
選
十

一
、
佳
作
十
五
を
数
え

学
校
賞

を
獲
得
し
た
り
、
同
年
の
国
民
安
全
の
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
高

学
年
の
部
で

一
・

二
・

三
位
を
独
占
す
る
こ
と
ま
で
あ
っ
た

。

こ
の
よ
う
な
師
弟
一
体
の
努
力
が
実
り
、
我
々
は
遂
に
昭
和
四
十

ハ
年
度
の
県
図
工
研
究
会
場
校
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
っ
た

。

O

研
究
主
題
と
そ
の
内
容

ゆ

た
か
な
心
と
た
く
ま
し
い
表
現
力
を
育
て
る
指
導
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
か

。

8 

愛
媛
県
教
育
研
究
大
会
図
画
工
作
科
研
究
校
と
し
て

昭
和
四
十
六
年
度
県
教
育
研
究
大
会
図
画
工
作
科
研
究
校
と
し
て

児
童
、
教
師
一
丸
と
な
っ
て
と
り
く
ん
だ

。

め
ざ
ま
し
い
学
習
の
様

子
を
当
時
の
図
工
教

師
で
あ

っ
た
水
木
寿
一
氏
が
記
し
て
く
れ
た
。

。

図
工
教
育
を
重
点
教
科
と
し
て
取
り
組
ん
で
か
ら
五
年

。

.

そ

こ
こ
ま
で
来
た

。

子
ど
も
遥

そ
の
聞
の
先
生
方
の
努
力
に
感
謝
し

に
美
し
い
芽
が
育
っ
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い。

来
年
度
は
、
図
工
教
育
の
県
大
会
の
会
場
校
と
し
て
、
本
校
の
図

234 一

工
教
育
を
県
下
に
公
開
す
る
。
ぐ
ん
ぐ
ん
と
素
直
に
美
し
く
育
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
'l
l

こ
れ
は
元
川
上
小
学
校
長
故
往
伯
義
朝
先
生
が
、「川
上
の
図
工
L

に
記
さ
れ
た
巻
頭
言
で
あ
る

。

当
時
の
川
上
小
学
校
と
吾
一
口
、
え
ば
、
昭
和
四
十
二

・

三
年
度
の
県
教

委
指
定
特
別
活
動
の
研
究
校
以
来
、
特
活
の
川

上
と
し
て
県
内
外
か

ら
多
く
の
参
観
者
を
集
め
、
他
県
か
ら
研
修
旅
行
で
来
県
さ
れ
た
先

生
方
が
よ
く
参
観
に
見
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
特
別
活
動
と
共
に
重
点
教
科
と
し
て
研
究
し
た
の
が
、
図
面

工
作
科
で
あ
っ
た
。
学
校
長
や
図
工
主
任
は
勿
論
の
こ
と
、
全
職
員

l 

造
形
的
な
感
覚
カ
を
高
め
る
指
導
法

2 

学
習
過
程
と
そ
の
成
果
の
評
価
研
究

3 

資
料
等
の
整
備
と
そ
の
活
用

※
目
標
達
成
の
た
め
の
観
点
を
右
の
三
点
に
お
き
、
学
年
を
低
中

高
の
三
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
共
同
研
究
を
し
、
相
互
に
そ
の
成
果

の
検
討
と
資
料
交
換
を
し
合

っ
た
。

O

研
究
会
ま
で
の
経
過
(
昭
和
四
十

六
年
度
)
主

な
も
の

四
月
二
O
日

業
間
ク
ロ

ッ

キ
ー
を
日
課
に
組
み
入
れ
る

。

四
月
二
七
日

研
究
方
針
審
議
会
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五
月

校
内
絵
を
か
く
会
・
作
品
評
価
研
究
会

六
日

五
月
一
七
日

校
内
図
工
研
究
会
(
講
師

渡
辺
指
導
主
事
)

五
月
一
九
日

P
T
A

他
校
視
察
(

北
山
崎
小
学
校

六
月
四

・

五
日

西
日
本
図
工
研
究
会
参
加
(
高

山

市

六
月
一
二
日

共
同
制
作
で
校
内
環
境
整
備

六
月
一
四
日

校
内
図
工
研
究
会
(
講
師

渡
辺
指
導
主
事

六
月
一
一
一日

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
製
作

六
月
二
五
日

松
山
市
図
工
研
究
会
参
加
(
道
後

小
学
校

七
月

一
四
日

校
内
図
工
研
究
会
(
講
師

川
端
指
導
主
事
)

八
月

一
七
日

色
彩
指
導
講
習
会
(
講
師

渡
辺
指
導
主
事
)



月
九
月
一
七
日

九
月
三
O
日

十
月

十
月

一
O
日

十
月
二
三
日

十
月
二
七
日

十

一
月
二
日

十
一
月
一
七
日

O

授
業
者年

生

四
年
生

五
年
生 五

日

立
体
作
品
で
屋
外
環
境
整
備
、
資
料
整
備

伊
予
支
部
図
工
研
究
会
参
加

校
内
図
工
研
究
会
(
講
師

中
口
金
・
波
辺
先
生
)

六
日

校
内
図

工
研
究
会

教
案
審
議
会

校
内
絵
を
か
く
会

・

作
品
評
価
研
究
会

校
内
図
工
研
究
会

(
講師

川
端
指
導
主
事

環
境

・

準
備
等
校
内
視
察

(川
端
・
渡
辺
先
生

愛
媛
県
教
育
僻
究
大
会
図
画
工
作
分
科
会

紙

コニ

和
田
桂
子
教
諭

k
r
 

デ
ザ
イ

ン

井
門

繁
教
諭

木
版
画

水
木
寿
一
教
諭

授
業
者
の
研
究
は
と
も
か
く

子
ど
も
達
は
よ
く
活
躍
し

こ
の
時
の
記
録
を
追
記
し
よ
う

。

O

県
大
会
大
成
功
、

裡
に
こ
の
大
会
を
終
、
え
た。

ま
す
ま
す
伸
ば
そ
う
豊
か
な
心
(
池
川
敏
朗
)

-

参
加
さ
れ
た
諸
先
生
め
声

l
!
?

「
す
ば
ら
し
い
で
す
ね

J

「
子ど
も
が
伸
び
て
い
ま
す
ね

U
「
先
生

こ
の
学
校
に
は
伝

O

績
み
上
げ
を
静
か
に
ふ
り

か
、
え
っ
て

-

教
職
員
間
に
図
工
科
研
究
に
対

す
る
意
欲
が
旺
伎
で
あ
っ
た

。

-

図
工
部
員
の
人
間
関
係

が
信
頼
と
尊
敬
で
結
ぼ
れ
て
い
た

。

-

前
佐
伯
校
長
の

悲
願
が
師
弟
の
底
力
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た

。

、

-
c

寸
ム

-

他
校
へ
の
参
加
研
修
が
一
層
質
の
高
い
笑
践
活
動
に
生
か
さ
れ

-

指
導
者
に
人
を
得
た

。

il 
Li 
県
教
研
図
工
科
研
究
校
と

し
て
精
一
ぱ
い
の
歩
み
を
公
開
し
た

。

こ
こ
数
年
間
積
み
あ
げ
て
き
た
実
績
が
一
度
に
開
花
し
た
感

じ
で
あ
っ
た
。

で
あ
る

。

二
十
二
名
の
全
職
員
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第

願
わ
く
は

「
ゆ
た
か
な
」
「
た
く
ま
し
い
」「美
し
い
」
子

ら
い
か
後
か
ら
後
か
ら
育
っ
て
く
る
こ
と
を
:
・
・
0

私
は
こ
の
稿
の
筆
を
お
く
に
際
し

末
筆
乍
ら
当
時
の
図
工

主
任

で
あ
る

。

で
、
我
々
を
指
導
し
て
下
さ
っ
た
兵
頭
芳
郎
先
生
に
深
謝
す
る
も
の

(水
木
寿
一
記

)

統
が
あ
り
ま
す
ね

。

積
み
上
げ
が
で
き
て
い
ま
す

ね
。
」と
私
に

話
し
て
く
だ
さ
っ
た

。

佐
伯
前
校

長
、
菅
野
現
校
長
を
中
心
と

し
た
努

力

の
結
集
で
あ
る

。

-

生
活
の
場
に
美
し
さ
を
|
|
|
図
工
教
育
は

心
の
中

の
美
を
、
感

動
を
、
鋭
い
感
覚
を
も

っ
て
手
で
表
現
さ
せ
る

こ
と
で
あ

る
。

た
之
す
生
活
の

場
の
美
し
さ
に
眼
を
聞
か

せ
る
刺
激
的
な
学
習

環
境
の
整
備
を

計
画
し
た
図
工
部
会
に

敬
意
を
表
し
た
い

。

-

教
師
は
教
壇
で
勝
負
す
る
|
|

教
師
の
生
命
は
教
壇
で
あ
る

。

私
の
子
ど
も
を
見
て
く

れ
と

言
え
る
教
師
で

あ
リ
た
い

。
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和
田

・

井
門

・

水
木
の

三
先
生
が
本
校
の
期
待
を
担

っ
て
、
率

先
焦
点
授
業
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
大
成
功
を
収
め
大
好

評
で
あ
っ
た
。

-

研
究
会
短
評

和
国
学
級
1

適
切
な
助
言
、
児
童
の
秀
れ
た
技
術
。

一
年
生
と

成
功

し
て
大
変
よ
い
授
業
で
あ

っ

た
。

井
門
学
級
1

学
習
訓
練
が
よ
く
で
き
て
お
リ

作
業
は
能
率
的

鑑
賞
力
が
つ
い
て
い
る

。

水
木
学
級
1

木
版
画
で

の
児
童
の
技

術
は
す
ば
ら
し
い
。

教
師

の
板
書

掲
示
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。

顧
み
て
明
日
を
想
う

道
後
平
野
の
聞
け
ゆ
く
と
こ
ろ

こ
こ
川
上
に

速
く
学
制
制
布

の
翌
年

明
治
六
年
石
鉄
県
立
久
米
第
一

小
学
校
と
し
て
産
声
を
あ

げ
て
よ
り
百
三
年
の
星
霜
を
桂
た
本
校
は

有
形
無
形
の
伝
統

に
息

づ
い
て
い
る
。

東
温
教
育
の
中
心
校
と
し
て

そ
の
使
命
を
果
た
し

つ
つ

幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
の
川
上
小
学
校
に
発
展
し
て
来
た

。

輝
か
し

い
歴
史
を
顧
る
と
き
永
年
に
互
る
郷
土
の
方
々
、

師
弟

の
絶
え
さ
る
汗
と
熱
意
の
粒
々

辛
苦
の
結
日
開
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
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る
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

力
強
く

7

る
わ
し
く
脈
打
っ
て
い
る
百
三
年
の
歳
月
の
伝
統
に

磨
き
を
か
け
益
々
発
展
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、

今
日
を
受
持
つ

私
た
ち

の
使
命
で
あ
る

。

誇
あ
り

こ
こ
に
百
三
年
の
輝
か
し
い
歴
史
を
受
継
い
で

古
主主
」

を
温
め

限
リ
'
h
oい
感
謝
と
敬
慶
の
念
を
も
ち

青
少
年
赤
十
字
の

精
神
を
心
に
育
て

師
弟
同
行

望
み
新
た
に
前
進
を
続
け
た
い

。



第
七
章

歴
代
職
員
名
簿

)11 

上

学
校

村金宮 戸 正細千坂大 明

上 T 原塚岡野賀本泉 r台

市ー豆』 フ太じ
フI之 愛里知 十

重郎坦篤円詞敬信之 年

森下村竹田宮戸正細千坂 明

村上内貞千中原塚岡野賀本 治

十正安雄次重 宗 愛里
四

方 J資 重 郎郎坦篤円拘敬信 年

高竹田宮金正細千坂 明

宮内中原子岡野賀本 y台

常次貞千重 元太宗 愛 里 十
五

久郎郎坦郎円詞敬信 年

長野大相岡相小高竹田宮金正細千坂 日月

谷中道原崎原倉宮内中原子岡野賀本 r台

川 元寺 貞千元 十正 三 一テ正直秀常次重 太宗 愛皇 ー」
ノ 、

恭郎直イ 澄温吉久郎郎垣郎円詞敬信 年

長野 大相岡相小松 三 玉 小高竹田 宮 金正細千坂 日月

谷中道原崎原原木瀬井倉宮内中原 T 岡野資本 y台

川元ミ子ー 今金林 貞千冗{ 十正=ーア正直林ー十 = 秀常次重 太示 愛里 七
恭郎直イ j萱 温治郎郎郎 吉久郎郎坦 郎円詞敬 信 年

長 野相国相小松 三玉 小古坂坂明

谷 T 原中原原木瀬井倉 川本 本出
川フロー 今金林 啓近信里年丈正三ア好直林ー十三秀次太
恭郎イ賢温治郎郎郎吉郎郎

野橋相田相 小 玉 日仙古坂坂 明治
中田原中原、原、井野波川本本
元 林啓近 十
=清 テ好直林三寅秀次太里 九
郎恒イ 賢温治郎吉一郎郎信 年

武野橋相宮相玉丹 日 仙千古 清坂 明

智中田原脇原、井下聖子波賀 川水 本 r台

元 一 緋 林 啓勇
十縦三清ア之直三光寅秀愛次三里

清 郎 恒イ 助温郎燥 吉 一 敬郎郎信
年

野武相小相高坂丹 清古 仙高大 玉 伊坂 | 明
T 智原林原須本下水川波市 窪井 主本 | 雪
フじー 賀近勇啓 林 一
三維ア益直淳太光三次秀慶侍 = 主里十
郎清イ{義温平郎燥郎郎一永次郎郎信年

仙重野 高 野聖子相 小相伊賀 明 |

波松口 2 1 村原林原 上 r台

久正岩 j享= 忠テ 益直政 十

修 吾男平 郎寛イ儀温 五郎 年

仙友東砂相 谷相官貝 明

波回 田原口原上政
治

久敏俊 テ 賀 直 十

修行造栄イ次温 五郎 年

金村谷古岡相友東野石城渡谷相 日ミt」月� 
子.田岡川山原田 口川 戸部口 原
忠忠常 E云Z 正テ敏雅岩久三 賀直 十

四
)1頃長正郎則イ 行桑男雄 夫彰 次混 年

金谷相砂東野仙岡三池相 明

子 岡原 田 口語部浦内原
y台

十忠忠、テ 雅岩次博友義 直
五

順長イ 賓嘉男 郎 吉蔵直 温 年

金村辰波古相和多野渡岡高池相 明
‘,.b. 

子 田川部川原田良々 口部部橋内原
J口

ート忠忠 彦貞テ博 岩良博為義直 」ー
ノ、

JI頃長質 市言 イ 孝盛男郡吉市直温 年 |

池辰小古相和波野東岡高金相 明治
川 川 原 川原田部口 部橋 子 原
半撃 元 寸ー

千 十貞テ博三岩雅博為太直 七

代質郎言イ 孝郎男奏吉市郎温 年

波梅 二 伊城池大渡古相和波野東岡高金相 明

部問神藤 川塚部川原田部口 部橋子原
治

荘ス 聖本 十
一 重真ミヒ千 彦貞テ博三岩雅博為太直 八

郎一敬ヱサ代般市 言 イ 孝郎男嘉吉市郎温 年

238 -239 -



; 王7一11Eτロ芸訂寸J一正τ子盃F一一z一三雇E一7Ei一瓦子日一1石キ瓦E戸7五司雇訂7司
; 皇 西波内神藤 部本部口原音部引I目川I I

一 石 f伊矛 ス 本 | 
語大完八照真ミヒ彦太博岩直 | 完

1 門郎能郎一敬ヱサ市郎吉男温業 | 年

! 和北池金谷田池正香片熊大宮 J資藤城渡金岡野田 | 明

i 回叫 1 問中内岡川皇石森内藤浦 部 Z 部?針自
! 義勢太太常寛義景男詰太亀照亀イヒ彦太博岩ゑ利i 十什1 
! 白 一 郎郎正太直敏宇仲ド門郎一一市ワサ市郎吉男良川年j

i 和池金田三深丸宮近士増曽井渡武岡藤杏|明j

l汁回品:い中谷尾斗2 内藤田手号き 字 5十十引引川川川川|
| 義太太寛ヒヤ次照経弘人五スヨ T ノつ士
白郎郎太サス郎 ー 廃恵存郎ミウ郎{ド| 年

! 喜西金田三深 丸栗仙増仙波渡岡藤重 ! 明
安尾子中谷尾山田波田被部部山

l 伊千 真 常チ
| 三真太寛ヒヤ次静高弘太五ワョ
i 郎滋郎太サス郎校

「豆相田 小北末喜西三 天王一弘-477五五玉量五
! 子原中泉聖子光安尾谷西野内波田波真部

|千佐伊伊 叫 :;iil 太豊寛 十 匡三真ヒ隆勢顕高白太昔ワ ヨ知太 主|
郎房太進郎義郎澄サ雄一雄虎恵郎雄キシ央良日年 l

| 金野伊大三末西波大北長仙増戒呈渡森縄大男 i
I づ窪好光尾部西 Z 尾波田能 ZZ 回25
太秀五貞市匡真嫡隆勢春高弘通 賢三ヨ知宇宙
郎明郎範松義澄平雄一興虎恵清雄郎シ央三年

波牧三金野伊篠西波西波大北岡大増戒長山仙長
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東
雲

・

聖
カ
タ
リ
ナ
・
四
国
女
子
各
短
期
大
学
生
が
教
育
実
習
に
来
る

台
風
叩
号
来
襲
で
屋
根
五
を
た
く
さ
ん
飛
ば
さ
れ
る
被
害
が
あ
る
(
8
・
れ
)

山
形
雲
梯
を
購
入
設
置
す
る
ス
ト

ー

ブ
を
購
入
す
る

小
学
校
新
校
舎
落
成
の
た
め
休
園
(
4
・

n
)

ピ
ア
ノ
を
購
入
す
る
文
部
省
よ
り
林
大
視
学
官
が
園
視
察
の
た
め
来
園
す
る
(
は

-
m
)

積
雪
の
た
め
休
園
(
灯

・
2

・

m
)

東
雲

・

聖
カ
タ
リ
ナ
短
期
大
学
生
教
育
実
習
に
来
る

各
教
室
・
玄
関
・
廊
下
の
天
井
の
塗
り
替
、
え
を
す
る

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
購
入
幼
児
喜
ん
で
毎
日
視
聴
す
る

P
T
A

に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
の
盛
土
・
芝
生

・

つ
つ
じ
・
た
ま

つ
げ
植
え
の
作
業
を
す
る

東
雲

・

聖
カ
タ
リ
ナ
短
期
大
学
生
教
育
笑
習
に
来
る

小
学
校
よ
り
貰
い
受
け
た
小
鳥
小
屋
を
園
舎
東
側
に
建
て
る

第
3

回
愛
媛
県
国
公
立
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会・
松
山
支
部
研
究
会
を
開
催
す
る
(
叩-
n)

子
じ
か
ク
ラ
ブ
を
結
成
す
る
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
購
入
す
る

4

オ
児
を
収
容
し
二
年
保
育
を
開
始
す
る
そ
れ
に
伴
る
い
園
舎
の
一
部
改
修
を
す
る

聖
カ
タ
リ
ナ
短
期
大
学
生
教
育
実
習
に
来
る

地
区
別
P
T
A

指
導
者
研
修
会
へ
役
員
さ
ん
数
名
参
加
し
学
習
す
る
(
8
・

5
)

台
風
日
号
の
た
め
休
園
被
害
は

、

な
し

(
9
・

2
)

就
学
前
(
4・
5

オ
児
)
母
親
研
修
講
座
を
開
催
す
る
(
9・
4
)

文
部
省
よ
り
幼
稚
園
現
地
視
察
に
来
園
す
る
文
部
省
よ
り

3

名

・教
育
セ
ン
タ
ー
よ

り

2

名

(
m・
4
)教
育
セ
ン
タ
ー
協
力
園
と
な
る
幼
児
の
読
み
書
き
実
態
調
査
に

協
力
す
る
積
雪
の
中
で
幼
児
た
ち
元
気
に
遊
ぶ

(2
・

幻
)

42 43 44 45 46 47 48 49 50 

職
員
一
名
増
員
さ
れ
る
給
食
保
管
室
を
造
り
保
管
庫
を
入
れ
る

東
雲
短
期
大
学
生
教
育
実
習
に
来
る

教
育
セ
ン
タ
ー
協
力
固
と
し
て
昨
年
に
引
き
つ

づ
き
追
跡
調
査
に
協
力
し
発
表
す
る

第
初
回
全
国
国
公
立
幼
稚
園
長
会
総
会

・

研
究
大
会
(
松
山
大
会
)
を
本
園
で
開
催

O
H
P

及
び
リ
コ
l
M

ス
タ
ー
ト
川
コ
ピ
ー
を
購
入
す
る

国
会
ロ
新
築
決
定
す
る
七
月
、
川
上
小
学
校
校
舎
へ
移
転

明
治
四
十
三
年
建
築
の
園
舎
取
り
こ
わ
し
八
月

着
工
、
十
二
月

二
十
日
竣
工

51 
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村
立
幼
児
学
園
時
代

こ
の
幼
児
学
園
が
誕
生
す
る
以
前
の
、
約
五
年
間
に
わ
た

る
、
幼

独
得
な
意
義
を
も
つ
も
の

児
学
級
の
開
設
は
幼
稚
園
前
史
と
し
て
、

と
思
う
の
で
幼
児
学
級
時
代
の
こ
と
を

、

く

こ

と
に

す
る

。

幼
児
学
級
の
第

一
回
開
設
は
、

わ
か
る
範
囲
に
-記
し
て
お

昭
和
二
十
四
年

一
月

、

川
上
小
学

校
の
低
学
年
の
女
子
教
師
の
指
導
の
も
と
に
始
め
ら

れ
た

。

}II 

上

学
校

当
時
の
詳
細
な
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
有
様
だ
が
、

長
及
び
教
育
長
を
長
年

に

わ
た
り
勤
め

ら
れ
た

、

故
加
藤
栄
安
先
生

よ
り
提
供
さ
れ
た
当
時
を
偲
ば
せ
る
貴
重
な
資
料
を
掲
載
し
て
お
く

。

(
資
料
|
)

第
参
回
幼
児
学
級
開
設
の
お

し
ら
せ
第

参
回
幼
児
学
級
開
設

の

昭
和
二
五

・

一
二
・

二
O
川
上

小
学
校

本
年
度
J
U

友
記
の

豪
州
刊で
お
世

話
い
た
し

ま

す

か

句
ご

利
用
下
き
い

、

一
、

目
的
(

時
)

二
.

児
重
昭

和

二
十

六
年
四
月
小
学
校
へ
入

号
す
る
者

。

三
.

期
日
昭
和
二

十
六
年

一
月
十
三

日
か
ら

三
月
十
七

日
ま

で
.

俗
迎
‘

火
.
本
、

土
の
三
日
間
、
一

時
か

ら
三
時
ま

で
乞

雨
、
雪
等
の
な

校
凶
鰭
五

日

は
休
み

四
‘
場
所

指
導
者

川
上
小
学
校
小
学
校
女

先
生

五
、

費
用
手
芸
材
料

開
円
(
は
さ
み
、

7

レ
オ
ノ

、

紙
等
)

以
外

い
り

ま

せ
ん
z

何
し

専

行
の

保
母
を
や
と

一

コ
時
は
ご

相
談
し

ま

す
。

六
‘

巾

入
新
入

学
児
叢
の
円

集
で
は
あ
リ

ま
せ

ん

か
ら
ご
希
望
の
方
だ
け

左
記
申
込
用
紙
を
つ
か

っ

て
二
十

六
年

一
月
十

一
日
ま

で
に
小

学
校
へ
お

開
け
下
さ
い

巴

じ
、
制
始
日

昭
和
二
十
六

年
一
月

十
三
日
(

土
)

午
後

一
時
。

保
護
者
が
お
つ
れ
下
さ
い

s

残
金
は
お
か
え
し

し

ま

す
か
ら
手
芸

村

料

校
と

し
て

じ
円
お

し
ち

F

き

い
。

、

コ

:

o

J
'

l

o

，
ふ
J

.

遊
具
、
教
具
と
も

に
整
わ

主

い
中

で
の
保
育
は
大
変
な

も

の
で
あ
っ

た
と
思
う

。

昭和28年度入国記念

時
の
主
任
曾

我
部
信
子
先
生

は
、
「草
分
け
の
時
代
で
苦
労

は
い
ろ
い
ろ
た

く
さ

ん
あ
っ

た
。

給
食
の
事
、
保育
の
事
、

幼
保
の
関
係
の
事
な
ど
数

、
ぇ

き
れ
な
い
程
あ
っ
た
が
月
臼

と
と
も

に

忘
れ
去
ら

れ
た
が

で
き

な
い
の

は
、
父
兄
の
方
々
の
協
力
で
あ
っ
た

。

主

か
で
も
細
川

ど
う
し

て
も

忘
れ
る
こ
と

の

繁
一
さ
ん
相
原
お
秋
さ
ん
、
永
野
教
育
長
さ
ん
の
ご
奮
闘
は
忘
れ
る

こ

と
が
で
き
ま

せ
ん

G

記
録
に
残
さ
れ
る
の
な
ら
ば

、

ご
父
兄
関
係

、

-
C

J
J、 者

の
ご
協
力
の
こ
と

を

載
せ
て
い
た
だ
き
た
い

己
と
静
か
に
語
ら
れ

ト

ン

ネ
ル
設
置

刀
ロ
・

p
h
u

n

H

M

m

4

M

 

ト
ン

ネ
ル
を
闇

庭
に
つ
く
っ
て
や
り
た

幼
児
の
遊
び
場
と
し

て

巴
ー
同
九
円L
H
l比
は
設

立

団
指
導
者

幼
児
学
級
一
昭和二
四
年
一月
|
一
一
一
1
隔
日
午後

一全
期

ご
二
五

一ト
・

ム

一
四

-

E
A

7

-f

ご

O
O

円
ま
で

一

一
1
一

幼
児
学
級
一
昭
和
二
五
年
一
月
l
三
月
限
日
午
後
一
企
淵〉3
i
?

一一
一
一
八一小
学
校
六
ム

一
一
一

「
い
(
I

一

一専
仔

一
色

一幼
児
学
級

一昭
和

二
六
年

一
月
三
月
隔
日
午

後

一づ
刈
)
J
i
L

一
三
四

一
小
学
校

六
金

一

-

:
(
(
p
i
-
-

-

一

一

:
一
金
明

-
、
一

専

任
三
金

一幼
児
学
級
三昭
和
二
七

年

一
月
|

三
月

隅
B

午
後

一
」
品
川
〕
J
:
L
-

一
豆
、
与
f
-

」

一
リ1F
一
日
ハ
ほ
じ
岡
山
正川門戸M

(
資
料
2
)

fL 

関
山
ん数

こ

の
ひ
た
む
き

な
幼
児
教
育

へ
の
願
い
は
次
第
に
高
ま
り
、
常
設

時
の
教
育
委
員
伊
賀
き
ん
、

に
し

て
ほ
し
い
と
言
う
熱
烈
な
要
望
が
父
兄
の
聞
か
ら
湧
き
あ
が
り

乃
万
さ
ん
た
ち
を
制

中
心
に

運
動
を
始
め
、
永
野
教
育
長
、
教
育
委
員
さ
ん
の
協
力
を
得

父
兄
の
渡
部
さ
ん
、

て
遂
に
町
当
局
を
も
動
か
し
、

さ

れ
た
。

九
月
五
日
常
設
の
幼
児
学
園
が
開
設

}II 

上

困
難
な
時
代
に
早
く

か
ら
幼
児
教
育
の
重
要
さ
に
注
目
し
、

そ
し
て
物
心
両

幼
稚
園
の
基
礎
を
培
っ

て
下
さ
っ

た
先
人
の
方
々
、

川
上
村
立
川
上
幼
稚
園
時
代

面
で
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
す
る

。

幼
児
学
級
が
源
と
な
り

幼
稚
園
と
し
て
認
可
、
九
月
待
望
の
開
国
と

つ
い
で
幼
児
学
園
と
な
り
い
よ
い
よ

昭
和
二
十
九
年
七
月
、

当

昭和29年度入園記念
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い
と
願
う
職
員

の
要
望
に

、

P
T
A

会
長
副
会
長
き
ん
及
び
父
兄
の

方
々
の
賛

成
を

得
て

、
あ
る

一
日
松
前
小
学
校
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

さ

っ

そ
く
材
料
を

集
め

ト
ン

ネ
ル
を
役
員
さ
ん
た
ち

と
見
学
に
行
っ

た
。

父
兄
の
方
々
の

労
力
奉
仕
に

よ
っ
て
作
業
が
始
め
ら
れ

た
。

予
定
し
て

い
た
よ
り
も

大
規
模
主
ト

ン

ネ
ル
が

で
き
上
が
っ

た
。

山

の
上
に
は

、

芝
生
を

植
え
、
ト

ン

ネ
ル

の
入
口
は

三
箇
所
あ
り
ト

ン
ネ

ル
中
央
よ
り

山
の
上
へ
出
ら
れ
る
よ

う
に

鉄
は
し
こ
を
取
り
付



ふJ
-
こ
。

l

j

 幼
児
た
ち
は

十
間
十
に
な
り
ト
ン
ネ
ル
の中

を
通
り

抜
け
だ
り

は
し

トンネルの上で

ご
を
よ
じ
登
り
大
空
を
仰

い

で
は
大
喜
び
で
遊
ん
で

、
，
』
。

し
ナ

ムし
か
し
、
二
年
保
育
に

な
り

子
供
の
管
理
や
施
設

の
老
朽
も
あ
り
五
十

一
年

や
む
を
得
ず
取
壊
し
た

。

幼
稚
園
の
歴
史
を

み
つ
め
る

い
ち

ょ
う
の

木

(1 965年 )アルバム真
( 

，ー}子

プ
ー
ル
遊
び

刀
口

・
2

n
H
UR

凋

H
M寸

ひ
ょ
、
っ
た
ん
フ

l

ル
で
楽
し
く

水
遊
び
が
は
じ

土
品

つ
れ~
。

汽

創
立
十
周
年

を
祝
う

刀
口
・
渇

n
口

q
u

十周年をキ兄う餅っきするおかあさんたち

258 -

役
員
の
お
母
さ
ん
た
ち
の

協
力
を

得
て
、
家
庭
よ
り
持

ち

寄
っ
た
司
も

ち
米
で

、

前

日

に
さ
や
か
に
楽
し
く

餅
つ

き

を

し
た

。

当
日
は

幼
児
た
ち
に
、
紅

自

の
重
ね
餅
と
園
名
入
り
の

コ

ッ
プ
一
個
を
お
祝
い
品
と

し
て

渡
し
、
全
国
で
十
周
年

の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
。

開
園
以
来
最
も
多
難
な
時
代
を
園
長
先
生
と
と
も
に
切
り
開
き
幼
稚

園
の
基
礎
づ
く

り
に
霊
力
さ
れ
た
曾
我
部
信
子
先
生
に
さ
さ
や
か
な

記
念
品
を
贈
り

深
く
労
を
ね
ぎ
ら
い
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

砂
場
・
花
壇
造
り

会
長
(
田
中
収
)
さ
ん
を
中
心
に

刀
ロ
q
d

ロ
ロ
勺
J

国
会
口
南側
に
花
壇
を
、
北
側
い
ち
ょ
う
の
木
の
下

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
方
の
労

力
奉
仕
を
得
て
、

に
砂
場
を

造
っ
た
。

大
雪
が
降
る

刀
口
・

q
t

n

H

H

a

n

H

 

当
地
で
は
珍
し
い
積
雪
と
な
り
幼
児
た
ち

雪
の
中

で
、
お
お
は
し
ゃ
ぎ
で
遊
ん
だ
。

259 

給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り

の

給
食
始
ま
る

刀
口
・

n
uマ

・
1
i

n
口
且
『

B
l

給
食
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り

本
国
も
十

一
月

二
十
四
日
か
ら
セ
ン

タ

ー
よ
り

の
給
食
を
受
け
、
月
曜
日

ー
土
曜
日
ま
で
毎
日
実
施
す
る

。

職

員
は
交
替
で
リ

ヤ
カ
ー
を
押
し

セ

ン
タ
l

へ
副
食
と
食
器
を
取
り
に
行

く
。

雨
の
日
は
傘
を
さ
し
、
風
雨
の

強
い
日
は
ぬ
れ
な
が
ら
、
大
雪
の
日



は
綱
を
付
け
て
引
張
っ
た
り
後
押
し
し
た
り
大
変
な
苦
労
を
し
た

c

で
も
長
年
続
い
た
こ

の
苦
労
も
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
で
終
止
符
を

打
ち
そ
の
後
は
、

セ
ン
タ
ー
の
配
給
車
に
よ
っ
て
配
っ
て
も
ら、え
る

こ
と
に
な
っ
た

c

台
風
十
号
来
襲

刀
口
・

E
d

-
-

'
ー

ロ
M
A

斗

e
f
?

』

昭
和
四
十
五
年
八
月
二
十
一
日
、
高
知
に
上
陸
し
た
台
風
十
号
は

猛
烈
な
勢
で
上
空
を
通
過
各
家
庭
に
も
被
害
い
か
で
る
。

幼
稚
園
舎
も
屋
根
瓦
を
た
く
さ
ん
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
を

受
け
る

。

翌
二
十
二
日
は
み
ん
な
で
後
か
た
づ
け
を
す
る
。

二
十
七
日
と
三
十
日
は
母
の
会
の
役
員
さ
ん
に
出
て
も
ら
い
、
屋
根

修
繕
及
び
か
た
づ
け
の
作
業
を
し
て
も
ら
っ

た
。

第
三
回
愛
媛
県
国
公
立
幼
稚
園
教
青

研
究
大
会
並
び
に

松
山
支
部
研
究
会
を
開
催
す
る
刀
ロ
・

0
0

.
n
u
.
n
/』

ロ
M
n
u

『

1
1

内
/』

玉

音
楽
に
親
し
み
、
喜
ん
で
表
現
で
き
る
子
ど
も
を
育
て

題

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

。

幼
稚
園
で
の
幼
児
の
活
動
の
中
で
、
音
楽
リ
ズ
ム
の
占
め
る
位
置

め
重
大
き
を
考
、
え
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
と
も
す
る
と
、

幼
児
の
心
情
を
無
視
し
て
技
術
に
走
っ
た
り
、

た
だ
単
に
歌
わ
せ
る

だ
け
に
お
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

十
月
二
十
二
日
朝
の
、
っ
ち
川
叫
が
強
かっ
た
が
次
第
に
お
さ
ま
り
よ
い

州
仇
九
日
和
に
な
リ
同
年
から
の
懸
a弘
で
あ
っ

た
本
大
会
会
」
九
時
よ
リ

イ
五
時
ま
で
成
山
大
に
わ
なう
こ
と
が
て
き
た

国
児
た
ち
は
、
大
勢
の
参
観
者
に
も
お
じ
け
る
こ
と
な
く
グ〉

び

の
び
と
気
持
よ
く
日
頃
の
姿
を
発
揮
し
、
笑
い
と
拍
手
の
中
て
楽
し

い
雰
囲
気
を
つ
く
り
出
し
た
。
後
の
分
科
会
に
お
い
て
も
、

助
言
の

先
生
、
会
員
の
先
生
方
か
ら
も
、お
ほ
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
一
年

聞
の
努
力
の
報
わ
れ
た
事
を
喜び
合
っ
た
。

こ
れ
は
横
山
百
合
子
先

生
そ
の
他
関
係
の
先
生
方
の
指
導
助
言
及
び
川
上
小
学
校
の
先
生
方

の
ご
協
力
の
お
か
げ
だ
と
深
く
感
謝
し
た
。

こ
じ
か
ク
ラ
ブ
結
成

刀
口

・

8

・
t

l
.

叶
J

E

4

1

2

 

全
国
の
幼
稚
園
保
育
所
の
母
親
と
幼
児
を
対
象
と
し
、
交
通
事
故

か
ら
幼
児
を
守
る
た
め
の
組
織
と
し
て
こ
じ
か
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
渡
部
巡
査
部
長
よ
り
講
話
が
あ
っ
た

c

高
橋
助
役

・
大
石
総
務
課
長
き
ん
も
出
席
さ
れ
、
会
員
に
こ
じ
か

ク
ラ
ブ
手
帖

・
シ
ー
ル
・
絵
本

・

こ
じ
か
ク
ラ
ブ
旗
を
配
布
さ
れ
る

二
年
保
育
(
四
才
児
か
ら
)
始
ま
る

刀
口
・

9

・
4

・

1
1

日
"
A
U

マ

t

菅
野
教
育
長
の
勇
断
に
よ
り
本
年
度
よ
り
四
オ
児
の
保
育
を
始
め

る
事
に
な
り
、
四
月
十
一
日
入
国
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

ん
と
う
に
幼
児
が
喜
ん
で
歌
い
、

リ
ズ
ム
表
現
す
る
人
間
性
豊
か
な

教
育
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
を
求
め
て
研
究
主
題
を
さ
め
た
。

焦
点
保
育

五
オ
児
(
一
年
保
育
)

題

キオ

動
物
遊
び

ゆ
き
組

亀
や
見
に
な
り
表
現
す
る

" 

楽
器
遊
び

楽
器
を
選
ん
で
虫
の
鳴
き

は
な
組

声
を
表
現
す
る

。

研
究
協
議

議
i寅

愛
媛
大
学
教
育
学
部
助
教
授

鈴
木
浴
三
先
生

j寅

題

260 一

』ま

合
奏
に
お
け

る
幼
児
の

リ

ズ
ム
反
応
と
そ
の
発
展

森
義
務
教
育
課
長
外
四
名
、

研究大会のあとで

松
山
事
務
所
二
名
、
高
須
賀

県
議
き
ん
、
菅
野
教
育
長
教

育
委
員
さ
ん
、
鈴
木
溶
三
先

生
、
愛
幼
研
会
長
田
中

歳
雄

愛
大
付
属
幼
稚
園
長
先
生
、

会
員
一
一
二
名
計

二
ニ
三
名

名
の
参
加
者
を
迎
え
る

。
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園舎と教室

年
ドい
い
れ
仙
川

{
れ
ぺ
A
e
Hん

γ 今

年及

年
少
剥l

(四
十4
児
)
二
字
級
の
制

成
で

教
室
は
今
ま
て
遊
戯
{
歪
で
あ
っ
た
部
屋
を
年
長
児
が
使
用
す
る

よ
う

に
し
た

。

幼
稚
園
舎
改
築

刀
口
・

1

・
2

・
氾

日
M

E

》

1
1
'
t

町
並
び
に
町
議
会
、
町
教
育
委
員
会
の
幼
児
教
育
重
視
の
熱
意
と

町
民
各
位
の
協
力
に
よ
り

明
治
四
十
三
年
の
建
物
で
あ
る
園
舎
の

改
築
が
実
現
す
る
運
び
と
主
っ
た
。
現
在
位
置
に
新
築
す
る
た
め

第
二
学
期
以
後
工
事
期
間
中
、
園
児
を
川
上
小
学
校
校
舎
に
収
容
す

る
こ
と
と
し

七
月
末
移
転

八
月
取
り
こ
わ
し
、
着
工
、
十
二
月



二
十
日
、
待
望
の
近
代
建
築
園
舎
が
竣
工
す
る
。

居
は
心
を
移
す
と
か
。
新
し
い
園
舎
が
、
新
し
い
時
代
を
生
き
抜

く

、
心
身
共
に
建
全
な
人
聞
の
芽
を
育
む
場
と
主
る
よ
う
努
力
し
た

L 、

。

川
上
幼
稚
園
職
員
名
簿

1
I
l
l
i
-
-
!
l
l
i
l
i
-
-
I
I
ll
i
-
-1141
1
1
111i 

昭
和
二
十
八
年
一
昭
和
二
十
九
年

一
昭
和
三
十
年

←昭
和
三
十
一
年

一

i

一

1
1
1
1
1
1
1

下
I
l

l
i
-
-

ー

ー
「
|
+
|
l
l
i
-
-
&

川
政
栄
宏
加
政
栄
安

一加
藤
栄
安

←加
藤
栄
安

一

曽
我
部
恒
，
寸

一

曽
我
部
信
子

一
前
田
我
部
信
子
ム
自
我
部
信-イ

一

ゃ
れ
越
輝

一名
越
竺
尚
田
敏
イ一満
田
敏
子

一

段
部
コ
メ
ヨ
波
部
コ
メ
ヨ

一冊
本
延
子

←締
本
延
子

-

防

I
A
-延

4
J
渡
部
コ
メ
ヨ
一
岐
部
コ
メ
ヨ

州
出
敏
子

1
1
'
1
1
1

1

1
1
4
1
1
1
1

す
1
1
1

1
1
I
l
l
i
-
-

l

」

昭
和
三
イ
二
年
昭
和
三
十
三
年

一
沼
初
三
十
凹
年

一昭
和
三
十
五
年

一

1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
i
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i
-
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ト

ト
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L
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武
智
伴

一

武
智
悼

一武
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智
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一

曽
我
部
μ平

一曽
我
部
信
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一
曽
我
部
伝
子

一曽
我
部
信
子

一

田
敏
子
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田
敏
子

一満
田
敏
子

一

本
延
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一
波
部
ミ
ヨ
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学校松瀬川小

第
九
章

昭和43年 3 月 23 日 開校式

川上小学校へ統合松

統
合
前
の
松
瀬
川
小
学
校
の
沿
革

• 

涼員

l
 
i
 

----a'e'
 

て
児で
童児
数童
は 数
イは l

I日 i
i ノし

-j 塁l
i 校

松瀬川小学校校歌

事石斗古手ョ主宇五註言二ま長去三ヨ

:ゴ言寄手主三ヨ

L ~λ t=Fi4f?王寺泊百三二二二当
，--ー一ーー一ー一ーー一ーーー'"

1 ーっト一一十一世一寸---r-ー+--f'..←-←一一一一 、 1・

\
ほ
ど
の

水
越

雪
と

け
て

尋常ノj 、 _ • •••• i [メ，
学校期| 学 校 ー 息IJ 里 一 期 -l i :

明 治 i 年

11 ! J支 i

余臼ト松
名杵余尾 1 

で小 名 ノト
あ さt で学
つ校あ校
た をつを
中た三
村軒
に屋
設 に
-;rt 設

置

お i

も

12 

字

:白

革

川
八
日
水
ぬ
る
む

二
軒
屋

校

な

で l

道
の
一
一つ
の
今
昔

む
す
ぷ
峠
の
山
桜

一
、
し
は
背
い
似
る

ひ
ま
を
さ
え

き

と

刊
し

み
し
人
の
恕
犯
を

鏡
と
仰
く
朝
夕
べ

く
す
の
葉
山
似
に

川
肌
禾
u
る

264 

教
員
は
近
本
光
蔵
先
生

(他
は
不
明

一
一 、

奈
ゆ
く
こ
ま
に

む
と
せ
の
月
臼

混
一
あ
り

T

を
と

り

て

教
い
民
は
穂
坂
冗
一
手
先
生
(
他
は
不
明

学
び
の
道
に

高
木
の
木
ず
え

励
め
よ
と

た
け
ぶ
も
ず

問
、
炭
焼
く
煙

主
こ
」
ヴ
h
v
k
日

深
き
谷
々

、
つ
ず
む
し
げ
き
の

虫
に

J「
和
の

み
ね
か
け
て

よ C

が
わ山
くの

予

史

表

年

長

『
U4

-

F
h
u
 

l

一

に
U

一

1

-

7

一
引

一
円

一

円
U

­

n
L

-

1

一松
尾
、
臼
杓
阿

小
学
校
合
併
し
て
松
瀬
川
簡
易

小
学
校
と
改
称
し

、

三
軒
屋
に
設
置

←

2

一教
員
は
、
野
本
英
和
、
大
内
穀
税
、
日
原

担
先
生
で
あ
っ

た

一

η
L

一

η
L
 3

一南
方
村
吉
久
村
北
方
村
松
瀬
川
村
を
合
併
し
て
川
上
村
と
改
称

(四
一
五
)一一

一小一

2

一学
校
を
統
合
し
て
川
上
尋
常
小
学
校
と
な
リ
、
川
上
尋
常
小
学
校
松
瀬
川
分
教
壊
と
な
る

←

4

一

η
L

-
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期
三三Z

王子期校学等主主
同1

，込"'­

吊尋
期

30 29 2R お

一
牧
瀬
川
尋
常
小
字
一
枚と
し
て
独
立
(
新
教
育
令
実
地
一O
斗

J同
創
出
J
W
屋
に
あ

い
一
って
従
前
の
も
の
を
使
用
す
る
高
等
科
生
徒
は

川
上
高
等
小
学
校
へ
嘱
託
す
る

円
ノム】

一

ウ
f

つ
乙

十交

校
舎
を
檎
皮
に
新
築
す
る

郡
名
改
称
(
温
泉
郡
)

品<.

寸一常尋

31 32 

三
、
四
年
)

33 

校

38 37 

裁
縫
室
副
築

35 34 

運
動
場
拡
張
(
八
月
)
二
学
級
編
成
(一
、

年

みと".
:子

3r-� 

等

40 39 

主主T
日1

件μ.

吊

4.) 42 41 

三
学
級
編
成

五
年

三
、
四
年

年

二
階
建
教
室
副
築
二

二
・

六
)
三
学
級
編
成
(
一
、
二
年

三
、
四
年

五
、
六
年

沿
革
誌
調
査
に
着
手
ご

(
一
ニ
・
九
)
川
上
校

月

図
画
講
習

一
五
)

五
0 
八六五八ー」

ノ、七五
凹

七。

ー

ム

ノ、

八七
九

七
九

八
jL 

八

八
八
六

八

四
九
七

0 
八

一

干副

賀

;ぎl

土

山支

-

一

パ
せ

一

-

A
U
τ

一
一

日
一明
治
天
皇
陛
下
御
葬
儀
に
付
き
迄
拝
式
挙
行
、
御
大
喪
休
校
(
九
月
)

正

2

-御
大
典
記
念
植
樹
(校
庭
南
西
隅
の
桜

)
南
極
探
検
隊
活
動
写
真
参
観

大

一
三年
生
以
上
今
治
方
面
へ
修
学
旅
行

(
三月
)

内
〈U

一

4

一大
正
天
皇
御
即
位
式
、
拝
賀
式
、
運
動
会
、
祝
賀
会
、
(
二

・

一
O
)

5

一

6

一蓄
音
器
購
入
に
付
奥
松
瀬
川
部
落
よ
り
十
円
の
寄

附
を
受
け
る
(
一

7

一補
習
校
開
校
(
七

・

八
)
李
太
王
殿
下
国
葬
当
日
、
臨
時
休
業

主
一
・

三
)

8

一住
宅
建
立
(
五

・

一
四
)

部
落
民
運
動
場
を
拡
張
す

(
一0
・

こ

一吉
同
等科
が
設
置
さ
れ
校
名
改
称
さ
れ
、
松
瀬
川
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る
(
四

・

こ

9

一四
学
級
編
成
(
尋
常
科
三
、
高
等
科
二
愛
媛
教
育
温
泉
郡
部
会
第
一
分
区
発
会
式
(四

・

一
一
七
)
南
吉
井
校
に
て
第
一
分
区
女
教
冒
聯
合
会
二
二

・

一
七
)

一愛
媛
教
育
協
会
温
泉
部
会
主
催
体
操
講
習
受
講
の
た
め
全
職
員
出
張
(
五

・

六
1

一
O
)

叩

←本
日
欠
席

児
童
な
し
、
末
曲
固
有
の
出
来
事
な
リ
(
九

・

一
O
)
以
後
三
日
間
続
く
。

一高
等
科
児
童
二
十
一
名
、
高
松
、
琴
平
方

面
へ
修
学
旅
行
(
三

・

一
二
i

一
四
)

一販
売
部
設
置
(
四
、

一
四
)
大
塚
校
長
青
年
団
員

と
石
鎚
登
山
を
な
す
(
八

・

こ

日

一学
制
記
念
式
挙
行
(
一
0

・
三
O
)
義
士
会
を
催
し
試
胆
会
を
行
う

(
一
二

・

一
四
)

一川
上
村
教
育
会
発
会
式
校

長
出
席

(
一
・

二
三

2

一尋
三
以
上
海
外
発
展
博
覧
会
を
参
観
(
五

・

五
)

ー

一第
一
分
区
総
会
北
吉
井
校
に
て
開
か
れ
全
職
員
出
席

(七
・
二
五
)

3

一松
瀬
川
青
年
処
女
聯
合
総
会

(
七
・

一
六
)

l

一文
化
劇
、
川
上
名
越
座
職
員
生
徒
観
覧
す
る

(
七
・

二
五
)

4

一川
上
校
に
て
巌
谷
小
波
先
生

の
お
伽
噺
を

聞
く
た
め
児
童

引

九
十
(
五・
二
二
)

l

一第
一
分
区
聯
合
修
学
旅
行
尋
六
以
上
参

加
の
た
め
出
発
言
一

・

二
四
i

二
七
)

JIi 

出奇

池 宗主

川
正

房

川

磯
太
郎

岡

景
敏

賀
寅
五
郎

伊正金金伊

加
良

子子

釘'

間

口

問1

市

近

藤

土

居

大

塚

田

中

新

音E

賛
JJ JJ JJ JJ 

正

JJ JJ JJ JJ 

寅
五
郎

本
太
郎

本
太
郎

JJ 

武賢
太
郎

JJ JJ 

平日源
太
郎

JJ 

義
JJ 

稔
之
助

干皐=と
CJ 
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国民学校期 ! 尋常高等小学校期

一
一

政
清
仮
出
…
会
発
会
式

(
一
0

・

一
七
)
第
一
分
区
聯
合
会
運
動
会
兼
競
技
予
選
会

北
士
口一

一
l

一一
割
一
一
弘
一
軒
阿
行

4日
以
コ
一
寸

一
一
ト
)
一

一
三
御
大
喪
式
挙
行
、
休
業

(
一
一
一
一
一
二

-
一
一
一
一
一

新

一
一
松
山
産
業
宮
丸
会
尋
四
以

上
参
観
(
問

・
二
八
)
第
一
分
区
校
長
八
名
来
校
、
教
授
参
一
←

一M
2一
矧
功
一
段
E

を
開
催(
九
・
二
一
三
田
守
主
以
上
川上
校
の
音
楽
会
参
観
(
三
・
六
)

ご
一
一
一
一
一
一

一
日

一
O

A
-t

れ
を
千
う
今
治
北
条
方
面
(
三

・

一
九
)
一

一
一

校
舎
新
築
の
件
に
つ
き
校
長
、
村
会
議
員
、
学
務
委

員
来
校
(
六

・
六
)

一

一
一

三
時
限
奥
分団
苗
代
窓
口虫
捕
の
た
め
全
員
出
動
(六
・
二
ハ
)
一

一
3

一枝
一
地
移
転
問
題
に
つ
き
教
育
振
興
会
役
員
会
あ
リ
、
第
一
実
補
也
、
中
坪

・
第
二
立
回
目

一一
四
五

一
一
大
原
共
に
否
が
さ
れ
、
現
附
校
地
内
に
役
場
設
計
字
、
近

U
U
J
U
間
建
築
の
予
定
(
七

・八
)一

一
一

今
上
天
皇
皇
后
問
陛
下
の
制
点
影
を
迎
え
る(
一
小
、
・
ん
)

-

一
4

一校
舎
改
築
(
一
0

・

二
二
校
舎
内
外
大
清
潔
法
を
行
う
こ
二

・
一
四
)

一一
三
二

←

一
5

←
部
落
民
不
況
打
澗
の
協
議
を
行

つ
ご
二

・
一
六
)
午
前
十
時
よ
り
高
等
科
存
廃
に
つ一
一

一
一

い
て
協
議
括
部
村
長
、
旧
弁
書
記
、
部
格
民
来
校
(

一
・
二
四
)

二
一
士
二

一
一

郷
土
研
究
会(瓦

・
三
O
。
五
・
ご
三
一
花
冠
六
百
一
立
卜
年
祭
(
七
二
九
)

一
一

一
6

一束
涜
十
一
ヶ
村
正
月
訓
生
聯
ム
円
演
習
実
施
(
九
・
二
二

分
区
聯
合
競
技
会
、
川
上
主
こ

一
一

一
一

て
笑
縮
、
高
等
科
得
点
十
点
(
一0
・

=
こ
固
些
旦
揚
平
和
解
決
祈
願
祭
児

童
附
恥
て
一
一
九

一

一
一

参
列
(
一
二
・

一
O
)
出
征
軍
人
武
道
長
久
祈
願
神
社
参
拝
(
三・
二

一
一

一

7
一
凱
旋
兵
士歓
迎の
た
め
全
校
三
軒
屋
橋
ま
で
行
く
(
凶
二
)
第
一分
区
庭
球
大
会
川
上

一
一

一
7

一
村
比
て
千
わ
れ
る(r
a・

一
O
)
衛
生
検
食
(
」
ハ・
一
丘
)
欠
食
児
童
調
査
(
七

・
一
四
)

一

一
一

主
婦
会
の
行
事
と
し
て
児
童
に
味
噌
什
給
食
開
始

(
一
・
一
O
)
味
噌
汁
用
椀
を
新
制

一
一

し
配
当
を
す
る
(
一

・

三
O
)
郷
土
研
究
ハ
ン
フ
レ

ゾ
ト
作
製
(
二

・

士
二
i
i

一

一
8

一味
噌
、
醤
油
製
造
講
習
会
、
講
師
菅
野
頼一氏
(
七

・
二
」ハ
)

一
一

皇
太
子
御
誕
生
奉
祝
学
芸
会
、
展
覧
会
、
男
女青
年
余
興
を
行
う
、
(
二・
一
七
)

一
9

一
刺
虫
駆
除
の
た
め
泌
人
草
を
服
薬
さ
せ
る

一
日

一青
年
剣
道
の
練
習
を
始
め
た
、
(
八
・
二
)
京
阪
地
万
修
学
旅
行
(
二

・
二
四
j
二
八
)

一
一
優
勝
旗

一
抗
、
渡
部
儀
平
氏
よ
リ
寄
贈
をつ
け
る

、

(
一0
・

一
六
)

期校λ斗'.
でr-等高

r'!ι. 

吊尋

11 

農
会
主
催
白

穂
抜
取
り
募
集
に
尋
六
以
上
が
応
じ
て
数
千
本
集
ま
っ

た
の
で
、

焼
却
し
た

(九
・

八
)

新
入
児
召
集
、
家
庭
調
査
、
知
能
テ

ス
ト
を
行
う
(
三

・

一
九
)

阪
神
地
方
水
害
の
た
め
義
梢
金
を
送
る
よ
う
朝
礼
で
呼
び
か
け
る

二
宮
金
次
郎
石
像
建
立
、
今
井
清
一
氏
寄
贈
(
九

・

二

勤
労
奉
仕
薪
採
集

(
八
・

一
i
五
)

高
等
科
阪
神
方
面
へ
修
学
旅
行
(
三

・

六
l

一
O

)

麻
疹
が
流
行
し
臨
時
休
業
を
す
る
(
五

・

三
0
1
六

・

一
二
)

国
民
学
校
令
施
行
、
松
瀬
川
国
民

学
校
と
る
る

西
堤
防
石
垣
土
畳
工
事
及
び
運
動
場
拡
張

(
九

・

二
二

出
征
軍
人
遺
家
放
の
手
伝
い
を
す
る
(
八

・

一
三

校
庭
で

12 

期

13 

七

一
五
)

14 

全
校
児
童
わ
ら
び
取
り

(
五
・

二
供

出
小
麦
、
わ
ら
び
俵
製
(
六

・

二
五
)
初
等
科

三
年
以
上
久
米
校
へ
行
革
(
九

・

二
七
)
米
空
印
刷十機
の
銃
撃
を
、
つ
け
る
(
三・
一
九
)

八
・

一
五
終
戦

英
語
教
育
講
習
会
が
余
土
校
で
あ
っ
た
(
五

・

二
二

母
親
学
級
開
校

(
一0
・

一
二
)

学
制
改
革
に
よ
り
松
瀬
川
小
学
校
と
改
称
、
級
編
成
と
な
る
(
凹

・

二

父
母
と
教
師
の
会

(
P
・

T

-

A
)
発
会
式

(
三
・

一
O
)

校
内
放
送
施
設

(
ラ
ジ
オ

)
取
付
け

(
八
・

一
四
)

分
会
競
技
会
で
優
勝
す
る

(九
・

二
O
)

松
瀬
川
中
学
校
舎
落
成
、
開
校
式

(
四
・

一
二

運
動
場
拡
張
、

15 16 17 18 

本
校
創
立
五
十
周
年
記
念
教
育
祭
随
行

(
五
・

一
五
)

19 20 21 22 23 24 

教
員
住
宅
二
戸
落
成

f交

25 

ピ
ア
ノ

購
入

(
一
・

二
)

六
年
修
学
旅
行
(
五

・

一
一
1

一
三
)

講
和
条
約
調
印
記
念
式
会
」
行う
(
九

座
学
室
、
音
楽
室
落
成

(
四
・

一
五
)

。

ιι 
寸一

26 27 

幼
児
学
園
開

設
(
季
節
制

(
二
・

二
O

28 

七八三 九

一四
八

一

一
四
九

一

一
六
O

一

一
五
九

一

一
五
一
一一

一
五
四

一

一
五
一
一

一

一
六
O

一

一
六
五

一

一
七
三

七
七九

一
一
一

。五
一
一
0 
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29 

修
学
旅
行
別
府
ト
ペ
向
へ
(
五・
三
j
r
I)
台
風

一
五
日
方
通
過
の
た
め
被
当
甚
大

一
土
ハ
)
農
民
文
化
祭
が
聞
か
れ
た

こ
二

・

一
九
)

川
上
村
と
三
内
村
が
人
打
倒
し
て
川
内
村
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た

(
九
・

30 

(
問
・

二
五
)

31 

'
f
h‘
げ
人
北
川
ド
北
叫
ん
と

子

十

4
t

z

n

'
7

(九
八

)

期

32 

川
内
町
制
笑
地
祝
伐
の
航
行
列
を
す
る

削
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

①
学
校
給
食
調
理
主
を
建
築
、
給
食
を
開
始
す
る
(
一
0

・

ご

②
川
子
校
図
書
館
法
の
適
用
を
受
け
児
童
用
図
書
を
充
実
す
る
(
一
一
・
二
O
)

中
学
校
統
合
さ
れ
山
似
合
は
小
学
校
に
移
管
さ
れ
る
(山
・

二

校
歌
制
定
。
(
一
0

・

二
小
学

校
沿
革
史
認
桜
備
を
は
じ
め
る

皇
太
イ
殿
下
御
成
婚
を
泰
祝
し
休
業
(
問

・

一
O
)

同
旗
竿
寄
贈
を
受
け
る

(
三
軒
民
篠
森
義
忠
氏
よ
リ
、
九

・

一
O
)

業
間
体
操
開
始

(五
・

二
O
)

テ
レ
ビ

P

・

T

-
q

よ
リ
寄
贈
を
受
け
る

(
一
0

・

二
虻

)

校
内
万
生
会

(し
ハ・

一
九
、

一
一
・

こ
の
二
回
)

業
開
桁
与
開
始

(体
育

・

図
工

・

音
楽
)
(
問

・

一
六
)

鼓
笛
ハ
ン
ド
制
成
(
九
・

二

開
校
七
卜
周
年
記
念
行
事
を
行

7
(

二
・

二
二

伊
予
鉄
ハ
ス
松
瀬
川
線
開
通
式
が
行
わ
れ
た

(問
・

一
γ
λ)
愛
護
班
結
成
(
五

・

岩
石
間
作
リ
(
問

・

二
五
)
体
育
地
設
工
学

(h
-

八
)

大
雪
の
た
め
臨
吋
休
業

(
一
・

二
一
j

一
間
)

東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
映
画
観
覧
(
横
河
川
町
)
(
七

-

九

)

li_ 

33 

十文

34 35 36 

ム
『ιl

t
づ

37 38 :39 

、l
 

ノ

40 

川
山
科
観
察
悶
工
ぃ
山
ド起
工

1L 

一
七
)
伸
明
工

41 

O
)
 

…
午
校
統
合
問
題
に
つ
い
てP

・
T

-
A

臨
時
総
会
を
聞
く

(
二

・

一
九
)

統
合
議
決
(
二

・

ニ
O
)
卒
業
式
並
に
修
業
式

(三
・

二
三
)
閉

校
式
を

行
い
開
校
七

一

十
六
年
の
松
瀬
川
教
育
の
歴
史
は
終
わ
リ
、
川
上
小
学
校
へ
統
合
す
る
こ
と

、

な
っ
た

-

(
一
一
一
・

二
三
)
(相
之
谷
は
、
京
谷
小
学
校
へ
校
区
変
更
を
す
る

)

42 

一一 一一 一

首
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一
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九

11 

七七七
七九七

1/ 11 11 

i斉

ふ
一
也
口
四
郎

)11 

」ー

ノ、

11 11 

松
瀬
川
教
育
の
変
遷

う
同
僚
に
な
り
、
米
な
ど
を
寄
贈
し
よ
う
と

し

た
が
和
尚
は
、
「
わ
し

一
人
が
食
べ
る
こ
と
位
の

こ

と
に
は
事
欠
か
な
い
、
何
も
心
配
す

一
、
寺
子
屋
時
代
(l
明
治
十
年

恰
瀬
川
に
於
け
る
法
政
時
代
の
庶
民
教
育
に
つ
い
て
は
始
ん
と
資

っ
た
。

る
こ
と
は
な
い

-
J
と

一
切
そ
れ
を
受
け
取
ろ
う
と
は
し
な
か

料
が
な
い

。

僅
か
に
古
老
の
語
リ
伝
え
る
と
こ
ろ
を
総
合
し
て

し
か
し
朝
に

な
る
と

三
合
ば
か
り
の
米
を
庵
の
前
の

小
川
で

不
思
議
に
思
っ

た
部
落
民
の

そ

の
概
要
の
-
端
を
察
知
し
得
る
経
度
で
あ
る

。

洗
っ
て
い

る
の
が
常
で
あ
っ
た

。

或
夜
こ

っ

そ
り
と
庵
に
近
づ
き
中
を
の
ぞ
い
て
見
る
と

。

P!r 

在
・
・
・

松
瀬
川
字
中
村

人
カ、

和
尚
は
瓢
箪
を
半
分
に
し
た
も
の
を
床
の
上
に
コ
ツ
コ
ツ
と
こ
す

時

t

z

f

 

利
t
.
-
-
a

・
・
・

方
自

主
r

師

区
・
:
・
:
・

慈
眼

後
花
山
滝
右
衛

リ
合
わ
せ
て
い
た
。

と
、
そ
の
中
に
み
る
み
る
う
ち
に
ま

っ

白
い
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(
あ
る
い
は
次
源
)
和
尚

門
(
組
頭

米
が
湧
い
て
出
て
き
た

。

そ
の
後
、
毎
夜
の
よ
う
に

コ
ツ
コ
ツ
と
、
瓢
箪
を
こ
す
る
立
固
い
は

千斗

目

・
・

読
書

・

算
、
(
読
本
ほ
の
き
づ
く
し
村
づ
け
、
部

部
落
の
家
に
響
い
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

/コ

tt 

国
づ
く
し

名
が
し
ら

商
売
往
来
、
消

ー

そ
の
む
か

し

ど
こ

か
ら
と
も

な
く

一
人
の
旅
僧
が
中
村

に
現

か
和
尚
を
訪
れ
て
み
る
と

そ
れ
か
ら
幾
年
か
の
年
月
が
流
れ
、
あ
る
大
雪
の
朝
、
若
者
た
ち

庵
の
門
は
固
く
聞
き
さ
れ
て
い
た

。

真
白
い
雪
の
上
に

下
駄
の
跡
が
点
々
と
続
い
て

息
往
来
の
類

わ
れ
て

俺
に
す
み
つ
く
よ
う
に
る
っ
た

。

足
下
を
見
る
と

円
賞
品
は
ぞ
う
リ
む
し

ろ
な
ど
の
藁
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
た

。

夜
と
も
な
る
と

ロ
ハuv
h
y
守
司

立
口
三
，H

の
者
た
ち
に
何
時
と
も
る
し
に

読
み
書
き
を
教
え
る
よ
う
に
な

本
谷
に
は
い
り

作

し
し
が
薮
μ

い
る
。

若
者
た
ち
は
そ
の
後
を
慕
う
よ
う
に
た
ど

っ

て
い
く
と
、

の
と
こ
ろ
で
足
跡
は
か
き
消
す
よ

っ
て
き
た

。

上
は
見
上
げ
る
滝
で
あ

っ
た
。

う
に

無
く
な
っ
て
い
た

。

部
落
民
た
ち
も

次
第
に
親
し
み
を
増
し
て

何
か
と
気
を
つ
か

そ
の
後

和
尚
の
消
息
を
知
る
人
は
な
か

っ

た
。

村
人
た
ち
は



何
時
し
か
そ
の
滝
を

|
|

慈
眼
が
滝
ー
ー

と
呼
、
山
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う

。

今
で
も
中
位
の

観
音
の
像
が
彫
ま

沌
つ
ば
の
上
に
は

れ
て
い
る
と
い
う

。

。

所

，a
-
-
-
--
-・
・
・
松
瀬
川
三
新
屋
会
主
凶
南

時

ド
L

・
・
・
・
・
・
「
hi
主
'

f

3e-=
n
 

M! 
l 自j
正
凶l

J
M資
先
生
u
側

一山
に

H

通
称
清
水
源
左
衛
門
伝

夫

H

休
日比
堂
門
人
建
立
。
と
あ
る

b

そ
の
む
か
し
、
金

比
縦
詣
て
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
三
軒
屋
街
道
、

旅
人
の
一
人
で
あ
っ
た
鈍
斉
先
生
は
と
こ

か
ら
と
も
る
く
来
て
住

み
つ
き
、
部
浴
の
人
々
に
謡
な
と
を
数
、
え
て
い
た。

そ
の
門
人
た

ち
が
、
先
生
を
慕
っ
て
鐙
て
た
物
で
あ
ろ
う

。

松
地
小
午
校
跡

2 

臼
村

小
学
校

明
治
イ
一
年
の
創

at
で
松
一
削
川
村中
村
に
設
出
さ
れ
数
日
以
は
総

鈍斉先生の碑

、

、

l
 

J
 

"'" 号L

校

272 一

松
足
小
学
校

明
治
十

一
年
の
創
立
て
松
制
川
村

三
軒
起
に
あ

っ

た
。

教
い
民
は

近
本
光
蔵
先
生

で
あ
る

。

今
井
幾

そ
の
州
場
所
は

(他
は
不
詳

次
氏
宅
上
に
あ
っ
た
が

今
は
却
水
に
川
村J
U

れ
て

跡
は
定
か
で
な

L 、

し
か
し
そ
の
西
ん
の
墓
地
に

H

小
学
元
祖
近
本
先

生
墓
仰
い
か
あ

る
。

明
治
二
十
四
年
十
月
十
二
日
に
没
せ
ら
れ

y
h
m行
必
光
川町
士
川

本
光
蔵
伝
親
H
と
あ
る

ら

裏
面
に
門
弟
、
今
井
久
的
・
花
山
田
次
・

渡
部
幸
助

・

渡
部
寅
太
郎

・

稲
本
幾
次

・

今
井
川
氏
次
外
若
干
名
と

あ
る

は
V
A
ド
U
・1
-
ト
ヤ
レ
ト
に

ふ

ム
，
t
'
i

一
'

'
J
'

←

(
他
は
不
詳

て
児
童
は

十
余
名

で
あ
っ
た

。

臼杵小学校跡

273 -

3 

松
瀬
川
簡
易
小
学
校

明
治
二
十

一

今
に

松
見

・

臼
杵
小
宇
校
を
統
人
口
し
松
榊
川
簡

U
初
小
字
校
と
改
札
称
さ
れ
た

ω

4 

l
l

;

t
F
I
3

、

R
-
t
L

、
百
ハ

1
1

、
l

ん
J
λ
t
u

M

l

J
t
'
r
j
q
う
お
秘
法
川

1
9
h
H
q

明
治
二
十
三
年
間
川
十

五
日
間

村

制
が
数
か
れ

十
附
ト
ヴJH
久

北
ん

・

松
瀬
川
の
山
ヶ
村
い
か
統
人
口
昔、
れ

川
上
s

句
協
小
学
校
が
設



立
さ
れ
た
。

校
舎
は
従
前
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
仮
に
使
っ
て
い
た

G

松
瀬
川

簡
易

小
学
校
は
、

統
合
後
に
川
上
尋
常
小
学
校
松
瀬
川
分
教
場
と

よ
ぶ
こ

と
に
な

っ
た
。

5 

松
瀬
川
尋
常
小
学
校

明
治
二
十
五
年
十
月
一
日
新
教
育
令
が
実
施
さ
れ

、

松
瀬
川
尋

常
小
学
校
と
し
て
独
立。

後
、
高
等
科
生
徒
は川
上
尋
常
高
等
小

学
校
に
委
託
す
る。

6 

松
瀬
川
尋
常
高
等
小
学
校

大
正
九
年
四
月
一
目

、
高
等
科
併
置
、
校
名
改
林
、
高
等
科
生

徒
の
川

上
校
委
託
を
解
く
。

7 

松
瀬
川
国
民
学
校

昭
和
十

六
年
四
月
一
目
、
国
民
学
校
令
施
行
に
伴
い
校
名
改
称

8 

松
瀬
川
小
学
校

昭
和
二
十
二
年
四
月

一
目
、

六
・
三
制
に
よ

る
学
校
教
育
法
施

行
に
伴
い
校
名
改
称
。

9 

閉

十支

昭
和
四

十
三
年
三
月
二
十
三
日

川
上
小
学
校
に
統
合
す
る

と
と

な

っ
た
。

相
之
谷
は

東
谷
小
学
校
へ
校
区
変
更
を
す
る

。

の
板
で

石
筆
は
箸
位
の
大
き
さ
で

長
さ
六
糎
起
で
あ
っ
た

。

併
に
言
、
っ
ゐ
で
石
に
千
を
書
く
様
な
も
の
で

寸
十
を
消
す
の
に

は
布
切
て
消
し
た

。

二
年
生
の
間
は
読
方

算
術
く
ら
い
で

課
目
も
少
な
く

三
・

四
年
生
よ
リ
毛
筆
の
書
き
方

・

地
理

・

現

科
、
瓦

・

六
年
生
か
ら

歴
史
な
と
も
加
え
ら
れ
た

。

修
身
は

年
生
か
ら
あ
っ
て

主
に
偉
人
の
教
え
や
格
言
を
習
っ
た

。

休
み
時
間
に
は

ド
ン

7

ハ
ッ

チ
ン

・

釘
打
ち

・

竹
馬
采
リ

コ

7
姻
し

・

竹
ト
ン
ボ
な
ど
を

し

た
J

品子
校
か
ら
は姉
、
え
る
と

妹
の
イ
守
リ
で

二
年
生
は
過
こ
し

二
・

凹
年
生
か
ら
は

米
の
ヤ
ク
ラ
鳴
き

兄
と
共
に
自
分
の
百
十

版
作
リ
を
し
た

。

そ
の
草
履
も
学
校
へ

二
日
も
述
、
っ

と
破
れ
て
し

-'ｭ;;:. 

'コ

?こ
。

小
学
瓦
年
生
の
と
き

修学旅行の出発、権皮峠

松
瀬
川
小
学
校
で
日
夜

初
の
修
学
旅
行
が
あ

っ
た
。

三
年
生
以

上

の
希
望
者
十

人
が
参
加
し

た
。

金
子
本
太
郎
校
長

一、
松
瀬
川
の
教
育
あ
れ
こ
れ

松
瀬
川
ス
ポ
ー
ツ
の
起こ
リ

明
治
三
十
四
年
十
一
月
、
時
め
川
崎
校
長
は
児
童
の
体
育
向
上

の
た

め
松
瀬
川
初
の
運
動
会
を
行っ
た

。

R

4
 

4

に
しH

J

，

ん

‘
れ

田

市

たつ

町
-
7

.2

5
4
 

1

‘

を

仏h

A一
品

川

吉
弘
樹

d
w
t

-

咽
旬

、
九
、

U
P
A
M

・
2

‘

M
6
・
R

学
校
に
は
広
い
場
所
が
な
か
っ

た
の
で
添
谷
に
あ
る
三
O
ア
|

ル
程
の
取
り
入
れ
の
終
わ

っ
た

固
め

一
方
に
旗
を
立
て
て
お
き

そ
れ
を
取
っ
て
か

、
え
る
競
争
を

ー
」
わ
~。
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今
め
よ
う
に
大
勢
の
観
客
も

な

上
の
方
の

家
か
ら
老
婆

が
唯

一
人
眺
め
て
い
た

。

し
か

し

こ
の
こ

と
が
村
民
の
体
育
向

上
の
意
識
を
昂
渇
さ
せ

翌

2 

明
治
の
頃

の
小
学
生
の
く
ら
し

十
瓦
年
運
動
場
拡
張
へ
の
基
を
つ
く
っ
た。

(
渡
部
頼
光
氏
談

当
時
は
服
、
鞄

、
靴
な
ど
は
な
く

男
女
共
着
物
で

.

わ
叫
似
と

訂
筆
を
風
呂
敷
に
包
ん
で
背
負
っ
て
通
学
し
た

。

ノ(J

に
引
卒
さ
れ
檎
皮
峠
を
越
え

に

一
泊

。

訂
版
と
は

桜
三
塁
を
通
っ
て
湯
川
八
口
口
楠
河
村

翌
日
は
今
治
ま
で
歩
き
大

井
を
経
て
富
田
に

一
泊
し
た

。

そ
の
後
は
横
河
原
ま

海
路
相
生
丸
に
て
高
浜
上
陸

次
の
日
は

で
汽
単
に
来
っ

た
。

ま
た
て
く

て
く

と
歩
い
て
松
瀬
川
ま
で
帰
つ

一
生
の
思
い
出
に
残
る
こ
と
ば

た
。

見
る
物
聞
く
物
珍
ら
し
く

か
り
で
あ
っ
た

。

(
大
石

3 

味
山
口
付
給
食
の
始
ま
り

。

jRjr;; ft卒 l 二jミわ

:;;: 村 :
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当時 の新聞

茂
三
郎
氏
談

，Eい味噌汁に舌ずつみ

R
d
 

巧
/
n
L
 

松
瀬
川
の
冬
は
厳
し
い

。

北
風
の
吹
き
ぬ
け
る
教
室
で

来
っ
た

栄
養
鮒
給
と

弁
当
を
食
べ
る
児
童
の
様
子
見
て
当
時
の
武
田
徳
右
衛
門
校
長
は

温
い
H甘一食
を
食
べ
さ
せ
て

や
っ

た
ら
と
主
婦
会



女
子
青
年
団
に
そ
の
旨
を
話
す
と
、
早
速
味
曲
目
、

野
菜
を
持
ち
ょ

リ
最
初
の
学
校
給
食
を
始
め
た
。
時
に
昭
和
八
年
一
月
十
日
の
こ

と
て
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と

は
県

下
で
も
例
の
無
い
こ
と
と
て

味噌汁作りの講習会

新
聞

も
報
道
さ
れ
た

そ
tL 

か
ら
二
十
有
余
年

昭
和
三
十

二
年
に
完
全
給
食
が
始
ま
る
ま

で
続
い
た
の
て
あ
る。
村
民
の
そ

の
味
噌
汁
給
食
に
対
す
る
熱
情

は
次
の
佐
伯
惟
偽
校
長
の

一
文

で
も
十
分
何
、
7

、
」
と
が
で
き
る。

そ
の
謹
年
(
昭
和
八
年
七
月

か
ら
冬
季
の
給
食
に

備
え
て
、
女
子
青
年
図
、

野
頼
一
氏
で
あ
っ
た
。

菅野氏宅のカシの木

主
婦
会
を
対
象
に
し
て

味
噌
作
リ
の
講
習
が
行

ヲ
ー
し
、

-0

4
d
4
4

ふ
ノ

そ
の
時
の
講

師
が
川
上
農
会
技
手
菅

い
か
、
早
速
羽
織
持
で
挨
拶
に
来
て
く
れ
た
の
に
は
続
い
たむ

グ7

よ
う
に
一
半
が
万
事
て
職
只
陀
か
お
人
、
生
徒
れ
人
足
ら
ず
の
字

校
だ
う

た
が
校
下
の
人
々
は
峨
以
を
五
%
に
大
切
に
し
て
く
れ
る

純
朴
さ
は
、
何
に
も
か
え
鮒
い
伝
統
の
校
風
だ
と
感
銘
し
、

lWJ 
1) 

を
尽
く
し
て

郷
党
の
誠
む
に
応
え
な
く
て
は
と

職
民

一
丸
、y

成
っ
て
係
勤
し
た
二
ヶ
年
聞
は

、

如
何
に
も
家
放
的
で
は
ず
み
の

あ
る
生
活
で
あ

っ

た
2

世
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
や
ん
で
、
j並L

愈
々
急

皇
国
精
神
昂
防

国
民
総
蹴
起
の
れ
山
山
一
は

こ
う

し
た

僻
地
の
一
小
学
校
に
も
浸
透
し
て
来
て
い
た
の
て
あ
る

。

私
は
泊
任

早
々
に
先
ず
観
学
u
mを
執
り
行
う
こ
と
と
し
、
時
の

村
長
三
津
山
保
太
郎
氏
に
会
い
計
画
を
説
明
し
、

予
算
を
詰
求
し

実
行
し
た

。

先
ず
木
林
在
神
臓
を
煩
わ
し
祭
典
を
行
い
K
L
T
イ

一K
4
5
F

追
を
奉
納
し

父
兄
一
九
の
苧
校
教
育
の
決
心
一
平

間
判
員・
生
徒

新
た
に
す
る
こ
と
に
し
た

。

ま
た
十
J
バ
を
鼓
併
す
る
た
め

~， 

7J 

薙
刀
を
購
入
し

体
操
科
で
男

子
に
は
剣
道
を
諜
し

校
以
内
ら

刀
を
執
リ

幸
い
に
も
中
村
女
訓
川
市
に

心
得
が

女
f

に
は
薙
刀

あ
っ
た
の
で
指
導
に
当
勺
た

c

勿
諭
之
は
高
等
刊
を
十
と

し

た
試

み
で
あ
っ
た

ι

物
資
窮
乏
の
折
柄
と

て
、
農
業
科
の
時
間
は
之
に
当
て
て
大

一足

氏
は
当
時
を
懐
古
し
て

「
麦
・

大
豆
な
ど
は
各
{
永
か
ら
持
ち
寄
り
そ
れ
を
原
料
と
し
て
味

噌
を
作
る
方
法
を
指
導
し
、
学
校
へ
コ
ウ
ジ
を
ね
さ
せ
た
。

コ
ウ
ジ
は

三
・

四
時
間
毎
に
変
化
す
る
の
で
夜
半
で
も
起
き

て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
間
三
晩
程
は
学
校
に
泊
り
込
み

で
、
殆
ん
ど
仮
眠
状
態
で
り
っ
ぱ
な
味
噌
を
作
る
た
め
に
つ
と
め

fこ
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
三
年
程
続
い
た。
校
下
の
人
た
ち
は

大
変
喜
こ
ん
で
く
れ
た
c

中
に
は
|
|
|
子
ど
も
の
ス
ネ
が
延
び
た
よ

う
な
ー

ー
ー
と
そ
の
記
念
に
カ
シ
の
木
の
苗
を
ネ
コ
車
に
積
ん
で
上

の
段
か
ら
わ
さ
/
\
持
っ
て
来
て
く
れ
た
リ
も
し
た

U
と
庭
の
一

276 

隅
に
大
き
く
な
っ
た
カ
シ
め
木
を
指
さ
し
た
。

4 

思
い
出
の
松
制
川
校

佐
伯
惟

川
河
(
昭
十
五l
十
六
年

昭
和
十
五
年
春

上
海
事
変

支
w
m事
変
と
勇
士
を
次
々
に
見
送

リ
つ
つ
あ
る
中
で
の
転
仔
で
あ
う

長

た
。

仲
々
よ
い
校
長
住
宅
が
あ
っ

キ支

て
、
家
政
当
人
連
れ
て
桁
任
す
る

と
、
時
の
後
援
会
以
大
野
秀
吉
氏

を
砕
き

、

ぃ
支
も
育
て
た

。

ま
た
学
校
の
一
隅
の

山
裾
に
炭
竃
を
築

き
山
灰
も
焼
い
た

c

子
供
た
ち
は
そ
う
し
た
仕
事
は
仲
々
の
腕
前
で

新
米
校
長
も
大
い
に
教
、
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た。

，
十
位
い
た
ち
の
汗
に
よ
っ
て
得

た
麦
や
大
豆
は

足
ら
ぬ
分
は
出

し
令
っ
て
校

下
の
婦
人
会

の
方
々
が
八
月
の
夏

休
中
に
勤
労
奉
仕

L 
L 

大
地
問
に
二
つ
も
三
つ
も
味
噌
と
し
て
仕
込
ん
で
く
れ
、
主主
、

期
三
ヶ
月
聞
は
、
二

・

三
人
宛
の
当

番
制
で
温
い
味
噌
汁
を
作

つ

て
全
校
児
童
の
径
一
食
に
供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る

。

こ
れ
は
前
々
任
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た
る
と
、

め
武
田
校
長
時
代
か
ら

の
し
き
た
り
で
、
始
め

て
か
ら
既
に
七

・

八
年

に
な
っ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る

。

当
番
に
あ

水
越
、

上
の

段
と
い
う
遠
い
所
か
ら

手
作
り
の
豆
腐
、

野
菜
の
荷
を
肩
一
に
雪
を
踏
み
、
雨
風
を
冒
し
て

来
て
く
れ
た
の
で
あ
る

。

郡
内
、
否
県
、
国
内
何

処
と
し
て
給
食

も
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ

時
代
に
、
学
校
を
愛
す
る
婦
人
会
的
自
発
的



な
精
神
に
は

今
日
に
到
っ
て
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
感
銘
保

く
忘
れ
ら
れ
な
い

現
在
的
学
校
給
食
の
先
馴
慨
が
つ
け
ら
れ
て
い

た
の
て
あ
る

日
本
山出
十
が
真
珠
湾
攻
撃
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞

い
た
の

が
赴
任
し
た
翌
年
の
昭
和
十
六
年
十
二
対
八
日
で
あ
っ
た

《

ttぐ
グ〉

後
出
祉
の
兵
土
は
相
っ
き

平
和
五
山
里
も
日
増
し
に
物
々
し
さ

を
加
え
て
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ね
状
汎
に
追
い
こ
め
ら
れ
て
い

く
の
で
あ
っ
た

に

手三
は

銃
後
の
男
児
を
錬
成
す
る
た
め
に
厳
ん
で
を
避
け
て
受
持

グ〉

高

二
の
男
イ
を
毎
月
一
一
凶
学
校
に
集
め
ム
口
市
さ
せ
j式
目旦

会
、
燈
火
管
制
協
力
を
兼
ね
て
佼
間
行
半
を
失
地
し
た
が

伎
の
夜
食
を
共
に
す
る
削
弟
の
税
し
み
は
一
層
深
ま

っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る

。

そ
ん
な
或
日

職
民
主
は
忠
わ
ぬ
シ
ヨ
ン
ク
を
受
け

た
。

三
・

凹
年
の
男
の
子
が

い
治
下傘
部
隊
と
称
し
て

一卜
校
時
に
雨

傘
を
聞
い
て
持
ち

、

J昨
日
八
日
惜
か
ら
日
八
日
へ
飛
び
下
り
る
遊
び
を
す
る

と
い
う
情
報
い
か
は
い
っ
た
か
ら
で
あ
る

ι

受
持
教
員
は
若
く
な

ウ

て
駈
け
つ
け
現
場
を
抑
え
事
故
を

末
然
に
防
長
ご
ホ
γ

と
し
た

。

時
卜
の
情
勢
は
-
」
う
し
て
敏
感
に
幼
い
イ
供
た
ち
に
も
伝
わ
っ

r

こ
と
に
飼
い
た
こ
と
で
あ
る

心
臓
中
に
今
井
出

一
氏
と
い
っ
校
卜
の
有
志
の
篤
志
に
よ
リ
御

家
へ
帰
、
え
る
と
よ
く

野
良
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
。
勉
強
は
夜

澄
火

管
制
さ
れ
た
薄
暗
い
電
灯
の
下
で
宿
題
を
す
る
く
ら
い
で
あ

っ
た

。
国
民
学
校
五

・
六
年

・

高
等
科
一

・

二
年
は
出
征
兵
士
の
あ
る

留
守
家
庭
へ
勤
労
奉
仕
に
行
く

日
が
多
く

半
農
半
勉
強
の
状
態

一
、
主
比
、
こ

。

元
北
小

L
f

米
議
機
の
空
襲
い
か
多
く
な
っ

て
き
た
昭
和
二
十
年
三
月
十
九

自
の
九
時
頃

ま
さ
か
こ
ん
な

山
狭
の
小
さ
な
学
校
が
と
思
う

よ
う
な

こ
と

が
お
こ
っ
た
。
ち

ょ
う

ど
朝
札
前
で
生
徒
た
ち
は

土
問
に
楚
列
し
て
先
生
方
い
か
出
て
こ
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た

。

そ
の
時

い
や
に
飛
行
機
の
爆
音
い
か
大
き
く
なった
と
思

っ
た
と

た
ん
、
ハ
リ
、

ハ
リ
、

と
い
う
耳
を
つ
ん
さ
く
様
式
。
音
い
か
頭
上
で

響
い
た

。

ふ
だ
ん
の
訓

練
の
た
ま
も
の
か

一
瞬
の
中
に

全
員

土
聞
に
無
意
識
に
伏
せ
た

。

幸
い
そ
の
時
に
は
怪
我
人
は
弘
か
っ

た
が
、
生
々
し
い
弾
痕
は
校
舎
取
り
壊
わ
し
ま
で
残
っ
て
い
た

。

真
影
中
奉
安
殿
の建
設
か
始
ま

リ

、
そ
の
竣
工
式
に
は
校
下
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を
挙
げ
て
参
集
し

撒
餅
な

と
が
あ
リ
賑
わ
っ
た
が
、
今

殿エ

は
跡
形
も
止
め
て
い
な
い

。

Y回・

、合

戦
時
中
の
為
、
迷
動
会

安

遠
足

学
芸
会
も
極
め
て
質

奉

出来
に
行
わ
れ

か
入
らJL叩
ナ
レ
件
れ
}
「J

十
。

h
引
ド
戸
二

+
h
υ
〆

J
1
'
L

全
然
行
わ
れ
も
か
っ
た

。

井j

秘
は
そ
の
翌
年
三
月
父
兄

の
協
力
支
持
に
感
謝
し
つ
つ
松
山
市
の
珂
一
生
絞
へ
転
任
し
て
行
っ

た
の
で
あ
っ
た

。

5 

第
二
次
大
戦
中
の
学
校
生
活

服
装
は
今
の
様
に
制
服
る
と
は
も
く
ま
ち
ま
ち
て
あ
っ
た

。

主主
、

は
半
天
や
お
で
ん
ち

版
物
は
靴
は
少
な
く

首
十版
や
下
駄
が
主

}政

で
あ
っ
た
。

鉛
筆
は
芯
か
よ

学
用
品
も
質
素
で
ノ
ー
ト
は
一
史
紙

く
折
れ
て
凶
ま
っ
た

。

回
以
業
は
山
間
式
、
遠
足
も
春
秋
二
回、

川
内

近
辺
て
歩
い
え
行
け
る
所
い
か
多
か
っ
た

。

運
動
会

・

学
芸
会
は
部

い
治
民
総
出
で
楽
し
い

一
日
を
過
ニ
し
た
こ
と
を
思
い
出
す

。

(今
井
義
則
氏
談

6 

在
職
中

の
思
い
出

L一+
s
k
n
h
ド

知
的
立
ロ

豊
章
一
(
昭
和一一
一
一
1

三
九

山
の
子
に
は
山
の
了
の
良
さ
が
あ
る
学
力
が
平
地
の
子
と
比
べ
て

多
少
劣
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
の
考
え
方
が
あ
っ
た
が
、

山
の
子
で

も
や
れ
ば
出
来
る
と
の
自
伝
を
培
、
7

、
」
と
か
私
の
着
任
以
来
の
念
願

て
あ

っ

た
。

機 銃の 弾 痕

什
完
全
給
食
実
施

昭
和
七
年
か
ら
昭
和
三
十
年
迄
二
十
四
年
間
婦
人
会
の
奉
仕
に
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よ
っ
て
毎
年
夏
味
噌
を
作
り
冬
季
に
味
噌
汁
給
食
を
継
続
実
施
し

た
こ
と
は
県
下
で
も
稀
な
美
挙
と
し
て
前
に
新
聞
で
も
称
讃
さ
れ

た
と
聞
く

。

私
は
前
任
校
(
西
谷
小

字
校
)
で
昭
和
三
十
年
度
末

期
に
完
全
給
食
を
実
施
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
是
非
完
全
給
食
に

切
替
、
え
た
い
と
思
っ
た

。

な
お
昭
和
三
十
一
年
度
は
本
校
創
立
六
十

五
周
年
に
当
る
た
め
各
方
面
の
協
力
を
得
て
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
施
設
設
備
を
整
え
十
月

一
日
か
ら
完
全
給
食
を
実
施
し
た
次

第
て
あ
る

。

給
食
室
は

一
0

・
二
三
坪

施
設
費
弐
拾
五
万
六
千
円

設
備
費
九
万
壱
千
百
参
拾
円
総
額
参
拾
四
万
七
千
百
参
拾
円

。

経

資
の
内
訳
は
国
庫
補
助

拾
参
万
五
千
円
町
負
担
弐
拾
壱
万
弐
千
百



参
拾
円
で

問
仏
円
相
分
は
一
戸
主
会
拾
九
万
円

P
T
A

弐
1
H弐
T
U

参
拾
円
め
寄
附
に
よ
っ
て
ま
か
る
わ
れ
た
た
め
校
卜
の
熱
を
と
協

カ
が
も
げ
れ
ば
到
底
実
現
出
米
な
か
っ
た
こ
と
と
思
う

。

寄
生
虫
駆
除
、
給
食
で
折
角
栄
長
を
取
っ
て
も
寄
生
虫
に
食
べ

ら
れ
て
は
効
果
い
か
半
減
す
み
の
で
町
駅
虫
薬
を
服
用
し
て
駆
除
に
以
内

め
た
c

寄
生
虫
は
昭
和
三
十
三
年
度
に
七
十
七
%
で
あ
っ
た
も
の

か
昭
和
三
十
九
年
度
に
は
二
十
九
%
に
な
っ

た
ョ

け
業
間
指
導

(
昭
和
三
卜

七
年
度
か
ら

円
子
力
充
実
を
強
調
す
る
反
則
に
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
円
満

る
人
間
形
成
を
目
さ
し
て
土
曜
以
外
旬
日
業
問
に
こ
1
分
間
九
十
一
校

一
斉
に
業
間
指
導
を
し
た

J

体
育
(
片
金
)
止
口
楽
(
火
'
争
中
二
国
ぃ

l
~

(
水
)
体
育
音
楽
図
工
に
特
技
を
拘
っ
て
出
ら
れ
た
先
生
を
中
心

と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
乞

凶
上

-作
品
を
温
泉
教
育
美
術
展
に

出
し
た
所
昭
和
三
十
七
年
度
に
十
点
昭
和
三
卜
九
年
度
に
十
問
点

入
選

県
美
術
展
に
出
し
た
分
は
昭
和
三
十
七
年
度
に
一
点
昭
和

三
十
八
年
度
に
三
点
昭
和
三
十
九
年
度
に
六
点
入
選
し
た

3

山
間

の
子
で
も
指
導
主
し
さ
を
山
内
れ
は
そ
の成
果
が
比
え
て

喜
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

ω
校
歌
制
定

あ
っ
た
。

国
道
は
学
校
の
上
の
山
の
中
腹
を
屈
曲
し
て
通
じ
、
伊

予
鉄
の
新
居
浜

周
桑
方
面
行
パ
ス
が
運
行
し
て
い
た

。

山
閉
め

学
校
で
は
あ
る
が
パ
ス
の
回
数
が
多
く
て
通
勤
に
は
大
層
便
利
で

あ
っ
た

。

学
校
か
ら
ダ
ラ
J
F
\
坂
を
徒
歩
で
十
分
程
上
る
と
国
道

と
出
合
っ

た
所
に
一
軒
屋
が
あ
り
、
店
で
停
留
所
で
も
あ
り
、
ま
た

長
い
道
中

の
良
い
休
憩
所
で
も
あ
っ
た

。

新
居
浜
行
の
一
番
の
パ

ス
が
着
く
と
小
中
学
校
の
先
生
や
行
商
人
が
十
人
程
下
車
し
て
に

ぎ
や
か
で
あ
っ

た
。

昭
和
三
十
三
年
四
月
に
中
学
校
は
川
内
中
学

校
に
統
合
さ
れ
ノ
シ
ガ
谷
で
下
車
す
る
人
は
少
く
な
っ
た

。

日百

和

三
十
七
年
に
は
ノ
シ
ガ
谷
経
由
の
国
道
は
廃
道
に
な
り
根
引
峠
経

本館職員室前

由
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
パ
ス
は
ノ
シ
ガ
谷
を
通
ら
ず
三
軒
屋
を

経
由
し
て
終
点
の
水
越
迄
乗
入
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
が
回
数
い
か
減

っ
て
大
層
不
便
に
な
っ
た
。

松
瀬
川
小
学
校
統
合

清
川

善
四
郎
「
昭
凹
O
i
四

元
松
制
川
小
学
校
長
佐
伯
惟
渇
先
生
に
作
詞
を
愛
媛
大
学
清
家

嘉
寿
恵
先
生
に
作
曲
を
依
頼
し
て
昭
和
三
十
三
年
十
月
一
日
に
校

歌
が
制
定
せ
ら
れ
た
。

(前
掲

川
闘
校
七
十
周
年
記
念
行
事

昭
和
三
十
八
年
二
月

日
に
記
念
行
事
を
し
た
。

当
日
児
童
の

学
芸
会
、
記
念
式
、
余
興
と
し
てP
T
A

の
伊
予
万
才
や
豊
年
踊

等
が
あ
リ
終
リ
に
映
画
を
楽
し
ん
で
散
会
し
た

。

記
念
事
業
と
し

に
校
門
を
造
っ

た
。

川
学
校
林
設
定
(
P
T
A
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P
T
A

は
校
下
教
育
振
興
の
た
め
の
財
源
と
し
て
昭
和

三
十
一

年
度
に
一
山
積
十
町
の
学
校林を
設
定
し

そ
の
後
毎
年
下
刈
に
出
労

し
て
管
理
に
当
ら
れ

た
が
御
苦
労
な
こ
と
で
し
た

。

現
在
教
育
貨
は
公
費
負

担
を
強
調
さ
れ
て
い

る
が
当
時
給
食
施

設
設
備
、
児
童
図
書
、

体
育
施
設
、

鼓
笛

，

ハ
ン
ド
編
成
の
た
め
の

楽
器
等
教
育
環
境
箆
備
の
た
め
に
P
T
A

か
ら
物
心
両
面
に
わ
た

っ
て

多
大
の
支
援
を
受
け
た
も
の
だ
が
当
時
を
偲
ぶ
と
感
慨
無
量

で
ふ
め
る
。

同
ノ
シ
方
谷

学
校
は

袷
皮
に
あ

リ
昭
和
三
十

三
年
三
月
末
迄
中

小
併
設
校
で

川
上
の
町
並
か
ら
ゴ
ル
フ
場
の
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
て
、
檎
皮
部
落

の
は
ず
れ
を
右
に
折
れ
、

苔
む
し
た
石
だ
た
み
を
上
り
切
る
と
、

並
木
の
梢
を
通
し
て
は
る
か
に
石
槌
の
霊
峰
が
眺
め
ら
れ
る

υ

lL 

が
旧
街
道
筋
で
あ
る
が

松
瀬
川
小
学
校
は
こ
の
峠
に
か
か
る
手
前

旧
宿
場
町
と
も
言
え
る
楠
皮
部
落
に
あ
っ
た

。

早
春
と
も
主
る
と
、
運
動
場
と
そ
の
上
旧
国
道
と
の
閉
め
雑
木
林

で
、

た
く
さ
ん
な
う
ぐ
い
す
た
ち
が
美
声
を
競
っ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。

そ
の
下
少
し
ば
か
リ
の
空
地
に
は
給
食
室
と
か
薪

小
屋
等
も
あ

っ
た
。

冬
が
泣
づ
く
と
職
員
と
子
ど
も
た
ち
全
員
で
近
く
の
山
薪
と
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リ
に
出
か
け
る

。

そ
し
て
み
ん
な
が
自
分
の
力
い

っ
ぱ
い
の
荷
を
背

負
っ

て
帰
り
、
一
新小
屋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
み
ん
な
で
喜
ん

一だ
も

賞状の数 今

の
で
あ
る

。

ま
た
ゴ
ミ
焼
場
の
近
く
に
は
小
鳥
の
墓
が
つ
く
ら
れ
、

小
さ
な
野
菊
の
花
が
供
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た

。

あ
る
年
大
雪
が
来
た
。
運
動
場
に
は
、
南
国
に
は
診
し
い
大
き
な

「
かま
く
ら

」

が
作
ら
れ
、
学
級
全
員
で
は
い
っ
て
喜
ん
だ
り
も
し

Tこ
。

こ
の

雪
は
三
月
末
ま
で
残
っ
た

。

登
校
不
能
に
し
び
れ
を
き
ら

し
た
あ
る
部
落
で
は
、
部
務
総
出
で
五
粁
の
通
学
路
の
除
雪
作
業
を

行
っ
た
。

ま
た
あ
る
部
落
の
お
母
さ
ん
方
は
、
学
校
が
う
ず
も
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で

ス
コ
ッ
プ
を

一屑
に

馳
け
つ
け
て
下
さ
っ
た

。



ま
た
毎
年
川
上
小
尚
子
校P
T
A

と
共
同
で
学
校
林
の
下
刈
り
が
あ

る
。

な
き
る
た
の
よ
う
な
大
き
な
鎌
を
け
凡
事
に
扱
っ
て

つ
る
や
か

ん
木
を
る
ぎ
倒
し
な
が
ら
一
列
に
展
開
し
て
山
を
攻
め
上
っ
て
行
く

さ
ま
は
実
に
壮
観
で
あ
っ
た

ι

て
、
上
の
逆
動
場
に
立
派
な
学
校
園
が
作
ら
れ
た

。

長
の
手
に
な
る
も
の
で

上
っ
た

c

こ
の
学
校
林
の

一
部
を
伐
係
売
却
し

設
計
は
本
校
職

多
数
の
地
域
の
方
々
の
奉
仕
を
得
て
で
き

コ
イ
や
ヒ
フ
ナ
も
元
気
に
泳
い
で
い
た
し

子
う
さ
ぎ
は

よ
く
子
と
も
た
ち
に
な
つ
い
て
い
た

。

す
く

/
\
と
育
っ
て
い
た

。

こ
の
よ
う
な
家
族
的
な
ふ
ん
い
気
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
学
校
は
完
全
に
白
分

た
ち
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
心
の
よ
り
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た

。

こ
の

な
ご
や
か
な
毎
日
の
中
に
あ
っ
て
一
方
で
は
学
校
統
合
の
は
な
し
が

も
ち

上
っ
て
い
た
の
で
あ
る

。

厳
し
い
過
疎
の
あ
ら
し
は
、

こ
こ
松

数
の
減
少

瀬
川
の
地
に
も
用
拾
る
く
押
し
よ
せ
て
来
て

P
T
A

の
会
長
さ

毎
年
の
よ
う
に
児
支

学
級
の
複
式
化
と
し
て
表
わ
れ
た

。

で
考
え
ら
れ
た
が

ん
は
住
宅
ま
で
用
意
し
て
子
ど
も
を
持
つ
人
を
呼
び
ょ
せ
る
こ
と
ま

時
の
流
れ
に
は
抗
し
ょ
う
も
な
か
っ
た

。

-
}
斗
み 広
い
天
地
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
に

職
員
陣
容
の
強
化
が
要
請

近
代
教
育
を
施
す
た
め

ど
う
し
て
も
完
備
し
た
施
設
と

つ
L

こ
o

A,A447' 

と
こ
ろ
で
大
部
分
の
児
童
は
川
上小
学
校
へ
通
学
す
る
こ
と
に
な

た
c

同
学
校
の
校
長
先
生

る
が
相
之
谷
の
児
童
は
東
谷
小
学
校
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
も
っ

並
び
に
P
T
A

会
長
さ
ん

か
ら
は
、

一

点
ん
て
お
引
受

け
す
る

安
心
し
て
お
い

で
下
さ
い
己
と
い
う
、
心
あ

た
た
ま
る
お
こ
と
ば
を
い

た
だ
い
た

。

備
品
そ
の
他

は
川

上
小
学
校
へ
移
さ
れ

る
こ
と
に
な
る

。

し
た
カ

っ
て
そ
ち
ら
に
行
く
子
ど

も
た
ち
に
は
い
わ
ば
嫁
入

リ
仕
度
が
あ
る
が

東
谷

こ
の
子
ど
も
た
ち

の
方
に
は
そ
の
嫁
入
り
仕
度
が
な
い
の
で
あ
る。

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
も
何
か
と

苦
慮
し
た
も
の
て
あ
る

。

が
一
肩
身
の
せ
ま
い
思
い
を
し
て
は
と

荷
送
リ
の
時
に
は
、
地
教
委

・
P
T
A

・

高
学
年
児
童
と
職
員
で

さ
れ
る

。

そ
れ
ゆ
、
ぇ
学
校
統
合
に
よ
っ
て
集
中
的
に
こ
れ
ら
の
実
現

た
く
さ
ん
な
学
友
た

を
凶
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ち
の
中
で
も
ま
れ
て
こ
そ
、

も
あ

っ

た
。

さ
ら
に
児
童
は

た
く
ま
し
く
育
つ
ん
だ
と
い
う
考
え
方

し
か
し
主
が
ら
学
校
統
合
は

子
ど
も
の
通
学

地
域
住
民
に
と

っ
て
長

距
離
の
心
配
も
あ
り

そ
の
上

年
親
し
ん
で
き
た
心
の
拠
点
を
失
う
こ
と
で
あ
り

こ
れ
が
過
疎
の
進
行

に
更
に
拍
車

ふ
る
さ
と
が
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ

を
か
け

っ
た
。

ま
た
理
屈
で
は
納
得
で
き
る
の
に
心
情
で
ふ
み
切
れ
な
い
と

い
う
人
も
い
た
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て

が
続
け
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
い
ろ
/
\
問
題
は
あ
っ
て
も
、
大
き
な

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
慎
重
な
検
討

282 

立
場
で
の
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て
昭
和
四
十

三
年
三
月
を
期

百
年
に
近
い
校

し
て
川
上
小
学
校
に
統
合
と
い
う
決
断
が
下

っ
た
。

出
来
事
で
あ
っ
た

。

史
を
閉
じ
る
と
い
う
こ
と
は
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
笑
に
大
き
な

二
度
と
な
い
子
ど
も

さ
さ
の
学
校
国
作
リ
も

時
代
の
情
操
教
育
を
ね
ら
つ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が

一
方
で
は

め
地
に
学
園
が
あ
っ
た
と
い
う
し
る
し
を

い
つ
/
\
ま
で
も
残
し

て
お
き
た
い
と
い
う
下
心
で
も
あ
っ
た
。
閉
校
式
は
三
月
二
十
三
日

幾
多
の
先
輩
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
思
い
出
の
多
い
運
動
場
で
行

だ
。
受
け

入
れ
側
の
佐
伯
校
長
先
生
は
、

使
い
な
れ
た
校
具
を
荷
造
り
し
て
は
次
々
に
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
こ
ん

白
い
ト
レ
パ
ン
姿
で
先
生

そ
し
て

「
わ
し
は

の
、
っ

方
を
引
連
れ
て
応
援
に
は
せ
つ
け
て
下
さ
っ
た
。

地
元
の
人
た
ち

何
も
か
も
持
っ
て
帰
る
つ
も
り
は
な
い
ぜ
、

に
役
に
た
ち
そ
う
な
も
の
は
許
さ
れ
る
限
り
お
い
と
う
き
ょ

J
と
こ

ち
ら
の
心
情
を
く
ん
で
の
あ
た
た
か
い
お
こ
と
ば
を
今
も
忘
れ
る
こ

23) 3 式( S 43 4支閉

3 ) 
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と
が
で
き
な
い。

一
物
も
な
く
な
っ
た
教
室
は
わ
び
し
い
も
の
で
あ

え
た
た
く
さ
ん
の
先
生
方
の
も
と
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
多
く

る
。
疲
れ
は
て
た
体
を
ゆ
だ
ね
る
椅
子
も
な
く
、
床
板
に

ぺ
た
ん
と

腰
を
下
し
て
、
こ
と
は
も
す
く
な
か
っ

た
。

の
学
友
た
ち
と
共
に
、
楽
し
い
日
々
を
送

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
廃
校

と
い
う
悲
劇
を
捨
て
石
と
し
て
、
希
望
に
輝
く
新
し
い
出
発
が
な
さ

れ
て
い
る
。

松
瀬
川
小
学
校
の
名
前
は
消
、
え
て
も
、
そ
の
伝
統
は
川

老
人
は
過
去
を
語
リ
、
青
少
年
は
未
来
を
語
る
と
い
う

。

い
ま
松

瀬
川
の
子
ど
も
た
ち
は
、
近
代
化
さ
れ
た
立
派
な
施
設
と
意
欲
に
も

上
小
学
校
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
力
強
く
波
打
っ
て
い
る
の
で
あ
る

。

松
瀬
川
小
学
校
職
員
名
簿

一明
治
二
引
副副
削
J引

一
明
治
三
十
一
年

一
明
治
三
十
一

三
岐
賛
穆

一土
岐
賛

一明
治
一
一
一

L
創
刊在

篤
川
正
房

一池
川
磯
太

池
川
磯
太
郎

正

にこl

嘉賞敏郎 年

げ|卜亀十 須高賀 i伊賀E 正景岡
日月

J台 岐 ミ雪ム 賀 但ミム
四
十 費± |り

貰 良11 敏 年

部悶出 々賀JiJ: I r台 山 IU奇 弘二ご賀治巴

雪キタ五 正正十 1 愛土 |
ーキ 四ハ
郎 クノ 郎 ム| 副吉 ' 年 l 敬 年

波山伊明 | 熊岡川明 | 千明

宮田空菌 l 輝山崎雪賀 | 治
さきキ員十=正正 十愛 十
二五 三 一 五七
郎ク郎 | 年郎副吉年敬年

ト一一一一

渡金山伊 日月 j度熊 川 日月

部子田空 J台
部輝崎 i古 加貝 J台

四

彦ヱキ 2 十 タ=正 土愛 十
四 ノ\ 八

市郎ク郎 年 カ郎吉 年敬 年

波小金 明 1度川 明 土 明

部原子自
、， .J... ‘;.J.. 

部 l崎 Jロ
岐

1口

本
十 十彦セ太主 タ正
ー七

賛
JL 

市ツ郎 年 カ吉 年 穆 年

赤小 長 金大 l 筒渡 川明土 l 明

尾千 原七 皇草 工2 1 正1l 正)11 部タ 正崎 i 士警 l 蛇賢 十雪
代ツ雄郎 房 カ吉年穆年

戸村
上

。 タ イ言

子

τ全T舛

カ

小波 日百 豊森矢逸則大 大
)1 1 部 和 田 野皇司~X 内塚 正 回尾 間

二彦
五 十
年 スコ庄=輝義 キ千 武

子市 ズウ平郎雄雄
年

ヨ代 一

武武 昭 森谷則大 大 大 渡

:田 署有
和

内塚
正 原市 正 部

ー」 十 四ノ、 ユ賢 豊
年 コ信輝義 年キ次

年
ウ寅雄雄 エ郎 良E

武武 Bfj 杉谷村田 大 篠長皇我 高 大 i百J 7，度

Z回て;> 里需ヨ三
平日 原 上中 正 原市 正 野部
七 ゆ信在稔

イー ユ賢 五
ィ警年 年き之

年
三千 次

ゑ貫徳助 エ郎 ト郎

武武 日召 合中中新田 大 長 山浅高 大

サマ回ヨ 晶開!門?竺
和 田村須部中 正 正
八 十 ー典賀 稔 ア青賢 ノ、

年 ハ三好 之 四 イ次 年

ル郎保勤助
年

子長郎

武武 日百 中勿青新 山浅近 大

サマ岡 晶田引 和 1 那木部 本野藤 正
九 十 ア 七
年 一一 主口主 五 ィ清和 年

年
ヨ門 郎享子勤 子長雄

武武 日百 嶋中勿閥渡 Sfj 田山浅近 大

マ田 思岩 和 田村那谷部 手口 井本野藤 正
十

美宙 三出1 辰 彦 ア 八

サヨ 衛門
年 年 呈ィ清和 年

子郎享子市 代子長雄

武武 昭 大 小 渡勿闘 j度 日百 則土宇手口 土 大

z閲喜i 
和 堀川部那谷部 手口 内居 居 正
十 九
隆二利 辰彦 年 輝 ト 支自川3 主出活 年

年
俊子夫享子市 雄シ 太郎

1度武 日召 大小渡勿渡 目白 逸則土佐土 大

加口い f盟d 和十 堀 川 部那部 和見内居伯居 正
十

ン
年隆ズ利 彦

俊子夫享市 郎雄シ郎郎
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出;

ラf

和
初
出
川
上
村

・

一
二
内
村
の
合
併
に
際
!

? 、

小
学
校
川司
令
を
町
議
会
て
決
議
，
(
4

・
お
)

昭

1

国
A
楽
部
中
川
村
大
八
j

滑
川
お
よ
び
大
山
j

川
川

-
Y
九
鱗

・

海
上
・
汐
獄
の
区
域
を
吸
収

3

合
併
す
る
に
つ
い
て
中
字
校
統
合
を
町
議
会
て
決
議
。

(
9
1
)

中
学
校
の
経
営
の
合
却
化
と
教
有
効
川
本
の
向

i

-を
は
か
り
‘
税
院
を
適
性
化
す
る
た
め

、

2
一

川
上
中
学
校

・

三
内
中
学
校
・

松
瀬
川
小
川
了
校
・
滑
川
中
学
校
を
廃
し
、
新
た

に
川
内

3
中
学
校
と

L

て
.
川
内
州
大
山
(
出
打
開
仁
a
ハ
路
地
に
住
ぷ
す
る
こ
と
を
削
議
会
で
議
決

(
8
・
川
)
O
第

一

則
γ

ギ
に
治
ド
上
(
ド
ム
校
一
八
‘
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八
一
二
、
山
0
0
円
)
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-
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一
一

中
学
校
を
名
目
杭
ム
円
し
、
川
内
中
午
校
を

d
遣
し
出
各
中
学
校
を
似
教

場
と
す
る
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一
六
七
八

一

(
4
・

1
)
O
給
食
宅
お
よ
び
校
、
リ
跳
・ kl
人
十

一

一
川
町
の
建
築
に
ゐ
工
(
工
費
二
、
瓦
O
九
、
九
一
一

七
一
円
コ
4

・

]
)
O
開
校
記
念
式
を

三
内
払
場
刈
一
動
場
に
お
い
て
挙
行
(
以
後
こ
の
日

を
開
校
記
念
日
と
す
る

)
(
4

・

日
)
C
校
章
の
制
定
(
藤
岡

一
夫
氏
笑

)
(
4
・
日
)

一
一

巡
動
場
お
よ
び
校
庭
造
成
工

4
4に
茄
工

、

(
仁
貸
山
、
C
二
一O
、

C
C
O
円

)
(
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1

)

第
一
一
期
ム
事
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
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ト
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階
往
待
通
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主
エ
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五
七
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、
ご
一
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円
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ド
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・
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手
攻
工
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・
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四
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学
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P
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-
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第
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期
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教
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木
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一
一
出
小
川
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一
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一
山
一
二
一
(
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呼
(
工
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一
O
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O
万
円
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一

着
工

(
8
・

3
)
O
第
二
期
普
通
教
主

・

第
三
期
特
別
教
室
工
事
竣
工
(
日
・
辺
)

一
一

会
校
庭
造
成
工
半
完
了
{
日

-

M
)
O

川
内
中
学
校
新
校
舎
孫
成
式
記
念

挙
行
(
日

-

m
)
一
一

川
上
公
民
館

(
出
川
上
役
場
)
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固
定
的
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寄
宿
舎
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充
当
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滑
川
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徒
四

一
一
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谷
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却
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ム
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了
(
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・
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)
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)
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一
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樹
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挙
行

(
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・
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O
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教
主
(
美
術

・
技
術
科
室

・
準
備
室
)
竣
工
一
」
ハ
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O

一

(
6
・

却
)
O

高
須
賀
義
男
校
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、
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教
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事
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転
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挙
行
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佐
伯
義
朝
教
頭
校
長
事
務
取
扱
い
と
る
る

(9
・
-

)

八
木
茂
校
長
着
任
(
ロ
・

7
)

体
育
館
兼
講
堂
(
三
七
六
坪
)
総
工
費
一
五
O
O
万
円
に
て
着
工

体
育
館
落
成
式
挙
行
(
ロ

・

叩
)

流
感
に
よ
る
臨
時
休
校
統
〈
(
3
・
9

、
印
、
日
)
O非
常
階
段
工
事

(
5
・

幻
)

自
転
車
置
場
工
事

(
6
・

日
)
O
台
風
十
八
口
す
の
た
め
臨
時
休
校
(
9
-
M
)

保
健
室
工
事
着
工
(
工
費
二
六
五
万
円
)

保
健
室
・
寄
宿
舎
落
成
式

(工
費
四
六
二

、

0
0
0
円

)
(
4・
n
)
O
全
日
本
学
校
環

境
緑
化
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
(
日
・

お
)

プ
ー
ル
竣
工
(
工
費
七
五
七
万
円
)
プ
l

ル
聞
き

(
6
-

m
)
O
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル

愛
媛
県
大
会
優
勝

(
8
・

3
)
O
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
四
国
中
学
総
体
に
お
い
て
準
優

勝

(
8
・

凶
)
O
吹
雪

・

積
雪
の
た
め
臨
時
休
校
、
三
日
間

(1
・

印
、
日

、

比
)

流
行
性
感
冒
の
た
め
臨
時
休
校
一
週
間

(
2
・

日
)
O
高
圧
受
電
撃
設
置
(
一
O
三
万

円
)
(
3
・

引
)
野
口
英
世
胸
像
建
立
(
3
・
打
)

赤
痢
患
者
発
生

・

全
校
生
徒
検
便

(
5
・

M
)
O
赤
痢
の
た
め
学
級
閉
鎖
体
育

館
・

美
術
室

・
技
術
室
臨
時
隔
離
病
室
と
な
る
(
5
・

m
)
O
本
日

よ
り
授
業
再
開
(
6
・

四
)

P
T
A

作
業
に
よ
り
水
生
植
物
園
完
成

(
9
・

m
)

赤
痢
発
生
(
健
康
保
菌
者
)
の
た
め
三
日
間
三
時
間
授
業

(
5
・

日
)
O
温
泉

・

北
条

陸
上
競
技
大
会
、
総
合
優
勝

・
江
戸
克
仁
君
百
米
で
十
一
秒
八
の
新
記
録
樹
立(
7
・
口
)

1

一
P
T
A

作
業
に
よ
り
職
員
室
南
庭
通

路
整
備

(
8
・

お
)
O
川
内
町
内
小
・
中
合
同
教

4

一村
教
具
研
究
会
お
よ
び
展
示
会
を
体
育
館
で
行
う
(
日
・

幻
)
O
図
書
館
建
築
地
鎮
祭

一
挙
行
(
3
・
日
)

一温
泉
・
北
条
陸
上
競
技
大
会
、
総
合
優
勝

(
7
・

M
)
O
四
国
総
合
体
育
大
会
(
高
知
)

一
で
八
十
米
ハ
ー
ド
ル
で
渡
部
文
男
一
位
(
十
一
秒

O
)
(
8
・

日
)
O
図
書
館
竣
工
(
工

一資
一
五
二
七
九

0
0
0
円

・

内
部
備
品
一
一
一
万
九
O
O
O
円

)
(
8

・

お
)

2

一開
校
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
弁
論
大
会

・

記
念
音
楽
会

。

図
書
館
落
成
式
(
日
・

幻
)

4

一開
校
十
周
年
記
念
体
育
祭

(日
・

担
)
O
運
動
場
拡
張
工
事
完
成
、
約
五
千
川
工
費
七

一三
O
万
円

(1
・
n
)
O
大
雪
の
た
め
西
谷

・

東
谷
・
奥
松
瀬
川
地
区
生
徒
休
業
(
2・

一泊
)
O
校
訓
碑
設
立
お
よ
び
図
書
館

前
造
園

(
3
・

日
)

35 36 37 38 39 40 

七
四
五

八
七
三

九

九

九
四
五

八
六

七
九
四

七
O
O

六
四
六

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一夏
服
装
、
女
子
フ
リ
ス
カ

ー
ト
と
な
る

(
6
・
口
)
O
温
泉

・

北
条
陸
上
競
技
大
会

・

一総
合
憂
除
、

一定
幅
跳
で
高
市
富
男
君
六
米
ム
ロ
に
突
入

。

(7
-
H
)
O
P

T
A

作
業
に
よ

日

一川
恥
削
弘主
完
恥
(原
材
料
貸
約
三
瓦
万
円
)
(
8-
m
)
O
愛
媛
県
教
育
研
究
大
会

・

4

一栄
町
部
研
究
発
表
会
叩
-
m
)O
明
治
百
年
祭
記
念
行
事
(
弁
論
会
講
演
会

・

郷
土

一船
引
記
念
展一小
会
・
式
典
X
u
-
-

)
O
大
雪
の

た
め
臨
時
休
校

(
3
・

ロ
)

(

一日
皿
泉
・
北
条
総
合
体
育
大
会
に
て
、
柔
道

・
剣
道
・
パ
ス
ケ
ン
ト

ボ
ー
ル

(
男
子

)
唯

4
一断
(6
\
泊
)
O
温
泉

・
北
条
ソ
フ
ト

・
野
球
大
会
に
て
野
球

・

ソ
フ
ト
ボ
|
凡
優
勝

叫

一本
年
度
の
成
績
は
開
校
以
来
で
あ
っ

た
。

(7
・
9
)
O
腹
筋
力

・

背
筋
力
養
成
コ
1

ナ

一完
成

(
8
・
m
)
O
四
国
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

・
B

部
門
て
優
勝

(
8
・

引
)

一文
部
省
特
別
指
定
生
徒
指
導
研
究
推
進
校
に
指
定
さ
れ
る

(4
月

)
O
P

T

A

作
業
よ

i
一よ
り
藤
棚
二
か
所
設
置
(
原
材
料
費
約
十
二
万
円)(8

・
却
)
O
管
内
学
級
経
営
研
究

正

一発
表
会
(
日
月
)
O
本
館
外
部
塗
装

・
風
呂
場
設
置

・

部
室
外
部
塗
装

・

寄
宿
舎
北
例

一ブ
ロ
γ

ク
塀
設
置

(
3
・
初
)

一ク
ラ
フ
活
動
成
果
発
表
会

(
7
-
m
)
O
旧
給
食
主
を
卓

球
主
工
改
造・

起
動
場
足
洗

一

ー
一場
孔
苦
情
一・起
動
場
来
害
開
設
置
(
8
・
お
)
O

文
部
省
特
別
指
定
生
徒
指
導
研
究
発
表一五
七
七

川
町

一会
(
叩-
m
)
O
読
売
綴
方
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
(

は
・
l

)

一

一一
村雪
の
た
め
臨
時
休
校

(2
・

印
、
日

)
一

一音
楽
室

・技
術
科
教
煉
改
修

(
8

-
m
)
O音
楽
室
模
様
替
え

・

焼
却
場
改
築
(9
・

1
)

一

げ
一校
歌
審
全
委
員
会
発
足

(9
・
凶
)
O
川
内
町
の
未
来
像
を
語
る
会
(日
・

ロ
)

一五
二
六

a

一

日
沖
山
悦
子
教
諭
ご
逝
去

(
2
・
6

)
O

校
歌
制
定

(2
・

5

)

一

一川
中
新
開
発
行

(5
-
m
)
O
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

内
谷
充
実

(
8
・
お
)
O
通
勤
場
夜

一

一
間
関
…
州
工
事
光
成

(9
・
幻
)
O
本
年
度
よ
リ

三

か
年
間附
属
中
学
校
の
協
力
校
と
な

一

一る
。

愛
媛
大
学
教
育
学
部

(中
学
部
)
教
育
実
習
生
来
一
枚
(叩
・
7

)
O
学
校
長
欧
米

一

崎
一教
育

…悦
祭
(0
9
1
1

・
げ
)
O
体
育
館
屋
川
似塗
装
工
事
完
了
(
は

9

)

一四
八
三

一文
門
(
正
則・
町
)
州
連
日
以
完

成

(ロ
・
ロ
)
O
第
二
税
聴
覚
教
室
新
設
工
事
完
成

一

一
(1
・
9
)
O
全
学
年
新
机・
腰
掛
け
搬
入
完
了

(1
・
目
)
O

川
内
町
地
区
の
棋
型

一

一光
成

(
2
・
n
)
O
西
中
陸
ブ
ロ
y

ク
工
事
に
よ
る
脱
線
替
え

(3

・
5

)

一
一

一特
殊
学
級
設
置

(4
・
8
)
O
西
校
舎
へ
の
渡
廊
下
新
設

(
6

・
5

)
O
「

先
輩
と
語
る

一凹
山
六

一

山
口

一会
」(7

-
m
)
O
体
育
館
天
井
修
空
花
了

(8
-
m
)
O
体
育
館
周
囲
外
庭
舗
装

(3

・
6

)
一

一

六
二
O

↓
ハ
一
ム
ハ

五
九
八

八八大関関藤奥

木木
川

上� 回

ーφ6四

)_)(一
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大
会
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れ
る
(
【f
'
F

コ
「
税
と
，j
の
刈
ぷ
」
日
烏
ア
ナ
ウ

ノ
サ
白
。

グ
一
一H

士
に
よ
る

{
8
・

4

-

。
「
先
輩
と
治
る
A
1L
一
8

・
山
」
O
H
U
口
氏
-
発
J
U

(
ロ
・
l

)
O

内
吃
鋭
誌
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山什
一
は

・
6
一
七
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一
仙
台
間
合
式
挙
行
(
つ
は・川
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久

i
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'
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寸
ず
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s
t

ノ
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川
内
中
学
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第
二
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大
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改
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敗
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の
叫
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け
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仙
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政
山
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λ
円
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保
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・

げ
叩
川
凡
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M
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ひ
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叩
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あ
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す
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節
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あ
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伎
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一
九
州
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m
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三

川

に
米
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山
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山
本
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す
い
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的
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打
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制
が
制
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的
に
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札
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4 

新
学
制
の
実
地

学
校
教
育
法
に
よ
る
新
学
判
止
、
、

そ
・
:

九

[

づ

学
絞
と
中

学
校
は

一
九
四
七

年
(昭
和
二
十
二
)
度
か
ら

、

高
等
学
校
は
四
八
年
(昭
和
二
十
二
)

度
か
ら
、

大
学
は
一
部
四
八
年
度
、
全
般
的
に
は
四
九
年
度
か

ら
実

地
さ

れ
た

。

新
制
の
中
学
校
は
まっ
た
く
新
設
で
あ
リ
、
多
く
の
困
難
な
問
題

に
直
面
し
な
け
れ
は
な
ら
な
か

っ
た

。

新
学
制
の
実
地
に
あ
た
っ

て
は
、
義
務
教
育
優
先の
立
場
か
ら
旧

中
等
晶子
校
の
校
合
や
施
設
を
利
用
し
、
あ
る
い
は

小
学
佼
と
同
居
す

る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
c

校
舎

・
教
室
に
つ
い
て
は
戦
後
復
旧

ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
段
階
で
新

学
制
を
実
施
し
た
た
め
、
小
中
学

校
と
も
教
主
不
足
は
は
な
は
だ
し
く
、
二
部
授
業
や
「
す
し
づ
め
学

級
」
あ
る
い
は

「
青空
教
室
」
な
ど
の
状
況
と
な
っ
て
い
た。
そ
の

た
め
「

六
・

三
制
の
危
機
」
が
叫
ば
れ
て
、
文
部
省
も
予
算
獲
得
に

'
f‘
レ
て
て
川

一

-r
'
I
L

ナ
J

，
力

校
舎
の
建
築
が
予
定
ど
お
り
進
ま
ず
村
長
が
自
殺
す

る
な
ど
い
わ
ゆ
る

「
六
・

三
制
の
血
涙
史
」
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ

る
昭
和
二
十
四
年
、
校
合
新
築

(本
館
及
び
八
教

室
)
落
成

図
書

館
設
立

、

当
時
と
し
て
は
独
立
図
書
館
を
有
し
て
い
た
の
は
温
泉
郡

で
も
川
上
中
学
校
だ
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

。

P
T
A

創
立

、

T
A

の
勤
労
奉
仕
、
施
設
設
備
へ
の
援
助
等
学
校
教
育
へ
の
側
面
的

協
力
は
多
大
の
も
の
が
あ

っ

た
。

昭
和
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
、

川
上
中
学
校
廃
校
と
な
リ
、

内
中
学
校
と
校
名
変
更
さ
れ
た
が
、

川

上
教
場
と
し
て
授
業
は
継
続

さ
れ
た

川
上
中
学
校
の
思
い
出

一冗
川
上
巾
a

学
校
長

J度

音1\

歩

私
が
川
上
中
の
校
長
に
あ
っ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
か
ら
昭
和

十
三
年
ま
で
の
九
年
間
で
し
た

。

生
徒
数
回
百
名
前
後
の
中
規
模
校

で
現
在
の
様
に
入
試
地
獄

・

教
育
マ
マ

・

非
行
等
の
言
葉
も
耳
に
す

る
こ
と
な
く
、
師
弟
同
行

・

相
互
理
解
に
立
っ
た
豊
か
な
人
間
教
育

が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す

。

二
十
年
か
ら
昔
の
こ
と
な

の

で
記
憶
も
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が

当
時
の
川
上
中
の
姿
を
辿
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

に)

川
内
町
の
新
制
中
学
校
の
歩
み

川
上
中
学
校

昭
和
二

十
二
年
学
制
改
革
に
よ
っ
て
川
上
小
学
校
高
等
科
と
昭
和

女
学
校
を
廃
校
と
し

十
八
年
に
設
立
さ
れ
た
川
上
・
三
内
両
村
組
合
立
青
年
学
校・家
政

川
上
中
学
校
へ
編
入
し
生
徒
数
回

二
一
名
で

小
学
校
と
同
居
の
形
で
発
足
し
た
。

〔
作り
育
て
る
教
育
〕

旗

景

)11 校

296 -

(J) 

全

校

校

"'" →，ー

学

中

中

上

上)11 

中
学
校
に
は
、
戦
時
中
川
上
国
民
学
校
が
食
糧
増
産
の
た
め
南
方

回
一
ア
ー
ル
程
の

耕
作
地
が
あ
っ

た
。

の
向
川

の
土
手
を
開
墾
し
た
畑
約
三
ア
ー
ル
と
、

P 

向
川
の
畑
に
は
麦
と
藷
を
植
え
て
い
た
。

初
夏
の
太
陽
に
包
ま
れ

雲
雀
が
天
古
同
く
噌
る
美
し
い
自
然
の
中
で
さ
く
さ
く
と
麦
を
刈
リ

、

師
弟
同
行
で
勤
労
し
、

そ
の
あ
と
へ
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
き
つ
ま
藷
を
柏
、
え
て
い
く

。

そ
の
人
間
的
接
触
に
よ
っ
て
豊
か
な
う
る
お

い
の
あ
る
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す

。

リ
ヤ
カ
ー
等
を
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秋
は
楽
し
み
の
さ
つ
ま
い
も
の
収
穂
、
大
八
車
・

曳
き
収
権
へ
の
期
待
と
喜
び
の
笑
顔
で
ク
ラ
ス
に
よ
る
と
合
唱
し
た

リ
し
な
が
ら
作
業
に
む
か
つ
た
も
の
で
す

。

収
躍
さ
れ
た
い
も
の

一

部
は
家
事
室
で
女
生
徒
達
が
ふ
か
し
、
各
学
級
で
会
食
。
薄
暗
く
な

で
す

。

る
ま
で
教
師
を
囲
ん
で
雑
談
、
教

師
の
よ
ろ
こ
び
を
満
喫
し
た
も
の

ま
た
、
学
校
で
は
豚

・

山
羊

・

鵠
・

兎
を
飼
育
し
て
い
ま
し
た

。

に
私
の
狙
い
と
し
た
の
は

こ
れ
は
職
業
科
教
育
の
一
環
で
も
あ

っ

た
の
で
す
が

こ
の
当
時
の
人
々
は
生
活
に
お
わ
れ
そ
れ
と
同
時

人
間
ら
し
い
う
る
お
い
や

、

生
命
へ
の
い
た
わ
り
と
い
う
も
の
を
失



っ
て
き

て
い
た
の
で
、
動
物
を
例
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
量
的
と
マ

へ
叩
の
ル門叶
判ごと

小
き

る
よ
ろ
こ
び
そ
体
川
げ
さ
せ
た
い
と
刷
っ
た
の
で
十

一

一
ト
仁
」
、-
2

ふ
1
4J

'
'
'
h
μ才
/
ふ
』
，
‘

阿
弥や
山
下
の
お
・
川
の
時
に
は
版
業
刊
の
先
パー
と
倣

-
伐
で
・
叶
波
宮
役
を
務
内五
列
す
る
と
点
び
の
た
め
収
を
う
る
ま
せ

ペ
ー
の
仲
川
切
さ
と
倣
け
ん
さ
を
悠
じ
た
よ
‘
っ
て
す

r

こ

の
門τ
?刀

出
札
内
川l
て
カ
ル
ピ
ス

・ヤ
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
る
と
を
門

リ
生
徒
会
の
丁
で
似
先
し
た
り
し
ま
し
た

ケ
グ
本
泣か
ら
も
な
か
な

カ
の
川
川
川
て
午
比
九
十
一
ち
ら
下
八
仰
で
し
た

〔
助
け
合
い
な
が
ら
の
学
習
〕

学
校
の
シ
ン
ボ
ル

と

し
て
三
つ
の
村
を

rJ
え
た

、

l
L
1
4ふ

J

4
J
h

巴i
t--

十立
,iJII 

H
M
4
4
・

位
協
肌
てし
た

は
川
川
は
八
十
机
い
ハ
て
川
議
!
日
「
山
川
川
・
削
店

・
'
H

L

し
と
決
主
、
噂
一
の
校
川
の
も
と
'
け
、
仁川
に
み
ん
る
で
助
け
人
口
い
主
い
か

》

1

1

・

7

i
h
L
1

4
5
J
ィ

l

日
く

7
、

J
・
1

μ

を
と
切
し
勿

l

ん
し
ま
し
た

当
時
の
バ
l

小
山
'
ょ
ん
字
削
}
パ

f

刊
を
敬
川
川
も
す
る
と
い

1
v
引
法
的
ん
1
y

ム
に
ふH
Jつ

-
J

L

I

7

，

y

寸
J
J

'

川
崎
主ド
土

1

1

:

 
く
い
さ
が
う
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま

J 

政
課
後
J
U

一
二
q化
4
3
k
だ
九
川
上

心
で
江
い
い
一
問
題
を
山
し
へ
け
い

ハ
i

的
に
州
以
リ
γ
刊
と
て
も
い
『
1
ょ

、
っ
主
他
的
を
し
ご
い
た
ト
ト
1
て

J 

お
か
咋
J
ご

~
4
1
4
f

千
も
よ
く
勺
川
小
山

中

か
仙
川
引けを
し
て
い
た
の

て
点
以
で
1
ト

ノ

フ

そ
灼
次
いか
川
ト

小
で
あ

う
た
と
思
い
ま
す

c

+
Z
ト

-

百
年
九
ザ
級
(夜
間

ま
し
た

か
山γ
リγ
校
で
開
設
さ
れ
て
い

か
そ
の
講
師
と
し
て
中
川

f

u伐
の
教
師
か
参
加
し

II.~ 

問

l;1 

題
・

抽
出

-
M
U
会
等
の
講

一切
一
を
交
け
も
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
中
学
校
が
伎
と
こ
っ
て
村
会
教
打
を
推
進
し
て
い
た

の
J
U
-
-
の
当
時
の

特
徴
だ
と
思

い
ま
す

今

川
上
中
学
校
の
門
柱

お
や
/
こ
ん
な
所
に

十

二
連
隊
の
門
柱
が
」

「
いい
弘H
V
や

(
+
巳
佐
…で
は
f
d

い
い
か、

ー

松

少
の
跡
L

任
ハ
い
とiJ
の

山
歩
行
(
第
二
十
士

山
一
隊」
の
兵
ど
も
の

EV
の
跡
を
」
い
し
た
門
い
れ
い
か
川

上
中
学
校
(
現
紅
川
上
小
学
校
)
の
正
門
レ
二
し
て

佐
川
さ
れ
て
い
る

c

フ
て
の
い
当
、
昔
、
つ
Jザ
」

昭
和
四
イ
七
年
1

月
七
日
の

愛
媛
新
聞
よ
り

ル
ー…卒
し
て
み
よ
う
コ

JII 

f 口

~\: 
~l: 
'"じ、

σ万

-
川
J

十
+
L

戸
l
o
広
川
'

木
林
夫
氏

年
間
月
一
日
の
町
一
に

トA可
曲
円

:
H' 

学
校
の
威
守
備
わ
る

じ
と
明
記
さ
れ
て
い
る

の

;ﾇｭ

j必

fJ 

'
コ

リ

r
t
・

-
A
d

百
円
亡
し
h
i
h
r
」
/
一

l
-

J
i
ト
ド

旧

r
q
L
f
x
H
f

ド

'
H
H
Uぺ
J

JA

そ
の
間
の
事
怖
を
次
の
よ
う

昔
、
ノ
ハ
臼+A
F

i

'
t‘ 

に
掛
川
ウ
て
いる
c

「
述
印
m
p
K
4いが
一
自
十
年
じ
月
の
松

山
刈
1

製
て
焼
け

妓
っ
た
門
付

や
七
ムけ
れ

の
入
札
が
戦
後
あ

っ
た
ι

こ
れ
を
松
山
市
の

J
ハ
灼
令
で
わ

〔
専
用
図
書
館
の
設
立
〕

他
校
の
位
以
か
ら
う
ら
やま
し
い
か
ら
れ
た
も
の
で
す

「
教
心
け
は
仁J
え
ら

れ
る
も
の
で
な
く

あ
る
」
と
い
う

々
、
え
か
ら
、
ごうし
て

も
凶
内
館
を
と
刷

っ

て
い
た

の

日
ら
川f
び
打
て
る
も

の
で

で
す
か

村
ち
い
切
の
-
一
仰い
併と
ニ
ハ
又
U
Lの
ご
主
眼
に
よ
っ
て
二
一
卜
川
町

『
は
っ
き
り
は
し
ま
せ
ん

J
の
悶
汗
飢
と
十
川
の
ぺ
川

市
を
品
川
し

て
い
た

わん
き
ま
し

た

お
そ
ら
く

山
J

川
閣
九
館
を
も

?
た
F
L午
止ま
川
間

ー

j

i
'
1
l
I

山
汎'引
の
川
内
小

に

山
水
川
に
な
かっ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

川
l

小

の
凶
品
川
館
だ
と
思い
ま
す

c

は
間
同

一
と

い
わ
れ
る
凶

作
山
館
があ
る

そ
う
で
す
が

298 -

こ

の
り川
'
砂川
J

〔
中学
校
が
核
と
な
っ
て
社
会
教
育
推
進
〕

限
切
て
非
街
中
的
4
h

一
州
を
も
ん

と
か
改
円
し

川
る
く

円
か
な

ん
糸
底
つ
く
リ
を
と
ム
ハ
一山は
いド山
口
に
付
い
か
の
り
出
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
辺
動

中4

時
、
険
制
州
耐
久
氏
主
に
ウ
ォ
ン
さ
ん

に
刈
し
て
山
f

校
も
家
政
」
利
と
P
T
A

が
協
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

の

(
ア
メ
リ
カ
人

)

が
け
へ
川
山

さ
れ
て
お
ら
れ
た
が

こ
の
ウ
オ
ン
さ
ん
の
折
山
Z
L

ル
一
助を
俄
山
一
し

刊
に
月
I

校
、
と
し
て
は
、
京
一
匹刊
の
教
打
球
川
引
に

こ
の
川

一動

ま

た

を
と

り
入
れ

ま

ず
牛

小
佐山
一
に
へ
什
則
的
て
術
中
的弘
行
一
州
を

立
以
つ

け
る

、
一
と
に
努
め
ま
し
た

と

・
レu
k〈

よ
く
遊
び
に
行

っ

て
い
た

。

付
尚
キ
」
党
ん
で
い
る
松
崎
さ
ん
が
購
入
し
た

。
そ
の
時
松
崎
さ
ん
か
ら

当

時
私
は
松
川
さ
ん

の
上
建
業

(故
人

ゾ
州
一
隊
の
門
件
が
あ
る
ん
だ
が
と々

い
わ
れ
た

c

に
話
し
た
Bと
こ
ろ

持
っ

て
い
川つ

本
林
中
一六
さ
ん

の
ぷ
を
川
内
町

て
小
校
へ
寄

付
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
も

っ

た
。

っ
た
一
見
変
て

つ
も

な
い
ミ

カ
ゲ
訂

中
間
に
は
欽
!
と

ひ
ら
の
と
め
金

そ
れ
に
し
て
も

レ
みさ
ん

赤さひ・ fことめ金に遼隊の木札の面影を残す川上中学校門柱

;
1

1

f

、
て

:
コ
リ
〉

A
M
山F
1
4

h
d
カ
，

J
人
、
レ

i

A
，

H
U

れ
て
し
ま

っ
て
い
た
て
し

今
ま
で
関
心

ト

6
・
「
ノ。

は
7 .,J. 
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か
っ
た
が

ー
ロは
斤
て
」
.
EO
つ

;1

j

(

;

 

て
往
て
て
よ
か
っ
た
と
思

7
c

舵
史
的
な
も
の
だ

か

ら
氷
久
に
川
内
存
し
た
い
も

の
で
す
己

こ
の
門
性
は
ん
口
刊さ約

メ
ー
ト
ル

制
約
山
ト
セ

ン
ヰ
'

付
則
が
タ
円
に
な

し
か
し
よ
く
見
る
と
門
村
の

正
1m 
に
は
連
隊
の
木
札
を
掛
け
た



赤
さ
び
た
鉄
製
の
と
め
金
が
往
時
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

二
十
二
連
隊
は
、
明
治
十
七
年
編
成
さ
れ
、
以
来
終
戦
ま
で
い
く

た
び
の
戦
場
に
郷
土
部
隊
と
し
て
参
加
し
た。

万
感
を
胸
に
正
門
を

通
っ
て
戦
地
に
赴
い
た
兵
士
た
ち。

戦
後
二
十
数
年
、
そ
の
孫
子
た

ち
の
明
る
い
笑
顔
を

門
柱
は
見
つ
め
て
い
る
。

2 

三
内
中
学
校

昭
和
二
十
二
年
四
月
、
旧
三
内
村
三
小
学
校

(東
谷

・

西
谷

・

土

谷
)
の
高
等
科
お
よ
び
青
年
学
校
が
廃
止
さ
れ

、

そ
れ
ぞ
れ
新
制
中

学
校
の
該
当
学
年
に
編
入
し
創
立
さ
れ
た

。

中
学
校
の
校
舎
は
東
谷
小
学
校
の
一
部
を
本
校
と
し
、

西
谷
小
学

校
に
分
校
を
設
置
し
て
発
足
し
た
が
、
二
十
四
年
三
月
十
七
日
、

費
三
三
五
万
円
に
て
起
工
さ
れ
、
周
年
十
二
月
十
八
日

一
ヶ
谷
安

国
寺
の
丘
に
堂
々
た
る
新
校
舎
が
落
成
し
た

。

そ

の
木
材
は
村
内
各
部
落
の
管
理
す
る
村
有
林
よ
り
供
出
さ
れ
た

。

そ
の
当
時
と
し
て
は

こ
の
よ
う
な
立
派
な
独
立
校
舎
を
も
っ
町
村
は

稀
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
十

一
月
二
十
日
、
学
校
施
設
優
良
に

っ
き
文
部
省
よ
り
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
、
更
に
、
二
十
六
年
八
月
二

十
五
日
知
事
よ
り

表
彰
さ
れ
た
。

し
て
附
利
一
一|

三
年

間
川
に
発
足
し
た
が

村
民
の
独
'
H
-校
を
の
則

い
か
ら
、
昭
和

一卜
川
年
三
月
ー
し
げ

三
三

K
力

川
て
起
1

1

年
|
二

パ
|
八
日
，
ケ
公

H
e
k川
手
の

d什
い
一l
y

々
た
る
一
川
校ι引
けいか
H治
成

こ

の
よ
う

4
J
-
派
主
位
J
-校
ふ
い
い
を
も
っ町
村
ば
山
ド

て
む
伺
て
あ

た
そ

、

つ
だ
カ

村
氏

の
「rH
年
の
小
川
を
教
山
け

に
」
と
の
析
刷m
b

a
V
J
ヲ

ι
1

，
、
1

・
ト
トl

H
仏
タ

ι
r
l
b
H
H
l
'

ト
郎
氏
の
い'm
hば
い
八式
日
よ
り
出
介
し
て
み
よ
う

J¥: 

(..'r_ 

I'I! 

川
子
制
の
山
市に
よ

リ
ま
し
て

小

学
校
を
新
設
す
る
必
市
立
に
山
一
ら
れ

A
/
~
か
住
芯
を
党
本
い
た
し
ま
し
た
の
は

昭
和

一
-ト

二
午
八
日
で

あ

り
ま

し

た
が
永
〈
判
示
に
お
よ
び
ま
す

し
人
引

主
で
あ
る
だ
け
に
何
人

し
お
い
そ
れ
と
は
決
し
か
ね
る
の
は
内
弘
…
て
あ
リ
ま
す

。

従
っ
て
村

治
会
に
於
て
J
U

似
糸
川
以
内
山
一
は
と
加
わ
り
人k
H

一
係
に
心
を
昨
か
れ

た
の
て
あ
リ
ま
し
た

附
村
と
の
ιん
じ
札
と
-一一
口、
7
A
J
U但
リ
'
川
J
U

叶
成
強
く
さ
け
は
れ
ま

し

た

時
間
々
川

|

付
に
も
川
川
悼
の
ぷ
が
問
題
に
な
っ

て
同
リ
ま
し
れ
人

の
で

山
村
山
川
淡の
上

'市
引
い
川
V

引
日
仏
に
議
会
人
の
人
士い
れ
が
ん
什
同
協
議
会

を
聞
い
て
共
に
研
究
し
慌
ん
に
礼
治
を
行
っ
た
り
い
介
し
ま
し
た
が

結
治
に
注
せ
ず
散
会
戸
中
山
町

工

続
い
て
同
年
十
月
十
一
日

よ
り
増
築
工
事
に
着
手
し

翌
二
十
七
年
三
月
十
二
日
図

書
館

・

洋
裁
室
・
体
育
器
具

室
・
農
舎

・
物
置
が
完
成
し

』，

-
。

ナ
ム

昭
和
三
十
三
年
四
月
よ
り

(安国寺の丘

川町
内内
中四
学中
校学
と校
改を
称統
し合
たし
がて

300 一

三内中学校建築予定地

称校松
しに j頼
て統川
授合中
業し学
を、校

行三を
つ内三
た教内
。 場中

と学

三
内
中
学
校

落
成
の
慶
び

ニ
内
中
学
校
は
東
谷
小
学

校
の
一
部
を
本
校
と
し
て

西
谷
小
学
校
に
分
校
を
設
置

、

f
'

l

，
、

中
仏
似
日
(に一
-K
-
初
で
あ
り
ま
し
て
り

M
u
m

似
に
い
治
ち
什

初
地
に
付
い
て
は
な
か
主
か
山
倒

H 

い
た
の
で
あ
り
ま
し
た

2

「
小
山
附

ら
御
川
川
刊
で
も
あ
り
札

つ
机
作
山
仙
の
多

く
な
い
本

村
の
定
的
か
ら

は
ぷ
し
山
内
少
で
は
五
い
の
て
あ
り

ま
す

試
し
ま
し
て
一行
い
切に
ハ
ハ
りき
ま
せ
ず

地
正
宏
一
八
仁
川
け
ま
し
た
%
川

い
か
十
に
耕
n
v
引
の
ト
八
川
八M
が

(
小
山
引

よ
く

m
解
し
て
く
れ
ま
し
た

関
係
て
力

下
解
決
放
し
た
の
で
あ
り
ま

ト
小
のf
k
l
L新
し
い
新
校
恥

山口
仁
被
し
ま
し
て

思
い
を
析
に
い
た
す

、
一

と
は

へ
ー
か
ら
約
問
|
年
の
汁

我
々
の
先
議
品
氏

が
幾
多
の
側
関
キ

と
全
山

301 

に
お
よ

小ト
人
制
閉
が
主
で
あ
り
ま
す

。

記
似
し
て

政
行
せ
ら
れ
ま
し
た

部
決
布
財
陀
の
無
条
刊
杭

111各

こ
の
先
輩
の
尚
也

4
5
'
d
る
む
に
祁

い
る
在
は

九
千
い
は
の
山
引
け
仙
と

f

必
の
成
人

を
希
う
よ

リ
外

f
d
い
と
存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ヤ
地
は
美
松
山
の
小
川
地
に
隣
娘
い
た
し

冬
は
小
作
峠
れ
槌の
い
た
だ
く

山
f
Jに
心
を
み
が
く

彼
等
を
思

い
ま
す

ト
作は
.
h九
の

ト
ア
美
ご

必
ず
や
川
佳
日
本
の
市
責
を
荷
、
つ
行
人
は
、
}
の
三
内
小
学
よ

間持

リ

山
ず
と
悦
川
い
た
す
の
で
あ

り

ま
す
む

ニ
内
中
小
校
A
引け
い治
成
を
悦
い
て

村
人
の

心
を
咲
け
る

11次



昭
和
-
一十
四
年
十
二
月

十す

長

井

回

十
郎

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
二
十日

、

学
校
地
設
優
良
に
つ
き
文
部
省

よ
り
表
w
wの
栄
誉
を
う
け
、
更
に
二
十
六
年
八
月

二
十
五
日
に
知
事

よ
り
表
杉
さ
れ
た

。

H

村
人
の
心

ーを
咲
け
る
桜
哉
'

の
桜
は
こ
こ
に
満
開
し
た
の

で
あ
る
。

.-,;,­

b14134J s 
「百年の言十を教育に」の願い こ めて新築中の三内中学校

私
は
そ
の
初
代
校
長
と
し
て
重
責
を
負
う
て
そ
の
起
点
に
立
た
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

世
は
す
で
に
厳
重
な
占
領
政
策
の
治
下

有
能
の

村
は
仮
諮
な
く
追
枚
さ
れ

大
和
民
族
の
伝
統
は
善
も
悪
も

問
わ
ず

政
、
学
界
共
に
曲
学
阿
世
の
徒
が
政
直
し
、

破
壊
ま
た
破
壊
で
あ
る

。
教
育
界
も
次
第
に
自
主
性
を
喪
失
し

マ
元
帥

の
司
令
の
ま
ま
に
忍
従
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
朝

松根東洋城先生の雄津な筆に な る「球心機動」

タ
の
営
み
に
し
み
じ
み
と
敗
戦
の
住
し
さ
を
味

わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

私
は
生
徒
を
し
て

世
紀
の
劫
火
不
死
の
鳥

永
遠
の
命
を
羽
ば
た

主
、
て

起
つ
清
新
の
朝
ぼ
ら
け
捌
け
ん
理
想
の

慣
は
る
か
。

と
歌
わ
し
め
つ
つ

万
世
の
下
太

平
を
開
く
べ
く
隠
忍
自
重
を
覚
悟
し
て

そ
の

任
じ

善
処
し
た

。

た
ま
た
ま

明松
治根
大東
正洋
両城
帝が
lこ 11 1'
ìlÍ句
侍行
し 脚
たし
方 ‘ て

来
村
さ
れ
た

。

で
あ
る
の
で

我
が
新
制
三
内
中

学
校
の
教
育

方
針
を
指
向
す
る
絞
言
を
一
筆
と
願
っ
た
。
師

は
最
早
忠
君
愛
国
で
も
あ
る
ま

い
と
て
、
「

球
心
機
動
」

と
雄
律
な
筆

を
揮
っ

て
下
さ
っ
た

。

こ
の
語
の
意
味
は

H

内
に
向
か
っ
て
う
ん
と

一
内
中
学
校
の
思
い
出

三
内
中
学
校

n

ド
‘
町
、hu
A占〈

ゑ
「

{
t
i

1左

'Ilt 

{白

J易

新
制
三
内
中
学
校
は
、
緑
弥
濃
き
丘
の
上
、
瀬

戸
の
浦
風
怯
ひ
び

く
名
刺
安
国
寺
の
丘
ム
円
に
敗
戦
の
落
し
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
抑

々
安
田
寺
は
、
天
皇
の
世
紀

、

明
治
教
育
の
草
創
時
代
、
高
等
小
学

校
の
仮
校
舎
と
し
て
永
く
適
用
さ
れ
た
堂
字
で
た
し
か
愛
大
教
段

北
川
淳
一
郎
氏

、

当
時
の
村
長
田
井

一
十
郎
氏
等
も
、
そ
の
頃
の

生

徒
で
あ
っ

た
の
で
あ
る

。

日
露
の
役
の
凱
旋
祝
賀
式
や
、
東
西尋
常

- 30 2 一

校
の
合
同
運
動
会
が
行
わ
れ
た
の
も
こ
の
丘
で
あ
っ
た
こ
と
も
幼
時

の
思
い
出
と
し
て
は
っ
き
り

印
象
さ
れ
て
い
る

。

そ
う
い
う
歴
史
的

な
文
化
の
丘
に

我
が
新
制
中

学
校
が
建
て
ら
れ
る
と
い
う
の
は
深

い
因
縁
だ
と
う
れ
し
く
思
っ
た
。

一
日

も
早
く
自
分
達
の
学
び
舎
の

竣
工
を
希
っ
て

、

な
お
東
西
小
学
校
に
分
れ
て
学
ん
で
い
た
職
員
、

生
徒
を
連
日
出

労
し
て
瓦
運
び
な
ど
手
伝
い

そ
の
頃
の
労
力
沸
底

を
補
い
回
惚
け
た
り
し
た
。
や
が
て
四
棟
か
ら
成
る
新
校
舎
が
完
成
し

た
。

そ

の
複
雑
に
起
伏
す
る
屋
根
蓑

何
時
か
し
い
日
霊
の
城
郭
の
如

き
新
殿
は
楓
爽
と
朝
日
夕
日

に
映
え
て

職
員
、
生
徒
、
村
民
を
し

て
、
我
等
の
文
化
殿
堂
こ
こ
に
成
れ
り
と
誇
ら
し
く
仰
が
し
め
た

。

自

ら
鍛
え
な
く
て
は
事
に
当
た

っ
て
立
派
な
働
き
は
で

き
ぬ
ぞ

H
と

い
う
訓

、
え
で
あ
る

。

戦
後
の
国
民
は
文

化
国
家
建
設

民
主
主
義
の
普
及
徹
底
を
合
言

葉
と
し
て
い
た

。

私
は

球
心
機
動
の
絞
言
は
混
沌
と
し
た
戦
後
教

育
の
理
念
と
し
て

そ
の
核
心
を
衝
い
た
こ
と
ば
と
感
謝
し

職
員

生
徒
の
理
解
と
体
得
と
に
資
す
べ
く
表
装
せ
し
め
て

新
築
講
堂
の

正
面
に
頭
上
の
銘
と
し
て
高
々
掲
ぐ
る
こ
と
と
し
た

。

い
土
品

川
内
中
学
校
の
体
育
館
の
後
壁
に
懸
っ
て
い
る
一
扇額
こ
そ

そ
の
額
な
の
で
あ
る

。

303 -

3 

松
瀬
川
中
学
校

松瀬川中学校の門札

昭
和
二
十
二
年
四
月
一
目

、
全
村
一
円
を
校
区
と
す
る

川
上
中
学

校
が
開
設
さ
れ
た

。

昭
和
二
十

三
年
四
月
十
一
日

奥
松
瀬
川

校
区
は
地
理
的
位
置
の
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峨
日
本
は
ド
の
小
川
j

校
の
山
日
本
と
川
山
1
て
f
o

校
e
k光
午
J
U

事
務

J
U

小
川山
い
さ
ん
も

校
紛
で

す

小
川f
校
J
U

先
中
ば
六
u
h
で
女
の
先
中
が
三
b
h向
間
任
で

他
(;): 

ト
e
U

H
T

ト
し
れ
、
，
、
­

ノ
t
L
札
口

な
や
イ
1

4
l

i、

、

:
ζ
l
h

、

i
1

1

4
昔
、
f
品
川f
川V
f
d
カ

A
J
U

比
'
け
は
リ
きって
決
ー
し

い
山
発
て

し
と

松
瀬
川
位
の
思
い
山
の

一
番
は

何
と
巾

し
ま
し
で

も
川
け

り
人

小
川
に
小
川γ
校
の
い
校
一
胞
に
そ
れ
は
そ
れ
は
大
き
な

践
の
本
い
かあ
リ

そ
の
さ

く
ら
い
か
訓
附
で

何
年
存
問
円
キ

巴
き
れ
い
な
、
ァ
と

で
し
た

c

来
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が

何
年
か
後

に
給
食
山官
庁
怨
て
ら
れ
る

た
め
に
凶
ら
れ
た
の
が
銭
念
て
し
た

し

こ

う
し
て
い
休
止

主
也
氏
頃
出
f

取
'
]
、
戸日
立
修
二

匂

j
s
J

'
1
1
1
;

i

l

e
i

-

以
心
和
い
川
や
小
川に

f

ど
も
た
ち
を

ル
一れ
て
行
き
ま
し
た

む

秋
は
辺
動
会

ん
ぞに
は
や

川
一五

会
、
先
パ
ー

の
制
も

あ
り

ト
と
川
正
f

そ
れ

ぞ
れ
に
楽

お
別
れ
迫
足

し
い
行
事
い
か
あ
り
ま
し
た

。

丘
、

大

品
川
で
ほ
業中
に
川
筋
に
大
木
の
山
る
心
配
が
あ
る
と
知
ら

さ
れ
る

と

先
パ
1
1止
が
作
部
い
品
川へ
f

仙
いを
送
リ
付
け
ま
し
た

父
、の

ト
〈
41
の
叫
し
川
l
d
よ
う
に
送

リ
付
け
た
リ

大
f

ー
の
た
め
臨
時
休
校

し
た

こ
と
も
あ
リ
ま
す

。

立
は
い
日向
い
所
だ
け
に

J
A沿
も
ご
ご
工
附
は
と
此
〈
主
内
は
涼
し
い
臥

J
I
-

-

I

B
I--

山
川
町れ
こ

l

昨
年
同
月

三

卜
日
本
一
ゆ
n
.
0ん
じ

K

3

-
J
J
J

ん
ー
'
J
E

刀
円
1
J
-
L
A

e
-
-
­

H

向
い
こ

l
l

可
川
F
l
'

八
円

三
内
村
よ
リ
上
ハ
ヘH

相
の
h
K
H

の
ル
仁川
此
安
託
さ
れ
る。
N
H
n
U
H
 

-

-

卜

三
年
間
片
町
内
問
中
小
校
を
統
介し
て

川
内
中
川
f
校
と
改
札
し

|人j

巾
J 
校
ノ\

~:Ïè 
/入

~ 

� 

三
内
教
場
と
私
し
て
ほ
業
を
行

-7
c

松
瀬
川
中
学
の
思
い
出

廃校となった松，頼川中・小学校跡

日
出
除
小
川
川
中

乍
絞
殺
川

制
門

型f

ι
A下
L
b
1
 

f 

も
う

二

十
七

八
年
J
U
u

削
の
こ
と
で
す
の
で

記
応
J
U

お
ほ
ろ
1
r

中
し

ま
す
か
、
後
や
光
と
思
い
出
す
ま
ま
に
し
る
し
て
み
る

こ
と
と

放
し
ま
す

。
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M
m相
-
一卜
問
年
間
川

一
日

怯
神!l
I11 

校
カ《

IJr.J 
校
そ1

h 
ま
し
た

時
の
校
μ
森
山
一
山
弘
光
斗

教
訓
大
川
忠
義
光
，
q

大
内
光

じ
先

一
件
小
久
人
先
中

ド}，
~I ﾍ' 
林
r-

ト
巾H'務
峨
μ
ーと
し
て
二

州
政
政
光

ル
仁の
』
ハ
む
れ
で
し
た勺

生
徒
数
は

一
年
が
二
!

三
夕
刊
で
し
た
か

二
年
か
|
八
名

二
一年
が
ニ

ト
か
れく
ら
い

だ
っ

と
と
思
い
ま
す

い
代
人
情
け
は
一
同
小
学
校
の
辺
動
場
の
卜

に
小
川
了の
辿
肋
坊
が
あ
リ

ヲ
て
の
一
円
l

に
也
う
て
お
リ
ま
し
介

教
Uムt
uか

，

ト
ドι，
、

a

ι
ν
h
・
、

-
­

U14

,
I
4
,,Z
Jj 

一
、

z
uu
n
u
v仁
『

』

l

、

、
，

l
L
j

、
ト

V
へ
a
:

寸

j
p
F
J

寸
カ

一

そ

j

に
イ
ぎ
な
取
れ
的
つ
一
ー
が

一
本
あ
リ

ま
し
た

。

か
吹
い
て

ド
よ
リ
は

は
る
か
に
過
し

良
い
所
で
し
た

。

ず
っ
と
以
前
か
ら
え
、

f

と
も
に
は
休
暇
汁
給
食
を
お
り
さ
ん
た

ち
が
作
っ
て
く
れ
て

い
ま
し

た
。

そ
の
う
ち

心
々
で
や
校
給
食

の
山

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

給
食
婦
も
二
人

や
と

給
食
主
い
か
建
ち

い
旬
日
給
食
が
あ
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た

。

中

学
に
も
井
ケ
乞
…
州

っ
て
い
た
だ
き

特
別
教
主
に
配
符
し
て

家
事
に
も
思
刊
に
も
水

が
川
氏
利
に
使
え
る
よ
う
に
主
り
ま
し
た

。

二

十
六
年
正
月
に
は
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
購
入
さ
れ
ま
し
た

ο

ン
ン

も

三
ム
け
に
な
リ

そ
の
っ
ち
中
小
の
京
の
ト
H

に
大
き
主
座
や
けぷk

305 一

か
往
ち
、
行
山
市
山ムLに
、
百
年
学
級
の
陀
本
も
で
き
ま
し
た

。

そ
れ
で
ド

か
ら
お
茶
や
お
花
の
仙
波
ヌ
イ
光
中
が

女
生
徒
や
女
，
ト
古
年
に
指

川
?
に
い
米
ら
れ
る
こ
と
に
な
リ

仙
波
光
牛
が
や
め
ら
れ
て
後
は
柄
本

チ
ズ
f

光
オ
と

主
り
ま

し

た
c

お
茶
道
只
も

一
通
リ
そ
ろ

い
ま
し
た

G

パ
ー
佐
敬
は
一
時
ム
山
一
7

ラ
ス

一
ニi
L

一パ
ヤ
れ
の
組
も
あ
り
ま
し

た

が

地
々
と
少
く
f
d
リ
ま

し
た
の

て

仁
川氏日
の
パ
1

従
た

ち
が
松
瀬
川
に
米

る
よ
う
に
主

リ
ま

し
た

g

家
一
厄
訪
問
で
は
州
のυ八
日
に
も
ま
い
り
ま
し
た
し

部
議
懇
談
合
J
U

年
中
行
引

と
な
ウ
て
い
ま
し
た

G

ハ
えハ
ん
の
む
た
ら
に
は
ず
い
ぶ
ん

と

ト
ね川
V
1
1
川
に
な
リ

ま
し
た

c



生
徒
数
は
だ
ん
だ
ん
と
少
く
な
リ
、
修
学
旅
行
も
人
数
不
足
で
団

体
と
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

そ
れ
で
、
滑
川
中
学
と
合
同
で

旅
行
を
す
る
よ
う
に
なっ
た
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

生
徒
は
良
い
生
徒

ば
か
り
で
旅
に
出
て
も
病
気
や
ケ
ガ

一
つ
す
る
で
な
く
、

ほ
ん
と
う

に
、
楽
で
、
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

松
瀬
川
は
夏
涼
し
い
か
わ
り
に
冬
は
寒
〈
良
く

雪
が
降
リ
ま
し

た
。

橋
本
鬼
士
男
先
生
が
生
徒
に
竹
ス
キ
ー
を
作
ら
せ
て
、

雪
の
日

中
学
の
運
動
場
か
ら
坂
を
利
用
し
て
下
の
橋
の
所
ま
で
ス
キ
ー
を
楽

し

ん
だ
り
し
た
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
す

。

職
員
住
宅
は
、
校
長
住
宅
に
他
に
二
椋
あ
り
ま
し
た

。
下
か
ら
自

転
車
で
通
勤
し
て
い
ま
し
た
が
や
が
て
パ
ス
回
数
が
多
く
な
リ

ノ
シ
が
谷
に
バ
ス
停
が
で
き

遠
い
人
は
平
井
か
ら
通
勤
さ
れ
る
先

生
も
あ
り
で

後
に
は
み
な
パ
ス
通
勤
と
な
り
ま
し
た
。

冬
は
特
に

日
が
短
く
、
暗
く

な
っ
て
パ
ス
に
釆
っ
て
お
り
ま
す
と
、
山
か
ら
野

う

さ

ぎ

が
と
び
出
し
て
運
転
手
を
枇
鳴
か
せ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す

の

れ
も
こ
れ
も

み
ん
な
遠
い
昔
と
な
リ
ま
し
た。

川
内
町
と
な
り
学
校
が
合
併
さ
れ
て
そ
の
翌
年
生
ま
れ
た
私
の
孫

が
は
や
高
校
三
年
と
な
り
ま
し
た。

い
つ
の
間
に
か
年
を
と
っ
て
し

。
一
ま
い
ま
し
た
。

足
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
中

学
校
校
舎
地
改
築
し

中

学
校
教
育
め

充
笑
を
図
る

。

昭
和
三

十
年
七
月
二
十
日
町
村
合
併
に
よ
リ

中
川
村

立
佐
樹
中

学
校
滑
川
分
校
と

校
名
変
更
さ
れ
る
。

昭
和
三
十

一
年
九
月
一
日

川
内
町
と
の
合
併
に
よ
り
川
内
町
立

滑
川
中
学
校
と
校
名
変
更

。

昭
和
三
十
三
年
四
月
よ
り
川
内
中
学
校

に
統
令
さ
れ

滑
川
教
場
と
し

て
按
業
が
行
わ
れ
た

;骨川中当時の運動会(昭25 ， 10) 

4 

滑
川
中
学
校

昭
和
十
年
四
月
一
目
、
農
業
補
習
学
校
と
青
年
訓
練
所
を
統
一
し

て
桜
樹
青
年
学
校
滑
川
分
校
が
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
二
年
、
六
・
三
制
が
実
施
さ
れ
る
と
普
通
科
は
停
止
さ

れ
、
本
科
一
年
と
本
科
二
年
修
了
者
中
の
希
望
者
は
中
学
校
三
年
に

編
入
さ
れ
、
生
徒
数
三
十
三
名
で
桜
樹
中
学
校
滑

川
分
校
と
し
て
発

そ

第

一
立
早

統
合
中
学
の
創
設

滑川中学校全景(上の 2 階建は小学校舎)

現在の滑川中学校跡

306 ー

創

日
H
U

4
正
ノ

本
町
内
の
川

上
中
学
校
と
三
内
中
学
校
は
中
規
模
の
学
校
で
あ
っ

生

た
が

松
瀬
川
・

滑
川

の
両
中
学
校
は
と
も
に
三
学
級
の

小
規
模
の

学
校
で

町
経
費
の
効
果
的
使
途
の
上
か
ら
も

ま
た
指
導
態
勢
の

中
学
校
の
統
合
は
必
須
の
こ
と
で
あ
り

充
実
の
点
か
ら
も

合
併
の
重
要
課
題
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十

一
年
六
月

学
校
創
設
の
経
過
は
次
の
よ
う
に

推
進
さ
れ
た

。

町
村

統
合
中

中
学
校
統
合
研
究
準
備
委
員
会
を
つ
く
り

307 -

二
十
名
の
委
員
を
選
出
し
て
構
想
を
練
る

。

昭
和
三

十
二
年
三
月

準
備
委
員
会
は
統
合
委
員
会
に
発
展
し

六
十
九
人
の
委
員
で
進
捗
す
る
こ
と
と
な

リ
、
そ
の
内
専
門
委
員
十
一
名

土
地
交

い
すA
V
l」
、
」
。

1
t・
4
4
J
J

沙
委
員
二
十
八
名
を
選
ん
で
具
体
的
に
運

昭
和
三
十

二
年
三
月

以
後

地
所
有
者
及
び
耕
作
者
と
の
交
渉
を
重
ね

二
十
数
回
土

用
地
が
内
定
し
て

買
収
契
約
が
で
き
た

。

(大
字
南
方
四
七



六
番
地
を
中
心
に

建
築
設
計
完
了

、

悶

席
補
助
申

請
。

昭
和
三
十
二
年
十

一
月

二
十
一
日

第
一
則
工
事
を
ふ
人
間
連
設
川

ぃ
J
主
同
J司

、

J
人
号
、n
r
t
s
L

也
む
一
ハ
川
ち
て
白
「
L
o

t
i
f
U

一

昭
和
三
十
三
年

第
二
期
工
事
荷
主

。

昭
和
三
十
三
年
四
月

一
日

川
上
・

三
内

・

松
瀬
川

・
滑
川
の
問

中
学
校
を
一
時
し、
新
た
に
川
内
中
学
校
を

設
践
し
た
。

新
校
合
お
成
ま
で
の
間

中

学
校
教
場
で
ほ
業
。

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
十

4九
日

校
合
建
築
光
了
し
て
、
全
校
中

従
を
以
作
し
た
。

J
T
:
寸
入

i
3
1
9
H
J
h
;

パy
u
-
-
Aγ

グ

中
け
川
川
が

『j

昭
和
三
十

三
年
十
一
月
二

1
Jハ
H

HA
成
式
挙
行

J

1

j

-

J

a

l

l

-

川
和
三

十

主
年
l
i

二
月

一
日

山ド
十
九
町
枕
へ

け

に
よ
っ
て
正
式
ほ
業
開

始
。

川
時
に
完
全
給
食
を
実
地
し
た

。

(川
内
町
芯
に
よ
る

J

1

1

J

;

 

昨
利

三
|
川
仁
咋
J
れ
川
七
日

校

;l!lj 
，じ

H月
手1I

1¥ 

斗二

}L 
}j 

町
村
へ
υ
川
川
促
進
法いか
公
布
さ
れ
る
ト

こ
れ
に

山
一
打ち
を
か
け
る
よ
う
に

川
県
の
'
行
政
桁

，q
が
お
こ

な
わ
れ

川
さ
れ

松
川i([
II[ 

は

川
ト

小
学
校
か
そ
れ
ぞ
れ
三
内

小

川f
校

へ
統
介
さ
れ
る
こ
と
に
主
ゥ
た

そ
の
後

1

1

1

-

s

 

昨
利

二

-1

年
九
川

に

-

H
，

と

よ
也
二
下
、

岡
市
ぺ

J
U
(
i
L

市
川
中
小
佐
を
合
的
て
杭
へ
什
小
川fい伐
と
し
て
の

I11 
|人l

位
カ、

"註

し
た

つ
い
て

統
ヘ
リ
小
学
校
の
也
山
川
市佐
川
の
問
題

い
か大
き
く
町
民

の

山
心
を

白川
川
めて
い
う
た

hvi

刀
土

?
?
!
 
川
三
内
山γ
叶
'
イ校
の
枕
山
を
恕
主

し
て
い
た
か

地
一
以
一
別
懇
談
会
主
と
で
は
川
村
立
泊
五
ど
も
は
た

り
い
て

川
川
上
村
地

一
恨
の
佐
川
よ
リ
以
刈
の
戸
が
山
川
ま
ゥ
た

。

'九

ぞ
の
m
山
と
し
て

泊
予
ル
附
附
が
泣
い

久
夫A
fな
!
と
は
連
動
場
に
い
州

一
打
じ
か
て
き
る
日
泣
い
か多
く
水
不
足
ら
と
時

境
や
発
展
性
に
問
題
い
か

多
い
、
-
と
が
あ
げ
ら
れ
介

ヲ
て
』}
Jr
、

川
三
内
中
小
校
と
新
げ
ι引
けの

い
川
川
付
J
E
-
-L
-

パ
う
'
汁
立
乃
も
ど
こ

I

I

I

-

:

l

'

1

J

C

(

 

地
グ】

;ﾏI! 
�J.:. 

目
以
ー
父
沙
が

川
一
め
ら
れ
た
当
時

、

1
.
川
て
こ

l

ん
川
科
昨
ほ
の
地
価
て
あ
勺
f
-が

，

d
当

地
の
桃
作
朽
の
主
か
に

は

小令
制
住
家
、
も
あ
リ

ま
た
川
光

μ

本
の
土
地
を
千
加
す
こ
と
仁
川
叩
色
を
小
す
も
の
交
渉
は

一
一
川
二足
で

〉

IJ
-

一

令
グ
，

J
人

け
む
な

く
次
の
似
州

地
と
し
て
の

パ
沖
地
-
Kの
品
調
代
が

川
一
め
ら
れ
た
が

こ
こ
で
も
'
父
泊
山
や
時
泊
な
とに
多
く
の

仰
山
が

グヲ

州
び
も
と
の
糾
何
年
れ
と
数
十
川
に
わ
た
リ

日
伎
を
わ
か
介

ぬ
交
沙

ーを
か
さ
ね

町
議
会
協
泌
会
を
問
主

叫
叫
に
七
る
ま
でT
川
し

た
。

当
時
の
三
内
村
、

川
上
村
で
も
こ
う
し
た
動
き
が
合
併
へ
の
認

識
と
機
運
を
高
め
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
合
併
を
前
提
と
し
た
席
問
題

を
協
議
す
る
た
め

、

両
付
か
ら
の
委
員
よ
リ
も
る
合

併
促
進
委
員
会

が
設
い
比
さ
れ、

大
同
団
結
、
総
統
和
を
白
河
川
に
A
u例
へ
の
憐
想
を
繰
る

こ
と
に
な
っ
た

。

そ
こ
で

技
大
の
問
題
は
新
庁
A引
け
の
位
百
を
ど
こ
へ
決
定
す
る
か

ま
た

中
学
校
統
ム
ー
に
よ
る
建
築
と
位
置
の
決
主
で
あ

っ
た
じ
乍
一
，
L

‘j 

111 

ら
の

fド
山一
-
要
事
項
は
新
村
行
年
の
大
計
を
あ
や
ま
ら
主
い
た
め
に
も

大
お

い
に
議
泌
が
わ
き

待
日
初
に
結
摘
を
川
町
る
に
五
十
ら
な
か
っ
た

。

308 一

が
た
び
市
れ
な
る
会
合
を
繰
返
し
た
末

昭
和
三
ト
年
三
月
に
で
リ

漸
く
一
助Jけ
A
hけ
の
ハ
山
市
が
決
定
し
たの

、
で
つ
し
た
こ
と
が

「
汀
川
ふ
叶dず
仕
』

字
本
'
本
a
1
f
パ
i

に
一
少
前
進
し

一
村

一
小
川
十位
を
め
さ
し
た

小

学
校
の
統
へ
け
が
打

永久に鎮りませと地鎮祭

川内中学校建築予定地

ヘH
い
火
以
を
柏
市
ね

ぷ
一
に十
ぃ
地白
山
刊
に
終け
符
を
う
つ

こ

と
が
で

註
、
れんの

こ
川
まJ
av
-

九
ソ
十
い
は
住
築
に
付
す
る
耕
作
い
刊
の
な
ん
な
ヲ
ブ
旬
、
り
ぬ

保
い
m
桝
と
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
川

一時
に

聞
係
拡
れ
の
抗
日
む

が
位
勺
た
μ川
県
て
あ
勺
た

ト
地
買
収
交
渉
と
.
十
一
れ
し
て
川f
校
也
築
の
凡
は
け
刊
叶
叶

川
州
に
つ
い
て

-U
命
、
寸J
h
J
jh一f
Hハ
」
コ

L
r

、
、

.

-
、

H
，
7

t

z
日
，

j
f

j

，

L
f

B

刀

二
か
年
計
州
で

泊
γi
一
す
る
ニ
ト

に
な
う
た

c

こ
こ
に

ιわ
い
て

松
山
山
の
後
必
位
築

L
L

に
依
似
し

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー

ト
一
二
附
佳
の
也
築
計
州
のJ
U
1
y

大
川
住
設
の

T

よ

け
刈
い

t
-
f
f
k
光

子

H
V
i
'
K
1
'
'

不
ノ

1

Il?l 
和

年

)J 

309 一

に
よ
る

学
同
が
建
設
さ
れ
た

c

~I~ 
lI.y 

他
の
山
町
村
に
H
A、
き
か
け
て

の
杭
へ日
中
川f
校
の
乍
い
ん
川
悦
レ
一
な
リ
山
内
ドハ
以
大
の
バj
佐
川
一
築
と
あ
勺
て

県
内
外
か
ら
の
川
町
安
川
が
お
し
ょ
せ

学
校
也
誕
の
モ
テ
ル
校
、
と
し

戸
、
司

-
v
g
-
、
，
、

,

t‘
J
-!?Fh

aLV 

町
当
い
川
や
リ
下
校
側
で
は
こ
れ
ら
の
械
刊
に
丸
山
ω
す
る

わ
り
さ
ま
て
あ
ゥ
た

、

そ
の

、
}
ろ
‘
山
川
い
代
交
験

に
い
っ

た
川
小
パ
ー
は
水

洗
川
氏
一
州
の
主
い
山
内
山
校
に
い
か
勺
か
り
し
へ
l

出に
の
よ
う
に

H
4
3

t
、
ト
同
リ

H

l

一

げ
て
の
川
小
控
築
に
と
り
く
ん
だ
関
係

い
れ
に
怯
訓
す
る
司

と

J
U

に

ほ
校
へ
の
を
い
は
心
と
た
刊
り
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
勺
た

JC 

町
会
議
長

大
凶
悔
山
氏
淡

現
、
教
育
委
員
長



!!:tllの旗をかか げて開校を讃える

さ
つ
を
学
校
運
営
上

心
配
さ
れ
た
が

、

新
村
計
固
め
最
重
要
案
件
と

し
た
統
合
中
学
建
設
意
欲
に
燃
え
た
新
村
議
会
は
、
各

地
共

一
致
協

カ
の
機
運
を
み
な
ぎ
ら
せ
、
過
去
の
激
し
い
争
い
を
忘
れ
て
、
強
力

に
推
進
さ
れ
た

。

け
新
校
合
に
調
和
し
た
、
校
庭
の
緑
化

校
舎
は
全
く
新
し
い
土

地
に
建
設
さ
れ
た

た
め

父
兄
よ
り
学
園

の
緑
化
が
提
唱

さ
れ

そ
れ
よ
り

二
年
を
か
け
て
、

大
体
P
T
A

の

献
木
、
奉
仕
作
業
に
よ
り
推
進
さ
れ
、
校
下
各
部
活
よ
り
、
新
統
合

中
学
造
成
の
よ
ろ

こ
び
を
込
め
て
、
献
十
小
し
か
競
つ
て
な
さ
れ
た
。

-

現
表
玄
関
に
あ
る

「
三
葉
松
」
は
東
谷
小
学
校
よ
リ
移
植
さ
れ

fニ
カ、

時
期
は
昭

和
三
十

一
年
七
月
て
あ
り

か
な
り
の
老
木

で
あ
る
た
め

そ

の
活
着
が
心
配
さ
れ
た
が

校
長
高
須
州民
義

男
氏
は

そ
の
年
の
夏

休
み
中

竹
の
向
界
の
自
宅
か
ら

41j 
朝

向
分
が
出
'
川
い
て
濯
水
し
枯
死
を
防
い
だ

。

2

南
ト
刀
附
里
背
家
の
旧
宅
に
あ
っ
た
庭
木
を
購
入
し
移
柏
し
た
が

中

で
も
大
木
の
紅
葉

(
そ
の
後
仙
化
現
ト
れ
あ
る
の
は
二
代
目
帆

佐
川
土
木
尿
(
現
存
)
の
大木
を
大
川
上
ト

ラ

ッ
ク
に

縞
…
み
移
転
の

人
広中
小
叫山
川
仰
を
切
断
、
一
時
付U
と
い
う
よ
う
主
ト
下
位
も
あ

っ

た
が

2 

川
内
中
学
校
創
立
当
時
の
余
話

川
内
中
P
T
A

初
代
会
長

j度

音E

国

由­
a じρ

( -) 

川
内
中
学
校
、

佼
地
決
定
の
い
き

さ
つ

昭
和
二
十
九
年
二
月
川
上
、
三
内

の
岡
村
合
併
推
進
委
員
会
が

緑さわなす現在の川内中学校

設
立
さ
れ
て
以
来
、
新村
建
設
計
画
が
議
さ
れ
、
審
議
の
焦
点
と

な
っ
た
役
場
と
統
合
中

学
の
位
置
の
決
定
い
か
難
渋
を
極め
た
が
、

役
間
切
は
当
時
市
場
に
あ
る
坂
本
鎮
雄
氏
邸
の
現
在
場
所
へ
、
中
学

は
通
学
距
雌
の
出
…
よ
リ
当時
あ
っ

た
安
国
寺
の
三
内
中
学
校
と
い

310 -

‘
っ
比
柄
本
計
画
で
合
意
、九
月
両
村
共
、
各
部
落
で
合
併
案
説
明
会

を
し
た
と

こ
ろ
、
将
来
校
地
拡
張
の
余
裕
が
な
い
と
の
こ
と
で
、

安
同
寺
中
学
校
案
に
硫
烈
な
反
対
が
あ

り
、
新
村
計
画
は
挫
折
し

て
中

止
と
な

っ
た
。

翌
年
一
月
、
時
の
担
泉
地
方
事
務
所
長
め
熱
心
強
引
な
合
併
制

止
門
に
より
、
審
議
再
開
、
問
題
の
中

学
校
は
、
「

統
合
方
針
に
沿
っ

て
五
ヶ
年
以
内
に
現
三
内
中
学
校
か
ら
、

新
庁
舎
付
近
に
建
設
す

る

己
の
系
で
三
十
年
四
月

二
十
五
日
「
新
川
内
村

」
が
誕
生
し
た
。

新
川
内
村
議
会
は

こ

の
方
針
を
受
け
つ
い
で
、
遂
に
現
川
内
中

学
校
倣
地
の
購
入
建
設
に
着
手
し
た。

こ
の
学
校
用
地
選
定
の
い
き

着
々
と
意
気
高
く
決

行
さ
れ
た

。

3

北
方
海
上
区
よ
り
は
巨
大
な

石
を
校
訓
の
大

同
団
結
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て

(現
在
図
書
館
北
側
)
す
え
た

。

4

運
動
場
の
東
部
に
あ
る

銀
杏
は
川

上
神
社
に
あ

川上神社よ町移された銀杏

っ
た
も
の
で
あ
る
が

は
る
か
に
見
る
母
校
に

そ
び
え
る
梢
を
思
い
出

の
も
の
に
し
た
い
と

無
理
に
神
社
の
石
垣
を
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一
部
こ
わ
し
て
取
り

移
摘
し
た
も
の
で
あ
る

。

こ
の
緑
化
の
た
め

時

の
P

T
A

役
員
は

平
均
五
日
の
勤
労
奉

仕
を
よ
ろ
こ
ん
で
し
て
く
だ
さ

っ

た
。

け
新
校
台
内
容
設
備
充
実
寄
付
の
開

始

新
校
合
の
完
成
に
伴
い

学
問
締
化
の
一
万

内
谷

P
T

A

は

設
備
充
実
を
め
き
し
て

こ
れ
の
運
動
を
展
開
し
た

。

時
の
学
校
側

の
背
中日
んか
』
託
、
缶
、

必
要
と
す
る
品
目
を
寄
付
の
目
的
の
一
部
と
し
て



八
ム
い
けか
し
た
と
こ
ろ

品
んぶ
ん
山
の
大
以
怜
了
を
台
、
ソ
た，

教
行
村
川
『ILヰ
7
什

ナ
る
印
刷
物
の
小
い

11 
(J(J 

" レ

川
川
股
併
い
か
ん
勺
え
た
《

リ
リb
合
ん
出
力
州
劣
を

ド

T

L
J
U
H

止
め

J
l

d
い
る

-ふ
ん
ぷ
の
山
川
リ

キ
一

つ
小
L

た
と
い
っ
力
て
や
円
ゥ

f
・

八
ん

，

j

M
mを
ぷ
め

よ
う
や
く
け
的
に
添
う

こ

と
か
て
き
た

4
4
h
Al
k・
4
件
，

h
J
1
L
'
sj

l，

4

a
A矛
4
，
ι

や
6

ノ

l

〆
J
l
f

J
J

η
いト
ぃ1

川h
a
x
h
z

立

川
市
川J
司

l
(
4
|
f(
'
:

j

l
;
 

附
和
て
一|

一
二
司

、
判
い
は
む
な
作
一
県
き
れ
た
が
〆
斗
川

ケ
什
地以
か
ら
の

川
んや
が
多

3
J
勺

E

­

J
，
一

J
'

叶
人
し
町
山
Y
-
s

叫H
け
れ
ん
ス

〆
r
オ
旬
、
凶行

1
白
川
t
d
l

中
J
U
J
U，
下
位J
U
多

少
N
4
J八
円

初
め
の
も
つ
九
叶
』

そ
の
う
ち

4
d
rA
味
て
あ
ゥ
f

一寸

和1
:TJ 

JJIJ 

竹
本

η
し
と
弘
二

h
v
1
7
\

・

』

ー

I
C
L

J

l

、
，

L
f

カ

¥t!. 

れ
も
な
く
突
然
大
勢
の
人
が

中l

川
教

，

川
の
休
川
花
川
川
氏
が
三
ゃ
い
'
い
た
こ

と
法
に

で
ま
た
は
リ

γ
れ
か
と

川
心
う
て
い
る
レ

そ
ろ
そ
ろ
は
内
へ
泣

い
ゥ
て
く
る
の

山
怯
三
引
の
山
を
ほ
え
ご

ト
山本

ト
~
'
叫
光
川一中l
川
，
凡
打
:TJ 

iJ' 

しU刊
て
い
る
パ
ス
恒
阪
一
千

が
辺
山
町に
泣
い

や
れ
や
ハ
レ

地
に
引

い
た
と
、
}
フ
ハ
ぷ

ゆJ
る
ば
る
山
を
政
一
え
ご
千
川
'

バj
は
の
e
A川
山
一
州
を
打川川寸
る
お

芥
さ
ん
山
一
山ー
で
れ
リ

川
?
っ
:一
と

J
U
多

い
ど
の
こ

と
て
ち

ソ
介

7) 、

よ
状
川
川
知山
ドさ
ん
や

川
町
主
て

ト
八
h
η

川

-
二
千
l
v
pふ
レ
を
凶
リ
州
に
川
刊

占
った
り
し
ま
し
た

e
t
:
-
1
6

:
i

!

ー

;

U仲
川A
U
い
れ
さ
ん
い
庁
の
バ
、
力
て
払

そ
の
時
の
よ
ろ
こ
び
は

1
円

に
は
い
川
、
く
せ

ト
げ

しか
決
壬

一け
，
t

L

f
-

ら
い

思
い
で
し
f
-

次
に
問
題
に
な
勺

た
の
が
比
一
叫
ん
法
で
し
た

バリ
山
林
将は
卜
作
川

い
い
し
い
い
八
ク
川

代
以
を
す
る
よ

払下げられた害IJ石峠の固有林跡(川中学校林)

ー
に
と
い
っ
桁
づ

1) 、

し
叫
し
こ
し
て
は
一
時
に
伐

鉱
山
下
主
代
に
え
中l

さ
せ
川
内
川
八
凡
肢
の
ぷ
陀

っ
く
り
を
と
刷
い
林
沫
μ

F
r
-
l

二

日
炎

し
ま
し
た

、

ふ
一

-
/
山4
1
1
1

不
-

H

J
J

ぷ
e
L
A
K
-

-
ん
は

，

I
休
明
引
や

ム
川
山
小
川
中
小
の
こ

と
も
あ
る

の
て
吋
采
川
と
川
内

の

ん
一

山
か
ら
山
内ほ
し
て
は
》

t:. 

こ
の
一
叶
必
に
応
、
え
る
け
ぬ
に
も
い
ろ
い
ろ
円
心
を
し
ま
し
た

。

っ
か
と
教
え

て
い
た
だ
い

心
れ
帥
位
決μき
ん
3
J
N
林
済
関
係
も
あ
る
い
か
か
ま
わ
ん
だ
ろ
ー
か
J

国
有
林
払
下
げ
の
経
緯
と
中
学
校
建
築

L
一L
e
小

H
H
T

，
、

J

d

n
4
ι

『
"

不
ノ
0
1
2

)1 

II'U 

1) 

ノK

川
ト
付H
作
の
払
ト

げ
の
い
う
さ
つ
に
つ
い
て
ぶ
し
て
九
ま
し
ょ
う

山
川
の
林
業
法
-
い
で
あ
う
た林
んさ
ん
L
-
成
川
副
知

引
d
さ
ん
の

-
一
川
、
力

て
、
町
村
へ
H
M

の
り
典
と
し
て
川

訂
叫
の
川
白
川
件
J J 

-

二
一
，

l

』
川
川

小γ
{ハ
山
川
-
応一

下
万

川
)
を
払
卜

げ
て
も
ら

1
-
-

と
に
な
り
ま
し
ト
ー

し
し

こ

の
刈
μ
川
の
川
ト
れ
休
の
μ
u
e
l
r

げ
か
も
か
ゥ
た
ら
山
卜
に
い
え

う
か
け
て
川
村

ヘ
ハ
川
・
号
し
た
本
町J
U

付
抗
的
な
出
て
茨
の
一
心
を
少
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
勺
た
と

山
心
いま
す

312 

ι
1
1
・U
そ
の
川
計
出
安
H
μ

を
し
て
い
ト
ん
の
で
払
卜
げ
に
け
刈
す

る
い
父
み
の爪
般
行
打
行
で
し
た

。

こ
の
い
父沙
い
か
決
裂
す
れ
法
小
学
校
の
出
-
川

1

引

は
勿
九
岬

IIIJ 

よ
本の
5
H
'JJ
I
H
一
一
の卜

に
大
打
惨
を

F，
X
け
る
こ

と
に
な
る

そ
れ
で
川
和
レ

し
て
ほ

J
U

し
こ
の
交
渉
に
失
敗
す
れ
ば
賀
行

|

私
財
を
投
げ
山
す
の

ユ
川
引，
九
岬
川
川F刊
川
て
肢
か
う

さ
ば

-
}、
っ

と
ば
を
，U
川
し
て

七
'
に
叫
ゐ

一
山
立
を
し
た
も
の
で
す

乙

へI
Y
J
え
る
王
手
、
の
悲
除
法
一
一
か
恥
し
い
ω

.-1-
J 

人
父
沙小
し
れ
ま
リ
の
心
配
で
い
伐
小
に
け
党
め

1)1 
1 仏

バ L

グ)

川
サ
を
た
よ
り
仁
川
之
内
の

H

浦
を
越
え
て
一
，
M
J
U
川
れ
峠
へ
竹
註

と
心
配
さ
れ
た
が

「
『
ハ
い八
の
主
主
阪
に

eh

パ
の
身
体
を
来
せ
た

え

持
ち
て
私
い
か
責打
けを
引

っ
か
ら
や
ろ
う
L
ん

ん
な
も

ホ
止

-

t
J
U
1
L

日
出l
ム
μ
『
ナ
ノ
メ
ヰ

山
き
ら
い
て

を
い
ハU
Kい
か
やっ
て
く
れ
る
か
ら
ま

か
せ
て
や
ろ
う

」

と
一
次
淡
し
ま
し
たJ

h

卜
年
川
刊
の
松
が
多
く
町
に
と
っ
て
は
八
小
山
か

川
川
リ
あ
て
た
のと
同

じ
で
し
た

仁

入
札
は
以
内
は
勿
治

J弘
山
い
川
か
ら
も
米
て
人l
問
題
に
立

っ
て

い

る
ロ
プ
キ
l
ド

山
ド
けの
よ
う
な

こ
と

ま
で
起
リ
そ
う

で
し
た

じ

こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
て
同
有
林
の
払
ド

げ
と
な
リ

-n"u l
 

八
ん
川
氏
の
け
明
陛
っ
く
り
い
か
で
き
た
の
て
す

c

313 -

川
丸λ
HJ
U
M
起
き

て
太
陽
を
打

む
川

l

l

}

j

|
 

一

ふ
わ
ふ
わ

あ
の
山
こ

そ
川
内

町
の
ぷ

い
に
な
っ
た
の

だ
U
と
必
刈
の
訂
作
ち
で

一
杯
て
す

U

開

校

式

「
一ト八
地
力
象
悉
く
新
た
な
希
噌
に
躍
動
す
る

今
日

の
け
き
日

、

松
グヲ

札
前
般
叫
に
桜
の
織
り
も
す
う
る
わ
し
く
株
主
す
山
の
箆

郷
土
災
市
の

安
ら
か
に
限
り
給
う
忠
主
熔
を
仰
ぎ
主
い
か
ら

(
初
代
校
以
ぃ
八

昨
リ
削
丈
)
昭
和
三
ト
三
年
間
月卜

e

h

日

一
-
­

I

H

-

ｭ

J

、

U
H

数
発
の
打
l

げ
化
火
を

九
日
間
に
全
町
民
統
へ
いの象
徴
て

あ
る

川
内
中

宇
校
は
法
大

1
0削
州
恕を
J
U
勺
て
開
校
式

が
挙
行
さ
れ
た

む



そ
の
旺
犠
な
訂
塊
と
開
拓
精
神
を
初
代
校
長
高
須
賀
義
男
先
生
の

式
辞
よ
リ
う
か
が
っ
て
み
よ
う
。

式

』平

前
略

こ
こ
に
川
内
中
学
は

川
上
・
三
内

・

松
瀬
川
・
滑
川

の
四
中
学
校
を
統
合

し
て
新
た
に
し
て
且
つ
大
い
な
る
理
想
と
希
望

に
輝
く
中
学
校
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
大
川

内
中
学
校
は
本
日
を
も
っ
て
堂
々
と
力
強
く
第
一
歩
を
踏
み
出
し
輝

や
か
し
い
歴
史
の
第
一
頁
を
飾
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
今
日
の
、
」
の
歓
び
と

こ
の
感
激
を
肝
に
銘
じ
覚
悟
を
新

に
し
て
傑
〈
期
す
る
と
こ

ろ
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す

。

本
校
は
こ
こ
に
約
七
百
名
の
生
徒
と
三
十
名
の
教
職
員
を
擁
し
、

ま
さ
に
適
性
規
模
の
理
想
的
中
学
校
と
い
う
べ
き
で
あ

り
ま
す

。
現

ι
は
や
む
な
く
、

川
上

・

三
内
・
滑
川
の
三
教
場
で
分
散
授
業
を
行

っ
て
居
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
近
代
建
築
の
粋
を
あ
つ
め
て
そ
の
偉

容
を
天
下
に
誇
る
鉄
筋
三
階
建
の
新
校
舎
が
完
成
し
、

こ
こ
に

全
校

が
統
合
収
容
さ
れ
た
暁
に
は
、
県
下
第
一
、

日
本
屈
指
の
善
美
な
大

中
学
校
と
し
て
か
ぎ
リ
主
き
発
展
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

-

。

Jq
, る

大
川
内
中
学
校
建
設
の
大
業
を
成
枕
せ
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す

。

(中
略
)
更
に
校
章
に

光
輝
あ
ら
し
め
る
の
は
醇
美
な
校
風
で
あ

リ
、
そ
の
樹
立
は
初
代
本
校
に
学
ぶ
皆
さ
ん
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん

。

即
ち
大
同
団
結

・

共
励
切
嵯
は
本
校
校
風

の
中
械
で
あ
り
、
高
速
な
卯
恕
と
着
実
な
実
践
を
旨
と
し
純
真
に
し

て
善
良
な
伝
統
に
生
き
旺
鼠
な
気
娩
と
崇
高
な
ロ
叩
位
を
求
め
て
や
ま

ぬ
校
風
の
発
揚
こ
そ
切
に
望
ん
で
己
ま
な
い
の
で
あ
り
ま
す

。

し
か
し
、

統
合
中
学
の
建
設
は
容
易
な
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前

途
に
は
幾
多
の
困
錐
と
障
害
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
覚
悟
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

こ
れ
を
克
服
し

こ
れ
を
打
開
し
て
基
礎
を

降
立
し
本
校
の
生
々
発
展
を
推
進
す
る
も
の
は
全
校
生
徒
教
職
員
及

ひ
全
町
民
の
意
識
統
一
と
大
同
団
結
に
立
脚
す
る
絶
大
な
協
力
を
措

い
て
は
外
に
あ
り
ま
せ
ん

。

(
後
略

川
内
中
学
校
の
開
校
を
讃
え
る
歌

作
詞

村

中

作
曲

度

者日

の
計
は
樹
を
植
う
る
に
あ
り

(中
略
)
古
人
の

言
に
二
年
の
計
は
殺
を

播
く
に
あ
り
、

百
年
の
計
は
人
を
教
う
る
に
あ
り

日
十
年

と
、
今
全
町
の
中
学
校
を
統
合
し

一
億
円
の
巨
費
を
投
じ
て
こ
こ
に

永
劫
不
朽
の
教
育
文
化
の
殿
堂
を

式

建
設
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
ま
さ

成

し
く

川

内
町
発
展
の
永
遠
の
基
礎

で
あ
り
、
国
家
百
年
の
大
計
で
あ

落

リ
ま
す

。

つ
き
ま
し
て
は
本
校
は

3 1 4 一

全
町
統
合
の
象
徴
で
あ
り
犬
同
団

結
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
り

べ
き
で
あ
り
ま
す
。

校
の
盛
衰
は
実
に
か
か
っ
て
川
内
町
の
運
命
を
決
す
る
も
の
と
言
う

川
内
町

発
展
の
原
動
力
と
し
て
本

こ
こ

に
本
校
の
重
大
使

命
と
遠
大
な
理
想
の
根

源
が
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す

。

(中
略
)
先
づ
生
徒
の
諸
君
に
は
本
校
生
徒
た
る
の
本
分
を
自
覚

人
格
の
修
練
に
専
念
し
十

し
感
奮
興
起
し
て
常
に
勉
学
に
精
進
し
、

分
な
実
力
と
逗
し
い
実
践
力
を
身
に
つ
け
て

前
途
有
為
の
材
と
な
り

醇
美
な
る
校
風
を
樹
立
し
て
内
外
共
に
充
実
し
名
実
共
に
兼
ね
備
わ

一
、
お
お
石
鎚
の
雪
と
け
て

か
が
ょ
う
春
の
朝
の
雲

理
想
の
旗
を
か
ざ
し
つ
つ

今
こ
そ
聞
く
学
び
舎
を

た
た
え
よ
燃
ゆ
る
感
激
を

二
、
お
お
よ
ろ
こ
び
の
歌
ひ
び
く

は
る
か
な
峯
の
桜
花

心
の
こ
だ
ま
呼
び
か
わ
し

今
こ
そ
結
ぶ
友
情
を

た
た
え
よ
と
も
に
手
を
と
り

て

三
、
お
お
う
る
わ
し
き
学
び
舎
の

姿
を
映
す
表
川

希
望
の
流
れ
清
ら
か
に

今
こ
そ
み
が
く
真
実
を

11券

た
た
え
よ
永
遠
に
若
人
よ

昇
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新
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舎
落
成
を

祝
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会
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内
中
山
f

P
T
A

町
民
一
体
と
も

っ
て
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れ
に
奴
力
的
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。

初
は
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節
約
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の
し
氾
刷
用
の
樹
木
市
花
い
か
集
め
ら
れ美
化
に
努
め
た

。

そ
の
後
ら

民
1 、、
J 

べJ

わ
犯
l
f

η

内
、'
H
L-
f

こ
の
心
針
は
う
け
継
が
れ

L
U一派
主
学
校
時
境
が
で
き
て
い

う
た
む

1 じ

JJI 

校
l丈

川
肌
川
義
州別氏

や
が
て
そ
れ
は

1

1

-

7
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昭
和

三
「

ハ
年

同
士
純
化
推
進
安
H

会
か
ら
ん
ゴ

仙
川
を
「
けT

H
H

ー

:

A
h叶
J
f
f
Qる

r'J) 
i~;Í 
7) 、

す
も

附
す
れh
wを
受
け
る
レ
一
い
う
栄
雪
の
法
礎
と
な
る
の
で
あ
る
。

)1 

い
伐
也
比
下
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l
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ー
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ま
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、
発
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当
時

、

統
人
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小
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心
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ド
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ア
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円
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昭
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三
ト

問
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問
O
O
ゃ
れ

川
三
十
h

年
度
五
間
三
れ
同

さ
く
の
示
一
ハ
や111) 
グ}

ま

』H
-
つ
校
ム
引
い

三
六
年
度
七
問
八
名
の
多
き
に
述
し
て
い
る
。

市
川
川
合を
持
つ

I,;J 

川
一
雄
川
本
主
氏

統
九
日
中
学
とし
て

統
合
の
杭
過

連
築

:.TI •• 
パ1

i路

内
科
等

に

つ
い
て
民
間
を
交
け

モ
テ
ル
校
と
し

て
の
責
め
を
充
分
に
山
本

施
設
の
充
実
と
環
境
整
備

-

一
，
、

一
O

J
I
-
-

』
，
/
、

学
校
の
地
設
の
充
実
状
況
は
次
の
通
リ
て
あ
る

。

統
へけ
小
γ

位
の
他
ぷ
の
充
実
に
つ
い
て
は
町
山
川
下折

数
行
委
一
ハ
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O
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4 

統
合
中
学
建
築
当
時
の
思
い
出

一
利校
ム
穴
住
築当
同
の
苦
心
を
当
時

町
の
吏
員
と
し
て

直
核
工
事

の
山
一
妙
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
た
い
刀
々
に
「
附
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を

日j

し
T二

(
境教
育
長

大
石
則
之
氏

給
食
セ
ン
タ

ー
所
長

在
白
佐

ι

ー
へ

{
{
H
J
l
 

出
仇Jれ
で
は
鉄
筋

・

鉄
骨
造
リ
の
校
令
は
珍
ら
し
く
は
な
い
が
、
当

時
昭
和
三
十

二
・
三
年
頃
は
、
愛
媛
県
下
で
は
路
ら
し
く
そ
の
設
計

山
怯
築の
技
術
も
現
ぬ
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
未
聞
発
の
副
が
多
か

っ

た
L
l
品
、7

に
出
心
、
っ
し
か
し
、
主
連
は
刷
用
下
で
先
が
け
て
町
村
ム
口
例
を

実
現
し

、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
る
統

合
中
学
校
を
建
て
る
の
だ

と
い
う
希
望
と
意
欲
仁
川
州
ち
て

こ

の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た

昭
初
三
十
二
年
l

一
月

第

一
則
工
事
を
大
同
建
設
が
誠
負
い

い
よ

い
よ
工
出
'
に
と
り
か
か

っ

た
の
で
あ
る
が

そ
れ
ま
て
校
地
選

定
の
問
題
は

い
ろ
い
ろ
と
対

L
V

一し
た
楽
も
あ
リ

町
の
理
ト
事
者
を

は
じ
め

、

そ
の
妙
に
あ
た
ら
れ
た

万

々
に
は
種
々
の
苦
労
が
あ

っ

た

と
川
芯‘
っ

し
か
し
一

け
一決
定
を
見
る
や
今
ま
で
の
す
べ
て
の
行
き
が

か
リ
を

拾
て
て
、
L
X午
過
リ
一
致
協
力
、

町
を
挙
げ
て
統
合
中
苧
校

318 -
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そ

グ〉

他

八
四
八

の
建
設
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
て
き

な
L 、

特
に
般
地
(校
地
)と
し
て
南
方
の
一
等
地
の
水
間
を
快
く
提

供
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う

，

さ
て

地
鋲
祭
を
す
ま
せ

・

基
礎
侃
リ
い
か
行わ
れ

、

大
量
の
鉄
筋

セ
メ
ン
ト
を
使
っ
て
、
着
々
工
市
中
が
進
め
ら
れ
、
定
礎
の
上
に
三
層

伎
の
本
館
が
築
か
れ
て
行
く
姿
を

何
日
私
た
ち
は
現
場
に
出
向
い

-r 
、』

い
ろ
い
ろ
と
気
を
使
い
な
が
ら
見
守
っ
て
い
た
も
の

で
あ
る

現
在
な
れ
ば
生
コ
ン
会
杜
か
ら
、
生

コ

ン
半
で
大
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

3 1 9 一

第一期工事

ミる時
キカ{ (ニ
サ、運

|当 lま
を H寺れ
すは 一
え現時
つ場に
けに打
て コち
ン込
クみ
リ カ、

|で
ト き

コ
ン
々
ノ
川
ノ

ー
ト

を
繰
り
、

手
押
し

の
単
に
流
し

ん
で
、
道
似
伝
い
に

ワ
ク
に

流
し

む
と
い
う
方
法
で
、
今
か
ら
比
べ
る
と
い
か
に
も
の
ん
び
り
し
た
や

リ
ん
で
あ
っ
た

砂
利
と
水
と
セ
メ
ン
ト

の
訓
リ
ん
口

い
は
決
っ
て

い

る
も
の
の
、
材
料
る
人
と
時
と
に
よ
っ

て
は
多
少
の
誤
差
も
あ

リ

必

ず
し
も
全
く
等
伎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

打
て
る
と
い
う
こ
と
は

慨
し

い
こ
と
で
あ

っ

た



し
か
し
、
設
計
に
従
勺
て
工
事
は
着
手
〈
に
進
め
ら
れ
、
第
一
期
め

工
事
が
終
わ
り
、
続
い
て
第
二
期
の
工
事
(
昭
和

三
十
三
年
)
す
な

わ
ち
本
館
西
の
部
付
に
移
っ
て
い
っ
た

一
期
二
期
に
分
け
て
本
館

し
の
ず
れ
が
出
て
い
る
が
-
」
れ
は

よ
い
や
を
行っ
た
似
跡
と
し

て
、
東
部
と
西
部
の
媛
続
の
部
分
に
す
こ

地
盤
の
不
均
衡
に
よ
る
も
の
で

あ
る

一
期
工
事
の
中
で
忘
れ
る
こ
と
が
で

弘一ftfエ '. ff!':l-:.、 景

き
な
い
の
は

昭
和
一
二
十
二
年
の
卜

月
三
十
一
日
大
晦
日
、
夜
間
ま
で
コ
ン

リ

l

ト
打
ち
込
み
工
い
や
が
続
け
ら
れ

保
夜
作
業
と
な
っ
た

そ
れ
は
そ
の
部

分
の
打
ち
込
み
が
光
了
し
な
い
と
注
中

で
中
止
し
た
ら

そ
の
部
分
全
体
が
む

い
て
も
ま
だ
作
業
は
終
ら
ず

だ
に
な
る
の
で
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が

や
っ
と

終
了
し
た
の
は
昭
和
三
十

年
の
花
H

一

除
夜
の
鋒
を
附

初
日
の
出
前
で
あ
っ
た

笑
い
ん
け
っ
た
も
の
で
あ
る

ろ
で
は
る
く

引
火
、
さ
の
中
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ま
み
れ
て
冷
や
桝
で
乾
杯

し

川
で
位
築
山
叫
山
切
で

ん
で
い
る
姿
を
凡
て

を
結
ん
で
い
る
こ
と
を
思
い

い
く
よ
う
で
あ
る

5 

実
質
統
合
の
こ
ろ

起
が
け

二
年
に
わ
た

っ
た
と

そ
の
年
は
相
自
の
歌
ム
日
戦
を
聞
く
と

忙
し
く
立
ち
働
き

ー
ム
ト
山
伊
関
係
者

私
た
ち
の
学
校
連
築
の
仕
事
い
か
大
き
な
実

窓
口
び
と
満
足
の
気
持
ち
が
広
が
っ
て

当
時

川
内
中
に
在
職
し
庶
務
係
を
但
当
さ
れ
て
い
た
菅
原
安
史

先
生
と

ま
た
図
書
館
係
で
あ
っ
た
青
井
正
史
先
生
の
お
話
を
聞
い

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

昭
和
三
十
三
年
の
十
一
月

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

E

待
望
の
新
校
舎
が
浴
成
し
笑
質
統
合

私
た
ち
の
仕
事
は

そ
れ
ま
で
各
教
場
に

て
受
け
入
れ
て

あ
っ
た
極
々
雑
多
な
備
品
類
を
集
め

経
理
し

新
し
く
備
品
と
し

活
用
し
て
い
く
手
だ
て
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

ι

と
し
て

教
材
備
口
問

昭
和
三
十
二
年
度
ま
で

そ
の
他
一
般

各
教
場
と
も

そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
中
学
校

理
科
技
術
家
庭
科
の
備
品

図
書
な
ど
を
備
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら

備
に3

同
類
の
も
の

ま
ず

が
幾
組
か
あ
り
そ

れ
の
経
理
統
合
は
か
な
り
神
経

を

疲
れ
さ
せ
た

c

備
品
類
を
、
大

各
教
場
か
ら
新
校
舎
へ
運
び
こ
ま
れ
た

あ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
感
慨
深
く
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る

t

工
事
に
は
大
量
の
水
い
か
必
要
で
ま
ず
そ
の
井
戸
掘
リ
を
す
る
こ
と

か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
位
置
や
送
水
ポ
ン
プ
の
こ
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
脊
労
も
あ
っ
た
が

一
日
一
日
と
で
き

上
が
っ
て
い
く

校
舎
を
比
る
苓
び
は
そ
の
苦
労
を
打
ち
消
し
て
い
く
よ
う
で
あ
っ
た

さ
て
校
舎
の
外
郭
が
で
差
上
い
か
リ
内
装
に
か
か
り

さ
ら
に
外

側
の
お
化
粧
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ま
た
一
段
と
面
白

を
新
た
に
し
て
い
っ
た
に

薄
緑
色
の
色
あ
い
を
基
調
と
し
て
紅
色
か
か
っ
た
タ
イ
ル
の
部
分
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が
は
め
こ
ま
れ
た
外
観
は
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
よ
く
、
国
道
十

一
号
線
を
通
る
一
阜
の
窓
か
ら
、人
々
の
多
く
か
賛
嘆
の
士
一
戸
を
放
ち
な

か
ら
通
り
過
ぎ
て
行
く
光
景
を
見
て
思
わ
ず
微
笑
が
湧
い
て
来
た
の

も
そ
の
頃
で
あ
っ
た

え

ま
た

近
代
的
な
校
舎
に
ふ
さ
わ
し
く

水
洗
ト
イ
レ
に
す
る
た

め

そ
の
浄
化
と
廃
水
の
件
も
い
ろ
い
ろ
と
問
題
を
か
か
、
え
て
苦

労
が
あ
っ
た
が

何
と
か
円
満
に
解
決
さ
れ
て
ほ
っ
と
し
た
も
の
だ

Jコ

?こそ
の
後
日
j

校
催
国
の
緑
化
が
み
ご
と
に
進
め
」
リ
れ
建
て
物
と
よ

く
調
和
し
て
日
々

-
o

，
ド
ι

、
』
'
つ
、

H
寸
i
υ
ナ
/
+
V
A
Uリ

生
き
生
き
と
学
沼

運
動
に
励

ま
か
に
分
け
て

起
動
場
に
並
べ

一
つ
一
つ
点
倹
し
て

そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
を
抱
定
し

生
徒
た
ち
も
手
伝
っ
て
辿
び
こ
ま
れ
て
い
っ

た
t

そ
の
時

大
い
に
機
動
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
の
は

一
ム
口
の

ダ
イ
ハ
ツ
三
輪
自
動
車
と

リ
ヤ
カ
ー
で
あ
っ
た

(リ
ヤ
カ
ー
は

現
在
も
使
用
に
は
耐
え
な
い
が
学
校
に
残
さ
れ
て
い
る

生

ま
新
し
い
校
舎
に
古
い
備
品
類
は
調
和
を
欠
い
て
は
い
た
が

と

に
か
く
授
業
を
早
速
に
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

気
持
ち
も

あ
せ
り
、
先
生
方
や
生
徒
た
ち
を
激
励
し
て
、

次
々
と
自
の
ま
わ
る

思
い
を
し
な
が
ら
片
付
け
て
い
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

え
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整
理
に
非
常
な
時
間
を
要
し
た
の
は
図
書
館
備
品
の
っ
ち
図
書
の

監
理
で
あ
っ
た

各
教
場
か
ら
集
め
ら
れ
た
図
書
は
三
千
伺
余

そ

れ
を
一
冊

間

台
帳
記
入

登
録
番
号
を
振
り

受
け
入
れ

分
類
を
し
な
お
し
て
請
求
記
号
の
ラ
ベ
ル
を
は
っ
て

書
架
に
納
め

る
仕
事
で

係
リ
の
青
井
先
生

実
に
恨
気
の
い
る
仕
事
で
あ
っ
た

t

は
、
放
課
後
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
え
さ
せ
な
が
ら
こ
の
仕
事
を
進
め

夜
は
小
さ
な
火
は
ち
を
か
か
え
手
を

ほ
と
ん
ど
徹
夜
で
幾
晩
か

の
仕
事
に
当
た
ら
れ
た

z

整
理
が
終
る
ま
で

家
に
も
帰
ら
ず
、
実

に
献
身
的
に

こ

の
仕
事
を
進
め
ら
れ
た
も
の
だ

t

ま
だ
新
婚
間
も

な

い
頃
で
あ
っ
た
t



こ
の
よ
‘
7

に

休
を
山
聞
か
せ
る
こ
と
でしE
3
1
、
っ
せ

4
H
a

〉

L

ι
4
j
L

f
j
u
血中
E
i
H
μ
ク
ノ
メ

持
ち
も
と
ナ
ヘ
ー:
J
H
J

{
/
t
L
M
7

し
て
こ
と
に
あ
た
ろ

7

と
す
る
ム
ー
ド
が

作
ら
れ
て
い
た
よ
う
にt-
7

し
カ‘

完
全
に
軌
道
に
点
る
ま
で
に
は!

」
+
J
O
二
コ
/
\
+
。

{

i

l
(
 

や
は
り

あ
る
れ
伐

の
時
川
を
安
し
た
こ
と
は
社
ん
の
な
い
こ
と
で

h
J
会

y
a
弘H
eつ
-
i

p-
­

え

f

カ

j
t

4

4

カ
な
い
で

る

校
旗
の
樹
立

第

一
一
凶
め
卒
業
全
件
、
ゥ

て
み
て

ル
と
し
て
の
位
以
が
る
く
て
は
と 疑

似
凶
叫
ん
を
党
え
た
こ
と
を
記
出
し
て
い

や
は
り
学
校
に
は
そ
の
ン
ノ
ホ

い
た
と
こ
ろ
、
昭
如三
卜
山
年
伎
の
三
年
生
め

保
護
者
某
氏
が
、
そ
の

学
校
以
い
か
な
什
ト
々
出
を
打
診
し
て

山
叩
し
山
が
あ
リ

ょ
‘
つ
に
必
要
な
も
の
も
れ
は
制
人
で
も
っ
て
ゐ
贈
を
し
た
い
と
い
う

あ
り
が
た
く
お

交
け
す
る
こ
と
と
な
っ
た

ザ
絞
ら
」
象
徴
し
、
-
4校
の
続
く
以
リ
保
持
さ
れ
る
し
人
切foも
の
で

あ
る
か
ら
作
る
以
卜

は

松
山
刊
の
も
の
を
と
い
う
こ
と
て当/f ,\ 

川
L
M
川
て
か
ら
り

-
u
J派
も
も
の
が
で
き
る
と
い
う-」
と
で
あ
っ
た
が
、

れ
る
こ
と
に
な

~
た

八
力
円
も
す
る
け
収卜

級
品
を
二
一
越
デ
ハl
ト
に
特
別
杭
文
し
制
作
さ

6 

寄
宿
舎
あ
れ
こ
れ

川
内
小
…
γ
校
い
か
誕
生
し
て
か
ら じ

長
、
，
辻

J
I
ｭ

-

I.i 

ヨ
ン
ノ

IJ'ﾍ' 

十
八

年
間
も
れ
の
お
世
話
を
さ

思
え
は
U
Kい
よ
-
7

で
知
い
卜
・
八
年
間
で
あ

そ
の
問
に
は

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が

;~ ;.弘之延，;~:&辺哩.

創立当時の寄宿舎

町
力
，
卜
'
m
M伸
一
陀

っ
た
と
思
い
ま
す

(現在田T西公民館)

多
く
の
従
生
や
品

一円
此
の
先
生
と
の

さ
ま
さ
ま
な
思
い
出
い
か
い
っ

ぱ
い

つ
ふ
一
ょ
っ
ィ
、
ぃ
d
L

私
に
と
っ
て
は

ほ
ん
と
う
に
な
っ
か
し
い
こ
と
は

か
り
で
す

創
立
当
時
は
山
青
山
合
の
控
て
物

も
、
同
叫
ト
仕
の
よ
う
に
立
派
な
も
の

て
は
な
く

日
川

上
寸

η

主
義
勢

|}

+4
Tt

,f35 

を
使
っ
て
お
リ
ま
し
て

似
て
間

仕
切
リ
を
し
た
簡
単
な
も
の
で

し
た
が

性
の
長
い
男
の
f

な
ど

k
，
j

の
部
足
の
は
悦
め
に
は
戸
棚
な
ど
置
い
て
お
リ
ま

そ
の
戸
棚
を
す
こ
し
ず
ら
し
た

ら
隣
の
k

，
r

の
部
屋
が
の
ぞ
け
る
よ
う
似
に
山
八
を
あ
け
た
リ
し
て
い

昭
如
一
ニ
イ
凶
年
八
月
4
臼

目
に
ま
ぶ
し
く

上
等
す
き
る
り
の
校

旗
が
完
成
し

八l

校
あ
げ
て
そ
の
制
定
を
よ
ろ
こ
び
介
、
っ
校
旗
樹
立

式
か
挙
行
さ
れ
た

時
、
ま
さ
に
初
皇

、

-
〉

=
ミ

「
:
ー

さ

j
・
・

ペ
カ
辛
料
判
例
的
中
全
校
生
徒
は
校
以

な

を
先
凶
一
に
巡
動
場
一
ぱ
い
に
主
々
の
行
進
を
展
開
し
、

ひ
と
し
く
よ

ろ
こ
び
を
分
ち
九
日

っ
た

こ
の
校
艇
の
寄
贈
者
某
氏
は
絶
対
に
名
ま
え
を
出
し
て
く
れ
る
る

と
い
う
以
上
い
申
し
出
が
あ
リ
、
今
日
に
を
る
ま
で
闘
係
者

以
外
知
る

人
も
る
く

そ
の
名
が
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
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こ
の
校
史
編
纂
に
際
し
て
山
門目
以記
名

の
許
可
を
求
め
た
が、

依
然

「

そ
ん
な
晴
れ
が
ま

! ，j冨J需品訊自京、~.. ~二 v::，正、-，‘ ぅ

川 中のシンボルとしての校旗

神 でのた上》
はしきごいよ「
川 かな芳 L C ニ子
1_1" し L、名とど、
の、のをいは
シそは d日う_ •• 

干の突子ニ ih
寸~ ;T~ 忌:るとこ
ル両よこでう
と主主と 、む
し精匂がそり

て
の
校
旗
制
定
め
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

、
米
長
く
川
中

生
徒
に
ほ
ん
銘
を
与
え
る
こ
と
て
あ
ろ
う

・

て
合
監
の
先
生
に
お
自
主
を
も
ら
っ

た
生
徒
も
あ
り
ま
し
た

当
時
は
ま
だ
学
校
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い

時
期
で
し
た

の
で

毎
日
朝
門
官
一
時
~
の
三
食
の
炊
事
が
大
変
で
、
今
の
よ
う
に水
道
の
泊
設

が
経
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く

、

手
押
し
ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ

、

六
十
人
起
の
炊
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、

そ
れ
こ
そ
て
ん

て
こ
舞
い
の
忙
し
さ
で
し
た

t

遠
足

の
時
の
弁
当
作
リ
な
ど
私
ひ
と

り
て
は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
滑
川
地
区
の
お
か
あ
さ
ん

方
に
頼
ん
で
二
三
人
ず
つ
応
援
に
来
て
い
た
だ

い
て
い

た
時
期
も
あ

リ
ま
し
た

女
f

の
生
徒
い
か
当
番
で
私
の
炊
事
の
手
助
け
を
し
て
も

323 -

ら
う
よ
う
に
る
っ
て
大
分
助
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が

、

川
仮
初
の

う
ち
慣
れ
る
ま
で
は
大

変
な
苦
労
て
も
う
や
め
さ
せ
て
も
ら
お
う

と
何
度
思
勺
た
こ
と
か
知
れ
ま
せ
ん

し
か
し

一
つ
崖
似
の
ド
て
生
活
し
て
い
る
と
自
然

と
情

が
湧
い

て
来
て
、
寄
{
似
合
生
の
悪
口
を
耳
に
す
る
と
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う

に
腹
立
た
し
く

何
か
言
い
返

し
て
や
り
た
い
よ
う
な
思
い
に
か
ら

れ
た
も
の
で
し
介

あ
る
年
の
秋
の
こ
と
で
し
た
が

、

北
←
刀
の
方
が
、
会
口
生
が
柿
や
み

か
ん
を
沈
ん
で

石
糾

一
の
{
八
に
隠
し
て
い
た
と

ふ
ろ
し
さ
に

包
み

そ
の
ふ
ろ
し
き
包
み
を
私
の
と
こ
ろ
へ
持

っ

て
来
ら
れ
ま
し
た

ー

し



か
し
な
は
「
そ
ん
る
こ
と
を
す
る
の
は
寄
州
合
の
生
徒
と
は
限
っ
シ

-
コ
'
し

14VA

,r 

た
ぶ
ん
ほ
か
の
生
徒
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か

L

と
い
っ
て
一
応

そ
の
包
み
を
あ
ず
か
う
て
お
リ
ま
し
た

A
Tに
す
た
ち
が
バ
子
校
か
ら
同
市

っ

て
い
本
る
の
を
待
ち
か
ね
て

ナ
h
Jし
き
の
中
味
は
出
し
て
お
い
て

か
ら

み
ん
な
の
前
で
ふ
ろ
し
さ
を
広
げ
て
見
せ

「

こ
れ
だ
れ
の

ケ
h
Jし
き
ぞ
な

」
と
尋
ね
て
み
ま
し
た

ど
う
か
持
ち
主
が
い
ま

せ
ん
よ
う
に
と
願
っ
て
お
リ
ま
し
た
の
に

「
あ
勺

そ
れ
は

O
C
君

の
じ
ゃ
J
a
-
-

本
人
に
確
か
め
る
と
そ
う
だ
と
い
つ
の
で
す

夜、
l 土

北
々
の
人
に
え
ら
そ
う
な
口
を
き
い
て
い
た
手
前

「
と
う
し
よ

う
じ

と
思
い
ま
し
た

し
か
し

で
き
た
こ
と
は
仕
方
の
な
い
こ
し
し
一
部

始
終
を
合
抗
の
先
生
に
お
話
し
て
指
導
し
て
も
ら
う
'
」
と
に
し
ま

し

fこ

そ
の
生
徒
さ
ん
は

そ
の
後

そ
う
し
た
過
ち
を
犯
す
-
」
1
F
7
z
J

な
く

立
派
に
成
人
し
て
ま
じ
め
に
働
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
す
を
聞

て

今
で
は
も
う
な
つ
か
し
い
思
い
出
と
し
て
だ
け
私
の
心
に
妓

っ
て
お
り
ま
す

大
勢
の
生
徒
の
中
に
は

か
わ
い
そ
う
主
癖
の
あ
る
生
徒
も
い
ま

し
て

特
に
佼
ほ
抗
の
女
の
ず
な
ど

一
年
生
だ
っ
た
だ
け
に
よ
け

い
じ
採
れ
で
し
た

そ
の
子
の
姉
も
い
っ
し
ょ
の
部
屋
に
い
た
の
で
す

が
ル
晩
の
こ
と
な
の
で

部
屋
全
体
が
に
お
う
と
い
っ
て
他
の
生

大
宮
の
桔
っ
た
年
も
あ
り
ま
し
た

山
手
の
方
は
記
録
的
な
積
雪

て
パ
ス
は

.
L
T
辿

じ
ゥ
と
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
何
日
間
か
で
し
た
が

そ
ん
弘
あ
る
日

友
の
イ
し
か
け
ん
か
し
て
家
へ
帰
っ
た
と
い
う
の
で

す

ふ
れ
弘
のA
先
生
は
眼
近
く
ま
で
あ
る
大
片
の
中
を
治
川
ま
で
体

く
よ
う
に
し
て
出
し
に
行
か
れ
説
得
し
て
連
れ
帰
っ
た
こ
と
も
あ
リ

ま
し
たま

た

男
の
f

の
け
ん
か
の
こ
と
で
、
小
銃
母
の
私
や
舎
監
の
先
生

ま
で

そ
の
父
親
か
ら
さ
び
し
く
そ
の
責
め
を
追
ぶ
さ
れ
悲
し
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

「
お
ば
さ
ん
は
、
先
生
に
は
く
ら
の
こ
と
を
告
げ

U

し
た

J
と
い

う

て
男
の
子
会
部
い
か
私
の
と
こ
ろ
へ
文
句
を
い
い
に
米
た
こ
と
も
あ

リ
、
そ
の
中
で

「

い
つ
も
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
ば
さ
ん
に
そ
ん
な

き
っ
、
こ
と
い
う
な

。

」
と
私
を
か
ば
っ
て
く
れ
る
や
さ
し
い
生
徒
も

い
ま
し
た

私
は
小
さ
い
ス
ピ
ッ
ツ
犬
を
か
わ
い
が
っ
て
飼
っ
て
お
り
ま
し
介

が
、
と
て
も
賢
い
小
人
な
の
で
、
生
徒
た
ち
が
私
の
部
屋
か
ら
、

を
黙
っ
て
持
ち
出
そ
う
と
す
る
と
は
に
く
わ
え
て
逃
げ
る

こ
と

が
あ

リ
ま
し
た

あ
る
反
の
こ
と

生
徒
が
‘
7

ち
わ
を
取
ろ
う
と
手
を
伸

し
た
と
こ
ろ
が
、
犬
が
く
わ
え
て
後
ず
さ
り
し
て
使
わ
せ
も
か
っ
た

徒
か
ら
文
句
が
出
る
し
凶
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
糾

生
徒
が
登
校

し
て
か
ら
そ
の
出
っ
た
ふ
と
ん
を
干
し
に
か
か
る
の
で
す
が

、
，
、

」
ノ
ノ
メ

の
よ
い
H

は
カ
ラ
リ
と
半
し
上
が
る
の
で
す
が
同
の
日

な
ど
は

ど
・
7

し
ょ

う

も
な
く

ほ
ん
と
う
に
困
っ
て
お
り
ま
し
た

そ
ん
ら
つ

つ
で
二
学
期
か
ら
は
自
白
石
か
ら
の
通
学
に
な
リ

今
で
は
も
う

お

か
あ
さ
ん
に
な
っ
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

当
時
は

寄
宿
舎
に
風
呂
の
設
備
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

銭
湯
に
行
っ
て
お
リ
ま
し
た

拾
い
川
口
バ
雌
リ
の
生
徒
を
印
、
っ
て
い

る
の
で
す
か
ら

い
ろ
い
ろ
と
心
配
す
る
こ
と
が
あ
リ
ま
し
た

324 一

も

ち
ろ
ん
会
民
の
先
生
方
も
大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
忠
わ
れ
ま
す

あ
る
晩
の
-
」
と

男
の
〆
下
が
何
か
友
だ
ち
と
の
い
さ
こ
さ
か
ら
寄

宿
舎
け
を
と
び
出
し

姿
が
見
え
な
く
己
リ

一
騒
動
し
ま
し
た
が
む

々
さ
が
し
た
が
見
つ
か
ら
ず

先
生
は
滑
川
へ
帰
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
と
慢
し
に
出
る
用
意
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た

L

弘
も
斤

一
く
こ

J

j

i

l

l

 

は
し
な
い
か
と
見
張
っ
て
お
リ
ま
し
た

t

寄
宿
舎
の
前
庭
に
は

大

き

J
'
h
o
松
の
木
が
あ
リ

そ
の
伎
の

と
こ
ろ
で
何
か
動
く
も
の
が
私
の

目
に
と
ま
リ
ま
し
た

満
月
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
っ
き

り

し
ま
せ

ん
で
し
た
が
私
の
頭
に
は
ピ
ン
と
来
て

「
先
生

松
の
木
に
生
徒
い
か

い
る
よ
う
で
す

J
そ
れ
で
や
っ
と
胸
を
る
で
お
ろ
し
ま
し
た

の
で

「
こ
の
卜
八
カ
メ
ツ
イ
ね
や
」とわ
め
い
て
み
ん
な
で
大
笑
い

し
た
こ
と
も
あ
リ
ま
し
た

寄
宿
舎
で
お
世
話
し
た
生
徒
さ
ん
が
大
き
く
成
長
さ
れ
て
、
時
々

訪
ね
て
く
れ
て
昔
の
思
い
出
話
を
す
る
の
が
私
の
い
ち
ば
ん
の
楽
し

み
で
す

t

「
お
ば
さ
ん
の
作
っ
て
く
れ
た
み
そ
汁
の
昧
は
よ
う
忘
れ

ん
U
な
ど
い

っ

て
私
を
喜
ば
せ
て
く
れ
た
リ
し
ま
す
、
〉
、

J

E

L

L
F
-
L
F
i
f
c
 

こ
と
が
あ
っ
て
、
笑
っ
た
り
悠
っ
た
り
し
た
年
月
で
し
た
カ

frL 

と
っ
て
ひ
と
リ
ひ
と
り
の
生
徒
さ
ん
合
弘
の
先
生
ん

:
・

・
み
ん
な
の

顔
を
思
い
出
す
守
}
と
いか
で
き
ま
す

そ
う
し
た
思
い
出
が
、
」
れ
か
ム

325 一

先
の
私
の
心
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

(
創
立
か
ら
昭
和
主O
年
三
げ
ま
で
奈
川

7 

中
学
時
代
の
思
い
出

川
内
中
学
第
一
回

e
M十
業
生

寺

仁和

fu 

iA 

fiiI 
か

松
山
か
ら
今
の
滑
川
の
海
上
ま
で
行
く
の
に
は
茶
道

一
か
ら
旧
一
山
一

こ

L
T
O
バ
け
，

L
l
l
 

川
土
農
協
前
を
通
り

出
門
ひ
川
上
小

川j
校
よ
リ
旧
道
に

ま
い
り

一大
神
よ
り

一
ケ
谷
の
と
こ
ろ
か
ら
'
拠
松
制
川
の
三
刺
民
を

通
っ
て
旧
桜
三
里
を
通
リ
絵
皮
峠
よ
リ
土
屋
に
山
山
てH治
出
よ
リ



川
川
っ
た
い
に
バ
リ
ゥ

て
い
っ
た
こ
と
を
知
ら
る

い
人
か
少
し
ず
つ
巾

却

し

て
き
ま
し
た

附
和
一
一
十
八

・

九
年
凶
よ
リ
人
ー
の
凶
泣
|
二
ゲ

が
じ
か
べ
叶
川
山
ぶ
工
さ
れ
始
め
た
一
則
ぼ
く
た
ち
は
ま
だ
小
川
f

中
て
L
F

山γ
小
松
に
入
学
し

た
。
引

お
と
る

の
ん
々
か

一

日

1
1
寸
J

E
-
二

川
」
J1

j

-1f
J

l

j

 

か
へ
日
併
す
る
んじ
ゃ
一
と
い

勺

て
い
る
の
を
斗
に

し

'
'
r、
l

b

ド
フ

占
局
、
4
Jo

J
ん
‘
l
b

年
と

た
た
な

い
ー

ら

に
川
内
村
と
な

っ

た

、
、
は
げ

1

、

J
L

・

L

、

t
i
h
l

、
ノ

L

L
H

リ
!
+
'
q
f
d
L

，

1
i

人
λ

グ

れ

山
ーを
ほ
抗
な
く
円
え
る
よ
う
に
♀

っ

た
叫
則

九1
0
H
Aは

J
J
り
に
4
一、
μ
hμ

b
κ
，
A
1
抄
石

中
川
村

(
山
引
の
の
川川
地
区
)
と
へ
ハ
印し
た
と
か
で

ま
た
ま
た

h
n

所
は
川

内
問
と

は
「
た

ば
く
た
ち
の
乍
い
伐
の
名
紘
も

川
内
中
リ
マ

枝
川

じ
教
場
と
fふ
り

他

I
al(L

y

l--(iJ

;

}
>

i

三

け
い
お
場
・
河
川
名
場
カ
去

一

た

宇
佐
μい
れ
は
ひ
と
り
イ

径
数
州
場
に
教
叫
が
お
ら
ハ
た
よ
う
に
思
う

治
川
教
場
の
生
徒
い
か

一
日
九
日
併
ほ
業
て
川
上
教
場
に
米
た
と
さ

必
郎
-
h出
力μ
U
て
あ

う

た
と
思
う
が

「

人
工
衛
泌
が
飛
び
よ
る
時
代

に
ら

~
，た
の
だ

か
ら
へ
H
M

も
し
か
た
が
主
い
ね
や

今
ー
以
は
消
川
教

場
て

へυ
日
間
以
主
を
し
て

く
れ
た
ら
え
え
の
に

」
と
い

っ
て
い
た

の
を
一
リ
ル
隠
し
て
い
る

件
一ご
ろ
ま
で

初
め
て
あ
わ
す
顧
と
創
た
か

に
は
何
と
か
会
f

川
の
で
き
る
川
制
に
ら
っ

て
い
た

そ
の
日

r局
)11 

の
一
・

二
年
生
は
三
内
教
場
へ
ん
日
山
間
以
・
楽
に
米
て
い
た
色
が
自
く

て
ス
ラ

l

ノ

と
し
た
列
伝
徒
川
市
恥
山
土
問
力
行
か

「

は
く
た
ち
は
中

先
生
N
'什
'
凶
司
と
ま
ど
い
を
刊

っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
が

ﾍ�: 
1M1J 
か

ら
み
て
も
よ
く
わ
か
ゥ
た

二
学
期
は
~
引
火
山
口
杭
ん
け
と
い
う
大
竹
中
に

よ

勺

て
目
ま

く

る
し

く
終
リ

ぃ
午
業J叫
ん
心1
Jぃ円
h
を
似
る
こ
ろ
に
る
な

る
>-

じ
っ
く
り
と
大
同
凶
結
す
る
的
に
叩

作
業
ム

l

ド
カ
げ
い

は
じ

め
た

い
ち
ば
ん
向
く
ら
っ

た
の
は
市
川
地
区
の
寄
出
合
生
で
あ
る

の
，

ー
は

K

-
a
k
e川明H

ま
い
正
し
き
が
か
く
し
き
れ
ず
に
ほ
業
中
て
も

>

JU--

;;

メ
ソ
メ
ソ
「
る
の
が
何
人
か
い
た

そ
れ
で
も

さ
す
か

戸
一年
生
は

ド
倣
山
じ
を
ぬ
ま
し

r
j

l
 

e一
正
川
η

山
刊
沖
い
か
主
か
さ
れ
て
い
た

l

ふ
!

ド
〆

W

4

R
1

1

4
1

3

J
J

-

4

1

ι

ウ
什
教
場を

組
え
て
の
ト
〈1

M
川
結
は

知
時
H

に
は
会
一
〈
叫
引
で
き
ず
ぃ
小
松
止
ま
で
そ

の
ム
ー
ド
に
は
主
ら
ず
じ
ま
い
て
あ
ゥ
た
よ
う
に
思
う袷4

餅

業

式

イ乍

成〉告

学
校
に
主
ウ
ご
か
ら

初
め
は
桜
樹
村

・

す
こ
し
し
て
中
川
村
に
な

っ
た
と
思
う

た
ら

ム7
肢
は
川
内

川
川
川
と
変
わ

勺
て

ヰl
"ん
:子ー

生
の

制
じ

ゅ
う

合
併
問
題
が
つ
い
て
ま
わ
っ

た

」

と
こ
は
し
て
い
た

き
」

よ

よ

昭
和
三
十

三
年
の
秋
も
終
わ
リ
に
近
づ
い
た

片
グ〕

半
{ま

待
望
の
新
校
合
が
で
き
あ
が
り

寄
出
合
も
捺
備

さ
れ
て

実
質
統
合
が
な
さ
れ
る
こ
と
に

4

っ

た

ト

一
一
月
一
ば
い

は
各
教
場
か
ら
の
荷
物

運
び
等

教
主

・

教
具
な
と
の
採
備
に
忙

し

正
式
に
授
業
に
は
い
っ
た
の
は
卜
二
日
に
主
っ
て
か
ら
で
あ

っ

た

本
つ
の
ク
ラ
ス
の

三
年
生
い
か
同
一
校
地
内
で
勉
強

J

E

、
車
》

ナ
人
ム
υ
・
レ
，

3L6 一

で
き
た
の
は
凶
か
月
た
ら
ず
で
あ
っ
た

し
か
し

こ
の
四
か
月
間

に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た

正
任
の
先
生
ト
刀
は
そ
れ
ぞ
れ
に

川
内
中
学
校
第
一

一回
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
て
と
い
わ
れ
た

は‘

<

た
ち
の
蚊
大
の
凶
心
事
と
い
え
ば

新
ク
ラ
ス
制
成
の
こ
と
だ
っ
た

か
期
待
は
ず
れ
て

三
内
教
場
生
は
そ
の
ま

何
の
こ
と
は
な
く

ま
二
ク
ラ
ス
、

川
上
教
場
と
滑
川
教
場
と
で
三
ク
ラ
ス
の

丘
ク
ラ
ス

に
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る

t

先
生
方
は
「
各
教
場
は
お
互
い
協
力
を

し
、

川
内
中
学
校
生
徒
と
し
て
大
同
団
結
共
励
切
倍
し
て
欲
し
い

日

と
い
わ
れ
た
が

学
力
テ
ス
ト

・
則
末
テ
ス
ト

・

生
徒
会
役
員
選
挙

部
音
楽
会
な
ど

次
か
ら
次
へ
と
や
っ
て
く
る
行
事
に
追
わ
れ
て

ム
卒
業
し
て
も
同
期
の
年
来
生
で
あ
る
と
い
う
話
題
は
少
な

い
よ
う

で
、
教
場
を
具
に
し
た
同
期
生
と
の
つ
な
が
リ
の
出
さ
が
思
わ
れ
て

な
ら
な
い

し
か
し

年
あ
け
て
、
二
月
の
入
試
を
す
ま
し
て
か
ら

卒
業
の
臼
ま
て

P
T
A

の
方
々
先
生

・
三
年
生
の
生
徒

・

一
丸
と

な
っ

て
学
校
環
境
の
旅
備
に取
り
組
ん
だ

t

校
庭
の
各
所
の
組
問
や

りょ

主
也
-

-
一
ひ
日
款
を
阪
リ
、
一
千
を
流
し
た

4
JJ

(

4

j

;il-
-

:

 

女
，j
は

引
ひ
ろ
い

・

ガ
ラ

ス
瞬
き
を
し
た

あ
ー
王
リ
に
女
子
が
き
れ
い
に
カ
ラ
ス
を
ふ
い
た
の

で
、
二
年
生
の
男
の
子
が

三
階
か
ら

-
一
階
へ
階
段
を
走
り
降
り

窓
か
ら
首
を
つ
き
出
そ
う
と
し
た
と
た
ん
、
残
念
な
が
ら
笑
は

闘
い

327 -

て
い
る
と
見
え
た
窓
は
閉
じ
て
い
て

あ
ま
リ
に
透
明
度
が
高
か
っ

た
'
か
た
め
に
ガ
チ
ャ
ン
と
破
損
し
て
し
ま
い

、

幸
い
ケ
カ
は

な
か

っ

た
も
の
の

女
子
の
ガ
ラ
ス
ふ
き
が
ひ
き
起
し
た
事
件
と
し
て

し

ば
ら
く
笑
い
話
の
極
と
る
っ
た

三
学
期
の
大
詰
め
、
川
内
立
入
試
を
あ
す
に
ひ
か
え
た
二
月
最

後

の

日
、
全
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
い
か
あ
り
、
男
子
は
河
之
内
音
田
(
東
谷
小

)

女
f
は
則
之
内
(
男
子
の
半
分
)
往
復、
今
の
コ
l

ス
よ

り
長
い
い
か
、

植

体
育
の
先
生
が
「
こ
の
く
ら
い
毎
日
歩
い
て
通
学
し
て
い
る
生
徒
が

い
る
の
だ

J
と
生
徒
を
激
励
し

て
い
た

そ
れ
に
し
て
も
十
キ
ロ
は

速
か
っ
た

皆
よ
く
走
っ
た
も
の
だ
と
今
で
も
時
々
思
い
出
す



第
三
章

充

日
刀2r
 

実

(
昭
和
二
一
十
川
年
七
月i
四
十
三
年
三
月

一
・

二
・

二
一期
工
事
の
完
成
に
よ
り

一
応
教
育
に
支
障
な
き
程

皮
に
校
舎
は
竣
工
し
た

初
代
校
長
高
須
賀
義
男
先
生
は
「
大
同
団
結

・

共
励
切
嵯
」
の
校

訓
を
具
現
化
さ
せ
る
為
に
は
、
全
町
民
の
総
意
と
協
力
と
情
熱
を
結

集
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

そ
の
一
方
法
と
し
て
校
庭
の
緑
化
を
呂

己
日
F
L

ふ
ルJ
J

r、
，

ψ
4

全
町
民
・
職
員

・

生
徒
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
実
現
の
た

め
最
善
を
尽
く
し
た

、

一
年
半
足
ら
ず
の
短
臼
時
で
、
全
国
に
誇
る

結
豊
か
な
学
会
け
の
基
礎
造
リ
が
で
き
たL

高
須
山
県
校
長
は
、業
半
ば
に
し
て

、

昭
和
三
十
四
年
九
月
、
県
教

委
の
一
要
請
に
よ
り
松
山
教
育
事
務
所
長
と
し
て
栄
転
さ
れ
た

ι

後
継
の
八

木
茂
・

大
上
幸
雄

・

関
信
義
歴
代
校
長
は

そ
れ
ぞ
れ

意
欲
的
な
学
校
経
営
に
力
を
注
が
れ
た

c

全
職
員
協
力
体
制
の
も
と
で

、

施
設
設
備
の
充
実
と
、
併
せ
て
、

校
舎
に
合
っ
た
生
徒
づ
く
り
の
た
め

知
・

体
・

徳
の

「
調
和
と
統

一
の
と
れ
た
豊
か
る
人
間
つ
く
リ
」

へ
と
努
力
さ
れ
た

ι

大
会
阪
勝

・
川
川
小
山
ソ
校
総
ん
け
体
行
大
会
-
一
山
場
ホ
優
勝
と
川
小
の

名
戸
を
以
下
に
馳
せ
た
の
て
あ
る

ま
た

凶
出
一
を
出
向
る
図

書
館
の
城
工
と
図
書
の
充
実

に
よ
り
、
自
ら
学
ぶ
姿
勢
と

図讐館の内部

に豊
多か
大な
な人
影|詰j
特性
をを
与 ff
え て
たる
J-_ 

か
く
し
て

十
年
を
迎
、
ぇ

た
し本
校
は

名
実
共
に
充
実

し
、
ア
ジ
石
保
く
刻
ま
れ
た

校
訓
の
も
と
永
久
の
弥
栄

と
前
進
し
て
い
る

教
育
長
と
し
て
の
思
い
出

ョ
正
教
打
い
い
以L
U
U『{
 
j皮

~i: 

戸
uezn
 

川
内
中
学
校
の
思
い
出
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
特
に
印
象
に
残
つ

て
い
る
も
の
を
内
〈
噂
}
と
に
し
た

そ
の
概
袋
は
次
の
一
週
リ
で
あ
る

か
く
し
て
川
内
中
学
校
の
充
実
期
を
迎
、
え
た
の
で
あ
る

〔
地
設
ぷ
備
の
充
実
〕

昭
和
三
十
立
年
十
二
月
」
!
日

体
育
館
孫
成

昭
和
三
十
八
年
凶
月
二
十
二
日
保
健
室

・

定
叫
ん
仙
台
格
成

プ
ー
ル
竣
工

昭
和
三
十
九
年
六
月
三
十
日

昭
和
四
十

二
年
十
一
月
二
|

三

日

昭
和
凶
十

二
年
一
月
二
十

二
日
起
動
場
拡
張
工
事
終
了

図
書
館
決
成

〔P
T
A

労
力
奉
仕
に
よ
る
環
坑
終
備
〕

昭
和
凶
十
年
九
月
二
卜
日

水
生
Mm
物
園
;
一む
成

328 一

昭
和
凶
十
一
年
八
月
二
十
丘
日
制
員
主
南
庭
通
路
完
成

校
訓
伴
設
立
お
よ
び
凶
書
館

昭
和
凶
十
二
年
三
月
l

六
日

前
国
完
成

以
上
の
よ
う
に

、

体
育
館
の
完
成

・

運
動
場
の
拡
張

プ
ー
ル
の

よ
る
ク
ラ
ブ
指
導
が
盛
ん
に
な
っ
た

竣
工
と

、
体
育
地
設

・

設
備
の
充
実
に
と
も

な

っ
て
、
全
は
参
加
に

薄
暮
ま
で
白
球
を
追
う
姿
い
か

と
し
て

見
ら
れ
、
意
欲
と
集

中
力
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
て
き
た

そ
の
例

温
泉

・

北
条

競
技
大
会
に
於
い
て

、

昭
和
凶

十
一
年
か
ら

前
人
未
踏
の
三
連
勝
の
体
業
を

。

寄
宿
舎
の
設
置

寄
宿
令
を
設
置
し
て
滑
川
地
区
の
生
徒
を
入
会
口
せ
し
め
る
こ
と
に

ま
た

女
f

ハ
レ
|
ボ
ー
ル
は
県

な

っ

た
の
て

父
兄
の
承
諾
を
得
る
べ
く
半
年
も
前
か
ら
折
に
ふ
れ

時
に
ふ
れ
夜
出

地
元
へ
出
向
い
て
懇
談
会
を
開
き
啓
蒙
に
努
め
た

、

父
ω
ん
の
中

か
急
速
に
は
円
満
解
決
の
運
び
に
は
な
ら
な
か
っ
た

t

て
ほ
し
い
」
と
の
希
望
も
あ
っ
た

に
は
「
中
学
校
の
卒
業
証
書
さ
え

も
ら
え
ば
よ
い
か
ら
分
校
て
お
い

地
元
出
身
の
町
議
会
議
員
玉
井

明
憲
氏

(政
人
)
は
父
兄

と
の
最
後
の
懇
談
会
て

329 一

大
決
意
を
述
べ
て
入
合
方

を
奨
め
ら
れ
た
そ
の
夜、

急

一広
古
巳
ド
1

4
l
-

話
は
ま
と
ま
リ

入
会
円
質
成
を
決
定
し
た

差
し
当
り
出
川

上
村
役

場
跡
を
改
造
し

て
こ

れ
を

充
当
し

、

そ
の
問
、
新
答

宿
舎
の
建
築
を
進
め
た

国
の
補
助
は
勿
論

県
の

補
助
も
あ
っ
て
全
国
で
も



一
・

二
位
と
言
わ
れ
る
立
派
な
寄
山
舎
が
完
成
し
た
の
で
あ
る

t

寄
宿
舎
は
成
績
も
あ
が
り
特
に
就
職
生
は
寮
生
活
に
な
れ
て
評

刊
が
よ
か
っ
た

父
兄
も
心
か
ら
感
謝
し
た
の
で
あ
る
t

。

赤
痢
の
発
生

昭
和
凶
十
年
人
片

中
学
校
に
赤
痢
が
発
生
し
たc
町
川
ぃ
事
者

教
行
委
民
会

、

学
校
当
局
の
二
一
者
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
が
処
置

・
対

策
に
万
全
を
則
し
た

関
係
機
関
の
抱
導
を
受
け
て
学
校
給
食
を
中

け
し
、
患
者
、
保
菌
者
を
隔
離
し
て
他
へ
伝
染
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
た
の
で
幸
い
学
校
内
部
だ
け
で
く
い
止
め
一
般
町
民
に
広
が
ら
ず

に
終
結
し
た

そ
の
秋
山
払
は
愛
媛
県
学
校
給
食
会
会
長
か
ら

「

亦
痢
発
生
に
対
す

る
出
国
世
が
適
当
で
あ
っ
た
た
め
大
事
に
い
た
ら
な
か
っ
た
」
と
林
し

十
半白川W
さ
れ
た
の
で
あ
る

E

こ
の
表
彰
は
今
で
も
受
け
て
よ
い
の
か
、

わ
る
い
の
か
彼
雑
る
気
持
ち
で
あ
るえ

。

学
校
図
書
館
の
建
設

中
小
伎

の
裁
量
目
い
か
三
千
冊
以
ー
に
な
っ
た
の
で
普
通
教
室
で
は
本

の
前
十
一
さ
で
は
咋
が

稀
ち
る
危
険
性
が
あ
る
と
専
門
家
か
ら
任
意
が
あ
っ

i

F

ｭ

U
1
ド
ド
『
ヨ

ド

1
J
S
￡-- 4

}4
8

議
会
の
佼
同
を
得
て
拡
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た

z

そ
こ
で

ゴ
地
一
州
ト
例
名(十
一
人
?

に
土
地
売
却
方
を
お
願
い
し
た
ら
全
民

「
吋
'
子
一
位
の
こ
と
で
す
か
ら
喜
ん
で
提
供
し

ま

し
ょ
う
」

と
賛
成
し
て

ー
、
:

n
u
L
J

人

P
T
A

の
会
長
仙
波
直
之
氏
が
個
人

個
人
に
つ
い

て
挙
務

的
処
段
の
指
導
を
さ
れ
た
の
で
万
事
順
調
に
進
ん
だ

登
記
事
務
に

つ
い
て
は
ギ
務
同
の
主
事
国
井
安
氏
が
テ
キ
パ
キ
と
善
処
し
工
事
は

予
定
通
り
光
成
し
約
丘
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
拡
張
し
た
の
で
体
育

指
導
上
支
障
が
も
く
る
リ

X

一
般
町
民
の
利
用
か
ら
も
便
利
に
な

っ

?二

2 

走

t萱

a馬

一
応
川内
中
学
校
長

義

関

一
一
=
口

{
 

国
道
十
一
号
線
を
軸
に
し
た

川
内

町
の
走
馬
燈

‘

こ
の
走
馬
燈
の

ν
以
'
鋭
は
政
大
・
山
季
の
色
彩
は
ゆ
た
か

人
情
は
こ
ま
や
か

白
雲

を
い
た
だ
く
訂
槌
山
を
民
点
に

重
信
の
清

流
を
足
下
に

た
ゆ
み

な
く
凶
リ
続
け
る

そ
の

一
こ
ま
に

山
払
は
昭
和
凶O
年
の
春
か
ら

昭
和
凹
四
年
の

忘
ま
で

丸
凶
年
間
お
世
話
に
な
っ
た

こ
の
非
オ
な
私
を
快
く
迎

。

運
動
場
の
拡
張

既
設
の
運
動
場
は
文
部
省
の
基
準
よリ狭
い
た
め
同
時
間
に
各
極

た
の
で
特
設
図
書
館
を
建

設
す
る
こ
と
に
な
っ
た

一
階
は
一
般
図
書
・
二
階

館

は
学
習
研
究
図
書
・

二
一
階

は
郷
土
室
に
す
る
構
想
で

土

あ

っ
た

郷

図
書
の
充
実

u
p
-
;
 

怨
ゴ
三

の
陳
列
内
容
等
、
中
学
校

の
図
書
主
と
し
て
は
誠
に
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立
派
で
お
そ
ら
く
県
下
で

は
他
に
例
を
見
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る

え

の
述
動
競
技
を
行
、
え
な
い
不
便
が
あ
リ

教
育
運
営
に
支
障
が
あ
っ
た

、

そ
の
上
時
代
の
変
選
に
伴
い
い
つ
運
動
場
の
南
側
へ
民
家
又
は
、
会

社
・

工
場
fか
建
て
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
気
配
を
感
じ
た
の
で

こ
れ

が
拡
岐
を
A寸
の
っ
ち
に
し
て
お
か
ね
ば
悔
を
千
歳
に
妓
す
と
思
い
、

え
て
い
た
だ
き

ま
た
暖
く
送
り
出
し
て
下
さ
っ
た
思
い
出
は
数
多

一
町

一
一枚
の

統
合
中
学
な
の
で

何
事
も

旧蛍
と
筆
で
は
表
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
t

く
、
到
底

こ
の
走
馬
燈
の

一
部
と
し
て
見
・
聞

き

v
f
y
、
ぇ

判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
t

喜
ひ
も
悲
し
み
も
幾
歳

H

、
思
い
出
に
残
る
も
の
は

た
だ
感

大
い
な
る
も
の
の
め
く
み

え

識
の
み

‘

思
い
出
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
数
多
い
中
か
ら
、

私
は
「
書
」
l

量一百
か
れ
た
も
の
は
、
一
知
く
て
も
、

1

警
か
れ
た
文
字

ー
ー
ー

と
い
う
「
索
引
」
を
ひ
も
と
い
て
み
よ
う

k

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ

331 -

慈

イム

房

遠
い
昔
の
こ
と
も
今
に
ひ
き
も
ど
し
て
凶
っ
て
く
れ
る

に

る
え

ま
た

昭
和
山
O
年
一
O
月
二
九
H

の
午
後
、

京
学
芸
大
学
教
授

が
来
校
さ
れ
た

っ
た
半
輪
培
を
見
に
、
て
り
れ
たt

千
々
和
笑
先
生

(
当時
東

当
時
校
長
室
の
土
問
窓
下
に
あ

っ
て
い
る

問
題
は

も
の
や
わ
ら
か
な
も
の
ご
し
が

印
象
に
銭

研
究
さ
れ
て
い
る
の
銘
石
塔
に

つ

い
て
教
、
え
て
下
さ
っ
た

銘
の
あ
る
球
形
の
部
分
で
あ
る

じ
「

慈
仏
一
防
」

「
佳
一
長
六
年
三
月
」
と
銘
が
あ
るs

そ
の
書
体

・

そ
の
他
か
ら
y
Jえ

て
、
佳
い
伎
の
も
の
に
ま
ち
が
い
が
な
い
と
い
わ
れ
る

い
ず

そ
の
後
の
お

便
り
で
は
、
「
{
玉
賂
か
丘
輪
か
尚
々
、
え
て
見
ま
す」
と
あ
っ
介



ー
;

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

れ
に
し
て
も
の
銘
れ
併
と
し
て
は
此
ず
が
な
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う

川
内

小
学
的
神
肘
先
生
御
犬
去
に
お

文

U
j
に
心
ひ
か
れ
る

世
汗
川
を
か
けた
こ
と
を
思
い
山
し
な
が
ら

|

|
私
は
「
慈
仏
印

る
こ
と
も
忘
れ
て

そ
の
川
に
じ
二
二
年
も
の
ぷ
片
い
か
流
れ
て
い

時
σ1 

)11 

l人j

州
の
あ
た
り
は
し

辿
川
和
心
は
川
木
て
し
る
い

何
の
似
ぃ
，
交
に
控
て
ら
れ
た
の
か

が
そ
の
注
い
牛
円
か
ら

こ
の
川
内
は
い
机
い
e
い
る
と
い
う
こ
と

球

機

動
「

球
心
機
動
」
は
、
松
叫
山
東
洋
城
七
|
二
」

'じ

体
行
仙
の
山
l
し

の
銘

そ
の
年
紛
争
乞
誇
リ
た
い

昭
和
川

一
年
の
出
校
記
念
日
に
記
念
講
演
を
出

そ
の
時
に
お
聞
き

し

の
占
と
聞
く

内
中
学
校
以
佐
伯
惟
川
問
先
生
に
お
願
い
し
た

た
こ
と
で
あ
る

昭
和
二
十

i
年
か
ら
二
十
六

年
に

一
畳
厄
に
お
ら

こ
と
を
古
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
闘
い
す
る
レ

三
内
小
学

の
生
徒
づ
く
リ
に
つ
い
て
大
切
な

書
い
て
下
さ
っ

れ
た
山
本ぽ
什
城
先
生
に

た
の
が
こ
の
治
問

そ
し
て

「
俳
句
は
球
心
機
動
て
な
く
て
は
な
ら

一寸

し 、

「
人
間
が
立
派
で
な
い
と
立
派
な
俳
句
は
で
き
な

い
」

-
i

、

J
ノ
c
a
t・
一

聞
は

十
同
年
を
迎
え
る
川
内
中
宇
に
も

さ
と
さ
れ
た
と
の
こ
と当

時
か
ら
取
わ
れ

む
し
つ
く
れ
放
も
つ
く
れ
-
と

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い

躍二二
し年
て生
L 、 は

るど
だん
ろら

fJ.比
iと
し
た

ト

カ‘ そ
の
ふ
一
は

も
う
社
会
人
と
し
て
、
一
山

々
川
内
中
学
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
少
年
た
ち
は

こ
の
立
志
の
ぺj

に
思
い
出
は
っ
き
ら
い

そ
れ
ぞ
れ
に

J
ル

五

大
同
団
結

共
励
切
碓 幸

多
か
れ
と
析
ら
ず
に
は
お
れ
る
い

を
立
て
て

い
守
合
だ
人γ
っ
か

川
内
中
…
…JP
T
A
は
開
校
十
周
年
記
念
'
n古
苧
と
し
て
は
訓
砕
建
設

そ
れ
ら

を
斗
ぺ
引
出
し
たそ
の
石
材
を
滑
川
地
区
へ
探
し
に
出
か
け

に
つ
い
て
の
千
続
き

開校 10周年記念行事 と して P T A が建立した校訓碑

か
ら
の
採
取

・

運
搬

・

出
怯

訟
と
P

T
A

の
労
作
は
大

へ
ん
だ
っ

た
‘

昭
和
凶
1

三
年
三
月
十
3
八
日
半
業
式

の
日
に
除
幕
式
を
'
れ
リ
た

文
は
初
代
校
長
と
し

て
校
訓
を
つ
く
ら
れ
た
高

須
賀
義
男
先
生
に
書
い
て

、
、

-
￡
一
、
、
，
」

L

T

'
寸
J

し
ル
7
'

こ

の
校
訓

の
大
同
団
結
共
励
切
障
の

中
に
は
、
統
合
中
学
と
し

患
難
は
忍
耐
を
生
じ

忍
耐
は
練
達
を
生
じ

練
達
は
希
望
を
生
ず
。

ノ J

川
内
中
学
の
戸
だ
な
を
山
知
坦
し
て
い
る
と
き
に

に
、
城
ノ
ブ
先
生

m
u
J討を
比
つ
け
た

そ
の
と
、
き
の
感
激
を
思
い
山

す

「
山主
主
叶」

数
本
の
軸
の
中

ト
小
フ
匂
シ
」

先
生
め
本
籍
は
川
内
町
大
千
北
む

の
ロ
マ
書
第
4
章
三
節
凶
節
で
あ
る城

滋
三
の
二
女
と
し

て
、
明
治
丘

年
生
れ

川
付
町

出
心
屯
』

J
I
u
--[

l

 

明
治
二
十

凶
年
に
は
今
の

H

本
キ
リ
ス
ト
教

団
川
上
教
会
の
創
立
者
と
な
り

外
地
の
労
務
者
に
伝
道

婦
人
放
出
ぃ
小
業
に
捺
げ
ら
れ
た

一
生
を

i

、
、

点
。
L

カ

蓄
を
通
し
て
結
は
れ
た
さ
ず
主
は

私
は
光
叶
J
に
お
会
い
し
た
こ
と
は

大
切
に
し
た
い

332 -

「
然
の
み
な
ら
ず
忠
維
を
も
喜

、
」
、中
」

の
蓄
の
こ
と

は
の
前
に
あ
る

F

」
の
山
正
蓄
の
、
」
と
ば
はど
れ
だ
け
私
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
こ
と

か

け
州
、
き
な
い
も
の
を
思
い
出
す

回

立

士
山

「
少
年
の
B

」

に
、
体
育
館
の
南
に

一
本
の

と
彫
り
こ
ん
だ
れ
を

昭
和
問
十
二
年
度
の

モ
ミ
の
木
を

州
、
え
た

そ
の
似
厄
に

こ
れ
は
当
時
の
二
年
ル
い
か

運
動
場
耐
の
河

お
い
て
記
念
と
し
た

「
マ
一
小士
山
」

1)1'ｭ
で

r
p

つ
L
l一
キ
J

二
一
l

二

k
十
ふ
l
V
-
1
-

サ
/
γ
A
-

1
-

二
年
生
が
書
い
た
立
志
の
下
を
彫
っ
た

し、

や

当
時
的

当
時
の

小
さ
な
モ
ミ
の

十小
も
九1
は

も
の
て
あ
る

て
の
意
義
と
使
命
が

明
碓
に
不
さ
ハ
て
い
る

も

字
数
は
少
く
と
も
川
内
町
教
行
の
歴
史
を
物

附
校
中
つ
同
の
熱
気

年L

か
今
も
伝
っ
て
く
る

語
ウ
て
い
る

111 

こ
の
碑
の
建
設
に
当
っ
て

は

P
T
A

の
願
い
が

め
ら
れ
て
い
る

生
徒
た

ち
カ

そ
の
目
標
を
見
失

わ
な
い
よ
う

限
り
な
い

成
長
を
念
じ
て
建
て
ら
れ

333 -

害

た
、

そ
の
父
母
の
析
リ
を

図

無
に
し
て
は
な
ら

な

い

」ー
，、

ヲ恒
二E

間

独
立
し
た
図
書
館
を

建
て
た
い
と
い
う
学
校

計
画
書
を
見
て
も
句
そ
の
こ
と
が
伺
え
る

た
ハ
'
イ
村
山
校
長が書
か
れ
た
図
書
館
の

か
ね
て
の
念
願
か
み
の
つ

の
希
叫
」
は
ハf
〈

b
h

J
r

て
、
昭
和
凶
オ
二
年
八
片
二
十
五
日成
仙
の
凶
書
館
の
峻
工
を
み
た

運
動
場
の
拡
長
も
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
充
実
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
広



い
運
動
場
が
必
要
と
なっ
た

川

の
改
侍
工
事
の
こ
と
も
あっ
て
、

川
の
石
が
た
く
さ
ん
い
れ
ら
れ
て
、
昭
和
四
十

三
年
一
月
二
十
二
日

工
事
は
完
了
し
た
巡
動
場
は
倍
近
く
も
広
く
な
っ
た

e

こ
れ
ら
の
こ
と
は
町
当
局
の
英
断
と
教
育
委
員
会
の
努
力
、

A

の
熱
意
が
一
体
と
な
っ
た
賜
物
で
あ
る

そ
こ
に
は
「
蓄
」
は
な
い
か
も
知
れ
な
い

，

文
字
は
な
い
か
も
知

れ
な
い
し
か
し
、
物
言
わ
ぬ
杢
聞
は
い
つ
も
生
徒
を
呼
ん
で
い
る

4

空
間
を
大
切
に
し
た
い
も
の
だ
え

3 

運
動
場
拡
張
の
想
い
出

元
川
内
中
学
P
T
A

会
長

j
 

a
H
H
U
F
 f
 
1皮

直

之

昨
夜
の
雨
量
は
と
何
年
ぶ
リ
か
に
表
川
へ
朝
の
散
歩
に
行

っ
た

ち
ょ
、
つ
ど
中
学
校
の
南
ま
で
釆
た
と
き連
動
場
の
桜
内
木
が
青
々

と
繁
っ
て
い
る
の
が
一
番
に
目
に
つ
い
た

υ

随
分
大
き
く
な
っ
た
る

あ
ー
と
し
は
ら
く
立
ち
止
ま
り
何
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う

:
:
と

此
め
運
動
場
を
拡
娠
し
た
当
時
め
事
を
つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

忽
い
出
し
な
つ
か
し
か
っ
た

偶
然
そ
の
日
の
夕
方
中
学
校
の
神
軒
先
生
が
見
え
ら
れ
て
今
年
が

が
町
中
斗
い
町
へ
話
し
に
行
く
お
d
に
な
っ
た

早
速
役
ハ
民
会
の
帰
へ
り
に

当
時
の
大
器
町
長
さ
ん
に
お
途
い
し
よ
う
と
役
場
へ
お
伺
い
す
る
と

町
長
さ
ん
は
今
し
が
た
法
山
へ
出
張
の
た
め
パ
ス
の
営
業
所
へ
行
か

れ
た
と
の
事
だ
っ
た
の
で
走
っ
て
営
業
所
へ
行
き

発
車
前
の
も
ハ
ス

に
品
川
ひ
来
リ
松
山
へ
走
る
ハ
ス
の
小
で
町
長
さ
ん
と
通
勤
場
拡
似
の

件
に
つ
い
て
色
々
話
し
ご
同
怠

ご
承
認
を
お

願
い
し
わ
人
町
長
さ

ん
と
し
て
は
拡
張
は
し
て
や
り
た
い
が

耕
作
し
て
問
ら
れ
る
皆
さ

ん
の
ご
同
意
が
得
ら
れ
る
が
ど
う
か

そ
れ
と
l

年
前
に
中
山'子
校
往7T
 

設
当
時

足
当
リ
地
価
六
十
半
万
円
だ
っ
た
が

と
価
格
の
←
円
…

算
の
都
合
な
ど
で
心
配
さ
れ
て
い
た

色
々
話
し
て
い
る
中
に
君
が

耕
作
者
の
皆
さ
ん
を
説
得
し
て
来
る
な
ら
町
と
し
て
は
将
来
の
や
も

巧
え
て
運
動
場
拡
張
に
は
予
算
も
取
ろ
う
ー
ー
と
町
長
さ
ん
も
非
常

に
協
力
的
な
お
返
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
新
立
で
下
車
し
次
の

ド
出
?
で
川
内
町
へ
引
き
返
し
た

耕
作
者
が
ト
一
'
q引
い
た

で
早
速

一
軒
一
如
訪
問
L

て
担
つ
れ
人

山T
V
校
山
川
辺
い
か
同
川
ム
ー
だ
ん
だ
ん
古
池
に
変
わ
リ
つ
つ
あ
る
の
で
こ
の

際
皆
さ
ん
の
ご
印
刷
附
を
い
た
た
い
て

川
内
川
の
了
似
い
ん
土
い
礼
し
か
干
し

く
思
忠
を
蒙
る
川
一
動
場
を
H
K
非
拡
怯
し
て
お
か
る
い
と
料
水
拡
似
一
小

巧
能
に
な
リ
か
ね
ま
す

の
で
協
力
し
て
ほ
し
い

と
お
胤
い
し
て
担

川
内
向
制
→
一i
均
年
記
念
に
あ
た
リ

校
山
り
ん
を
発
行
す
る
の
で
学
校

ケ
ヘ
a
M
リ

、
J
t
e

F
、

i

'

ι
r
J
h
7
L
b
i

-
-
ニ

ペ
ニ

b
f
f

ヲ

H
J
E
r
k

'

ー

l

，

‘

j

i
-
-

J

-

仕

U
M

悶
ノ
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i
b

会
長
だ
ゥ
た
訟
に
是
非
恕
い

山
f

山一を
が
い
て
ほ
し
い
と
の
い
や
生
米
筆
不
精
な
私
に
は
書
け
な
い

P 
T 

と
思
っ
た
か

つ
い
運
動
場
の
事
と
な
る
と
力
し
か
人
リ
お
引
受
け
し

て
し
ま
っ
た

当
時
の
開
校
長
先
生
は
学
習
は
勿
論

学
校
箆
備
に
も
特
に
力

を
入
れ
熱
心
な
方
だ
っ
た
の
で
大
き
な
い
卒
業
を
次
々
と
る
さ
れ
た

図
書
館
内
建
設
・
運
動
場
の
拡
張

・
水
性
他
物
園
造
リ
・渡
り
廊
下

の
M
H
J
備

・

校
訓
仰
建
立
・
運
動
場
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

-ク
- 334 ー

ラ
ブ
部
室
の
建
設
・
と

学
校
は
見
違
え
る
よ
う
に
立
派
に
な
っ
て
行

ペコ

た

当
時
め
役
員
さ
ん
達
も
非
常
に
熱
心
な
方
達
ば
か

り
で

生
懸
命
協
力
し
て
下
さ
っ
た
事
に
今
も
尚
感
謝
し
て
い
ま
す

h
x
長
先
生
も
あ
の
印
去
勺

J

Ed
こ
や

一
自

f
l

こ

a
t
γカ
な
お
顔
で
い
つ
も
先
頭
に

立
っ
て
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
た
の
を
つ
い
昨
目
的
事
の
よ
う
に
惣
い

出
し
ま
す
&

さ
て
運
動
場
拡
張
の
こ
と
で
す
が
当
時
会
長
は

今
は
故
人
と
な

ら
れ
た
渡
部
賢
槌
氏
だ
っ
た

役
員
会
に
運
動
場
拡
張
の
件
を
提
白
血
ポ

し
そ
の
必
要
性
と
時
期

的
に
好
時
期
で
あ
る
事
を
力
説
し
役
川
県

の
ト
々
々
全
員
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
交
渉
員
と
し
て
副
会
長
の
私

リ
、
大
半
耕
作
者
の
ζ

ぷ
認
を
そ
の
晩
に
い
た
だ
い
た
じ

翌
日
町
長
さ
ん
に
お
逢
し
て
皆
さ
ん
の

-
}協
力
が
い
た
だ
け
る
旨

を
申
し
上
げ
た
ら
町
長
さ
ん
は
「
仙
波
君

本
当
か
?
」

と
篤
い
て

お
ら
れ
た

&

そ
れ
で
は

教
育
委
員
会
の
方
と
相
談
し
て
耕

作
者
の

承
諾
書
を
は
や
く
取
る
よ
う
に

と
話
し
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
ん

だ

当
時
の
仙
波
直
記
教
育
長
さ
ん
も

大
変
熱
心
に
中
学
校
の
務

備
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
た
の
て

あ
れ
、
、
れ
と
お
知
山
心
を
借
し
て

く
だ
さ
り

出
井
主
事
さ
ん
と
二
人
で
緋

作
者
の
承
諾
書
を
い
た
だ

き
に
担
る
よ
う
こ
配
慮
し
て
く
だ
さ
っ
た

委
い
は
会
の
お
仕
半
で
大

r
h
υ
 

q
u
 

勺
J

を
-
}
多
忙
な
回
井
、
王
ギ
さ
ん
し
非
常
に
協
力
し
て
く
だ
さ
り

毎
Ii免

耕
作
者
の
お
毛
訪
問
に
~
}
同
行
く
だ
さ
り
ぷ
諸
書

町
一
品
引
孔
や

ま
た

議
会
提
山
に
必
要
な
川
知
の
作
成
を
熱
心
に
し
て
く
だ
さ
っ
た

尚

耕
作
者
の
皆
さ
ん
の
ご
型
解
で
反
当
七

l

ん
川
て
-
一
協
力
く
だ
さ
っ

た
こ
と
を
付
叫
し
て
お
き
ま
す
。

先
般
故
人
と
る
ら
れ
た
山
場
以
の
い
a
U肝
仲
次
氏
は

一
呑
多
く
州
地

を
ト
ね
山
絞
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
か

州
地
の
代
合
の

一
部

一
金
h
h

川
也
を
小
学
校
に
-
}
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
介

凶
校
ド
以
先パ
ー
は

小
川
山
一
此
の
丸
川
付
令
で
図
書
を
購
入凶
沿い川
館
に
いa
U町
付
次

L
Xゆ
を

つ
く
ら
れ
感
謝
の
立
を
あ
ら
わ
し

←k
・
品
川
/
(
川
刈
，

h
p
h
'
え
乃
主
主

3
T
t
t
j

↑

l

λ
-

十

6
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述
の
役
に
ο

一
つ
よ
う
に
さ
れ
ま
し
た

拡
版
刷
日
閉
め
川
口
以
杭
打
ち
も
当
時
大
手
中
寸
の
は
川
る
中
を

開
校
長
先

ル
は
じ
め
勺
時
の
ド

T
A

の
係
を
し
て
お
り
れ
た
大
凶
功
先
生

当
い
切
関
係
者
の
訂
々
と

一
市
に

小
司
令
へ
も
が
ら
杭
を
打
っ
て
出

た
が

L
A
I
は
依
然
ハ
巾
の
出
い
山
で
す

ー
バ
山
拡
必
工
事
の
述
小
で
し
人
間
間
以
さ
ん
は
汀
則
で
は
叶
訂
さ
れ
て

へ
ー
は
い
し
さ
神
肝
町
長
さ
ん
に
引
き
桝
が
れ
た
が
、

神
野
町
長
さ
ん
は

そ
れ
ま
で
Y

品
川
会
に
出
て
お
ら
れ
た
の
で
的後
の
が
e的
を
よ
く
知
っ
て

j

3

L
 

，

e
s
a
q
、

A
VV

』
'
d

当
時
処
設
省
か
表
川
川
川
の
改
修
工がを
す
る
与
に
も
っ

て
い
た
の
で
γ

引
の
会
リ
オ
砂

を
利
川
さ
せ
て
も
ら
う
が
に
し

i暴

て
く
だ
さ
り
排
水
の
良
い

m
J

一

て
カ、

米

同
叫'
引
の
立
派
る
大

動運

起
動
場
じ
か
完
成
し
ま
し
た

庭

此
の
ト
八
辺
動
場
が
山
引
の
ま

校

た
将
米
多
く
の
中
山
一
子
生
諸
む
の

心
身
を
鍛
え

や
が
て

位
川
札
を
初、っ
佐
山
て
B
Mぃ
派
主
人

間
品
川
リ
に
大
い
に
役J
a
勺
て

J

の
も
こ
の
引
と
記
位
し
て
い
る

。

こ
れ
の
刈
円
以
と
し
て
か
?
力
ウ
ン
セ
ラ

l

'主
i,t 
指
)[-}: 

-f. 

iiJlJ 

が
戸
川
け
ら
れ

ま
た

各
県
に
ル
仁
川
徒
出
川
，

q
研
究
校
が
文
部
省
か
ら
桁

心
さ
れ

ル
士
山
徒
指
川
市
の
仰
な
湘
と
実
践
の
体
系
化
が
み
ら
れ
る
よ
、
つ
に

な
っ
た
の
も
こ
の
凶
か
ら
で
あ
る

。

'
」
の
よう
な
世

相
を
よ
そ
に

体育館前の更生の松

内
町
に
も
存
が
来

て
、
校
庭
の
木
々

は
芽
牛
込

烏

は
噂
っ
て
い
た

。

春
休
み
も
終
わ

リ
、
生
徒
た
ち
は

従
前
通
り
明
る
く

に
さ
や
か
に
な
校
し
て
い
た

。

昨
日
か
ら
今
日

今
日
か
ら
明
日

へ
と
ギ
凡
に
流
れ
行
く
か
に
感
じ
ら
れ
た

r

こ
の
流
れ
の
中
に

呉
状
な
色
と
作
を
感
じ
た
の
は

H
H

中
旬

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
教
師
に
反
抗
!
日
学
潔
を
乱
す
肴
い
か
数
名
い
て
授
業
い
か
や
り
に
く

る
と
思
え
ば
微
力
る
か
ら
鉱
山
川
に
携
っ
た
一
人
と
し
て

ι

び
を
感
ず

る
次
第
で
す

l
 
mm 

日
夜
後
に
此
の
運
動
場
拡
似
に

陥
に
こ
協
力
く
だ
さ
っ
た

ム7
は
亡
き
先
哲
諸

U
ん
の
ご
一
旦
(
似
を
心
よ
り
お
析
リ
し
つ
つ
日
?
を
出
き

ま_,__ 
q 

/->. 
口

掌

4 
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今
日
も
針
日
英
世
博
土
の
胸
像
は
材
芯-
M
ω
A

と
れ
思
探
究
の
厳
し
さ
を
絡
め
た
版
を
向
け
て
い
るそ
の
績
に
常

叫
山
中
に
バ
子
校
の
弥
栄
を
祈
る
か
如
く

一
本
の
松
が
刷
、
手
り
れ
て
い
る

こ
の
平
凡
な
松
の
年
輪
に
は
本
校
生
徒
指
導
の
刊
悩
が
秘
め
ら
れ

て
い
る

昭
和

一二
寸
ヒ

・
八
年
と
い
え
ば

戦
後
の
ベ
ヒ
l

ブ
l

ム
の
予
波

を
交

It 

ー
や
校
も
ご
た
ぶ
ん
に
も
れ
ず
九
h
四
十
余
名

を
越
す
マ

ン
モ
ス
学
校
と
な
リ

い
似
合
も
パ
ン
ク
寸
前
の
有
様
で
あ
っ
た
&

生
徒
数
の
明
加
に
比
例
し
て
非
行
も
納
え
品
川
町
化
し
て
き
だ

特

に
愛
川
町
は
九
千
力
日
本
一
と
川
時
に
非
行
日
本
一
と
新
聞
を
賑
わ
し
た

い
J
と
い
う
声
を
職
員
集
て
耳
に
す
る

こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
た
。

あ
る
父
兄
か
ら
「
中
学
生
が
夜
間
外
出
を
し

O
O

へ
た
む
ろ
し
て
い

る

J
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

係
は
す
く
調
査
開
始

。

夜
間

外
出
は
氷
山
の
一
角
で
恨
は
深
く
大
き
か
っ
た

。

波
ぃ
凡
だ
ぬ
平
和
境
の
川
内
中
学
校
に
も

時
代
の
波
は
津
波
の
如

く
、
京
一
く

激
し
く
押
し
寄
せ
て
き
た
の
だ

。

こ
の
津
波
を
防
ぐ
に

111 

は
、
人
聞
は
あ
ま
り
に
も
無
力
か
に
み

え
た

。

職
員
会
で

原
因
と
対
策
に
つ
い
て
何
度
と
な
く
討
議
し
た

。

O

生
徒
を
理
解
す
る
こ
と
に
努
め
よ
う

。

生
徒
の
気
持
ち
に
な
っ

337 一

て
話
し
合
お
、
っ
。

0

同
了
力z
t上
主
義
よ
り

ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
徒
の
能
力

・

適
性

を
見
出
す
教
育
を
推
進
し
て
い
こ
う

n

O

全
員
参
加
の
ク
ラ
ブ
活
動
組
織
の
再
編
成
と
強
化
を
図
ろ
う

D

O

生
徒
活
動
を
盛
ん
に
し

自
治
的

自
発
的
態
度
を
養
お
、
っ

。

等
の
法
本
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ク

ラ
ブ
活

動
(
現
在
の
部

で
汗
を
流
し

話
し
合
っ
た
。

あ
る
教
師
は
、

生

徒
を
家
に
連
れ
か
え
り

寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
の
教
育
も
さ
れ
た

と
い
う

。

生
徒
会
活
動
も
「
川
中
は
九
百
四
十
余
名
の
学
校

み
ん
な
で
明



る
く
楽
し
い
学
校
づ
く
リ
を
」
と
始
動
し
は
じ
め
た

。

生
徒
の
ー
ー
に

よ
る
自
治
的
、
自
発
的
な
真
の
生
徒
会
が
非
牛
、
え
た
の
も
こ
の
時
期

か
ら
だ
と
旧
ι
V
7J

問
題
の
生
徒
た
ち
も
、
二
学
期
中
頃
か
ら
友
の
ほ
ほ

I)い
励
ま
し
の

目
覚
め
る
き
昔
、
し
さ
が
見
え
て
き
た
。

K
刊
と

教
師
の
震
の
よ共
的
に
よ
っ
て
無
謀
る
速
隔
地
へ
の
心
の
旅
か

ら

稲
の
取
り
入
れ
L

終
わ
り

刈
田
に
涼
し
い
風
が
波
る
晩
秋
め
午

後
、
地
下
足
袋
を
毘
い
た
あ
る
父
視
が
学
校
を
訪
れ
た

3

『
校
長
先
生

せ
い
か
れ
が・
;

・本
当
に
こ
迷
惑
ι
一
お
か
け
し
ま
し

た
。

な
ん
と
お
詫
び
し
て
よ
い
や
ら
:
-
-
U
目
に
涙
を
う
か
べ
て
言

っ
た
。

「
笑
は
伴
も
反
省
し
、
二
度
と
馬
鹿
な
行
動
を
と
ら
な
い
と
誓
っ
て

く
れ
ま
し
た

J
と
、
そ
の
更
生
の
記
念
に
松
の
木
と
木
犀
を
持
っ
て

こ
ら
れ
た
。

こ
の
珂
由
を
知
っ
て
い
る
者
は
こ
の
松
を

「
更
生
の
松
」
と
呼

つ
だ
。

今
日
も
「
更
生
の
松
」

び
甘
木
君
の
心
の
病
の
い
、
え
た
こ
と
を
ひ
そ
か
に
在
日
ん
だ
も
の

だ
そ

育
て
よ
常
総

伸
び
品

)1/ 

中
生

の
必
の
如
〈
合
」と
私
達
を
見
守
り

怠
町
、
.

4
υ
f
d
L
 

二
位
と
暴
力
字
校
の
汚
名
を
間

間
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
刷っ
て
い
る
よ

う
だ

c

紙
さ
わ
る
す
緑
閑
と
な
っ
た
。

二
代
校
長
八
木
茂
先
生
は
、
「
鳥
の
さ
、
え
ず
る
緑
と
花
の
学
校
を
生

と
い
う
計
画
の
も
と
に

徒
、
職
員
の
予
で
育
て
造
っ
て
い
こ
う
」

ヤ
ブ
憾
の
苗
と
腐
葉
土
を
集
め

音
楽
被

全
校
生
徒
に
よ
び
か
け

「

み
て
お
れ
よ
。
二
十
年
、
三
十
年
た
て
ば
、

服
教
棟
と
技
術
美
術
教
棟
の
西
側
へ
西
日
予
防
も
兼
ね
て
植
、
え
た
。

き

っ

と
目
白
が
密
を

生
徒
た
ち
の
心
を
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
る
ぞ
。

政
い
に
き
て

理
想
境

と
な
る
ぞ

J
と
故
八
木
校

長
は
目
を
細
め
ら
れ
、
永

遠
へ
の
夢
を
語
っ
て
お
ら

可f
L
、

-
O

L
y
q
f'h
 

「

木
は
捕
え
る
の

で
な
く
育
て
る
こ
と
か
ら

始
め
な
く
て
は

f
と

ン
キ
ョ
ウ

草
ツ
ケ

ツ
ジ

沈
丁
花
等
の
ほ
押
し

木
を
し
た

c

「
な
ん
て
気

の
長
い
こ
と

を

す
る
も
の

f二

こ
ん
な
十
糎
に
も
満

た
な
い
苗
を
柿
え
て
何
に

5 

校
庭
の
緑
は
育
っ
て
い
る

砂
利
で
出
ほ
め
立
て
ら
れ維
背
十
だ
に
魚
、
え
て
い
な
い
砂
況
を
思
わ

せ
る
殺
伐
た
る
校
地
。

そ
の
東
北
の
隅
に
、
東
谷
小
学
校
か
ら
移
附
さ
れ
た
三
業
の
松
が

一
本
一
徒
、ぇ、
北
風
に
肌
を
さ
ら
し
て
い
た
。
初
代
校
長
高
須
川
貝
義
男

先
生
は
「
木
や
花
を
育
て
る
心
に
こ
そ
成
生
発
展
の
気
嶋
と
生
命
泊
中

章
一
の
情
緒
が
養
わ
れ
、
豊
か
な
人
聞

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

の
信
念
で

P
T
A

の
協
力
を
得
て
、
佼
下
か
ら
大
樹
老
木
が
集
め

コ

l

L

、
-
。

2

レ

+
4
ナ
J・

八
木
繁
一
先
生
の
、
植
物
学的
見
地
か
ら
の

ご
指
導
の
も

と
日
本
式
庭
園
を

中
心
に
し
て
生
徒
た
ち
の

「
心
の
ふ
る
さ
と
」

っ
く
り
へ
と
職
員
、
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
、
手
に
豆
を
つ
く
り
、

つ
ぶ
し
な
が
ら

一
本
一
本
の
木
に
愛
情
を
こ
め
て
植
、
え
た
。
玄
関

の
マ
キ
の
大
樹
は
「
向
」
1
J

』
つ

3
1

歩

市
土

l

f
J

刀
式
。
L

つ
け
ば
奇
蹟
U
と
言
わ
れ

て
い
た
の
が
見
事
に
つ
き
、
本
職
を
し
て
目
を
丸
く
さ
せ
た
も
の
で

あ
る

。
殺
伐
た
る
砂
漠
は

一
年
有
半
に
し
て
想
像
だ
に
で
き
な
か
っ
た

な
る
だ
ろ
う

J
と
親
の
心
子
知
ら
ず
の
感
を
抱
い
た

り

し
た
。

し
か
し

現
在
で
は

そ
の
十
糎
に
も
満
た
な
か
っ
た
レ
ン
ギ
ヨ

ウ
の
苗
が
運
動
場
境
の
垣
と
な
り

春
に
な
れ
ば
真
黄
色
の
花
を
た

わ
わ
に
咲
か
せ
蝶
や
蜂
が
乱
舞
。

八
木
校
長
や
園
芸
主
任
等
の
遠
大

な
る
計
画
を
寿
い
で
い
る
。

教
育
と
は
何
か
を
無
言
の
う
ち
に
教
え

て
く
れ
る
思
い
で
あ
る
。

「
川
中
に
は
秋
の
花
が
な
い
。
秋
を
代
表
す
る
萩
が
欲
し
い
も
の
だ
U

と

つ
ね
日
頃
校
長
先
生
は
言

っ

て
お
ら
れ
た
。

あ
る
日

校
長
先
生
が
出
張
か
ら
帰
ら
れ

「
東
校
に
白
萩
の
美
し

い
の
が
あ
る
の
じ
ゃ
が
株
分
け
を
す
る
の
で
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

と
り
に
行
っ

て
く
れ
ピ

ル
マ
ヤ
が
入
リ
に
く
い
の
で
有
名
な
ポ
ン
コ
ツ
自
動
車
で
東
校
へ
。

レ

十
株
ほ
ど
分
け
て
い
た
だ
き

生
徒
職
員

そ
れ
を
又
数
十
に
分
け

、 、J

で
放
課
後
植
え
た

n

今
で
は
「
白
萩
や
預
一
夕
闇
の
U

と
と
こ
ろ

」
(
素人
)

と
秋
め
情
趣
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

「
心
白
に
偏
る
や
植
、
え
し
萩

に
ま
で
一
(
括
弧

当
時
の
先
生

生
徒
の
清
純

八
木
校
長
は
じ
め

な
心
を
白
一
秋
は
教
え
て
く

れ
る
よ
う
だ
。

ま
た

校
長
は

「
植
物
は
そ
の
植
物

に

合
っ
た
と
こ
ろ
へ
植
、
え
る

こ
と
が
大
切
。
教
育
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る

J
と
い
っ
て
お
ら
れ

338 -
339 -



た
が
そ
の

一
例
と
し
て
、
本
館
北
側
の
窓
下
に
は
、シ
ャ
ガ
と
シ

タ
煩
を
生
徒
た
ち
に
持
ち
寄
ら
せ
制
、
之
、
り
れ
た

e

八
木
校
長
は
初
代
校
長
め
日
本
式
庭
聞
を
中
心
に
し
て

事

}
、
}
イ
‘
、

ぶ
け
つ
千
日
守
の「心
の
ふ
る
さ
と
」
つ
く
リ
の

遺
心
を
受
け
継
が
れ
な

か
ら
、
緑
化
を
と
お
し
て
「
教
育
と
は
、

作
を
み
つ
め
、
十
本
米
へ
の
発
展
へ
と
、文
化
泣
産
を
継
点
し
、

ひ
と
り
ひ
と
リ
と
こ
ろ
を
得

る
よ
う
育
て
る
こ
と
て
あ
る
c

」
こ
と
を

私
達
に
教
え
て
下
さ
っ
た
。

か
く
し
て
、

昭
和
三
ト
八
年
十
一
月
二
十
五
日

、

日
本
学
校
環
境

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に
ほ
ほ
秀
校
と
し
て
表
防
さ
れ、

人
父
政
こ
も
「
た

1

J

j

1

4

;

l
;

f
I
j
 

J
U
消
き
表
川

結
さ
わ
な
す
学
合
に

J
と

歌
わ
れ
て
い
る

幽
湿
な
学
校
を
造
り
上

げ
る
こ
と
か
で
き
た

。

緑さわ なす学会と ，
緑化コンクール表彰状

昭
和
問
十

一
年
度
に
は
一
O
O
米
で

江
戸
克
仁
君
が
大
活
躍
し
ま

し
た
。

H
M泉
・

北
条
陸
上
競
技
大
会
に
お
い
て
過
去
四

O
回
大
会
で

一
度
も
実
現
で
き
な
か
っ
た

一
秒
れ
に
突
入

計
時
間
貝
を
あ
っ
と

い
わ
せ
ま
し
た

。

こ
の
時
の
タ
イ
ム
が

一
秒
八
で
す
。

放
送
陸
上
競
技
大
会
で
は
ス
パ
イ
ク
の
片
あ
の
キ
ヤ

y

プ
を
は
ず

四国大会. 80m ハードルに 出場 し ，

新記録で優勝し t: 渡部文雄君

し
い」
U
札
て
走
っ
た
が

タ
イ
ム
は

一

秒
七
の
大
会
新
記
針
℃
催
勝

四
国
大
会
で
L

二
位
に
入
賞
l
J

後
輩
に
よ
さ
目
襟
を
作
っ
て
く
れ

士
会
L

た
こ
の
よ
う
な
選
手
は

一
O
年
に
一
度
出
る
か
山
も
い
か
で
す
。

本
当
に
よ
い
十
敦
賀
を
そ
る
え
て
お
り
ま
し
た

c

昭
和
山
-
一年
度
に
は
八

O
米
ハ

ー
ド
ル
で
波
部
文

明
力
者
い
か
治
山
崎

6 

陸
上
部
の
思
い
出

一

応
川
内
中
学
校
教
民

安

JII 

lt ̂
 

抄1

川
内
中
学
校
征
職
十

一
年
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ
リ
ま

す
が

、

陸
上
部
が
温
泉

・
北
条
陸
上
競
技
大
会
て
、
過
去
ど
の
中
学

も
達
成
で
き
な
か
っ
た
三
連
勝
を
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

部
を
伺
任
し
て
三
年
固
め
昭
和
凹
十
一
年
度
・
部
員
に
も
恵
ま
れ

附
属
中
学
校
の
ク
ラ
ン
ド
で

豆
信
中
学
校
、
と
大
接
戦
と
な
り
、
最
後340 -

の
リ
レ
l

に

勝
ち

一
点
差
で
初
優
勝
し
、
選
手
は
勿
論
の
こ
と

関
校
長
は
じ
め
、
応
援
の
先
生
方
、
女
子
部
の
土
居
先
生

と
喜
び
合

っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
の
年
か
ら
五
年
間
、
重
信
中
学
校
と
の
得
点
争
い
は
激
し
く
、

最
初
の
三
年
は
川
内
中

学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
が

、
後
の
二
年
は
重

信

中
学
校
に
負
け
、
本
当
に
よ
さ
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
頑
張
り
ま
し
た

。

当
時
の
東
信
中
学
校
の
監
督
は

、
現
夜
、
川
内
中
学
校
の
神
野
先
生

で
す
。

こ
の
よ
き
ラ
イ
ハ
ル
の
お
蔭
で
、

川
中
か

ら

も
四
国
大
会
で
通
用

す
る
選
手
し
か
育
ち
ま
し
た
。

郡
大
会
で
は
一
一
秒
四
で
第
二
位
、
県
大
会

一
一
秒
二
で
第
一
位

、

四
国
大
会
で
は

一
秒
O
の
四
国
中
学
校
新
記
録
で
第

一
位
、
走
る

た
び
に
記
録
を
更

新
す
る
頼
も

し
い
選
手
で
し
た
。

昭
和
四

三
年
度
に
は
古
岡
市
富
男
君
が
走
幅
跳
で
活
躍

温
泉

・

北

条
中
学
校
で
六
米
台
に
突
入
し
た
最
初
の
選
手
で
す
。

四
国
大
会
で

も
四
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
選
手
が
中
学
校

一
年
生
の
時

東
温
新
人
陸
上
で
正
選
手
が

け
が
の
た
め
代
員
て

出
場
し

し

り
も
み
ら
を
つ
い
て

五
米
四
八
を
跳

び
、
練
習
記
録
よ
り

一
米
ほ
ど
上
ま
わ
リ

び
っ
く
り

し

た
顔
が
今

で
も
浮
か
ん
で
き
ま
す

。

341 

最
近
で
は
昭
和
四
九
年
度
に
女

子
一
O
O
米
二
二
秒
四
で

七

年
ぶ
リ
に
也
泉

・

北
条
の
記
録
を
書
き
か
え
た
波
部
浩
美
さ
ん

。

そ
の

ほ
か
に

も
菅
野

正
弘
・

八
木
貴
美

子
・

近
藤
広
茂

・

高
須
山
貝

山
保・
佐
伯
純
子

・
江
戸
暢
一
郎

・

問
中
修
治

・

本
間

一応
博
君
な
ど
名

極
大
会
で
活
躍
し
ま
し
た
。

前
記
の
選
手
を
は
じ
め

紙
面
の
都
合
で
名
前
を
あ
げ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が

陸
上
部
で
練
習
し
た

諸
君
が

陸
上
て
活
躍
し
た
よ

‘7

に
、
社
会
で
大
活
躍
を
し
て
く
れ
る

こ

と

を
祈
リ
つ
つ

筆
を
お
き

ま
す

。



第
四
章

展

期

発

(
昭
和
問
十
三
年
1

昭
和
五
十
一
年
八
月

昭
和
問
|
一
二年
度

川
内
中
学
も
1

一
年
を
経
過
し

校
舎
建
築

校
地
拡
刊
以J
U

す
ま
せ

い
よ
い
よ

充
実
発
展
の
期
を
迎

、
え
る
。

日以
胞
の
倒
木
も
出
を
お
ろ
し

た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
っ
た
。

紬
に
ハ
川
}
ま
れ
た
学
校
は

縁
σヲ

訪
れ
る
人
々
の
目
を
奪
い

美
し
い
円f
校

お
ち
つ
い
た
す
ば
ら
し
い
学
校

と
だ

れ
し
も
ま
ず

そ
の
た
た
ず
ま
い
を
賞
讃
す
る

c

学
校
の
地
設
設
備
等
も
細
か
い
心
づ
か
い
が
な
さ
れ

身
近
な

と
か
ら
に

返
点
が
お
か
れ

る
よ
う
に
な
る

。

議
別
づ
く
)

H

主

J

l

l

足
洗
い
場

焼
却

体
育
部
室

卓
球
室

雲
悌

場
円
寺
の
設
置

第
二
視
聴
覚
室
設
備
充
実

音
楽
室
模
様
が

第

ぇ
、
フ
ラ
ス

ハ
ン
ド

の
内
容
充
実

校
門
扉

(
東

正
、
西
門
)
設

置
全
学
級
に
新
机

椅
子
購
入

川
内
町
地
区
模
型
完
成

西
校

本一日
波
リ
廊
下
完
成

玄
関

・

体
育
館
周
辺
舗
装
等

c

こ

れ
ら
の
ぼ
か

こ
の
期

に
は
待
望

の
川
内
中

学
校
校
歌
が
制
定

さ
れ

(
問
問
八
て
ん
民
旧
校
長
の
欧
米
教
育
事
情
祝
祭

(文
部
省
派

立
、
刀
白
川
J

へ

JI--

, 

開
設
へ
の
胎
動
を
続
け
て
い
た
特
殊
ザ

ア
て1
〕
干
、

ーγ
い
以
応従
4
4」
の

一
八
九
日
の
若
人
の
祈
リ
を
胸

に

の
歌
詞

カ《

Jハ
れ

の
行
人
の

と
改
め
・
り
れ

「

四
れ
の

さ
ら
に

」
と
改
i
mら
れ
そ
う
な
実
態
は

き
び

し
い
こ
主
で
あ
る

=

て
の
聞
の
吐
い
徒
数・
教
職
員
数
は
次
の
と
お
リ
で
あ
る
。

年

!立

生
徒
数

k
t

山
コ
i
h
M
A

K
4
町
小

一

E
Y
山市
女

リ
コ

n
μ
H
H
F
r

r川
禾
I
H
V

一

三
ι

六
一
八

Jl. 

昭
和
四
同
年

し
、

-
1
\

一
ノ

一

1

〆

八

昭
和
四
五
年

九
八

。

昭
和
問
六
年

主
七
七

昭
和
四
七
年

L
-

、

I
J
-一
」
ノ

J¥ 

昭
和
問
八
年

四
八

JL 

昭
和
問
九
年

同
四
六

七

昭
和]

n 

[!日

J!C] 

VL1 

昭
和
ι

一
年

I)l] 

そ
し
て
滑
川
小
学
校
の
閉
校
(
昭主

一
年
三
月

司
}
引
十
一-
o
J

l
i
J
t
 

内
中
学
校
の
特
色
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
古
川
市
合
も
進
に
卜
八
年
の
歴

山
ん
を
附
じ
る
こ
と
に
る
っ
た

c

こ
れ
も
大
き
五
時
代
の
流
れ
の

一
つ

で
あ
る

c

級
が
遂
に
発
足
し
た
(
昭

四
九

JC

地
域
社
会
と
結
び
つ
い
た
生
き
た
学
羽
田
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な

意
義
あ
る
催
し
と
し
て

「

青
年
と
語
る
会
」

(
昭
四
七

「
お
年

寄
リ
と
語
る
会
L

(
昭
四
九

「
親
と
子
の
対
話
」
(
昭
五O

「
先輩
と
語
る
会

」

(昭
四
九
・
五

0

・
五
二
等

も
川
内
中
学
恒

そ

例
の
行
事
と
な
り

つ
つ
あ

る
。

教
育
研
究
等
の
活
動
と
し
て

学
校
保
健
研
究
指
定
校
と
し
て
の

研
究
発
表

(
昭
四

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
県
代
表

四
国
大
会
に
お
い
て
第
一
位
(
昭
四
四

同
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

342 -

県
代
表

四
国
大
会
金
賞
受
賞
(
昭
四
七

の
栄
冠
を
獲
得

文
部

省
指
定
生
徒
指
導
研
究
発
表
会
(
昭
四
五
)
、
作
文
活
動
に
お
い
て

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞

・

学
校
賞
も
受
賞

(
昭
四
六
)

第

f本

育
の
研
究
指
定
(
昭
四
九

愛
媛
大
学
問
属
中
学
校
の
研
究
協
力

校

(
昭
四
八

・

四
九

・

五
O
)な
ど
、
研
究
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。

悲
し
い
て
き

噂

)
と
と
し
て
、
学
業
半
は
て
な
く
な
っ
た
生
徒
た
ち

そ
し
て
、
三
津
山
悦
子
先
生
め
急
逝
(
昭
四
八
年
二
月
六
日
)
、
も

忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

念
品
れ
~
学
校
に
ゆ
と
リ
が
で
き

ゆ
っ
く
り
と
お
ち
つ
い
て
学
習

で
き
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
が

生
徒
が
年
々
減
少
し

)11 

内
中

来
年
は
開
校
二
十
周
年
を
迎
え
る

。

川
内
中
苧
校
い
か
心
'
山
河
と

J
U

に
他
全
十
h
o

郷
土
を
に
な
う
若
人
を
育
成
す
る
場
と
し
て

ま
す
ま

す
充
実
発
展
す
る
こ
と
を
期
し
て
、
諸
先
輩
の
歩
み
の
跡
を
尊
び

つ

っ
、
教
職
員

・
父
兄

・
生
徒
の
結
び
も
固
く
努
力
し

て
い
る
。

体
育
部
室
設
置

，
ん
川
内
中
学
校
教
員

大

J力

西

昭
和
四
寸
三
年
運
動
場
が
拡
張
さ
れ
た
の
を
機
会
に

生
徒
た
ち

343 -

の
体
位
向
上
を
ば
か
り

特
に
ク
ラ
ブ
活
動
を
盛
ん
に
し
て
体
力
の

増
進
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
、
と
し
て
、
体
育
部
室
を
設
置
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
要
望
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
町
当
局

P
T
A

に
相
談
の
結
果

こ
れ
が
実
現
す
る
運
び
と
な
り

原
材
料

資
に
つ
い
て
は
全
領
町
予
算
に
計
上

し
て
い
た
だ
き

労
力
に
つ
い

て
は
P
T
A

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
で
計
画
が
進
め
ら
れ
、

111 

八
月
の
夏
休
み
中
を
利
用
し
て
作
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
よ

り
前

、
六
月
こ
ろ
か
ら

P
T
A

本
部
役
員
、
学
校
長
、
係

職
員
が
、
二
、
三
の
学
校
を
見
学
し
て
部
室
の
広
さ
、
機
造
等
を
研

究
し
役
員
会
で
検
討
し
、
細
案
を
作
っ
て
教
育
委
員
会
に
提
出
し
た
。



し
だ
り
し
七
』
い

J

J

l
j

;

 

作
業
庄
中
台
風
に
い
比
阿
川
わ
れ
た
サ
し
て
子
山
の
矧
け
が
少し
延
以

パ日
え
休
弘
中
に
完
成
す
る
こ
と
い
か
で
きh人

一
行
川
J
l
l
L
、
手
こ

J
T

ト

-

J
f

;

町
子
日
に
よ
り

出
時
1

フ
ロ
ッ
ク
そ
の
ま

i王
の
作
リ
で
ム
ヮ
た
い
か

外
制
堅
守
も

そ
の
後

、

昭

山
木
の
ー
は
透
仙
川

〆
J

砲
し
て

外
部
冷
淡
が
ほ

いと
F

一
き
れ

バ
ー
従
た
ち
に
よ
リ
何
日
千
山
川
ぎ
れ
て
い
る

u

ーァ

ロ

y 

ク
(ま

一一一....__.;-一一一一+一一一一一』一一一一 jl~
セ
./ 

チ
l iJ話
グヲ

も
ク〉

や

1史
用
し

、.s

山
引
の
の
部
ハ
ボ
い
か
て
き
あ
が
り

組
み
L
t
て
は
P

T

A

の
行
々
の
小
の

本
版
の
卜
り
の
桁
〆
川
山
寸
で

三
]

、
、
伴
氏
A
1

、

コ
百七
日
K

Jイ
ー

し
を

t
J
E
-
-

'

K

L

した体育部室

6

い
の
取
り
付
け
J
U
本

帆
の
ん
の
指
呼
で
作

、J

t
t
L

U
j
 

レ
ド円
a

バ
4

K
コ
h
i

つ

1
4
1

ψ

中
小1
η
H
け
1
t
q
心
木
』

h
y
h
J
一
二
ト
i

-

1
月
J
H
J

1
4

-
I
I
 

完成

P
T
A

の
卜々

々
の
労

力
約
行
二
i

人
役
の

心
不
け
に
よ
リ完
成
し

た
J
U

の
で
あ
る

。

-
ナ

上
下
川
J
7
(
)

-

士
m
i
-
-
}
ひ

J
1・
，

下
引

ノ
〆
〈

i
t

l
v

h
u
一

〆

J
/

徒
た
九
は
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス

ト
の
結
果
を
参
与
に
し
て

FI 
_1:. 
的

一
一二
校
似
の
協
力

内
昔
、
札

桁
，q
も
し
て
く
だ
さ
り

内
科
山
崎
光
男
医
師
は

P
T

八
の
川
阿
佐
委
員
会
に
出

ま
た
似
俗
だ
よ
り
の
原
料

ー

へ
い
小
山
い
か

3
h

l

JU
4
1
 

J
U
K
Mい
て
く
だ
さ
勺
た
り

l
-
た

l米|

科

-
仙γれ
丁
町
一
山
力
一
以
附
は

中

μ
f仲
に
の
っ
け
附
の
未
処
置
か
多
い

川
小
校
γ
添
削
川
削
海
部
的
f

さ
ん

た
め

、

ム
川
僚時
間
を
設
け
て
く
だ
さ
り
治
療
効
果
を
あ
げ
た

c

(
エ
ヒ
ス
ヤ
薬

M
J

は

上
水

教
λ干
の
照
度
倹
L
Aけ
る
ど

辺
の

一地
刈
間
出
家
の
一
般
公

く
だ
き
る

し

{I'lll 

k 
L 

グ〉

i也

み
保
刈
の
れ印
屯
問
事
務
長
さ
ん

小
リ
ザパ
ー
の
た
め
に
す
べ
て
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

い
や
務
の
林
さ
ん
は

川
、
地
ほ
し
-
の
結
び
つ
き

よ
く
し
て

一
州
い
い
μ
さ
ん

'
b
r
z
J1』

凶
よ
け
l

ほ
，i
出
生
百
政
会
(
川
りf
セ
ン
タ
ー
を
叫
ん
で
い
た

の
竹
内

日
阿
川
口
山
保
位
制
さ
ん
の
日
時
は
す
は
り
し

さ
れ
て
い
た

そ
れ
と
と
も
に

く
、

地
域
村
会
の
吋
f

街
牛
を
中
心
に
保

位
向
牛
の
向
上
に
努
力

小
学
校

の
保
健
出
に
も
た
い
へ

ノ
九
お
せ
わ
に
な
う
た
。

2 

学
校
保
健
研
究
指
定
校
の
思
い
出

℃
H

何
d

h
r
vf
主
役

立
1

j
l

ト

t

'

t
J
i

1左

ヨ

、ン

)11 

昭
初
間
十

三
年
度
愛
媛
県
学
校
保
健
研
究
指
定
校
と
な
る

。

学
校
保
健
は
生
徒
の
健
康
を
保
持
促
進
し

現
庄
は
悦
び
将
来
の
教

義
あ
る
健
康
人
を
育
て
る
も
の
で
あ
る

と
い
、
っ
、
王己日
で

研
究
主

題
を
決
定
し

研
究
に
は
い

っ
た
。

一 、

研
究
主
題

344 一

'H

主
的
健
康
生
活
の
育
成
を
め
さ
す

1
1
J
校
保
他
の
あ
リ
方

二
、
環
境
終
備

(保
健
而

け
近
悦
予
防
の
た
め

ラ
ン
ド
ル
氏
環
を
起
動
場
南
端
へ
職
員
作

業
で
設
置
し

泣
い
刀
凝
悦
の
訓
練を
始
め
た

。

け
知
的
理
解
を
深
め
る
た
め

、

辻
、
保
健
委
員
会
で
資
料
を
同
拘
引
す
る
こ
と
に
し
た
。

保
健
コ
ー
ナ
ー

を

保
健
主
前
に
新

け
全
校
の
朝
の
健
康
状
態
を
全
員
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

日
ノJ

健
康
観
察
一
覧
表
の
黒
板
を
職
員
宅

西
側
の
通
路

の
・と
こ
ろ
に

L�;X 

け

保
健
委
民
が
記
録
す
る
こ
と
に
し
た

。

川
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
コ
ナ
ー
を

P

T
A

の
奉
仕
作
業
で
作
り
、
生

日
、
生
徒
の
変
貌

〈t
峨
ロ
県
立
識統
一
し
て
指

ι

与
に
あ
た
り

fil: 
{よ

H
H
h
j
H
K
E

十

ん
大
'町
刊
亡
航
円

を
日
常
生
活
に
百
出
つ
け
よ
う
と

、
生
徒
会
の
組
織
を
と
お
し
て

白
川
主
的
に
実
践
し
、
母
子
セ
ン
タ
ー
の

活
躍
に
よ
り
、

各
家
庭
で

J
U
保
健
に

関
心
を
持
ち
、
学
校
に
協
力
を

し
て
く
だ

さ
っ
た
。

学
校
保
健
は
学
校
経
営
の
大
き
な
歯
車
の
中
に
か
み
あ

っ
て
い

き
、
研
究
指
定
校
と
な
っ
た
成
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
たc

六
、
研
究
発
表
当
日
の
来
校
者
の
反
応

け
研
究
発
表

野
口
多
喜
夫
教
頭

(保
健
主
事

345 -

け
焦
点
夜
業

{
女
川
俊二
教
諭

け
研
究
会
参
加
の
来
校
者
の
こ

と

は

「
充
実
し
た
研
究
内
容
や
授
業
て
あ
っ
た

。

生
徒
の
活

動
も
り

っ
ば
で
あ
っ

た

U

「

環
境
面
で
は

、
校
舎
、
施
設
、
設
備
が
す
ば
ら
し
い

。

校
経

の
繰
い
か
と
て
も

，美
し
く

こ

ん
な
り

っ
ぱ
志

学
校
が
あ
る
の

か

と

、
あ
ま
り
に
も
す
ば
ら

し

い
校
会
け
の
た
た
ず
ま
い
に
焼
か
さ

れ
る

J
ま
た

、

「
こ
の

学
校
の
用
務
員
さ
ん

(越
智
誉
六
さ
ん

u: 
本

当
に
よ
く
公
が
つ
か
れ

こ
ま
め
に
働
か
れ
る
人
だ

U
等
々

。



と
に
か
く
、

一

数
々
の
お
ほ
め
の
こ
と
ば
を
い
た
だい
て

、

成
功
徳

に
会
を
閉
じ
た
。

3 

藤
棚
設

置

に

て

つ

L 、

元
川
内
中
学
校
教
員

大

西

功

保
健
室
の
西
は
、
特
に
夏
の
午
後
に
な
る
と
、
直
射
日
光
が
さ

し

こ
み

日
中
保
健
室
で
休
養
す
る
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に

も
暑
く
、

な
ん
と
か
よ
い
方
法
は
な
い
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
、

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
た
c

が
、
結
局
、
環
境
整
備
(
庭
造
リ
)
も
兼

ね
て
藤
棚
て
日
か
げ
を
作
り
、
室
内
へ
の
夏
の
直
射
日

光
を
さ
け
る

と
と
も
に
、

そ
の
下
に
は
、

生
徒
の
恕
い
の
場
を
作
ろ
う
、
と
い
、
っ

こ
と
に
な
っ
た

。

ち
ょ
う
ど
そ
の
年
と
翌
四
十
六
年
の
二
か
年
に
わ
た
り
、
文
部
省

指
定
の
ク
ラ
ブ
活
動
研
究
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

t
ム
ヰ
ル
凡
也
山
口
首

F

d
1
4
4
3
 

の
環
境
作
リ
と
し
て
も
適
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
を
作
ろ
う

同
時
に
宿
直
室
の
西
側
に
も
作
ろ
う
と
い
う
計
尚
が
い
げ

一て
ら
れ
た

c

宿
直
室
の
西
に
は
統
合
当
時
幹
の
径
十
五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
梅
の

り
、
わ
く
は
鉄
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る

町
当
局
の
許
可
も
得
て
P
T
A

役
員
会
に
は
か
り

い
ろ
い
ろ
設

計
の
変
更
も
あ
っ
た
が
、

現
在
の
も
の
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
夏
休

み
中

に
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

樹
木
の
移
動
に
は
悪
い
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
図
書
館
南
に
樹
木

を
移
植
し
た
り

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
わ
く
板
作
り

ね
り
こ
み

ン
ガ
柱
の
積
み
上
げ

わ
く
の
取
り
つ
け

ペ
ン
キ
塗
り

と
作
業
は

順
調
に
進
み
、
夏
休
み
中
に
完
成
さ
せ
た

。

作
業
で
も
っ
と
も

む
ず
か
し
か
っ
た
の
は

レ
ン
カ

積
み
で
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
積
め
る
も
の
で
は
な
い
。
ゆ
が
み
そ
う
に
な
っ

Tこ

ま
わ
り
が
大
き
く
な
り
か
け
た
り

小
さ
く
な
り
か
け

た
り

で
、

高
く
な
る
ほ
ど
積
み
に
く
く
苦
労
し
た
。

藤
の
木
五
本
の
う
ち

保
健
室
西
の
白
い
花
の
藤
は
、
桑
原
さ
ん

の
寄
贈
て
あ
り

、

二
本
は
土
谷
の
P

T
A

の
役
員
さ
ん
に
お
願
い
し

て
、
職
員
数
名
で
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
宿
直
室
西
の

本
の
7

ち
、
南
側
の
藤
は
佐
伯
先
生
の
寄
贈
で
あ
る

2

こ

れ
を
完
成
す
る
の
に
町
予
算
に
よ
る
原
材
料
費
約
寸
二
万
、

T
A

の
方
々
の
労
力
奉
仕
延
べ
約
百
人
役
を
要
し
た
が
、
藤
棚
の

H1l

の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
は
生
徒
た
ち
に
よ
ろ
こ
は
れ
た

。

木
が
組
、
え
ら
れ
て
い
た
が
こ
れ
が
プ
l

ル
用
モ
ー
タ
ー
室
の
設
置

に
よ
り
枯
れ
は
じ
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う

ど
こ
の
木
を
楠
、
ぇ
こ

ん
だ
時
か
ら
、
藤
の
芽
が
出
て
成
長
し
て
い
た
の
で
、
梅
の
代
リ
に

L 、

こ
の
藤
を
育
て
よ
う

と
い
う
こ
と
で

日百

和
三
十
八
年
こ
ろ
に

竹
で
藤
棚
を
作
っ
て

保健室西の藤棚

、

B
-
(

し
ナ

'
hふ
山

こ
の
棚
が

い
た
ん
で
い
た
の
で

346 -

こ
の
際
同
時
に
亘
久

的
な
も
の
に
し
よ

う

と
い
う
こ
と
に
な
っ

、
一
。

ナ
ム

た
ま
た
ま
四
十
五

年
六
月

ク
ラ
フ
活

動
の
事
前
研
究
と
い
う
こ
と
で

山

口
県
防
府
市
の
あ
る

中

学
校
の

研
究
発
表
大
会
に
参
加
し
た
際

、

庭
作
リ
を
見
学
し

こ
れ
を
参
考

に
計
画
を
立
て
る

こ

と
に
し
た

c

保
健
室
の
西
は
し

字
引
に
し

そ

の
下
に
丸
テ
ー
ブ
ル
と
丸
椅
子
を
回
定
さ
せ
る

。

柱
は
レ
ン
ガ
づ
く

美
し

い
藤
の
花
房
の
下
は
生
徒
た
ち
の
憩
い
の
場
所

生
徒
と
教

師
の
ふ
れ
合
い
の
場
所
と
な
っ
て
今

後
も
活
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

4 

ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
の
編
成

一
冗川
内
中
学
校
教
員

嶋

l
 

u
HA
 

良

レ

は
じ
め
て
、
川
中
の
プ
ラ
ス

・

バ
ン
ド

と
接
し
た
の
は
、
私
い
か高

校
生
の
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
清
水

小
学
校
で
音
楽
を
担

任
き
れ
て
い
る
田

内
先
生
の
頃
で
、
縁
の
美
し
い
学
校
だ
っ

た
こ
と

347 

を
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。

そ
の
当
時
は
現
在
の
図
書
館
の
と
こ
ろ
が

音
楽
主
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

私
の
中
学
生
め
頃
も
そ
う
で
し
た
が

当
時
の
学
校
に
お
け

る
プ
ラ
ス
・
パ
ン
ド
は

良
質
の
楽
総
も
製
造

さ
れ
て
お
ら
ず

楽
譜
も
行
進
出
が
そ
の
ほ
と

ん
ど
で
し
た
の
で

演
奏
す
る
と
言

え

は
、

運
動
会
や
野
外
行
事
に
お
け
る
マ
ー
チ
演

奏

が
全
て
で
し
た
。

し
か
し

私
が
大
学
て
管
楽
器
を
勉
強
し
て
い

る
間

に
プ
ラ
ス

・

バ
ン
ド
界
の
発
展
は
め
き
ま
し

く
、

中
学
生
で
も
ク
ラ

P 

ン
y

ク
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
内
容
の
あ
る

曲
を
ど
ん
ど
ん
演
奏

し
て
い

る
の
を
耳
に
し
ま
し
た
。
中
学
校

の
音
楽
教
師

に
な
れ
た
ら
是
非
中

山
子
生
と
共
に
プ
ラ
ス

・

バ
ン
ド
を
通
し

て

一
緒
に
音
楽
を
し
た
い
と



ぃ
、
つ
の
が
似
の
円
以
ト
八
の
少
で
し
た

と

じ
川
1

業
と
凶
時
に
思
い
山
山
の
あ
る
川
中
に
勤
め
る
こ
と
か
で
き

の
が
に
一
少
近
つ
い
た
よ
う
な

忠
い
で
し
た

は
l
)

め
て
部
店
副
で
パ
1

徒
迷
の
が
(
を
比
た
時

前
任
私
引
の
自
治
山
け
(

先
ぺ
z

の
桁
心
?
の
も
と
て
ガ
ペ
て
い
h人

愛
大
て
管
楽
器
そ
匂

土:lI.

イi

以
し
て
い
る
肝
中
有
や
北
条
者
の
日
楽
に
付
す
る
熱
立
に
お
と
ろ
さ

ま
し
た

そ
の
後
、
新
入
生
部
民
も
一

一
|
名
を
こ
え

さ
て
純
計
を

と
山
本
山
市
の
ふ
一
昨
を
調
べ
て
み
る
と
あ
ま
り
に
、
も
ク
ラ
シ
ゾ
ク
な
山
木

刊
俗
いm
J多
く

;
;
 

数
も
三

十
V
引
の
い
荷
が一
斉
に
活
動
す
る
に
は
不
充
分
r
d

状
態
て
し
た

当
時
の
教
有
長

仙
波
先
干
の
と
こ
ろ
へ
楽
器
購
入

の
門
て
一
週
間
泊

っ
た
の
が
思
い
出
き
れ
ま
す
e

高

ili 
fih 

か
で
主
主
'
1
0い

の
押
し
問
答
の
末

私
の
無
神
経
な
態
度
に
凶
ら
れ

に
の
か
ち
Mた
い
さ
れ
な
が
ら
ヒ

十

万
の
予
算
を
出
し
て
い
た
ど
い
た

乃

、
二
ナ
十
十
ぃ
定
e
h
一
と
れ
八
-一
丹
市
司
-
長
放
し

;
{
(
F

，

f

、

j
i
l
-
-
l
!
1

学
校
の
好
志
と
町
の
人
々

の
川
口
刊
に
答
え
る
よ
う
練
山
口
す
る
こ
と
を
持
っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
の
三
年
間
は

日
曜

・

祭
日
も
な
く

朝
に
タ
に
ま
る

で
楽
器
の
立
口
を
聞
か
な
い
と
一
日
か
終
っ
た
よ
う
な
気
が
し
な
い
し
切

け
で
し
た

c

は
じ
め
て

コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
し
た
四
十
二
年
度
は
県
大
会
が

ン
ペ
ゾ
ト
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
い
か
鳴
り
は
じめる
と
会
場
は
ま
る
て

無
人
の
よ
う
な
悠
を
受
け

私
J
U
生
徒
達
も
A
Iま
て
の
練
河
川

一
刊
で

日
し
ん
だ
色
々
な
郎
分
を
思
い
だ
し

指
叩
伴
枠
の
助
き
だ
け
で
は
不

充
分
な
持
一
ポ
ル
」
日
で
け
の
動
き
て
隊
認
し
あ
い
ま
し
た

ι

こ
の
一
秒
た
り
と
も
お
ろ
そ
か
に
て
き
な
い
時
間
の
経
過

そ

ぞ
れ
の
楽
器
の
作
司
令
官
の
塊

ノ
叶
日
の
練
習
が
守
一
の
伶
か
主

41je 

臼

時
間
の
中
に
投
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
て
、
桁
街
体

ーを
動
か
す
~
}
と
が

大
変
主
主
労
働
の
よ
う
に
は
ル
じ
、
川
i札
、ま
し
た

ι

ロ
ビ
ー
で
審
脊
一
の
発
表
を
待
つ
時
間
の
な
が
か
う
た
こ
とm
u

先
守
や
父
兄
の
万
々
と
話
を
し
て
い
て
も
杭
泰
山

げ
の
h
H

が
可
を
離
札

ず
、
生

徒
達
が
阪
を
ク
ン
ャ
ク
シ
ャ
に
し
ら
が
ら
民
っ
て
く
る
ま
で

放
心
状
態
の
あ
り
当
」
ま
で
し
た

。

帰
リ
の
パ
ス
の
中
て
の
生
徒
注
の
似
は
山
川
ご
い
山
に
ら
っ
た
よ
ろ

ニ
ひ
ょ
リ
も
、
コ
一年
間

休
づ
か
を
返
上
し
練
刊
明
刊
の
時
く
じ
け
そ
ー

に
な
う
た
友
を

、
自
分
の
心
を
励

ま
し

9
4なが
ら
、
川
結
の
心
を
-
Mっ

た
尚
一
引
を
夜
ん
で
い
る
か
の
よ
っ
で
し
た

月
刊
芯
「
ハ
ン
ド

・
ジ

ャ
ー
ナ
ル

の
本
レA札
口以
の
批
評
の
中
に
も

楽
協
の
不
充
分
主
山
…
を
総
ゥ
て
あ
ま
り
あ
る
子
供
述
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
あ
っ
た
と
書
い
て
下
さ
っ
て
い
ま
'
〕
た

e

部
活
動
を
続
け
る
と
い

山
七
カ
タ
リ
ナ
女
子
高
等
学
校
の
体
育
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
が

彩、
も

そ

は
じ
め
て

生
徒
も
は
じ
め
て
の
た
め
ア

カ

y

て
し
ま
い

ク
ラ
リ

ネ

〆

ト
の

女
の
子
等
は
楽
詩
を
忘
れ
て
ス
テ

l

シ
に
出
て
し
ま
い

進
行
の
係
を
さ
れ
て
い

た

先
生
万
に
大
変
ご
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後

一
年
生
も
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

三
回
日

の
四
十
四
年
度
、

県
大
会

々
場
は
思
い
出

の
聖
カ
タ
リ
ナ
女

子
高
等
学

校
体
育
館

そ

の
年
の
B

部
門
、
、
一

-
m
mL
J
v
~

〆
J
パJ
h判
吋
仙

の
出
場
校
は
十
一
一
校
で
し
た
が
審
査
の

特
出
木
ー
ド
ャ
、
長
喝

」
作
比
行
h
L
f
支

H

'
￡
l

司
Z
l

'
ι
4
4
4
1

5

」
正化
中
学
校
と
川
内
中
学
校
が
選

348 一

ば
れ
ま
し

た
。

同
一小
代
表
に
な
れ
た
う
れ
し
さ

で
四
同
大
会
ま
で
の

1
B

あ
ま
り
は
ア

y

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た

c

八
月
三
十
一
日

高
松
市
民
会
館
て
お
こ
な
わ
れ
た
四
国
大
会

先
生
万

父
兄
の

ん
々
の
声
按
を
受
け

生
徒
述
、
し
叫
品
川
取
の
た
め
飯
を
は
て
ら
せ
出
番

を
け
刊
っ
て
い
ま
し
た。

私
達
の
前
の
演
奏
団
体
は
香
川
県
の
琴
半
中

ハ
子
校
で
した
が

小
編
成
と
は
い
え
大
編
成
な
み
の
豊
富
な
楽
総
の

時
制
州
と
任
倒
す
る
よ
う

な
音
量
は
、

ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
の

私
達

を
い
や
が
う

、
え
に
も
興
奮
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

自
由
曲

モ
リ
セ
イ
作
曲
の

「
皇
帝
へ
の
頒
歌
」
の
冒
頭
の
ト
ラ

つ
こ
と
か
教
科
で
は
充
分
学
べ
な
い
何
か
を
汗
て
て
い
る
の
て

は

f
歩
い
て
し
よ
う
か

、

大
制
成
に
な
っ
た
札
の
の
川
中
プ
ラ
ス・

バ
ン
ド
が
今
後
と

J
E
円

店
本
を
創
造
す
る
よ
ろ
こ
び
と
同
時
に
川
内
の
地
で
育
て
ら
れ
て
い
る

素
阿
な
心
の
f

供
と
友
人
の
こ

と
を

大
切

に
FJ
え

司
令
子
供
会
」
育
て
る

州
場
に
主
っ
て
欲l
-
い
と
念
願
し
ま
す
。

全四国吹奏楽 コ ンクール

349 



5 

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
拾
う
i

読
書
指
導
の
思
い
出
1

元
川
内
中
学
校
教
員

神

1萱

野

香

A
Hそ
の

文
集
「
二
年
の
広
場
」
よ
り

昭
和
三
十
四
年
秋
、
二
年
生
有
志
が
中

心
と
な
っ
て

一
つ
の
吋
一
抗

室
田
会
が
持
た
れ
た
。企
画
、
運
営

、

す
べ
て
生
徒
の
手
に
成
る
も
の

で
あ
る
。
高
須
賀
初
代
校
長
が
所
長
と
し
て
来
ら
れ
た
あ
と
、

八
木

校
長
着
任
ま
で
の
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
は
亡
き
佐
伯
義
朝
先
生

か
ら
い
た
だ
い
た
励
ま
し
の
お
こ
と
ば
、
そ
の

一
一
言
一
言
が、
今
も

私
の
胸
に
や
さ
つ
い
て
い
る

。

「
文
学
を
、
道
徳
と
し
て
と
ら
え
る

な
。

」そ
の
時
企
画
運
営
に
あ
た
っ
た
連
中
が
、
今
は
川
内
町
の
中
堅
と

し
て

そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
い
る
。
南
校
舎
二
階
二
教
室
を
図
書

室
に
あ
て
て
い
た
頃
の

こ

と
で
あ
る

。

会
そ
の
二

文
集
「
あ
し
あ
と
」
第
二
号
よ
り

現
在
の
会
議
室
が
図
書
主
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る

。

芸
部
の
三
年
生
を
中

心
に
、
毎
週
一
回
図
書
館
だ
よ
り
を
発
行
し
た

。

放
送
原
稿
を
書
い
た
り
、
原
紙
を
切
っ
た
り

す
る
こ
と
が
、
彼
ら
自

か
え
?
」
ま
さ
か
。

会
そ
の
四

「
あ
し
あ
と
」
第
十
四
号
よ
り

道
徳
の
時
間
に
紹
介
し
た
短
歌
が
き
っ
か
け
で

一
人
の
生
徒

(K
)
が
「
遺
愛
集
」

を
入
手
し
、

そ
の
感
想
文
を
数
回
に
わ
た
っ
て

ま
と
め
あ
げ
た
作
品
「
こ
の
澄
め
る
こ
こ
ろ
に

:
:
:

」
が
、
読
売
っ

づ
リ
方
で
全
国
佳
作
入
選
と
な
っ
た

。

こ
の
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
著
者
、
死
刑
囚
「
仏
秋
人
」
の
心
の
支
、
え
と
な
っ
た
児
島
桂

子
さ
ん
を
知
り

そ
の
仕
事
に
魅
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
互

い
に
手
紙
の
や
り
と
り
、
出
版
さ
れ
た
本
(
精
薄
の
谷
間
よ
り
)
ま

で
贈
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
ある。

小
さ
ら
一

つ
の
営

み
が
、
だ
ん
だ
ん
と
広
が
っ
て
い
く
っ
て
、
何
と
す
ば
ら
し
い
こ
と

ょ
、
つ
に
、

K

に
と
っ
て
は
こ
の
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た

私
に
は
思
え
た

。

昭
和
秋
冬
の
こ
と
で
あ
る

。

な
ん
だ
ろ
う
。

会
そ
の
五

「
あ
し
あ
と
」
第
十
七
号
異
聞

「

え
?
ひ
か
り
八
五
号
は
も
う
発
車
し
ま
し
た
よ

。

今
夜
の
っ
ち

に
は
四
国
へ
渡
れ
ま
せ
ん
よ

J

H

か
ら
だ

中
か

ら
さ
あ
っ
と

血
の
気
が
引
い
て
い
く

|
|
|

こ

の
こ
と

を

こ
ん
な
に
実
感
持
っ
て
体
験
し
た
こ
と
は

お
そ
ら
く
後
に
も
先

に
も
な
か
ろ
う

。

こ
れ
で
帰
ら
な
け
れ
ば
十
三
日

月

か
ら
の
期

身
の
大
き
な
勉
強
と
な
っ
た
。

「
赤
毛
の
ア
ン
」
シ
リー
ズ
十
巻
を

全
ロ
貝
で
読
み
ム
ロ
っ
て
、
リ
レ

l

感
想
文
を
綴
っ
た
の
も

こ

の
頃
で
あ

る
。

当
時
の
生
徒
の
個
人
文
集
(
原
稿
用
紙
約
三
百
枚
)
は
、
今
も

な
お
私
の
手
許
に
あ
る
。

会
そ
の
三

校
倉
図
書
館
へ

や
が
て
図
書
館
落
成
。
江
戸
、
青
井
先
生
た
ち
と
と
も
に
、
徹
夜

が
け
で
本
の
堅
理
に
あ
た
る
日

が
続
い
た

。

外
側
の
入
れ
物
だ
け
は

立
派
に
な
っ
た
が

こ
の
運
営
は
な
か
な
か
だ
っ
た
。
生
徒
た
ち
は

こ
こ
を
根
城
に
し
て

、

好
き
な
こ

と
を
し
ゃ
べ
り

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

350 一

に
成
長
し
て
い
っ
た
。

冬
は
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
を
囲
ん
で
、
夏
は

結
の
芝
生
に
円
形
の
テ
ー
ブ
ル
で
好
き
な
と

こ

ろ
に
散
っ
て
|
|
。

こ
の
中
か
ら
、
読
売
つ
づ
り

方
コ

ン
ク
ー
ル
連
続
四
回
入
賞
と
な

る
生
徒
た
ち
が
う
ま
れ
、
読
書
感
想
文
部
、
県
代
表
と
な
り
、
旺
文
社

名
作
読
後
感
想
文
四
位
入
賞
、
学
校
賞
受
賞
と
続
い
て
い
っ
た
。
中

で
も
、
昭
和
四
十
四
年
度
、
県
立
図
書
館
が
募
集
し
た

「
私
の
最
も

感
銘
を
受
け
た
本
」
の
記
録
で
、
最
慢
秀

・

優
秀

・

優
良
と
も
に
川

文

内
中
が
独
占
し
た
こ
と
に
は
、
我
々
の
方
が
驚
い
た
。

こ
の
催
し
は

や
が
て
県
S

L

A

(
学校
図
書
館
協
議
会

の
方
に
吸
収
さ
れ
て
い

た
が

A
先
生
い
わ
く

「

う
ち
だ
け
が
応
募
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん

末
テ
ス
ト
に
絶
対
に
間
に
合
わ
な
い
の
だ

。

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
一
日
(
土
)
午
後
八
時
三
O
分
、
東
京
駅

で
の
こ
と
で
あ
る
。

一
行
は
、
読
書
ク
ラ
ブ
三
年
生
の
三
名
と
私

。

今
回
の
上
京
の
目
的
の
大
半
は

「
つ
ゾ
リ

方
コ

ン
ク
ー
ル
中
央
表

彰
」

と
い
う
よ
り
も

石
森
延
男
先
生
の
お
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
石
森
先
生
の
お
宅
で
は
、
御
家
族
ぐ
る
み
で
心
か
ら
な
る
お

も
て
な
し
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
収
穫
に

心
暖
ま
る
思
い
を

し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
案
内
の
紙
に
書
い
て
く
れ
た
観

光
社
の
時
刻
表
は
か
り
を
頼
り
に
し
て
い
た
た
め
に
一
土
寸
回
吋J
U
r汀

一
H

日
い

d
t

主
不

35 1 一

幹
線
乗
車
口
の
近
く
で
待
ち
な
が
ら
こ
の
始
末
で
あ
っ
た

。

「

あ
ん
た
先
生
じ
や
ろ
う
が
な

。

引
率
者
と
も
あ
ろ

う
者
が

切

符
で
念
を
お
さ
ん
と
は
何

ご

と
ぞ
な

」

伊
予
弁
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。

と
に
か
く
、
大
阪
ま
で
で
も
帰
ら
な
く
っ
ち
ゃ
あ

。

急
い
て
キ
ャ
ン
セ
ル
。
次
使
へ
の
手
続
き

。

や
っ
と
乗
り
こ
ん
だ

一寸

だ
ま
」
の
中
で
、
実
に
親
切
な
人
と
出
会
っ
た

。

新
大
阪
す
ぐ
近
く

の
サ
ニ
|
ス
ト
ー
ン
ホ
テ
ル

予
}
う
し
て
よ
う
や
く
車
中
か
ら
予
約

し
た
そ
の
夜
の
宿
舎
で
あ
る

。

新
大
阪
駅
に
着
い
た
の
は
零
時
半
、
夜
中
と
い
う
の
に
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
に
は
長
蛇
の
列
が
つ
ゾ
い
た

。



結
局
そ
の
晩
は
大
阪
に
一
一
山

ゼ
制
の
い
山
知
一
促
の
飛
行
機
て
松
山

へ
ー
ー

帰
っ
て
み
た
ら

の
に

一
寸
H
d
ト
\
ゐ
戸

一

、
、
。

-
F
H
a

ー

ノ

a
tフ

1
i
v

当
初
の
予
定
と
全
く
同
じ
時
刻
で
あ
う
た

か
く
し
て
テ
ス
ト
に
す
べ
リ
こ
み
セ
ー
フ

υ

一
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
飛
行
機
に
も
呆
れ
た

し

ホ
テ
ル
て
は
ツ

K

仁
川
娠
の
彼
女
た
ち

'
ん
談
じ
ゃ
な
い

。

イ
-
ノ
の
ベゾ
ト

に
三
人
て

・

0
・
と
に
か
く
松
山
川
」

ニ
ト
り
、
打
リ
ハ
叫
し
キ
ャ
ン
セ
ル

中
し
込
み

ト
亦
下
続
出
ト

L
ψく
主
勺
た
リ

i
n
く
る
っ
た
リ
の
一
日

，

-
つ
・
-
ワ
ニ

c

ナ
J
e
u

-
、

こ
の
年
の
テ

l

マ
か

f 
m 
L 

ル
勺
」
司
、

こ
の
あ

山
み
を
ま
と
め
た
の
が
、

参
与
文
献
そ
の
他
は
巻
末
に
記

し
た
が

i~ii 
みじ

1" 

?す

九

ー
七
日
万
で
あ
るc

の
共
同
州
究
「
f
M

と
私
h
j

文
柴
一
あ
し
あ
と

」
第

こ
の
『

一

党
け
た

を
ほ
大
学
の
部
地

と
カ
ら
ず

J
ぷ
ん
多
く
の
ん

々
と
お

'
州
リ
へH
い
に
4

リ

川
内
町
の
大
先
輩
佐
伯

千日
IfI 
光
J主

小
で
J
u
rh
配
伐
材
一
出
力
什
ん
ル
仁
ユ

'
k
l
:

、
J

ド

λ

が
も
ト
恥ドi
t

月J
J

わ
い

日
午
出
先
生
、
f
M
Z
去
の
比
'
け
さ
ん
・

・
数
え
あ
げ
れ

1
h
也
、
サ
が
主
い
十

の
い
朽v
h

li/;I 

杭

我
々
の
制
究
の
出
発
ル
に
な
う
た
ガ
て
あ
る
が

シ
一
1
し

rL

」
守

山
、

J

ん
お
教
え
い
た
だ
い
た

c

そ
の
時
上
点

し
た
ル
仁
川
此
の
小
に
は
、
川
悦

Jれ
も11 

'1 

九
l

，
j

L引
木
林
光
パ
ー
の
御
利
介
で

川
ハ
伐
のt
M弘

パ
ム
ん
パ
11
6
1一
川
山ド
し
て
い
る

4
h
H
'

か
い
る

c

の
沢
ぷ
と
し
て
名
市
川
い
内
必
ポ
光

小
を
知
リ

私
の
斗
仁
川
悦
ド

っ
つ
け
ん
コ
ン
ク
ー
ル
炎

μ
式
へ
の
参
川
は

大
き
な
時
き
を
そ
え
て
く
れ
た

(
昭
和
問
i
J

ハ
年
山
学
業
式

別
れ
の
こ
と
は
二
二
年
間
の
あ
ゆ
み

ク3

,% 

旺文社名作読後感想文全国 コ ンク ール表彰

川
付

い
!
?
立
九

T

卜

l
'
J
r
t
l
f
0

・

ι
i

a
q
l

e
a

勾
1
'

凋
1
l

間
年
間

読
書
に
ま
つ

わ
る
思
い
出
は

タ
/ 

ボ
ー
ル
叫
相
い
っ
ぱ
い
の

こ
れ
ら
の
文
裟
に
お
き

め
ら
れ
、
Aー
も
あ
ふ
れ

る
よ
う
に
忠
わ
れ
る

休
み
を
利
用

し
て

内
藤
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
併
度
上
京
す
る
と

い
い
っ
た。

ふ
よ
さ
」
に
「
山
山
監
の
誉」
を
地
で
行
く
姿
が
こ
こ
に
も
見
ら

!. L 
る

…U
ム
け
が
の
怠
か
ら
い
凡l

げ
る

川
上
山
の
的
姿

,-, 

円 ')
jよ
場

山
み
し
め
る
べ
ン
ャ
リ
の
宵

ボ
ト
し
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
花
の
川

3

伐
の
ω叫
ん
陀
泊
り

に
川
八
1
1
1

な
上
山

f

ル
マ
乃

、
お
一1
4
』

レ

ノ
t
L
l
J
ソ
l
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と
れ
も

ど
!
日J
U

な
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
も
の
ば
カ
リ

斗
の
問
、
)
え
も
い
山
視
の

，

一
と

を
書
い
た
人

ヨ

i

ロ
ソ
パ
旅
行
の
体
験
を
書
い
た
人

多
く
の
人
々
の

き
ま
う
ま
な
刊
さ
ト

ハリ

、
て
-

で
J
U

引
払
は

側
一
凶
作
1

小
川
広
セ
そ
し
て
ま
介

以
さ
を
知
っ
た

l
u
h桃
川
刊
一
用
刀
光

4
6
の
沿
ヴ
円
切
っ
た
日

そ
し
て
し
だ
き

/
~
η
F
U
一
司
王

{

i

'
1

1

;

J
1
v
 

判
よ
リ
も
一
院
レ

ー

l
J
L

L
m

グ
所

L

，
}
つ
・
­

J
'
'
J
'
r
 

6 

交
通
安
全
へ
の
願
い

「
自
省
」
の
碍
と、

役
場
前
の
信
号
灯

役
場
前
の
横
断
歩
道
に
交
通
信
号
灯
が
設
け
ら
れ
た
の
は
目白

和

山
ト
川
年
二
月
二
十
日
で
あ
っ
た。

こ
の
信
号
灯
設
置
の
か
げ
に
は

中
川
子
生
の
交
通
事
故
と
い
う
い
た
ま
し
い
で
き
こ
と
か
あ
リ
るJ}.

i丈

の
犯
の
悲
し
み
の
中

か
ら

そ
の
死
を
む
だ
に
し
な
か
っ
た
川
巾
牛

の
ト
札
情
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

。

昭
和
四
十
三
年
七
月
、
夏
休
み
を
凶
日
後
に
ひ
か
え
た
二
十
一
日

353 -

日
曜
日
の
タ
ト
刀

当
時
二
年
生
で
あ
っ
た
桜
汁
明
美
さ
ん
は
、
交
通

事
政
の
た
め
死
亡
し
た

じ

明
る
く
て
人
ノ
バ
乙
で
あ
っ
た
明
美
さ
ん
の
突
然
の
化
は

、

人
々
の

一

吹
を
誘
っ
た

c

{
』

二
年
二
組
の
級
友
た
ち
は

川
刊
任
の
ト一川
賞
美
先
生

と
と

も
に
、
悲
し
み
の
中
か
ら
こ
の
明
美
さ
ん
の
死
を
む
だ
に
し
な

い
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
を
真
剣
に
y
J
え
あ
っ
た

。

ヲ
ぞl
レ
ィ
、

交
通

いw
a欣
の
な
い
明
る
い
町
に
し
よ
う
と
活

動
を
は
じ
め
た

。

P
T
A

の
者

そ
れ
は
全
校
み
一
動
と
主
リ
、
校
長
を
中
心
と
し
て
、

町
も
研
究
の
末

、
交
泊

問
題
、
土
地
問
題
か
ら
、

ヤ
引
逆
動
と
な
り
、

(
役
場
前
に

信
号
灯
設
置
と
決
定
。
信
号
灯
は
昭
和
四
十
四
年



月
二
十
日
よ
り
円
減

を
は
じ
め
た

。

さ
2
T
勺
に

藤
井
さ

ん
の
霊
を
な
ぐ
さ
め

あ
わ
せ
て
交
通
安
全

を
祈
ろ
う
と

を
窪
て
る
こ
と
を
与

え
た
生
徒
た
ち
は

「
自
省
」
の
文
字
を

災
一
:
玉

、
・
足
ノ
ノ
サ
J

上
砂
σ3 

)11 

上
石
材
店
の
ご
厚
意 イ7

6年

十
日
、
十
一
号
線
、

で
、
無
料
で
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
仰
は
、

下
の
町
バ
ス
停
の
、
事
故
現
場
近
く
に
建
て
ら

昭
和
四
十
四
年
三
月
三

れ
た
。

そ
の
翌
日
、
僻
の
建
立
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
、
土
居
先
生

昭
和
四
十
九
年

は
、
内
山
中
学
校
へ
の
転
任
の
内
ぷ
を
、
つ
け
た

。

こ
の
仰
は
国
道
わ
き
の
騒
が
し
い
場
所
か
ら

静
か
な
川
内
中
学
校
図
書
館
南
の
花
園
に
移
さ
れ
た
。

の
後
も

そ
し
て

仰
の
前
に
は
絶
え
る
こ
と
な
く

だ
れ
が
立
て
る
と
も
な

く
何
日
花
が
供
え
ら
れ
て
い
る

。

に
な
っ
た
。

中
心
に
し
た
文
部
省
特
別
指
定
生
徒
指
導
の
研
究
に
と
り
組

む
、
」
と

研
究
へ
の
と
り
組
み
方
や
生
徒
街
道
小
と
は
何
か

極
指
持
か
?

り
で
あ

っ
た
。

校
長

充
指
導
主
事

の
法
本
万
針
を
伝
達
し
第
一
年
度
の
計
画
を
討
議
。

と
共
通
理
解
の
深
化
を
図
る

非
行
防
止
的
消

暗
中
模
索

五
里
霧
中
の
熟
語
そ
の
も
の
ず
は

東
京
で
の
受
講
を
終
え
て
帰
校

文
部
省

結
局

「
生
徒
指
導
の
手
引
き
」

o

f
徒
指
導
」
に
対
す
る
意
識
統

の
輪
読
会

。

O

教
育
実
践
の
場
の
総
点
検

の
二
点
に
し
ぼ
っ
た

c

「

生
徒
指
導
」
と
「
生
活

じ
日
r
i一
・

4
d』
九
刻

『
「
』

と
の
ち
が
い
は
・
:
:
。

毎
週
水
曜
日
に
は
手
引
き
の
輪
読
会
。

自
己
実
践

を
:
:
・
。
等
々

の
で
あ
る
。

他
律
と
自
律
と
は
・

・
・。

時
を
忘
れ

薄
暗
く
な
る
ま
で
議
論
を
続
け
た
も

「
思
い
切
っ
て
言
う
こ
と
は
気
持
ち
が
、
ぇ
、
え
も
んじ
ゃ
な
あ

J
「
自
己
実

徒
指
導
が
教
育
の
畑
作
り
い
う
こ
と
が
大
分
わ
か

っ
た
J

現
、
便
利
な
え
え
こ
と
ば
じ
ゃ
な
あ

J
と
か
:
:
:
。

意
識
統
一
と
共

通
理
解
の
き
ざ
し
が
見
、
え
て
き
た
の
も
一
学
期
の
終
わ

り
頃
で
あ

っ

7 

生
徒
指
導
研
究
会
の
思
い
出

校
長
室
の
入
リ
口
の
柱
に「
校
長
出
張
」
の
札
が
掛
っ
て
い
た
。

省 J の碑

一
一
月中
旬
の
偲
や
か
な
目
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

午
後
五
時
前
後
に

「
大
変
な

校
長
先
生
同
市
校
。

職
員
宅
の
東
入
リ
口
か
ら
入
る
主
リ

「自

な
い
か
ん
こ
と
に
な
っ
た
U

こ
と
が
に
、
ぇ
湧
い
た
。
う
ち
が
文
部
省
指
定
の
生
徒
指
導
研
究
を
せ

「
、
ぇ
、
ぇ
!
日
寝
耳
に
水
と
は
こ
の
こ
と

で
あ
る

。

研
究
を
受
け
る
か
?

そ

、
-

。

才
人

返
上
か
?
数
度
の
職
員
会
で
話
し
ム
円
い
、

354 -

結
局
、
開
校
以
来
十
数
年
た
つ

徒指導研究会

と教にを作た, ，育も受リ本
つ全車けで校
こ領検るあと
と域がこるし
にをあと生て
意再るに徒は
識検よよ指
統討うつ導教
ーしにての育
さよ学、研の
れう校車究畑

生

た
。昭

和
四
十
五
年
四
月

い
ト
」F

い
よ
二
年
間

ク
ラ
フ
活
動
を

夏
休
み
も
返
上
し
て
、
先
進
校
見
学
や
討
議
を
く
り
返
し

、
生
徒

指
導
へ
の
基
本
姿
勢
と
し
て
「
生
徒
ひ
と
リ
ひ
と
り
が
、
自
分
自
身

の
こ
と
と
し
て
問
題
を
発
見
し

、
解
決
へ
と
努
力

し
て
い
る
姿
。
集

固
め
中
で
自
己
の
個
性
、
能
力
を
い
か
し
、
自
己
実
現
し
て
い
こ
う

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
す
る
姿
。
」
こ
う
い
う
姿
を
具
現
さ
せ
る
こ
と
が
指
導
の
基
本
に
な

ま
た
教
師
と
生
徒
の
共
感
し
ム
ロ
う
人
間
関

係
に
よ
っ
て
お
の
ず
か
ら
流
れ
る
自
発
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
か
と
基
本
姿
勢
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
、
生
徒
指
導
の
ね
ら
い
で
は

p
h
u
 

「D内ぺu

ま
た

こ
れ
と
平
行
し
て
必
修
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
討

議
。O

本
校
に
は
開
校
以
来

必
修
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。

全
員
参
加
の
ク
ラ
ブ

現
在
い
わ
れ
る

そ
の
伝
統
を
基
盤
と
し
て
指
導
法
に
重
点

を
お
く
べ
き
だ
。

O

必
修
ク
ラ
ブ
と
部
活
動
と
は
お
の
ず
か
ら
ね
ら
い
や
性
格
が
違

「
生

こ
の
二
つ
の
論
に
分
か
れ
議
論
百
出

つ
は
っ
き
り
と
二
本
立
て
に
す
べ
き

だ
。

し
か
し

目
的
を
一
つ
に

す
る
同
志
。

自
ら
結
論
が
出
て

ク
ラ
ブ
と
部
活
動
を
一
本
化
し
た



。一一一一一一 件
中
小
川
伎
と

す
は
ら
し
い
治
動
を
さ
れ
て
い
た

こ
の
よ

う
に
し
て

、
立
欲
的
立
必
修
ク
ラ
フ
活
動
は
次
第

に
刊
以
…

し
、

二
年
度
を
山
一
え、

一
一
明
日
発
主
活
動
に
忌
欲
を
燃
や
し
た
=
い

よ
い
よ

l
H

二
}
八
日
の
党
夫
会
を
川
一
え
悦
会
災
に
終
わ
っ
た

。
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.. 一
刀、

'ポ
ス争f ず，- ，}:イ 1
あめ人??鎚
iL ゆが f" ハ

る

J
U
バ
寸
徒、y
」
粘
卜

んx
m
凶
行
の
折

本自の計画をたてる剣道クラブ

的
に
道
後
の
水
月
焼
き

，
一

桁
川

一寸
を
受
け
「
炎
の
芙

の
で
あ
れ
ば
と
楽
焼
ク

折
存
者
を
買

っ
て
山
て

あ
る
先
生
は
全
く
の
素
人

で
あ
る
が
生
徒
い
か
昂
叫
ー
す
る

必
修
ク

に
1
1
0つ

エ
ン

手
/
」

い
は
九
五
て
次

点
J

を
行

i
l

山

選
び

、

カ
タ
リ

ナ
州
大
の
佐
伯
光
男

光
小
い
の
-

一
助
一一
一
三
-何

を
選

八
日

ー

バ
1

什
て

品
川
山
公弘
を
始
的

，
れ
位
ル
仁
や
町
内
の
心

々
よ
り
応
募
数
い
札
れ

一
一
一

え
弘

υ
γ一

存:予~ ~': j) 
をはし、
1_ ,!:_ 

f主

ラ
ブ
店
勤
を
す
る

た、
ン

) J lL 
八 I HI
u (ニ
グ) Jえ

'(.正 u

-rf 

ン
は
始
動
し

、
什
人
叫
V
A
-
-
、

i

f
f

削
川
カ
例
代

什
ら
や
び
な
が
ら

え
ら
れ
な

が
ら

JI 口 1 ‘
1:"ν ・

ー第

は
じ
め

昭
和
附
十
八
年
ト
月
十
主
日

旅
行
山
発
に
際
し

い
の
で
そ

の
大
項

的
任
校
で
の
特
妹

乍(
 

」
一
/

作
山
人
選
一

永
妙
f

・

ご
一ノ

ぞ
れ
記
念
品
を
贈
快
一

ート
・
3

、

a
、

J
K
L人

-

-
ι
人

f
z
j
e

μ
い
吋
司
十
ド
4
4

の
ス
ラ
イ
ト
間
十
三
校

て
新
し
く
制

定
さ
れ
た
川
内

小
学
校
校
歌

校
歌
制
定
式
を
行

っ

h
J

( ii 
し

分
か
ら
第
七

M
a鮮

を
選
定
作
出
入

行
楽
判
当
三
嶋
良
則
教
諭
と

決
定

c

昭
和
山
十

八
年
二
日
五
日
少
年
式
の
五
日

優
秀
作

間
仙
一
此
ろ

て J3

共
励
切
ぽ
』
の
も
と

銑
…
を
た
ふ
さ
ら
せ
段
、
之
子
、
、E
-
4
l

f
-
S
Z
/
r
L

怨
」
に
立
糾
し
て
い
仏
い
悦
野
か
ら
い

け
川
い

思
想
を
迫
求
し
、
新
し
い
消
-
1

、

「
拐
し

し
シ
7

V
っ
と
す
る

叫
仰
し々

い
姿
そ

の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
川
内中
学
校
に
栄
光
あ
れ
か
し
と
祈
る
U

と

J記
さ
れ
て
い
る
。

八
月
末
で
締
切
り
一
二h
三
十
二
の
作
刈
か
寄
せ
ら
れ
催
禿
品
川

J

ハ
山
、
山
口
所
一
ば
れ

、
愛
院
大
学
の

相

川
北
山
間
教技
や
仲
山
w
h平
川
教
伐

の
ご
助
一
守
門
J
u
m
き
、
九
月
二
十
六
日
の
来
俗
委
一
日
会
で
花
川

卜
-小
学

絞
長
竹
町
川
良
知
先
生
め
作
詞
が
校
歌

2と
し
て
決
定
し
た
c

作
詞
晶
刊
の

こ
立
凶
は

、

「

暁
の
常
に
そ
び
え
る
わ
鎚
の
的
'
一
介
、
夕
映
え
に
締
く

瀬
戸
の
小
旬、
そ
れ
は
川
内
の
ハ
八
日
々

か
ら

集
ま
る
表
川
の
泊
流
と
は
仰
に

相
ま
っ

て
、
川
内
中
宇
校
の
心
の
象
徴
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
校
訓

『
大
同
団
結

'
H主
例
造
に
立
つ
新
人
が
防

u
川
』
瓦
-
L
j
i
-
-
3

・
-

1
1
1

1

十

1
1

れ
可
に
ま
た
リ
川
内

小
学
校
の

μ
統
を
倣
水
し
十
本

市
本
こ
取
由
民
す
る
1

・

す
る

l
ι
'

カ

l

に
心
の
枯
ひ
を
間
め
んH
-つ
院
札
軌
を
削

J
i
g

-

t

 

主
す
る
議
か
お
こ
り
、
昭
和
川
一
じ
2
-
一
上
]
ど

k
-

l

-
4
i
L

十
司
作
成
安
民
会
(
卵
、

山
校
長
を
は
じ
め
六
む
れ
の
教
対
と
相
原

P
T
A&
会
い
たを
は
じ
め
三
ゃれ

の
刷
会
長
)
を
没
ナ
、
逆

立
与

t
[

趨
」
一

ト
を

'
H
刷
し
本
校
の
少
年
間
組
織
を

通
じ
て
川
内
町
の
全
家
庭
や
卒
業
生
に
配
市
し
て
協
力
を
願
っ
た

。

そ
の
日

入
u
t山一

8

待
望
の
川
内
中
学
校
校
歌
制
定

特
殊
学
級
の
誕
生

詞
入
選
作
野
良
知

二
波
町
山
手i

一
7
'

の
午
後
時
三
十

曲
と
優
秀
作
五
曲

h
eヨ

1
4
け
川
d

M
川

ι
十
I
B
H
H
U

二
北
条
正

t
、
日

ー什
山
へ
ん
父
J
ι
ν

次
υ
ド
均
二
j

比
三
h

t
i
f
f
t
1
1
1

ド

2
4
1
3
?
?

間
十
九
年
度
本
校
に
特
株
ぺ
下
級
を
開
設
し
た

を

什
附
し

て
欲
し

い
じ
ー
と
の
要
請
い
か
あ
っ
た

。

同f
級
開
設
と
ふ
、
の
運
営
二
か
年
の
経
験
を
も
と
に

後
禿
作

(川勝
何
回
光

一
い
れ
一
フ三
神
針
山
市

立
を
表
し
た

c

い
る
内

伐
を

L

い
コ
川

ι
1
a

s
f
C
4山
・
4

A
仙
川
円

を

大 ítll 日
1良

卵
、
同
校
以
じ
か'H
作

、ι
し
がAト
七
七
位
司

-
レ
ふ

d
L
T
F
J
f
l

t
 

人
礼i
m
v

忠
治
山
本

j
u
--

L
'
j
I
 

校
歌
制
定
式
会

」
挙

'
m記
渦

出
夫
代

針
日
多

お
け
ト
ド
八木
林

の
ね
々
に
そ
れ

公
委
員
会
を
開
い

選
托

は
本

仙
伐
の

L 、 勺

句f
e

Fh
Ju
 

q
J
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開
設
の
た
め
の
準
備
に
と
り
か
か

っ
た
。

学
校
長
旅

行
を
終
え
、
り
れ

日
叩校
さ
れ
て
か
ら

愈
々
学
級
開
設
の
た
め
の
作
業
が
具
体
化
の
ん

向

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

。

そ
の
問
、

町
当
局
特
に
教
育
委
員

会
の
悠
い
要
望
と
文
教
委
員
の
方
々
の
御
用

ん解
を
得
、
ま
た
学
級
開

設
準
備
に
つ

い
て
好
怠
と
熱
意
を
一一小
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

十
二
月
五
日
の
職
員
会
で
特

殊
学
級
の
設
置
の
意
義
に
つ
き
説
明

し
全
職
員
で
も
っ
て
特
殊
学
級
開
設
へ
の
意
識
を
同
め
た

。

十
二
月
七
日

川
内
町
心
身
障
窓
口児
就
学
判
別
委
員
会
会
則

・

同

診
断
安
員
会
会
則
原
案
作
成
し

、

地
教
委
へ
提
出
し
た

。

十
二
月
十
日

設
置
準
備
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
学
級
主
任
を
加

え
た
会
を
も
ち
、

入
級
該
当
生
徒
の
父
兄
面
接
、
話
し
の
進
め
万
等

に
つ
き
協
議
し

、
折
々
と
入
級
準
備
の
た
め
の
指
導
を
行

っ
た
。

心
身
に
な
ん
ら
か
の
障
害
を
も
ち
学
習
不
振
に
陥
っ
て
い
る
生
徒
、

そ
の
税
も
、

法
礎
学
力
不
足
成
績
不
服

・

将
来
の
進
路
等
に
多
く

の
悩
み
を
も
っ
て
い
る

c

こ
れ
ら
の
悩
み
を
取
り
除
き

将
来
社
会

の
中
に
座
を
占
め
る
た
め

、

生
徒
ひ
と
り
ひ
と

り

の
心
身
の
障
害
に

ぷ
づ
く
い
ろ
い
ろ
の
困
慨
を
克

服
さ
せ
、

社
会
に
よ
り
よ
く
適
応
し

て
い

く
資
質
を
整
う

た
め
の
特
別
立
学
級
を
編
成

し
て

、

よ
り
同
に

徹
し
た
指
呼
を
行
い
、
例
の
も
つ
一
長
所
や
す
く
れ
た
耐
を
い
っ
そ
う

特
殊
学
級
に
お
い
て
は

学
官
の
し
か
た
が
わ

か
り
に
く
か

っ
た
り

学
問
的
の
要
領
い
か
不
十
分

な
生
徒

い
わ
ゆ
る
本

楽しい学習風 景

礎
的
竿
力
が
十
分
身
に

つ
い
て
な
い
生
徒
た
ち

が
、
楽
し
く
学
習
す
る

た
め
に
学
習
の
し
か
た

キ
』
羽
円
い
ふ
d
b寸7
0

学
習
し

て
い
く

ヒ
で

の
「

つ
ま

っ
き
」
は
何
か

。

そ
σ1 

原
因
を
側
々

に
調
べ
て
、
そ
こ
か
ら
出
発
し
ま

す
。

教
科
似
の
学
習

←
刀
法
を
徹
底
し
て
身
に
つ
け
る
の
で
す

。

判
っ
た
上
て
ど
ん
ど
ん
ド

リ
ル
し
て
定
斗
仁川化
を
は
か
り
ま
す

。

判
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
い
つ
で
も
遠

慮
な
く
質
問
を
し

、

わ
か
る
ま
で
教
、
え
て
く
れ
る
の
で
す

。

家
庭
学

習
も
、
学
切
の
し
か
た
が
判
っ
て
い
る
の
で
て
き
ま
す

。

こ
の
よ
う

に
し
て
「
自
分
は
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
」
と
い
う
自
信
を
も
っ
て
初

時
学
習
に
臨
ん
て
い
ま
す。

品
干潟
は
判

ウ
て
は
じ
め
て

楽
し
く
や
れ

伸
ば
し

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
場
を
与
、
え
る
の
が
そ
の

設
置
の
大
き
な
ね
ら
い
で
あ
る

。

昭
和
四
十
九
年
四
月

一
日

特
殊
学
級
へ
の
入
級
に
つ
い
て

-n
U
1
 

司仰

視
の
理
解
を
得
、

九
名
の
生

徒
の
入
級
希
望
が
あ
り
、
施
設

・

設
備

万
般
の
準
備
が
整

い

愈
々
本
校
に
特
殊
学
級
が
誕
生
し
た

。

特
殊
学
級
担
任
及
び
生
徒
数

51 50 49 
年
j支

奥 奥 奥 戸ーナ以，

田 国 国

十立
手口 手口 手口
久 久 久 長

f集 f市 柿 柿
i甫 原、 原、 原、
右 任
左
見 男 男 男 者

7 5 6 男生
徒

7 3 3 女数

14 8 9 計

開 {椅
学 否E旦IL 

級 F J 
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学
級
生
徒
の
よ
う
す

昭
和
四
十
九
年
度

卒
業
生
男
子
一
名
運
輸
会
社
へ
就
職

、

女
子

一
名
私
立
高
校
へ
進
学

。

一
年
男
子
一
名
、

女
子

二
年
男
子
一
名
、

一
名
計
三
名
は
普
通
学
級
へ
復
帰
。

昭
和
五
十
年
度

建
設
関
係
会
社
へ
就
職

。

卒
業
生
男
子

一
名

昭
和
五
十
一
年
度

入
級
生
徒
増
に
よ
り
二
学
級
編
成
と
な
る

。

る
も
の
な
の
で
す
。

「
も
う
こ
こ
ら
で
止
め
よ
う

」
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
た
時

「
何
く
そ
/

も
う
ち
ょ

っ
と

」
と
い
う
気
持
ち
を

お

こ
さ
す
訓
練
を
、
教
科
学
習

・
作
業
学
習

・
生
活
学
習
の
な
か
で
毎

時
、
毎
日
続
け
て
い
ま
す

。

基
礎
学
力
が
つ
き
学
習
方
法
が
わ
か
れ

ば
毎
時
が
楽
し
く
な
り

ま
す

。

卒
業
を
ひ
か
え
て

ぼ
く
が
、
五
組
に
は
い
っ
て
は
や
く
も
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
ぼ
く
は
さ
いし
ょ
五
組
に
は

い
リ
た
く
は
な
か

っ

た
け
れ
ど

359 

は
い
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
は
人
数
も
少
な
そ
う
だ
つ
た
か

ら
ど
。
も
と
の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
ら
、

先
生
の
話
し
よ
る

こ

と
は
わ
か

る
け
れ
と
実
際
テ
ス
ト
を
や
っ
て
み
る
と
い
つ
も
0

点
ば
か
リ
だ

。

け

れ
ど
、

五
組
に
は
い
っ
て
テ
ス
ト
を
や

っ
て
み
る
と

O

占
…
は
い
ま

の
と
こ
ろ
一
度
も
と
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。はく
は
ほ
ん
と
う

に
五
組
に
は
い
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
も
と
の
ク
ラ
ス
は
と
て
も

多
い
人
数
な
の
で
、
先
生
は
一
人

一
人

に
は
つ
い
て
お
ら
れ
ん
の
で

差
が
で
き
て
し
ま
う
。
で
き
る
人
は
で
き
る
し
、
て
き

な
い
人
は
で

き

主
い
の
で
も
の
す
ご
い
差
が
ひ
ら
く
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思

つ

て
ぼ
く
は
五
組
に
は
い
っ
た
の
だ。

先
生
は
と
て
も
い
い
先
生
だ
し
、



他
の
人
も
い
い
人
法
か
り

-

h

組
リJ
た
ウ
た
の
九

人
し
か

い
4

い
の

て
わ
か
ら
乙
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
町
間
す
る
こ
と
が
て
き
る

l
，

よ
く
わ
か
る
よ
‘
1

に
教
え
て
く
れ
る

c

h

，
組
に
き
て
か
ら
は

同

的
に
引
間
す
る
よ
う
に
な
ゥ

た

わ
か
る
ま
司

て
き

る
ま
て

な
ん

ど
J
U

や
ら
さ
れ
る

，

干
。
〆
、
ふ
o
o
v
q
aペリλ
\

ヰ
」
炉
、
y
.

1歩
、
，
、

l
・
〈

1

・
r

h

j
l

，

，
‘

e
J

ん
f
z
L

ふ
心

判
的い
内
辺
愉
の
・
入
札
一
品
験
を
云

け
て
入
社

が
き
ま
「
た
c

こ
の
ぷ
験
に
い
く
と
き
て

も
出
出
恨の
練
内

を
し
て
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れ
た
り
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ろ
ん
立
川
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て
く
れ
て
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一
以
吸
を
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け

て
も
あ
ま
リ
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わ
く
主
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た
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主

lf
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で
あ
と
わ
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か
だ
カ
後
ば

い
の
た
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に
も
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よ
う
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っ
し
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け
ん
め
い
に
地
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し
て
み
ん
な

で
仲
よ
く
や
っ
て
い
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と
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ま
す
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校
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一
つ
に
結
ぼ
れ
る

渡
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の
完
成
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也
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わ
れ
人
し
か
当
出
し
ま
し
た
ら

同
校
合
に
波
リ
出

卜
を
つ
け
て
も
ら
う
辺
助
を
し
ま
す

二

こ
れ
は

午
徒
会
役
目

J

，
似
凶
行
の
ご
円
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た
勺
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ナ
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i
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完
成
す
る
こ
と
か
九

H

み
ん
も
に
一

見
て
も
ら
え
る
し
ミ
ろ
に
"
と
パ
州
さ
れ
、
ト
作
休
み
人
リ
九
一
的
一

に
こ
の
日
の
れ
ト
巾
い
と
な
っ
た

J

一

拠
出
校
μ

や
初
任
の
光
作
に
引
レ
ー
さ
れ
た
ト
レ
ハ
ン
姿
の
ぺ
』
一

位
た
ち
は
、

ど
ク
ニ

F

ク

J
U
派

ね
弁
当
持
参
て
な
リ
、
午

後
か
一

一
らM
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に
か

ν
勺
た
市
木
は
町
内
の
同
什
託
子
行
か
ら
布
聞
き

一

一
L
三
江

U

去
、
大
山
仰
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な
ど
川
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刊
の
三
年
牛
サ
ク
ラ
一
一h
l
そ
一

一

1

1
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i
-
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、
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八
心
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尚
一
少
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成
し
た
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か
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一
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t
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ま
だ
ト
亦
茶
け
た
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ぞ
き
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ぞ
い
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u
ヤ
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被
服
主

・

和
公
ご
淫
動
場
問
い
似
合

出
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本

美
術

主
・
人
主
仁
川
王
)
を
印
刷
す
る
者
す
べ
て
の
刷
い
で
あ
っ
た。

日
子
に
教
材
を
か
か
え
て
行
く
同
の
日
は
ワ
ン
タ
ソ
チ
て
聞
く
令

か
ほ
し
い
と
し
き

り

に
思

f
Jた
・
と
は
あ

る
教
師
の
凶
想
で
あ
る

l ・I:i
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傘
を
き

し
て
教
主
的
防
動
を
し
て
い
た
延
以
瓦
ト

メ

l

ト

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
卜
し
に

待
望
の
欽
廿
ス
レ
ー
ト
ぶ
き
の

M
M

が
で
き
た
の
は

昭
和
問
ト
九
年
六
月
五
日
で

あ
っ
た
。

ふ
‘
、
l
」
イ
也
、

そ
の
日
以
一
川
で
あ
っ
た

v

ば
は
も
と
の
ま
ま
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
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あ
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あ
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-
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つ
て
い
た

r

「
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付
記

こ
の
桜
の
苗
木
を
寄
贈
さ
れ
た
の
は

則
之
内
永
野
の
高
岡
正
明

さ
ん
で

桜
の
苗
木
に
添
え
て
次
の
よ
う
な
便
り
が
寄
せ
ら
れ
た。

川
内
中

学
校
の
皆
さ
ん
へ

先
般

川
内
町
教
育
委
員
会
へ
参
リ
ま
し
た
時

教
育
長
さ
ん
か

ら
、
今
回
川
内
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
わ
が
住
む
郷
土
に
美
し

い
桜
の
木
を
植
え
て

環
境
の
よ
い
ふ
る
さ
と
っ
く
り
に
努
力
し
ょ

っ
と
い
う

こ
と
に
な

っ
た
と
の

お
話
に
私
も
感
激
い
た
し
ま
し
た

。

私
も
皆
さ
ん
と
同
じ
志
で

数
向
の
大
和
心
を
人
間
わ
ば
朝
日
に
匂
ふ
山
桜
花

と
歌
っ
た
先
人
の
心
を
心
と
し
て

日
本
の
国
花
で
あ
る
桜
を
研
究

し
て

山
紫
水
明
の
う
る
わ
し
い
我
が
国
土
の
上
に

春
は
せ
め
て

一
か
月
の
間

W悼
の
花
を
同
じ
場
所
で
咲
か
せ
た
い。

そ
れ
は
、
早

咲
き
と

中
咲
き
と

遅
咲
き
の
三
つ
の
優
良
品
種
を
組
合
せ
る

と
に
よ
っ
て
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す

。

今
、
そ
の
優
良
品
種
の
研
究
を
一
生
懸
命
で
や
っ
て
い
ま
す

。

ず
わ
が
住
む
郷
土
づ
く

り
か
ら
と
思

っ
て
い
る
所
へ

今
回
の
皆
さ

ん
方
の
こ
意
志
を
聞
き
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す

。

こ
の
桜
は
、
国
立
遺
伝
学
研
究
所
で
育
成
し
た
大
鳥
桜
と
、
染
井

吉
野
の
交
配
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
。

樹
勢
は
も
っ
と
も
強
健
で
、
花
は
大
輪
で
美
し
く
、
病
害
に
強
く

こ
れ
か
ら
の
公
害
等
に
も
強
く

現
在
の
日
本
の
桜
の
中
で
い
ち
ば

ん
強
健
な
桜
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
優
良
品
種
で
す
が
こ
れ
は
み
ん
な
大
島
桜
の
種
子
を
ま

い
て
移
植
し
、
接
木
し
て
、や
っ
と
三
年
が
か
り
で
育
て
た
も
の
で

す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
の
手
て
い

つ
ま
で
も
可
愛
が
っ
て
や
っ
て
い
た

き

わ
が
郷
土
の
美
し
い
景
色
を
皆
さ
ん
の
手
で
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い

。

お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

拙
歌
一
首

つ
る
わ
し
き
わ
が
日
の
本
に

桜
植
、
ぇ

わ
れ
は
つ
く
ら
む

地
上
天
国

昭
和
五
十
年
三
月
二
十
四
日

川
内
中

学
校
の
よ
い
子
の
皆
様
へ

そ
れ
で
、
ま
ず
そ
の
た
め
に
植
え
ら
れ
る
品
種
の
特
質
を
記
し
て

桜
の
苗
木
と
と
も
に
、
-
送
付
謹
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

一
、
紅
山
桜

。

本

こ
の
桜
は

石
鎚
山
系
に
あ
る
本
県
で
も
珍
し
い
紅
色
の

四
月

中
旬
咲
き
の
優
良
品
種
の
実
生
首
木
で
す
。

今
春
私
の
育
成
し
た
苗

木
を

県
が
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
へ
植
樹
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

桜
の
品
種
で

山
桜
系
の
優
良
品
種
で
す

。

二
、
依
通
姫

(
そ
と
お
り
ひ
め

六
O
本

こ
の
桜
は

日
本
で
は
じ
め
て
育
成

し

362 一

国
立
遺
伝
学
研
究
所
が

た
大
島
桜
と
吉
野
桜
の
交
配

選
抜
に
よ
っ
て
創
生
し
た
花
の
美
し

ぃ
、
四
月
中
旬
咲
き
の
優
良
品
種
で
す

。

三
、
大
島
桜

七
O
本

こ
の
桜
は

伊
豆
の
大
由
一
閉
め
原
産
で
、
樹
勢
が
た
い
へ
ん
強
健
で

病
室
ロ
や潮
風
等
に
も
強
く

愛
媛
が
生
ん
だ
植
物
学
者
八
木
繁
一
先

生
の
推
奨
す
る
品
種
で
、
県
議
国
神
社
の
桜
は
多
く
、
}
の
品
種
で
す。

こ
の
樹
の
種
子
は

大
島
の
小
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
集
め

ヰ
酢

て
い
た
だ
り
た
も
の
を
三
年
間
育
て
た
も
の
で
す

。

四
、
天
城
吉
野

若
干
本

11 

「
冬
+
荒
の

・•••••••

••• 
・
」

の
歌
碑

職
員
室
南
の
藤
棚
の
そ
ば
に
越
智
誉
六
さ
ん
の
歌
碑
が
あ
る。

歌
碑
は
台
石
と
も
に
約
一
メ
ー

ト
ル
二
O

、

小
さ
く
は
あ
る
が
り
つ

ぱ
な
も
の
で
あ
る
。

「

冬
荒
の
石
鎚
嵐
身
に
受
け
て
今
日
も
学
ば
ん
先
人
の
道
」

越
智
さ
ん
は

川

内
中
学
校
の
用
務
員
と
し
て
十
五
年
、
学
校
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
校
舎
、
校
地
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
の
こ
と
に
つ

363 一

い
て
も
よ
く
気
を
つ
け
ら
れ
た
。

生
徒
の
落
と
し
物
の
よ
ご
れ
た
シ
ャ
ツ
も
き
れ
い
に
せ
ん
た
く
し

て
、
職
員
室
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
も
た
び
た
び
で
あ
っ
た
し
、
部
外

者
が
運
動
場
な
ど
を
使
用
す
る
と
き
も
よ
く
せ
わ
を
さ
れどん

な
に
遅
く
な
っ
て
も
必
ず
あ
と
を
見
て
回
ら
れ
た
が
、
あ
と
を
よ
こ

れ
た
ま
ま
に
さ
れ
る
こ
と
を
、
生
徒
が
あ
ん
な
に
そ
う
じ
を
し
て
い

る
の
に

と
い
っ
て
と
て
も
さ
ら
わ
れ
た
。

そ
の
越
智
さ
ん
も

昭
和
五
十
年
三
月
を
も
っ
て
臓
を
去
ら
れ
た

が
、
そ
の
と
き
、
各
教
室
に
設
置
し
て
い
るOH
P

の
た
め
に
り

っ
ぱ
な
ワ
ゴ
ン
を
寄
贈
さ
れ
た
。
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の
-
-

思
に
感
却
し
別
れ
を
刊
し
ん
だ

12 

十
八
年
の
歴
史
を
閉
じ
る

川
内
中
学
校
寄
宿
舎

「
教
育
面
で
は

い
ち
早
く
三
十
二

年
、
三
内
、
川
上

、

松
瀬
川

町
の
中
心
部
に
そ
の
威

滑
川

の
四
中

学
を
統
合
し
た
川
内
中

学
は
、

容
を
誇
り
、
全
国
で
も
ま
れ
な
八
十
人
収
容
の
寄
宿
合
を
持
っ
て
い

る

J
(昭
和
四
十
二
年
十
月
三
日
・
愛
媛
新
聞
)
と
記
さ
れ
た
川
内
中

滑
川
小
学
校
の
閉
校
に
よ
り

学
校
の
答
宿
舎
は

、

昭
和
五
十
一
年
三
月
を
も
っ
て
閉
令
さ
れ
た

。

パ
ス
で
東
谷
小
学
校
に
通
う
小
学

生
と
同
様
、
中
学
生
も
パ
ス
で
通
学

そ
の
た
め
に
パ
ス
を
増
発
す

る
と
い
、
つ
こ
と
で
、
十
八
年
の
伝
統
を
も
っ
川
内
中
学
の
寄
宿
舎
は

そ
の
睦
史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

閉
会
式
は
、
昭
和
五
十
年
度

の
卒
業
式
の
日

業
生
の
退
会
式
と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。

(
三
月
十
七
日
)
卒

こ
の
日
巣
立
っ
た
生
徒
九

名
を
代
表
し
て
、
和

国
友
子
さ
ん
が
退
合
の
こ
と
は
を
述
べ
、
寄
宿

つ
つ
い
て
閉
会
式
に
う

会
生
と
し
て
の
卒
業
の
終
止
符
を
う
っ
た
。

ち
、
お
せ
わ
く
だ
さ
っ
た
方
々

(
炊
事、

町
会
議
長
そ
れ
ぞ
れ
の
挨
拶
の
の

八
木
春
子
さ
ん
、
寮
母
、

つ
り
、
校
長
、
教
育
長

町
長

愛
媛
大
学
教
育
学
部

ー
教

育
研
究
協
力
校

附
属
中
学
ド

J
I
l
i
-
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川
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l
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-
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八v
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L
〆
η

H

制
ヲ
グ
般
的
刊
に
よ
リ
中
学
校
卒
業
生
で
家
事

に
従
事
す
る
行
が
始
ん
ど
る
く
な
り
、
淳
一
年
本
科
生
の
入
学
者
が
激

減
し
て
き
た
の
で
、
ー
は
す
一
の
一
日
的
に
か
ん
が
み
て
廃
校
と
決
定
し
た

の
で
あ
る

。

削
設
以
来
主
任
教U
H
と
し
て
つ
く
し
た
田
中
裕
子
外
三
名
の
教
職

日
興
は

ト
批
判Vへ
は
家
事
に

花
嫁
修
業
継
続
希
望
め
生
徒
は凶T内

の
川
上

ド
レ
メ
そ
の
他
和
裁
、
編
物

茶
益
十
教
同
日
一
附
に
入
所
し
た

。

山
山
間コ臼
T
R

'
引μ
i
n

米
k

切
は
中
央
公
民
館
及
び
各
中
小
学
校
へ
分
割
移
管

。

表
簿

-
d矧
は
教
訂
委
民
会
に
保
管
し
て
、
イ
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

一傾
み
て

同
校
が
農
村
の
女
子
高
等
教
育
に
貢
献
し
た
業
績
は
者

し
い
も
の
が
あ
り

口
氏
く
本
町
教
育
史
に
洩
る
も
の
で
あ
る
。

教
員
生
徒

状

況
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川
上
村
松
瀬
川
農
業
補
習
学
校

夜
学
会
大
正

二
年
八
月
松
瀬
川
農
業
州
哲
学
校
開
設
ま
で
は
松
瀬

川

ト
'L子
人
父
λ止
に
一
川
市
「

・P

寸

j
f
ι
b
T
J
[
j
h
l

f
 

に
花
る
観
音
堂
に
於
て
夜
学
会
を
設

け
百
年
教

育
を
為
す
。

川

上
村
J
一校
瀬
川
農
業
仙
沼
学
校

充
当
背
年
訓
練
所

大
正
二
年
八
月
六
日

松
瀬
川
4
句
協
小
品f
校
へ
川
上
村
の
絵
瀬
川

農
業
補
官
学
校
附
設
の
認
可
あ
り

G

川
年
九
日
バ
一
日

ぃ
山
川
河
1

チ
r
h
H入山
川
ん
又

う
官
l
-
A
l

止

ι
f
o
u
h
uい
ι

ゃ
，

大
正
卜
五
年
六
月
二
十

-
九
日
松
瀬
川
農
業
補
習
学
校
、
を
青
年
訓

練
川
に
充
当
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ

こ
れ
よ
リ
青
年
学
徒

に
付
す

る

市
い
や
教
育
を
為
す。

昭
和
三
年
間
月
十
六
日

学
則
改
正
松
瀬
川
農
業
補
習
学
校
に
女

f
m
を
設
置

一
、
}
れ
ま
で女
子
部
は
川
上
農
業
補

羽門
学
校
に
通
学
し

て
い
た
が
遠
路
の
た
め
次
第
に
此
竿
者
も
減
じ

後
に
は
希
望
者
が
集

リ
松
瀬
川
小
学
校
住
宅
に
於
て
放
縫
の
み
指
中与
を
長
け
て
い
た

内

キす

ー
い
羽
刃
斗

ι

、
支
逢
斗

二

年利
司
巨

t
B

4
;
4
1
1

一

l

明
治
二
十
六
年
補
習
学
校
令
が
し
か
れ

各
小
学
校
に
補
明
日
科
及

び
裁
縫
科
を倒
置
し
た
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る

。

け
実
業
補
習
学
校

大
正
四
年
五月
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
に
実
業
補
習
学
校
が
併
設
せ

ら
れ

ニ
内
第

第

第

実
業
補
習
学
校
と
称
し
た

c

一
事

大
正
五
年
一
円
で
あ
っ
て
夜
間
男

実
教
授
が
開
始
せ
ら
れ
た
の
は小

学
校
の
教
員
が
兼務
し
た
。
修

子
の
み
に
対
し
授
業
が
行
わ
れ

業
年
限
は
前
期
二
年
、
後

期
三
ヶ
年
で
あ
う
た。

寸
月

か

大
正
九
年
六
月

女
子
補
習
学
校
設
置
の
認
可
を
受
け

ら
、

昼
間
授
業
が
行
わ
れ
た
が

入
学
者
数
は
僅
少
で
あっ
た
。

教
科
課
程
は
修
身
、
国
語
、
算
術
、
農
業
、
体
操
の
五
教
科
で

あ

っ

て

女
子
に
は
更
に
裁
縫
い
か
諜
せ
ら
れ
た

。

授
業
臼
数
は
年
間
八
十
日
i
九
十
日
程
度
で
あ
っ
た

。

西
日
ハ
口
及
び

東
谷
小
学
校
下
は
、
教
場
を
二
、
三
個
所
に
分
け
て
出
張
段
業
を
行

っ
た
。

松
瀬
川
青
年
学
校

昭
和
十
年
七
月
二
日

学
則
改
正

校
名
変
更
松
瀬
川
青
年
学
校

'
・
1プ
k
d
K
40

3

ノ
、
山
u
-酌
や

昭
和
十
八
年
七
月
七
日

JIJ 

上

三
内
二
ヶ
村
組
合
之
東
温
青
年

学
校
開
設
に
伴
ひ
松
瀬
川
青
年
学
校
は
こ
れ
に
合
併
せ
ら
れ
生
徒
は

川
上
ま
で
通
学
す
る
こ
と
と
な

っ

た
。

昭
和
二
十
年
九
月

大
東
民
戦
争
終
結
に
伴
い
従
来
行
わ
れ
て
い

た
学
徒
軍
事
教
育
症
に
戦
時
訓
練
及
び
学
校
防
空
関
係
訓
練
等
は
佐
川

376 一

こ

i
L
:

o

J
H
A
C
J
d

才
人

昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日

六
・

三
制
実
施
に
伴
い
青
年
学
校
普

通
科
停
止

。

普
通
科

二
年
修
了
者
は
中
宇
校

二
年

三
年
に
嗣

入

(本
科

一
年
修
了
者
中
希
望
者
は
三
年
に
編
入

い
し
青
年
学
校

義
務
制
二
十
二
年
度
に
於
て
は
実
泌
さ
る

。

昭
和
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

青
年
学
校
廃
止

。

j
農
業
山
刑期
内
学
校

農
業
補
官
学
校
と
改

大
正
十
三
年

六
月
よ
り
実
業
補
習
学
校
は小

学
校
尋
常
科
卒
業

称
せ
ら
れ
た
。
修
業
年
阪
は
前
期
二
ヶ
年
で

生
を
後
期ご
一
ヶ年
は
小
学
校
高
等
科
卒
業
生
及
び
前
期
修

7

者
を

又
、
研
究
科
は
四ヶ
年
で
後
期
修7
4引
を
収
容
し
教
育
が行
わ
れ
た

。

教
科
は
以
前

の
実
業
学
校
と
同
じ
て

教
師
も
始
ん
ど
小
学
校
の
教

員
か
兼
務
し
た
が

農
業
及
び
裁
縫
に
つ
い
て
はお
お
む
ね
呼
仔

教
員
が
お
か
れ
た

。

男
子
部
の
授
業
は
や
は
り
校
下
の
数
個
所
に
分
散
し
て
復
間
に
行

377 
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川
青
年
訓
練
所

大
正
十
五
年
七
月一日よ
り
補
習
学
校
に
青
年
訓
練
所
い
か
併
置
さ

ら
れ

時
代
の
要
求
に
も
と
づ
き

男
子
は
畳
間
毎
週
一
回
小
学
校

に
集
合させ
て
、
三
時
間
桂
度
の
軍
事

教
練
を
主
と
し
て

教
育
が
行

コ

:

。

わ
れ
る
こ
と
と
な
r
f
h

四
年
次
と
し
普
通
学
科(国
語
、

修
業
年
限
は
第

一
、
二
、
三

軍
事
教
育
は
小
学

数
学
、
公
民)
は
、
小
学
校
教
員
が
兼
務
指
導
し

校
教
員
又
は
在
郷
軍
人
よ
り
呼
任
の
指
導
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

。



そ
し
て
初
年
一
回
現
役
軍
人
で
あ
る
査
閲
官
の
査
聞
が
実

施
さ
れ

年
を
追
っ
て
軍
事

教
育
は
盛
ん
と
主
っ

た
。

補
加
中
川
晶
子
校
教
育
は
男
女
と
も
従
前
通
り
で
あ
っ
た
。

川
青
年
学
校

満
洲
事
変
、
上
海
事
変
と

わ
が
国
の
大
陸
政
策
が
着
々
と
進
め

ら
れ
軍
閥
政
治
の
時
代
と
な
る
に
つ
れ
て
、
青
年

に
対
す
る
箪
事
教

山
日が
益
々
強
く
要
求
さ
れ
る
に
至
リ
、

昭
和
十
年
七
月
一
日
、
青
年

山
干
校
令
施
行
に
伴
い
現
荘
ま
で
の
補
習
学
校
お
よ
び

青
年
訓
練
所
を

廃
汁

し
て
、
青
年
学
校
が
設
置
せ
ら
れ
た

。

修
業
年
限
(
男
女
と
も

並
円
通
科
一
一
ヶ年

(小
学
校
尋
常
科
卒
業
生

本

判

五
ヶ
年
(
高
等
科
卒
業
生
及
び
普
通
科
修
了
生

研
究
科

一
ヶ
年
(
本
科
修
了
生
)
入
学
者
男
子
僅
少

女
子

な
し

日
3
bA多

叶
斗

t
f

4

 
一
ヶ
年
(
研
究
科
修
了
生
)
設
置
せ
ず

教
科
課
桜

修
身
公
民

普
通
科

(
国数
、
農
業

男
子
の
み
教
練
科

女
子
の
み
家
庭
科

?轟

集

後

ロ
u

-言
ロ

川
内
町
制
施
行
二十
周
年
の
記
念
す
べ
き
歳
に
当
た
り
町
内
の

創
立
百
年
を
数
え
る
小
学
校

開
校
二
十
年
を
迎
え
ん
と
す
る
中
学

校
いか
共
同
し
て

「

川
内
町
学
校
沿
革
誌」
の
記
念
誌
を
発
行
す
る

こ
と
は

、

ま

こ
と
に
意
義
の
深
い
こ
と
で

こ
の
尊
い
編
集
事
業
に

た
ず
さわ
ら
せ
て
頂
い
た
町
内
各
学
校
職
員
は

、
心
か
ら
感
謝
申
し

ょ
げ
て

お
り
ま
す

。

一
年
有
余
に
わた
り

滑
川
・
来
日
八
口・
西
谷
・
川
上
の
各
小
学
校

及
び
川
内

中

学
校
の
全
職
員
が

こ
の
事
業
に
参
加
し
た
汗
の
結
日
間

で
あ
り
ま
す

。

編
集
に
当
た
り
、細
か
い
企
画
立
案
を
い
た
し

、

鋭
意
努
力
い
た

し
ま
した
が
、
皆
様
の
ご
満
足
が
頂
け
る
も
の
か
ど
う
か
案

じ

て
い

る
も
の
で
噂

)
ざ
い
ま
す
。

こ
の
沿
事
誌
が

町
民
各
位
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
れ

1;1": 

こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
噂
}
ざ
い
ま
せ
ん
。

明
治
五
年
、
学
制
発
布
さ
れ
て
よ

り
幾
多

の
変
遷
を
し
た
小
学
校

戦
後
新
制
の
中
学
校
とし
て
発
足
し

た
四
中
学
校
が

大
同
団
結
し

て
、
統
合
中
学
校
と
し
て
発
展
し
た
川
内
中

学
校

そ
れ
ぞ
れ
に

教
員
は
主
と
し
て
従
来
通

り
小
学
校
教
員
が
兼
務
し

た
が
、
農

業

科
、
男
子
の
教
練
科
、

女
子
の
家
庭
科
は
お
お
む
ね
専
任
指
導

員
が

配
置
さ
れ

軍
事
教
育
は
一
層
強

化
せ
ら
れ
た
。

昭
和
十
八
年
六
月

川
上
村
青
年
学
校
と
合
併
し
て
川
上
、

三
内
共

立
東
温
青
年
学
校
を
設
立
し

、

川
上
小
学
校
の

一
部
を
校
舎
と
し
て

開
校
さ
れ
た

。

以
来
充
実
し
た
青
年
教
育
い
か
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
戦
争
が
激
し
く
な

る
に
つ
れ
て
、
始
ん
ど
軍
事
教
育
と
な
り
、

国
家
総
動
員
法
に
幕
つ
い
て
、
学
徒
動
員
が
行
わ
れ
木
材
木
炭
の
搬

出
、
見
奈
良
飛
行
場
整
地
作
業
、
松
恨
油
採
油
作
業
、
食
糧
増

産
等

378 -

の
労
務
作
業
に
動
員
さ
れ

た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
敗
戦
に
よ
っ
て
一
切
の
軍
事
教
育
は

禁
止
せ
ら
れ
見
器
は
松
山
は
松
山
の
進
駐
竿
キ
ャ
ン
プ
に
引
渡
し
、

青
年
の
志
気
は
危
脱
状
態
と
な
っ
て
、
出
席
せ
ず
そ
の
経
営
に
は
困

難
を
き
わ
め
た

。

遂
に
統
合
授
業
は
不
可
能
と
な

っ
た
の
で

、

や
む

な
く
各
小
学
校
で
分
散
授
業
を
行
う
に

至
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
、
六
・
三
制
実
胞
の
学
制
改
革
に
伴
い
、
生げ

年
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
第
一
学
年
は
新
制
中
学
三
年
に
編
入
せ

、
，
，
，
t
』
、

-
o

p
LF

2
?
a
q
Jd
-

(川
内
町
誌
よ
り
)

長
い
歳
月
の
過
程
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た

。

そ
の
問
、
多
く
の
町
民

の
方
が
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
ら
を
掘
り
起
、
」
し
、

ま
と
め
て
参
り

キ
A
V--レ
わ
~
。

「
ロl
マ
は

一日
に
し
て
成
ら
ず
」の
感
を
深
く
致
し
て
お
り
ま
す

。

こ

の
沿
革
誌
は

川
内
町
民
の
大
い
な
る
愛
郷
心

の
結
晶
で
あ
り
ま

こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、今
後
も
よ
り
た
く
ま
し
く
、
教
育
い
か

発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
本
誌
編
集
に
ニ
協
力
下
さ
い

、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

。

ま
し
た
多
く
の
か
た
が
た
l

す
。

昭
和
五
十
二
ヰ
九
月
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